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１ 調査の目的と方法 

（１）調査目的 

文京区では、障害者及び障害児がいきいきと自分らしく、健康で自立した生活を営めるよう、「文

(ふみ)の京(みやこ)ハートフルプラン 文京区地域福祉保健計画 障害者・児計画」に基づき、様々な

障害福祉施策を推進しています。 

令和５年度に次期障害者・児計画（令和６年度～令和８年度）を改定するに当たり、その基礎資料

を得るとともに、障害者・児の方々の日常生活の実態、サービスの利用状況や希望等を把握するため、

実態・意向調査を実施しました。また、区内の障害福祉サービス事業所等を対象に、事業所の概要や

福祉人材の現状を把握するとともに、都内の医療機関における区民の長期入院患者の状況を把握する

ことで、今後の障害福祉サービス等の基盤整備に資するための基礎資料とします。 

 

（２）調査種類と調査方法 

本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、18 歳未満の方、区内障害福祉サー

ビス等事業所及び都内長期入院施設を対象とした量的調査（アンケート調査）並びに区内施設等を利

用する知的障害者及び精神障害者を対象とした質的調査（インタビュー調査）の２種類を実施しまし

た。 

 

（３）量的調査（アンケート調査） 

①調査設計 

調査の種類 対象者 調査方法 

在宅の方 

文京区内に居住し、以下に該当する 18歳以上の方 

・身体障害者手帳をお持ちの方 

（肢体不自由、内部障害については無作為抽出、その他の障害について

は全数） 

・愛の手帳をお持ちの方（全数） 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（全数） 

・難病医療券をお持ちの方（全数） 

 

 

 

調査票を郵

送配付し、

郵送及びイ

ンターネッ

ト回答で回

収する方法

で実施しま

した。 

18歳未満の方 

文京区内に居住し、以下に該当する 18歳未満の方 

・身体障害者手帳をお持ちの方 

・愛の手帳をお持ちの方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

・難病医療券をお持ちの方 

・障害児通所支援受給者証をお持ちの方 

施設に入所して

いる方 

・身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ち

で、文京区が支給決定した施設入所支援及び療養介護のサービスをご

利用中の 18歳以上の方 

サービス事業所

の方 
・文京区内の指定障害福祉サービス等事業所 

長期入院施設 ・東京都内の精神科長期入院施設(医療機関)  
郵送配付- 

郵送回収 
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②調査期間 

令和４年 10月３日から 10月 31日までの期間に実施しました。 

 

③回収結果 

種類 配付数 回収数 
有効回答数 有効回答率 

 内インターネット  内インターネット 

在宅の方 5,087 2,003 2,000 381 39.3% 7.5% 

18歳未満の方 878 351 350 138 39.9% 15.7% 

施設に入所している方 143 86 85 5 59.4% 3.5% 

サービス事業所 95 73 73 25 76.8% 26.3% 

長期入院施設 65 53 53  81.5%  

合 計 6,268 2,566 2,561 549 40.9%  

※ インターネットによる有効回答率は、配付数におけるインターネット回答の割合です。 

 

④報告書の見方 

ア．各設問の回答者の総数は n(Number of case)と表記しています。 

イ．集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しています。この

ため、単数回答であっても、合計値が 100％にならない場合もあります。 

ウ．回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割

合を合計すると 100％を超えます。 

エ．クロス集計表において、その表頭の設問中、「その他」、「特になし」等、「無回答」を除く最

も高い割合に網掛けをしています。また、表側の回答者の総数（n）が 10 未満の場合、１つ

の回答による割合の変動が大きいため、原則コメントをしていません。 

オ. 「長期入院施設」の調査については、65 か所の病院に対して、調査票を配付し、53 か所の病

院から回答がありました。分析では、長期入院患者がいない病院を除き、48 人の長期入院患

者の情報を集計しています。 

 

 

 

 

 



 

 

第１章 在宅の方を対象にした調査 
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在宅の方を対象にした調査 
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１ 本人について 

（１）調査票の回答者 

問１ この調査票に回答していただく方はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「あて名ご本人」が 74.7％と７割半ばを占めており、「ご家族の方」は 15.3％とな

っています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“知的障害”を除くいずれの障害も「あて名ご本人」が最も高くなっています。

“知的障害”では「ご家族の方」が 55.0％と５割半ばを占め、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％） ｎ あて名ご本人 ご家族の方 その他 無回答

全体 2,000 74.7 15.3 1.0 9.1

肢体不自由 283 66.1 20.1 1.1 12.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 45.5 44.2 0.0 10.4

視覚障害 144 65.3 24.3 2.1 8.3

聴覚・平衡機能障害 146 69.9 19.9 0.7 9.6

内部障害 278 75.9 11.5 0.0 12.6

知的障害 231 32.5 55.0 3.9 8.7

発達障害 187 66.8 25.7 0.5 7.0

精神障害 464 80.2 9.3 0.4 10.1

高次脳機能障害 44 47.7 36.4 2.3 13.6

難病（特定疾病） 632 83.4 8.7 0.8 7.1

その他 35 77.1 17.1 2.9 2.9

障
害
別

全　体

（n=2,000）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

そ
の
他

無
回
答

74.7 15.3

1.0

9.1

(%)
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（２）年齢 

問２ あなたの年齢をお聞きします。令和４年 10月１日現在の満年齢をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「50～59 歳」が 17.0％と最も高く、次いで「70～79 歳」が 15.7％、「80～89

歳」が 14.5％、「60～69歳」が 14.1％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、60 歳以上の割合が、1.3 ポイント低下していますが、全体的な傾向につ

いては大きな変化はありません。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“知的障害”と“発達障害”では「18～29 歳」の若年層が３割半ばを超えて最も

高くなっています。 

“精神障害”、“高次脳機能障害”、“難病（特定疾病）”では「50～59 歳」が２割台で最も高くなって

います。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”では「70～79歳」が２割台で最も高くなっています。 

それ以外の障害では「80～89歳」の年齢で最も高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

80～89
歳

90歳
以上

無回答

全体 2,000 9.0 10.7 13.1 17.0 14.1 15.7 14.5 3.0 3.0

肢体不自由 283 2.1 4.9 6.0 12.4 12.7 26.1 26.9 6.7 2.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 9.1 1.3 3.9 14.3 14.3 28.6 23.4 1.3 3.9

視覚障害 144 6.9 6.3 13.2 10.4 16.7 17.4 20.1 6.9 2.1

聴覚・平衡機能障害 146 4.8 6.2 7.5 2.7 13.7 11.6 36.3 13.7 3.4

内部障害 278 2.5 3.6 6.1 12.6 14.0 22.7 29.5 6.1 2.9

知的障害 231 36.4 21.6 14.7 14.7 4.8 3.0 1.3 0.4 3.0

発達障害 187 38.0 26.7 15.0 9.1 6.4 0.5 0.0 0.0 4.3

精神障害 464 8.2 15.7 20.9 28.7 15.3 5.6 1.9 0.0 3.7

高次脳機能障害 44 4.5 4.5 13.6 22.7 13.6 13.6 15.9 2.3 9.1

難病（特定疾病） 632 4.0 7.6 12.7 21.4 17.9 18.8 13.9 1.6 2.2

その他 35 11.4 14.3 5.7 17.1 8.6 22.9 14.3 2.9 2.9

障
害
別

令和４年度

（n=2,000）

令和元年度

（n=2,022）

無
回
答

1
8
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
～

7
9
歳

8
0
～

8
9
歳

9
0
歳
以
上

9.0

8.8

10.7

10.0

13.1

14.2

17.0

15.4

14.1

14.3

15.7

17.1

14.5

14.2

3.0

3.3

3.0

2.7

(%)
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（３）年収 

問３ あなたご本人の年収額をお聞きします。税金等を差し引く前の額でお答えください。 

（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年収は、「80 万円以上～150 万円未満」と「収入はない」がともに 19.4％と最も高く、

次いで「150万円以上～250万円未満」が 15.8％と１割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、全体的にあまり変化はありません。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

  

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”と“40 歳以上～65 歳未満”では「収入はない」が、“65

歳以上～75歳未満”では「80万円以上～150万円未満」が、“75歳以上”では「150万円以上～250万

円未満」がそれぞれ２割台で最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

収入は
ない

80万円
未満

80万円
以上～
150万円
未満

150万円
以上～
250万円
未満

250万円
以上～
500万円
未満

500万円
以上～
1,000万
円未満

1,000万
円以上

無回答

全体 2,000 19.4 14.9 19.4 15.8 13.8 8.2 2.9 5.7

18歳以上40歳未満 393 23.9 18.8 20.4 12.5 12.2 8.7 2.0 1.5

40歳以上65歳未満 752 22.6 14.2 19.1 11.4 13.6 12.1 4.0 2.9

65歳以上75歳未満 297 17.2 12.1 23.2 20.2 14.8 5.4 3.0 4.0

75歳以上 499 14.0 15.6 18.2 24.0 15.0 4.4 2.0 6.6

年
代
別

令和４年度

（n=2,000）

令和元年度

（n=2,022）

8
0
万
円
未
満

収
入
は
な
い

5
0
0
万
円
以
上
～

1
,
0
0
0
万
円

未
満

8
0
万
円
以
上
～

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
万
円

以
上

無
回
答

19.4

19.2

14.9

16.3

19.4

19.9

15.8

14.6

13.8

14.7

8.2

8.7

2.9

2.2

5.7

4.4

(%)
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【クロス集計】障害別 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“発達障害”、“精神障害”では「収入はない」

が２割台で最も高くなっています。 

“高次脳機能障害”では「80万円未満」、“肢体不自由”、“視覚障害”、“知的障害”では「80万円以上

～150万円未満」が２割を超えて最も高く、特に“知的障害”では３割半ばを占めています。 

“聴覚・平衡機能障害”と“内部障害”では「150万円以上～250万円未満」が、“難病（特定疾病）”

では「250万円以上～500万円未満」が最も高くなっています。 

 

（４）収入内訳 

問４ あなたの主な収入の内訳をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 収入の内訳は、「年金」が 56.3％と５割半ばを超えて最も高く、次いで「給与・報酬」が 32.0％、

「手当」が 12.6％と続いています。 

  

（単位:％）

ｎ

収入は
ない

80万円
未満

80万円
以上～
150万円
未満

150万円
以上～
250万円
未満

250万円
以上～
500万円
未満

500万円
以上～
1,000万
円未満

1,000万
円以上

無回答

全体 2,000 19.4 14.9 19.4 15.8 13.8 8.2 2.9 5.7

肢体不自由 283 15.9 11.3 20.8 18.4 14.5 7.8 3.9 7.4

音声・言語・そしゃく機能障害 77 23.4 20.8 20.8 13.0 9.1 1.3 2.6 9.1

視覚障害 144 13.2 16.0 22.9 16.0 17.4 6.9 2.1 5.6

聴覚・平衡機能障害 146 11.6 13.0 19.2 24.0 16.4 6.2 2.7 6.8

内部障害 278 14.0 11.5 15.8 18.7 18.3 9.7 4.3 7.6

知的障害 231 23.8 22.5 35.5 9.5 0.9 0.9 0.0 6.9

発達障害 187 24.6 15.5 21.9 18.7 12.3 2.1 0.5 4.3

精神障害 464 26.5 20.3 20.3 13.6 9.9 4.3 0.4 4.7

高次脳機能障害 44 20.5 27.3 15.9 11.4 6.8 6.8 2.3 9.1

難病（特定疾病） 632 16.8 12.8 15.8 12.7 18.4 13.6 5.7 4.3

その他 35 25.7 11.4 25.7 11.4 17.1 2.9 0.0 5.7

障
害
別

56.3

32.0

12.6

9.2

7.2

6.7

5.3

5.2

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

年金

給与・報酬

手当

親族の扶養または援助

事業収入

工賃

生活保護費

その他

無回答

n＝2,000
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（５）同居家族 

問５ あなたの同居家族をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居している家族は、「配偶者」が 37.8％と３割半ばを超えて最も高く、次いで「ひとり暮らし」

が 24.8％、「子」が 22.1％、「母親」が 21.5％と２割台で続いています。 

 令和元年度と比較すると、前回２番目の「子」が 3.4 ポイント下がっており、前回３番目の「ひと

り暮らし」と順位が入れ替わっていますが、全体の傾向に大きな変化はありません。 

 

  

37.8

24.8

22.1

21.5

14.9

10.7

3.1

1.7

1.2

2.4

2.5

38.8

23.0

25.5

22.2

15.0

12.3

2.6

3.0

1.6

2.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者

ひとり暮らし

子

母親

父親

兄弟・姉妹

グループホーム等での集団生活

その他親族

祖父母

その他

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”では「母親」が 59.0％と６割近くで最も高く、「父親」

（48.3％）、「兄弟姉妹」（30.8％）といった近親者も、他の年代より高くなっています。 

それ以外の年代ではいずれも「配偶者」が最も高くなっています。 

また、いずれの年代も「ひとり暮らし」が２割以上を占めています。 

 障害別にみると、“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”では「母親」が最も高く、特に“知的障

害”では 74.5％で７割半ばに達し高くなっています。 

それ以外の障害では「配偶者」が最も高くなっています。 

また、“知的障害”は他の障害に比べ「グループホーム等での集団生活」が 14.3％と高く、反対に

「ひとり暮らし」は 3.0％と低くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
その他親族 ひとり暮らし グループ

ホーム等で
の集団生活

その他 無回答

全体 2,000 1.7 24.8 3.1 2.4 2.5

18歳以上40歳未満 393 1.5 20.1 2.3 2.0 0.8

40歳以上65歳未満 752 0.8 27.3 4.0 2.4 0.8

65歳以上75歳未満 297 0.3 32.3 1.7 1.7 0.3

75歳以上 499 4.2 21.4 3.2 3.2 0.6

肢体不自由 283 2.5 24.7 3.5 1.4 1.8

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 15.6 7.8 5.2 2.6

視覚障害 144 1.4 27.1 3.5 4.2 1.4

聴覚・平衡機能障害 146 6.2 27.4 2.1 2.1 2.7

内部障害 278 2.5 24.8 1.1 2.9 2.9

知的障害 231 1.3 3.0 14.3 1.3 2.2

発達障害 187 1.1 23.5 3.2 3.2 4.3

精神障害 464 1.1 33.0 2.8 2.6 3.0

高次脳機能障害 44 2.3 15.9 0.0 4.5 6.8

難病（特定疾病） 632 0.6 25.3 0.8 2.4 1.6

その他 35 2.9 28.6 5.7 2.9 5.7

年
代
別

障
害
別

（単位:％） ｎ 父親 母親 配偶者 子 兄弟・姉妹 祖父母

全体 2,000 14.9 21.5 37.8 22.1 10.7 1.2

18歳以上40歳未満 393 48.3 59.0 14.5 7.6 30.8 5.1

40歳以上65歳未満 752 13.6 23.9 37.6 23.4 7.8 0.5

65歳以上75歳未満 297 0.7 4.0 51.5 19.5 6.4 0.0

75歳以上 499 0.2 0.2 51.1 34.7 2.2 0.0

肢体不自由 283 9.9 13.1 42.8 29.0 4.9 1.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 16.9 20.8 40.3 16.9 18.2 1.3

視覚障害 144 10.4 14.6 41.7 21.5 7.6 1.4

聴覚・平衡機能障害 146 7.5 10.3 37.7 29.5 4.8 0.0

内部障害 278 4.3 7.6 50.7 30.2 4.0 0.4

知的障害 231 56.3 74.5 3.0 1.3 39.4 3.9

発達障害 187 43.9 55.6 8.0 4.8 28.9 3.7

精神障害 464 19.2 26.9 23.9 14.0 11.0 1.3

高次脳機能障害 44 18.2 27.3 43.2 20.5 9.1 2.3

難病（特定疾病） 632 6.6 11.2 53.0 28.2 6.5 0.3

その他 35 11.4 14.3 40.0 20.0 2.9 2.9

年
代
別

障
害
別
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２ 障害と健康について 

（１）障害の種別 

問６ あなたには、次の障害等がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「難病（特定疾病）」が 31.6％と３割を超えて最も高く、次いで「精神障害」が

23.2％、「肢体不自由」が 14.2％、「内部障害」が 13.9％、「知的障害」が 11.6％と続いています。 

 

 

（２）発達障害診断名 

問６で「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」と回答された方にお聞きします。 

問６－１ 発達障害の診断名をお答え下さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発達障害の診断名は、「自閉症」が 39.6％と約４割で最も高く、次いで「広汎性発達障害」が

33.2％、「注意欠陥多動性障害」が 27.8％、「アスペルガー症候群」が 21.4％と２割を超えて続いてい

ます。 

  

31.6

23.2

14.2

13.9

11.6

9.4

7.3

7.2

3.9

2.2

1.8

3.7

0% 10% 20% 30% 40%

難病（特定疾病）

精神障害

肢体不自由

内部障害

知的障害

発達障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

高次脳機能障害

その他

無回答

n＝2,000

39.6

33.2

27.8

21.4

8.6

8.6

5.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害

アスペルガー症候群

学習障害

その他の発達障害

わからない

無回答

n＝150
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（３）難病疾病名 

問６で「難病（特定疾病）」と回答された方にお聞きします。 

問６－２ 病名（東京都発行の難病医療費等助成制度の医療券もしくは診断書に記載されて

いる病名）等をお答え下さい。 

 難病の疾病名は、「潰瘍性大腸炎」が 73 件と最も多く、次いで「パーキンソン病」が 63 件、「全身

性エリテマトーデス」が 48件と続いています。その他の件数は下表の通りです。 

 

疾病名 件数 疾病名 件数 

潰瘍性大腸炎 73 巨細胞性動脈炎 6 

パーキンソン病 63 多系統委縮症 6 

全身性エリテマトーデス 48 
下垂体性ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＰＲＬ

分泌亢進症、下垂体前葉機能低下症 
5 

クローン病 33 肺高血圧症 5 

網膜色素変性症 19 てんかん 5 

シェーグレン症候群 17 家族性高コレステロール血症 5 

原発性胆汁性胆管炎 17 特発性間質性肺炎 4 

重症筋無力症 17 成人スチル病 4 

多発性硬化症、視神経脊髄炎 16 もやもや病 4 

強皮症 16 進行性核上性麻痺 3 

多発性嚢胞腎 16 先天性血液凝固因子欠乏症 3 

皮膚筋炎、多発性筋炎 15 強直性脊椎炎 3 

後縦靱帯骨化症 14 慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症 3 

好酸球性副鼻腔炎 14 IgG4 関連疾患 2 

IgA 腎症、慢性腎不全 12 脊髄小脳変性症 2 

ベーチェット病 12 肥大型心筋症 2 

特発性大腿骨頭壊死症 12 原発性硬化性胆管炎 2 

混合性結合組織病 10 筋萎縮性側策硬化症 2 

下垂体前葉機能低下症 10 原発性免疫不全症候群 2 

サルコイドーシス 9 黄色靭帯骨化症 2 

一次性ネフローゼ症候群 9 クッシング病 2 

再生不良性貧血 8 結節性硬化症 2 

自己免疫性肝炎 8 高安動脈炎 2 

特発性血小板減少性紫斑病、血栓性血小板減

少性紫斑病 
8 全身性アミロイドーシス 2 

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 8 脊髄空洞症 2 

特発性拡張型心筋症 7 シャルコー・マリー・トゥース病 2 

悪性関節リウマチ 6 先天性ミオパチー 2 

顕微鏡的多発血管炎 6 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 

  その他（１件のみの難病疾病） 19 
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（４）手帳の種類 

問７ あなたが持っている手帳の種類をお聞きします。手帳をお持ちの方は、等級・程度に

も○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の所持状況は、「身体障害者手帳」が 35.4％と３割半ばで最も高く、次いで「精神障害者保健

福祉手帳」が 25.6％、「愛の手帳」が 12.8％と続いています。 

 一方、「これらの手帳は持っていない」は 25.0％と全体の４分の１を占めています。 

 

【各等級別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障害者手帳の等級は、「１級」が 31.2％と最も高く、次いで「４級」が 21.2％、「２級」が

18.5％と続いています。 

 愛の手帳の等級は、「４度」が 39.5％と最も高く、次いで「２度」が 28.1％、「３度」が 27.7％と

続いています。 

 精神障害者保健福祉手帳は、「２級」が 48.2％と最も高く、次いで「３級」が 47.1％、「１級」が

3.3％と続いています。  

35.4

12.8

25.6

25.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40%

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

n＝2,000

全　体

（n=512）

１
級

２
級

３
級

無
回
答

3.3 48.2 47.1 1.4

(%)

全　体

（n=256）

１
度

２
度

３
度

４
度

無
回
答

2.7 28.1 27.7 39.5 2.0

(%)

全　体

（n=708）

無
回
答

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

31.2 18.5 16.1 21.2 5.5 5.8 1.7

(%)

身体障害者手帳 

愛の手帳 

精神障害者保健福祉手帳 
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（５）障害に最初に気づいた時期 

問８ あなたの障害や心身の不調について、あなたやご家族の方などが最初に気づいた時期

をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本人や家族が障害に気づいた時期は、「18～29 歳」が 15.4％と最も高く、次いで「０～５歳」が

11.3％、「30～39 歳」が 11.2％、「40～49 歳」が 10.8％、「50～59 歳」が 10.3％と１割台で続いてい

ます。 

 令和元年度と比較すると、全体的な傾向はあまり変化がありませんが、39 歳以下の若年層の割合が

やや上がっており、障害や心身の不調に気づく時期が早くなっている傾向にあります。 

 

  

4.8

11.3

9.9

15.4

11.2

10.8

10.3

5.8

4.4

4.3

6.8

5.3

4.6

11.3

9.1

15.2

10.7

10.9

10.6

6.4

5.5

4.4

7.3

3.9

0% 5% 10% 15% 20%

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】障害別 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“視覚障害”、“知的障害”、“発達障害”、では「０～５歳」の幼年期が最も高くな

っており、“知的障害”では「生まれたとき」も 23.4％と２割を超えて、他の障害よりも高くなって

います。 

“精神障害”では「18～29歳」の青年期で３割半ばを超えて最も高くなっています。 

“難病（特定疾病）”では「30～39歳」と「40～49歳」の壮年期で高くなっています。 

それ以外の障害では 40歳以降の割合が高く、特に「50～59歳」が高い傾向になっています。 

 

  

（単位:％） ｎ 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

全体 2,000 10.3 5.8 4.4 4.3 6.8 5.3

肢体不自由 283 14.1 8.1 8.1 7.4 10.2 4.9

音声・言語・そしゃく機能障害 77 14.3 7.8 13.0 9.1 16.9 3.9

視覚障害 144 11.8 6.9 1.4 2.1 10.4 5.6

聴覚・平衡機能障害 146 9.6 4.1 4.1 4.8 20.5 3.4

内部障害 278 16.5 9.4 9.7 7.6 14.4 3.2

知的障害 231 1.7 0.0 0.4 0.4 0.4 2.6

発達障害 187 1.1 0.5 0.5 0.0 0.0 1.1

精神障害 464 6.9 2.8 1.1 0.6 1.1 0.9

高次脳機能障害 44 22.7 2.3 6.8 11.4 11.4 0.0

難病（特定疾病） 632 14.1 8.1 5.9 6.2 6.5 4.6

その他 35 20.0 8.6 8.6 2.9 8.6 2.9

障
害
別

（単位:％） ｎ 生まれたとき ０～５歳 ６～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳

全体 2,000 4.8 11.3 9.9 15.4 11.2 10.8

肢体不自由 283 5.7 11.7 4.9 5.3 5.3 14.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 10.4 15.6 0.0 2.6 0.0 6.5

視覚障害 144 9.7 12.5 9.7 11.8 7.6 10.4

聴覚・平衡機能障害 146 4.1 17.1 11.6 8.2 6.2 6.2

内部障害 278 3.2 4.7 4.0 4.7 11.2 11.5

知的障害 231 23.4 52.8 12.6 3.9 0.9 0.9

発達障害 187 3.7 42.8 19.8 16.0 7.0 7.5

精神障害 464 0.9 4.3 16.2 36.0 17.0 12.3

高次脳機能障害 44 0.0 4.5 6.8 9.1 6.8 18.2

難病（特定疾病） 632 1.1 2.5 7.1 13.0 15.7 15.3

その他 35 8.6 8.6 14.3 2.9 5.7 8.6

障
害
別
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（６）受診状況 

問９ あなたの受診状況等（歯科医療も含む）をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療機関への受診状況は、「定期的に通院している」が 84.4％と８割半ば近くを占めて最も高くな

っています。 

一方、「現在は通院していない」が 5.5％となっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「定期的に通院している」が５割を超えて最も高くなっていま

す。 

「定期的に訪問診療を受けている」は“音声・言語・そしゃく機能障害”で 26.0％と２割半ばを超え

て、他の障害よりも高くなっています。 

「現在は通院していない」は“視覚障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“知的障害”で１割を超えて、他

の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
定期的に
通院して
いる

定期的に訪
問診療を受
けている

定期的に訪
問看護を受
けている

現在入院
している

その他 現在は通院
していない

無回答

全体 2,000 84.4 3.9 2.0 0.8 1.0 5.5 2.6

肢体不自由 283 72.4 10.2 5.3 1.1 1.1 8.8 1.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 59.7 26.0 6.5 2.6 2.6 1.3 1.3

視覚障害 144 76.4 4.2 2.8 0.7 0.7 13.2 2.1

聴覚・平衡機能障害 146 63.7 9.6 2.7 0.7 3.4 16.4 3.4

内部障害 278 89.6 4.0 2.2 0.4 0.0 2.9 1.1

知的障害 231 78.8 4.8 0.9 0.0 0.9 13.4 1.3

発達障害 187 90.4 1.1 0.5 0.0 1.1 5.3 1.6

精神障害 464 92.7 1.9 2.6 1.5 0.6 0.6 0.0

高次脳機能障害 44 72.7 13.6 6.8 4.5 0.0 2.3 0.0

難病（特定疾病） 632 90.5 2.8 2.2 0.6 0.6 1.7 1.4

その他 35 74.3 11.4 0.0 0.0 5.7 8.6 0.0

障
害
別

全　体

（n=2,000）

無
回
答

定
期
的
に
通
院
し
て
い

る 定
期
的
に
訪
問
診
療
を

受
け
て
い
る

定
期
的
に
訪
問
看
護
を

受
け
て
い
る

現
在
入
院
し
て
い
る

そ
の
他

現
在
は
通
院
し
て
い
な

い

84.4
3.9

2.0

0.81.0

5.5 2.6

(%)
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（７）かかりつけ医療機関の有無 

問 10 かかりつけの医療機関をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かかりつけの医療機関は、「区内の診療所や医院」が 42.6％と４割を超えて最も高く、次いで「区

内の総合病院や大学病院」が 36.2％、「区内の歯科医院」が 25.1％と続いています。 

 一方、「かかりつけの医療機関はない」は 1.8％となっています。 

 

  

42.6

36.2

25.1

22.9

22.6

8.0

1.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区内の診療所や医院

区内の総合病院や大学病院

区内の歯科医院

区外の総合病院や大学病院

区外の診療所や医院

区外の歯科医院

かかりつけの医療機関はない

無回答

n＝2,000
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（８）必要な医療的ケア 

問 11 あなたが必要とする医療的ケアをお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要とする医療的ケアは、「服薬支援」が 27.4％と２割半ばを超えて最も高く、「パルスオキシメー

ター」が 1.2％、「導尿」が 1.0％と続いており、それ以外の項目はいずれも１％を下回っています。 

 一方、「特に必要としていない」は 54.2％と５割半ば近くを占めています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も“特に必要としていない”を除くと“服薬支援”が高くなってい

ます。 

  

（単位:％）

ｎ
鼻咽頭
エアウェイ

パルス
オキシ
メーター

気管切開部
の管理

人工呼吸器
の管理

その他 特に必要と
していない

無回答

全体 2,000 0.2 1.2 0.1 0.3 5.2 54.2 12.3

18歳以上40歳未満 393 0.0 0.3 0.3 0.0 2.5 57.8 8.1

40歳以上65歳未満 752 0.0 0.8 0.0 0.1 5.1 57.4 8.4

65歳以上75歳未満 297 0.0 1.3 0.3 0.0 5.7 56.6 13.8

75歳以上 499 0.6 2.4 0.0 0.6 6.8 45.9 19.4

年
代
別

（単位:％）

ｎ
服薬支援 吸引 吸入・

ネブライ
ザー

経管栄養 中心静脈
栄養

導尿 酸素療法

全体 2,000 27.4 0.9 0.9 0.8 0.2 1.0 0.9

18歳以上40歳未満 393 32.6 0.3 0.8 1.0 0.0 0.3 0.5

40歳以上65歳未満 752 29.3 0.7 0.9 0.3 0.0 0.7 0.4

65歳以上75歳未満 297 23.2 0.7 0.7 1.0 0.0 0.7 2.0

75歳以上 499 23.4 2.0 0.8 1.4 0.6 2.0 1.4

年
代
別

27.4

1.2

1.0

0.9

0.9

0.9

0.8

0.3

0.2

0.2

0.1

5.2

54.2

12.3

0% 20% 40% 60%

服薬支援

パルスオキシメーター

導尿

吸引

酸素療法

吸入・ネブライザー

経管栄養

人工呼吸器の管理

中心静脈栄養

鼻咽頭エアウェイ

気管切開部の管理

その他

特に必要としていない

無回答

ｎ=2,000
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（９）日常生活で必要な介助や支援 

問 12 あなたは、毎日の生活の中で、どのような介助や支援が必要ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で必要な介助や支援は、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 26.6％と最も高く、次いで「区

役所や事業者などの手続き」が 26.4％、「日常の買い物」が 22.6％と２割台で続いています。 

 一方、「介助や支援は必要ない」は 43.1％と４割を超えています。 

 令和元年度と比較すると、項目によって割合が上下しているものの、全体的な傾向については、大

きな変化はありません。 

 

  

26.6

26.4

22.6

19.4

18.5

18.0

16.7

13.7

13.2

13.0

11.2

11.0

9.4

8.1

7.8

7.2

4.9

2.0

2.8

43.1

7.8

28.0

24.9

22.6

18.9

17.5

18.4

16.6

13.3

12.1

14.3

12.6

10.3

8.5

7.6

6.8

6.6

4.0

2.2

3.4

42.3

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

調理・掃除・洗濯等の家事

区役所や事業者などの手続き

日常の買い物

お金の管理

薬の管理

通院、通学・通勤

通院、通学・通勤以外の外出

入浴

日常生活動作の見守り

代筆・代読

食事

電話の利用・代行

日常生活に必要な意思の伝達

着替え

洗顔・歯磨き

排せつ

室内の移動

寝返り

その他

介助や支援は必要ない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別では、“介助や支援は必要ない”を除くと、“肢体不自由”、“内部障害”、“精神障害”、“難病

（特定疾病）”では「調理・掃除・洗濯等の家事」、“視覚障害”では「代読・代筆」が最も高く、そ

れ以外の障害ではいずれも「区役所や事業者などの手続き」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
日常生活に
必要な意思
の伝達

日常生活動
作の見守り

薬の管理 区役所や事
業者などの
手続き

その他 介助や支援
は必要ない

無回答

全体 2,000 9.4 13.2 18.5 26.4 2.8 43.1 7.8

肢体不自由 283 9.9 18.7 25.1 36.0 1.4 25.1 8.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 31.2 40.3 39.0 54.5 1.3 13.0 5.2

視覚障害 144 7.6 13.2 17.4 41.7 4.9 25.7 10.4

聴覚・平衡機能障害 146 13.0 14.4 18.5 33.6 4.1 28.8 8.9

内部障害 278 4.3 12.9 14.4 20.1 2.9 47.5 9.0

知的障害 231 39.8 42.0 56.3 74.9 1.7 10.8 5.2

発達障害 187 23.5 27.3 28.9 46.5 4.3 28.9 4.3

精神障害 464 8.0 10.6 19.4 22.8 5.0 37.1 6.9

高次脳機能障害 44 27.3 36.4 34.1 61.4 2.3 13.6 2.3

難病（特定疾病） 632 2.8 8.5 11.1 15.3 1.7 62.3 7.6

その他 35 25.7 22.9 25.7 34.3 8.6 28.6 5.7

障
害
別

（単位:％）

ｎ
洗顔・歯磨
き

代筆・代読 電話の
利用・代行

お金の管理 日常の買い
物

通院、通学・
通勤

通院、通学・
通勤以外の
外出

全体 2,000 7.8 13.0 11.0 19.4 22.6 18.0 16.7

肢体不自由 283 13.8 18.0 14.5 22.3 38.9 30.4 29.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 33.8 41.6 45.5 42.9 44.2 40.3 37.7

視覚障害 144 7.6 42.4 13.9 22.2 38.2 29.2 29.9

聴覚・平衡機能障害 146 6.8 14.4 32.2 17.1 25.3 18.5 11.6

内部障害 278 4.0 8.6 5.8 11.2 22.3 15.1 10.8

知的障害 231 31.2 43.3 38.1 71.0 51.9 48.1 51.1

発達障害 187 14.4 19.3 18.2 44.4 29.4 22.5 28.9

精神障害 464 6.5 5.4 5.4 19.0 19.2 14.4 14.4

高次脳機能障害 44 18.2 31.8 27.3 45.5 43.2 34.1 38.6

難病（特定疾病） 632 4.9 7.8 4.6 8.9 16.3 13.1 10.4

その他 35 11.4 20.0 11.4 25.7 31.4 25.7 20.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ
食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え 調理・掃除・

洗濯等の
家事

室内の移動

全体 2,000 11.2 7.2 13.7 2.0 8.1 26.6 4.9

肢体不自由 283 21.6 21.2 32.5 7.8 20.8 44.2 14.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 31.2 36.4 46.8 15.6 33.8 45.5 26.0

視覚障害 144 13.9 9.0 14.6 3.5 11.8 25.7 7.6

聴覚・平衡機能障害 146 11.0 8.2 17.8 2.7 8.9 27.4 8.9

内部障害 278 11.2 7.9 15.1 2.2 7.9 25.2 6.8

知的障害 231 28.1 21.6 31.2 2.6 20.8 60.2 6.1

発達障害 187 12.8 7.0 15.5 0.5 6.4 40.6 1.6

精神障害 464 9.9 3.7 8.4 0.4 3.7 29.1 1.7

高次脳機能障害 44 25.0 18.2 34.1 4.5 20.5 54.5 15.9

難病（特定疾病） 632 7.8 6.2 11.1 2.8 6.6 16.9 6.3

その他 35 17.1 11.4 20.0 2.9 11.4 31.4 14.3

障
害
別
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（10）主な介助者・支援者 

問 12で「介助や支援は必要ない」以外を回答された方にお聞きします。 

問 13 あなたを主に介助・支援している人はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者は、「配偶者」が 22.7％と２割を超えて最も高く、次いで「母親」が 21.5％、

「子」が 13.6％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、全体的に差はなく、大きな変化は見られません。 

 

  

22.7

21.5

13.6

8.2

4.4

4.2

3.9

1.8

0.7

0.6

0.3

8.3

9.8

23.6

20.3

13.4

8.3

3.4

5.3

4.4

1.2

0.4

0.1

7.5

12.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

配偶者

母親

子

ホームヘルパー

グループホームの世話人

兄弟・姉妹

父親

ガイドヘルパー

その他親族

ボランティア

祖父母

その他

無回答

令和４年度

（n＝983）

令和元年度

（n＝1,031）

※「ガイドヘルパー」は

令和４年度から追加
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”と“40～65 歳未満”では「母親」が最も高く、特に“18

歳以上～40歳未満”では 63.3％と６割を超えています。 

“65歳以上～75歳未満”では「配偶者」が 37.3％と最も高くなっています。 

“75歳以上”では「配偶者」と「子」が３割を超えて高くなっています。 

 障害別にみると、“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”では「母親」が最も高く、特に“知的障

害”では６割、“発達障害”では５割を超えています。 

“聴覚・平衡機能障害”では「子」が 33.0％と最も高くなっています。 

それ以外の障害では「配偶者」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
ホームヘル
パー

ガイドヘル
パー

ボランティ
ア

グループ
ホームの世
話人

その他 無回答

全体 983 8.2 1.8 0.6 4.4 8.3 9.8

18歳以上40歳未満 215 0.5 1.9 0.9 3.3 6.5 4.2

40歳以上65歳未満 307 7.5 2.3 1.0 7.8 10.7 12.7

65歳以上75歳未満 126 16.7 0.8 0.0 2.4 11.1 16.7

75歳以上 304 10.9 2.0 0.3 2.6 5.9 7.2

肢体不自由 188 17.6 1.1 0.0 2.7 5.9 6.4

音声・言語・そしゃく機能障害 63 11.1 0.0 1.6 4.8 4.8 7.9

視覚障害 92 5.4 12.0 1.1 1.1 6.5 13.0

聴覚・平衡機能障害 91 7.7 0.0 2.2 0.0 13.2 11.0

内部障害 121 9.9 0.8 0.8 1.7 7.4 7.4

知的障害 194 0.5 1.0 0.0 14.4 2.6 4.6

発達障害 125 5.6 0.8 1.6 4.0 8.8 5.6

精神障害 260 7.7 0.4 0.4 4.2 13.5 14.6

高次脳機能障害 37 5.4 2.7 0.0 0.0 10.8 5.4

難病（特定疾病） 190 11.1 0.0 0.0 1.1 8.4 8.9

その他 23 13.0 4.3 0.0 4.3 21.7 4.3

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
父親 母親 配偶者 子 兄弟・姉妹 祖父母 その他親族

全体 983 3.9 21.5 22.7 13.6 4.2 0.3 0.7

18歳以上40歳未満 215 10.7 63.3 6.0 0.0 1.4 1.4 0.0

40歳以上65歳未満 307 4.6 22.8 19.2 3.9 7.2 0.0 0.3

65歳以上75歳未満 126 0.0 0.0 37.3 9.5 5.6 0.0 0.0

75歳以上 304 0.0 0.0 32.6 34.9 2.3 0.0 1.3

肢体不自由 188 2.7 10.1 26.6 21.8 3.7 0.0 1.6

音声・言語・そしゃく機能障害 63 3.2 15.9 33.3 14.3 3.2 0.0 0.0

視覚障害 92 2.2 9.8 31.5 15.2 1.1 0.0 1.1

聴覚・平衡機能障害 91 0.0 5.5 23.1 33.0 3.3 0.0 1.1

内部障害 121 1.7 5.8 33.1 28.9 2.5 0.0 0.0

知的障害 194 9.3 60.3 1.0 0.5 4.6 0.5 0.5

発達障害 125 9.6 53.6 4.0 1.6 4.0 0.8 0.0

精神障害 260 5.8 22.7 21.5 3.8 4.2 0.4 0.8

高次脳機能障害 37 5.4 27.0 35.1 8.1 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 190 1.1 6.8 35.3 23.2 3.7 0.0 0.5

その他 23 0.0 13.0 21.7 4.3 13.0 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別
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（11）主な介助者・支援者の年代 

問 13で家族や親族と回答された方にお聞きします。 

問 13-1 あなたを主に介助・支援している人は何歳ですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者の年代は、「50～59歳」が 26.0％と最も高く、次いで「60～69歳」が 24.8％、

「70～79歳」が 21.9％と２割を超えて続いています。また、60歳以上の占める割合は 61%となってい

ます。 

 

 

【クロス集計】介助者別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別にみると、いずれの介助者も 50 歳以上の年代が最も高く、“母親”と“子”では「50～59

歳」、“父親”と“兄弟・姉妹”では「60～69歳」、“配偶者”では「70～79歳」が３割を超えて最も高

くなっています。 

 障害別にみると、“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“知

的障害”、“発達障害”では「50～59歳」、“精神障害”では「60～69歳」が最も高くなっています。 

それ以外の障害では「70～79 歳」の高齢者層で最も高く、“高次脳機能障害”では 70 歳以上で５割

を占めています。 

  

全　体

（n=657）

19
歳
以
下

20

29
歳

30

39
歳

40

49
歳

50

59
歳

60

69
歳

70

79
歳

80
歳
以
上

無
回
答

0.5

1.5

2.9 6.8 26.0 24.8 21.9 14.3 1.2

(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～

（単位:％）
ｎ

19歳
以下

20～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

80歳
以上

無回答

全体 657 0.5 1.5 2.9 6.8 26.0 24.8 21.9 14.3 1.2

父親 38 0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 34.2 28.9 23.7 2.6

母親 211 0.0 0.5 0.9 2.4 32.2 29.4 20.9 13.3 0.5

配偶者 223 0.0 1.8 5.4 9.0 12.6 15.7 33.2 21.5 0.9

子 134 2.2 3.7 3.7 13.4 41.8 27.6 3.0 2.2 2.2

兄弟・姉妹 41 0.0 0.0 0.0 2.4 29.3 31.7 22.0 12.2 2.4

祖父母 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0

その他親族 7 0.0 0.0 0.0 14.3 42.9 28.6 14.3 0.0 0.0

肢体不自由 125 0.0 0.0 3.2 5.6 29.6 23.2 21.6 16.0 0.8

音声・言語・そしゃく機能障害 44 0.0 0.0 2.3 6.8 34.1 13.6 29.5 11.4 2.3

視覚障害 56 1.8 1.8 1.8 3.6 14.3 21.4 30.4 21.4 3.6

聴覚・平衡機能障害 60 1.7 1.7 0.0 13.3 25.0 23.3 18.3 16.7 0.0

内部障害 87 1.1 1.1 1.1 10.3 21.8 20.7 26.4 16.1 1.1

知的障害 149 0.0 0.7 0.7 2.7 38.3 34.9 12.1 9.4 1.3

発達障害 92 0.0 2.2 1.1 4.3 45.7 29.3 7.6 9.8 0.0

精神障害 154 0.0 3.2 5.8 9.1 22.7 23.4 21.4 14.3 0.0

高次脳機能障害 28 0.0 0.0 3.6 7.1 21.4 17.9 25.0 25.0 0.0

難病（特定疾病） 134 0.7 1.5 5.2 8.2 20.9 14.2 28.4 18.7 2.2

その他 12 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 41.7 25.0 8.3 0.0

介
助
者
別

障
害
別
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（12）主な介助者による介護状況 

問 13で家族や親族と回答された方にお聞きします。 

問 14 主な介助者は、あなた以外の方の世話や介護をされていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者のその他の介護状況は、「高齢者（両親・祖父母等）の介護」が 9.9％と１割で最も高く、

次いで「配偶者の介護」が 6.5％、「子ども（就学児・未就学児）の子育て」が 3.3％と続いています。 

 一方、「なし」が 71.1％と７割を超えています。 

 令和元年度と比較すると、介護状況に大きな差はありませんが、全体的な割合がやや下がっており、

反対に「なし」は令和元年度を 7.8ポイント上回っています。 

 

  

9.9

6.5

3.3

2.1

1.1

2.3

71.1

5.6

11.5

6.8

5.0

3.4

1.3

2.0

63.3

10.4

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者（両親・祖父母等）の介護

配偶者の介護

子ども（就学児・未就学児）の子育て

障害のある方の介護

病気の方の介護

その他

なし

無回答

令和４年度

（n＝657）

令和元年度

（n＝703）
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【クロス集計】介助者別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別にみると、いずれの介助者も「なし」が５割以上で最も高くなっています。 

「なし」以外をみると、介助者が“母親”と“兄弟・姉妹”では「高齢者（両親・祖父母等）の介護」

が１割台で最も高くなっています。 

“父親”、“配偶者”、“子”では「配偶者の介護」が最も高く、特に“父親”は 23.7％と２割を超えて、

他の介助者よりも高くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害も「なし」が５割半ば以上で最も高くなっています。 

「なし」以外をみると、いずれの障害でも「高齢者（両親・祖父母等）の介護」か「配偶者の介護」

が最も高く、特に“発達障害”は「高齢者（両親・祖父母等）の介護」が 21.7％と２割を超えて、他

の障害よりも高くなっています 

 

  

（単位:％）

ｎ

高齢者（両
親・祖父母
等）の介護

配偶者の
介護

子ども（就
学児・未就
学児）の子
育て

病気の方
の介護

障害のあ
る方の介
護

その他 なし 無回答

全体 657 9.9 6.5 3.3 1.1 2.1 2.3 71.1 5.6

父親 38 7.9 23.7 2.6 5.3 10.5 2.6 57.9 5.3

母親 211 17.1 4.3 1.9 0.5 1.4 2.8 67.8 4.7

配偶者 223 3.6 4.9 4.5 0.0 0.0 1.8 79.8 5.4

子 134 6.7 9.0 4.5 1.5 3.7 1.5 67.9 7.5

兄弟・姉妹 41 19.5 4.9 0.0 2.4 2.4 4.9 63.4 4.9

祖父母 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

その他親族 7 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0 57.1 14.3

肢体不自由 125 8.8 4.8 1.6 0.8 2.4 0.0 78.4 5.6

音声・言語・そしゃく機能障害 44 9.1 9.1 4.5 2.3 2.3 0.0 75.0 2.3

視覚障害 56 8.9 8.9 5.4 1.8 1.8 3.6 60.7 12.5

聴覚・平衡機能障害 60 11.7 13.3 6.7 3.3 1.7 1.7 60.0 5.0

内部障害 87 3.4 6.9 3.4 0.0 4.6 1.1 75.9 8.0

知的障害 149 14.8 6.0 2.7 1.3 2.0 2.7 64.4 6.7

発達障害 92 21.7 7.6 3.3 3.3 3.3 4.3 60.9 2.2

精神障害 154 10.4 5.2 3.9 0.6 1.9 2.6 71.4 5.2

高次脳機能障害 28 7.1 14.3 3.6 0.0 3.6 0.0 64.3 10.7

難病（特定疾病） 134 8.2 4.5 4.5 2.2 2.2 2.2 76.1 2.2

その他 12 16.7 8.3 0.0 0.0 8.3 16.7 58.3 0.0

介
助
者
別

障
害
別
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（13）主な介助者が支援できなくなったときの対応 

問 13で家族や親族と回答された方にお聞きします。 

問 15 主な介助者があなたを介助・支援できなくなった場合はどうしますか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者が支援できなくなったときの対応は、「一緒に住んでいる家族に頼む」と「別に住んで

いる家族に頼む」がともに 21.8％と２割を超えて最も高く、次いで「高齢者施設（老人ホーム等）に

入所する」が 14.2％、「居宅介護（ホームヘルプ）を利用する」と「障害者施設（障害者支援施設等）

に入所する」が 12.5％と続いています。 

 一方、「まだわからない」が 28.3％と３割近くを占めています。 

 令和元年度と比較すると、「障害者施設（障害者支援施設等）に入所する」が 4.0 ポイント、「居宅

介護（ホームヘルプ）を利用する」が 2.9ポイント下がっています。 

 

  

21.8

21.8

14.2

12.5

12.5

12.3

11.3

11.1

5.3

3.0

2.6

28.3

0.9

22.6

20.8

12.2

15.4

16.5

12.7

9.8

5.7

3.8

3.0

29.9

1.7

0% 10% 20% 30% 40%

一緒に住んでいる家族に頼む

別に住んでいる家族に頼む

高齢者施設（老人ホーム等）に入所する

居宅介護（ホームヘルプ）を利用する

障害者施設（障害者支援施設等）に入所する

短期入所（ショートステイ）を利用する

グループホームに入居する

病院に入院する

成年後見人を立てる

その他

まだわからない

無回答

令和４年度

（n＝657）

令和元年度

（n＝703）

※「福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）

を利用する」は令和４年度から追加

福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）

を利用する
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【クロス集計】介助者別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別では、「まだわからない」を除くと、介助者が“父親”、“母親”、“兄弟・姉妹”では「一

緒に住んでいる家族に頼む」、“配偶者”では「別に住んでいる家族に頼む」、“子”では「高齢者施設

（老人ホーム等）に入所する」が最も高くなっています。 

 障害別では、「まだわからない」を除くと、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“視覚障害”、“精神

障害”では「別に住んでいる家族に頼む」、“知的障害”、“発達障害”では「一緒に住んでいる家族に

頼む」、“高次脳機能障害”では「短期入所（ショートステイ）を利用する」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害は「高齢者施設（老人ホーム等）に入所する」が２割を超えて最も高くなっていま

す。  

（単位:％）

ｎ

グループ
ホームに入
居する

成年後見人
を立てる

福祉サービ
ス利用援助
事業（地域
福祉権利擁
護事業）を
利用する

その他 まだわから
ない

無回答

全体 657 11.1 3.0 11.3 2.6 28.3 0.9

父親 38 15.8 10.5 15.8 2.6 23.7 2.6

母親 211 23.2 4.7 10.9 2.8 27.0 0.9

配偶者 223 2.7 1.8 11.7 3.1 30.9 0.4

子 134 2.2 0.0 10.4 1.5 24.6 1.5

兄弟・姉妹 41 17.1 4.9 12.2 2.4 36.6 0.0

祖父母 3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

その他親族 7 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0

肢体不自由 125 8.8 3.2 6.4 0.0 20.0 0.8

音声・言語・そしゃく機能障害 44 9.1 6.8 6.8 0.0 29.5 2.3

視覚障害 56 3.6 0.0 10.7 0.0 23.2 3.6

聴覚・平衡機能障害 60 5.0 1.7 18.3 5.0 15.0 3.3

内部障害 87 3.4 2.3 9.2 2.3 31.0 1.1

知的障害 149 34.9 5.4 9.4 0.7 13.4 2.0

発達障害 92 25.0 12.0 14.1 1.1 28.3 0.0

精神障害 154 3.2 4.5 13.6 6.5 40.3 0.0

高次脳機能障害 28 3.6 7.1 7.1 0.0 28.6 0.0

難病（特定疾病） 134 1.5 1.5 9.7 0.7 28.4 0.0

その他 12 8.3 0.0 33.3 8.3 16.7 0.0

介
助
者
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

一緒に住ん
でいる家族
に頼む

別に住んで
いる家族に
頼む

居宅介護
（ホームヘル
プ）を利用
する

短期入所
（ショートス
テイ）を利用
する

障害者施設
（障害者支
援施設等）
に入所する

高齢者施設
（老人ホーム
等）に入所
する

病院に入院
する

全体 657 21.8 21.8 12.5 12.3 12.5 14.2 5.3

父親 38 31.6 23.7 5.3 15.8 26.3 0.0 0.0

母親 211 34.6 16.6 7.1 17.1 21.8 0.5 0.5

配偶者 223 13.0 25.6 16.1 9.9 6.7 21.1 9.4

子 134 14.9 24.6 16.4 12.7 6.0 29.9 6.0

兄弟・姉妹 41 19.5 17.1 14.6 0.0 4.9 4.9 7.3

祖父母 3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他親族 7 0.0 14.3 14.3 0.0 14.3 42.9 28.6

肢体不自由 125 15.2 22.4 20.0 18.4 15.2 28.8 6.4

音声・言語・そしゃく機能障害 44 6.8 22.7 13.6 20.5 15.9 22.7 6.8

視覚障害 56 25.0 26.8 16.1 8.9 10.7 14.3 5.4

聴覚・平衡機能障害 60 15.0 25.0 20.0 13.3 10.0 28.3 10.0

内部障害 87 11.5 21.8 12.6 11.5 5.7 25.3 12.6

知的障害 149 40.9 12.8 6.0 25.5 34.2 2.7 0.7

発達障害 92 37.0 14.1 7.6 15.2 18.5 0.0 0.0

精神障害 154 17.5 22.7 9.7 7.1 6.5 3.9 3.2

高次脳機能障害 28 17.9 25.0 14.3 28.6 10.7 21.4 7.1

難病（特定疾病） 134 17.2 23.9 20.9 11.9 9.0 24.6 11.2

その他 12 16.7 25.0 8.3 16.7 16.7 16.7 25.0

介
助
者
別

障
害
別
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３ 相談や福祉の情報について 

（１）日常生活で困っていること 

問 16 あなたには、日常生活で困っていることがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で困っていることは、「将来に不安を感じている」が 39.4％と約４割で最も高く、次いで

「健康状態に不安がある」が 36.8％、「経済的に不安がある」が 28.7％、「災害時の避難に不安があ

る」が 25.8％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「将来に不安を感じている」と「健康状態に不安がある」は順位が入れ

替わっていますが、ともに３割半ばを超えて上位を維持しています。 

「役所などの手続きが難しい」が 4.2ポイント、「様々な人と知り合ったり、交流する機会が少ない」

が 3.8ポイント、「困ったとき相談する相手がいない」が 2.9ポイント、令和元年度よりも上がってい

ます。 

  

39.4

36.8

28.7

25.8

24.7

23.7

22.1

21.5

16.7

16.3

12.7

12.5

12.2

11.8

10.6

10.4

8.0

6.7

5.7

4.2

3.0

17.3

5.3

37.9

38.1

28.4

27.7

25.3

22.5

17.9

21.1

12.5

12.7

14.2

11.4

8.9

10.1

10.3

7.0

6.0

6.3

4.1

2.4

18.1

5.2

0% 10% 20% 30% 40%

将来に不安を感じている

健康状態に不安がある

経済的に不安がある

災害時の避難に不安がある

緊急時の対応に不安がある

家事などが十分にできない

役所などの手続きが難しい

外出に支障がある

自分の思いや考えをうまく伝えられない

様々な人と知り合ったり、交流する機会が少ない

障害や病気に対する周囲の理解がない

介助者が高齢化している

人間関係に支障がある

困ったとき相談する相手がいない

就労について困っている

介助者の負担が大きい

着替えや食事などが十分にできない

日中することがない

住まいに支障がある

近くに、病気や障害を理解した上で診てもらえる診療所がない

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）

※「自分の思いや考えをうまく伝えられない」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、「将来に不安を感じている」は年代が下がるにつれて高くなる傾向にあり、59 歳

以下で４割を超えて最も高く、特に 39 歳以下の若年層では５割半ばに達しています。また、「経済的

に不安がある」も年代が下がるほど高くなっており、59歳以下の年代で３割を超えています。 

 30 歳以上の年代では、「健康状態に不安がある」が３割を超えており、特に“50～59 歳”と“60～

69歳”では４割台となっています。 

“18～29 歳”では「自分の思いや考えをうまく伝えられない」や「役所などの手続きが難しい」が、

90 歳以上では「家事などが十分にできない」と「外出に支障がある」が４割半ばとなっており、他の

年代よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

健康状態
に不安が
ある

着替えや
食事など
が十分に
できない

家事など
が十分に
できない

介助者の
負担が大
きい

介助者が
高齢化し
ている

外出に支
障がある

住まいに
支障があ
る

就労につ
いて困っ
ている

全体 2,000 36.8 8.0 23.7 10.4 12.5 21.5 5.7 10.6

18～29歳 180 24.4 12.2 34.4 17.8 12.8 28.9 6.1 22.2

30～39歳 213 38.0 8.9 24.9 9.4 12.2 18.8 4.7 22.1

40～49歳 262 37.0 4.6 19.1 6.5 11.5 13.0 5.7 18.7

50～59歳 340 43.5 4.7 18.8 6.2 9.7 17.4 5.9 14.1

60～69歳 282 40.4 3.5 17.4 5.0 5.0 19.1 6.4 5.7

70～79歳 314 30.3 6.4 21.0 9.2 12.7 18.8 3.5 1.9

80～89歳 290 38.6 12.8 29.0 18.3 20.7 31.4 6.6 0.3

90歳以上 60 33.3 33.3 45.0 26.7 20.0 45.0 11.7 0.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

緊急時の
対応に不
安がある

災害時の
避難に不
安がある

人間関係
に支障が
ある

障害や病
気に対す
る周囲の
理解がな
い

困ったと
き相談す
る相手が
いない

自分の思
いや考え
をうまく
伝えられ
ない

役所など
の手続き
が難しい

近くに、病気

や障害を理

解した上で

診てもらえ

る診療所が

ない

全体 2,000 24.7 25.8 12.2 12.7 11.8 16.7 22.1 4.2

18～29歳 180 36.1 32.8 32.2 21.1 20.0 45.6 45.6 8.9

30～39歳 213 23.9 23.0 23.9 20.7 19.7 29.6 24.9 3.3

40～49歳 262 23.3 21.0 13.0 19.8 13.0 16.8 20.6 6.1

50～59歳 340 21.8 21.5 16.2 18.2 15.6 16.2 20.3 5.6

60～69歳 282 22.3 25.5 6.4 11.0 10.6 7.8 16.3 2.5

70～79歳 314 18.8 22.3 1.9 1.6 5.4 6.7 13.7 3.2

80～89歳 290 28.6 33.8 3.1 4.1 5.2 10.0 21.7 1.7

90歳以上 60 38.3 36.7 1.7 1.7 3.3 11.7 28.3 1.7

年
代
別

（単位:％）

ｎ

経済的に
不安があ
る

将来に不
安を感じ
ている

日中する
ことがな
い

様々な人と

知り合った

り、交流す

る機会が少

ない

その他 特にない 無回答

全体 2,000 28.7 39.4 6.7 16.3 3.0 17.3 5.3

18～29歳 180 39.4 55.0 13.3 32.8 1.7 10.0 0.6

30～39歳 213 37.6 54.9 7.0 20.7 3.8 14.6 1.4

40～49歳 262 34.0 48.5 4.6 17.2 4.2 14.5 3.1

50～59歳 340 37.9 44.1 6.2 17.6 4.1 21.2 2.6

60～69歳 282 29.4 36.9 4.6 12.8 3.2 16.7 4.3

70～79歳 314 17.5 28.0 4.8 10.8 1.9 22.0 9.6

80～89歳 290 17.2 24.8 6.9 10.0 1.7 21.4 7.9

90歳以上 60 11.7 16.7 15.0 20.0 1.7 6.7 11.7

年
代
別
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【クロス集計】同居家族別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居家族別にみると、“家族等と同居”、“ひとり暮らし”、“その他”では「将来に不安を感じてい

る」が最も高くなっています。また、“ひとり暮らし”と“その他”では「将来に不安を感じている」

とともに「健康状態に不安がある」も４割を超えています。 

“グループホーム等での集団生活”では「家事などが十分できない」が 36.1％と３割半ばを超えて最

も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

健康状態
に不安が
ある

着替えや
食事など
が十分に
できない

家事など
が十分に
できない

介助者の
負担が大
きい

介助者が
高齢化し
ている

外出に支
障がある

住まいに
支障があ
る

就労につ
いて困っ
ている

全体 2,000 36.8 8.0 23.7 10.4 12.5 21.5 5.7 10.6

家族等と同居 1,368 34.9 7.7 24.1 13.2 16.2 22.6 5.0 10.2

ひとり暮らし 495 41.2 6.7 21.0 2.4 2.6 17.8 7.9 12.5

グループホーム等での集団生活 61 31.1 21.3 36.1 14.8 9.8 26.2 3.3 8.2

その他 47 44.7 10.6 17.0 8.5 10.6 12.8 4.3 10.6

同

居

家

族

別

（単位:％）

ｎ

緊急時の
対応に不
安がある

災害時の
避難に不
安がある

人間関係
に支障が
ある

障害や病
気に対す
る周囲の
理解がな
い

困ったと
き相談す
る相手が
いない

自分の思
いや考え
をうまく
伝えられ
ない

役所など
の手続き
が難しい

近くに、病気

や障害を理

解した上で

診てもらえ

る診療所が

ない

全体 2,000 24.7 25.8 12.2 12.7 11.8 16.7 22.1 4.2

家族等と同居 1,368 25.1 26.2 11.6 12.4 10.2 17.5 23.2 3.9

ひとり暮らし 495 24.2 25.5 11.3 13.7 16.8 12.5 17.6 5.3

グループホーム等での集団生活 61 21.3 23.0 23.0 8.2 8.2 34.4 34.4 4.9

その他 47 21.3 17.0 14.9 14.9 17.0 19.1 19.1 4.3

同

居

家

族

別

（単位:％）

ｎ

経済的に
不安があ
る

将来に不
安を感じ
ている

日中する
ことがな
い

様々な人と

知り合った

り、交流す

る機会が少

ない

その他 特にない 無回答

全体 2,000 28.7 39.4 6.7 16.3 3.0 17.3 5.3

家族等と同居 1,368 27.0 38.6 6.1 15.9 2.8 18.9 5.0

ひとり暮らし 495 35.8 43.0 7.3 17.2 2.8 15.4 3.6

グループホーム等での集団生活 61 16.4 24.6 9.8 18.0 3.3 3.3 11.5

その他 47 34.0 44.7 8.5 14.9 8.5 19.1 8.5

同

居

家

族

別
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

健康状態
に不安が
ある

着替えや
食事など
が十分に
できない

家事など
が十分に
できない

介助者の
負担が大
きい

介助者が
高齢化し
ている

外出に支
障がある

住まいに
支障があ
る

就労につ
いて困っ
ている

全体 2,000 36.8 8.0 23.7 10.4 12.5 21.5 5.7 10.6

肢体不自由 283 42.0 15.5 35.0 21.2 21.9 34.3 10.6 4.6

音声・言語・そしゃく機能障害 77 42.9 22.1 37.7 26.0 23.4 37.7 9.1 9.1

視覚障害 144 31.3 11.1 29.9 13.2 18.1 38.9 3.5 6.3

聴覚・平衡機能障害 146 34.9 9.6 20.5 14.4 15.1 21.9 8.2 2.7

内部障害 278 45.0 8.3 20.9 9.4 10.8 20.9 6.5 6.5

知的障害 231 19.9 16.0 42.9 22.9 26.8 32.9 6.5 9.5

発達障害 187 31.6 12.3 35.3 13.9 13.4 21.4 10.2 27.8

精神障害 464 49.1 7.8 29.3 8.2 12.7 21.6 6.7 23.3

高次脳機能障害 44 40.9 15.9 50.0 38.6 36.4 45.5 2.3 13.6

難病（特定疾病） 632 41.8 6.8 17.9 9.2 9.5 19.0 5.1 7.6

その他 35 42.9 11.4 25.7 17.1 11.4 28.6 20.0 20.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

緊急時の
対応に不
安がある

災害時の
避難に不
安がある

人間関係
に支障が
ある

障害や病
気に対す
る周囲の
理解がな
い

困ったと
き相談す
る相手が
いない

自分の思
いや考え
をうまく
伝えられ
ない

役所など
の手続き
が難しい

近くに、病気

や障害を理

解した上で

診てもらえ

る診療所が

ない

全体 2,000 24.7 25.8 12.2 12.7 11.8 16.7 22.1 4.2

肢体不自由 283 32.9 39.2 3.5 6.7 8.5 11.0 23.0 4.9

音声・言語・そしゃく機能障害 77 42.9 51.9 6.5 11.7 13.0 41.6 33.8 10.4

視覚障害 144 31.3 37.5 4.9 9.7 9.7 11.8 29.9 3.5

聴覚・平衡機能障害 146 42.5 44.5 8.2 13.0 7.5 12.3 23.3 4.1

内部障害 278 23.7 25.5 4.0 7.9 7.2 6.5 14.4 2.2

知的障害 231 44.6 42.0 26.8 15.2 16.5 51.5 52.4 9.5

発達障害 187 35.3 29.4 39.6 33.2 27.8 52.4 39.6 8.0

精神障害 464 25.4 22.0 28.4 26.7 24.1 24.1 24.8 7.8

高次脳機能障害 44 38.6 40.9 11.4 11.4 18.2 45.5 52.3 4.5

難病（特定疾病） 632 19.3 22.5 1.7 8.2 7.1 5.2 14.7 2.8

その他 35 31.4 31.4 22.9 28.6 25.7 25.7 34.3 14.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ

経済的に
不安があ
る

将来に不
安を感じ
ている

日中する
ことがな
い

様々な人と

知り合った

り、交流す

る機会が少

ない

その他 特にない 無回答

全体 2,000 28.7 39.4 6.7 16.3 3.0 17.3 5.3

肢体不自由 283 23.3 39.6 7.4 13.8 3.5 11.7 6.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 28.6 40.3 11.7 18.2 3.9 10.4 6.5

視覚障害 144 20.8 41.7 6.3 16.7 3.5 9.0 9.7

聴覚・平衡機能障害 146 23.3 32.9 8.9 17.8 2.1 14.4 8.2

内部障害 278 20.1 30.2 6.1 10.4 1.1 23.0 6.5

知的障害 231 28.6 45.5 8.2 24.7 2.2 10.0 5.6

発達障害 187 43.9 57.8 12.3 32.1 3.2 8.6 1.1

精神障害 464 53.2 58.2 12.5 28.0 4.3 6.9 2.4

高次脳機能障害 44 38.6 47.7 15.9 22.7 2.3 9.1 0.0

難病（特定疾病） 632 22.8 33.2 4.4 9.0 2.8 23.1 4.6

その他 35 42.9 54.3 14.3 20.0 8.6 17.1 5.7

障
害
別
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 障害別にみると、“肢体不自由”、“内部障害”、“難病（特定疾病）”では「健康状態に不安がある」

が最も高く、また“知的障害”を除くいずれの障害でも３割を超えて高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”と“聴覚・平衡機能障害”では「災害時の避難に不安がある」が

４割を超えて最も高くなっています。 

“知的障害”と“高次脳機能障害”では「役所などの手続きが難しい」が５割を超えて最も高くなっ

ています。また、どちらも「災害時の避難に不安がある」が４割を超えて高くなっています。 

“知的障害”と“発達障害”では、「自分の思いや考えをうまく伝えられない」が５割を超えて、他

の障害よりも高くなっています。 

“視覚障害”、“発達障害”、“精神障害”では「将来に不安を感じている」が最も高く、特に“視覚障

害”以外は５割を超えています。 
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（２）困ったときの相談相手 

問 17 あなたが困ったときに相談する相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困ったときの相談相手は、「家族や親族」が 76.2％と７割半ばを超えて突出して高く、次いで「医

療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」が 33.9％、「友人・知人」が 24.8％、「利用して

いる施設の職員・グループホームの世話人」が 11.5％と続いており、それ以外の項目は１割を下回っ

ています。 

 一方、「どこに相談すればいいかわからない」は 1.6％、「相談する相手がいない」は 2.8％となって

います。 

  

76.2

33.9

24.8

11.5

7.7

7.0

6.6

5.3

5.1

5.0

3.8

3.7

3.3

2.2

1.9

1.8

1.5

1.4

1.3

1.3

1.0

0.5

1.6

4.1

2.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親族

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

利用している施設の職員・グループホームの世話人

ヘルパー等福祉従事者

障害福祉課・予防対策課

職場の上司・同僚

相談支援事業所等の相談支援専門員

障害者就労支援センター

保健サービスセンター

高齢者あんしん相談センター

近所の人

福祉事務所のケースワーカー

各地区の生活あんしん拠点（地域生活支援拠点）

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

民生委員・児童委員

障害等の当事者会や家族の会

障害者基幹相談支援センター

身体障害者相談員・知的障害者相談員

社会福祉協議会

ピアサポータ

どこに相談すればいいかわからない

その他

相談する相手がいない

無回答

n＝2,000

医療関係の相談窓口（地域包括ケア歯科相談窓口、

かかりつけ医・在宅療養相談窓口、患者の声相談窓口等）
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【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も「家族や親族」が６割半ばを超えて最も高く、特に“18～29 歳”、

“30～39 歳”、“90 歳以上”では８割を超えています。次いで、「医療関係者（医師・歯科医師・看護

師・医療相談員）」が２割半ばを超えて続いています。 

 79 歳以下の年齢では、「友人・知人」が２割を超えていますが、80 歳以上の年齢では「ヘルパー等

福祉従事者」が１割半ばを超えて、他の年代よりも高くなっています。 

 また、“18～29歳”と“90歳以上”では、「利用している施設の職員・グループホームの世

話人」が２割以上と、他の年代よりも高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知
人

ピアサ
ポータ

職場の上
司・同僚

民生委
員・児童
委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

身体障害

者相談員・

知的障害

者相談員

ヘルパー
等福祉従
事者

全体 2,000 76.2 3.3 24.8 0.5 6.6 1.5 1.4 1.3 7.7

18～29歳 180 86.1 0.6 23.9 0.6 15.6 0.0 1.1 1.1 2.8

30～39歳 213 81.7 1.4 29.1 0.5 13.1 0.0 3.8 2.8 1.4

40～49歳 262 76.0 3.8 30.5 0.8 13.4 1.1 2.3 0.8 2.3

50～59歳 340 71.8 1.2 25.9 0.6 7.1 0.3 1.5 0.3 5.9

60～69歳 282 69.5 5.0 30.9 0.4 3.2 1.8 1.1 1.1 8.2

70～79歳 314 73.2 3.5 22.9 0.6 0.6 1.3 0.6 0.6 10.5

80～89歳 290 79.0 6.6 15.5 0.3 0.0 3.4 0.0 2.8 16.2

90歳以上 60 90.0 5.0 3.3 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 18.3

年
代
別

（単位:％）

ｎ

利用してい

る施設の職

員・グルー

プホームの

世話人

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係
者

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防
対策課

障害福祉

課・予防対

策課以外の

区の窓口

保健サー
ビスセン
ター

障害者基
幹相談支
援セン
ター

各地区の生

活あんしん

拠点（地域

生活支援拠

点）

全体 2,000 11.5 5.1 33.9 5.3 7.0 1.8 3.8 1.3 1.9

18～29歳 180 23.3 13.9 32.2 2.8 7.2 1.7 1.7 2.8 0.6

30～39歳 213 16.9 9.4 37.6 5.2 14.6 5.6 6.1 2.8 1.4

40～49歳 262 13.7 5.0 37.8 2.7 7.3 1.5 4.6 1.9 2.7

50～59歳 340 10.0 6.2 40.0 5.0 7.4 1.8 5.3 1.8 1.2

60～69歳 282 6.7 1.8 34.8 5.0 7.1 1.4 5.0 0.7 1.1

70～79歳 314 5.4 1.6 27.1 5.7 4.1 1.0 2.5 0.3 1.6

80～89歳 290 8.6 3.8 30.7 8.6 4.1 1.0 1.4 0.0 3.4

90歳以上 60 20.0 1.7 26.7 6.7 1.7 0.0 1.7 0.0 5.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

福祉事務
所のケー
スワー
カー

障害者就
労支援セ
ンター

社会福祉
協議会

高齢者あ
んしん相
談セン
ター

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 2,000 2.2 5.0 1.0 3.7 1.6 4.1 2.8 3.3

18～29歳 180 1.7 12.8 0.6 0.0 0.6 3.9 1.1 1.7

30～39歳 213 0.9 13.1 0.5 0.0 2.3 3.8 3.8 0.9

40～49歳 262 1.9 5.7 1.5 0.0 1.9 6.1 3.4 2.7

50～59歳 340 3.8 7.1 1.8 0.0 1.5 3.8 3.5 2.1

60～69歳 282 2.5 2.8 0.4 1.4 1.4 4.3 3.9 2.8

70～79歳 314 2.2 0.0 1.0 8.6 1.3 2.2 2.5 6.1

80～89歳 290 1.0 0.0 1.0 12.4 1.4 5.2 1.4 4.8

90歳以上 60 1.7 0.0 1.7 8.3 5.0 3.3 0.0 1.7

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「家族や親族」が５割半ばを超えて最も高くなっています。 

“知的障害”では「利用している施設の職員・グループホームの世話人」が 48.9％と５割近くになっ

ていますが、「友人・知人」や「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」は他の障害に

比べ低くなっています。 

“精神障害”では「家族や親族」が 65.1％と他の障害に比べ低くなっていますが、「医療関係者（医

師・歯科医師・看護師・医療相談員）」では他の障害よりも高くなっています。 

“高次脳機能障害”では「ヘルパー等福祉従事者」が 22.7％と他の障害よりも高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知
人

ピアサ
ポータ

職場の上
司・同僚

民生委
員・児童
委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

身体障害
者相談
員・知的
障害者相
談員

ヘルパー
等福祉従
事者

全体 2,000 76.2 3.3 24.8 0.5 6.6 1.5 1.4 1.3 7.7

肢体不自由 283 76.3 5.3 22.3 0.4 3.9 2.8 0.4 2.1 15.2

音声・言語・そしゃく機能障害 77 79.2 3.9 14.3 1.3 3.9 2.6 0.0 2.6 15.6

視覚障害 144 75.0 4.2 28.5 1.4 6.3 2.8 2.1 2.1 11.8

聴覚・平衡機能障害 146 80.8 6.2 22.6 0.0 3.4 5.5 2.7 2.1 14.4

内部障害 278 77.7 4.3 27.3 0.7 1.8 3.2 0.7 0.0 8.3

知的障害 231 83.5 1.3 10.8 0.0 13.9 0.4 2.6 3.9 4.3

発達障害 187 76.5 2.7 19.3 1.1 17.6 1.6 3.2 2.7 3.7

精神障害 464 65.1 1.1 26.7 0.9 6.7 0.9 1.9 0.2 6.9

高次脳機能障害 44 84.1 0.0 20.5 2.3 6.8 2.3 0.0 4.5 22.7

難病（特定疾病） 632 80.1 3.5 26.9 0.6 6.0 0.3 0.5 0.8 8.9

その他 35 57.1 5.7 17.1 0.0 5.7 8.6 0.0 0.0 8.6

障
害
別

（単位:％）

ｎ

利用して
いる施設
の職員・
グループ
ホームの
世話人

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係
者

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防
対策課

障害福祉
課・予防
対策課以
外の区の
窓口

保健サー
ビスセン
ター

障害者基
幹相談支
援セン
ター

各地区の
生活あん
しん拠点
（地域生
活支援拠
点）

全体 2,000 11.5 5.1 33.9 5.3 7.0 1.8 3.8 1.3 1.9

肢体不自由 283 12.7 3.9 31.4 4.6 4.9 1.1 1.4 0.7 2.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 27.3 10.4 33.8 5.2 5.2 2.6 2.6 3.9 1.3

視覚障害 144 6.9 2.8 19.4 2.8 9.7 2.1 1.4 2.8 1.4

聴覚・平衡機能障害 146 8.9 4.8 26.7 8.9 8.9 2.7 2.1 1.4 3.4

内部障害 278 4.0 2.9 34.5 7.6 6.1 0.7 0.7 1.1 3.2

知的障害 231 48.9 14.3 16.5 4.3 12.6 4.8 1.7 6.1 3.0

発達障害 187 22.5 13.4 39.0 5.3 12.8 3.7 3.2 4.8 2.1

精神障害 464 12.3 9.3 46.3 5.6 10.1 3.2 9.9 2.4 2.8

高次脳機能障害 44 20.5 9.1 29.5 6.8 11.4 2.3 2.3 2.3 4.5

難病（特定疾病） 632 4.1 2.1 40.7 5.9 3.2 0.5 4.0 0.6 1.1

その他 35 11.4 17.1 31.4 5.7 11.4 2.9 5.7 5.7 5.7

障
害
別

（単位:％）

ｎ

福祉事務
所のケー
スワー
カー

障害者就
労支援セ
ンター

社会福祉
協議会

高齢者あ
んしん相
談セン
ター

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 2,000 2.2 5.0 1.0 3.7 1.6 4.1 2.8 3.3

肢体不自由 283 1.8 1.4 0.7 6.4 2.5 5.7 1.1 3.9

音声・言語・そしゃく機能障害 77 0.0 1.3 1.3 3.9 2.6 7.8 2.6 2.6

視覚障害 144 0.7 2.8 1.4 4.9 0.7 4.9 4.9 4.2

聴覚・平衡機能障害 146 2.1 4.8 3.4 4.8 2.7 5.5 2.7 2.7

内部障害 278 2.5 1.4 0.7 6.1 0.7 2.9 2.2 4.3

知的障害 231 0.4 10.4 1.7 0.0 1.3 3.5 0.4 1.7

発達障害 187 2.7 21.9 1.6 0.0 1.6 7.0 4.3 0.5

精神障害 464 5.2 10.6 1.7 0.9 1.9 6.3 5.2 1.9

高次脳機能障害 44 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 4.5 2.3 0.0

難病（特定疾病） 632 0.8 0.9 0.6 3.6 1.1 3.0 2.1 3.6

その他 35 5.7 8.6 2.9 14.3 0.0 11.4 5.7 8.6

障
害
別
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（３）福祉情報の入手先 

問 18 あなたは、福祉に関する情報を、主にどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉情報の入手先は、「区の広報紙（区報等）」が 45.5％と４割半ばを超えて最も高く、次いで「文

の京・障害者福祉のてびき」が 23.6％、「インターネット」と「医療機関」がともに 17.8％と続いて

います。 

 一方、「特にない」が 15.5％と１割半ばを占めています。 

 

  

45.5

23.6

17.8

17.8

15.9

11.3

10.8

10.6

8.4

6.6

3.6

3.5

3.8

15.5

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区の広報紙（区報等）

文の京・障害者福祉のてびき

インターネット

医療機関

区のホームページ

利用している障害福祉サービス事業所

新聞・書籍

テレビ・ラジオ

区の窓口

SNS（                     ）

保健サービスセンター

障害等の当事者会や家族の会

その他

特にない

無回答

n＝2,000
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「区の広報紙（区報等）」が最も高く、特に 65 歳以上の年代で

５割を超えています。 

「区のホームページ」、「インターネット」、「SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）」は年

代が下がるにつれて高くなる傾向にあり、反対に「テレビ・ラジオ」、「新聞・書籍」は、年代が上が

るにつれて高くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「区の広報紙（区報等）」が最も高く、“発達障害”、“精神障

害”、“難病（特定疾病）”、“その他”以外の障害では「文の京・障害者福祉のてびき」が二番目に高

くなっています。 

“発達障害”と“精神障害”では「インターネット」がともに２割半ばと高くなっています。また、

“知的障害”と“高次脳機能障害”では「利用している障害福祉サービス事業所」が３割前後と他の

障害よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

新聞・書籍 障害等の
当事者会
や家族の
会

医療機関 利用して
いる障害
福祉サー
ビス事業
所

その他 特にない 無回答

全体 2,000 10.8 3.5 17.8 11.3 3.8 15.5 3.4

18歳以上40歳未満 393 4.6 7.4 19.1 15.5 5.1 20.6 0.8

40歳以上65歳未満 752 8.9 3.6 19.5 10.6 3.6 15.8 2.3

65歳以上75歳未満 297 12.8 2.0 17.2 7.7 3.4 13.1 5.1

75歳以上 499 17.0 1.6 14.2 10.4 3.6 13.0 4.6

肢体不自由 283 14.5 3.2 14.5 14.8 6.0 10.2 3.2

音声・言語・そしゃく機能障害 77 13.0 5.2 11.7 18.2 9.1 15.6 3.9

視覚障害 144 9.0 6.9 13.2 9.7 9.0 16.0 5.6

聴覚・平衡機能障害 146 20.5 3.4 17.8 7.5 6.2 17.1 2.1

内部障害 278 12.9 2.2 18.7 9.0 2.2 12.9 2.9

知的障害 231 8.2 11.3 7.8 33.8 7.4 18.6 3.0

発達障害 187 7.0 8.0 13.4 16.6 5.9 21.4 1.6

精神障害 464 7.5 3.0 24.1 13.6 4.3 15.5 2.6

高次脳機能障害 44 6.8 2.3 15.9 29.5 11.4 22.7 2.3

難病（特定疾病） 632 10.9 1.9 24.1 5.9 2.8 15.8 3.3

その他 35 17.1 0.0 22.9 14.3 14.3 17.1 5.7

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

区の広報
紙（区報
等）

区のホー
ムページ

文の京・障
害者福祉
のてびき

区の窓口 保健サー
ビスセン
ター

テレビ・ラ
ジオ

インター
ネット

SNS（ソー
シャル・
ネットワー
キング・
サービス）

全体 2,000 45.5 15.9 23.6 8.4 3.6 10.6 17.8 6.6

18歳以上40歳未満 393 28.2 20.1 23.9 10.2 3.8 4.3 27.5 16.5

40歳以上65歳未満 752 43.8 20.7 19.9 8.6 4.1 9.2 23.9 7.2

65歳以上75歳未満 297 52.5 12.8 22.6 5.4 3.0 12.8 12.1 3.0

75歳以上 499 57.3 7.0 29.9 8.6 3.2 16.2 5.0 0.4

肢体不自由 283 54.8 11.0 37.1 7.4 1.8 13.4 12.4 2.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 48.1 9.1 33.8 5.2 2.6 7.8 9.1 1.3

視覚障害 144 36.8 9.7 25.7 6.9 2.1 14.6 18.8 5.6

聴覚・平衡機能障害 146 52.7 12.3 34.9 5.5 0.7 14.4 13.0 8.2

内部障害 278 53.2 15.1 34.9 7.9 2.5 14.4 15.1 7.2

知的障害 231 39.4 9.5 37.7 10.0 1.7 6.5 9.5 2.6

発達障害 187 35.3 18.7 24.6 11.8 3.7 7.0 25.1 13.9

精神障害 464 36.6 15.9 17.5 7.8 6.7 8.2 25.0 11.4

高次脳機能障害 44 34.1 6.8 25.0 11.4 2.3 11.4 18.2 4.5

難病（特定疾病） 632 45.1 20.7 11.2 10.4 5.2 11.7 21.2 6.2

その他 35 37.1 20.0 14.3 14.3 2.9 17.1 34.3 8.6

年
代
別

障
害
別
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（４）今後希望する生活 

問 19 あなたは今後、どのような生活を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後希望する生活は、「地域で独立して生活する」が 31.9％と３割を超えて最も高く、次いで「親

や親族と一緒に生活する」が 27.1％と３割半ばを超えて続き、それ以外の項目は１割を下回っていま

す。 

 一方、「わからない」は 23.5％と２割を超えています。 

 令和元年度と比較すると、「地域で独立して生活する」が 2.7ポイント上がっており、反対に「親や

親族と一緒に生活する」が 1.7ポイント下がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「地域で独立して生活する」か「親や親族と一緒に生活する」が

最も高くなっています。 

“知的障害”では「地域で独立して生活する」が 7.4％と１割を下回り他の障害よりも低くなって

おり、「グループホーム等の共同生活住居に入居する」や「区内の入所施設に（障害者支援施設等）

に入所する」は１割を超えて他の障害よりも高くなっています。 

  

令和４年度

（n=2,000）

令和元年度

（n=2,022）

区
内
の
入
所
施
設
に
（

障
害
者

支
援
施
設
等
）

に
入
所
す
る

親
や
親
族
と
一
緒
に
生
活
す
る

地
域
で
独
立
し
て
生
活
す
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

区
外
で
も
良
い
の
で
入
所
施
設

(

障
害
者
支
援
施
設
等

)

に

入
所
す
る

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
の

共
同
生
活
住
居
に
入
居
す
る

高
齢
者
施
設
（

老
人
ホ
ー

ム
等
）

で
生
活
す
る

31.9

29.2

27.1

28.8

4.4

3.9

3.1

3.3

1.6

1.3

23.5

24.5

4.3

4.7

4.4

4.3

(%)

（単位:％）

ｎ

地域で独
立して生
活する

親や親族
と一緒に
生活する

グループ
ホーム等
の共同生
活住居に
入居する

区内の入
所施設に
（障害者支
援施設等）
に入所す
る

区外でも良

いので入所

施設（障害

者支援施設

等）に入所

する

高齢者施
設（老人
ホーム等）
で生活す
る

わからな
い

無回答

全体 2,000 31.9 27.1 3.1 4.4 1.6 4.4 23.5 4.3

肢体不自由 283 25.4 25.1 3.2 6.7 2.5 8.1 25.1 3.9

音声・言語・そしゃく機能障害 77 19.5 19.5 6.5 6.5 2.6 7.8 31.2 6.5

視覚障害 144 38.2 22.9 0.0 5.6 0.7 5.6 22.2 4.9

聴覚・平衡機能障害 146 30.1 22.6 3.4 4.1 1.4 13.7 20.5 4.1

内部障害 278 30.6 29.9 1.4 5.0 0.4 5.8 22.7 4.3

知的障害 231 7.4 28.1 17.3 16.9 5.2 2.6 18.6 3.9

発達障害 187 34.8 28.9 6.4 5.9 2.1 0.5 20.3 1.1

精神障害 464 39.4 26.5 1.5 1.5 0.4 2.4 24.8 3.4

高次脳機能障害 44 25.0 45.5 2.3 0.0 2.3 6.8 15.9 2.3

難病（特定疾病） 632 34.0 28.6 0.8 2.8 1.3 4.3 23.7 4.4

その他 35 28.6 17.1 5.7 5.7 2.9 2.9 31.4 5.7

障
害
別
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（５）地域で安心して暮らすために必要な施策 

問 20 あなたが地域で安心して暮らしていくためには、どのような施策が重要だと思います

か。（○は５つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために必要な施策は、「障害に対する理解の促進」が 31.2％と３割を超えて

最も高く、次いで「経済的支援の充実」が 28.8％、「医療やリハビリテーションの充実」が 26.1％、

「福祉・医療・介護との連携の充実」が 23.0％と２割を超えて続いています。 

 令和元年度と比較すると、上位４項目は同じ項目が入っていますが、「福祉・医療・介護との連携

の充実」が 5.8ポイント下がっています。 

 また、“災害時支援の充実”は令和元年度より 4.0ポイント下がり、２割を下回っています。 

  

31.2

28.8

26.1

23.0

19.4

19.3

17.0

13.2

12.8

12.1

11.4

11.3

10.8

10.3

10.1

8.7

7.8

6.5

6.3

4.7

4.5

3.3

3.1

1.1

2.6

7.7

4.7

31.0

28.5

27.2

28.8

18.6

17.7

21.0

13.5

10.7

14.9

12.1

10.8

12.0

11.5

12.8

9.6

6.8

5.7

5.5

6.4

4.5

3.3

2.1

3.3

7.5

4.0

0% 10% 20% 30% 40%

障害に対する理解の促進

経済的支援の充実

医療やリハビリテーションの充実

福祉・医療・介護との連携の充実

仕事を継続するための支援の充実

身近な地域で相談できる場の充実

災害時支援の充実

訪問系サービスの充実

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

建物・道路等のバリアフリー化

居住支援の充実

障害者向けの住まいの確保

趣味やスポーツ活動の充実

入所施設の整備

日中活動系サービスの充実

短期入所（ショートステイ）の整備

グループホームの整備

財産管理や見守り等の支援の充実

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

福祉機器・補装具などの充実

地域交流の場の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

福祉と教育の連携の充実

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）

※「福祉と教育の連携の充実」は令和４年度から追加
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【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18歳以上～40歳未満”と“40歳以上～65歳未満”では「障害に対する理解の促

進」が３割半ばを超えて最も高くなっています。また、“働くための訓練・就労に向けた支援の充実”、

“仕事を継続するための支援の充実”、“日中活動系サービス（生活介護・自立訓練等・就労移行支

援・就労継続支援等）の充実”、“障害者向けの住まいの確保”といった就労や自立に関する項目は 65

歳未満で１割を超えており、年代が下がるにつれて高くなる傾向にあります。 

“65 歳以上～75 歳未満”と“75 歳以上”では「福祉・医療・介護との連携の充実」と「医療やリハ

ビリテーションの充実」が３割前後で高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

障害に対す
る理解の促
進

医療やリハ
ビリテー
ションの充
実

幼少期・学
齢期からの
教育・育成
の充実

働くための
訓練・就労
に向けた支
援の充実

仕事を継続
するための
支援の充実

身近な地域
で相談でき
る場の充実

訪問系サー
ビス（居宅
介護・重度
訪問介護・
同行援護
等）の充実

全体 2,000 31.2 26.1 6.3 12.8 19.4 19.3 13.2

18歳以上40歳未満 393 42.7 16.0 10.4 28.0 40.5 19.1 4.8

40歳以上65歳未満 752 35.4 23.5 7.2 14.8 25.7 23.9 8.0

65歳以上75歳未満 297 22.6 29.6 4.7 5.4 6.4 15.8 20.5

75歳以上 499 21.0 35.9 2.6 1.8 1.8 14.2 23.2

年
代
別

（単位:％）

ｎ

日中活動系

サービス（生活

介護・自立訓

練等・就労移

行支援・就労

継続支援等）

の充実

短期入所
（ショートス
テイ）の整備

意思疎通支
援（手話通
訳者・要約
筆記者派
遣）の充実

福祉機器・
補装具など
の充実

グループ
ホームの整
備

入所施設の
整備

障害者向け
の住まいの
確保

全体 2,000 10.1 8.7 1.1 4.7 7.8 10.3 11.3

18歳以上40歳未満 393 16.8 10.4 1.5 2.3 19.1 11.2 19.1

40歳以上65歳未満 752 11.0 4.3 1.2 2.8 6.1 6.6 12.5

65歳以上75歳未満 297 5.7 8.1 0.0 6.1 3.0 9.8 6.7

75歳以上 499 5.6 14.6 1.4 8.8 4.2 15.4 6.4

年
代
別

（単位:％）

ｎ

居住支援の
充実

建物・道路
等のバリア
フリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み
づくり

趣味やス
ポーツ活動
の充実

財産管理や
見守り等の
支援の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

全体 2,000 11.4 12.1 3.3 10.8 6.5 28.8 17.0

18歳以上40歳未満 393 12.7 5.3 7.1 16.3 11.5 33.1 14.5

40歳以上65歳未満 752 11.0 11.3 3.3 10.4 6.1 33.4 16.8

65歳以上75歳未満 297 13.5 14.8 1.7 11.8 6.7 23.9 18.5

75歳以上 499 9.4 17.4 1.6 6.8 2.8 21.8 18.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

地域交流の
場の充実

福祉・医療・
介護との連
携の充実

福祉と教育
の連携の充
実

その他 特にない 無回答

全体 2,000 4.5 23.0 3.1 2.6 7.7 4.7

18歳以上40歳未満 393 4.1 13.7 6.4 2.5 4.6 0.8

40歳以上65歳未満 752 4.0 18.8 3.1 2.8 6.3 4.0

65歳以上75歳未満 297 5.7 33.0 1.0 2.4 9.1 6.4

75歳以上 499 5.0 30.5 1.8 2.4 11.0 7.2

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

障害に対す
る理解の促
進

医療やリハ
ビリテー
ションの充
実

幼少期・学
齢期からの
教育・育成
の充実

働くための
訓練・就労
に向けた支
援の充実

仕事を継続
するための
支援の充実

身近な地域
で相談でき
る場の充実

訪問系サー
ビス（居宅
介護・重度
訪問介護・
同行援護
等）の充実

全体 2,000 31.2 26.1 6.3 12.8 19.4 19.3 13.2

肢体不自由 283 29.3 42.4 6.0 9.2 9.2 18.0 18.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 24.7 33.8 6.5 7.8 5.2 7.8 20.8

視覚障害 144 36.1 19.4 6.3 7.6 12.5 13.2 18.1

聴覚・平衡機能障害 146 37.0 29.5 5.5 6.8 11.0 14.4 16.4

内部障害 278 24.1 30.9 2.9 6.1 10.8 15.8 16.9

知的障害 231 33.8 9.1 5.6 14.7 20.3 16.5 6.9

発達障害 187 48.7 11.8 11.8 27.3 35.8 23.5 8.6

精神障害 464 44.0 17.2 7.3 23.9 33.8 27.6 12.1

高次脳機能障害 44 34.1 45.5 2.3 18.2 13.6 18.2 25.0

難病（特定疾病） 632 20.6 34.3 5.7 8.4 17.4 18.0 14.1

その他 35 31.4 22.9 11.4 11.4 22.9 22.9 17.1

障
害
別

（単位:％）

ｎ

日中活動系

サービス（生活

介護・自立訓

練等・就労移

行支援・就労

継続支援等）

の充実

短期入所
（ショートス
テイ）の整備

意思疎通支
援（手話通
訳者・要約
筆記者派
遣）の充実

福祉機器・
補装具など
の充実

グループ
ホームの整
備

入所施設の
整備

障害者向け
の住まいの
確保

全体 2,000 10.1 8.7 1.1 4.7 7.8 10.3 11.3

肢体不自由 283 9.9 15.2 0.4 11.0 6.7 15.2 13.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 11.7 20.8 3.9 1.3 14.3 28.6 18.2

視覚障害 144 9.7 6.9 2.1 6.9 4.9 11.1 11.1

聴覚・平衡機能障害 146 6.2 12.3 8.9 17.1 6.2 15.1 11.6

内部障害 278 4.3 10.4 0.4 5.4 2.2 11.5 6.8

知的障害 231 30.3 22.9 0.9 0.9 39.8 28.1 24.7

発達障害 187 18.7 10.7 1.1 2.1 19.3 8.6 23.0

精神障害 464 14.4 4.3 0.2 0.6 6.0 4.3 14.2

高次脳機能障害 44 15.9 22.7 0.0 4.5 4.5 13.6 13.6

難病（特定疾病） 632 6.3 7.9 0.3 4.6 1.7 9.7 4.7

その他 35 0.0 8.6 0.0 0.0 8.6 11.4 22.9

障
害
別

（単位:％）

ｎ

居住支援の
充実

建物・道路
等のバリア
フリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み
づくり

趣味やス
ポーツ活動
の充実

財産管理や
見守り等の
支援の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

全体 2,000 11.4 12.1 3.3 10.8 6.5 28.8 17.0

肢体不自由 283 11.7 25.4 1.8 5.7 3.2 22.6 18.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 15.6 14.3 1.3 3.9 6.5 24.7 22.1

視覚障害 144 11.1 25.7 3.5 7.6 7.6 22.2 21.5

聴覚・平衡機能障害 146 11.6 11.6 2.1 6.8 2.7 22.6 24.0

内部障害 278 10.8 15.1 0.4 8.6 4.3 25.2 21.6

知的障害 231 12.6 5.2 3.0 15.6 17.7 19.0 14.3

発達障害 187 13.4 2.1 7.0 13.4 15.0 33.7 11.8

精神障害 464 12.5 3.9 5.2 13.1 7.1 42.5 12.3

高次脳機能障害 44 15.9 20.5 4.5 2.3 4.5 29.5 20.5

難病（特定疾病） 632 11.4 14.9 2.5 10.0 4.4 32.1 19.0

その他 35 11.4 8.6 0.0 14.3 5.7 34.3 8.6

障
害
別
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 障害別にみると、「障害に対する理解の促進」はいずれの障害でも２割を超えており、特に“発達

障害”と“精神障害”では４割を超えています。 

“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“内部障害”、“高次脳機能障害”、“難病（特定疾

病）”では「医療やリハビリテーションの充実」が３割を超えて最も高くなっています。 

“知的障害”では「グループホームの整備」が約４割、「日中活動系サービス（生活介護・自立訓練

等・就労移行支援・就労継続支援等）の充実」が３割を超え、他の障害よりも高くなっています。 

“発達障害”と“精神障害”では、「働くための訓練・就労に向けた支援の充実」や「仕事を継続す

るための支援の充実」、「身近な地域で相談できる場の充実」といった、就労や相談に関する施策が他

の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

地域交流の
場の充実

福祉・医療・
介護との連
携の充実

福祉と教育
の連携の充
実

その他 特にない 無回答

全体 2,000 4.5 23.0 3.1 2.6 7.7 4.7

肢体不自由 283 4.6 27.6 3.9 1.8 4.9 5.3

音声・言語・そしゃく機能障害 77 2.6 29.9 2.6 2.6 6.5 5.2

視覚障害 144 5.6 20.1 3.5 0.0 9.0 5.6

聴覚・平衡機能障害 146 2.1 33.6 2.7 2.1 6.8 6.8

内部障害 278 3.6 28.1 3.2 5.0 11.2 6.1

知的障害 231 4.8 16.5 3.5 0.9 6.1 3.5

発達障害 187 5.9 17.1 5.9 4.8 4.3 1.1

精神障害 464 5.2 16.6 4.1 2.6 4.3 3.2

高次脳機能障害 44 2.3 27.3 2.3 4.5 2.3 2.3

難病（特定疾病） 632 4.3 27.2 2.5 2.4 9.5 4.6

その他 35 5.7 25.7 20.0 2.9 8.6 5.7

障
害
別
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４ 福祉サービスについて 

（１）現在利用しているサービス 

問 21 障害福祉サービス等の利用状況と満足度についてお聞きします。 

Ａ．現在利用しているサービスに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在利用している障害福祉サービス等は、「福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成」が 13.1％と

最も高く、次いで「計画相談支援」が 10.1％、「居宅介護」が 8.8％、「生活介護」が 7.1％と続いて

います。 

  

8.8
1.4

4.0

3.0

1.1

7.1

1.7

3.3

2.3

2.7

1.1

5.1

1.9

1.9

4.4

4.1

1.5

3.7

10.1

4.8

4.5

3.2

2.8

2.9

1.0

6.9

1.7

13.1

1.0

6.6

1.8

1.1

1.6

2.9

1.9

1.0

0.7

1.4

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

１．居宅介護

２．重度訪問介護

３．同行援護

４．行動援護

５．重度障害者等包括支援

１．生活介護

２．療養介護

３．自立訓練(機能訓練)

４．自立訓練(生活訓練)

５．就労移行支援

６．就労継続支援（Ａ型）

７．就労継続支援（Ｂ型）

８．就労定着支援

９．自立生活援助

10．短期入所（ショートステイ）

１．共同生活援助

２．施設入所支援

１．地域相談支援

２．計画相談支援

１．相談支援事業

２．移動支援事業

３．日常生活用具給付事業

４．日中短期入所事業

５．地域活動支援センター事業

６．意思疎通支援事業

１．補装具費の支給等

２．短期保護

３．福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成

４．緊急一時介護委託費助成

１．障害者就労支援事業

１．精神障害回復途上者デイケア

２．地域生活安定化支援事業

１．難病リハビリ教室

１．障害者（児）歯科診療

２．在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業

３．成年後見制度支援事業

４．成年後見制度利用助成事業

５．福祉サービス利用援助事業

n=2,000

（１）訪問系

（２）日中活動系

訓練系

就労系

（３）居住系

（４）相談支援

（５）地域生活支援事業

（６）日常生活のサービス

（７）就労に関する支援

（８）精神障害者を

対象とした支援

（９）難病患者を対象とした支援

（10）その他
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（２）サービスの満足度 

Ｂ．現在利用しているサービスに満足していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害福祉サービス等の「満足」と「やや満足」を合わせた『満足』は、「相談支援事

業」が 61.5％、「居宅介護」が 59.4％、「福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成」が 59.3％と６割

前後になっています。 

「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』は、「緊急一時介護委託費助成」が 55.0％、「成年後見制

度利用助成事業」が 50.0％と５割以上を占めています。  

１．居宅介護 (n=175)

２．重度訪問介護 (n=27)

３．同行援護 (n=79)

４．行動援護 (n=59)

５．重度障害者等包括支援 (n=21)

１．生活介護 (n=141)

２．療養介護 (n=33)

３．自立訓練(機能訓練) (n=65)

４．自立訓練(生活訓練) (n=45)

５．就労移行支援 (n=54)

６．就労継続支援（Ａ型） (n=21)

７．就労継続支援（Ｂ型） (n=102)

８．就労定着支援 (n=38)

９．自立生活援助 (n=37)

10．短期入所（ショートステイ） (n=87)

１．共同生活援助 (n=81)

２．施設入所支援 (n=30)

１．地域相談支援 (n=74)

２．計画相談支援 (n=202)

１．相談支援事業 (n=96)

２．移動支援事業 (n=89)

３．日常生活用具給付事業 (n=64)

４．日中短期入所事業 (n=56)

５．地域活動支援センター事業 (n=57)

６．意思疎通支援事業 (n=19)

１．補装具費の支給等 (n=137)

２．短期保護 (n=33)

３．福祉タクシー利用券・
自動車燃料費助成

(n=261)

４．緊急一時介護委託費助成 (n=20)

１．障害者就労支援事業 (n=131)

１．精神障害回復途上者デイケア (n=35)

２．地域生活安定化支援事業 (n=22)

１．難病リハビリ教室 (n=32)

１．障害者（児）歯科診療 (n=57)

２．在宅療養者等歯科訪問健診・
予防相談指導事業

(n=37)

３．成年後見制度支援事業 (n=19)

４．成年後見制度利用助成事業 (n=14)

５．福祉サービス利用援助事業 (n=27)

無
回
答

満
足

や
や
満
足

ふ
つ
う

や
や
不
満

不
満

33.7

33.3

30.4

28.8

23.8

31.2

18.2

26.2

22.2

22.2

19.0

33.3

15.8

27.0

28.7

24.7

13.3

24.3

30.7

37.5

27.0

29.7

28.6

29.8

15.8

22.6

6.1

42.1

20.0

32.1

25.7
0.0

6.3

35.1

32.4

21.1

0.0
18.5

25.7

18.5

22.8

15.3

19.0

21.3

18.2

26.2

20.0

27.8

14.3

14.7

28.9

24.3

19.5

18.5

26.7

24.3

22.3

24.0

20.2

21.9

17.9

17.5

5.3

13.9

21.2

17.2

0.0

19.1

2.9

13.6

12.5

10.5

21.6

10.5

0.0
0.0

25.7

22.2

24.1

27.1

33.3

27.7

42.4

33.8

40.0

24.1

42.9

37.3

42.1

24.3

18.4

32.1

36.7

33.8

32.7

26.0

28.1

32.8

32.1

33.3

47.4

33.6

39.4

16.9

25.0

27.5

48.6

50.0

43.8

35.1

27.0

42.1

42.9

40.7

9.1

18.5

7.6

15.3

14.3

14.9

6.1

4.6

4.4

14.8

9.5

6.9

2.6

8.1

14.9

9.9

6.7

8.1

9.4

6.3

14.6

9.4

10.7

10.5

10.5

17.5

18.2

9.6

20.0

8.4

14.3

13.6

21.9

7.0

13.5

21.1

42.9

14.8

2.9

7.4

13.9

8.5

9.5

2.8

9.1

4.6

8.9

9.3

9.5

3.9

10.5

8.1

11.5

9.9

13.3

6.8

3.0

2.1

7.9

4.7

3.6

5.3

21.1

8.8

15.2

9.6

35.0

10.7

8.6

18.2

12.5

7.0

5.4

5.3

7.1

18.5

2.9

0.0

1.3

5.1

0.0

2.1

6.1

4.6

4.4

1.9

4.8

3.9

0.0

8.1

6.9

4.9

3.3

2.7

2.0

4.2

2.2

1.6

7.1

3.5

0.0

3.6

0.0

4.6

0.0

2.3

0.0

4.5

3.1

5.3

0.0

0.0

7.1

7.4

(%)

（１）訪問系

（２）日中活動系

訓練系

就労系

（３）居住系

（４）相談支援

（５）地域生活支援事業

（６）日常生活のサービス

（７）就労に関する支援

（８）精神障害者を

対象とした支援

（９）難病患者を対象とした支援

（10）その他
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（３）サービスの『不満』の理由 

Ｂ欄で「やや不満」、「不満」を選んだ方 
Ｃ．サービスに不満の理由を下の欄からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害福祉サービス等の『不満』の理由を、『不満』と答えた回答数が 10 件以上のサー

ビスでみると、“同行援護”では「利用できる回数や日数等が少ない」が、“移動支援事業”では「サ

ービス提供事業所が少ない」が４割を超えています。 

“生活介護”と“就労移行支援”では、「サービス内容（質）に不安を感じる」、“就労継続支援（Ｂ

型）”では「サービス提供事業所の対応が良くない」、“短期入所”では「サービス提供事業所が少な

い」と「サービス内容に不安を感じる」が３割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

利
用
で
き
る
回
数
や
日
数
等

が
少
な
い

利
用
料
が
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
少

な
い

利
用
日
時
が
合
わ
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容

（
質

）
に
不

安
を
感
じ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の
対

応
が
良
く
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
等
に

関
す
る
十
分
な
説
明
が
な
い

事
業
所
と
家
族
の
連
携
が
取

れ
て
い
な
い

医
療
的
ケ
ア
の
対
応
が
十
分

で
な
い

そ
の
他

無
回
答

居宅介護 21 28.6 14.3 23.8 23.8 28.6 0.0 0.0 0.0 9.5 14.3 33.3

重度訪問介護 7 42.9 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.1

同行援護 17 41.2 0.0 29.4 17.6 11.8 0.0 5.9 0.0 0.0 11.8 29.4

行動援護 14 21.4 7.1 21.4 14.3 0.0 0.0 0.0 7.1 7.1 7.1 50.0

重度障害者等包括支援 5 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0

生活介護 25 24.0 12.0 8.0 4.0 36.0 0.0 0.0 0.0 8.0 12.0 28.0

療養介護 5 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 60.0

自立訓練(機能訓練) 6 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0

自立訓練(生活訓練) 6 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0

就労移行支援 13 15.4 0.0 15.4 0.0 38.5 23.1 7.7 7.7 15.4 23.1 15.4

就労継続支援（Ａ型） 4 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0

就労継続支援（Ｂ型） 11 0.0 0.0 9.1 9.1 18.2 36.4 9.1 9.1 9.1 36.4 9.1

就労定着支援 5 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0 60.0

自立生活援助 6 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 33.3

短期入所 23 21.7 13.0 39.1 17.4 34.8 17.4 0.0 0.0 4.3 8.7 17.4

共同生活援助 16 6.3 6.3 12.5 0.0 18.8 12.5 0.0 6.3 18.8 18.8 37.5

施設入所支援 6 16.7 16.7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7

地域相談支援 11 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 63.6

計画相談支援 25 16.0 0.0 4.0 0.0 24.0 24.0 12.0 8.0 4.0 4.0 32.0

相談支援事業 8 12.5 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5 12.5 25.0 0.0 37.5

移動支援事業 20 20.0 10.0 40.0 20.0 20.0 5.0 5.0 0.0 5.0 5.0 30.0

日常生活用具給付事業 9 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 33.3 44.4

日中短期入所事業 8 12.5 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0 37.5

地域活動支援センター事業 9 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 22.2 0.0 66.7

意思疎通支援事業 6 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 66.7

補装具費の支給等 36 25.0 13.9 2.8 2.8 16.7 2.8 2.8 0.0 2.8 30.6 33.3

短期保護 11 18.2 9.1 18.2 27.3 9.1 0.0 9.1 0.0 9.1 27.3 27.3

福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成 50 20.0 6.0 2.0 4.0 10.0 2.0 4.0 0.0 4.0 18.0 44.0

緊急一時介護委託費助成 11 0.0 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2 54.5

障害者就労支援事業 25 4.0 0.0 8.0 16.0 28.0 16.0 0.0 4.0 4.0 40.0 8.0

精神障害回復途上者デイケア 8 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 37.5 37.5

地域生活安定化支援事業 7 0.0 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 42.9 0.0

難病リハビリ教室 11 27.3 9.1 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 9.1 18.2 27.3

障害者（児）歯科診療 8 0.0 0.0 12.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 62.5

在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業 7 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 28.6

成年後見制度支援事業 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 60.0

成年後見制度利用助成事業 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 71.4

福祉サービス利用援助事業 9 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 33.3 44.4

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
別
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（４）今後利用したいサービス 

Ｄ．現在は利用していないが、今後利用したいサービスに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後利用したい障害福祉サービス等は、「福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成」が 14.1％と最

も高く、次いで「相談支援事業」が 9.7％、「計画相談支援」が 9.2％、「居宅介護」が 8.4％と続いて

います。 

  

8.4
1.6

3.9

3.7

1.7

5.9

3.6

2.8

3.1

3.9

2.8

2.6

3.7

4.5

4.8

5.7

7.4

7.7

9.2

9.7

4.6

4.2

3.8

4.7

2.2

4.8

2.6

14.1

4.1

6.2

2.8

4.1

5.2

3.6

3.2

4.4

3.3

5.1

0% 3% 6% 9% 12% 15%

１．居宅介護

２．重度訪問介護

３．同行援護

４．行動援護

５．重度障害者等包括支援

１．生活介護

２．療養介護

３．自立訓練(機能訓練)

４．自立訓練(生活訓練)

５．就労移行支援

６．就労継続支援（Ａ型）

７．就労継続支援（Ｂ型）

８．就労定着支援

９．自立生活援助

10．短期入所（ショートステイ）

１．共同生活援助

２．施設入所支援

１．地域相談支援

２．計画相談支援

１．相談支援事業

２．移動支援事業

３．日常生活用具給付事業

４．日中短期入所事業

５．地域活動支援センター事業

６．意思疎通支援事業

１．補装具費の支給等

２．短期保護

３．福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成

４．緊急一時介護委託費助成

１．障害者就労支援事業

１．精神障害回復途上者デイケア

２．地域生活安定化支援事業

１．難病リハビリ教室

１．障害者（児）歯科診療

２．在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業

３．成年後見制度支援事業

４．成年後見制度利用助成事業

５．福祉サービス利用援助事業

（１）訪問系

（２）日中活動系

訓練系

就労系

（３）居住系

（４）相談支援

（５）地域生活支援事業

（６）日常生活のサービス

（７）就労に関する支援

（８）精神障害者を

対象とした支援

（９）難病患者を対象とした支援

（10）その他
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（５）サービス等利用計画の作成手段 

問 21にあるいずれかの障害福祉サービスで「Ａ 現在利用している」に○をつけた方にお聞きし
ます。 

問 22 どのようにサービス等利用計画を作成しましたか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス等利用計画の作成手段は、「特定相談支援事業所の相談支援専門員にサービス等利用計画

の作成を依頼している」が 22.1％と２割を超えて最も高く、次いで「介護保険と障害福祉サービスの

併給を受けているので、ケアマネージャーにケアプランの作成を依頼している」が 12.4％、「自分た

ち家族や支援者とセルフプランを作成している」が 7.3％と続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「特定相談支援事業所の相談支援専門員にサービス等利用計画の

作成を依頼している」か「介護保険と障害福祉サービスの併給を受けているので、ケアマネージャー

にケアプランの作成を依頼している」が最も高くなっています。特に“知的障害”では「特定相談支

援事業所の相談支援専門員にサービス等利用計画の作成を依頼している」が５割を占めています。 

“視覚障害”と“発達障害”では「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」が１割を

超えて他の障害よりも高くなっています。 

  

全　体

（n=924）

特
定
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
支

援
専
門
員
に
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計

画
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る

自
分
た
ち
家
族
や
支
援
者
と
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る

介
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

の
併
給
を
受
け
て
い
る
の
で
、

ケ

ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

に
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る

無
回
答

22.1 7.3 12.4 58.2

(%)

（単位:％）

ｎ

特定相談支援事業所の

相談支援専門員にサー

ビス等利用計画の作成

を依頼している

自分たち家族や支援
者とセルフプランを
作成している

介護保険と障害福祉サー

ビスの併給を受けている

ので、ケアマネージャーに

ケアプランの作成を依頼

している

無回答

全体 924 22.1 7.3 12.4 58.2

肢体不自由 187 12.8 5.3 27.8 54.0

音声・言語・そしゃく機能障害 43 27.9 2.3 27.9 41.9

視覚障害 76 14.5 11.8 9.2 64.5

聴覚・平衡機能障害 77 16.9 2.6 16.9 63.6

内部障害 141 9.9 3.5 17.0 69.5

知的障害 189 50.3 8.5 2.1 39.2

発達障害 119 38.7 14.3 2.5 44.5

精神障害 220 28.2 9.1 7.7 55.0

高次脳機能障害 27 22.2 7.4 29.6 40.7

難病（特定疾病） 178 13.5 2.8 19.1 64.6

その他 20 20.0 10.0 25.0 45.0

障
害
別
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【クロス集計】障害福祉サービス等別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害福祉サービス等別にみると、「特定相談支援事業所の相談支援専門員にサービス

等利用計画の作成を依頼している」は 25 のサービス中 18 サービスで最も高く、特に“移動支援事業”

では５割、“生活介護”、“就労継続支援（Ｂ型）”、“短期入所”、“共同生活援助”、“相談支援事業”、

“日中短期入所事業”では４割を超えています。 

「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」はいずれのサービスでも２割を下回り、

“重度訪問介護”で 19.2％、“就労移行支援”で 18.5％、“同行援護”で 15.2％と１割半ばを超えて

います。 

「介護保険と障害福祉サービスの併給を受けているので、ケアマネージャーにケアプランの作成を依

頼している」は 25 のサービス中９サービスで最も高く、特に“居宅介護”、“療養介護”、“自立訓練

(機能訓練)”、“日常生活用具給付事業”では３割を超えています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

特定相談支援事業所の

相談支援専門員にサー

ビス等利用計画の作成

を依頼している

自分たち家族や支援
者とセルフプランを
作成している

介護保険と障害福祉サー

ビスの併給を受けている

ので、ケアマネージャーに

ケアプランの作成を依頼

している

無回答

居宅介護 175 24.0 8.6 36.6 30.9

重度訪問介護 26 15.4 19.2 26.9 38.5

同行援護 79 25.3 15.2 15.2 44.3

行動援護 59 32.2 10.2 13.6 44.1

重度障害者等包括支援 21 19.0 14.3 19.0 47.6

生活介護 141 41.1 5.0 24.1 29.8

療養介護 33 15.2 9.1 33.3 42.4

自立訓練(機能訓練) 65 24.6 3.1 35.4 36.9

自立訓練(生活訓練) 45 24.4 11.1 13.3 51.1

就労移行支援 54 35.2 18.5 7.4 38.9

就労継続支援（Ａ型） 21 14.3 14.3 9.5 61.9

就労継続支援（Ｂ型） 102 44.1 10.8 2.9 42.2

就労定着支援 38 21.1 13.2 2.6 63.2

自立生活援助 37 13.5 8.1 16.2 62.2

短期入所 87 46.0 8.0 13.8 32.2

共同生活援助 81 43.2 13.6 4.9 38.3

施設入所支援 30 13.3 13.3 16.7 56.7

地域相談支援 74 23.0 6.8 16.2 54.1

計画相談支援 202 55.4 3.5 14.4 26.7

相談支援事業 96 42.7 9.4 16.7 31.3

移動支援事業 89 52.8 11.2 7.9 28.1

日常生活用具給付事業 64 14.1 12.5 35.9 37.5

日中短期入所事業 56 41.1 7.1 17.9 33.9

地域活動支援センター事業 57 29.8 3.5 21.1 45.6

意思疎通支援事業 19 10.5 5.3 10.5 73.7

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
別
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（６）サービス等利用計画の作成時に感じたこと 

問 23 サービス等利用計画を作成してどのように感じましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス等利用計画を作成して感じたことについて、【良かったこと】は「相談支援専門員が丁寧

に分かりやすく説明してくれた」が 8.4％と最も高く、次いで「希望どおりのサービス等利用計画が

できた」が 5.3％、「サービス等利用計画の計画内容に満足している」が 5.0％と続いています。 

【悪かったこと】は、「希望どおりのサービス等利用計画ができなかった」が 1.0％と最も高く、それ

以外はすべて１％を下回っています。 

 一方、「特にない」は 3.1％となっています。 

 

 

  

8.4

5.3

5.0

3.5

3.0

3.0

2.4

1.0

0.9

0.8

0.7

0.7

0.6

0.4

1.4

3.1

0% 2% 4% 6% 8% 10%

相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明してくれた

希望どおりのサービス等利用計画ができた

サービス等利用計画の計画内容に満足している

再び支援が必要となった場合にはサービス等利用計画を作成したい

サービス等利用計画の内容が具体的で分かりやすかった

課題解決に向けて自分が取り組むべきことが明確になった

希望どおりのサービス等利用計画ができなかった

サービス等利用計画の内容が分かりにくかった

サービス等利用計画の計画内容に不満がある

相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明してくれなかった

課題解決に向けて自分が取り組むべきことが明確にならなかった

再び支援が必要となった場合でもサービス等利用計画は作成したくない

その他

特にない

n＝2,000

サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けることができなかった

【良かったこと】

※「無回答」除く

【悪かったこと】

サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けることができた
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明してくれた」が最

も高く、特に“知的障害”では 26.4％と２割半ばを超えています。 

 また、“知的障害”では「希望どおりのサービス等利用計画ができた」、「サービス等利用計画の計

画内容に満足している」、「サービス等利用計画に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けること

ができた」が１割を超えて、他の障害よりも高くなっています。 

“高次脳機能障害”では、「サービス等利用計画の計画内容に不満がある」が 4.5％と、他の障害より

も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

サービス
等利用計
画の計画
内容に不
満がある

再び支援が

必要となっ

た場合でも

サービス等

利用計画は

作成したく

ない

サービス等

利用計画に

沿った形で

サービス提

供事業所の

支援を受け

ることがで

きなかった

サービス
等利用計
画の内容
が分かり
にくかっ
た

課題解決に

向けて自分

が取り組む

べきことが

明確になら

なかった

その他 特にない 無回答

全体 2,000 0.8 0.4 0.7 0.9 0.6 1.4 3.1 80.7

肢体不自由 283 1.1 0.7 0.4 1.8 1.1 0.7 3.9 77.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 1.3 1.3 2.6 2.6 1.3 1.3 1.3 74.0

視覚障害 144 1.4 0.0 0.7 0.7 0.7 0.7 0.0 84.7

聴覚・平衡機能障害 146 0.7 0.0 0.7 1.4 0.7 0.7 2.1 81.5

内部障害 278 0.4 0.0 0.4 0.7 0.4 0.7 5.0 82.7

知的障害 231 1.3 0.0 2.2 0.4 1.3 1.7 3.5 52.4

発達障害 187 1.6 0.5 2.7 4.3 2.1 2.7 3.2 64.2

精神障害 464 1.1 0.9 0.9 2.2 1.3 2.4 3.7 76.3

高次脳機能障害 44 4.5 0.0 2.3 2.3 2.3 4.5 2.3 72.7

難病（特定疾病） 632 0.6 0.2 0.2 0.2 0.2 0.8 2.8 88.9

その他 35 5.7 0.0 8.6 2.9 0.0 2.9 0.0 71.4

障
害
別

（単位:％）

ｎ

相談支援
専門員が
丁寧に分
かりやす
く説明し
てくれた

希望どお
りのサー
ビス等利
用計画が
できた

サービス
等利用計
画の計画
内容に満
足してい
る

再び支援が

必要となっ

た場合には

サービス等

利用計画を

作成したい

サービス等

利用計画に

沿った形で

サービス提

供事業所の

支援を受け

ることがで

きた

サービス
等利用計
画の内容
が具体的
で分かり
やすかっ
た

課題解決
に向けて
自分が取
り組むべ
きことが
明確に
なった

相談支援
専門員が
丁寧に分
かりやす
く説明し
てくれな
かった

希望どお
りのサー
ビス等利
用計画が
できな
かった

全体 2,000 8.4 5.3 5.0 3.0 3.5 3.0 2.4 0.7 1.0

肢体不自由 283 8.5 5.7 6.0 3.9 3.5 2.1 2.8 0.7 1.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 14.3 7.8 10.4 5.2 6.5 9.1 2.6 2.6 2.6

視覚障害 144 8.3 4.9 3.5 3.5 4.9 4.2 0.7 1.4 1.4

聴覚・平衡機能障害 146 7.5 4.1 2.7 2.7 4.1 2.7 2.7 1.4 2.1

内部障害 278 6.1 4.3 4.3 2.2 2.2 2.2 1.4 1.1 0.7

知的障害 231 26.4 15.6 14.3 5.2 10.4 9.1 3.9 0.9 2.2

発達障害 187 16.0 11.2 9.6 8.0 9.6 7.0 7.5 0.5 1.6

精神障害 464 10.1 5.4 5.8 4.3 4.7 3.7 3.9 1.3 1.3

高次脳機能障害 44 13.6 2.3 9.1 4.5 2.3 4.5 0.0 2.3 2.3

難病（特定疾病） 632 4.1 3.2 2.5 1.9 2.7 1.6 1.1 0.8 0.6

その他 35 11.4 8.6 5.7 5.7 2.9 2.9 8.6 2.9 5.7

障
害
別
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（７）セルフプランとした理由 

問 23で「セルフプランを作成している」と回答した方にお聞きします。 

問 24 セルフプランとした理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セルフプランを作成した理由は、「自分でセルフプランを作成することが可能だったため」が

38.8％と４割近くで最も高く、次いで「家族等の協力を得てセルフプランを作成することが可能だっ

たため」が 19.4％、「障害福祉サービスを早く利用したかったため」が 17.9％と続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では「家族等の協力を得てセルフプランを作成することが可能だ

ったため」と「自分でセルフプランを作成することが可能だったため」が最も高くなっています。 

“知的障害”では、「障害福祉サービスを早く利用したかったため」と「家族等の協力を得てセルフ

プランを作成することが可能だったため」が最も高くなっています。 

 “発達障害”と“精神障害”では「自分でセルフプランを作成することが可能だったため」が最も

高く、特に“精神障害”では６割半ばとなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

相談支援事
業所にサー
ビス等利用
計画の作成
を依頼する
ことが手間
だったため

身近にサー
ビス等利用
計画を作成
する相談支
援事業所が
見つからな
かったため

障害福祉
サービスを
早く利用し
たかったた
め

家族等の協
力を得てセ
ルフプラン
を作成する
ことが可能
だったため

自分でセル
フプランを
作成するこ
とが可能
だったため

その他 無回答

全体 67 9.0 4.5 17.9 19.4 38.8 13.4 17.9

肢体不自由 10 0.0 0.0 10.0 20.0 20.0 0.0 50.0

音声・言語・そしゃく機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

視覚障害 9 0.0 11.1 22.2 44.4 44.4 22.2 0.0

聴覚・平衡機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

内部障害 5 20.0 0.0 0.0 40.0 40.0 0.0 0.0

知的障害 16 12.5 6.3 18.8 18.8 12.5 25.0 25.0

発達障害 17 17.6 11.8 17.6 23.5 35.3 5.9 17.6

精神障害 20 15.0 5.0 20.0 10.0 65.0 5.0 10.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 5 20.0 20.0 20.0 60.0 0.0 20.0 20.0

その他 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0

障
害
別

38.8

19.4

17.9

9.0

4.5

13.4

17.9

0% 10% 20% 30% 40%

自分でセルフプランを作成することが可能だったため

障害福祉サービスを早く利用したかったため

その他

無回答

n＝67

家族等の協力を得てセルフプランを作成することが可能だったため

相談支援事業所にサービス等利用計画の作成を依頼することが

手間だったため

身近にサービス等利用計画を作成する相談支援事業所が

見つからなかったため
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（８）介護保険サービスの利用状況 

40 歳以上の方にお聞きします。 

問 25 障害福祉サービスと併用している介護保険サービスはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 40 歳以上の介護保険サービスの利用状況は、「訪問介護（ホームヘルプ）」が 7.6％と最も高く、次

いで「通所介護（デイサービス）」が 6.2％、「短期入所（ショートステイ）」が 1.7％と続いています。 

 一方、「介護保険サービスを利用していない」は 37.1％と３割半ばを超えています。 

 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“75歳以上”では「通所介護（デイサービス）」が 13.4％と最も高く、それ以外の

年代では「訪問介護（ホームヘルプ）」が最も高くなっています。 

 障害別にみると、“視覚障害”、“高次脳機能障害”では「通所介護（デイサービス）」が最も高く、

特に“高次脳機能障害”では約２割となっています。 

“知的障害”では「短期入所（ショートステイ）」が最も高くなっています。 

それ以外の障害では「訪問介護（ホームヘルプ）」が最も高く、特に“肢体不自由”、“音声・言

語・そしゃく機能障害”、“精神障害”では１割を超えています。  

（単位:％）

ｎ
訪問介護
（ホームヘル
プ）

通所介護
（デイサービ
ス）

短期入所
（ショートステ
イ）

その他 介護保険サー
ビスを利用し
ていない

無回答

全体 1,548 7.6 6.2 1.7 1.4 37.1 49.6

40歳以上65歳未満 752 4.1 1.3 0.9 1.5 50.9 42.2

65歳以上75歳未満 297 12.5 6.4 1.7 0.7 30.6 53.2

75歳以上 499 10.0 13.4 2.8 1.6 20.0 58.7

肢体不自由 257 16.0 12.8 3.9 1.9 24.9 48.2

音声・言語・そしゃく機能障害 66 13.6 12.1 1.5 3.0 18.2 56.1

視覚障害 122 6.6 7.4 1.6 0.8 32.0 54.1

聴覚・平衡機能障害 125 9.6 8.8 3.2 1.6 33.6 48.0

内部障害 253 6.7 5.9 2.0 0.8 38.3 49.0

知的障害 90 2.2 3.3 5.6 1.1 23.3 65.6

発達障害 58 5.2 0.0 0.0 1.7 41.4 51.7

精神障害 336 10.1 4.5 2.1 0.9 44.0 42.3

高次脳機能障害 36 13.9 19.4 5.6 5.6 27.8 36.1

難病（特定疾病） 545 7.7 6.1 1.3 0.9 40.6 47.5

その他 25 4.0 8.0 8.0 0.0 32.0 60.0

年
代
別

障
害
別

7.6

6.2

1.7

1.4

37.1

49.6

0% 20% 40% 60%

訪問介護（ホームヘルプ）

通所介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

その他

介護保険サービスを利用していない

無回答

n＝1,548
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24.7

13.5

13.5

6.4

6.0

5.0

3.8

3.0

1.6

1.5

1.2

1.0

0.1

7.2

16.6

9.6

0% 5% 10% 15% 20% 25%

自宅で家事をしている

（職場に障害を開示して）正社員・正職員として働いている

福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通っている

パート・アルバイトなどで働いている

自営業・家業の手伝いなどで働いている

（職場に障害を開示して）契約社員として働いている

休職中

（職場に障害を開示せず）正社員・正職員として働いている

育児をしている

大学・専門学校などに通っている

ハローワーク等に通って求職活動をしている

（職場に障害を開示せず）契約社員として働いている

職業訓練校（職業能力開発センター等）に通っている

その他

特に決まった予定はない

無回答

ｎ=2,000

５ 日中活動や外出について 

（１）平日の日中の過ごし方 

問 26 あなたは、平日の日中、主にどのように過ごしていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の日中の過ごし方は、「自宅で家事をしている」が 24.7％で最も高く、次いで「（職場に障害を

開示して）正社員・正職員として働いている」と「福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通ってい

る」がともに 13.5％、「パート・アルバイトなどで働いている」が 6.4％と続いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 16.6％となっています。 
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18歳以上 40歳未満”では「福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通ってい

る」が、40歳以上の年代では「自宅で家事をしている」が２割半ばを超えて最も高くなっています。 

 また、65歳未満の年代では「（職場に障害を開示して）正社員・正職員として働いている」が、65

歳以上の年代では「特に決まった予定はない」が２割以上で高くなっています。 

 障害別にみると、「その他」と「特に決まった予定はない」を除くと、“音声・言語・そしゃく機能

障害”、“知的障害”、“発達障害”、“高次脳機能障害”、“その他”では、「福祉施設・障害福祉サービ

ス事業所等に通っている」が最も高く、特に“知的障害”では 55.8％と５割半ばを超えています。 

 それ以外の障害では「自宅で家事をしている」が最も高くなっています。 

 また、“精神障害”、“発達障害”又は“難病”では、職場に障害を開示せずに働いている方が３～

４％台の割合を占めています。 

  

（単位:％）

ｎ

（職場に障害

を開示して）

正社員・正職

員として働

いている

（職場に障害

を開示せず）

正社員・正職

員として働

いている

（職場に障

害を開示し

て）契約社

員として働

いている

（職場に障

害を開示せ

ず）契約社

員として働

いている

パート・ア
ルバイトな
どで働い
ている

自営業・家
業の手伝
いなどで
働いてい
る

福祉施設・

障害福祉

サービス事

業所等に

通っている

大学・専門
学校など
に通って
いる

全体 2,000 13.5 3.0 5.0 1.0 6.4 6.0 13.5 1.5

18歳以上40歳未満 393 23.9 5.9 10.7 1.5 7.9 3.8 26.5 6.1

40歳以上65歳未満 752 20.6 4.1 6.3 1.3 9.6 6.5 13.7 0.5

65歳以上75歳未満 297 4.0 0.7 2.0 0.7 6.1 9.8 7.4 0.7

75歳以上 499 0.8 0.4 0.0 0.0 0.8 4.8 5.6 0.0

肢体不自由 283 10.6 0.0 2.8 0.4 1.4 4.9 12.4 0.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 0.0 2.6 0.0 1.3 0.0 20.8 1.3

視覚障害 144 15.3 1.4 2.1 0.7 3.5 6.9 9.0 2.8

聴覚・平衡機能障害 146 13.0 0.7 4.8 0.7 4.1 5.5 6.8 0.7

内部障害 278 10.8 2.2 2.5 0.7 5.4 8.3 5.0 1.8

知的障害 231 8.2 0.4 11.7 0.4 3.5 0.9 55.8 0.0

発達障害 187 16.0 4.3 15.0 1.1 8.6 1.6 28.9 3.2

精神障害 464 9.3 3.4 6.9 1.7 9.5 5.8 16.6 1.3

高次脳機能障害 44 11.4 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 22.7 0.0

難病（特定疾病） 632 18.7 4.3 2.5 0.9 7.3 8.4 4.1 1.4

その他 35 8.6 5.7 8.6 0.0 2.9 5.7 20.0 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

職業訓練校

（職業能力

開発セン

ター等）に

通っている

ハローワー
ク等に
通って求
職活動を
している

自宅で家
事をして
いる

育児をし
ている

休職中 その他 特に決
まった予
定はない

無回答

全体 2,000 0.1 1.2 24.7 1.6 3.8 7.2 16.6 9.6

18歳以上40歳未満 393 0.5 1.5 9.9 2.8 3.6 6.6 5.6 2.8

40歳以上65歳未満 752 0.0 1.7 26.1 2.5 5.9 6.1 9.6 4.9

65歳以上75歳未満 297 0.0 1.0 37.7 0.7 3.7 7.4 21.2 9.1

75歳以上 499 0.0 0.2 26.3 0.0 1.0 9.4 32.9 21.8

肢体不自由 283 0.0 0.4 23.7 0.4 3.2 8.5 26.1 12.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 0.0 0.0 18.2 0.0 2.6 16.9 23.4 15.6

視覚障害 144 0.7 0.0 18.8 2.1 1.4 11.8 25.7 11.8

聴覚・平衡機能障害 146 0.0 1.4 24.0 0.7 0.0 10.3 26.0 10.3

内部障害 278 0.0 0.7 24.8 0.4 4.0 9.0 24.5 10.8

知的障害 231 0.4 0.4 5.6 0.4 0.4 4.3 4.3 8.7

発達障害 187 0.0 3.7 10.7 0.5 4.3 6.4 8.0 4.3

精神障害 464 0.0 2.4 27.6 1.1 8.6 8.6 15.1 5.6

高次脳機能障害 44 0.0 2.3 11.4 2.3 2.3 11.4 31.8 11.4

難病（特定疾病） 632 0.0 0.6 31.0 3.5 3.0 6.2 14.6 10.3

その他 35 0.0 0.0 11.4 0.0 8.6 22.9 20.0 11.4

年
代
別

障
害
別
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（２）給与・工賃 

問 26 で「正社員・正職員」「契約社員」「パート・アルバイト」「自営業・家業」「福祉施設・障
害福祉サービス事業所」で働いていると回答された方にお聞きします。 

問 26-1 給与・工賃の月額をお答え下さい。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 給与・工賃の月額は、「20 万円以上」が 33.1％と３割を超えて最も高く、次いで「１万円未満」が

14.7％、「10万円以上～15万円未満」が 11.4％、「15万円以上～20万円未満」が 10.3％と続いていま

す。 

 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「20 万円以上」が最も高く、特に“40 歳以上 65 歳未満”は４

割を占めています。 

“18 歳以上～40 歳未満”では、「１万円未満」が 22.7％と２割を超えて、他の年代よりも高くなって

います。 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“発達障害”では「１万円未満」

が最も高くなっています。 

それ以外の障害では「20万円以上」が最も高くなっています。 

  

全　体

（n=909）

無
回
答

1
5
万
円
以
上
～

2
0
万
円
未
満

1
0
万
円
以
上
～

1
5
万
円
未
満

５
万
円
以
上
～

1
0
万
円
未
満

３
万
円
以
上
～

５
万
円
未
満

１
万
円
以
上
～

３
万
円
未
満

１
万
円
未
満

2
0
万
円
以
上

14.7 6.7 3.6 9.0 11.4 10.3 33.1 11.0

(%)

（単位:％）

ｎ

１万円未満 １万円以上

～

３万円未満

３万円以上

～

５万円未満

５万円以上

～

10万円未

満

10万円以

上～

15万円未

満

15万円以

上～

20万円未

満

20万円以
上

無回答

全体 909 14.7 6.7 3.6 9.0 11.4 10.3 33.1 11.0

18歳以上40歳未満 300 22.7 6.3 3.3 7.0 13.7 10.0 28.3 8.7

40歳以上65歳未満 441 11.3 5.9 4.1 10.9 11.1 10.4 40.1 6.1

65歳以上75歳未満 82 9.8 11.0 2.4 8.5 11.0 13.4 23.2 20.7

75歳以上 60 3.3 5.0 5.0 6.7 8.3 8.3 21.7 41.7

肢体不自由 88 13.6 3.4 0.0 8.0 8.0 3.4 40.9 22.7

音声・言語・そしゃく機能障害 21 38.1 4.8 0.0 4.8 4.8 4.8 4.8 38.1

視覚障害 52 9.6 3.8 5.8 3.8 15.4 7.7 34.6 19.2

聴覚・平衡機能障害 48 4.2 6.3 4.2 8.3 12.5 10.4 43.8 10.4

内部障害 91 3.3 7.7 1.1 7.7 13.2 13.2 38.5 15.4

知的障害 181 38.1 16.0 2.2 8.3 14.9 5.0 1.7 13.8

発達障害 133 21.8 9.8 2.3 7.5 19.5 12.8 16.5 9.8

精神障害 227 22.0 7.9 4.8 10.6 11.0 13.7 23.3 6.6

高次脳機能障害 16 18.8 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 31.3 25.0

難病（特定疾病） 278 2.5 2.2 5.0 9.7 7.6 9.7 54.0 9.4

その他 17 17.6 0.0 0.0 5.9 17.6 11.8 23.5 23.5

年
代
別

障
害
別
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（３）仕事の内容 

問 26 で「正社員・正職員」「契約社員」「パート・アルバイト」「自営業・家業」で働いていると
回答された方にお聞きします。 

問 26-2 仕事の内容をお答え下さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕事の内容は、「事務の仕事」が 43.3％と４割を超えて最も高く、次いで「自営業」が 11.5％、「自

宅での仕事（テレワーク）」が 9.7％、「清掃の仕事」が 8.5％、「販売・接客の仕事」が 8.1％と続い

ています。 

 

  

43.3

11.5

9.7

8.5

8.1

6.4

4.6

4.3

4.2

3.1

1.6

0.3

13.3

0.4

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事務の仕事

自営業

自宅での仕事（テレワーク）

清掃の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉の仕事

教育関係の仕事

調理、食品、厨房内の仕事

役所や官公庁の仕事

倉庫等の商品管理や発送の仕事

店舗、バックヤードの仕事

農産物等の栽培の仕事

その他

わからない

無回答

n＝670
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18歳以上 40 歳未満”と“40 歳以上 65 歳未満”では「事務の仕事」、“65歳以上

75歳未満”と“75歳以上”では「自営業」が最も高くなっています。 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”では「自宅での仕事（テレワーク）」、“知的障

害”では「清掃の仕事」が３割を超えて、他の障害よりも高くなっています。 

それ以外の障害では「事務の仕事」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

店舗、バッ
クヤードの
仕事

農産物等
の栽培の
仕事

自宅での
仕事（テレ
ワーク）

自営業 その他 わからな
い

無回答

全体 670 1.6 0.3 9.7 11.5 13.3 0.4 3.7

18歳以上40歳未満 199 2.0 0.5 13.6 3.0 15.1 1.0 4.5

40歳以上65歳未満 357 1.7 0.3 10.6 9.2 14.8 0.0 2.5

65歳以上75歳未満 66 1.5 0.0 0.0 33.3 6.1 1.5 1.5

75歳以上 34 0.0 0.0 0.0 44.1 2.9 0.0 14.7

肢体不自由 57 1.8 0.0 5.3 14.0 7.0 0.0 3.5

音声・言語・そしゃく機能障害 6 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7

視覚障害 42 0.0 2.4 4.8 14.3 11.9 0.0 2.4

聴覚・平衡機能障害 40 0.0 0.0 10.0 12.5 17.5 0.0 10.0

内部障害 80 2.5 0.0 8.8 20.0 11.3 0.0 5.0

知的障害 57 3.5 1.8 1.8 1.8 8.8 1.8 3.5

発達障害 83 2.4 2.4 15.7 1.2 10.8 0.0 1.2

精神障害 162 1.9 0.0 14.2 10.5 14.8 0.6 1.2

高次脳機能障害 9 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0

難病（特定疾病） 256 1.2 0.4 12.1 12.9 14.8 0.4 3.1

その他 11 0.0 9.1 9.1 18.2 18.2 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

事務の仕
事

販売・接客
の仕事

役所や官
公庁の仕
事

医療・福祉
の仕事

教育関係
の仕事

倉庫等の
商品管理
や発送の
仕事

清掃の仕
事

調理、食
品、厨房内
の仕事

全体 670 43.3 8.1 4.2 6.4 4.6 3.1 8.5 4.3

18歳以上40歳未満 199 45.7 8.0 3.5 5.5 3.5 4.5 8.5 5.5

40歳以上65歳未満 357 46.5 7.6 4.2 7.6 4.8 2.8 6.7 4.2

65歳以上75歳未満 66 30.3 12.1 4.5 4.5 9.1 3.0 15.2 4.5

75歳以上 34 20.6 5.9 0.0 2.9 2.9 0.0 14.7 0.0

肢体不自由 57 45.6 7.0 5.3 8.8 0.0 0.0 7.0 1.8

音声・言語・そしゃく機能障害 6 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0

視覚障害 42 33.3 2.4 9.5 11.9 7.1 2.4 4.8 4.8

聴覚・平衡機能障害 40 40.0 2.5 7.5 10.0 5.0 7.5 2.5 0.0

内部障害 80 33.8 10.0 5.0 7.5 6.3 2.5 5.0 1.3

知的障害 57 24.6 7.0 1.8 1.8 0.0 12.3 31.6 17.5

発達障害 83 50.6 3.6 2.4 2.4 3.6 9.6 10.8 8.4

精神障害 162 46.3 6.8 6.8 3.1 3.7 4.3 9.3 3.7

高次脳機能障害 9 44.4 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 256 47.3 10.9 2.3 7.8 7.4 0.4 4.3 3.1

その他 11 36.4 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別



 

‐ 60 ‐ 

（４）１週間当たりの勤務時間 

問 26 で「正社員・正職員」「契約社員」「パート・アルバイト」「自営業・家業」で働いていると
回答された方にお聞きします。 

問 26-3 週当たりの勤務時間をお答え下さい。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １週間当たりの勤務時間は、「週に 40 時間以上」が 42.1％と４割を超えて最も高く、次いで「週に

20時間以上～40時間未満」が 33.3％、「週に 20時間未満」が 19.0％と続いています。 

 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18歳以上～40歳未満”と“40 歳以上 65 歳未満”では「週に 40 時間以上」が４

割を超えて最も高く、“65 歳以上～75 歳未満”では「週に 20 時間未満」、“75 歳以上”では「週に 20

時間以上～40時間未満」が３割を超えて最も高くなっています。 

 障害別にみると、“知的障害”、“発達障害”、“その他”では「週に 20 時間以上～40 時間未満」が最

も高くなっています。 

それ以外の障害では「週に 40時間以上」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
週に40時間
以上

週に20時間
以上～
40時間未満

週に20時間
未満

その他 無回答

全体 670 42.1 33.3 19.0 2.4 3.3

18歳以上40歳未満 199 43.7 39.7 11.6 1.5 3.5

40歳以上65歳未満 357 48.5 30.0 18.2 1.7 1.7

65歳以上75歳未満 66 18.2 31.8 39.4 6.1 4.5

75歳以上 34 14.7 35.3 32.4 2.9 14.7

肢体不自由 57 40.4 36.8 14.0 3.5 5.3

音声・言語・そしゃく機能障害 6 16.7 50.0 16.7 0.0 16.7

視覚障害 42 50.0 23.8 23.8 0.0 2.4

聴覚・平衡機能障害 40 47.5 22.5 17.5 5.0 7.5

内部障害 80 47.5 27.5 16.3 2.5 6.3

知的障害 57 15.8 64.9 12.3 3.5 3.5

発達障害 83 28.9 59.0 10.8 1.2 0.0

精神障害 162 35.2 34.6 24.1 3.7 2.5

高次脳機能障害 9 22.2 55.6 11.1 11.1 0.0

難病（特定疾病） 256 50.8 25.4 19.1 2.3 2.3

その他 11 18.2 63.6 18.2 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別

全　体

（n=670）

週
に
2
0
時
間
以
上
～

4
0
時
間
未
満

週
に
4
0
時
間
以
上

週
に
2
0
時
間
未
満

そ
の
他

無
回
答

33.3 19.0 3.342.1 2.4

(%)
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（５）仕事で困っていること 

問 26 で「正社員・正職員」「契約社員」「パート・アルバイト」「自営業・家業」で働いていると
回答された方にお聞きします。 

問 26-4 仕事をする上で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕事で困っていることは、「仕事中の体調の変化に不安がある」が 27.8％と２割半ばを超えて最も

高く、次いで「賃金や待遇面で不満がある」が 18.1％、「調子が悪いときに休みが取りにくい」が

16.4％、「通勤が大変である」が 12.1％と続いています。 

 一方、「特にない」は 33.3％と３割を超えています。 

  

27.8

18.1

16.4

12.1

11.0

10.6

10.3

9.0

7.6

7.5

7.5

6.6

5.4

2.2

4.5

33.3

5.5

0% 10% 20% 30% 40%

仕事中の体調の変化に不安がある

賃金や待遇面で不満がある

調子が悪いときに休みが取りにくい

通勤が大変である

自分の考えや思ったことを伝えられない

職場に相談できる人や援助者がいない

職場の人間関係がうまくいかない

職場の障害理解が不足している

能力に応じた評価、昇進の仕組みがない

周囲の目が気になる

在宅勤務やオンライン化への対応が難しい

労働時間や日数に不満がある

仕事の内容が合っていない

トイレなど職場の設備が不十分

その他

特にない

無回答

n＝670



 

‐ 62 ‐ 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“75 歳以上”を除く全ての年代では、「仕事中の体調の変化に不安がある」が最も

高くなっています。 

 また、“18 歳以上～40 歳未満”では「賃金や待遇面で不満がある」や「自分の考えや思ったことを

伝えられない」が、“40 歳以上～65 歳未満”では「賃金や待遇面で不満がある」が２割を超えていま

す。 

 障害別にみると、“聴覚・平衡機能障害”では「賃金や待遇面で不満がある」が３割を超えて最も

高くなっています。 

“視覚障害”では「通勤が大変である」が 23.8％と最も高くなっています。 

“知的障害”と“発達障害”では、「自分の考えや思ったことを伝えられない」がそれぞれ 22.8％、

39.8％と最も高くなっています。 

それ以外の障害では「仕事中の体調の変化に不安がある」が最も高くなっています。 

また、“聴覚・平衡機能障害”では「職場の障害理解が不足している」が、“発達障害”では「職場

の人間関係がうまくいかない」が２割を超えて、他の障害よりも高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

周囲の目
が気にな
る

自分の考
えや思っ
たことを
伝えられ
ない

能力に応
じた評
価、昇進
の仕組み
がない

仕事の内
容が合っ
ていない

在宅勤務
やオンラ
イン化へ
の対応が
難しい

その他 特にない 無回答

全体 670 7.5 11.0 7.6 5.4 7.5 4.5 33.3 5.5

18歳以上40歳未満 199 13.6 20.6 7.5 7.5 12.1 5.5 25.1 5.0

40歳以上65歳未満 357 5.6 8.4 9.5 5.6 5.9 4.5 31.1 4.2

65歳以上75歳未満 66 1.5 1.5 0.0 0.0 1.5 3.0 53.0 12.1

75歳以上 34 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 2.9 64.7 8.8

肢体不自由 57 3.5 5.3 3.5 5.3 10.5 1.8 33.3 7.0

音声・言語・そしゃく機能障害 6 0.0 33.3 0.0 16.7 16.7 0.0 33.3 16.7

視覚障害 42 11.9 9.5 2.4 2.4 7.1 2.4 42.9 7.1

聴覚・平衡機能障害 40 2.5 7.5 10.0 2.5 12.5 2.5 35.0 7.5

内部障害 80 2.5 5.0 5.0 3.8 3.8 2.5 41.3 7.5

知的障害 57 12.3 22.8 3.5 3.5 8.8 1.8 45.6 5.3

発達障害 83 18.1 39.8 7.2 15.7 18.1 7.2 25.3 1.2

精神障害 162 10.5 17.3 16.7 9.9 9.3 6.2 21.6 6.8

高次脳機能障害 9 0.0 11.1 22.2 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0

難病（特定疾病） 256 4.3 3.1 3.5 3.1 6.6 3.9 32.0 3.9

その他 11 27.3 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 36.4 9.1

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

賃金や待
遇面で不
満がある

仕事中の
体調の変
化に不安
がある

調子が悪
いときに
休みが取
りにくい

労働時間
や日数に
不満があ
る

通勤が大
変である

職場の人
間関係が
うまくい
かない

職場に相
談できる
人や援助
者がいな
い

職場の障
害理解が
不足して
いる

トイレな
ど職場の
設備が不
十分

全体 670 18.1 27.8 16.4 6.6 12.1 10.3 10.6 9.0 2.2

18歳以上40歳未満 199 20.6 32.2 18.6 6.5 9.5 17.6 14.6 11.6 2.0

40歳以上65歳未満 357 21.0 29.7 16.2 8.1 15.1 8.4 10.6 9.2 3.1

65歳以上75歳未満 66 3.0 18.2 15.2 1.5 3.0 0.0 1.5 1.5 0.0

75歳以上 34 2.9 5.9 8.8 0.0 5.9 0.0 2.9 0.0 0.0

肢体不自由 57 12.3 28.1 14.0 10.5 26.3 7.0 8.8 5.3 3.5

音声・言語・そしゃく機能障害 6 16.7 50.0 0.0 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7

視覚障害 42 11.9 11.9 7.1 4.8 23.8 2.4 9.5 9.5 7.1

聴覚・平衡機能障害 40 32.5 7.5 10.0 5.0 5.0 5.0 10.0 22.5 2.5

内部障害 80 18.8 33.8 18.8 5.0 8.8 6.3 13.8 5.0 2.5

知的障害 57 8.8 8.8 0.0 0.0 12.3 14.0 5.3 3.5 1.8

発達障害 83 22.9 25.3 14.5 8.4 13.3 27.7 18.1 19.3 1.2

精神障害 162 32.1 40.1 18.5 11.1 13.6 19.8 19.1 16.7 2.5

高次脳機能障害 9 44.4 22.2 11.1 0.0 44.4 0.0 0.0 22.2 0.0

難病（特定疾病） 256 14.1 36.3 23.8 5.1 12.1 2.7 8.6 4.7 3.1

その他 11 27.3 36.4 36.4 9.1 9.1 27.3 18.2 36.4 9.1

年
代
別

障
害
別
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（６）福祉施設に通所する上で困っていること 

問 26 で「福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通っている」と回答された方にお聞きしま
す。 

問 26-5 福祉施設に通所する上で困っていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉施設に通所する上で困っていることは、「工賃に不満がある」が 23.3％と２割を超えて最も高

く、次いで「自分の考えや思ったことが伝えられない」が 18.1％、「他の利用者との人間関係がうま

くいかない」が 11.9％と続いています。 

 一方、「特にない」は 39.3％と約４割を占めています。 

  

23.3

18.1

11.9

7.8

7.4

5.9

5.2

5.2

3.7

3.3

6.3

39.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40%

工賃に不満がある

自分の考えや思ったことが伝えられない

他の利用者との人間関係がうまくいかない

作業中の体調の変化に不安がある

通うのが大変である

サービスの内容が自分に合っていない

作業時間や日数に不満がある

訓練や作業をする上での配慮が不足している

相談できる人や援助者がいない

トイレなど施設の整備が不十分

その他

特にない

無回答

n＝270
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”では、「自分の考えや思ったことが伝えられない」が

26.9％と２割半ばを超えて最も高くなっています。 

“40 歳以上～65 歳未満”では、「工賃に不満がある」が 33.0％と３割を超えて最も高くなっています。 

“65歳以上 75歳未満”では「作業中の体調の変化に不安がある」が、“75歳以上”では「相談できる

人や援助者がいない」が１割を超えて最も高くなっています。 

 障害別にみると、“肢体不自由”、“視覚障害”、“内部障害”では、「通うのが大変である」が最も高

く、“視覚障害”では「工賃に不満がある」、「相談できる人や援助者がいない」、“内部障害”では

「他の利用者との人間関係がうまくいかない」が最も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“知的障害”、“発達障害”、“高次脳機能

障害”では、「自分の考えや思ったことが伝えられない」が最も高く、“発達障害”では「工賃に不満

がある」が最も高くなっています。 

 “精神障害”、“難病（特定疾病）”では、「工賃に不満がある」が最も高く、特に“精神障害”では

４割を超えています。  

（単位:％）

ｎ

サービスの
内容が自分
に合ってい
ない

作業時間や
日数に不満
がある

工賃に不満
がある

訓練や作業
をする上で
の配慮が不
足している

他の利用者
との人間関
係がうまく
いかない

通うのが大
変である

トイレなど
施設の整備
が不十分

全体 270 5.9 5.2 23.3 5.2 11.9 7.4 3.3

18歳以上40歳未満 104 8.7 7.7 22.1 5.8 12.5 7.7 2.9

40歳以上65歳未満 103 4.9 3.9 33.0 4.9 14.6 7.8 3.9

65歳以上75歳未満 22 4.5 4.5 4.5 9.1 9.1 9.1 4.5

75歳以上 28 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0

肢体不自由 35 5.7 5.7 5.7 0.0 0.0 8.6 5.7

音声・言語・そしゃく機能障害 16 0.0 0.0 12.5 0.0 6.3 6.3 0.0

視覚障害 13 0.0 0.0 15.4 0.0 7.7 15.4 0.0

聴覚・平衡機能障害 10 10.0 10.0 20.0 10.0 20.0 10.0 10.0

内部障害 14 7.1 0.0 0.0 7.1 14.3 14.3 7.1

知的障害 129 6.2 3.9 24.0 5.4 14.0 6.2 3.9

発達障害 54 5.6 11.1 22.2 5.6 16.7 11.1 3.7

精神障害 77 10.4 9.1 41.6 10.4 15.6 9.1 5.2

高次脳機能障害 10 10.0 10.0 20.0 10.0 0.0 10.0 0.0

難病（特定疾病） 26 7.7 7.7 15.4 0.0 3.8 3.8 0.0

その他 7 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

相談できる
人や援助者
がいない

作業中の体
調の変化に
不安がある

自分の考え
や思ったこ
とが伝えら
れない

その他 特にない 無回答

全体 270 3.7 7.8 18.1 6.3 39.3 6.3

18歳以上40歳未満 104 1.9 5.8 26.9 7.7 31.7 9.6

40歳以上65歳未満 103 2.9 9.7 15.5 2.9 40.8 3.9

65歳以上75歳未満 22 9.1 13.6 9.1 0.0 40.9 9.1

75歳以上 28 10.7 3.6 7.1 7.1 64.3 0.0

肢体不自由 35 2.9 5.7 5.7 5.7 42.9 22.9

音声・言語・そしゃく機能障害 16 0.0 18.8 31.3 6.3 25.0 18.8

視覚障害 13 15.4 0.0 0.0 0.0 38.5 7.7

聴覚・平衡機能障害 10 20.0 10.0 30.0 0.0 30.0 0.0

内部障害 14 0.0 0.0 7.1 21.4 42.9 0.0

知的障害 129 0.8 9.3 27.9 7.0 33.3 7.8

発達障害 54 1.9 11.1 22.2 11.1 29.6 5.6

精神障害 77 5.2 11.7 13.0 6.5 32.5 1.3

高次脳機能障害 10 0.0 10.0 30.0 10.0 40.0 0.0

難病（特定疾病） 26 7.7 7.7 7.7 7.7 42.3 11.5

その他 7 14.3 0.0 14.3 0.0 57.1 0.0

年
代
別

障
害
別
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（７）就労や通所などをしていない理由 

問 26で「特に決まった予定はない」と回答された方にお聞きします。 

問 26-6 あなたが就労や通所などをしていない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の日中に就労や通所などをしていない理由は、「高齢のため」が 46.1％と４割半ばを超えて最

も高く、次いで「障害の程度や症状のため」が 32.2％、「働く必要がないため」が 17.2％と続いてい

ます。 

 一方、「特に理由はない」は 7.2％となっています。 

 

  

46.1

32.2

17.2

14.5

13.9

9.6

9.6

9.0

5.4

4.8

4.8

2.4

2.4

2.4

1.5

1.5

6.3

7.2

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢のため

障害の程度や症状のため

働く必要がないため

今の生活に満足しているため

働く自信がないため

自分に合った仕事がないため

働ける場所があるか分からない

自分に合った活動の場がないため

職場の人間関係に不安があるため

職場の障害理解に不安があるため

職場や活動の場に通うのが困難なため

居宅で障害福祉サービスを利用しているため

利用したい障害福祉サービスがないため

障害福祉サービスがあることを知らない

周囲から止められているため

障害福祉サービスを利用する必要がないため

その他

特に理由はない

無回答

n＝332
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”と“40 歳以上～65 歳未満”では、「障害の程度や症状の

ため」が５割半ばを超えて最も高くなっています。 

“65 歳以上～75 歳未満”と“75 歳以上”では「高齢のため」が５割を超えて最も高くなっています。 

 障害別にみると、“発達障害”と“精神障害”では「障害の程度や症状のため」が５割を超えて最

も高く、“音声・言語・そしゃく機能障害”も６割を超えて高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”では、「働く自信がないため」が他の障害よりも高くなって

います。 

それ以外の障害ではいずれも「高齢のため」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

障害の
程度や
症状の
ため

高齢の
ため

職場の
人間関
係に不
安があ
るため

職場の
障害理
解に不
安があ
るため

職場や活

動の場に

通うのが

困難なた

め

周囲か
ら止め
られて
いるた
め

自分に
合った
仕事が
ないた
め

自分に
合った
活動の
場がな
いため

働く自
信がな
いため

働く必
要がな
いため

全体 332 32.2 46.1 5.4 4.8 4.8 1.5 9.6 9.0 13.9 17.2

18歳以上40歳未満 22 59.1 0.0 18.2 18.2 18.2 0.0 36.4 31.8 50.0 4.5

40歳以上65歳未満 72 56.9 5.6 18.1 16.7 15.3 2.8 22.2 15.3 27.8 4.2

65歳以上75歳未満 63 27.0 54.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.9 9.5 12.7 23.8

75歳以上 164 18.9 65.9 0.6 0.0 0.6 1.2 1.2 3.0 3.7 20.1

肢体不自由 74 37.8 52.7 1.4 0.0 0.0 2.7 4.1 5.4 5.4 18.9

音声・言語・そしゃく機能障害 18 61.1 77.8 11.1 0.0 0.0 5.6 5.6 5.6 5.6 16.7

視覚障害 37 35.1 48.6 2.7 5.4 0.0 0.0 5.4 5.4 13.5 16.2

聴覚・平衡機能障害 38 23.7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 2.6 5.3 15.8

内部障害 68 26.5 57.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 19.1

知的障害 10 20.0 20.0 0.0 10.0 10.0 0.0 20.0 10.0 30.0 0.0

発達障害 15 60.0 0.0 20.0 26.7 20.0 6.7 46.7 33.3 46.7 0.0

精神障害 70 54.3 17.1 18.6 14.3 18.6 2.9 21.4 20.0 30.0 4.3

高次脳機能障害 14 42.9 57.1 7.1 0.0 0.0 7.1 14.3 7.1 7.1 7.1

難病（特定疾病） 92 23.9 48.9 0.0 1.1 1.1 3.3 5.4 5.4 8.7 21.7

その他 7 85.7 42.9 14.3 28.6 14.3 0.0 42.9 42.9 14.3 28.6

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

働ける
場所が
あるか
分から
ない

居宅で障

害福祉

サービス

を利用し

ているた

め

利用した

い障害福

祉サービ

スがない

ため

障害福祉

サービス

を利用す

る必要が

ないため

障害福祉

サービス

があるこ

とを知ら

ない

今の生
活に満
足して
いるた
め

その他 特に理
由はな
い

無回答

全体 332 9.6 2.4 2.4 1.5 2.4 14.5 6.3 7.2 5.4

18歳以上40歳未満 22 22.7 0.0 13.6 0.0 0.0 13.6 9.1 0.0 0.0

40歳以上65歳未満 72 22.2 2.8 0.0 0.0 5.6 6.9 13.9 8.3 6.9

65歳以上75歳未満 63 11.1 3.2 4.8 0.0 1.6 17.5 4.8 7.9 3.2

75歳以上 164 2.4 2.4 1.2 3.0 1.2 17.1 3.7 7.9 6.1

肢体不自由 74 2.7 5.4 2.7 1.4 0.0 10.8 9.5 9.5 8.1

音声・言語・そしゃく機能障害 18 0.0 11.1 5.6 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6

視覚障害 37 8.1 2.7 5.4 2.7 5.4 10.8 5.4 0.0 8.1

聴覚・平衡機能障害 38 5.3 2.6 2.6 2.6 5.3 13.2 5.3 7.9 10.5

内部障害 68 2.9 1.5 0.0 1.5 0.0 19.1 2.9 11.8 4.4

知的障害 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 20.0

発達障害 15 13.3 0.0 13.3 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0

精神障害 70 21.4 1.4 2.9 0.0 5.7 10.0 11.4 4.3 4.3

高次脳機能障害 14 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 14.3 14.3 7.1 7.1

難病（特定疾病） 92 10.9 4.3 2.2 1.1 2.2 21.7 7.6 7.6 1.1

その他 7 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別
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（８）就労のために希望する支援 

問 27 障害者が一般就労するため希望する支援は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般就労のために希望する支援は、「自分に合った仕事を見つける支援」が 29.6％と約３割で最も

高く、次いで「就労に向けての相談支援」が 26.3％、「企業等における障害理解の推進」が 24.3％、

「就労継続に向けての相談支援」が 21.3％と２割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 20.3％と２割を占めています。 

 

  

29.6

26.3

24.3

21.3

17.6

14.1

13.7

13.3

13.1

10.6

8.7

8.1

2.9

20.3

25.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自分に合った仕事を見つける支援

就労に向けての相談支援

企業等における障害理解の推進

就労継続に向けての相談支援

求職活動の支援

障害のある人が働く企業等の見学

企業等での短時間（１日２時間程度）雇用の推進

企業等での体験実習

自立や社会参加を目的とした就労訓練の場

履歴書の作成や面接への同行支援

就労意欲向上のためのプログラム

ビジネスマナーなどを学ぶ機会

その他

特にない

無回答

n＝2,000



 

‐ 68 ‐ 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも、「自分に合った仕事を見つける支援」が最も高くなっていま

す。 

“18 歳以上 40 歳未満”では、「就労に向けての相談支援」、「就労継続に向けての相談支援」、「企業等

における障害理解の推進」が４割を超えて、他の年代よりも高くなっています。 

 障害別にみると、“肢体不自由”では、「就労に向けての相談支援」が 21.6％と最も高くなっていま

す。 

“視覚障害”と“高次脳機能障害”では、「企業等における障害理解の推進」が最も高くなっていま

す。 

それ以外の障害ではいずれも「自分に合った仕事を見つける支援」が最も高くなっています。 

また、“発達障害”はいずれの支援も希望する割合が２割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

就労に向
けての相
談支援

就労継続
に向けて
の相談支
援

障害のあ
る人が働
く企業等
の見学

企業等で
の体験実
習

自立や社会

参加を目的

とした就労

訓練の場

就労意欲
向上のた
めのプロ
グラム

求職活動
の支援

自分に
合った仕
事を見つ
ける支援

全体 2,000 26.3 21.3 14.1 13.3 13.1 8.7 17.6 29.6

18歳以上40歳未満 393 42.7 40.2 30.3 28.0 22.6 14.8 28.5 46.8

40歳以上65歳未満 752 31.8 27.3 15.4 15.2 14.8 11.2 22.3 36.8

65歳以上75歳未満 297 17.8 10.1 6.7 6.1 9.4 3.4 12.8 19.5

75歳以上 499 10.4 4.0 3.6 3.4 5.2 2.8 4.6 11.8

肢体不自由 283 21.6 15.9 9.5 7.4 11.0 3.9 12.0 20.8

音声・言語・そしゃく機能障害 77 14.3 9.1 7.8 9.1 10.4 6.5 11.7 23.4

視覚障害 144 22.9 19.4 13.9 11.1 12.5 9.7 16.7 23.6

聴覚・平衡機能障害 146 17.8 13.7 13.7 11.6 10.3 6.8 11.0 19.9

内部障害 278 18.7 12.2 10.1 8.3 7.6 5.8 13.7 22.7

知的障害 231 32.5 33.3 22.9 26.4 20.3 13.9 19.5 41.1

発達障害 187 49.2 50.3 32.6 35.8 29.9 20.3 34.2 51.3

精神障害 464 37.9 34.1 20.3 18.1 14.9 14.2 25.4 42.7

高次脳機能障害 44 18.2 18.2 20.5 20.5 15.9 9.1 27.3 29.5

難病（特定疾病） 632 23.1 15.3 9.2 9.7 12.2 5.5 16.5 24.8

その他 35 14.3 20.0 17.1 22.9 14.3 11.4 11.4 22.9

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

ビジネス
マナーな
どを学ぶ
機会

履歴書の
作成や面
接への同
行支援

企業等での

短時間（１日

２時間程度）

雇用の推進

企業等に
おける障
害理解の
推進

その他 特にない 無回答

全体 2,000 8.1 10.6 13.7 24.3 2.9 20.3 25.9

18歳以上40歳未満 393 18.8 22.9 21.4 45.0 3.1 10.7 8.4

40歳以上65歳未満 752 9.0 12.6 16.5 28.9 4.3 18.2 14.5

65歳以上75歳未満 297 2.0 3.4 10.8 12.1 2.0 29.0 32.0

75歳以上 499 2.0 2.2 4.6 8.6 1.4 26.9 51.9

肢体不自由 283 3.9 4.9 8.8 16.6 3.5 23.3 37.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 5.2 10.4 20.8 2.6 23.4 40.3

視覚障害 144 11.1 11.1 8.3 25.7 0.7 22.2 32.6

聴覚・平衡機能障害 146 2.7 4.8 11.6 19.2 1.4 20.5 38.4

内部障害 278 5.4 5.0 11.5 15.1 2.5 28.4 31.3

知的障害 231 10.0 16.0 16.5 36.8 0.9 13.9 19.0

発達障害 187 22.5 27.8 24.6 49.2 4.3 6.4 10.2

精神障害 464 12.3 19.4 21.6 34.3 6.9 14.0 13.1

高次脳機能障害 44 2.3 11.4 18.2 34.1 4.5 29.5 22.7

難病（特定疾病） 632 6.2 6.2 11.6 18.7 1.7 22.0 29.4

その他 35 17.1 11.4 11.4 28.6 2.9 37.1 20.0

年
代
別

障
害
別
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（９）休日の過ごし方 

問 28 あなたは、休日や余裕のあるときに、どのように過ごしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休日の過ごし方は、「家でくつろぐ」が 58.5％と６割近くで最も高く、次いで「買い物」が 41.4％、

「近所の散歩」が 36.9％、「趣味や学習活動、習い事」が 28.4％と続いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 7.2％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞」が 7.6 ポイント、「近所の散

歩」が 5.6ポイント上がっており、反対に「趣味や学習活動、習い事」が 6.3ポイント、「友人・知人

と会う」が 3.6ポイント下がっています。 

 

  

58.5

41.4

36.9

28.4

26.2

23.5

22.3

21.7

16.3

14.9

4.3

3.0

4.5

7.2

8.6

57.6

40.3

31.3

34.7

18.6

27.1

22.8

22.4

17.6

16.4

6.2

3.4

5.7

6.8

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家でくつろぐ

買い物

近所の散歩

趣味や学習活動、習い事

音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞

友人・知人と会う

飲食店に行く

読書

旅行

スポーツ・運動

地域の行事への参加や交流

ボランティア活動

その他

特に決まった予定はない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「家でくつろぐ」が最も高くなっています。また、“視覚障害”

以外のいずれの障害でも、「買い物」と「近所の散歩」が上位３位以内に入っています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

趣味や学
習活動、習
い事

スポーツ・
運動

ボランティ
ア活動

友人・知人
と会う

音楽、演

劇、映画、

スポーツな

どの鑑賞

買い物 飲食店に
行く

読書

全体 2,000 28.4 14.9 3.0 23.5 26.2 41.4 22.3 21.7

肢体不自由 283 17.3 7.4 3.2 18.7 18.7 28.3 15.5 19.8

音声・言語・そしゃく機能障害 77 11.7 6.5 1.3 10.4 13.0 24.7 18.2 14.3

視覚障害 144 32.6 16.7 4.2 24.3 19.4 29.9 20.8 13.9

聴覚・平衡機能障害 146 19.9 13.7 2.1 23.3 17.1 37.0 16.4 26.0

内部障害 278 24.5 13.7 3.2 23.4 24.1 38.8 19.4 24.1

知的障害 231 22.1 15.6 1.7 13.4 23.4 41.6 21.2 8.2

発達障害 187 36.9 13.4 1.6 22.5 35.3 46.0 24.1 23.0

精神障害 464 33.6 14.7 3.2 22.6 33.6 42.0 23.7 26.1

高次脳機能障害 44 13.6 2.3 0.0 18.2 20.5 38.6 25.0 13.6

難病（特定疾病） 632 31.5 17.6 2.8 29.3 26.3 45.3 28.0 24.7

その他 35 31.4 5.7 0.0 17.1 22.9 37.1 20.0 11.4

障
害
別

（単位:％）

ｎ

旅行 家でくつ
ろぐ

地域の行
事への参
加や交流

近所の散
歩

その他 特に決
まった予
定はない

無回答

全体 2,000 16.3 58.5 4.3 36.9 4.5 7.2 8.6

肢体不自由 283 10.6 50.9 3.9 33.2 3.2 11.3 15.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 6.5 48.1 3.9 33.8 9.1 10.4 19.5

視覚障害 144 15.3 47.9 6.3 29.2 4.2 7.6 14.6

聴覚・平衡機能障害 146 15.1 53.4 6.2 28.8 4.1 10.3 13.7

内部障害 278 13.3 53.2 4.0 36.0 3.6 11.9 10.8

知的障害 231 13.0 72.3 6.9 36.4 7.4 1.3 5.6

発達障害 187 16.6 69.5 5.3 39.0 6.4 5.3 2.7

精神障害 464 13.4 61.9 3.2 36.2 6.7 5.6 5.6

高次脳機能障害 44 13.6 63.6 2.3 31.8 4.5 4.5 15.9

難病（特定疾病） 632 20.6 59.2 3.6 38.9 4.0 7.6 8.2

その他 35 11.4 51.4 5.7 31.4 8.6 11.4 11.4

障
害
別
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（10）外出の頻度 

問 29 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出の頻度は、「ほぼ毎日」が 39.2％と４割近くで最も高く、次いで「週に３～４回」が 21.8％、

「週に１～２回」が 16.0％、「あまり外出しない」が 11.5％と続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”と“高次脳機能障害”では、「週に３～４回」

が最も高くなっています。 

 それ以外の障害では、「ほぼ毎日」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～３回 あまり外出
しない

無回答

全体 2,000 39.2 21.8 16.0 4.6 11.5 7.0

肢体不自由 283 26.5 20.8 17.7 9.2 14.1 11.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 23.4 27.3 11.7 6.5 13.0 18.2

視覚障害 144 35.4 18.1 17.4 6.3 12.5 10.4

聴覚・平衡機能障害 146 32.9 21.2 19.9 3.4 13.0 9.6

内部障害 278 34.5 24.1 15.1 5.8 12.6 7.9

知的障害 231 53.7 8.2 16.9 4.8 11.3 5.2

発達障害 187 52.9 18.7 12.8 3.7 8.6 3.2

精神障害 464 39.4 21.6 15.7 4.5 14.0 4.7

高次脳機能障害 44 27.3 34.1 15.9 6.8 4.5 11.4

難病（特定疾病） 632 38.8 24.5 14.4 3.8 11.6 7.0

その他 35 28.6 20.0 14.3 11.4 17.1 8.6

障
害
別

全　体

（n=2,000）

無
回
答

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～

４
回

週
に
１
～

２
回

月
に
１
～

３
回

あ
ま
り
外
出

し
な
い

39.2 21.8 16.0 4.6 11.5 7.0

(%)
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（11）外出時に困ること 

問 30 あなたは、外出に関してどのようなことで困っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出時に困ることは、「疲れたときの休憩場所」が 25.7％と最も高く、次いで「歩道の段差や傾斜」

が 24.5％、「自動車・自転車に危険を感じる」が 23.3％、「スマホのながら歩きに危険を感じる」が

22.0％、「建物の段差や階段」が 21.8％と続いています。 

 一方、「特にない」は 26.5％となっています。 

 

  

25.7

24.5

23.3

22.0

21.8

13.9

13.7

13.1

11.6

10.9

6.5

5.0

4.2

3.0

5.2

26.5

9.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

疲れたときの休憩場所

歩道の段差や傾斜

自動車・自転車に危険を感じる

スマホのながら歩きに危険を感じる

建物の段差や階段

外出するのに支援が必要である

駅構内の移動や乗り換え

トイレの利用

歩道がせまい・障害物がある

バスやタクシーの利用

周囲の人の理解や配慮がない

駅のホームで線路への転落の危険を感じる

券売機の利用

外出したくても介助者がいない

その他

特にない

無回答

n＝2,000
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、身体障害のある方では、「歩道の段差や傾斜」、「建物の段差や階段」、「自動車・

自転車に危険を感じる」といった移動の際の困難が高い傾向にあり、特に“肢体不自由”では「歩道

の段差や傾斜」が、“視覚障害”では「歩道の段差や傾斜」、「自動車・自転車に危険を感じる」で５

割を超えています。 

“内部障害”、“精神障害”、“難病（特定疾病）”では、「疲れたときの休憩場所」が最も高くなってい

ます。また、“肢体不自由”と“高次脳機能障害”でも３割を超えています。 

“聴覚・平衡機能障害”、“発達障害”、“高次脳機能障害”では、「自動車・自転車に危険を感じる」

が最も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“高次脳機能障害”では、「外出するのに支援が必

要である」が３割を超えて、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

スマホの
ながら歩
きに危険
を感じる

駅のホーム

で線路への

転落の危険

を感じる

外出する
のに支援
が必要で
ある

外出した
くても介
助者がい
ない

周囲の人
の理解や
配慮がな
い

その他 特にない 無回答

全体 2,000 22.0 5.0 13.9 3.0 6.5 5.2 26.5 9.6

肢体不自由 283 33.9 7.4 25.4 7.1 7.4 6.7 6.0 10.2

音声・言語・そしゃく機能障害 77 24.7 9.1 35.1 7.8 14.3 2.6 13.0 18.2

視覚障害 144 36.1 15.3 25.7 4.2 9.0 6.9 10.4 9.7

聴覚・平衡機能障害 146 24.0 4.8 11.6 2.1 7.5 7.5 19.2 12.3

内部障害 278 23.7 3.2 14.0 2.5 2.9 4.0 23.7 10.8

知的障害 231 20.3 8.2 39.0 8.2 16.9 4.3 23.4 10.0

発達障害 187 20.3 6.4 18.2 4.8 15.5 7.5 32.1 7.5

精神障害 464 18.3 5.4 8.4 1.9 10.1 9.3 29.5 9.5

高次脳機能障害 44 34.1 15.9 31.8 9.1 15.9 4.5 4.5 6.8

難病（特定疾病） 632 21.4 3.6 9.2 1.7 2.8 3.5 29.7 10.0

その他 35 40.0 5.7 22.9 11.4 25.7 5.7 17.1 8.6

障
害
別

（単位:％）

ｎ

歩道の段
差や傾斜

建物の段
差や階段

バスやタ
クシーの
利用

駅構内の
移動や乗
り換え

券売機の
利用

トイレの
利用

歩道がせ
まい・障
害物があ
る

疲れたと
きの休憩
場所

自動車・
自転車に
危険を感
じる

全体 2,000 24.5 21.8 10.9 13.7 4.2 13.1 11.6 25.7 23.3

肢体不自由 283 50.5 45.9 23.0 23.7 6.4 25.8 22.3 31.4 29.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 35.1 26.0 19.5 11.7 5.2 26.0 18.2 28.6 26.0

視覚障害 144 54.9 47.2 14.6 32.6 17.4 20.8 42.4 19.4 50.7

聴覚・平衡機能障害 146 24.7 15.8 15.1 11.6 4.8 14.4 11.6 24.0 28.8

内部障害 278 29.1 29.1 11.9 14.7 2.9 17.6 11.2 33.1 19.8

知的障害 231 20.8 15.2 16.9 19.5 12.6 15.6 11.3 13.9 22.9

発達障害 187 7.5 8.6 10.7 12.8 7.0 7.5 7.0 20.3 23.0

精神障害 464 13.8 11.4 9.1 9.7 2.4 6.7 7.3 31.0 22.0

高次脳機能障害 44 43.2 40.9 13.6 25.0 9.1 20.5 22.7 43.2 45.5

難病（特定疾病） 632 25.5 22.2 8.9 11.7 1.7 15.3 10.3 26.9 20.3

その他 35 34.3 34.3 17.1 22.9 8.6 17.1 20.0 28.6 34.3

障
害
別
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６ 住まいについて 

（１）住まいでの困りごと 

問 31 あなたは、住まいに関してどのようなことで困っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住まいでの困りごとは、「建物の老朽化」と「家賃など住宅費の負担」がともに 16.2％で最も高く、

次いで「建物のバリアフリーに問題」が 9.6％と続いています。 

 一方、「特にない」は 48.1％と４割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「建物の老朽化」が 1.0 ポイント下がり、「家賃など住宅費の負担」が

1.4ポイント上がるなど、項目ごとに増減はありますが、全体的な傾向はあまり変化がありません。 

  

16.2

16.2

9.6

5.5

4.8

2.5

2.3

2.5

48.1

13.4

17.2

14.8

9.5

5.7

5.0

3.4

2.3

3.1

46.7

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

建物の老朽化

家賃など住宅費の負担

建物のバリアフリーに問題

近隣住民との人間関係

周りに相談できる人がいない

転居したいがサポートがないと難しい

入居を断られたことがある

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）



 

‐ 75 ‐ 

 

【クロス集計】同居家族別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族別に見ると、“家族と同居”では、「建物の老朽化」が 14.7％と最も高くなっています。 

 それ以外ではいずれも「家賃など住宅費の負担」が最も高くなっています。 

“ひとり暮らし”では、「建物の老朽化」が 23.0％と他の住まいの人に比べ高くなっています。 

 障害別にみると、身体障害や難病（特定疾病）の方では、「建物のバリアフリーに問題」、「建物の

老朽化」といった建物に対する問題が高い傾向にあり、“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”では、

「家賃など住宅費の負担」や「近隣住民との人間関係」といった住まいの条件に関する問題が高い傾

向にあります。 

“高次脳機能障害”では、「建物の老朽化」と「家賃など住宅費の負担」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
周りに相談でき
る人がいない

入居を断られた
ことがある

その他 特にない 無回答

全体 2,000 4.8 2.3 2.5 48.1 13.4

家族等と同居 1,368 3.3 0.9 1.8 52.4 13.8

ひとり暮らし 495 9.1 6.3 4.0 37.0 8.1

グループホーム等での集団生活 61 1.6 0.0 3.3 54.1 31.1

その他 47 6.4 2.1 2.1 34.0 19.1

肢体不自由 283 3.9 1.4 2.5 40.6 18.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 1.3 3.9 45.5 27.3

視覚障害 144 4.2 2.8 2.1 45.8 17.4

聴覚・平衡機能障害 146 4.8 2.1 2.1 38.4 16.4

内部障害 278 3.2 1.4 2.2 47.8 16.5

知的障害 231 5.6 1.7 2.6 58.4 14.7

発達障害 187 9.6 7.5 4.3 43.9 11.2

精神障害 464 9.5 4.5 4.3 36.6 8.8

高次脳機能障害 44 4.5 0.0 2.3 43.2 20.5

難病（特定疾病） 632 2.2 0.8 1.6 55.1 11.4

その他 35 17.1 2.9 5.7 28.6 25.7

同

居

家

族

別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
建物のバリアフ
リーに問題

建物の老朽化 家賃など住宅費
の負担

近隣住民との人
間関係

転居したいがサ
ポートがないと
難しい

全体 2,000 9.6 16.2 16.2 5.5 2.5

家族等と同居 1,368 10.2 14.7 12.4 4.5 1.8

ひとり暮らし 495 9.3 23.0 27.7 8.1 4.0

グループホーム等での集団生活 61 3.3 1.6 3.3 3.3 0.0

その他 47 12.8 14.9 23.4 6.4 6.4

肢体不自由 283 17.7 18.7 15.2 2.5 1.1

音声・言語・そしゃく機能障害 77 10.4 15.6 11.7 5.2 1.3

視覚障害 144 13.2 18.1 12.5 4.2 1.4

聴覚・平衡機能障害 146 13.0 22.6 18.5 6.8 2.7

内部障害 278 15.1 17.6 16.2 1.4 0.7

知的障害 231 6.1 8.7 10.8 7.8 3.5

発達障害 187 4.8 17.6 19.8 16.0 9.1

精神障害 464 5.0 22.8 26.5 12.3 4.3

高次脳機能障害 44 9.1 18.2 18.2 4.5 0.0

難病（特定疾病） 632 10.8 14.7 13.0 1.9 1.3

その他 35 14.3 14.3 25.7 14.3 11.4

同

居

家

族

別

障
害
別
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（２）住まいに必要な支援 

問 32 あなたは、住まいに関してどのような支援を必要としていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住まいに必要な支援は、「住宅改造費用の貸付・助成」が 12.4％と最も高く、「公営住宅への優先入

居の拡充」が 11.8％、「家具転倒防止や耐震化など災害対策」が 10.4％と１割台で続いています。 

 一方、「特にない」は 47.2％と４割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「家具転倒防止や耐震化など災害対策」が 2.4 ポイント下がっているな

ど、項目ごとに増減はありますが、全体的な傾向はあまり変化がありません。 

 

  

12.4

11.8

10.4

8.5

7.2

5.8

2.8

47.2

16.2

11.8

12.4

12.8

9.5

7.8

6.1

2.4

47.6

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住宅改造費用の貸付・助成

公営住宅への優先入居の拡充

家具転倒防止や耐震化など災害対策

民間賃貸住宅の入居支援

住居探しのサポート体制の整備

グループホームなどの整備

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】同居家族別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族別に見ると、“家族と同居”では、「住宅改造費用の貸付・助成」が最も高くなっています。 

“ひとり暮らし”では、「公営住宅への優先入居の拡充」が 21.4％と２割を超えて、他の住まいの人

に比べ高くなっています。 

“グループホーム等での集団生活”では、「グループホームなどの整備」が 21.3％と２割を超えて、

他の住まいの人に比べ高くなっています。 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”と“高次脳機能障害”では、「家具転倒防止や

耐震化など災害対策」が最も高くなっています。 

“精神障害”では、「公営住宅への優先入居の拡充」が最も高くなっています。 

“知的障害”では「グループホームなどの整備」が、“発達障害”では「住居探しのサポート体制の

整備」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害では「住宅改造費用の貸付・助成」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
住居探しのサ
ポート体制の整
備

その他 特にない 無回答

全体 2,000 7.2 2.8 47.2 16.2

家族等と同居 1,368 5.9 1.6 49.5 16.4

ひとり暮らし 495 11.1 6.1 42.2 11.7

グループホーム等での集団生活 61 6.6 1.6 44.3 27.9

その他 47 6.4 4.3 36.2 19.1

肢体不自由 283 6.4 0.7 36.4 23.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 2.6 35.1 29.9

視覚障害 144 4.9 0.7 47.9 21.5

聴覚・平衡機能障害 146 7.5 2.7 44.5 24.7

内部障害 278 5.0 2.9 47.1 19.1

知的障害 231 10.4 2.2 40.3 17.3

発達障害 187 18.2 8.0 39.0 11.8

精神障害 464 12.5 6.0 39.4 10.1

高次脳機能障害 44 2.3 0.0 47.7 15.9

難病（特定疾病） 632 2.5 1.7 56.0 14.4

その他 35 5.7 8.6 45.7 25.7

同

居

家

族

別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
住宅改造費用の
貸付・助成

家具転倒防止や
耐震化など災害
対策

公営住宅への優
先入居の拡充

民間賃貸住宅の
入居支援

グループホーム
などの整備

全体 2,000 12.4 10.4 11.8 8.5 5.8

家族等と同居 1,368 13.7 11.5 8.6 6.0 6.6

ひとり暮らし 495 10.1 8.9 21.4 14.9 2.0

グループホーム等での集団生活 61 0.0 3.3 4.9 1.6 21.3

その他 47 21.3 8.5 14.9 19.1 6.4

肢体不自由 283 17.3 13.4 11.7 7.4 4.6

音声・言語・そしゃく機能障害 77 10.4 14.3 10.4 3.9 11.7

視覚障害 144 11.8 10.4 9.7 9.7 4.9

聴覚・平衡機能障害 146 13.0 9.6 10.3 4.1 2.7

内部障害 278 14.7 9.7 10.1 5.0 2.2

知的障害 231 6.9 7.4 11.3 6.1 29.0

発達障害 187 9.1 12.3 16.0 14.4 16.6

精神障害 464 12.3 10.3 20.9 16.8 5.4

高次脳機能障害 44 11.4 20.5 13.6 6.8 4.5

難病（特定疾病） 632 14.4 10.0 6.5 4.9 1.7

その他 35 5.7 0.0 11.4 2.9 2.9

同

居

家

族

別

障
害
別
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７ 権利擁護・差別解消について 

（１）成年後見制度の認知度 

問 33 成年後見制度という言葉について聞いたことがありますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度の認知度について、「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、知っているこ

とがある」が 36.5％、「「成年後見制度」という言葉だけは聞いたことがある」が 35.6％と３割半ばを

超えており、二つ合わせた『「成年後見制度」という言葉を聞いたことがある』は７割を超えていま

す。 

 一方、「「成年後見制度」について内容も言葉も知らない」は 19.0％と２割近くを占めています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、知っている

ことがある」は３割を超えており、“肢体不自由”、“視覚障害”、“高次脳機能障害”、“難病（特定疾

病）”では４割を超えています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“内部障害”、“発達障害”、“精神障害”では、「「成年後見制度」

という言葉だけは聞いたことがある」が最も高くなっています。 

“知的障害”では「「成年後見制度」について内容も言葉も知らない」が 33.3％と最も高くなってい

ます。  

全　体

（n=2,000）

「

成
年
後
見
制
度
」

と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、

知
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る

「

成
年
後
見
制
度
」

と
い
う

言
葉
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る

「

成
年
後
見
制
度
」

に
つ
い
て

内
容
も
言
葉
も
知
ら
な
い

無
回
答

36.5 35.6 19.0 9.0

(%)

（単位:％）

ｎ

「成年後見制度」とい
う言葉を聞いたこと
があり、知っているこ
とがある

「成年後見制度」とい
う言葉だけは聞いた
ことがある

「成年後見制度」につ
いて内容も言葉も知
らない

無回答

全体 2,000 36.5 35.6 19.0 9.0

肢体不自由 283 43.5 28.3 16.6 11.7

音声・言語・そしゃく機能障害 77 33.8 35.1 11.7 19.5

視覚障害 144 43.8 27.8 15.3 13.2

聴覚・平衡機能障害 146 37.7 31.5 20.5 10.3

内部障害 278 34.2 39.2 15.1 11.5

知的障害 231 30.3 29.0 33.3 7.4

発達障害 187 31.0 41.7 24.6 2.7

精神障害 464 33.6 39.0 22.6 4.7

高次脳機能障害 44 47.7 34.1 9.1 9.1

難病（特定疾病） 632 41.1 38.0 11.7 9.2

その他 35 37.1 22.9 22.9 17.1

障
害
別
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（２）成年後見制度について知っていること 

問 33 で「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、知っていることがある」と回答され
た方にお聞きします。 

問 33-1 成年後見制度について知っていることをお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度について知っていることは、「「成年後見制度」は、判断能力が不十分な方の権利や財

産を守る制度である」が 85.6％と８割半ばを超えて最も高く、次いで「「任意後見制度」は、将来の

判断能力の低下に備え、元気な時にあらかじめ後見人となるべき人を決めておく成年後見制度である」

が 45.3％と、「「法定後見制度」は、判断能力が不十分になってから利用する成年後見制度である」が

27.1％と続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「「成年後見制度」は、判断能力が不十分な方の権利や財産を守

る制度である」が最も高く、“高次脳機能障害”と“難病（特定疾病）”を除くすべての障害で８割を

超えています。 

  

85.6

45.3

27.1

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

無回答

n＝730

「成年後見制度」は、判断能力が不十分な方の権利や

財産を守る制度である

「任意後見制度」は、将来の判断能力の低下に備え、
元気な時にあらかじめ後見人となるべき人を決めておく
成年後見制度である

「法定後見制度」は、判断能力が不十分になってから

利用する成年後見制度である

（単位:％）

ｎ

「成年後見制度」
は、判断能力が
不十分な方の権
利や財産を守る
制度である

「法定後見制度」
は、判断能力が
不十分になって
から利用する成
年後見制度であ
る

「任意後見制度」

は、将来の判断能

力の低下に備え、

元気な時にあらか

じめ後見人となる

べき人を決めてお

く成年後見制度で

ある

その他 無回答

全体 730 85.6 27.1 45.3 1.8 1.8

肢体不自由 123 84.6 26.8 41.5 2.4 2.4

音声・言語・そしゃく機能障害 26 84.6 26.9 42.3 0.0 7.7

視覚障害 63 81.0 30.2 44.4 1.6 6.3

聴覚・平衡機能障害 55 89.1 34.5 49.1 0.0 0.0

内部障害 95 86.3 30.5 52.6 2.1 2.1

知的障害 70 82.9 18.6 47.1 2.9 1.4

発達障害 58 84.5 20.7 46.6 3.4 0.0

精神障害 156 83.3 25.0 47.4 1.3 1.3

高次脳機能障害 21 76.2 23.8 57.1 0.0 4.8

難病（特定疾病） 260 88.5 26.9 42.7 2.3 1.2

その他 13 46.2 0.0 23.1 15.4 15.4

障
害
別
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（３）福祉サービス利用援助事業の認知度 

問 34 福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）という言葉について聞いたこと

がありますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)の認知度について、「「福祉サービス利用援助事

業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を聞いたことがあり、知っていることがある」が 6.9％、

「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉だけは聞いたことがある」が

19.0％となっており、この二つを合わせた『福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)とい

う言葉を聞いたことがある』は２割半ばを超えています。 

 一方、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」について内容も言葉も知らない」は

64.1％と６割半ば近くを占めています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害も「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」につい

て内容も言葉も知らない」が５割を超えて最も高くなっています。 

“視覚障害”では、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を聞いたこと

があり、知っていることがある」が１割を超えています。 

  

全　体

（n=2,000）

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
、

知
っ

て
い
る
こ

と
が
あ
る

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

と
い
う
言
葉
だ
け
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

に
つ
い
て
内
容
も
言
葉

も
知
ら
な
い

無
回
答

6.9 19.0 64.1 10.1

(%)

（単位:％）

ｎ

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」という
言葉を聞いたことが
あり、知っていること
がある

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」という
言葉だけは聞いたこ
とがある

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」につい
て内容も言葉も知ら
ない

無回答

全体 2,000 6.9 19.0 64.1 10.1

肢体不自由 283 8.5 19.1 56.9 15.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 3.9 19.5 61.0 15.6

視覚障害 144 10.4 16.7 57.6 15.3

聴覚・平衡機能障害 146 6.2 19.2 61.0 13.7

内部障害 278 9.4 24.8 54.7 11.2

知的障害 231 8.7 16.5 63.6 11.3

発達障害 187 4.3 17.6 72.7 5.3

精神障害 464 5.6 13.8 75.0 5.6

高次脳機能障害 44 9.1 22.7 56.8 11.4

難病（特定疾病） 632 5.7 20.3 63.3 10.8

その他 35 11.4 11.4 57.1 20.0

障
害
別
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（４）福祉サービス利用援助事業について知っていること 

問 34 で「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を聞いたことがあ
り、知っていることがある」と回答された方にお聞きします。 

問 34-1 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)について知っていることをお答

えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)について知っていることは、「「福祉サービス利

用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、判断能力が不十分な方の契約に基づく福祉サービスの利用

援助等のことである」が 60.6％と６割を超えて最も高く、次いで「「福祉サービス利用援助事業(地域

福祉権利擁護事業)」の内容として、「福祉サービスの利用援助」、「日常的金銭管理サービス」、「重要

書類等預かりサービス」がある」が 34.3％と、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」

は、社会福祉協議会と契約を結ぶことで受けられる支援である」が 30.7％と続いています。 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、回答数が 10 件以上の障害ではいずれも、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉

権利擁護事業)」は、判断能力が不十分な方の契約に基づく福祉サービスの利用援助等のことである」

が最も高く、“内部障害”を除くいずれの障害でも６割を超えています。 

  

60.6

34.3

30.7

3.6

21.9

0% 20% 40% 60% 80%

その他

無回答

n＝137

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、

判断能力が不十分な方の契約に基づく福祉サービスの

利用援助等のことである

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」の内容として、
「福祉サービスの利用援助」、「日常的金銭管理サービス」、
「重要書類等預かりサービス」がある

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、

社会福祉協議会と契約を結ぶことで受けられる支援である

（単位:％）

ｎ

「福祉サービス利用

援助事業(地域福祉

権利擁護事業)」は、

判断能力が不十分な

方の契約に基づく福

祉サービスの利用援

助等のことである

「福祉サービス利用

援助事業(地域福祉

権利擁護事業)」の内

容として、「福祉サー

ビスの利用援助」、

「日常的金銭管理

サービス」、「重要書

類等預かりサービ

ス」がある

「福祉サービス利用

援助事業(地域福祉

権利擁護事業)」は、

社会福祉協議会と契

約を結ぶことで受け

られる支援である

その他 無回答

全体 137 60.6 34.3 30.7 3.6 21.9

肢体不自由 24 66.7 29.2 25.0 8.3 16.7

音声・言語・そしゃく機能障害 3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3

視覚障害 15 66.7 53.3 60.0 6.7 13.3

聴覚・平衡機能障害 9 55.6 22.2 22.2 0.0 33.3

内部障害 26 46.2 30.8 15.4 3.8 38.5

知的障害 20 65.0 30.0 40.0 0.0 20.0

発達障害 8 87.5 50.0 25.0 0.0 0.0

精神障害 26 76.9 26.9 30.8 3.8 15.4

高次脳機能障害 4 25.0 25.0 25.0 25.0 50.0

難病（特定疾病） 36 61.1 36.1 30.6 5.6 22.2

その他 4 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0

障
害
別
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（５）地域で差別を感じる場面 

問 35 あなたが、地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面をお聞かせくだ

さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「交通機関」が 8.4％と最も高く、次

いで「職場」が 5.8％、「お店などの民間事業者」が 5.2％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 48.9％と５割近くを占めています。 

  

8.4

5.8

5.2

4.1

2.9

2.1

1.8

1.7

1.7

0.8

2.6

48.9

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

交通機関

職場

お店などの民間事業者

区役所などの行政機関

住んでいる地域や住民

医療機関

公共施設

家

保育園、幼稚園、学校

福祉施設・障害福祉サービス事業所

その他

特に感じたことはない

無回答

n＝2,000
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では「交通機関」が、“聴覚・平衡機能障害”と“高次脳機能障害”

では「お店などの民間事業者」が、“精神障害”では「職場」がそれぞれ１割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

医療機関 交通機関 保育園、幼
稚園、学校

その他 特に感じた
ことはない

無回答

全体 2,000 2.1 8.4 1.7 2.6 48.9 14.4

肢体不自由 283 0.7 11.7 1.1 2.1 44.5 20.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 1.3 7.8 2.6 1.3 40.3 23.4

視覚障害 144 0.7 7.6 1.4 3.5 44.4 21.5

聴覚・平衡機能障害 146 4.8 5.5 0.7 2.1 52.1 13.7

内部障害 278 1.8 8.3 0.4 1.8 55.0 17.3

知的障害 231 2.6 8.7 4.8 2.2 39.4 19.0

発達障害 187 3.2 9.1 3.2 4.8 35.3 8.6

精神障害 464 3.7 8.0 0.4 3.9 40.5 10.1

高次脳機能障害 44 2.3 9.1 0.0 2.3 43.2 13.6

難病（特定疾病） 632 0.8 9.5 2.1 2.2 52.4 13.8

その他 35 5.7 5.7 2.9 11.4 25.7 20.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家 職場 福祉施設・
障害福祉
サービス事
業所

お店などの
民間事業者

住んでいる
地域や住民

公共施設 区役所など
の行政機関

全体 2,000 1.7 5.8 0.8 5.2 2.9 1.8 4.1

肢体不自由 283 1.8 2.1 0.4 7.8 2.5 1.4 3.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 5.2 1.3 1.3 6.5 3.9 2.6 2.6

視覚障害 144 2.1 1.4 0.7 7.6 0.7 2.1 6.3

聴覚・平衡機能障害 146 1.4 4.1 0.0 10.3 1.4 1.4 2.7

内部障害 278 1.1 3.2 0.4 4.7 2.2 1.8 2.2

知的障害 231 0.9 4.3 1.7 6.5 3.5 3.9 2.6

発達障害 187 3.2 9.6 2.7 4.8 7.0 3.7 4.8

精神障害 464 4.3 11.9 1.1 4.1 5.8 0.9 5.4

高次脳機能障害 44 0.0 9.1 2.3 11.4 2.3 2.3 2.3

難病（特定疾病） 632 1.1 4.6 0.3 5.9 0.9 2.1 4.4

その他 35 5.7 5.7 5.7 5.7 5.7 0.0 0.0

障
害
別
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（６）地域に求める合理的配慮 

問 36 あなたが、地域(行政機関、民間事業者、住民等)に求める合理的配慮がありましたら

お聞かせください。（自由記入） 

 

 地域に求める合理的配慮についての意見は 258件ありました。「障害理解・思いやり・偏見の排除」

についての意見が 22.5％と最も多く、次いで「交通事情・バリアフリー」が 16.3％、「行政・各種手

続き」が 14.0％となっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

  

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．障害理解・思いやり・偏見の排除（58件） 

・障害者を完全なる弱者と決めつけるのではなく、一部に配慮を要する人として認識して、できない

部分は補いつつ、できる部分はできる部分として尊重してほしい。個人の尊厳として必要なことだ

と思う。 

・より多くの人に関心をもってもらいたい。 

・病気について理解してもらい、配慮してほしい。 

・パニックを起こしたときに、偏見の目で見るのをやめてほしい。 

 

２．交通事情・バリアフリー（42件） 

・社会的弱者に対する地域（行政機関、民間事業者、住民等）の配慮が足りていない。視覚障害者に

対する歩道の黄色のブロックや点字、聴覚障害者に対する横断歩道の音楽（チャイム）、車イスの

方の公共交通機関の配慮など。 

・飲食店等でバリアフリーになっていない所が多々ある。階段利用が不自由だが、手すりがなかった

り、エレベーターもないところがある。交通機関でエレベーターを利用するには、かなり遠回りし

なければならないことも多い。 

 

３．行政・各種手続き（36 件） 

・行政機関を利用する際、聴覚過敏があるので、周囲が気になる時は個室等静かな場所を利用させて

ほしい。口頭での説明は聞き取りや記憶が難しいこともあるので、そのような時は丁寧に説明して

ほしい。きちんとメモが取れるまで待ってほしい。 

・難病申請や更新手続きが煩雑で病院からいただく診断書も有料（しかも高め）なので、毎年億劫で

す。 

  

総数

障害理
解・思い
やり・偏
見の排除

交通事
情・バリ
アフリー

行政・各
種手続き

アクセシ
ビティ・
テクノロ
ジーの活
用

情報周
知・啓発

福祉サー
ビス

雇用・就
労

休憩・ト
イレ

経済事
情・経済
的支援

将来の生
活

その他

合理的
配慮

258 22.5 16.3 14.0 8.1 8.1 8.1 6.6 3.9 3.5 1.6 7.4
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４．アクセシビリティ・テクノロジーの活用（21 件） 

・行政機関で電話予約や直接の訪問が必要とされることが多いが、音声でのコミュニケーションが困

難、移動のハードルが高いなどがあるので、メール文章での対応が広がってほしい。 

・病院等への問い合わせ手段が電話しかない、非常に音質が悪いことがある。公的側面の強い機関で

はテキストチャットやメール、SMSなどの代替手段を常に備えていてほしい。 

 

５．情報周知・啓発（21件） 

・合理的配慮という言葉の周知。 

・ヘルプマーク、ヘルプカードの周知、啓発を徹底してほしい。 

・個別性が高いのはわかるが、合理的配慮の基準が分かりづらい。 

 

６．福祉サービス（21件） 

・デイサービスに通っている者ですが、福祉サービスをして頂くのは大変ありがたいのですが、福祉

施設で働く人たちを見ていると経営ギリギリで忙しそうです。その事も考えて頂けると良いかなと

思っています。 

・福祉関係で人手が足りないことで、支援の回数や場が制限されることが多いため、希望が通らない

ことが多い。 

 

７．雇用・就労（17件） 

・職場に対して、障害の程度に応じた目標管理と業務内容、残業の扱い（今は健常者と同じレベルで

実施しています）。 

・仕事（障害を公表して）に就くことへのハードルが高い。賃金も安く、障がいを隠してアルバイト

や派遣をした方がいい気がしてしまう。 

 

８．休憩・トイレ（10件） 

・誰でもトイレに一般の人が入っていたり、誰でもトイレが無い場所や、公園だとトイレすら無い所

もある。トイレは障害や病気にかかわらず、誰もが使うものなので、公共の場の整備はして欲しい。 

・町中にちょっと休めるベンチがほしい。 

 

９．経済事情・経済的支援（９件） 

・特に労働者世代における年金保険料の低減。 

・東京メトロの障害者無料サービス。タクシー料金の半額化。家賃補助給付金。 

 

10．将来の生活（４件） 

・自立するための住まい（グループホーム）を増やして欲しい。できれば作業所を続けたいので通所

できる場所を希望する。（場所が変わると慣れるまでとても時間がかかるため） 

・保護者亡き後、本人がスムーズに生活を送れるようにサポートしてくれると安心します。例えばも

し両親兄弟が亡くなって１人になった時、文京区役所のここに電話すれば相続の手続きなど任せて

できるシステムがあるとありがたいです。 
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（７）差別解消に必要なこと 

問 37 障害者の差別解消を進めていくために必要なことはなんだと思われますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者の差別解消を進めていくために必要なことは、「障害者差別解消に向けた取組に関わる情報

の提供・発信」が 28.9％と約３割で最も高く、次いで「障害者の一般就労の促進」が 27.6％、「学校

や生涯学習での障害に関する教育や情報」が 25.0％と続いています。 

 一方、「特にない」は 16.4％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発信」が 5.0ポイン

ト、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が 3.7 ポイント、「障害者差別に関する相談・

紛争解決の体制整備」が 2.8 ポイント上がっており、反対に「ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・

啓発」が 2.0ポイント、「障害者の一般就労の促進」が 1.6ポイント下がっています。 

  

28.9

27.6

25.0

23.9

23.6

23.3

18.9

12.7

12.3

11.8

10.4

4.5

16.4

14.9

23.9

29.2

25.9

20.2

25.6

20.5

19.2

11.6

13.1

10.8

11.3

5.0

17.4

16.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発信

障害者の一般就労の促進

学校や生涯学習での障害に関する教育や情報

地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害者差別に関する相談・紛争解決の体制整備

地域や学校等で交流の機会を増やすこと

障害者差別解消法に係るセミナー・研修等の開催

障害についての講演会や疑似体験会の開催

障害者作品展や障害者と交流するイベントの開催

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）

障害者差別解消法の趣旨や障害理解に関する

リーフレット等の発行
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、身体障害のある方では、「障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発

信」が２割半ばを超えて最も高くなっています。また、“発達障害”でも４割を超えています。 

“知的障害”と“発達障害”では、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が３割半ば前

後で高くなっています。 

“高次脳機能障害”、“難病（特定疾病）”では、「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報」が最

も高くなっており、“発達障害”でも４割を超えています。 

“発達障害”、“精神障害”、“高次脳機能障害”では、「障害者の一般就労の促進」が最も高く、特に

“発達障害”では４割を超えて他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

障害者差別
に関する相
談・紛争解
決の体制整
備

障害者差別
解消に向け
た取組に関
わる情報の
提供・発信

障害者差別
解消法に係
るセミナー・
研修等の開
催

障害者差別解

消法の趣旨や

障害理解に関

するリーフレッ

ト等の発行

障害者作品
展や障害者
と交流する
イベントの
開催

地域や学校
等で交流の
機会を増や
すこと

地域や学校
等でともに
学び、とも
に暮らすこ
と

全体 2,000 23.3 28.9 12.7 10.4 11.8 18.9 23.9

肢体不自由 283 18.7 28.6 11.7 9.9 12.4 17.3 20.8

音声・言語・そしゃく機能障害 77 27.3 32.5 13.0 10.4 11.7 16.9 26.0

視覚障害 144 27.8 31.3 16.7 16.7 15.3 22.2 25.0

聴覚・平衡機能障害 146 19.2 32.2 15.1 15.1 8.2 17.8 23.3

内部障害 278 19.4 27.7 9.4 9.0 9.4 15.5 17.6

知的障害 231 22.9 27.7 13.9 14.7 19.5 29.9 36.8

発達障害 187 36.9 42.8 23.5 16.6 17.1 29.9 34.8

精神障害 464 28.9 31.0 15.9 11.0 11.0 13.1 19.8

高次脳機能障害 44 11.4 20.5 4.5 2.3 11.4 13.6 22.7

難病（特定疾病） 632 22.9 29.1 10.8 9.2 10.3 21.5 25.6

その他 35 20.0 22.9 25.7 14.3 11.4 20.0 17.1

障
害
別

（単位:％）

ｎ

学校や生涯
学習での障
害に関する
教育や情報

障害につい
ての講演会
や疑似体験
会の開催

障害者の一
般就労の促
進

ヘルプマー
ク・ヘルプ
カードの周
知・啓発

その他 特にない 無回答

全体 2,000 25.0 12.3 27.6 23.6 4.5 16.4 14.9

肢体不自由 283 21.2 13.8 21.6 21.2 4.2 13.1 24.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 26.0 13.0 16.9 18.2 3.9 7.8 22.1

視覚障害 144 29.9 16.7 27.1 23.6 4.2 17.4 17.4

聴覚・平衡機能障害 146 19.9 11.6 28.1 24.7 2.7 19.9 16.4

内部障害 278 21.6 6.5 24.5 25.9 2.9 20.9 17.3

知的障害 231 30.3 16.5 29.4 25.5 2.2 14.3 12.6

発達障害 187 40.6 18.7 43.3 28.9 9.1 12.3 4.3

精神障害 464 22.4 14.0 34.3 22.6 8.8 14.7 11.2

高次脳機能障害 44 22.7 9.1 22.7 22.7 2.3 15.9 18.2

難病（特定疾病） 632 29.3 10.8 24.5 25.3 3.6 14.1 15.2

その他 35 22.9 8.6 22.9 22.9 17.1 17.1 25.7

障
害
別
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（８）合理的配慮に必要なこと 

問 38 社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮を進めていくために必要なことはなんだと思

われますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合理的配慮を進めていくために必要なことは、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 34.6％と３割半

ば近くで最も高く、次いで「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 26.9％、

「バリアフリー化や情報保障のための機器の導入」が 23.8％と続いています。 

 一方、「特にない」は 17.2％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 4.4ポイント上がっています。それ以

外の項目ごとに増減はありますが、全体的な傾向については、大きな変化はありません。 

  

34.6

26.9

23.8

20.1

17.3

13.4

3.7

17.2

20.4

30.2

25.6

23.6

20.7

16.5

14.6

4.8

18.2

21.2

0% 10% 20% 30% 40%

合理的配慮事例の周知・啓発

民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成

バリアフリー化や情報保障のための機器の導入

合理的配慮に関する講演・セミナーの開催

障害当事者等を講師とした研修・講演

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じた
コミュニケーション対応
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”と“聴覚・平衡機能障害”では、「筆談、読み

上げ、手話など障害の特性に応じたコミュニケーション対応」が最も高く、“視覚障害”と“発達障

害”でも２割半ばを超えて他の障害よりも高くなっています。 

“肢体不自由”、“視覚障害”、“高次脳機能障害”では、「バリアフリー化や情報保障のための機器の

導入」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害では「合理的配慮事例の周知・啓発」が最も高くなっています。 

 また、“発達障害”では「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 42.8％と４

割を超えており、他の障害よりも高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

民間事業者等に
対して合理的配
慮の提供を支援
する助成

その他 特にない 無回答

全体 2,000 26.9 3.7 17.2 20.4

肢体不自由 283 20.5 3.2 12.7 30.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 18.2 3.9 11.7 33.8

視覚障害 144 25.0 4.2 16.7 20.8

聴覚・平衡機能障害 146 24.7 1.4 14.4 24.7

内部障害 278 23.7 1.8 18.7 24.5

知的障害 231 30.3 1.3 19.5 20.3

発達障害 187 42.8 5.3 13.9 12.3

精神障害 464 30.2 7.5 19.4 15.9

高次脳機能障害 44 11.4 2.3 11.4 36.4

難病（特定疾病） 632 30.9 3.6 13.3 18.2

その他 35 25.7 14.3 25.7 22.9

障
害
別

（単位:％）

ｎ

合理的配慮に関
する講演・セミ
ナーの開催

合理的配慮事例
の周知・啓発

筆談、読み上げ、

手話など障害の特

性に応じたコミュ

ニケーション対応

バリアフリー化や
情報保障のため
の機器の導入

障害当事者等を
講師とした研修・
講演

全体 2,000 17.3 34.6 20.1 23.8 13.4

肢体不自由 283 14.5 25.4 16.3 31.4 10.2

音声・言語・そしゃく機能障害 77 13.0 27.3 27.3 22.1 15.6

視覚障害 144 18.1 34.0 26.4 36.1 16.7

聴覚・平衡機能障害 146 17.1 29.5 36.3 28.8 9.6

内部障害 278 13.3 32.7 17.3 26.3 8.3

知的障害 231 19.5 36.4 20.8 16.5 13.0

発達障害 187 29.4 48.1 30.5 21.9 23.0

精神障害 464 21.6 38.6 14.2 15.7 19.0

高次脳機能障害 44 13.6 18.2 18.2 29.5 9.1

難病（特定疾病） 632 14.7 38.8 22.5 28.2 10.9

その他 35 31.4 42.9 14.3 25.7 25.7

障
害
別
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８ 感染症について 

（１）感染症発生時の困りごと 

問 39 新型コロナウイルス感染症が発生し感染拡大したときに困ったことや不安に思ったこ

とは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症発生時の困りごとは、「外出の機会が減った」が 58.1％、「感染症への不安を感じた」が

53.6％と５割を超え、次いで「感染症にかかったり、濃厚接触者になった場合の自宅待機が難しい」

が 17.6％、「オンライン化への対応が難しい」が 15.6％と続いています。 

 一方、「特にない」は 10.0％となっています。 

  

58.1

53.6

17.6

15.6

13.4

13.4

11.3

10.7

6.1

4.6

5.7

10.0

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外出の機会が減った

感染症への不安を感じた

オンライン化への対応が難しい

身体的距離を確保することが難しい

マスクの着用により、コミュニケーションがとりづらい

ワクチン接種の予約等の手続が難しい

マスクの着用が難しい

手洗いやうがい等の感染症対策をとることが難しい

その他

特にない

無回答

n＝2,000

感染症にかかったり、濃厚接触者になった場合の
自宅待機が難しい

通所施設や学校等での感染症発生による閉鎖のため、
日中の活動場所がないことがあった
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「外出の機会が減った」と「感染症への不安を感じた」が上位

２項目に入って高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“発達障害”、“高次脳機能障害”では、「通所施設

や学校等での感染症発生による閉鎖のため、日中の活動場所がないことがあった」が２割を超えて高

く、特に“知的障害”では 35.1％と３割半ばで、他の障害よりも高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では「マスクの着用により、コミュニケーションがとりづらい」が 39.7％と

約４割で、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

マスクの着
用により、コ
ミュニケー
ションがと
りづらい

オンライン
化への対応
が難しい

ワクチン接
種の予約等
の手続が難
しい

その他 特にない 無回答

全体 2,000 13.4 15.6 11.3 5.7 10.0 6.8

肢体不自由 283 12.0 17.7 12.0 4.9 7.8 12.4

音声・言語・そしゃく機能障害 77 19.5 19.5 23.4 9.1 3.9 13.0

視覚障害 144 9.0 16.0 20.1 6.3 18.1 9.0

聴覚・平衡機能障害 146 39.7 21.2 11.6 6.8 9.6 9.6

内部障害 278 11.2 15.5 10.4 5.0 7.2 6.8

知的障害 231 10.4 22.5 16.9 5.2 10.4 5.6

発達障害 187 18.2 15.0 15.0 9.1 13.9 1.1

精神障害 464 12.3 16.6 12.7 10.3 12.1 4.1

高次脳機能障害 44 13.6 11.4 20.5 6.8 9.1 6.8

難病（特定疾病） 632 10.9 12.5 7.4 5.5 7.0 7.3

その他 35 14.3 28.6 14.3 17.1 11.4 17.1

障
害
別

（単位:％）

ｎ

外出の機会
が減った

身体的距離
を確保する
ことが難し
い

感染症への
不安を感じ
た

手洗いやう
がい等の感
染症対策を
とることが
難しい

通所施設や学

校等での感染

症発生による

閉鎖のため、

日中の活動場

所がないこと

があった

感染症にか
かったり、
濃厚接触者
になった場
合の自宅待
機が難しい

マスクの着
用が難しい

全体 2,000 58.1 13.4 53.6 4.6 10.7 17.6 6.1

肢体不自由 283 60.1 15.9 53.7 8.8 9.5 19.4 6.4

音声・言語・そしゃく機能障害 77 51.9 22.1 51.9 15.6 22.1 23.4 10.4

視覚障害 144 46.5 17.4 38.2 4.9 6.9 13.9 6.3

聴覚・平衡機能障害 146 48.6 14.4 50.0 6.2 9.6 17.1 5.5

内部障害 278 63.3 11.9 60.4 2.9 4.7 21.6 5.4

知的障害 231 65.8 21.2 46.8 13.0 35.1 25.5 14.7

発達障害 187 59.4 15.5 50.3 4.3 22.5 19.8 9.6

精神障害 464 51.3 12.7 51.7 3.7 11.6 13.8 7.3

高次脳機能障害 44 68.2 22.7 52.3 11.4 20.5 20.5 11.4

難病（特定疾病） 632 62.5 13.1 60.6 3.6 6.8 20.3 3.0

その他 35 51.4 22.9 28.6 8.6 14.3 17.1 5.7

障
害
別
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９ 災害対策について 

（１）災害発生時の困りごと 

問 40 あなたが、地震などの災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害発生時の困りごとは、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 45.2％と４割半ばで最

も高く、次いで「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 33.6％、「避難所で他の人と一緒に過

ごすのが難しい」が 23.9％、「一人では避難できない」が 23.4％と続いています。 

 一方、「特にない」は 14.9％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「医療機器の電源確保が心配」が 2.6 ポイント、「薬や医療的ケアを確保

できるかどうか不安」が 2.1 ポイント下がっているなど、項目ごとに増減はありますが、大きな差は

なく、全体的な傾向にあまり変化はありません。 

 

  

45.2

33.6

23.9

23.4

20.6

16.6

13.6

13.1

12.2

6.2

3.7

14.9

8.7

47.3

33.6

23.4

23.5

21.3

15.5

13.2

12.6

12.1

8.8

3.6

12.3

10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難所で必要な支援が受けられるか不安

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

一人では避難できない

避難所の設備が障害に対応しているか不安

助けを求める方法がわからない

災害の情報を知る方法がわからない

避難所の場所がわからない

近くに助けてくれる人がいない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能”、“視覚障害”、“高次脳機能障害”

では、「一人では避難できない」が最も高く、特に“知的障害”では 56.7％と５割を超えて他の障害

よりも高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では、「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が最も高くなっています。

また、いずれの障害でも高い割合となっており、“音声・言語・そしゃく機能障害”と“知的障害”

では４割を超えています。 

“発達障害”では、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 42.8％と最も高くなっています。

また“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“精神障害”でも３割を超えています。 

“内部障害”、“精神障害”、“難病（特定疾病）”では、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」

が最も高くなっており、特に“内部障害”、“精神障害”、“難病（特定疾病）”では５割を超えていま

す。 

 

  

（単位:％）

ｎ

災害の情報
を知る方法
がわからな
い

助けを求め
る方法がわ
からない

避難所の場
所がわから
ない

近くに助け
てくれる人
がいない

一人では避
難できない

避難所の設
備が障害に
対応してい
るか不安

避難所で必
要な支援が
受けられる
か不安

全体 2,000 13.6 16.6 13.1 12.2 23.4 20.6 33.6

肢体不自由 283 11.7 14.8 12.0 13.8 45.6 33.6 39.9

音声・言語・そしゃく機能障害 77 22.1 32.5 11.7 14.3 48.1 39.0 45.5

視覚障害 144 14.6 20.8 18.1 11.8 36.1 29.9 34.0

聴覚・平衡機能障害 146 28.1 23.3 12.3 11.0 26.7 24.7 39.0

内部障害 278 12.2 14.4 12.6 10.4 19.8 23.0 37.1

知的障害 231 29.9 35.1 21.6 12.6 56.7 31.6 41.6

発達障害 187 20.3 27.3 18.7 17.1 25.7 26.2 38.0

精神障害 464 11.9 17.5 14.2 22.0 16.6 17.9 33.8

高次脳機能障害 44 11.4 22.7 11.4 6.8 43.2 29.5 36.4

難病（特定疾病） 632 8.4 10.3 10.9 7.3 15.2 15.0 31.0

その他 35 14.3 17.1 11.4 11.4 20.0 22.9 31.4

障
害
別

（単位:％）

ｎ

避難所で他
の人と一緒
に過ごすの
が難しい

薬や医療的
ケアを確保
できるかど
うか不安

医療機器の
電源確保が
心配

その他 特にない 無回答

全体 2,000 23.9 45.2 6.2 3.7 14.9 8.7

肢体不自由 283 23.7 41.3 9.5 4.6 11.3 12.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 32.5 44.2 9.1 2.6 7.8 13.0

視覚障害 144 21.5 26.4 4.9 4.9 18.8 10.4

聴覚・平衡機能障害 146 17.1 32.9 10.3 3.4 15.8 11.0

内部障害 278 18.7 54.3 10.8 3.6 12.6 9.7

知的障害 231 36.4 32.0 5.2 2.2 10.0 9.5

発達障害 187 42.8 38.5 4.3 3.7 17.6 5.3

精神障害 464 37.1 52.2 3.0 4.1 14.0 5.8

高次脳機能障害 44 22.7 36.4 2.3 0.0 6.8 15.9

難病（特定疾病） 632 15.0 56.5 6.8 3.3 13.9 9.0

その他 35 11.4 40.0 8.6 11.4 14.3 17.1

障
害
別
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（２）災害に対する備え 

問 41 あなたは、災害に対してどのような備えをしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害に対する備えは、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間分）をしている」

が 40.3％と４割に達し最も高く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」

が 24.6％、「家具に転倒防止器具を取り付けている」が 20.9％と２割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 24.3％と２割を超えています。 

 令和元年度と比較すると、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間分）をして

いる」が 3.0 ポイント上がっており、反対に「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えてい

る」が 3.0ポイント、「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 2.8ポイント下がっていま

す。 

  

40.3

24.6

20.9

19.4

9.3

4.1

2.8

1.9

1.8

1.3

24.3

10.7

37.3

27.6

19.9

22.2

10.5

4.3

3.3

2.7

3.4

2.3

22.9

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている

家具に転倒防止器具を取り付けている

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加している

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝2,000）

令和元年度

（n＝2,022）

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間分）を
している

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～1 週間分）

をしている」が最も高くなっており、特に“知的障害”、“発達障害”、“難病（特定疾病）”では４割

を超えています。また、“視覚障害”、“知的障害”、“発達障害”を除くいずれの障害でも、「疾病等で

必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が２割を超えて２番目に高くなっています。 

“視覚障害”と“知的障害”では、「文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している」が２割を

超えて、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

住居の耐震診
断を受け、必
要な補強を
行っている

区民防災組織
（町会・自治
会）や消防団
等に参加して
いる

地域の防災訓
練や勉強会・
セミナー等に
参加している

その他 特にない 無回答

全体 2,000 4.1 1.9 1.8 1.3 24.3 10.7

肢体不自由 283 5.3 2.1 1.1 1.4 19.8 14.5

音声・言語・そしゃく機能障害 77 1.3 1.3 2.6 1.3 23.4 15.6

視覚障害 144 4.2 1.4 2.8 1.4 26.4 13.9

聴覚・平衡機能障害 146 3.4 2.1 2.7 1.4 21.9 13.0

内部障害 278 5.0 2.5 1.1 1.1 23.0 12.9

知的障害 231 5.2 3.5 1.3 1.3 18.2 13.4

発達障害 187 3.2 1.1 2.1 1.1 26.2 7.0

精神障害 464 3.0 1.3 1.7 2.2 33.6 8.0

高次脳機能障害 44 4.5 2.3 0.0 0.0 29.5 9.1

難病（特定疾病） 632 4.7 1.7 1.4 0.8 21.5 9.5

その他 35 5.7 2.9 2.9 5.7 25.7 14.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ

日頃から家族
で災害時の対
応を話し合っ
ている

非常時持ち出

し品の用意、非

常食等の備蓄

（３日～1週間

分）をしている

疾病等で必要
な薬や医療機
関の連絡先な
どを備えてい
る

近所の人や知
人等に、災害
が発生したと
きの助けをお
願いしている

文京区の「避
難行動要支援
者名簿」に登
録している

家具に転倒防
止器具を取り
付けている

全体 2,000 19.4 40.3 24.6 2.8 9.3 20.9

肢体不自由 283 15.2 34.6 24.0 3.2 18.4 24.0

音声・言語・そしゃく機能障害 77 14.3 39.0 24.7 3.9 18.2 20.8

視覚障害 144 23.6 32.6 20.1 4.9 24.3 16.0

聴覚・平衡機能障害 146 19.9 37.0 24.7 4.1 14.4 21.9

内部障害 278 18.7 36.0 30.9 1.8 7.6 18.3

知的障害 231 22.9 42.9 19.0 3.5 28.1 22.9

発達障害 187 23.5 42.8 19.3 2.7 12.3 23.5

精神障害 464 14.7 35.1 21.1 2.2 3.2 16.8

高次脳機能障害 44 15.9 34.1 31.8 0.0 15.9 11.4

難病（特定疾病） 632 21.5 45.4 31.6 2.2 6.0 22.5

その他 35 17.1 28.6 25.7 5.7 14.3 22.9

障
害
別
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10 自由意見 

問 42 区の障害者福祉施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書き

ください。 

 

 自由意見は 401 件ありました。「福祉」についての意見が 26.2％と最も多く、次いで「行政」が

14.7％、「アンケート」が 10.2％となっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．福祉（105件） 

・文京区はグループホームが少ないので、もっと増やしてほしいと思います。 

・他区市等の友人たちとの会話の中で文京区はよりきめ細かいとの声があり、ありがたく思います。

これらの情報が実際に役立つよう整備して頂けると良いと思います。だれもが福祉的支援のお世話

になり得るとの観点から更に積極的に進めて頂ける事を願っています。 

・医療的ケアを必要とする障がい者に対しての支援枠が充分でないと思う。入所支援を区外でも良い

ので、枠を整備してほしい。実際、短期入所も申し込んでも利用出来たためしがない。 

・区のコミュニティーバス「Ｂーグル」の精神障害者向けの無料パスがあればいいと思っている。 

・バスやタクシーを利用する時（鉄道のように）自己申告しなくても割引がスムーズに適用されるサ

ービスがあると良い。 

・居宅介護サービスのおかげで、食器を洗ったりゴミを捨てたりの清潔が保ちやすくなりました。少

しだけ片付けもできるようになり、以前より前向きにもなりました。ありがとうございます。 

・現状の福祉施策を低下させて欲しくない（人事異動等により福祉サービスが後退するのはやめて欲

しい）。 

・受給者証を持っていますが、かなり大きいです。1/4 の大きさでお願いしたいです。他県は手の平

サイズです。手帳も 1/4 の大きさにすれば、エコになりますし、ケースを用意する時なども、店に

売っているのでカバーを付ければ痛まないです。 

・住宅改造費用の助成などで自宅に手すりやお風呂場の改修ができました。現段階ではホームヘルパ

ーなど必要としていませんが、今後、より身体的不自由がでた場合心配をしております。要支援で

受けられるサービスなどが増えるといいと思います。また費用補助などが充実すると嬉しく思いま

す。 

・区の施設は全て手話通訳者を配置してほしい。自宅近くに文京区総合福祉センター、文京江戸川橋

体育館があるのに、コミュニケーションが取れず、利用できない。手話ができるスタッフがおりま

せん。 

  

総数 福祉 行政
アン

ケート
情報・
相談

障害
理解

生活
環境

将来
雇用・
就労

保健・
医療

障害・
疾患

災害 その他

自由
意見

401 26.2 14.7 10.2 9.7 9.0 7.2 6.2 5.7 3.7 2.5 2.2 2.5
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２．行政（59件） 

・手続き（特に手当申請）が平日のみで、自分が仕事の関係で行くことができない。休日開庁の日に

合わせて申請できるようにしてほしい。 

・数年前に難病を発症しましたが､区内にレベルの高い大学病院があり、助かっています。また、年

に１回区役所へ伺い手続きをしますが、いつも良い対応を下さり有難いです。幼い頃から文京区に

住んでいて文京区が大好きです。これからも安全、安心はもちろんのこと､区民が充実した生活を

できるよう行政にも期待しています。 

・文京区は障害者支援や福祉の面で質の高いサービスがある一方、家賃や固定費が高額になりがちで、

住み続けることが難しい。今までいくつかの福祉サービスを受け、良い結果を得たが、住み続ける

ための金銭面の不安は大きく、区外どころか都外の近県へ転居も考えざるを得ない状況。真の意味

で住みやすい文京区であってほしいと願います。 

・手続きや問い合わせで電話や訪問をしますが、いつも丁寧に対応してくださるので、再度訪問した

り電話することもなく、不安にならず助かっています。いつもありがとうございます。 

・障がい者手帳とマイナンバーが紐づけられるように国に要望して欲しい。 

・介護保険、難病助成の制度がばらばらに存在していて、申請の準備や区役所での手続に長時間かか

るのを何とかしてください。 

・デジタル化の推進をお願いします。デジタル庁や民間企業などからアイデアを募り、いいものは積

極的に取り入れると良いと思います。デジタル技術の進歩で助かる障がい者の方は多いですし、就

労のチャンスも増えると思います。 

・役所の申請手続きでは、申請書類は長大で、提出資料が膨大で本人の負担は過大だし、窓口では、

本人自署など弱視、手先麻痺には配慮が乏しい、同行介助者関与についても理解が乏しいと感じる。

行政機関こそ率先垂範していただきたい。 

・手続きなどで区役所に直接行く必要が少なくなるように、郵送、出張所などで簡単に済ませること

ができるようにして頂きたい。 

 

 

３．アンケート（41件） 

・アンケートの結果や、アンケートがどう反映、利用されたのか知る術を作っていただきたい（広報

など）。 

・区の福祉事業といっても対象の障害者は個々で千差万別と思われる。このようなアンケート調査は

統計上の資料としての必要はあろうし、あくまで参考資料でしかないと思う。調査をして福祉事業

に役立てるならば、個々の対象者に直接聞きとり、調査を行う必要があろうかと思う。 

・３年ごとに行われている「ニーズ調査」はどのように「障害者計画」に反映されているかわかりづ

らい、結果を知りたい。また、アンケート項目についても障害者自ら回答するのも、設問が難しく

内容が理解しづらく回答しにくい 

・この調査について。項目が多すぎる。もう少し簡潔にできないか。途中でやめてしまう、もしくは

提出しない人も多いと思う。 
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４．情報・相談（39件） 

・なかなか自身から困難に面した時、発信できるか、他人へ信号を送れるかまだ自信がありません。

他人を頼りたくない、迷惑をかけたくない、生活を干渉されたくないという気持ちが強く、受け入

れる気持ちを持てるよう今後努力したいと思います。 

・人員を拡充して、障害者が困った時にすぐ電話対応や面談ができるようにしてほしい。家族などに

も障害のことを職員から分かりやすく説明してほしい。 

・障害をもった場合、どのような福祉サービスが利用できるのか調べるのが難しかったので、自分の

状態を入力すると利用できる（可能性のある）サービスとどのような順番で利用、手続きすればよ

いのかを教えてくれる webサービスやアプリなどがあると助かります。 

・普段、保健サービスセンターで相談に乗ってもらうことがありますが、夜間や休日などに相談に乗

ってもらえ、繋がりやすいダイヤル（ナビダイヤルではなく、電話料金定額などで対応してもらえ

るダイヤル）やチャットサービスなどが整備されると、今よりずいぶん安心して日常生活を送れる

と感じています。 

 

 

５．障害理解（36件） 

・健常者への生活の安定性が保たれる状況（社会）が実現できていれば、自ずと障害者への意識（見

守り、支援等）が高まるものと考えられる。 

・障がい者への対応が分からず遠巻きに見ている人が多い。障害者を紹介（地域や学校）する機会を

作って、理解者を増やしてほしい。地元で障害者が働ける場（店、公共機関）を増やしてほしい。 

・障害者という言葉が健常な方との壁を感じさせるので、自然に障害をもつ人を温かい眼で皆が見ら

れるような、幼いころからの教育が必要だと思います。 

・行政、民間企業に対して、障害者差別解消法を順守するように、もっと積極的に対策を進めて頂き

たい。 

 

 

６．生活環境（29件） 

・内部障害があり見た目は健康だが、外傷などの不慮の事故は避けたい。文京区は歩道をかなりのス

ピードで自転車が走っていることが多く、歩行者が車道を歩かなければならないことも多々ある、

そういったところからの安全対策を希望する。 

・文京区を住みやすい所にしてほしいと願います。林立するマンションは悪くないと思いますが、車

寄せがない、ゴミの集積所が散らかっていると、歩行が困難で転倒します。また歩きタバコが多く、

ポイ捨ても困ります。マンション建設時の交通安全は警察と協力して歩行者、障がい者を守ってほ

しい。 

・車椅子で移動の為、外出時、段差が気になり、特に点字ブロックが困っています。歩道の道幅を広

くするとか車椅子優先の歩道の確保などできないでしょうか？ 

・歩道が狭くて微妙な段差が多くど真ん中に電柱が有ったりして白杖での歩行が厳しい箇所が多い。 

視覚障害者には優しく無い街並みです。 

・公共施設の情報のアクセシビリティ向上を希望します。図書館やスポーツセンターなども構造的な

バリアフリーだけではなく、知的障害のある人にも分かりやすい情報の表示などをしていただけれ

ば障害者だけではなくいろんな人にも有用だと思います。よろしくお願いいたします。 
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７．将来（25件） 

・親が死んだら障害のある子を誰が世話をするのか？親にとっては必ず来る切実な問題です。福祉施

策はこの親の立場に立って計画して下さい。世話をするとは、衣食住はもちろんの他、福祉サービ

スの申請や更新手続き、障害者手帳等の更新手続き等も親の世話ができなくなります。現在は､親

が役所の窓口に行って手続きをしていますが、手続きをしなくてはならないことが多く煩雑感があ

ります。申請書類によっては更新時期や､有効期限等が異なり、申請を怠ると行政サービスを受け

られなくなります。親がいなくても大丈夫なようにするため､障害者が行う全ての手続きをマイナ

ンバーカードと結びつけて､障害者の全てのデータを行政が把握して､本人に負担がかからないよう

に必要な手続きは全て行政が主導するようにしてください。また、障害者が必要とする行政手続き

は規制緩和等により延長したり、手続き期限を誕生日からとするなどの簡略化を検討して下さい。

なお、希望する障害者が全員入居出来るよう障害者グループホームの充実も併せて検討して下さい。

親が死んだ後も安心出来る施策をよろしくお願いいたします。 

・日中活動系施設の整備、グループホームの整備を計画通り進めてほしい。緊急時の対応に必要な短

期入所の施設が不足している。感染症対策を考えて区内に増設する必要があると思う。就労してい

る人は福祉サービスを利用していないことが多く、いざ利用しようと思っても現況がよくわからな

い。将来グループホームに入りたいと思っていても現在あるグループホームは満室で非常に不安。 

 

 

８．雇用・就労（23件） 

・仕事の工賃を上げてもらいたい。 

・障害者と仕事の雇用側、それぞれが相手に関して抱える不安を解消するサービスをお願いしたいで

す。 

・就労を希望しているので、雇用の促進を積極的にしていただきたいです。また企業との懸け橋とし

て区の方々がかかわっていただくことを望みます。 

・働くことが幸せな人とそうでない人がいます。全員が働きたいわけではないという考えも持ったほ

うがいいです。その上で、働くのが幸せな人には適切な給与を保障するべきです。作業所の工賃は

低すぎるし、働くと生活保護が減るのはおかしいです。障害者が金銭的に裕福にならなくていいな

んておかしな話です。そのあたりは公的サービスだけでは難しいと思うので、民間のサービスとも

連携してください。まだ小さなベンチャーかもしれませんが、障害者の雇用のことをどうにかした

いと考えている人・会社はたくさんあると思います。私も将来的には障害者が気持ちよく働けるシ

ステムを作るという目標がありますが、いますぐは無理なので、いま頑張っている会社と連携して

よりよい地域を作ってください。 
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９．保健・医療（15件） 

・国民健康保険料の算定において、障害者に対する減免の制度が全くない（住民税の申告時に所得控

除はあるが）のは如何なものかと思う。 

・人手不足が心配なので、医療関係者・介護スタッフの給料引き上げ等の予算を増額してほしい。 

・医療費負担について、重度障害者は医療費が無料だが、愛の手帳４度の障害者は３割負担となって

いる。少ない収入では非常に負担が重く、無料とは言わないが 1割負担を要望します。 

・数年前に難病を発症しましたが、区内にレベルの高い大学病院があり、助かっています。 

 

 

10．障害・疾患（10件） 

・進行性の病状悪化により老人ホームで介護していただいている。ほぼ寝たきり状態のため、部分的

な回答となりました。 

 

 

11．災害（９件） 

・避難行動要支援者名簿という制度を知らなかった。 

・福祉施設を障害者とのその家族の避難所として、パニックをおこしても他者にバッシングをうけず

に避難できるように希望します。 

・障害者も合同で避難訓練に参加したい。どの様な障害者向け支援がされるのか、具体的に体験で学

びたいです。 

 

 

12．その他（10件） 

・シビックセンターにお世話になり、職業訓練で就労移行支援を１年利用したり、日頃の障害者手帳

や医療費の手続きでシビックセンターを利用しています。ギャラリーの展示をよく見ますが、シビ

ックセンターの障害者のギャラリーの展示はもうちょっと良くできると思います。 

・身体・知的障害児(者)だけではなく精神障害者も含めたスポーツ・文化活動があればいいのにと思

う。 

 

 



 

 

 

 

第２章 18歳未満の方を対象にした調査 

 

 

 

 

 

第２章 

 

18 歳未満の方を対象にした調査 
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１ 本人について 

（１）調査票の回答者 

問１ この調査票に回答していただく方はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「ご家族の方」が 94.9％と９割半ばを占めており、「あて名ご本人」は 4.0％とな

っています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“精神障害”を除くいずれの障害も「ご家族の方」が８割半ば以上で最も高くな

っています。回答数が 10 件以上の障害では、“聴覚・平衡機能障害”で「あて名ご本人」が 14.3％と

１割を超え、他の障害に比べて高くなっています。 

 

  

（単位:％） ｎ あて名ご本人 ご家族の方 その他 無回答

全体 350 4.0 94.9 0.0 1.1

肢体不自由 30 3.3 96.7 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 100.0 0.0 0.0

視覚障害 12 0.0 100.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 85.7 0.0 0.0

内部障害 17 5.9 94.1 0.0 0.0

知的障害 140 1.4 98.6 0.0 0.0

発達障害 213 3.8 95.3 0.0 0.9

精神障害 3 66.7 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 100.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 95.2 0.0 0.0

その他 19 0.0 100.0 0.0 0.0

障
害
別

全　体

（n=350）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

そ
の
他

無
回
答

4.0 94.9

0.0

1.1

(%)
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（２）年齢 

問２ あなたの年齢をお聞きします。令和４年 10月１日現在の満年齢をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「３～５歳」が 25.7％、「６～８歳」が 25.1％の２つで全体の半数以上を占

め、次いで「９～11 歳」が 17.4％、「12～14 歳」が 17.1％、「15 歳以上」が 7.4％、「０～２歳」が

2.0％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「15 歳以上」が 7.8 ポイント、「９～11 歳」が 3.3 ポイント下がってお

り、また、「０～２歳」も 1.1ポイントやや下がっています。それ以外の年齢はいずれも令和元年度よ

り上がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”では、「３～５歳」で最も高くなっています。 

“肢体不自由”では、「12～14歳」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害はいずれも「６～８歳」が最も高くなっています。 

  

令和４年度

（n=350）

令和元年度

（n=256）

０
～

２
歳

３
～

５
歳

６
～

８
歳

９
　
11
歳

12
　
14
歳

無
回
答

15
歳
以
上

2.0

3.1

25.7

23.4

25.1

20.7

17.4

20.7

17.1

13.3

7.4

15.2

5.1

3.5

(%)

～ ～

（単位:％） ｎ ０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15歳以上 無回答

全体 350 2.0 25.7 25.1 17.4 17.1 7.4 5.1

肢体不自由 30 6.7 20.0 16.7 16.7 23.3 13.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 30.8 23.1 23.1 7.7 15.4 0.0

視覚障害 12 0.0 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 21.4 35.7 7.1 21.4 7.1 7.1

内部障害 17 0.0 23.5 29.4 17.6 11.8 0.0 17.6

知的障害 140 2.9 19.3 24.3 17.9 22.1 10.0 3.6

発達障害 213 0.9 23.0 26.8 20.2 17.4 7.0 4.7

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 14.3 14.3 28.6 9.5 14.3 9.5 9.5

その他 19 0.0 68.4 21.1 10.5 0.0 0.0 0.0

障
害
別
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（３）世帯年収 

問３ 保護者の方にお聞きします。世帯の年収額を税金等を差し引く前の額でお答えくださ

い。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯年収は、「1,000 万円以上」が 48.9％と最も高く、次いで「500 万円以上～1,000 万円未満」が

31.1％と続いており、500万円以上で全体の８割を占めています。 

 令和元年度と比較すると、「1,000 万円以上」が 4.8 ポイント上がっており、反対に「250 万円以上

～500万円未満」が 2.4ポイント下がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では「500 万円以上～1,000 万円未満」が最も高く、それ以外のい

ずれの障害でも「1,000万円以上」が最も高くなっています。 

 

  

令和４年度

（n=350）

令和元年度

（n=256）

1
,
0
0
0
万
円

以
上

無
回
答

8
0
万
円
未
満

収
入
は
な
い

5
0
0
万
円
以
上
～

1
,
0
0
0
万
円

未
満

8
0
万
円
以
上
～

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

2.3

2.7

0.6

0.0

0.6

2.3

2.9

1.6

9.7

12.1

31.1

31.3

4.0

5.9

48.9

44.1

(%)

（単位:％）

ｎ

収入は
ない

80万円
未満

80万円
以上～
150万円
未満

150万円
以上～
250万円
未満

250万円
以上～
500万円
未満

500万円
以上～
1,000万
円未満

1,000万
円以上

無回答

全体 350 2.3 0.6 0.6 2.9 9.7 31.1 48.9 4.0

肢体不自由 30 0.0 0.0 3.3 3.3 13.3 40.0 36.7 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 0.0 0.0 7.7 15.4 26.9 42.3 7.7

視覚障害 12 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 33.3 41.7 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 0.0 0.0 0.0 21.4 21.4 35.7 14.3

内部障害 17 11.8 0.0 0.0 0.0 11.8 11.8 64.7 0.0

知的障害 140 5.0 0.7 0.0 2.9 10.7 30.0 49.3 1.4

発達障害 213 2.3 0.5 0.9 2.8 8.5 31.0 51.2 2.8

精神障害 3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 21 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 57.1 4.8

その他 19 0.0 5.3 0.0 5.3 5.3 36.8 47.4 0.0

障
害
別
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（４）同居家族 

問４ あなたの同居家族をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居している家族は、「母親」が 96.6％と９割半ばを超えて最も高く、次いで「父親」が 89.1％、

「兄弟・姉妹」が 60.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居家族の世帯を４区分に分けてみると、「両親と同居（二世代世帯）」が 81.1％と最も高くなって

います。 

 

  

81.1

8.9

8.3

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

両親と同居（二世代世帯）

ひとり親家庭

三世代世帯

その他

無回答

n＝350

96.6

89.1

60.9

8.3

0.6

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

兄弟・姉妹

祖父母

その他親族

その他

無回答

n＝350
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２ 障害と健康について 

（１）障害の種別 

問５ あなたには、次の障害等がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「発達障害」が 60.9％と最も高く、次いで「知的障害」が 40.0％で続いています。

それ以外の障害はいずれも１割を下回っています。 

 令和元年度と比較すると、「発達障害」が 7.8ポイント上がっていますが、反対に「知的障害」 

が 8.0ポイント、「肢体不自由」が 4.3ポイント下がっています。 

  

60.9

40.0

8.6

7.4

6.0

4.9

4.0

3.4

0.9

0.6

5.4

5.1

53.1

48.0

12.9

7.4

5.5

7.4

2.3

5.9

1.6

1.2

2.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

発達障害

知的障害

肢体不自由

音声・言語・そしゃく機能障害

難病（特定疾病）

内部障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

精神障害

高次脳機能障害

その他

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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（２）発達障害診断名 

問５で「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」と回答された方にお聞きします。 

問５－１ 発達障害の診断名をお答え下さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発達障害の診断名は、「自閉症」が 54.9％と最も高く、次いで「注意欠陥多動性障害」が 32.4％、

「広汎性発達障害」が 14.1％と続いています。 

 

 

 

（３）難病疾病名 

問５で「難病（特定疾病）」と回答された方にお聞きします。 

問５－２ 病名（東京都発行の難病医療費等助成制度の医療券もしくは診断書に記載されて

いる病名）等をお答え下さい。 

 難病の疾病名は下表の通りです。 

 

疾病名 件数 疾病名 件数 

アンジェルマン症候群 2 VATER 症候群 1 

特発性拡張型心筋症 1 クルーゾン症候群 1 

CFC 症候群 1 アペール症候群 1 

メビウス症候群 1 コフィン・シリス症候群 1 

ウエスト症候群 1 歌舞伎症候群 1 

環状 20 番染色体症候群 1 プラダー・ウィリ症候群 1 

レット症候群 1 メープルシロップ尿症 1 

結節性硬化症 1 

 

  

54.9

32.4

14.1

7.5

7.0

8.5

14.1

0% 20% 40% 60%

自閉症

注意欠陥多動性障害

広汎性発達障害

学習障害

アスペルガー症候群

その他の発達障害

わからない

n＝213
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（４）手帳の種類 

問６ あなたが持っている手帳の種類をお聞きします。手帳をお持ちの方は、等級・程度に

も○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の所持状況は、「愛の手帳」が 36.9％と最も高く、次いで「身体障害者手帳」が 14.6％、「精神

障害者保健福祉手帳」が 6.3％と続いています。 

 一方、「これらの手帳は持っていない」は 44.9％と全体の４割半ばを占めています。 

 

【各等級別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障害者手帳の等級は、「１級」が 37.3％と最も高く、次いで「２級」が 29.4％、「３級」が

17.6％、「４級」と「６級」が 5.9％、「５級」が 3.9％と続いています。 

 愛の手帳の等級は、「４度」が 43.4％と最も高く、次いで「３度」が 31.8％、「２度」が 23.3％と

続いています。 

 精神障害者保健福祉手帳の等級は、「３級」が 63.6％と最も高く、次いで「２級」が 27.3％と続い

ています。  

14.6

36.9

6.3

44.9

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

n＝350

全　体

（n=22）

１
級

２
級

３
級

無
回
答

0.0 27.3 63.6 9.1

(%)

全　体

（n=129）

１
度

２
度

３
度

４
度

無
回
答

0.8 23.3 31.8 43.4 0.8

(%)

全　体

（n=51）

無
回
答

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

37.3 29.4 17.6 5.9 3.9 5.9 0.0

(%)

身体障害者手帳 

愛の手帳 

精神障害者保健福祉手帳 
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（５）障害に気づいた時期 

問７ 保護者の方にお聞きします。お子さんの障害や心身の不調について、最初に気づいた

時期はいつですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者が障害に気づいた時期は、「１歳」が 25.1％と全体の４分の１を占めて最も高く、次いで

「生まれたとき」が 19.7％、「３歳」が 14.9％、「０歳」が 14.6％、「２歳」が 11.7％と１割台で続い

ており、出生時から３歳までで８割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「生まれたとき」で 5.7ポイント下がっており、反対に「５歳」で 2.6ポ

イント上がっています。 

 

  

19.7

14.6

25.1

11.7

14.9

3.7

4.6

2.9

1.4

0.6

0.9

25.4

13.3

25.0

11.7

14.1

3.1

2.0

1.2

1.6

0.8

2.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

生まれたとき

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６～８歳

９～11歳

12歳以上

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“発達障害”では、「１歳」で 31.5％と最も高く、「３歳」でも 20.7％と他の障害

よりも高くなっています。 

“肢体不自由”では、「０歳」が 46.7％４割半ばを超えて最も高くなっています。 

“視覚障害”では、「生まれたとき」と「０歳」がともに 41.7％と最も高くなっています。 

 それ以外の障害では「生まれたとき」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％） ｎ ５歳 ６～８歳 ９～11歳 12歳以上 無回答

全体 350 4.6 2.9 1.4 0.6 0.9

肢体不自由 30 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

視覚障害 12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0

知的障害 140 2.9 0.0 0.0 0.0 1.4

発達障害 213 6.6 4.2 2.3 0.5 0.5

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 19 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％） ｎ 生まれたとき ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳

全体 350 19.7 14.6 25.1 11.7 14.9 3.7

肢体不自由 30 36.7 46.7 10.0 3.3 0.0 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 46.2 23.1 15.4 7.7 3.8 3.8

視覚障害 12 41.7 41.7 16.7 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 64.3 21.4 0.0 0.0 14.3 0.0

内部障害 17 76.5 0.0 5.9 0.0 5.9 5.9

知的障害 140 29.3 17.9 27.9 10.0 7.9 2.9

発達障害 213 6.1 9.4 31.5 14.1 20.7 4.2

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 47.6 33.3 14.3 0.0 4.8 0.0

その他 19 31.6 15.8 21.1 10.5 15.8 5.3

障
害
別
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（６）障害に気づいた状況 

問８ 保護者の方にお聞きします。お子さんの障害や心身の不調についてはじめてわかった

のは、どのようなときでしたか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者が障害に気づいた状況は、「家族や周りの人が気づいた」が 28.0％と最も高く、次いで「生

まれてまもなく知らされた」が 16.9％、次いで「乳幼児健診で知らされた」が 15.1％と続いていま

す。 

 令和元年度と比較すると、「家族や周りの人が気づいた」が 6.5 ポイント、「乳幼児健診で知らされ

た」が 2.2 ポイント上がっており、反対に「生まれてまもなく知らされた」が 7.3 ポイント下がって

います。 

 

  

令和４年度

（n=350）

令和元年度

（n=256）

医
療
機
関
で
診
察
し
た
と
き
に

知
ら
さ
れ
た

保
育
園
、

子
ど
も
園
、

幼
稚
園
の

教
職
員
が
気
づ
い
た

学
校
の
教
職
員
が
気
づ
い
た

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

生
ま
れ
て
ま
も
な
く
知
ら
さ
れ
た

家
族
や
周
り
の
人
が
気
づ
い
た

乳
幼
児
健
診
で
知
ら
さ
れ
た

育
児
相
談
な
ど
で
知
ら
さ
れ
た

16.9

24.2

28.0

21.5

15.1

12.9

3.7

5.1

10.9

12.5

8.9

9.8

13.1

10.5

1.4

1.2

1.1

1.6

0.9

0.8

(%)
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“発達障害”では、「家族や周りの人が気づいた」が最も高くなっています。また、

“音声・言語・そしゃく機能障害”と“視覚障害”も２割半ばを超えています。 

 それ以外の障害では「生まれてまもなく知らされた」が最も高くなっており、特に“聴覚・平衡機

能障害”では 71.4％、“視覚障害”では 50.0％と他の障害よりも高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ
保育園、子ども
園、幼稚園の教
職員が気づいた

学校の教職員が
気づいた

その他 わからない 無回答

全体 350 8.9 0.9 13.1 1.4 1.1

肢体不自由 30 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 0.0 19.2 0.0 0.0

視覚障害 12 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0

内部障害 17 0.0 0.0 29.4 0.0 0.0

知的障害 140 4.3 0.7 13.6 0.7 2.1

発達障害 213 12.2 1.4 12.7 1.4 0.5

精神障害 3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

その他 19 10.5 0.0 31.6 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ
生まれてまもな
く知らされた

家族や周りの人
が気づいた

乳幼児健診で知
らされた

育児相談などで
知らされた

医療機関で診察
したときに知ら
された

全体 350 16.9 28.0 15.1 3.7 10.9

肢体不自由 30 33.3 16.7 16.7 0.0 16.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 38.5 26.9 7.7 0.0 7.7

視覚障害 12 50.0 25.0 0.0 0.0 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 71.4 0.0 7.1 0.0 14.3

内部障害 17 41.2 0.0 5.9 0.0 23.5

知的障害 140 27.1 19.3 17.9 2.9 11.4

発達障害 213 4.7 33.8 17.4 4.7 11.3

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 21 33.3 9.5 23.8 0.0 19.0

その他 19 10.5 26.3 10.5 0.0 10.5

障
害
別
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（７）障害に気づいたときの相談相手 

問９ 保護者の方にお聞きします。お子さんの障害や心身の不調についてはじめてわかった

とき、誰に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害に気づいたときの相談相手は、「家族」が 65.4％と最も高く、次いで「医療関係者（医師・看

護師・医療相談員）」が 44.3％、「教育委員会・教育センター」が 28.6％、「保健サービスセンター

（保健師）」が 26.6％と続いています。 

 一方、「相談しなかった」は 2.0％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「教育委員会・教育センター」が 8.7 ポイント、「家族」が 2.9 ポイント、

「児童相談センター（児童相談所）」が 2.7 ポイント、「子ども家庭支援センター」が 2.2 ポイント上

がっており、「SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）」と「その他」を除く 15項目中 12項

目で上がっています。一方、「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が 8.8ポイント、「インター

ネット等の情報」が 8.4ポイント下がっています。 

 

  

65.4

44.3

28.6

26.6

18.6

15.4

15.1

8.3

7.7

5.7

5.4

4.0

3.4

3.1

0.9

0.6

5.7

2.0

0.9

62.5

53.1

19.9

26.6

17.6

23.8

13.7

6.6

5.5

2.7

2.7

2.0

2.0

0.8

0.0

6.3

3.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

教育委員会・教育センター

保健サービスセンター（保健師）

保育園・こども園・幼稚園の教職員

インターネット等の情報

友人

障害福祉課・予防対策課の窓口

子ども家庭支援センター

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

児童相談センター（児童相談所）

学校の教職員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

障害等の当事者会や家族の会

民生委員・児童委員

障害者基幹相談支援センター

その他

相談しなかった

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

※「SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）」は

令和４年度から追加
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「家族」と「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が他

の項目よりも高くなっています。 

“発達障害”では、「保育園・こども園・幼稚園の教職員」で 24.9％、「教育委員会・教育センター」

で 36.6％と、他の障害よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

障害者
基幹相
談支援
センター

子ども
家庭支
援セン
ター

教育委
員会・教
育セン
ター

児童相
談セン
ター（児
童相談
所）

インター
ネット等
の情報

SNS

（ソーシャ

ル・ネット

ワーキン

グ・サービ

ス）

その他 相談し
なかっ
た

無回答

全体 350 0.6 7.7 28.6 5.4 15.4 5.7 5.7 2.0 0.9

肢体不自由 30 0.0 0.0 6.7 6.7 16.7 10.0 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 3.8 11.5 3.8 7.7 3.8 7.7 0.0 0.0

視覚障害 12 8.3 8.3 25.0 0.0 25.0 16.7 16.7 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 7.1 7.1 0.0 21.4 7.1 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 5.9 0.0 11.8 0.0

知的障害 140 0.0 3.6 17.1 2.1 12.1 7.1 4.3 2.9 1.4

発達障害 213 0.5 10.3 36.6 8.0 16.4 5.6 8.5 1.9 0.5

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 4.8 4.8 0.0 28.6 9.5 0.0 4.8 0.0

その他 19 0.0 15.8 26.3 5.3 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家族 友人 学校の
教職員

保育園・
こども
園・幼稚
園の教
職員

民生委
員・児童
委員

障害等
の当事
者会や
家族の
会

医療関
係者（医
師・看護
師・医療
相談員）

障害福
祉課・予
防対策
課の窓
口

障害福祉

課・予防

対策課以

外の区の

窓口

保健
サービ
スセン
ター（保
健師）

全体 350 65.4 15.1 4.0 18.6 0.9 3.1 44.3 8.3 3.4 26.6

肢体不自由 30 73.3 6.7 0.0 0.0 0.0 6.7 70.0 6.7 0.0 16.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 73.1 7.7 0.0 3.8 0.0 7.7 46.2 7.7 0.0 23.1

視覚障害 12 75.0 16.7 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 71.4 21.4 0.0 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 0.0 21.4

内部障害 17 64.7 11.8 0.0 0.0 0.0 5.9 64.7 5.9 5.9 0.0

知的障害 140 64.3 13.6 1.4 10.7 0.0 6.4 50.0 8.6 2.9 26.4

発達障害 213 62.4 15.0 6.6 24.9 0.5 0.9 41.3 10.3 5.2 29.6

精神障害 3 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 81.0 9.5 4.8 4.8 0.0 4.8 66.7 19.0 4.8 19.0

その他 19 73.7 15.8 0.0 31.6 5.3 10.5 47.4 5.3 0.0 26.3

障
害
別
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（８）受診状況 

問 10 あなたの受診状況等（歯科医療も含む）をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療機関への受診状況は、「定期的に通院している」が 69.7％と最も高く、次いで「ときどき通院

している」が 12.0％と続いています。 

一方「特に治療はしていない」は 14.6％となっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「定期的に通院している」が６割以上で最も高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”では、「ときどき通院している」は１割を超えて、他の障害よりも高くな

っています。 

“発達障害”では、「特に治療はしていない」は１割半ばを超えて、他の障害よりも高くなっていま

す。 

 

  

（単位:％）

ｎ
定期的に通
院している

ときどき通
院している

自宅で訪問看

護や往診を受

けている

入院してい
る

その他 特に治療は
していない

無回答

全体 350 69.7 12.0 0.6 0.0 1.7 14.6 1.4

肢体不自由 30 86.7 0.0 6.7 0.0 3.3 3.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 84.6 7.7 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0

視覚障害 12 91.7 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 85.7 0.0 0.0 0.0 7.1 7.1 0.0

内部障害 17 94.1 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 140 79.3 11.4 1.4 0.0 0.7 5.0 2.1

発達障害 213 66.2 14.1 0.0 0.0 1.9 16.9 0.9

精神障害 3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 95.2 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 19 63.2 15.8 0.0 0.0 5.3 15.8 0.0

障
害
別

全　体

（n=350）

無
回
答

定
期
的
に
通
院
し
て
い

る と
き
ど
き
通
院
し
て
い

る 自
宅
で
訪
問
看
護
や
往

診
を
受
け
て
い
る

入
院
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
治
療
は
し
て
い
な

い

69.7 0.6

0.0

1.7
14.6 1.412.0

(%)
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（９）かかりつけ医療機関の有無 

問 11 かかりつけの医療機関をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かかりつけの医療機関は、「区内の診療所や医院」が 52.6％と最も高く、次いで「区内の歯科医院」

が 39.1％、「区内の総合病院や大学病院」が 31.4％と続いています。 

 

 

  

52.6

39.1

31.4

26.3

23.1

10.9

2.0

3.7

0% 20% 40% 60%

区内の診療所や医院

区内の歯科医院

区内の総合病院や大学病院

区外の総合病院や大学病院

区外の診療所や医院

区外の歯科医院

かかりつけの医療機関はない

無回答

n＝350
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（10）必要な医療的ケア 

問 12 あなたが必要とする医療的ケアをお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要とする医療的ケアは、「服薬支援」が 16.3％と１割半ばを超えて最も高く、それ以外の項目で

は「吸入・ネブライザー」と「経管栄養」のみが１％を上回っています。 

 一方、「特に必要としていない」は 72.2％と７割を超えています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も“特に必要としていない”を除くと、“服薬支援”が最も高くな

っています。  

（単位:％）
ｎ

鼻咽頭エア
ウェイ

パルスオキ
シメーター

気管切開部
の管理

人工呼吸器
の管理

その他 特に必要と
していない

無回答

全体 350 0.3 0.9 0.6 0.6 2.3 72.0 8.3

０～２歳 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 0.0

３～５歳 90 0.0 1.1 1.1 1.1 1.1 88.9 3.3

６～８歳 88 0.0 1.1 1.1 1.1 2.3 69.3 6.8

９～11歳 61 0.0 0.0 0.0 0.0 4.9 67.2 8.2

12～14歳 60 0.0 1.7 0.0 0.0 3.3 65.0 10.0

15歳以上 26 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 61.5 23.1

年
代
別

（単位:％）
ｎ

服薬支援 吸引 吸入・ネブ
ライザー

経管栄養 中心静脈栄
養

導尿 酸素療法

全体 350 16.3 0.9 1.1 1.1 0.0 0.3 0.3

０～２歳 7 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３～５歳 90 5.6 1.1 1.1 2.2 0.0 0.0 1.1

６～８歳 88 20.5 1.1 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

９～11歳 61 18.0 0.0 1.6 0.0 0.0 1.6 0.0

12～14歳 60 21.7 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0

15歳以上 26 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

年
代
別

16.3

1.1

1.1

0.9

0.9

0.6

0.6

0.3

0.3

0.3

0.0

2.3

72.0

8.3

0% 20% 40% 60% 80%

服薬支援

吸入・ネブライザー

経管栄養

吸引

パルスオキシメーター

気管切開部の管理

人工呼吸器の管理

導尿

酸素療法

鼻咽頭エアウェイ

中心静脈栄養

その他

特に必要としていない

無回答

n＝350
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（11）医療的ケア児やその介助者のために必要な支援策 

問 12で「特に必要としていない」以外を回答された方にお聞きします。 

問 12-1 あなたやあなたの介助者のために、どのような支援が必要ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療的ケア児や介助者のために必要な支援策は、「保育所や学校等における環境整備」が 55.1％、

「一時的に預かるサービスの充実」が 53.6％と５割を超えており、次いで「移動に係る支援の充実」

が 49.3％、「相談できる体制の充実」が 46.4％と続いています。 

 
 
【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも、「一時的に預かるサービスの充実」と「保育所や学校等にお

ける環境整備」は高くなっています。また、３～11歳では、「移動に係る支援の充実」が、“12～14歳”

では「相談できる体制の充実」が最も高くなっています。 

  

55.1

53.6

49.3

46.4

42.0

42.0

20.3

14.5

4.3

15.9

0% 20% 40% 60%

保育所や学校等における環境整備

一時的に預かるサービスの充実

移動に係る支援の充実

相談できる体制の充実

経済的な支援等の充実

情報提供の充実

医療的ケアに対応できる事業所等の充実

訪問看護・訪問リハビリ等充実

その他

不明

n＝69

（単位:％）

ｎ
訪問看護・訪問リ
ハビリ等充実

相談できる体制
の充実

情報提供の充実 その他 無回答

全体 69 14.5 46.4 42.0 4.3 15.9

０～２歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

３～５歳 7 28.6 71.4 71.4 0.0 0.0

６～８歳 21 9.5 42.9 47.6 4.8 14.3

９～11歳 15 13.3 46.7 33.3 0.0 20.0

12～14歳 15 13.3 46.7 40.0 0.0 26.7

15歳以上 4 0.0 50.0 25.0 25.0 0.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ
一時的に預かる
サービスの充実

移動に係る支援
の充実

保育所や学校等
における環境整
備

経済的な支援等
の充実

医療的ケアに対
応できる事業所
等の充実

全体 69 53.6 49.3 55.1 42.0 20.3

０～２歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0

３～５歳 7 85.7 100.0 85.7 57.1 14.3

６～８歳 21 66.7 66.7 61.9 42.9 33.3

９～11歳 15 53.3 53.3 53.3 33.3 20.0

12～14歳 15 26.7 13.3 46.7 33.3 20.0

15歳以上 4 75.0 50.0 25.0 100.0 0.0

年
代
別
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（12）日常生活で必要な介助や支援 

問 13 あなたは、毎日の生活の中で、どのような介助や支援が必要ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で必要な介助や支援は、「学習の支援」が 63.4％と最も高く、次いで「通院、通学・通勤」

が 52.3％、「日常生活動作の見守り」が 51.7％、「通院、通学・通勤以外の外出」が 48.3％と続いて

います。 

 一方、「介助や支援は必要ない」は 14.3％となっています。 

 令和元年度と比較すると、介助や支援の 13 項目中 10 項目で下がっており、特に「通院、通学・通

勤以外の外出」、「通院、通学・通勤」、「代筆・代読」、「学習の支援」、「日常生活動作の見守り」で５

ポイント以上下がっています。 

 

  

63.4

52.3

51.7

48.3

38.9

32.9

32.6

28.6

28.3

25.1

22.3

6.6

1.7

4.9

14.3

2.0

69.1

58.6

57.0

54.7

38.7

33.6

36.7

32.0

27.0

26.6

28.1

9.0

1.6

5.5

10.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

学習の支援

通院、通学・通勤

日常生活動作の見守り

通院、通学・通勤以外の外出

日常生活に必要な意思の伝達

洗顔・歯磨き

入浴

排せつ

食事

着替え

代筆・代読

室内の移動

寝返り

その他

介助や支援は必要ない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”と“音声・言語・そしゃく機能障害”では、「寝返り」と「室内の

移動」を除くすべての介助や支援で５割を超えて高くなっています。 

“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“視覚障害”、“聴覚・平衡機能障害”といった身

体障害では、「通院、通学・通勤」が最も高くなっています。また、“知的障害”と“難病（特定疾

病）”でも７割半ばを超えて高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”、“難病（特定疾病）”、“その他”では、「学習の支援」が最も高くなってい

ます。また、“音声・言語・そしゃく機能障害”と“視覚障害”でも８割を超えて高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
通院、

通学・

通勤

通院、通
学・通勤以
外の外出

日常生活に

必要な意思

の伝達

日常生活
動作の見
守り

学習の
支援

その他 介助や支
援は必要
ない

無回答

全体 350 52.3 48.3 38.9 51.7 63.4 4.9 14.3 2.0

肢体不自由 30 90.0 80.0 73.3 80.0 73.3 0.0 3.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 88.5 84.6 84.6 88.5 84.6 0.0 0.0 0.0

視覚障害 12 91.7 91.7 50.0 66.7 83.3 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 64.3 50.0 42.9 50.0 42.9 14.3 21.4 0.0

内部障害 17 23.5 17.6 17.6 29.4 23.5 5.9 52.9 5.9

知的障害 140 76.4 75.7 63.6 70.0 87.9 2.1 2.1 1.4

発達障害 213 45.5 43.7 35.7 50.2 62.0 5.6 13.1 2.3

精神障害 3 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 76.2 71.4 66.7 76.2 85.7 0.0 14.3 0.0

その他 19 52.6 31.6 42.1 63.2 78.9 10.5 10.5 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え 室内の
移動

洗顔・

歯磨き

代筆・代読

全体 350 28.3 28.6 32.6 1.7 25.1 6.6 32.9 22.3

肢体不自由 30 76.7 80.0 86.7 10.0 76.7 40.0 86.7 63.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 65.4 73.1 84.6 3.8 65.4 19.2 76.9 57.7

視覚障害 12 41.7 50.0 50.0 8.3 41.7 25.0 50.0 50.0

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 35.7 50.0 0.0 42.9 7.1 42.9 14.3

内部障害 17 11.8 11.8 17.6 0.0 11.8 5.9 11.8 5.9

知的障害 140 45.0 45.7 53.6 0.7 41.4 8.6 50.7 35.7

発達障害 213 23.5 22.5 25.8 0.9 18.3 3.3 25.8 14.6

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 100.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0

難病（特定疾病） 21 57.1 61.9 71.4 0.0 57.1 19.0 71.4 57.1

その他 19 36.8 21.1 47.4 0.0 31.6 0.0 42.1 10.5

障
害
別
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（13）主な介助者・支援者 

問 13で「介助や支援は必要ない」以外を回答された方にお聞きします。 

問 14 あなたを主に介助・支援している人はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者は、「母親」が 71.7％と７割を超えて最も高く、次いで「父親」が 10.6％と続

いています。 

 令和元年度と比較すると、「父親」が 1.4 ポイント、「その他親族」が 1.3 ポイント上がっています

が、全体的に大きな変化はありません。 

 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「母親」が最も高くなっています。 

“肢体不自由”、“聴覚・平衡機能障害”、“その他”では、「父親」が１割を超えてやや高くなってい

ます。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”では、「ホームヘルパー」が 3.8％と、他の障害よりも高くなって

います。 

  

（単位:％）
ｎ

父親 母親 兄弟・姉妹 その他親
族

ホームヘ
ルパー

ボランティ
ア

その他 無回答

全体 293 10.6 71.7 0.7 1.7 1.0 0.0 3.1 11.3

肢体不自由 28 10.7 78.6 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 3.6

音声・言語・そしゃく機能障害 26 3.8 84.6 0.0 0.0 3.8 0.0 7.7 0.0

視覚障害 12 8.3 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3

聴覚・平衡機能障害 11 18.2 72.7 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

内部障害 7 14.3 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 135 9.6 75.6 1.5 2.2 0.7 0.0 2.2 8.1

発達障害 180 7.2 70.6 0.6 1.7 1.7 0.0 3.9 14.4

精神障害 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

高次脳機能障害 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 18 5.6 88.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0

その他 17 17.6 64.7 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 11.8

障
害
別

71.7

10.6

1.7

1.0

0.7

0.0

3.1

11.3

71.9

9.2

0.4

0.9

0.0

0.0

1.3

16.2

0% 20% 40% 60% 80%

母親

父親

その他親族

ホームヘルパー

兄弟・姉妹

ボランティア

その他

無回答

令和４年度

（n＝293）

令和元年度

（n＝228）
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（14）主な介助者・支援者の年代 

問 14で家族や親族と回答された方にお聞きします。 

問 14-1 あなたを主に介助・支援している人の年齢はいくつですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者の年代は、「40～49歳」が 52.0％と最も高く、次いで「30～39歳」が 24.2％、

「50～59歳」が 14.9％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「30～39 歳」が 4.3 ポイント上がっていますが、反対に「40～49 歳」が

7.1ポイント下がっています。 

 また、「19歳以下」については、令和元年度では回答がありませんでしたが、今回の調査では 1.2％

となっています。 

 

 

【クロス集計】介助者別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別にみると、“父親”と“母親”ともに「40～49歳」が５割を超えて最も高く、「30～39歳」

も２割半ば前後と続いています。 

 障害別にみると、回答数が 10件以上のいずれの障害も「40～49歳」が最も高くなっています。 

  

令和４年度

（n=248）

令和元年度

（n=186）

19
歳
以
下

20

29
歳

30

39
歳

40

49

歳

50

59
歳

60
歳
以
上

無
回
答

1.2

0.0

0.4

0.0

24.2

19.9

52.0

59.1

14.9

14.5

1.6

0.5

5.6

5.9

(%)

～ ～～ ～

（単位:％） ｎ 19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答

全体 248 1.2 0.4 24.2 52.0 14.9 1.6 5.6

父親 31 0.0 0.0 25.8 61.3 3.2 3.2 6.5

母親 210 1.4 0.5 24.3 51.4 16.7 0.0 5.7

兄弟・姉妹 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

その他親族 5 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 60.0 0.0

肢体不自由 25 0.0 0.0 12.0 60.0 12.0 0.0 16.0

音声・言語・そしゃく機能障害 23 0.0 0.0 17.4 65.2 8.7 0.0 8.7

視覚障害 10 0.0 0.0 20.0 40.0 20.0 0.0 20.0

聴覚・平衡機能障害 10 0.0 0.0 40.0 50.0 0.0 0.0 10.0

内部障害 7 0.0 0.0 28.6 57.1 14.3 0.0 0.0

知的障害 120 1.7 0.8 19.2 53.3 17.5 2.5 5.0

発達障害 144 1.4 0.0 24.3 50.7 16.0 1.4 6.3

精神障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 17 5.9 0.0 35.3 47.1 0.0 0.0 11.8

その他 14 7.1 0.0 28.6 42.9 7.1 0.0 14.3

介
助
者
別

障
害
別
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（15）主な介助者による介助状況 

問 13で「介助や支援は必要ない」以外を回答された方にお聞きします。 

問 14-2 あなたを主に介助・支援している人は、あなた以外に介護や子育てをしています

か。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者によるその他の介助状況は、「子ども（就学児・未就学児）の子育て」が 36.2％と最も

高く、次いで「高齢者（両親・祖父母等）の介護」が 6.1％、「障害のある方の介護」が 1.7％と続い

ています。 

 一方、「なし」が 34.5％と３割半ば近くを占めています。 

 令和元年度と比較すると、「病気の方の介護」以外の介護状況は下がっており、特に「子ども（就

学児・未就学児）の子育て」が 5.9ポイント下がっています。 

 

  

36.2

6.1

1.7

1.0

0.0

1.0

34.5

23.2

42.1

8.3

4.4

0.9

1.3

3.1

30.7

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子ども（就学児・未就学児）の子育て

高齢者（両親・祖父母等）の介護

障害のある方の介護

病気の方の介護

配偶者の介護

その他

なし

無回答

令和４年度

（n＝293）

令和元年度

（n＝228）
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【クロス集計】介助者別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別にみると、“父親”と“母親”ともに、「子ども（就学児・未就学児）の子育て」が３割半

ばを超えて最も高くなっています。 

 障害別にみると、回答数が 10件以上のいずれの障害でも「子ども（就学児・未就学児）の子育て」

が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

高齢者（両
親・祖父母
等）の介護

配偶者の
介護

子ども（就
学児・未就
学児）の子
育て

病気の方
の介護

障害のあ
る方の介
護

その他 なし 無回答

全体 293 6.1 0.0 36.2 1.0 1.7 1.0 34.5 23.2

父親 31 9.7 0.0 38.7 0.0 0.0 0.0 35.5 22.6

母親 210 4.8 0.0 38.1 1.4 1.9 1.0 37.1 19.0

兄弟・姉妹 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

その他親族 5 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0

ホームヘルパー 3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ボランティア 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 9 33.3 0.0 22.2 0.0 11.1 0.0 33.3 11.1

肢体不自由 28 10.7 0.0 28.6 0.0 3.6 0.0 42.9 21.4

音声・言語・そしゃく機能障害 26 11.5 0.0 50.0 0.0 3.8 0.0 23.1 15.4

視覚障害 12 0.0 0.0 41.7 0.0 0.0 0.0 41.7 16.7

聴覚・平衡機能障害 11 9.1 0.0 72.7 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2

内部障害 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 71.4 14.3

知的障害 135 6.7 0.0 41.5 1.5 1.5 1.5 31.9 20.0

発達障害 180 6.1 0.0 32.8 1.1 2.2 1.1 37.8 22.8

精神障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 18 5.6 0.0 50.0 0.0 5.6 0.0 27.8 16.7

その他 17 5.9 0.0 11.8 0.0 0.0 0.0 52.9 29.4

介
助
者
別

障
害
別
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（16）保護者の悩み・不安 

問 15 保護者の方にお聞きします。どのような悩みや不安を抱えていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者の悩み・不安は、「子どもの就学や進路について不安がある」が 78.9％、「子どもの成長や発

達について不安がある」が 69.4％と、子どもの将来についての項目が他の項目と比較して高くなって

います。次いで「精神的な負担が大きい」が 46.9％、「仕事との両立が難しい」が 40.9％と４割台で

続いています。 

 令和元年度と比較すると、「子どもの就学や進路について不安がある」以外の悩み・不安はすべて

の項目で下がっており、特に「睡眠が不足している」、「きょうだい児の世話が十分にできない」、「長

期的な外出ができない」、「他の家族の協力が少ない」、「何かあった時に介助を頼める人がいない」、

「体調不良でも病院に行く時間がない」は５ポイント以上下がっています。 

 

  

78.9

69.4

43.7

40.9

35.1

32.0

22.0

22.0

21.7

21.4

18.6

16.3

14.0

13.4

12.0

11.7

5.4

5.1

4.6

1.1

77.0

71.5

46.9

42.6

40.6

34.8

24.6

23.0

29.3

28.9

25.8

19.9

20.3

17.2

17.2

12.5

5.5

5.5

0.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの就学や進路について不安がある

子どもの成長や発達について不安がある

精神的な負担が大きい

仕事との両立が難しい

何かあった時に介助を頼める人がいない

自分の時間が取れず、自由がない

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

睡眠が不足している

きょうだい児の世話が十分にできない

長期的な外出ができない

介助してくれる人が足りない

他の家族の協力が少ない

健康について不安がある

体調不良でも病院に行く時間がない

周囲の人や職場などの理解がない

介助や支援の方法がわからない

その他

特に悩みや不安はない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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【全体と医療的ケア児の保護者との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療的ケア児の保護者と全体を比較すると、医療的ケア児の保護者の悩み・不安の割合は、「子ど

もの就学や進路について不安がある」以外のいずれの項目も全体を上回っています。特に「何かあっ

た時に介助を頼める人がいない」が 20 ポイント以上全体の割合を上回っています。また、「精神的な

負担が大きい」、「健康について不安がある」、「仕事との両立が難しい」、「経済的な負担が大きい」、

「身体的な負担が大きい」、「睡眠が不足している」でも、10ポイント以上全体を上回っています。 

 

  

78.9

69.4

43.7

40.9

35.1

32.0

22.0

22.0

21.7

21.4

18.6

16.3

14.0

13.4

12.0

11.7

5.4

5.1

4.6

1.1

75.4

69.6

58.0

53.6

56.5

33.3

33.3

34.8

31.9

23.2

27.5

26.1

17.4

27.5

17.4

17.4

2.9

11.6

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの就学や進路について不安がある

子どもの成長や発達について不安がある

精神的な負担が大きい

仕事との両立が難しい

何かあった時に介助を頼める人がいない

自分の時間が取れず、自由がない

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

睡眠が不足している

きょうだい児の世話が十分にできない

長期的な外出ができない

介助してくれる人が足りない

他の家族の協力が少ない

健康について不安がある

体調不良でも病院に行く時間がない

周囲の人や職場などの理解がない

介助や支援の方法がわからない

その他

特に悩みや不安はない

無回答

全体

（n＝350）

医療的ケア児の保護者

（n＝69）
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【クロス集計】障害別 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では、「何かあった時に介助を頼める人がいない」、“視覚障害”で

は「精神的な負担が大きい」が７割以上で最も高くなっています。 

 それ以外のいずれの障害でも、「子どもの就学や進路について不安がある」が最も高くなっていま

す。 

  

（単位:％）

ｎ

きょうだい児

の世話が十分

にできない

子どもの就学

や進路につい

て不安がある

子どもの成長

や発達につい

て不安がある

その他 特に悩みや
不安はない

無回答

全体 350 21.4 78.9 69.4 5.1 4.6 1.1

肢体不自由 30 16.7 66.7 53.3 10.0 6.7 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 34.6 73.1 65.4 7.7 3.8 0.0

視覚障害 12 16.7 66.7 33.3 16.7 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 64.3 28.6 7.1 7.1 7.1

内部障害 17 5.9 58.8 52.9 11.8 23.5 0.0

知的障害 140 25.7 86.4 70.7 5.7 0.7 0.7

発達障害 213 23.5 81.2 74.6 6.1 2.3 0.9

精神障害 3 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 23.8 76.2 57.1 9.5 4.8 0.0

その他 19 10.5 78.9 73.7 5.3 5.3 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ
身体的な負
担が大きい

健康につい
て不安があ
る

体調不良で

も病院に行く

時間がない

睡眠が不足
している

精神的な負
担が大きい

経済的な負
担が大きい

周囲の人や
職場などの
理解がない

全体 350 22.0 13.4 12.0 21.7 43.7 22.0 11.7

肢体不自由 30 56.7 30.0 20.0 46.7 53.3 30.0 10.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 42.3 15.4 19.2 38.5 53.8 11.5 3.8

視覚障害 12 33.3 16.7 25.0 25.0 75.0 41.7 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 0.0 14.3 21.4 21.4 21.4 7.1

内部障害 17 5.9 23.5 11.8 17.6 35.3 29.4 5.9

知的障害 140 34.3 18.6 17.9 27.9 43.6 24.3 12.1

発達障害 213 18.8 15.0 11.3 21.1 49.3 23.9 15.5

精神障害 3 33.3 33.3 0.0 33.3 66.7 66.7 33.3

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 47.6 28.6 23.8 33.3 52.4 14.3 14.3

その他 19 21.1 26.3 15.8 31.6 63.2 26.3 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ
介助してく
れる人が足
りない

何かあった時

に介助を頼め

る人がいない

他の家族の
協力が少な
い

仕事との両
立が難しい

長期的な外
出ができな
い

介助や支援
の方法がわ
からない

自分の時間
が取れず、
自由がない

全体 350 16.3 35.1 14.0 40.9 18.6 5.4 32.0

肢体不自由 30 30.0 70.0 16.7 63.3 30.0 10.0 46.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 46.2 65.4 11.5 42.3 23.1 3.8 42.3

視覚障害 12 16.7 41.7 16.7 66.7 25.0 8.3 50.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 35.7 0.0 42.9 14.3 0.0 14.3

内部障害 17 5.9 29.4 5.9 23.5 11.8 0.0 11.8

知的障害 140 25.0 55.0 13.6 51.4 29.3 7.1 37.9

発達障害 213 16.0 33.8 16.9 40.4 17.8 6.1 33.3

精神障害 3 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 50.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 21 33.3 61.9 9.5 61.9 23.8 4.8 38.1

その他 19 15.8 36.8 26.3 52.6 21.1 5.3 36.8

障
害
別
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３ 相談や福祉の情報について 

（１）日常生活で困っていること 

問 16 あなたは、日常生活で困っていることがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

(ご家族や支援者が回答する場合でも、ご本人(お子さん)の思いをご回答ください) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で困っていることは、「将来に不安を感じている」が 46.3％と最も高く、次いで「友だち

との関係がうまくいかない」が 32.6％、「緊急時の対応に不安がある」が 31.4％、「障害のため、身の

回りのことが十分できない」が 31.1％と続いています。 

 一方、「特にない」は 15.7％となっています。 

 令和元年度と比較すると、いずれの項目も下がっており、特に「健康状態に不安がある」、「障害や

病気に対する周りの理解がない」、「外出が大変である」、「病気や障害を理解した上で診てもらえる診

療所が近くにない」、「障害のため、身の回りのことが十分できない」は５ポイント以上下がっていま

す。 

  

46.3

32.6

31.4

31.1

27.4

17.7

16.6

16.0

12.3

10.3

9.7

7.4

6.9

5.4

7.7

15.7

1.7

51.2

35.2

32.8

36.3

30.9

25.0

20.7

22.3

14.5

14.5

12.5

12.9

14.8

6.6

5.5

13.3

1.6

0% 20% 40% 60%

将来に不安を感じている

友だちとの関係がうまくいかない

緊急時の対応に不安がある

障害のため、身の回りのことが十分できない

災害時の避難に不安がある

障害や病気に対する周りの理解がない

生活にお金がかかることに不安がある

外出が大変である

介助者に負担をかけている

困ったとき相談する相手がいない

学校などの先生とうまくいかない

病気や障害を理解した上で診てもらえる診療所が近くにない

健康状態に不安がある

住まいに不便を感じている

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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【クロス集計】家族構成別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家族構成別にみると、“その他”以外のいずれの家族構成も「将来に不安を感じている」が最も高

く、特に“ひとり親家庭”と“三世代”では５割を超えています。 

“ひとり親家庭”では、「障害や病気に対する周りの理解がない」や「生活にお金がかかることに不

安がある」が他の家族構成よりも高くなっています。 

“三世代”では、「障害のため、身の回りのことが十分できない」、「友だちとの関係がうまくいかな

い」が４割を超えて、他の家族構成よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

生活にお金が
かかることに
不安がある

将来に不安を
感じている

その他 特にない 無回答

全体 350 16.6 46.3 7.7 15.7 1.7

両親と同居 284 16.2 44.7 9.2 16.2 1.8

ひとり親家庭 31 25.8 54.8 0.0 19.4 3.2

三世代 29 13.8 51.7 3.4 10.3 0.0

その他 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

家

族

構

成

別

（単位:％）

ｎ

緊急時の対応
に不安がある

学校などの先
生とうまくい
かない

友だちとの関
係がうまくい
かない

障害や病気に
対する周りの
理解がない

困ったとき相
談する相手が
いない

病気や障害を理

解した上で診て

もらえる診療所

が近くにない

全体 350 31.4 9.7 32.6 17.7 10.3 7.4

両親と同居 284 31.3 10.2 32.0 16.9 10.6 7.4

ひとり親家庭 31 38.7 9.7 22.6 29.0 6.5 6.5

三世代 29 24.1 6.9 48.3 13.8 13.8 6.9

その他 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

家

族

構

成

別

（単位:％）

ｎ

健康状態に不
安がある

障害のため、身

の回りのことが

十分できない

介助者に負担
をかけている

外出が大変で
ある

住まいに不便
を感じている

災害時の避難
に不安がある

全体 350 6.9 31.1 12.3 16.0 5.4 27.4

両親と同居 284 7.0 29.2 12.0 16.2 4.9 27.5

ひとり親家庭 31 3.2 32.3 12.9 16.1 6.5 29.0

三世代 29 6.9 41.4 13.8 13.8 10.3 27.6

その他 2 0.0 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0

家

族

構

成

別
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では、「障害のため、身の回りのことが十分できない」が７割で最

も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害害”と“視覚障害”では、「災害時の避難に不安がある」が６割を

超えて最も高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも「将来に不安を感じている」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

生活にお金が
かかることに
不安がある

将来に不安を
感じている

その他 特にない 無回答

全体 350 16.6 46.3 7.7 15.7 1.7

肢体不自由 30 36.7 63.3 3.3 6.7 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 15.4 57.7 0.0 3.8 0.0

視覚障害 12 33.3 58.3 16.7 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 57.1 0.0 14.3 0.0

内部障害 17 17.6 35.3 17.6 17.6 5.9

知的障害 140 19.3 51.4 7.9 10.0 1.4

発達障害 213 15.5 49.3 8.5 14.6 1.4

精神障害 3 33.3 100.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 23.8 61.9 4.8 9.5 0.0

その他 19 26.3 47.4 10.5 10.5 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ

緊急時の対応
に不安がある

学校などの先
生とうまくい
かない

友だちとの関
係がうまくい
かない

障害や病気に
対する周りの
理解がない

困ったとき相
談する相手が
いない

病気や障害を理

解した上で診て

もらえる診療所

が近くにない

全体 350 31.4 9.7 32.6 17.7 10.3 7.4

肢体不自由 30 53.3 10.0 6.7 16.7 10.0 13.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 61.5 7.7 15.4 11.5 7.7 19.2

視覚障害 12 33.3 8.3 16.7 16.7 16.7 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 0.0 0.0 21.4 0.0 0.0

内部障害 17 17.6 0.0 5.9 23.5 0.0 5.9

知的障害 140 50.0 9.3 27.1 18.6 16.4 12.9

発達障害 213 30.0 13.1 44.1 21.1 12.2 8.9

精神障害 3 33.3 0.0 66.7 33.3 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 21 42.9 9.5 4.8 14.3 9.5 9.5

その他 19 21.1 10.5 47.4 21.1 10.5 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ

健康状態に不
安がある

障害のため、身

の回りのことが

十分できない

介助者に負担
をかけている

外出が大変で
ある

住まいに不便
を感じている

災害時の避難
に不安がある

全体 350 6.9 31.1 12.3 16.0 5.4 27.4

肢体不自由 30 23.3 70.0 40.0 50.0 20.0 56.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 23.1 57.7 30.8 34.6 11.5 61.5

視覚障害 12 25.0 33.3 41.7 41.7 25.0 66.7

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 35.7 7.1 7.1 7.1 42.9

内部障害 17 29.4 17.6 5.9 17.6 5.9 23.5

知的障害 140 7.9 48.6 20.0 24.3 7.1 43.6

発達障害 213 3.8 28.6 11.7 14.1 4.2 24.9

精神障害 3 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

難病（特定疾病） 21 14.3 52.4 28.6 33.3 14.3 52.4

その他 19 0.0 42.1 5.3 10.5 5.3 10.5

障
害
別
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（２）困ったときの相談相手 

問 17 あなたや保護者の方が困ったときに相談する相手は誰ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本人や保護者が困ったときの相談相手は、「家族や親族」が 78.6％と最も高く、次いで「児童発達

支援や放課後等デイサービス事業所の職員」が 54.9％、「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医

療相談員）」が 45.4％、「学校の教職員」が 40.9％と続いています。 

 一方、「どこに相談すればいいかわからない」は 0.6％、「相談する相手がいない」は 1.7％となって

います。 

  

78.6

54.9

45.4

40.9

28.9

28.9

17.4

11.7

9.7

6.3

4.6

4.3

3.7

3.7

3.1

3.1

1.7

1.4

1.4

0.6

0.3

0.3

0.0

0.6

5.1

1.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親族

児童発達支援や放課後等デイサービス事業所の職員

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

学校の教職員

友人・知人

教育委員会・教育センター

保育園・こども園・幼稚園の教職員

障害福祉課・予防対策課

相談支援事業所等の相談支援専門員

障害等の当事者会や家族の会

近所の人

子ども家庭支援センター

保健サービスセンター

ヘルパー等福祉従事者

児童相談センター（児童相談所）

文京区社会福祉協議会

民生委員・児童委員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

身体障害者相談員・知的障害者相談員

ピアサポーター

障害者基幹相談支援センター

各地区の生活あんしん拠点（地域生活支援拠点）

どこに相談すればいいかわからない

その他

相談する相手がいない

無回答

n＝350

医療関係の相談窓口（地域包括ケア歯科相談窓口、かかりつけ医
・在宅療養相談窓口、患者の声相談窓口等）
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、回答数が 10件以上のいずれの障害でも、「家族や親族」が最も高く、「医療関係

者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」も４割を超えて高くなっています。 

“知的障害”と“発達障害”では、「児童発達支援や放課後等デイサービス事業所の職員」が６割を

超えて、他の障害よりも高くなっています。 

“視覚障害”と“発達障害”では、「教育委員会・教育センター」が３割を超えて、他の障害よりも

高くなっています。 

“内部障害”では、「相談する相手がいない」が 11.8％と１割を超えています。  

（単位:％）

ｎ

各地区の生

活あんしん

拠点（地域

生活支援拠

点）

子ども家
庭支援セ
ンター

教育委員
会・教育
センター

児童相談
センター
（児童相
談所）

文京区社
会福祉協
議会

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 350 0.0 4.3 28.9 3.1 1.7 0.6 5.1 1.7 0.6

肢体不自由 30 0.0 0.0 6.7 3.3 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 7.7 15.4 0.0 0.0 0.0 11.5 0.0 0.0

視覚障害 12 0.0 8.3 33.3 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

内部障害 17 0.0 0.0 17.6 5.9 0.0 0.0 0.0 11.8 0.0

知的障害 140 0.0 2.1 18.6 2.1 2.1 0.7 5.7 4.3 0.7

発達障害 213 0.0 5.6 34.3 3.8 2.3 0.9 5.6 0.5 0.5

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 0.0 19.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0

その他 19 0.0 0.0 36.8 5.3 5.3 0.0 5.3 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

ヘルパー
等福祉従
事者

児童発達支

援や放課後

等デイサー

ビス事業所

の職員

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係者

（医師・歯科

医師・看護

師・医療相

談員）

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防
対策課

障害福祉

課・予防対

策課以外の

区の窓口

保健サー
ビスセン
ター

障害者基
幹相談支
援セン
ター

全体 350 3.1 54.9 9.7 45.4 3.7 11.7 1.4 3.7 0.3

肢体不自由 30 16.7 33.3 10.0 60.0 6.7 26.7 3.3 3.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 7.7 46.2 7.7 46.2 0.0 15.4 3.8 3.8 0.0

視覚障害 12 16.7 16.7 8.3 50.0 8.3 25.0 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 14.3 7.1 57.1 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 5.9 5.9 5.9 64.7 17.6 11.8 5.9 5.9 0.0

知的障害 140 5.0 61.4 12.1 50.7 3.6 12.9 2.1 2.9 0.7

発達障害 213 1.4 63.8 11.7 42.7 2.8 10.8 1.9 3.3 0.5

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 42.9 9.5 76.2 0.0 23.8 0.0 0.0 0.0

その他 19 5.3 57.9 10.5 52.6 5.3 10.5 0.0 5.3 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知
人

ピアサ
ポーター

学校の教
職員

保育園・こ

ども園・幼

稚園の教

職員

民生委
員・児童
委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

身体障害者

相談員・知

的障害者相

談員

全体 350 78.6 4.6 28.9 0.3 40.9 17.4 1.4 6.3 0.6

肢体不自由 30 86.7 3.3 26.7 0.0 46.7 6.7 0.0 13.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 92.3 3.8 26.9 0.0 46.2 7.7 0.0 19.2 0.0

視覚障害 12 83.3 16.7 33.3 0.0 41.7 8.3 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 85.7 7.1 7.1 0.0 50.0 14.3 0.0 21.4 0.0

内部障害 17 70.6 0.0 17.6 0.0 23.5 5.9 0.0 17.6 0.0

知的障害 140 77.9 5.0 32.1 0.0 53.6 10.7 0.7 12.1 1.4

発達障害 213 75.6 4.2 25.8 0.5 45.1 15.0 2.3 2.8 0.9

精神障害 3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 100.0 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 90.5 0.0 19.0 0.0 52.4 0.0 0.0 19.0 0.0

その他 19 94.7 10.5 47.4 0.0 21.1 47.4 0.0 5.3 0.0

障
害
別
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（３）福祉情報の入手先 

問 18 あなたは、福祉に関する情報を、主にどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉情報の入手先は、「児童発達支援、放課後等デイサービスなどの療育機関」が 42.6％、「インタ

ーネット」が 42.0％と４割台となっており、「区の広報紙（区報等）」が 34.9％、「区のホームページ」

が 24.0％と続いています。 

 一方、「特にない」は 11.1％となっています。 

 

  

42.6

42.0

34.9

24.0

18.6

18.0

16.9

13.4

12.3

10.6

8.6

6.6

4.9

2.3

6.0

11.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

児童発達支援、放課後等デイサービスなどの療育機関

インターネット

区の広報紙（区報等）

区のホームページ

文の京・障害者福祉のてびき

SNS（     ・         ・     ）

医療機関

学校の教職員

障害等の当事者会や家族の会

新聞・書籍

区の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

テレビ・ラジオ

保健サービスセンター

その他

特にない

無回答

n＝350
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では、「文の京・障害者福祉のてびき」が６割で最も高くなってい

ます。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“知的障害”、“難病（特定疾病）”では、

「区の広報紙（区報等）」が最も高く、特に“難病（特定疾病）”では 57.1％と５割半ばを超えていま

す。 

“視覚障害”、“内部障害”では、「インターネット」が最も高く、特に“視覚障害”では 66.7％と６

割半ばを超えています。 

“発達障害”では、「児童発達支援、放課後等デイサービスなどの療育機関」が５割前後で最も高く

なっており、“知的障害”も４割を占めています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

障害等の
当事者会
や家族の
会

医療機関 学校の教
職員

保育園・こ

ども園・幼

稚園の教

職員

児童発達支

援、放課後

等デイサー

ビスなどの

療育機関

その他 特にない 無回答

全体 350 12.3 16.9 13.4 6.6 42.6 6.0 11.1 2.0

肢体不自由 30 13.3 33.3 13.3 0.0 16.7 3.3 13.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 23.1 26.9 11.5 7.7 19.2 7.7 15.4 0.0

視覚障害 12 8.3 16.7 0.0 0.0 33.3 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 14.3 21.4 0.0 21.4 0.0 7.1 0.0

内部障害 17 11.8 23.5 0.0 5.9 5.9 5.9 11.8 0.0

知的障害 140 24.3 18.6 17.1 2.9 40.0 8.6 10.0 1.4

発達障害 213 8.5 16.9 15.0 6.6 49.3 6.6 12.7 2.8

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 23.8 38.1 14.3 0.0 23.8 0.0 4.8 0.0

その他 19 15.8 10.5 5.3 21.1 52.6 5.3 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

区の広報
紙（区報
等）

区のホー
ムページ

文の京・
障害者福
祉のてび
き

区の窓口 保健サー
ビスセン
ター

テレビ・
ラジオ

インター
ネット

SNS（ソー

シャル・ネッ

トワーキン

グ・サービ

ス）

新聞・書
籍

全体 350 34.9 24.0 18.6 8.6 2.3 4.9 42.0 18.0 10.6

肢体不自由 30 43.3 26.7 60.0 13.3 3.3 10.0 50.0 23.3 6.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 42.3 15.4 34.6 11.5 3.8 11.5 34.6 26.9 15.4

視覚障害 12 33.3 16.7 25.0 16.7 8.3 8.3 66.7 8.3 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 14.3 7.1 7.1 0.0 0.0 28.6 28.6 0.0

内部障害 17 23.5 35.3 29.4 23.5 5.9 0.0 47.1 11.8 5.9

知的障害 140 41.4 24.3 34.3 12.1 2.1 7.9 40.0 17.1 11.4

発達障害 213 30.5 20.2 12.2 6.6 1.9 4.7 41.3 18.8 11.3

精神障害 3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 57.1 33.3 52.4 19.0 0.0 9.5 42.9 14.3 14.3

その他 19 31.6 36.8 15.8 21.1 5.3 0.0 52.6 15.8 26.3

障
害
別
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（４）将来希望する生活 

問 19 あなたは今後、どのような生活を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将来希望する生活は、「親や親族と一緒に生活する」が 40.6％と最も高く、次いで「地域で独立し

て生活する」が 24.6％と続いており、それ以外の項目は１割を下回っています。 

 一方、「わからない」は 20.3％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「地域で独立して生活する」が 3.5ポイント上がっており、反対に「わか

らない」が 4.7ポイント下がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「親や親族と一緒に生活する」が３割を超えて高くなっていま

す。 

“肢体不自由”では「入所施設（障害者支援施設等）で生活する」が、“音声・言語・そしゃく機能

障害”、“知的障害”、“難病（特定疾病）”では「グループホームで生活する」が、１割を超えて他の

障害よりも高くなっています 

“音声・言語・そしゃく機能障害”では「地域で独立して生活する」が 7.7％と唯一１割を下回り、

他の障害よりも低くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

地域で独立
して生活す
る

親や親族と
一緒に生活
する

グループ
ホームで生
活する

入所施設
（障害者支
援施設等）
で生活する

その他 わからない 無回答

全体 350 24.6 40.6 7.7 2.9 1.1 20.3 2.9

肢体不自由 30 20.0 36.7 6.7 16.7 6.7 13.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 7.7 53.8 11.5 3.8 3.8 19.2 0.0

視覚障害 12 16.7 66.7 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 35.7 7.1 7.1 7.1 14.3 0.0

内部障害 17 29.4 35.3 0.0 0.0 5.9 29.4 0.0

知的障害 140 13.6 36.4 17.1 5.7 0.7 24.3 2.1

発達障害 213 24.4 42.7 7.0 1.4 0.5 19.7 4.2

精神障害 3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 19.0 42.9 14.3 9.5 4.8 9.5 0.0

その他 19 42.1 31.6 5.3 0.0 0.0 15.8 5.3

障
害
別

令和４年度

（n=350）

令和元年度

（n=256）

地
域
で
独
立
し
て
生
活
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

親
や
親
族
と
一
緒
に
生
活
す
る

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
生
活
す
る

入
所
施
設
（

障
害
者
支
援
施
設

等
）

で
生
活
す
る

7.7

6.3

1.1

2.3

2.9

2.0

24.6

21.1

40.6

41.0

20.3

25.0

2.9

2.3

(%)
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（５）地域で安心して暮らすために必要な施策 

問 20 あなたが地域で安心して暮らしていくためには、どのような施策が重要だと思います

か。（○は５つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために必要な施策は、「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」が 53.4％、

「周囲の人の障害に対する理解の促進」が 51.1％と５割を超えており、次いで「働くための訓練・就

労に向けた支援の充実」が 43.7％、「仕事を継続するための支援の充実」が 30.6％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「日中活動系サービスの充実」、「福祉・医療・介護との連携の充実」、

「災害時支援の充実」、「建物・道路等のバリアフリー化」が５ポイント以上下がっています。 

  

53.4

51.1

43.7

30.6

25.7

24.9

21.7

19.4

18.0

14.9

14.6

14.3

9.4

9.1

7.7

7.1

5.7

5.4

4.9

4.6

2.9

1.7

1.7

0.9

2.6

2.0

52.0

52.3

41.4

30.1

25.0

23.0

28.5

21.1

18.4

17.2

13.7

9.0

14.8

15.6

9.0

7.4

4.7

8.6

6.6

5.1

3.1

7.0

2.0

1.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

周囲の人の障害に対する理解の促進

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

仕事を継続するための支援の充実

経済的支援の充実

身近な地域で相談できる場の充実

福祉と教育の連携の充実

日中活動系サービスの充実

医療やリハビリテーションの充実

趣味やスポーツ活動の充実

グループホームの整備

財産管理や見守り等の支援の充実

入所施設の整備

災害時支援の充実

福祉・医療・介護との連携の充実

短期入所（ショートステイ）の整備

訪問系サービスの充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

居住支援の充実

地域交流の場の充実

その他

福祉機器・補装具などの充実

建物・道路等のバリアフリー化

意思疎通支援の充実

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

※「福祉と教育の連携の充実」は令和４年度から追加
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【全体と医療的ケア児との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療的ケア児と全体を比較すると、医療的ケア児が地域で安心して暮らすために必要な施策の割合

は、「グループホームの整備」が 12.9 ポイント、「訪問系サービスの充実」が 11.7 ポイントと、「福

祉・医療・介護との連携の充実」が 9.7ポイント、「医療やリハビリテーションの充実」が 9.5ポイン

ト、「入所施設の整備」が 9.4ポイントと、大きく全体の割合を上回っています。 

一方、「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」は 9.9 ポイント、「仕事を継続するための支援の

充実」は 8.9 ポイント、「身近な地域で相談できる場の充実」は 7.5 ポイント、「働くための訓練・就

労に向けた支援の充実」は 6.0ポイントと、５ポイント以上全体の割合を下回っています。 

  

53.4

51.1

43.7

30.6

25.7

24.9

21.7

19.4

18.0

14.9

14.6

14.3

9.4

9.1

7.7

7.1

5.7

5.4

4.9

4.6

1.7

1.7

0.9

2.9

2.6

2.0

43.5

56.5

37.7

21.7

27.5

17.4

18.8

26.1

27.5

14.5

27.5

15.9

18.8

8.7

17.4

13.0

17.4

4.3

4.3

2.9

1.4

1.4

1.4

5.8

1.4

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

周囲の人の障害に対する理解の促進

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

仕事を継続するための支援の充実

経済的支援の充実

身近な地域で相談できる場の充実

福祉と教育の連携の充実

日中活動系サービスの充実

医療やリハビリテーションの充実

趣味やスポーツ活動の充実

グループホームの整備

財産管理や見守り等の支援の充実

入所施設の整備

災害時支援の充実

福祉・医療・介護との連携の充実

短期入所（ショートステイ）の整備

訪問系サービスの充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

居住支援の充実

地域交流の場の充実

福祉機器・補装具などの充実

建物・道路等のバリアフリー化

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

全体

（n＝350）

医療的ケア児

（n＝69）
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【クロス集計】年代別 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、０～８歳までの年代では「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」が最も高く、

年代が上がるにつれて低くなる傾向にあります。 

 ９歳以上では「周囲の人の障害に対する理解の促進」が最も高くなっています。また、３～11 歳の

年代では５割を超えています。 

 また、いずれの年代でも「働くための訓練・就労に向けた支援の充実」が３割以上、「経済的支援

の充実」が２割以上となっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

経済的支
援の充実

災害時支
援の充実

地域交流
の場の充
実

福祉・医
療・介護
との連携
の充実

福祉と教
育の連携
の充実

その他 特にない 無回答

全体 350 25.7 9.1 4.6 7.7 21.7 2.9 2.6 2.0

０～２歳 7 28.6 0.0 14.3 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0

３～５歳 90 25.6 5.6 2.2 6.7 23.3 2.2 3.3 2.2

６～８歳 88 20.5 12.5 6.8 5.7 27.3 1.1 2.3 0.0

９～11歳 61 29.5 3.3 3.3 3.3 19.7 1.6 3.3 1.6

12～14歳 60 33.3 15.0 5.0 10.0 11.7 3.3 3.3 3.3

15歳以上 26 23.1 11.5 7.7 19.2 3.8 3.8 0.0 7.7

年
代
別

（単位:％）

ｎ

意思疎通
支援の充
実

福祉機
器・補装
具などの
充実

グループ
ホームの
整備

入所施設
の整備

居住支援
の充実

建物・道
路等のバ
リアフ
リー化

当事者同士

で支援しあ

える仕組み

づくり

趣味やス
ポーツ活
動の充実

財産管理
や見守り
等の支援
の充実

全体 350 0.9 1.7 14.6 9.4 4.9 1.7 5.4 14.9 14.3

０～２歳 7 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 28.6

３～５歳 90 1.1 0.0 12.2 8.9 3.3 2.2 2.2 7.8 11.1

６～８歳 88 0.0 0.0 9.1 8.0 2.3 1.1 5.7 20.5 12.5

９～11歳 61 0.0 1.6 13.1 9.8 6.6 1.6 1.6 16.4 13.1

12～14歳 60 1.7 5.0 26.7 13.3 10.0 0.0 8.3 20.0 16.7

15歳以上 26 3.8 3.8 19.2 7.7 7.7 0.0 7.7 11.5 26.9

年
代
別

（単位:％）

ｎ

周囲の人
の障害に
対する理
解の促進

医療やリ
ハビリ
テーショ
ンの充実

幼少期・学

齢期から

の教育・育

成の充実

働くための

訓練・就労

に向けた支

援の充実

仕事を継
続するた
めの支援
の充実

身近な地
域で相談
できる場
の充実

訪問系
サービス
の充実

日中活動
系サービ
スの充実

短期入所
の整備

全体 350 51.1 18.0 53.4 43.7 30.6 24.9 5.7 19.4 7.1

０～２歳 7 42.9 28.6 85.7 57.1 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0

３～５歳 90 56.7 20.0 70.0 38.9 22.2 22.2 3.3 13.3 5.6

６～８歳 88 51.1 13.6 69.3 47.7 28.4 26.1 9.1 20.5 5.7

９～11歳 61 52.5 14.8 47.5 49.2 31.1 31.1 4.9 18.0 8.2

12～14歳 60 48.3 18.3 23.3 46.7 46.7 25.0 1.7 21.7 8.3

15歳以上 26 34.6 15.4 7.7 34.6 34.6 19.2 15.4 30.8 15.4

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では「医療やリハビリテーションの充実」が 46.7％と４割半ばを

超えて最も高くなっています。 

“視覚障害”では、「経済的支援の充実」が 41.7％と４割を超えて最も高くなっています。 

“発達障害”では「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」が６割を超えて最も高くなっていま

す。 

“難病（特定疾病）”では、「日中活動系サービスの充実」が 57.1％と５割半ばを超えて最も高くなっ

ています。 

 それ以外の障害ではいずれも「周囲の人の障害に対する理解の促進」が最も高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

意思疎通
支援の充
実

福祉機
器・補装
具などの
充実

グループ
ホームの
整備

入所施設
の整備

居住支援
の充実

建物・道
路等のバ
リアフ
リー化

当事者同士

で支援しあ

える仕組み

づくり

趣味やス
ポーツ活
動の充実

財産管理
や見守り
等の支援
の充実

全体 350 0.9 1.7 14.6 9.4 4.9 1.7 5.4 14.9 14.3

肢体不自由 30 0.0 10.0 30.0 30.0 10.0 6.7 6.7 6.7 20.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 3.8 7.7 30.8 23.1 7.7 0.0 3.8 11.5 19.2

視覚障害 12 0.0 8.3 16.7 16.7 8.3 8.3 8.3 25.0 25.0

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 0.0 7.1 7.1 7.1 0.0 0.0 21.4 7.1

内部障害 17 0.0 0.0 11.8 0.0 0.0 5.9 5.9 11.8 11.8

知的障害 140 0.7 1.4 33.6 18.6 7.9 1.4 6.4 20.7 23.6

発達障害 213 0.9 0.9 13.1 8.0 5.2 0.0 5.6 13.6 15.0

精神障害 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 4.8 33.3 19.0 9.5 4.8 0.0 0.0 23.8

その他 19 0.0 0.0 5.3 0.0 5.3 5.3 10.5 21.1 10.5

障
害
別

（単位:％）

ｎ

周囲の人
の障害に
対する理
解の促進

医療やリ
ハビリ
テーショ
ンの充実

幼少期・学

齢期から

の教育・育

成の充実

働くための

訓練・就労

に向けた支

援の充実

仕事を継
続するた
めの支援
の充実

身近な地
域で相談
できる場
の充実

訪問系
サービス
の充実

日中活動
系サービ
スの充実

短期入所
の整備

全体 350 51.1 18.0 53.4 43.7 30.6 24.9 5.7 19.4 7.1

肢体不自由 30 36.7 46.7 26.7 30.0 16.7 13.3 23.3 43.3 23.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 42.3 30.8 30.8 38.5 26.9 26.9 23.1 30.8 23.1

視覚障害 12 33.3 16.7 25.0 33.3 33.3 8.3 8.3 16.7 16.7

聴覚・平衡機能障害 14 64.3 28.6 42.9 21.4 35.7 14.3 0.0 14.3 21.4

内部障害 17 47.1 35.3 23.5 29.4 29.4 5.9 11.8 5.9 5.9

知的障害 140 47.9 17.1 45.0 47.1 30.7 17.9 11.4 33.6 12.1

発達障害 213 51.2 14.1 60.6 47.9 33.3 26.8 2.8 16.9 5.2

精神障害 3 66.7 33.3 33.3 66.7 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 38.1 23.8 38.1 42.9 23.8 4.8 23.8 57.1 9.5

その他 19 36.8 10.5 68.4 47.4 15.8 47.4 0.0 10.5 10.5

障
害
別

（単位:％）

ｎ

経済的支
援の充実

災害時支
援の充実

地域交流
の場の充
実

福祉・医
療・介護
との連携
の充実

福祉と教
育の連携
の充実

その他 特にない 無回答

全体 350 25.7 9.1 4.6 7.7 21.7 2.9 2.6 2.0

肢体不自由 30 30.0 10.0 6.7 23.3 3.3 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 15.4 7.7 15.4 15.4 15.4 0.0 0.0 0.0

視覚障害 12 41.7 25.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 21.4 7.1 28.6 35.7 7.1 0.0 0.0

内部障害 17 29.4 11.8 0.0 11.8 23.5 0.0 11.8 0.0

知的障害 140 25.7 12.1 7.1 10.7 17.9 1.4 0.0 1.4

発達障害 213 23.0 8.0 4.2 6.1 23.9 3.8 1.9 3.3

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 33.3 14.3 4.8 14.3 28.6 0.0 0.0 0.0

その他 19 26.3 5.3 10.5 5.3 31.6 5.3 0.0 0.0

障
害
別
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４ 福祉サービスについて 

（１）現在利用しているサービス 

問 21 障害児通所支援等の利用状況と満足度についてお聞きします。 

Ａ．現在利用しているサービスに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在利用している障害児通所支援サービス等は、「放課後等デイサービス」が 50.6％と最も高く、

次いで「児童発達支援」が 39.1％、「計画相談支援」が 20.3％と続いています。 

  

39.1

4.0

50.6

2.3

4.9

2.3

14.6

4.9

2.9

6.0

1.4

0.6

2.0

1.7

0.6

5.4

15.1

18.0

4.9

2.0

1.7

16.6

2.0

20.3

12.9

0.9

0% 20% 40% 60%

１．児童発達支援

２．医療型児童発達支援

３．放課後等デイサービス

４．居宅訪問型児童発達支援

５．保育所等訪問支援

６．障害児入所施設

１．補装具費の支給等

２．短期保護

３．医療的ケア児在宅レスパイト事業

４．福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成

１．居宅介護

２．重度訪問介護

３．同行援護

４．行動援護

５．重度障害者等包括支援

６．短期入所

１．相談支援事業

２．移動支援事業

３．日常生活用具給付事業

４．日中短期入所事業

５．地域活動支援センター事業

１．障害児相談支援

２．地域相談支援

３．計画相談支援

１．障害者（児）歯科診療

２．在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業

n=350

（１）児童福祉法に基づく

サービス

（２）日常生活の

サービス

（３）障害福祉サービス

（５）相談支援

（４）地域生活支援事業

（６）その他
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（２）サービスの満足度 

Ｂ．現在利用しているサービスに満足していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害児通所支援等のサービスの「満足」と「やや満足」を合わせた『満足』は、回答

数が 10 件以上のサービスでみると、「児童発達支援」が 71.6％と唯一７割を超えて最も高く、次いで

「放課後等デイサービス」が 69.0％、「障害者（児）歯科診療」が 64.4％と続いています。 

「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』は、「移動支援事業」が 38.1％、「短期保護」が 35.3％と

３割を超えています。 

  

１．児童発達支援 (n=137)

２．医療型児童発達支援 (n=14)

３．放課後等デイサービス (n=177)

４．居宅訪問型児童発達支援 (n=8)

５．保育所等訪問支援 (n=17)

６．障害児入所施設 (n=8)

１．補装具費の支給等 (n=51)

２．短期保護 (n=17)

３．医療的ケア児在宅レスパイト事業 (n=10)

４．福祉タクシー利用券・
自動車燃料費助成

(n=21)

１．居宅介護 (n=5)

２．重度訪問介護 (n=2)

３．同行援護 (n=7)

４．行動援護 (n=6)

５．重度障害者等包括支援 (n=2)

６．短期入所 (n=19)

１．相談支援事業 (n=53)

２．移動支援事業 (n=63)

３．日常生活用具給付事業 (n=17)

４．日中短期入所事業 (n=7)

５．地域活動支援センター事業 (n=6)

１．障害児相談支援 (n=58)

２．地域相談支援 (n=7)

３．計画相談支援 (n=71)

１．障害者（児）歯科診療 (n=45)

２．在宅療養者等歯科訪問健診・
予防相談指導事業

(n=3)

無
回
答

満
足

や
や
満
足

ふ
つ
う

や
や
不
満

不
満

45.3

35.7

37.9

50.0

41.2

50.0

31.4

23.5

30.0

38.1

40.0

0.0

42.9

16.7

0.0

31.6

20.8

31.7

41.2

14.3

16.7

25.9

28.6

23.9

44.4

0.0

26.3

21.4

31.1

25.0

11.8

12.5

19.6

23.5

10.0

4.8

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

26.3

32.1

19.0

17.6

0.0

0.0

25.9

14.3

26.8

20.0

0.0

12.4

21.4

8.5

25.0

47.1

37.5

19.6

17.6

30.0

23.8

40.0

100.0

28.6

33.3

100.0

15.8

30.2

11.1

29.4

42.9

50.0

25.9

28.6

33.8

15.6

66.7

11.7

14.3

16.4

0.0

0.0

0.0

21.6

23.5

20.0

19.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

10.5

5.7

22.2

5.9

14.3

0.0

5.2

14.3

7.0

6.7

33.3

3.6

7.1

5.6

0.0

0.0

0.0

7.8

11.8

0.0

9.5

0.0

0.0

28.6

33.3

0.0

15.8

11.3

15.9

5.9

28.6

33.3

13.8

14.3

8.5

8.9

0.0

0.7

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.4

0.0

0.0

4.4

0.0

(%)

（１）児童福祉法に基づく

サービス

（２）日常生活の

サービス

（３）障害福祉サービス

（５）相談支援

（４）地域生活支援事業

（６）その他
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（３）サービスの『不満』の理由 

Ｂ欄で「やや不満」、「不満」を選んだ方 

Ｃ．サービスに不満の理由を下の欄からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害児通所支援サービス等の『不満』の理由を、『不満』と答えた回答数が 10 件以上

のサービスでみると、“児童発達支援”では、「サービス提供事業所が少ない」が 52.4％と最も高くな

っています。 

“放課後等デイサービス”と“移動支援事業”では「利用できる回数や日数等が少ない」が６割を超

えて最も高く、特に“移動支援事業”では７割に達しています。 

“障害児相談支援”と“計画相談支援”では「サービス内容（質）に不安を感じる」と「サービス提

供事業所の対応が良くない」がともに最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

利
用
で
き
る
回
数
や
日
数
等

が
少
な
い

利
用
料
が
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
少

な
い

利
用
日
時
が
合
わ
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容

（
質

）
に
不

安
を
感
じ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の
対

応
が
良
く
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
等
に

関
す
る
十
分
な
説
明
が
な
い

事
業
所
と
家
族
の
連
携
が
取

れ
て
い
な
い

医
療
的
ケ
ア
の
対
応
が
十
分

で
な
い

そ
の
他

無
回
答

児童発達支援 21 38.1 9.5 52.4 23.8 33.3 4.8 4.8 14.3 0.0 23.8 0.0

医療型児童発達支援 3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

放課後等デイサービス 39 64.1 17.9 51.3 25.6 33.3 7.7 2.6 5.1 7.7 15.4 0.0

居宅訪問型児童発達支援 0 - - - - - - - - - - -

保育所等訪問支援 0 - - - - - - - - - - -

障害児入所施設 0 - - - - - - - - - - -

補装具費の支給等 15 6.7 13.3 0.0 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 6.7

短期保護 6 33.3 0.0 50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7

医療的ケア児在宅レスパイト事業 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成 6 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 16.7

居宅介護 0 - - - - - - - - - - -

重度訪問介護 0 - - - - - - - - - - -

同行援護 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

行動援護 3 66.7 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

重度障害者等包括支援 0 - - - - - - - - - - -

短期入所 5 20.0 0.0 60.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

相談支援事業 9 11.1 11.1 11.1 11.1 55.6 66.7 22.2 22.2 0.0 11.1 0.0

移動支援事業 24 70.8 0.0 62.5 33.3 12.5 8.3 4.2 0.0 4.2 20.8 4.2

日常生活用具給付事業 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

日中短期入所事業 3 33.3 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

地域活動支援センター事業 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障害児相談支援 11 27.3 0.0 0.0 9.1 36.4 36.4 9.1 18.2 0.0 27.3 0.0

地域相談支援 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

計画相談支援 11 9.1 9.1 18.2 18.2 45.5 45.5 27.3 27.3 0.0 36.4 0.0

障害者（児）歯科診療 7 14.3 0.0 42.9 28.6 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 28.6 0.0
在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
別
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（４）今後利用したいサービス 

Ｄ．現在は利用していないが、今後利用したいサービスに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後利用したい障害児通所支援サービス等は、「放課後等デイサービス」が 32.4％と唯一３割を超

えて最も高く、次いで「移動支援事業」が 20.2％、「福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成」と

「障害者（児）歯科診療」がともに 16.7％、「障害児相談支援」が 14.4％と続いています。 

  

9.9

4.5

32.4

4.4

3.9

7.6

2.3

8.4

1.5

16.7

2.9

1.1

11.1

9.3

1.4

10.9

11.8

20.2

2.1

8.5

6.4

14.4

11.7

11.5

16.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40%

１．児童発達支援

２．医療型児童発達支援

３．放課後等デイサービス

４．居宅訪問型児童発達支援

５．保育所等訪問支援

６．障害児入所施設

１．補装具費の支給等

２．短期保護

３．医療的ケア児在宅レスパイト事業

４．福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成

１．居宅介護

２．重度訪問介護

３．同行援護

４．行動援護

５．重度障害者等包括支援

６．短期入所

１．相談支援事業

２．移動支援事業

３．日常生活用具給付事業

４．日中短期入所事業

５．地域活動支援センター事業

１．障害児相談支援

２．地域相談支援

３．計画相談支援

１．障害者（児）歯科診療

２．在宅療養者等歯科訪問健診・予防相談指導事業

（１）児童福祉法に基づく

サービス

（２）日常生活の

サービス

（３）障害福祉サービス

（５）相談支援

（４）地域生活支援事業

（６）その他
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（５）障害児支援利用計画の作成手段 

問 21にあるいずれかの障害児通所支援サービス等で「Ａ 現在利用している」に○をつけた方に
お聞きします。 

問 22 どのように障害児支援利用計画を作成しましたか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在障害児通所支援サービス等を利用している方が、どのように障害児支援利用計画を作成したか

は、「障害児相談支援事業所の相談支援専門員に障害児支援利用計画の作成を依頼している」が

47.1％、「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」が 29.6％となっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“視覚障害”では「障害児相談支援事業所の相談支援専門員に障害児支援利用計

画の作成を依頼している」と「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」がともに

25.0％となっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」が「障害児相

談支援事業所の相談支援専門員に障害児支援利用計画の作成を依頼している」よりも高くなっていま

す。 

  

（単位:％）

ｎ
障害児相談支援事業所の相談

支援専門員に障害児支援利用

計画の作成を依頼している

自分たち家族や支援者とセル
フプランを作成している

無回答

全体 314 47.1 29.6 23.2

肢体不自由 29 41.4 17.2 41.4

音声・言語・そしゃく機能障害 26 57.7 23.1 19.2

視覚障害 12 25.0 25.0 50.0

聴覚・平衡機能障害 12 25.0 33.3 41.7

内部障害 10 30.0 10.0 60.0

知的障害 133 54.9 25.6 19.5

発達障害 193 47.7 32.1 20.2

精神障害 2 0.0 100.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 50.0

難病（特定疾病） 19 52.6 26.3 21.1

その他 19 36.8 42.1 21.1

障
害
別

全　体

（n=314）

障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談

支
援
専
門
員
に
障
害
児
支
援
利
用

計
画
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る

自
分
た
ち
家
族
や
支
援
者
と
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る

無
回
答

29.647.1 23.2

(%)
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【クロス集計】障害児通所支援サービス等別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用している障害児通所支援サービス等別にみると、すべてのサービス利用者で「障害児相談支援

事業所の相談支援専門員に障害児支援利用計画の作成を依頼している」が最も高くなっています。 

“保育所等訪問支援”では「障害児相談支援事業所の相談支援専門員に障害児支援利用計画の作成を

依頼している」と「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」がともに 23.5％となって

います。 

「自分たち家族や支援者とセルフプランを作成している」は、“放課後等デイサービス”が 31.6％、

“移動支援事業”が 28.6％、“児童発達支援”が 26.3％と２割半ばを超えています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
障害児相談支援事業所の相談

支援専門員に障害児支援利用

計画の作成を依頼している

自分たち家族や支援者とセル
フプランを作成している

無回答

全体 314 47.1 29.6 23.2

児童発達支援 137 51.1 26.3 22.6

医療型児童発達支援 14 35.7 21.4 42.9

放課後等デイサービス 177 50.3 31.6 18.1

居宅訪問型児童発達支援 8 62.5 0.0 37.5

保育所等訪問支援 17 23.5 23.5 52.9

障害児入所施設 8 75.0 0.0 25.0

補装具費の支給等 51 41.2 15.7 43.1

短期保護 17 47.1 11.8 41.2

医療的ケア児在宅レスパイト事業 10 60.0 0.0 40.0

福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成 21 57.1 4.8 38.1

居宅介護 5 60.0 20.0 20.0

重度訪問介護 2 100.0 0.0 0.0

同行援護 7 57.1 0.0 42.9

行動援護 6 50.0 16.7 33.3

重度障害者等包括支援 2 100.0 0.0 0.0

短期入所 19 68.4 10.5 21.1

相談支援事業 53 77.4 13.2 9.4

移動支援事業 63 50.8 28.6 20.6

日常生活用具給付事業 17 41.2 17.6 41.2

日中短期入所事業 7 71.4 14.3 14.3

地域活動支援センター事業 6 83.3 0.0 16.7

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー

ビ
ス
等
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（６）障害児支援利用計画の作成時に感じたこと 

障害児相談支援事業所で障害児支援利用計画を作成したことがある方にお聞きします。 

問 23 障害児支援利用計画を作成してどのように感じましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害児支援利用計画を作成して感じたことについて、【良かったこと】は「相談支援専門員が丁寧

に分かりやすく説明してくれた」が 27.4％と最も高く、次いで「障害児支援利用計画の計画内容に満

足している」が 22.6％、「希望どおりの障害児支援利用計画ができた」が 21.1％と２割を超えて続い

ています。 

【悪かったこと】は、「課題解決に向けて自分が取り組むべきことが明確にならなかった」が 4.6％と

最も高く、次いで「障害児支援利用計画の内容が分かりにくかった」が 3.7％、「障害児支援利用計画

に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けることができなかった」が 2.0％と続いています。 

 一方、「特にない」は 2.6％となっています。 

  

27.4

22.6

21.1

15.7

14.6

12.3

11.4

4.6

3.7

2.0

1.7

1.7

1.4

0.6

6.6

2.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明してくれた

障害児支援利用計画の計画内容に満足している

希望どおりの障害児支援利用計画ができた

障害児支援利用計画の内容が具体的で分かりやすかった

課題解決に向けて自分が取り組むべきことが明確になった

再び支援が必要となった場合には障害児支援利用計画を作成したい

課題解決に向けて自分が取り組むべきことが明確にならなかった

障害児支援利用計画の内容が分かりにくかった

相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明してくれなかった

希望どおりの障害児支援利用計画ができなかった

障害児支援利用計画の計画内容に不満がある

再び支援が必要となった場合でも障害児支援利用計画は作成したくない

その他

特にない

n＝350

障害児支援利用計画に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けることができなかった

【良かったこと】

※「無回答」除く

【悪かったこと】

障害児支援利用計画に沿った形でサービス提供事業所の支援を受けることができた



 

- 148 - 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”では「相談支援専門員が丁寧に分かりやすく

説明してくれた」が 42.3％４割を超えており、“発達障害”でも３割を超えています。 

“知的障害”、“発達障害”、“難病（特定疾病）”では「相談支援専門員が丁寧に分かりやすく説明し

てくれた」、「サービス等利用計画の計画内容に満足している」、「希望どおりの障害児支援利用計画が

できた」、「障害児支援利用計画の計画内容に満足している」がそれぞれ２割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

障害児支
援利用計
画の計画
内容に不
満がある

再び支援が

必要となっ

た場合でも

障害児支援

利用計画は

作成したく

ない

障害児支援

利用計画に

沿った形で

サービス提

供事業所の

支援を受け

ることがで

きなかった

障害児支
援利用計
画の内容
が分かり
にくかっ
た

課題解決に

向けて自分

が取り組む

べきことが

明確になら

なかった

その他 特にない 無回答

全体 350 1.4 0.6 2.0 3.7 4.6 6.6 2.6 42.3

肢体不自由 30 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 63.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 3.8 42.3

視覚障害 12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 75.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 78.6

内部障害 17 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0 70.6

知的障害 140 0.7 1.4 2.1 2.1 4.3 7.9 5.0 39.3

発達障害 213 1.9 0.9 2.8 5.2 5.6 8.9 1.9 38.5

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

難病（特定疾病） 21 0.0 0.0 4.8 0.0 4.8 0.0 0.0 42.9

その他 19 0.0 0.0 0.0 0.0 10.5 10.5 5.3 36.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

相談支援
専門員が
丁寧に分
かりやす
く説明し
てくれた

希望どお
りの障害
児支援利
用計画が
できた

障害児支
援利用計
画の計画
内容に満
足してい
る

再び支援が

必要となっ

た場合には

障害児支援

利用計画を

作成したい

障害児支援

利用計画に

沿った形で

サービス提

供事業所の

支援を受け

ることがで

きた

障害児支
援利用計
画の内容
が具体的
で分かり
やすかっ
た

課題解決
に向けて
自分が取
り組むべ
きことが
明確に
なった

相談支援
専門員が
丁寧に分
かりやす
く説明し
てくれな
かった

希望どお
りの障害
児支援利
用計画が
できな
かった

全体 350 27.4 21.1 22.6 11.4 15.7 14.6 12.3 1.7 1.7

肢体不自由 30 20.0 10.0 16.7 6.7 10.0 13.3 3.3 3.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 42.3 19.2 23.1 7.7 11.5 15.4 7.7 3.8 0.0

視覚障害 12 8.3 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 7.1 7.1 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 5.9 11.8 5.9 5.9 5.9 5.9 0.0 5.9 0.0

知的障害 140 28.6 20.7 24.3 12.9 12.9 14.3 11.4 2.1 2.1

発達障害 213 30.0 25.4 23.0 11.3 17.8 16.4 14.1 2.3 2.8

精神障害 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 28.6 28.6 28.6 9.5 14.3 19.0 4.8 0.0 0.0

その他 19 31.6 15.8 26.3 5.3 21.1 5.3 21.1 0.0 0.0

障
害
別
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（７）セルフプランにした理由 

問 22で「セルフプランを作成している」と回答した方にお聞きします。 

問 24 セルフプランとした理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セルフプランを作成した理由は、「自分でセルフプランを作成することが可能だったため」が

39.8％、「障害児通所支援等サービスを早く利用したかったため」が 38.7％と４割近くになっており、

次いで「相談支援事業所に障害児支援利用計画の作成を依頼することが手間だったため」が 26.9％と

続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、回答数が 10件以上の“知的障害”では「障害児通所支援等サービスを早く利用し

たかったため」が 52.9％、“発達障害”では「自分でセルフプランを作成することが可能だったため」

が 41.9％と最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

相談支援事
業所に障害
児支援利用
計画の作成
を依頼する
ことが手間
だったため

身近に障害
児支援利用
計画を作成
する相談支
援事業所が
見つからな
かったため

障害児通所
支援等サー
ビスを早く
利用した
かったため

家族等の協
力を得てセ
ルフプラン
を作成する
ことが可能
だったため

自分でセル
フプランを
作成するこ
とが可能
だったため

その他 無回答

全体 93 26.9 12.9 38.7 19.4 39.8 12.9 4.3

肢体不自由 5 40.0 0.0 20.0 20.0 40.0 40.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 6 16.7 16.7 50.0 16.7 16.7 33.3 0.0

視覚障害 3 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 4 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 25.0

内部障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 34 38.2 23.5 52.9 17.6 26.5 14.7 0.0

発達障害 62 25.8 12.9 35.5 21.0 41.9 12.9 6.5

精神障害 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

難病（特定疾病） 5 40.0 20.0 40.0 40.0 40.0 20.0 0.0

その他 8 25.0 12.5 37.5 25.0 62.5 0.0 0.0

障
害
別

39.8

38.7

26.9

19.4

12.9

12.9

4.3

0% 10% 20% 30% 40%

自分でセルフプランを作成することが可能だったため

障害児通所支援等サービスを早く利用したかったため

その他

無回答

n＝93

家族等の協力を得てセルフプランを作成することが可能だったため

相談支援事業所に障害児支援利用計画の作成を依頼することが

手間だったため

身近に障害児支援利用計画を作成する相談支援事業所が

見つからなかったため
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（８）障害児通所支援等サービスを利用していない理由 

問 21にあるいずれの障害児通所支援等サービスも利用していない方にお聞きします。 

問 25 障害児通所支援等のサービスを利用しない理由はなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害児通所支援等サービスを利用していない理由は、「サービスを利用する必要がないから」が

41.7％と唯一４割を超えて最も高く、次いで「利用したいサービスがないから」が 11.1％と続いてい

ます。 

 一方、「障害児通所支援等のサービスがあることを知らない」は 8.3％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「サービスを利用する必要がないから」が 9.3ポイント上がっており、反

対に「利用したいサービスがないから」が 9.5 ポイント下がっています。また、令和元年度に回答が

なかった「施設・サービスが空くのを待っている」が 8.3％となっています。 

 

 

  

41.7

11.1

8.3

5.6

5.6

0.0

0.0

8.3

8.3

27.8

32.4

20.6

0.0

2.9

5.9

5.9

2.9

2.9

5.9

38.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サービスを利用する必要がないから

利用したいサービスがないから

施設・サービスが空くのを待っている

緊急時に利用したい

利用料が高い

家族が介助してくれるから

家族以外に介助してもらうことに不安があるから

その他

障害児通所支援等のサービスがあることを知らない

無回答

令和４年度

（n＝36）

令和元年度

（n＝34）
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５ 教育・保育について 

（１）主な通園・通学先 

問 26 あなたが主に通園・通学などをしているところをお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な通園・通学先は、「小学校の特別支援学級」が 18.6％と最も高く、次いで「保育園」が 13.1％、

「小学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）」が 11.1％と続いています。 

 また、「義務教育修了後、通学はしていない」という回答はありませんでした。 

 令和元年度と比較すると、小学校入学前は、「保育園」が 2.9ポイント上がっており、反対に「幼

稚園」が 2.6ポイント下がっています。 

 学校在学中は、「特別支援学校の高等部」が 4.7ポイント、「小学校の通常の学級」が 4.4ポイント

下がっています。 

 

  

13.1

0.9

8.3

4.3

4.3

0.3

0.3

9.7

11.1

18.6

7.4

3.7

0.6

5.1

3.1

1.1

4.3

2.0

0.0

1.7

10.2

0.8

10.9

3.9

3.5

0.4

0.8

14.1

17.2

9.4

1.6

2.3

5.5

4.3

2.7

9.0

2.3

0.0

1.2

0% 5% 10% 15% 20%

保育園

子ども園

幼稚園

文京区児童発達支援センター（教育センター内）

療育施設（文京区児童発達支援センター以外）

通園・通所はしていない

その他

小学校の通常の学級

小学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）

小学校の特別支援学級

特別支援学校の小学部

中学校の通常の学級

中学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）

中学校の特別支援学級

特別支援学校の中学部

高等学校

特別支援学校の高等部

その他の学校

義務教育修了後、通学はしていない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

Ａ 小学校入学前

Ｂ 学校在学中

Ｃ 義務教育修了後

※「小学校の通常の学級と通級指導学級

（特別支援教室を含む）」は令和４年度から追加
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【クロス集計】障害別 
 

【Ａ 小学校入学前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ 学校在学中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ 小学校入学前】を障害別にみると、“肢体不自由”と“難病（特定疾病）”以外の、回答数が 10

件以上の障害はいずれも、「保育園」が最も高くなっています。 

【Ｂ 学校在学中】を障害別にみると、“肢体不自由”では「特別支援学校の中学部」、“視覚障害”

と“難病（特定疾病）”では「特別支援学校の小学部」、“内部障害”では「小学校の通常の学級」が

最も高く、それ以外の障害はいずれも「小学校の特別支援学級」が最も高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

特別支援学
校の中学部

高等学校 特別支援学
校の高等部

その他の学
校

全体 350 3.1 1.1 4.3 2.0

肢体不自由 30 20.0 0.0 10.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 7.7 0.0 7.7 3.8

視覚障害 12 16.7 8.3 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 0.0 7.1 0.0

内部障害 17 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 140 4.3 0.0 7.1 2.1

発達障害 213 1.4 0.9 3.8 2.8

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 0.0 9.5 0.0

その他 19 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

小学校の通
常の学級

小学校の通

常の学級と

通級指導学

級（特別支援

教室を含む）

小学校の特
別支援学級

特別支援学
校の小学部

中学校の通
常の学級

中学校の通

常の学級と

通級指導学

級（特別支援

教室を含む）

中学校の特
別支援学級

全体 350 9.7 11.1 18.6 7.4 3.7 0.6 5.1

肢体不自由 30 6.7 0.0 10.0 16.7 3.3 0.0 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 3.8 0.0 19.2 23.1 3.8 0.0 0.0

視覚障害 12 0.0 8.3 25.0 8.3 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 7.1 28.6 7.1 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 41.2 5.9 5.9 0.0 11.8 0.0 0.0

知的障害 140 2.1 2.1 28.6 17.1 2.9 0.0 10.0

発達障害 213 9.9 15.5 20.7 6.1 4.7 0.9 4.2

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 4.8 14.3 23.8 9.5 0.0 4.8

その他 19 0.0 10.5 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

保育園 子ども園 幼稚園 文京区児童
発達支援セ
ンター（教育
センター内）

療育施設（文

京区児童発

達支援セン

ター以外）

通園・通所
はしていな
い

その他

全体 350 13.1 0.9 8.3 4.3 4.3 0.3 0.3

肢体不自由 30 3.3 0.0 3.3 10.0 10.0 3.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 11.5 0.0 7.7 3.8 3.8 3.8 0.0

視覚障害 12 16.7 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 0.0 7.1 0.0 7.1 0.0 7.1

内部障害 17 11.8 11.8 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0

知的障害 140 10.0 0.0 4.3 4.3 4.3 0.7 0.0

発達障害 213 10.8 0.5 7.5 5.2 2.3 0.5 0.0

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 4.8 0.0 4.8 9.5 4.8 0.0

その他 19 52.6 0.0 15.8 0.0 5.3 0.0 0.0

障
害
別
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（２）通園生活等の困りごと 

問 26で「Ａ 小学校入学前」の中から回答した保護者の方にお聞きします。 

問 27 通園生活や今後の進路等で困っていることや心配していることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校入学前児童の通園生活等の困りごとは、「周囲の子どもとの関係が心配」が 68.2％、「子ども

の将来に不安がある」が 60.9％と６割台になっており、次いで「本人の成長が心配」が 57.3％、「今

後の進路について迷っている」が 50.9％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「保育や教育・療育に関する情報が少ない」が 12.4ポイント、「本人の成

長が心配」は 9.4ポイント、「療育・リハビリテーションの機会が少ない」が 7.8ポイント下がってい

ます。 

 

  

68.2

60.9

57.3

50.9

40.0

39.1

27.3

25.5

16.4

8.2

1.8

2.7

67.9

62.8

66.7

52.6

38.5

37.2

39.7

33.3

17.9

7.7

2.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

周囲の子どもとの関係が心配

子どもの将来に不安がある

本人の成長が心配

今後の進路について迷っている

先生の指導の仕方が心配

幼稚園・保育園と児童発達支援事業所との間の送迎が大変

保育や教育・療育に関する情報が少ない

療育・リハビリテーションの機会が少ない

費用など経済的な負担が大きい

その他

特に困っていることや心配していることはない

無回答

令和４年度

（n＝110）

令和元年度

（n＝78）
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“３～５歳”では、「周囲の子どもとの関係が心配」が 68.5％と最も高くなってい

ます。 

 障害別にみると、回答数が 10 件以上の“知的障害”では、「子どもの将来に不安がある」が 69.7％

と約７割、“発達障害”では、「周囲の子どもとの関係が心配」が 75.4％と７割半ばと最も高くなって

います。 

 

  

（単位:％）

ｎ

療育・リハビリ
テーションの
機会が少ない

費用など経済
的な負担が大
きい

幼稚園・保育園と

児童発達支援事

業所との間の送

迎が大変

その他 特に困ってい
ることや心配
していること
はない

無回答

全体 110 25.5 16.4 39.1 8.2 1.8 2.7

０～２歳 7 28.6 42.9 85.7 0.0 0.0 0.0

３～５歳 89 23.6 13.5 34.8 4.5 2.2 2.2

６～８歳 6 50.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0

肢体不自由 9 33.3 22.2 55.6 0.0 0.0 22.2

音声・言語・そしゃく機能障害 8 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 12.5

視覚障害 3 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 33.3

聴覚・平衡機能障害 5 0.0 20.0 40.0 40.0 0.0 0.0

内部障害 6 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0

知的障害 33 24.2 15.2 42.4 6.1 0.0 3.0

発達障害 57 35.1 19.3 40.4 8.8 0.0 3.5

精神障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 6 16.7 50.0 33.3 0.0 0.0 16.7

その他 14 14.3 0.0 42.9 14.3 7.1 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

周囲の子ども
との関係が心
配

先生の指導の

仕方が心配

本人の成長が
心配

今後の進路に
ついて迷って
いる

子どもの将来
に不安がある

保育や教育・
療育に関する
情報が少ない

全体 110 68.2 40.0 57.3 50.9 60.9 27.3

０～２歳 7 71.4 71.4 100.0 71.4 100.0 71.4

３～５歳 89 68.5 37.1 53.9 52.8 57.3 24.7

６～８歳 6 50.0 16.7 66.7 33.3 66.7 16.7

肢体不自由 9 44.4 33.3 33.3 55.6 55.6 44.4

音声・言語・そしゃく機能障害 8 75.0 25.0 12.5 50.0 50.0 25.0

視覚障害 3 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3

聴覚・平衡機能障害 5 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

内部障害 6 83.3 16.7 50.0 16.7 83.3 16.7

知的障害 33 60.6 42.4 48.5 60.6 69.7 42.4

発達障害 57 75.4 49.1 59.6 59.6 68.4 33.3

精神障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 6 66.7 50.0 83.3 50.0 83.3 50.0

その他 14 64.3 14.3 64.3 35.7 50.0 7.1

年
代
別

障
害
別
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（３）小学校入学前児童の希望の教育機関 

問 26で「Ａ 小学校入学前」の中から回答した保護者の方にお聞きします。 

問 28 小学校はどの教育機関を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校入学前児童の希望の教育機関は、「小学校の通常の学級」が 31.8％と唯一３割を超えて最も

高く、次いで「小学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）」が 20.9％、「小学校の特

別支援学級」と「特別支援学校の小学部」がともに 12.7％と続いています。 

 一方、「わからない」は 20.9％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「小学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）」が 6.8 ポ

イント上がっており、反対に「特別支援学校の小学部」は 9.1ポイント下がっています。また、「わか

らない」は 5.5ポイント令和元年度を上回っています。 

 

 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“３～５歳”では、「小学校の通常の学級」が 34.8％と最も高くなっています。 

 障害別にみると、“知的障害”では「特別支援学校の小学部」、“発達障害”では「小学校の通常の

学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）」、“その他”では「小学校の通常の学級」が最も高くな

っています。  

令和４年度

（n=110）

令和元年度

（n=78）

小
学
校
の
通
常
の
学
級

と
通
級
指
導
学
級
（

特

別
支
援
教
室
を
含
む
）

小
学
校
の
通
常
の
学
級

小
学
校
の
特
別
支
援
学
級

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部

わ
か
ら
な
い

無
回
答

31.8

30.8

20.9

14.1

12.7

12.8

12.7

21.8

20.9

15.4

0.9

5.1

(%)

（単位:％）

ｎ

小学校の通常
の学級

小学校の通常の

学級と通級指導

学級（特別支援

教室を含む）

小学校の特別
支援学級

特別支援学校
の小学部

わからない 無回答

全体 110 31.8 20.9 12.7 12.7 20.9 0.9

０～２歳 7 14.3 14.3 14.3 14.3 42.9 0.0

３～５歳 89 34.8 20.2 12.4 11.2 20.2 1.1

６～８歳 6 16.7 33.3 16.7 33.3 0.0 0.0

肢体不自由 9 11.1 0.0 0.0 55.6 33.3 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 8 12.5 25.0 12.5 12.5 37.5 0.0

視覚障害 3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 5 20.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0

内部障害 6 50.0 0.0 0.0 16.7 33.3 0.0

知的障害 33 6.1 15.2 18.2 24.2 36.4 0.0

発達障害 57 21.1 22.8 19.3 12.3 22.8 1.8

精神障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 6 16.7 16.7 16.7 16.7 33.3 0.0

その他 14 64.3 28.6 0.0 7.1 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別
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（４）通学生活等の困りごと 

問 26で「Ｂ 学校在学中」の中から回答した保護者の方にお聞きします。 

問 29 通学生活等で困っていることや心配していることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校在学中の児童の通学生活等の困りごとは、「子どもの将来に不安がある」が 60.7％と唯一６割

に達し最も高く、次いで「今後の進路について迷っている」が 50.4％、「本人の成長が心配」が

47.0％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「教育・療育に関する情報が少ない」が 9.7 ポイント、「費用など経済的

な負担が大きい」が 5.4ポイント上がっており、反対に「本人の成長が心配」は 9.0ポイント、「先生

の指導の仕方が心配」は 7.3ポイント、「子どもの将来に不安がある」は 6.7ポイントと５ポイント以

上下がっています。 

 

  

60.7

50.4

47.0

44.4

31.6

30.3

29.1

26.9

21.4

9.4

6.8

4.3

67.4

54.9

56.0

45.7

38.9

30.3

19.4

24.6

16.0

12.6

3.4

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの将来に不安がある

今後の進路について迷っている

本人の成長が心配

周囲の子どもとの関係が心配

先生の指導の仕方が心配

療育・リハビリテーションの機会が少ない

教育・療育に関する情報が少ない

学校と放課後等デイサービス事業所との間の送迎が大変

費用など経済的な負担が大きい

その他

特に困っていることや心配していることはない

無回答

令和４年度

（n＝234）

令和元年度

（n＝175）
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「子どもの将来に不安がある」が５割を超えて最も高く、特に

９歳以上の年代では６割を超えています。 

 また、“15 歳以上”では、「今後の進路について迷っている」も６割を超えて最も高くなっています。 

 障害別にみると、回答数が 10件以上のいずれの障害も「子どもの将来に不安がある」が高く、特に

“知的障害”と“発達障害”では６割前後と他の障害よりも高くなっています。 

“肢体不自由”では、「今後の進路について迷っている」も 47.6％で最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

療育・リハビリ
テーションの
機会が少ない

費用など経済
的な負担が大
きい

学校と放課後等

デイサービス事

業所との間の送

迎が大変

その他 特に困っている

ことや心配して

いることはない

無回答

全体 234 30.3 21.4 26.9 9.4 6.8 4.3

６～８歳 82 42.7 23.2 40.2 11.0 4.9 3.7

９～11歳 61 23.0 23.0 27.9 13.1 6.6 1.6

12～14歳 56 26.8 17.9 17.9 3.6 7.1 8.9

15歳以上 26 15.4 23.1 3.8 11.5 7.7 3.8

肢体不自由 21 19.0 9.5 14.3 4.8 9.5 9.5

音声・言語・そしゃく機能障害 18 33.3 16.7 33.3 11.1 11.1 0.0

視覚障害 9 0.0 0.0 22.2 22.2 22.2 0.0

聴覚・平衡機能障害 8 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 12.5

内部障害 11 9.1 18.2 18.2 27.3 27.3 9.1

知的障害 107 37.4 19.6 29.9 10.3 2.8 4.7

発達障害 151 35.8 25.8 29.8 7.9 6.0 2.6

精神障害 3 66.7 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 15 33.3 20.0 33.3 13.3 13.3 0.0

その他 5 60.0 40.0 60.0 20.0 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

周囲の子ども
との関係が心
配

先生の指導の

仕方が心配

本人の成長が
心配

今後の進路に
ついて迷って
いる

子どもの将来
に不安がある

教育・療育に
関する情報が
少ない

全体 234 44.4 31.6 47.0 50.4 60.7 29.1

６～８歳 82 53.7 34.1 54.9 46.3 56.1 32.9

９～11歳 61 50.8 34.4 41.0 55.7 67.2 29.5

12～14歳 56 33.9 28.6 46.4 44.6 60.7 26.8

15歳以上 26 26.9 26.9 38.5 61.5 61.5 23.1

肢体不自由 21 23.8 23.8 33.3 47.6 47.6 9.5

音声・言語・そしゃく機能障害 18 33.3 33.3 33.3 55.6 66.7 38.9

視覚障害 9 11.1 11.1 22.2 55.6 55.6 11.1

聴覚・平衡機能障害 8 25.0 25.0 25.0 37.5 37.5 0.0

内部障害 11 18.2 9.1 36.4 27.3 45.5 9.1

知的障害 107 31.8 26.2 43.9 45.8 70.1 29.9

発達障害 151 55.0 37.7 51.7 54.3 69.5 34.4

精神障害 3 66.7 100.0 66.7 66.7 66.7 66.7

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 15 13.3 20.0 26.7 46.7 66.7 13.3

その他 5 80.0 80.0 80.0 80.0 60.0 60.0

年
代
別

障
害
別
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（５）学校等以外の過ごし方 

問 26で「Ａ 小学校入学前」、「Ｂ 学校在学中」の中から回答した保護者の方にお聞きします。 

問 30 放課後や長期休業中など、幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間は、

どのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間の過ごし方は、「家族といる」が 82.3％と最

も高く、次いで「児童発達支援、放課後等デイサービスを利用する」が 47.4％、「習い事や塾へ行く」

が 30.5％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「家族といる」が 12.3 ポイント上がっており、反対に「育成室（学童保

育）へ行く」が 5.1ポイント下がっています。 

 

  

82.3

47.4

30.5

11.9

11.9

10.2

2.6

1.5

4.7

0.6

5.5

70.0

49.4

32.0

8.7

17.0

6.7

2.8

2.8

5.9

0.8

9.1

0% 30% 60% 90%

家族といる

児童発達支援、放課後等デイサービスを利用する

習い事や塾へ行く

一人でいる

育成室（学童保育）へ行く

友人、知人といる

こどもひろばに行く

ヘルパーなどと外出する

その他

特に決まった予定はない

無回答

令和４年度

（n＝344）

令和元年度

（n＝253）
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「家族といる」が７割を超えて最も高く、次いで「児童発達支

援、放課後等デイサービスを利用する」が続いています。 

 ９歳以上の年代では、「一人でいる」が２割を超えています。また、６～14 歳の年代では、「習い事

や塾へ行く」が３割半ばを超えています。 

“６～８歳”では、「育成室（学童保育）へ行く」が 27.3％と２割半ばを超えて、他の年代よりも高

くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「家族といる」が最も高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”、“難病（特定疾病）”では、「児童発達支援、放課後等デイサービスを利用

する」が５割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

児童発達支援、

放課後等デイ

サービスを利用

する

習い事や塾へ
行く

その他 特に決まった
予定はない

無回答

全体 344 47.4 30.5 4.7 0.6 5.5

０～２歳 7 28.6 14.3 14.3 0.0 0.0

３～５歳 89 27.0 18.0 1.1 1.1 6.7

６～８歳 88 62.5 40.9 3.4 0.0 2.3

９～11歳 61 52.5 39.3 4.9 0.0 4.9

12～14歳 56 51.8 37.5 3.6 0.0 7.1

15歳以上 26 42.3 15.4 3.8 3.8 15.4

肢体不自由 30 40.0 13.3 3.3 0.0 10.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 34.6 11.5 0.0 3.8 7.7

視覚障害 12 33.3 25.0 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 13 15.4 7.7 15.4 7.7 15.4

内部障害 17 11.8 41.2 0.0 0.0 5.9

知的障害 140 57.1 17.1 3.6 0.7 5.7

発達障害 208 54.3 35.6 4.8 0.5 4.3

精神障害 3 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 52.4 14.3 4.8 0.0 0.0

その他 19 47.4 10.5 5.3 0.0 5.3

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家族といる 友人、知人と
いる

一人でいる ヘルパーなど
と外出する

育成室（学童
保育）へ行く

こどもひろば
に行く

全体 344 82.3 10.2 11.9 1.5 11.9 2.6

０～２歳 7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３～５歳 89 88.8 6.7 1.1 0.0 0.0 3.4

６～８歳 88 81.8 11.4 4.5 0.0 27.3 3.4

９～11歳 61 77.0 14.8 23.0 4.9 13.1 1.6

12～14歳 56 80.4 10.7 26.8 0.0 12.5 0.0

15歳以上 26 73.1 11.5 23.1 7.7 0.0 0.0

肢体不自由 30 70.0 6.7 3.3 0.0 16.7 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 73.1 3.8 11.5 3.8 19.2 0.0

視覚障害 12 83.3 16.7 16.7 8.3 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 13 53.8 0.0 0.0 0.0 15.4 0.0

内部障害 17 82.4 5.9 5.9 0.0 11.8 0.0

知的障害 140 80.0 2.1 9.3 1.4 18.6 0.7

発達障害 208 85.1 12.0 14.9 1.9 10.6 2.9

精神障害 3 100.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 85.7 9.5 0.0 0.0 19.0 0.0

その他 19 94.7 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別



 

- 160 - 

（６）学校等以外の過ごし方希望 

問 26で「Ａ 小学校入学前」、「Ｂ 学校在学中」の中から回答した保護者の方にお聞きします。 

問 31 放課後や長期休業中など、幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間は、

どのように過ごすことを希望しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間の希望する過ごし方は、「児童発達支援、放

課後等デイサービスを利用したい」が 59.0％と最も高く、次いで「習い事や塾に行かせたい」が

44.5％、「地域の同世代の子どもと遊ばせたい」が 40.4％と４割台で続いています。 

 一方、「特にない」は 8.1％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「ショートステイを利用したい」が 2.5ポイント下がっている以外は、い

ずれの項目も上がっており、特に「地域の同世代の子どもと遊ばせたい」が 5.6ポイント、「習い事や

塾に行かせたい」が 4.2ポイント上がっています。 

 

  

59.0

44.5

40.4

20.6

10.5

8.7

5.5

8.1

5.8

56.5

40.3

34.8

19.0

13.0

5.9

2.4

8.7

11.5

0% 20% 40% 60%

児童発達支援、放課後等デイサービスを利用したい

習い事や塾に行かせたい

地域の同世代の子どもと遊ばせたい

育成室（学童保育）を利用したい

ショートステイを利用したい

こどもひろばを利用したい

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝344）

令和元年度

（n＝253）
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「児童発達支援、放課後等デイサービスを利用したい」が最も

高くなっています。 

 ３～11 歳の年代では、「地域の同世代の子どもと遊ばせたい」が、14 歳以下の年代では「習い事や

塾に行かせたい」が４割を超えています。 

 ３～８歳の年代では、「育成室（学童保育）を利用したい」が２割半ばを超えて、他の年代よりも

高くなっています。 

 障害別にみると、“視覚障害”、“内部障害”、“その他”以外のいずれの障害も「児童発達支援、放

課後等デイサービスを利用したい」が最も高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ
児童発達支援、
放課後等ﾃﾞｲｻｰ
ﾋﾞｽを利用したい

その他 特にない 無回答

全体 344 59.0 5.5 8.1 5.8

０～２歳 7 85.7 14.3 14.3 0.0

３～５歳 89 51.7 1.1 9.0 9.0

６～８歳 88 76.1 4.5 3.4 2.3

９～11歳 61 59.0 6.6 6.6 1.6

12～14歳 56 48.2 7.1 7.1 7.1

15歳以上 26 30.8 11.5 23.1 19.2

肢体不自由 30 56.7 3.3 10.0 10.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 53.8 3.8 11.5 3.8

視覚障害 12 33.3 16.7 16.7 0.0

聴覚・平衡機能障害 13 30.8 7.7 0.0 23.1

内部障害 17 17.6 0.0 23.5 5.9

知的障害 140 69.3 7.1 6.4 5.7

発達障害 208 63.5 7.7 8.2 4.3

精神障害 3 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 76.2 4.8 14.3 0.0

その他 19 57.9 5.3 0.0 5.3

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
地域の同世代の
子どもと遊ばせ
たい

育成室（学童保
育）を利用したい

こどもひろばを
利用したい

習い事や塾に行
かせたい

ショートステイを
利用したい

全体 344 40.4 20.6 8.7 44.5 10.5

０～２歳 7 28.6 14.3 28.6 57.1 0.0

３～５歳 89 40.4 25.8 14.6 47.2 7.9

６～８歳 88 52.3 29.5 5.7 52.3 9.1

９～11歳 61 47.5 14.8 4.9 45.9 8.2

12～14歳 56 26.8 12.5 3.6 41.1 16.1

15歳以上 26 11.5 0.0 0.0 23.1 11.5

肢体不自由 30 13.3 23.3 3.3 16.7 20.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 26.9 23.1 3.8 23.1 26.9

視覚障害 12 16.7 8.3 0.0 41.7 25.0

聴覚・平衡機能障害 13 23.1 30.8 0.0 30.8 7.7

内部障害 17 47.1 35.3 0.0 52.9 0.0

知的障害 140 32.1 22.9 8.6 28.6 16.4

発達障害 208 42.3 17.8 10.1 47.1 11.1

精神障害 3 66.7 0.0 33.3 66.7 33.3

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 14.3 28.6 9.5 33.3 14.3

その他 19 52.6 10.5 21.1 68.4 10.5

年
代
別

障
害
別
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令和４年度

（n=208）

令和元年度

（n=139）

高
等
学
校
に
通
う

特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
に
通
う

専
門
学
校
・
専
修

学
校
に
通
う

障
害
者
向
け
の

日
中
活
動
に
通
う

仕
事
を
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

45.2

41.0

28.8

31.7

2.9

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

1.4

4.8

5.0

16.3

19.4

(%)

（７）中学校卒業後の希望進路 

問 26で「Ｂ 学校在学中」の中から、小学校（小学部）または中学校（中学部）に通っていると
回答した方の保護者の方にお聞きします。 

問 32 中学校（中学部）卒業後はどのような進路を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校（中学部）卒業後の希望進路は、「高等学校に通う」が 45.2％と最も高く、次いで「特別支

援学校の高等部に通う」が 28.8％と続いており、高等学校・高等部で７割半ば近くを占めています。 

 一方、「わからない」は 16.3％となっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、11歳以下の年代では「高等学校に通う」が、12歳以上の年代では「特別支援学校

の高等部に通う」が最も高くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害も「高等学校に通う」か「特別支援学校の高等部に通う」が最も高

くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
高等学校
に通う

特別支援学

校の高等部

に通う

専門学校・
専修学校
に通う

障害者向け

の日中活動

に通う

仕事をす
る

その他 わからな
い

無回答

全体 208 45.2 28.8 2.9 0.0 0.0 1.9 16.3 4.8

６～８歳 82 42.7 26.8 1.2 0.0 0.0 0.0 20.7 8.5

９～11歳 60 60.0 20.0 3.3 0.0 0.0 0.0 13.3 3.3

12～14歳 54 31.5 42.6 3.7 0.0 0.0 5.6 14.8 1.9

15歳以上 4 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0

肢体不自由 18 22.2 61.1 0.0 0.0 0.0 11.1 5.6 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 15 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 6.7 13.3 0.0

視覚障害 7 14.3 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 0.0

聴覚・平衡機能障害 7 28.6 57.1 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0

内部障害 11 63.6 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2

知的障害 94 18.1 56.4 2.1 0.0 0.0 2.1 20.2 1.1

発達障害 135 54.8 20.0 4.4 0.0 0.0 0.7 14.8 5.2

精神障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 13 38.5 53.8 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0

その他 5 60.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別
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（８）学校卒業後希望する進路 

問 26で「学校在学中」の中から「高等学校」・「特別支援学校の高等部」、または「C 義務教育を
終了後、通学はしていない」と回答した方にお聞きします。 

問 33 どのような進路を希望しますか。（○はひとつ） 

 

【本人の希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高等学校・高等部卒業後の進路について、本人の希望は、「就労移行支援や就労継続支援の事業所

へ通う」が 31.6％と最も高く、次いで「企業等へ就職する（一般就労）」が 21.1％、「大学や短期大学

へ通う」と「生活介護事業所へ通う」が 15.8％と続いています。 

 一方、「わからない」は 5.3％となっています。 

  

31.6

21.1

15.8

15.8

5.3

5.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

0.0

13.3

20.0

23.3

10.0

0.0

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

6.7

20.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

就労移行支援や就労継続支援の事業所へ通う

企業等へ就職する（一般就労）

大学や短期大学へ通う

生活介護事業所へ通う

地域の身近にある学びの場へ通う

職業訓練学校へ通う

専門学校や専修学校へ通う

フリースクールやサポート校へ通う

自分で仕事をする（自営業など）

自立訓練（生活訓練・機能訓練）事業所へ通う

その他

わからない

無回答

令和４年度

（n＝19）

令和元年度

（n＝30）
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【保護者の希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高等学校・高等部卒業後の進路について、保護者の希望は、「就労移行支援や就労継続支援の事業

所へ通う」が 36.8％と最も高く、次いで「大学や短期大学へ通う」と「企業等へ就職する（一般就

労）」が 15.8％、「生活介護事業所へ通う」が 10.5％と続いています。 

 

  

36.8

15.8

15.8

10.5

5.3

5.3

5.3

0.0

0.0

0.0

5.3

0.0

0.0

16.7

20.0

26.7

6.7

3.3

6.7

3.3

3.3

3.3

0.0

6.7

3.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

就労移行支援や就労継続支援の事業所へ通う

大学や短期大学へ通う

企業等へ就職する（一般就労）

生活介護事業所へ通う

専門学校や専修学校へ通う

職業訓練学校へ通う

自分で仕事をする（自営業など）

フリースクールやサポート校へ通う

地域の身近にある学びの場へ通う

自立訓練（生活訓練・機能訓練）事業所へ通う

その他

わからない

無回答

令和４年度

（n＝19）

令和元年度

（n＝30）
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【クロス集計】障害別 

 

【本人の希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本人の希望】を障害別にみると、回答数が 10 件以上の“知的障害”と“発達障害”では、「就労移

行支援や就労継続支援の事業所へ通う」が４割を占めて最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

就労移行支
援や就労継
続支援の事
業所へ通う

自立訓練（生

活訓練・機能

訓練）事業所

へ通う

生活介護事
業所へ通う

その他 わからない 無回答

全体 19 31.6 0.0 15.8 0.0 5.3 0.0

肢体不自由 3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

視覚障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 10 40.0 0.0 30.0 0.0 10.0 0.0

発達障害 10 40.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0

精神障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

大学や短期
大学へ通う

専門学校や
専修学校へ
通う

フリース
クールやサ
ポート校へ
通う

地域の身近
にある学び
の場へ通う

職業訓練学
校へ通う

企業等へ就
職する（一
般就労）

自分で仕事
をする（自
営業など）

全体 19 15.8 0.0 0.0 5.3 5.3 21.1 0.0

肢体不自由 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

視覚障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 10 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0 0.0

発達障害 10 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 30.0 0.0

精神障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別
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【クロス集計】障害別 

 

【保護者の希望】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の希望】を障害別にみると、「就労移行支援や就労継続支援の事業所へ通う」が、回答数が

10件以上の“知的障害”では５割、“発達障害”では４割を占めて最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

就労移行支
援や就労継
続支援の事
業所へ通う

自立訓練（生

活訓練・機能

訓練）事業所

へ通う

生活介護事
業所へ通う

その他 わからない 無回答

全体 19 36.8 0.0 10.5 5.3 0.0 0.0

肢体不自由 3 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

視覚障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 10 50.0 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0

発達障害 10 40.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0

精神障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

大学や短期
大学へ通う

専門学校や
専修学校へ
通う

フリース
クールやサ
ポート校へ
通う

地域の身近
にある学び
の場へ通う

職業訓練学
校へ通う

企業等へ就
職する（一
般就労）

自分で仕事
をする（自
営業など）

全体 19 15.8 5.3 0.0 0.0 5.3 15.8 5.3

肢体不自由 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

音声・言語・そしゃく機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

視覚障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0

発達障害 10 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 20.0 10.0

精神障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

その他 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別
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（９）休日の過ごし方 

問 34 あなたは、休日や余裕のあるときに、どのように過ごしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休日の過ごし方は、「家でくつろぐ」が 77.1％と最も高く、次いで「近所の散歩」が 47.7％、「趣味

や学習活動」が 46.3％、「買い物に行く」が 37.1％と続いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 1.7％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「その他」と「特に決まった予定はない」を除いた 12 項目中８項目が下

がっており、特に「買い物に行く」が 16.4 ポイント、「飲食店に行く」が 10.9 ポイント、「地域の行

事への参加や交流」が 10.0ポイントと、10ポイント以上下回っています。 

 

  

77.1

47.7

46.3

37.1

29.7

24.9

21.1

17.7

16.0

15.7

14.6

1.1

8.0

1.7

4.6

84.0

44.9

49.6

53.5

40.6

28.5

20.3

17.6

21.5

22.3

24.6

0.0

7.4

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家でくつろぐ

近所の散歩

趣味や学習活動

買い物に行く

飲食店に行く

旅行

読書

友人・知人と会う

音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞

スポーツ

地域の行事への参加や交流

ボランティア活動

その他

特に決まった予定はない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）



 

- 168 - 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「家でくつろぐ」が最も高くなっています。また、「近所の散

歩」はいずれの障害でも４割以上で高くなっています。 

“内部障害”では、「趣味や学習活動」が 64.7％と他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

旅行 家でくつ
ろぐ

地域の行
事への参
加や交流

近所の散
歩

その他 特に決
まった予
定はない

無回答

全体 350 24.9 77.1 14.6 47.7 8.0 1.7 4.6

肢体不自由 30 30.0 76.7 10.0 50.0 3.3 3.3 6.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 30.8 65.4 15.4 53.8 7.7 3.8 15.4

視覚障害 12 33.3 75.0 25.0 50.0 25.0 0.0 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 64.3 21.4 42.9 7.1 14.3 0.0

内部障害 17 17.6 76.5 17.6 52.9 0.0 0.0 17.6

知的障害 140 27.1 77.1 14.3 52.9 7.9 2.9 6.4

発達障害 213 22.5 77.5 12.2 43.7 8.0 1.9 3.8

精神障害 3 33.3 100.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 28.6 85.7 4.8 57.1 0.0 4.8 4.8

その他 19 26.3 63.2 21.1 57.9 10.5 5.3 10.5

障
害
別

（単位:％）

ｎ

趣味や学
習活動

スポーツ ボランティ
ア活動

友人・知人
と会う

音楽、演

劇、映画、

スポーツな

どの鑑賞

買い物に
行く

飲食店に
行く

読書

全体 350 46.3 15.7 1.1 17.7 16.0 37.1 29.7 21.1

肢体不自由 30 30.0 3.3 0.0 13.3 23.3 40.0 33.3 10.0

音声・言語・そしゃく機能障害 26 23.1 7.7 0.0 0.0 7.7 34.6 23.1 7.7

視覚障害 12 50.0 25.0 0.0 33.3 25.0 41.7 50.0 41.7

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 14.3 0.0 7.1 21.4 28.6 28.6 35.7

内部障害 17 64.7 29.4 5.9 23.5 23.5 35.3 41.2 29.4

知的障害 140 35.7 13.6 0.7 10.0 15.0 42.1 30.0 12.1

発達障害 213 48.4 15.0 0.9 17.4 14.6 35.2 26.8 22.5

精神障害 3 66.7 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 100.0 100.0 0.0

難病（特定疾病） 21 28.6 9.5 0.0 14.3 19.0 42.9 28.6 14.3

その他 19 26.3 15.8 0.0 21.1 15.8 42.1 42.1 10.5

障
害
別
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６ 外出や住まいについて 

（１）外出の頻度 

問 35 あなたは、どのくらいの頻度で外出していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出の頻度は、「ほぼ毎日」が 70.3％と最も高く、次いで「週に１～２回」が 14.6％、「週に３～４

回」が 7.1％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「ほぼ毎日」が 5.5 ポイント下がっており、反対に「週に１～２回」が

4.8ポイント上がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも、「ほぼ毎日」が最も高くなっています。 

“視覚障害”では、「あまり外出しない」が 16.7％と他の障害よりも高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～３回 あまり外出し
ない

無回答

全体 350 70.3 7.1 14.6 3.4 3.1 1.4

肢体不自由 30 66.7 10.0 6.7 6.7 6.7 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 76.9 3.8 11.5 3.8 3.8 0.0

視覚障害 12 66.7 0.0 8.3 0.0 16.7 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 85.7 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 70.6 0.0 17.6 11.8 0.0 0.0

知的障害 140 72.1 5.0 15.0 3.6 2.9 1.4

発達障害 213 67.6 8.9 16.4 2.8 3.3 0.9

精神障害 3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 76.2 9.5 4.8 4.8 4.8 0.0

その他 19 73.7 5.3 15.8 5.3 0.0 0.0

障
害
別

令和４年度

（n=350）

令和元年度

（n=256）

ほ
ぼ
毎
日

無
回
答

あ
ま
り
外
出
し
な
い

月
に
１
～

３
回

週
に
１
～

２
回

週
に
３
～

４
回

70.3

75.8

7.1

7.4

14.6

9.8

3.1

3.9

1.4

1.2

3.4

2.0

(%)
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（２）外出時の困りごと 

問 36 あなたは、外出に関してどのようなことで困っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出時の困りごとは、「外出するのに支援が必要である」が 33.7％と最も高く、次いで「自動車・

自転車に危険を感じる」が 24.0％、「トイレの利用」が 18.0％、「駅構内の移動や乗り換え」が

16.0％と続いています。 

 一方、「特にない」は 31.7％となっています。 

 

  

33.7

24.0

18.0

16.0

15.7

14.0

13.1

12.3

10.3

10.0

9.4

8.9

6.9

6.0

6.0

31.7

4.6

0% 10% 20% 30% 40%

外出するのに支援が必要である

自動車・自転車に危険を感じる

トイレの利用

駅構内の移動や乗り換え

疲れたときの休憩場所

バスやタクシーの利用

周囲の人の理解や配慮がない

駅のホームで線路への転落の危険を感じる

建物の段差や階段

歩道の段差や傾斜

スマホのながら歩きに危険を感じる

歩道がせまい・障害物がある

券売機の利用

外出したくても介助者がいない

その他

特にない

無回答

n＝350



 

- 171 - 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“視聴覚・平衡機能障害”では、「自動車・自転車に危険を感じる」と「外出する

のに支援が必要である」がともに３割半ばで最も高くなっています。 

“内部障害”では、「疲れたときの休憩場所」が 23.5％で最も高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも「外出するのに支援が必要である」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

スマホの
ながら歩
きに危険
を感じる

駅のホーム

で線路への

転落の危険

を感じる

外出する
のに支援
が必要で
ある

外出した
くても介
助者がい
ない

周囲の人
の理解や
配慮がな
い

その他 特にない 無回答

全体 350 9.4 12.3 33.7 6.0 13.1 6.0 31.7 4.6

肢体不自由 30 30.0 30.0 63.3 3.3 23.3 6.7 3.3 6.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 19.2 19.2 73.1 15.4 15.4 0.0 3.8 3.8

視覚障害 12 25.0 33.3 66.7 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 14.3 35.7 7.1 0.0 14.3 14.3 0.0

内部障害 17 5.9 0.0 11.8 11.8 0.0 0.0 47.1 5.9

知的障害 140 12.9 17.1 62.9 14.3 21.4 4.3 11.4 3.6

発達障害 213 7.0 9.9 28.6 6.1 16.9 7.5 34.3 5.2

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0

高次脳機能障害 2 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 33.3 19.0 57.1 0.0 28.6 4.8 14.3 4.8

その他 19 10.5 15.8 15.8 5.3 15.8 10.5 47.4 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

歩道の段
差や傾斜

建物の段
差や階段

バスやタ
クシーの
利用

駅構内の
移動や乗
り換え

券売機の
利用

トイレの
利用

歩道がせ
まい・障
害物があ
る

疲れたと
きの休憩
場所

自動車・
自転車に
危険を感
じる

全体 350 10.0 10.3 14.0 16.0 6.9 18.0 8.9 15.7 24.0

肢体不自由 30 56.7 60.0 56.7 56.7 20.0 56.7 40.0 36.7 43.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 26.9 26.9 34.6 38.5 19.2 50.0 23.1 15.4 50.0

視覚障害 12 33.3 33.3 33.3 16.7 16.7 25.0 25.0 8.3 50.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 28.6 7.1 0.0 0.0 7.1 7.1 7.1 35.7

内部障害 17 11.8 11.8 11.8 11.8 5.9 5.9 5.9 23.5 11.8

知的障害 140 13.6 15.0 22.1 26.4 16.4 30.0 12.9 18.6 30.7

発達障害 213 2.3 2.8 7.5 12.2 5.2 15.0 4.7 13.1 22.1

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0

難病（特定疾病） 21 42.9 42.9 33.3 42.9 23.8 28.6 28.6 28.6 47.6

その他 19 15.8 10.5 10.5 10.5 0.0 26.3 10.5 15.8 26.3

障
害
別
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（３）住まいに必要な支援 

問 37 住まいに関してどのような支援を必要としていますか。（あてはまるものすべてに

○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住まいに必要な支援は、「グループホームなどの整備」が 17.7％と１割半ばを超えて最も高く、そ

れ以外の項目はいずれも１割を下回っています。 

 一方、「特にない」は 55.7％となっています。 

 

  

17.7

9.1

7.7

7.7

6.3

5.4

2.0

55.7

10.0

0% 20% 40% 60%

グループホームなどの整備

公営住宅への優先入居の拡充

民間賃貸住宅の入居支援

住居探しのサポート体制の整備

住宅改造費用の貸付・助成

家具転倒防止や耐震化など災害対策

その他

特にない

無回答

n＝350
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“視覚障害”と“内部障害”では、「公営住宅への優先入居の拡充」が２割を超え

て最も高くなっています。 

“内部障害”では、「家具転倒防止や耐震化など災害対策」が 11.8％と最も高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも、「グループホームなどの整備」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
住居探しのサ
ポート体制の整
備

その他 特にない 無回答

全体 350 7.7 2.0 55.7 10.0

肢体不自由 30 13.3 6.7 33.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 11.5 7.7 26.9 3.8

視覚障害 12 16.7 8.3 41.7 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 7.1 28.6 21.4

内部障害 17 5.9 5.9 58.8 11.8

知的障害 140 8.6 3.6 37.9 12.1

発達障害 213 7.5 2.3 59.2 8.9

精神障害 3 33.3 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 4.8 23.8 9.5

その他 19 10.5 5.3 68.4 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ
住宅改造費用の
貸付・助成

家具転倒防止や
耐震化など災害
対策

公営住宅への優
先入居の拡充

民間賃貸住宅の
入居支援

グループホーム
などの整備

全体 350 6.3 5.4 9.1 7.7 17.7

肢体不自由 30 16.7 10.0 13.3 13.3 33.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 19.2 7.7 7.7 3.8 38.5

視覚障害 12 0.0 0.0 25.0 16.7 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 21.4 7.1 14.3

内部障害 17 5.9 11.8 5.9 0.0 0.0

知的障害 140 7.1 5.0 9.3 9.3 35.7

発達障害 213 6.1 5.6 10.8 8.5 17.4

精神障害 3 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3

高次脳機能障害 2 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0

難病（特定疾病） 21 9.5 14.3 19.0 14.3 33.3

その他 19 15.8 5.3 15.8 15.8 15.8

障
害
別
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７ 権利擁護・差別解消について 

（１）地域で差別を感じる場面 

問 38 あなたが、地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面をお聞かせくだ

さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「保育園、幼稚園、学校」が 15.4％

と最も高く、次いで「住んでいる地域や住民」が 6.0％、「交通機関」が 5.7％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 46.9％となっています。 

  

15.4

6.0

5.7

5.1

4.0

2.9

2.0

0.9

0.9

0.3

3.4

46.9

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育園、幼稚園、学校

住んでいる地域や住民

交通機関

お店などの民間事業者

公共施設

医療機関

区役所などの行政機関

家

通所施設

職場

その他

特に感じたことはない

無回答

n＝350
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“その他”を除く障害ではいずれも、「交通機関」か「保育園、幼稚園、学校」が

最も高くなっており、特に“聴覚・平衡機能障害”では、「保育園、幼稚園、学校」が 42.9％と４割

を超えて、他の障害よりも高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

家 職場 通所施設 お店などの
民間事業者

住んでいる
地域や住民

公共施設 区役所など
の行政機関

全体 350 0.9 0.3 0.9 5.1 6.0 4.0 2.0

肢体不自由 30 0.0 0.0 3.3 6.7 10.0 3.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 0.0 3.8 7.7 3.8 7.7 3.8

視覚障害 12 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0

内部障害 17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 140 0.0 0.0 0.7 7.9 9.3 7.1 0.7

発達障害 213 0.9 0.5 0.9 5.2 7.5 4.7 1.9

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 0.0 0.0 9.5 9.5 4.8 0.0

その他 19 5.3 0.0 0.0 5.3 5.3 0.0 10.5

障
害
別

（単位:％）
ｎ

医療機関 交通機関 保育園、幼
稚園、学校

その他 特に感じた
ことはない

無回答

全体 350 2.9 5.7 15.4 3.4 46.9 6.6

肢体不自由 30 6.7 13.3 13.3 3.3 30.0 6.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 11.5 19.2 7.7 26.9 7.7

視覚障害 12 8.3 25.0 0.0 8.3 33.3 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 21.4 42.9 0.0 28.6 0.0

内部障害 17 5.9 5.9 5.9 0.0 76.5 5.9

知的障害 140 3.6 8.6 11.4 5.0 39.3 6.4

発達障害 213 3.3 4.2 17.4 4.2 45.1 4.2

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 0.0 14.3 9.5 4.8 42.9 4.8

その他 19 0.0 5.3 5.3 0.0 57.9 5.3

障
害
別
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（２）地域に求める合理的配慮 

問 39 あなたが、地域(行政機関、民間事業者、住民等)に求める合理的配慮がありましたら

お聞かせください。（自由記入） 

 

 地域に求める合理的配慮についての意見は 63 件ありました。「保育・教育」についての意見が

36.5％と最も多く、次いで「障害理解・思いやり・偏見の排除」が 27.0％、「福祉サービス」が

12.7％となっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

  

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．保育・教育（23件） 

・支援学校･支援級･普通級の区分けをもっとゆるやかにしてほしい。現行の制度ではボーダーライン

の子はどの学校･学級に通うか判断が難しい。また成長により、適した就学先が変わることもある。

転籍せずとも“おためし”を可能にするなど、より本人と保護者にとって利用しやすい制度にして

欲しい。 

・学校教育の場で、合理的配慮を受ける権利があることが、一般にまだ広く認知されていない。学級

内での他の児童やその家庭に対し、説明せねばならない場面があり、負担に感じる。インクルーシ

ブ教育についての啓蒙活動がもっと必要だと考えている。 

 

２．障害理解・思いやり・偏見の排除（17件） 

・行政、教育機関ともに、２Ｅと呼ばれるギフテッド児への理解がまったくないか、ほとんどない。

日本では、ギフテッド児への理解が他先進国に比べ、かなり遅れている。一方、不登校の問題の一

部は、ギフテッド児の教育のあり方に原因があるとも言われており、文部科学省を中心に早急な対

応を求めたい。 

・自閉症への理解が足りない様に思えます。知的に問題がないとサポート枠が少なく自己負担がかな

り大きいです。手帳が頂けるレベルではないとの事で自費でＳＴを週２回、学校へのアシタントを

付けています。他国、英国、フランス、米国を参考に自閉症は知的だけの問題では無く、多くのサ

ポートを幼少期からいかに早く進める事で自立へ繋がっていきます。 

  

総数

保育・
教育

障害理
解・思い
やり・偏
見の排除

福祉
サービ
ス

行政・
各種手
続き

施設等
の受け
入れ

交通事
情・バ
リアフ
リー

情報周
知・啓
発

休憩・
トイレ

経済事
情・経
済的支
援

合理的
配慮

63 36.5 27.0 12.7 6.3 6.3 4.8 3.2 1.6 1.6
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３．福祉サービス（８件） 

・児童発達支援や放課後等デイサービスの拡充を希望します。 

・福祉サービスを受けるための仕組みが分かりにくい。介助している家族でもわかりにくいのだから、

知的障害者なら尚更だと思う。こちらから申請しなくても、定期的に行政機関側から、こんな福祉

サービスがあるから利用しませんか、というくらい積極的にアクションしてほしい。 

 

４．行政・各種手続き（４件） 

・行政：各施設/行政/業者間でのデジタル化を進めて各家庭への負担を軽減して欲しい、情報はネッ

ト上で一括検索できるようホームページを整備していただきたいです。配布物等すべてが紙ベース

のやりとりも負担です。 

 

５．施設等の受け入れ（４件） 

・障害を持つ人を受け入れている、もしくは参加できるように工夫してくれている習い事やイベント

が非常に少ない。習い事の障がい者クラスや、イベントにおける障がい者フレンドリーな回(例え

ば、舞台鑑賞で多少騒がしくしても良い回や音響効果を低減した回、内容を知的発達の遅い人でも

理解しやすいように改編した回など)の工夫があっても良いのではないかと思う。 

 

６．交通事情・バリアフリー（３件） 

・地下鉄のエレベーター不足(ベビーカーを持ち上げて階段を昇降する必要あり：春日駅) 

 

７．情報周知・啓発（２件） 

・障がい者本人に知的障がいがあり、困っていることを自分で意思表示することができないことに不

安を感じます。利用できるサービスなどの情報を分かりやすく提示していただけると助かります。 

 

８．休憩・トイレ（１件） 

・区役所でおむつ替えをする際、おむつ替え台のあるトイレがみつからなく困った事があります。 

 

９．経済事情・経済的支援（１件） 

・補助金、助成金の増額。 

 

  



 

- 178 - 

（３）差別解消に必要なこと 

問 40 障害者の差別解消を進めていくために必要なことはなんだと思われますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者の差別解消を進めていくために必要なことは、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らす

こと」が 57.7％と５割半ばを超えて最も高く、次いで「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報」

が 50.6％、「地域や学校等で交流の機会を増やすこと」が 45.1％、「障害者の一般就労の促進」が

41.7％と４割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 6.3％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「その他」と「特にない」を除いた 11 項目中、「障害者差別に関する相

談・紛争解決の体制整備」以外の 10項目すべてで令和元年度を下回っており、特に「障害者の一般就

労の促進」が 16.5 ポイント、「地域や学校等で交流の機会を増やすこと」が 10.0 ポイント、「地域や

学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が 6.8ポイント、「ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓

発」が 5.6ポイントと、５ポイント以上下がっています。 

 

 

  

57.7

50.6

45.1

41.7

33.1

26.0

23.1

21.1

14.9

14.0

13.7

6.9

6.3

2.9

64.5

50.8

55.1

58.2

34.8

31.6

21.1

24.2

16.0

17.2

16.8

5.9

3.9

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと

学校や生涯学習での障害に関する教育や情報

地域や学校等で交流の機会を増やすこと

障害者の一般就労の促進

障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発信

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害者差別に関する相談・紛争解決の体制整備

障害についての講演会や疑似体験会の開催

障害者差別解消法に係るセミナー・研修等の開催

障害者作品展や障害者と交流するイベントの開催

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

障害者差別解消法の趣旨や障害理解に関する

リーフレット等の発行
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が５割を超

えており、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“視覚障害”、“聴覚・平衡機能障害”以外の障害で最

も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”と“視覚障害”では、「障害者の一般就労の促進」が６割を超え

て最も高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では、「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報」が 64.3％と６割半ば

近くで最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

学校や生涯
学習での障
害に関する
教育や情報

障害につい
ての講演会
や疑似体験
会の開催

障害者の一
般就労の促
進

ヘルプマー
ク・ヘルプ
カードの周
知・啓発

その他 特にない 無回答

全体 350 50.6 21.1 41.7 26.0 6.9 6.3 2.9

肢体不自由 30 53.3 26.7 43.3 30.0 3.3 13.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 50.0 23.1 61.5 34.6 3.8 7.7 0.0

視覚障害 12 58.3 33.3 66.7 16.7 0.0 8.3 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 64.3 35.7 57.1 21.4 0.0 7.1 0.0

内部障害 17 58.8 29.4 47.1 17.6 5.9 11.8 0.0

知的障害 140 55.0 20.7 50.0 30.7 5.7 2.9 1.4

発達障害 213 50.2 23.0 41.8 27.7 8.5 7.0 2.8

精神障害 3 66.7 66.7 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 66.7 28.6 47.6 33.3 9.5 4.8 0.0

その他 19 57.9 10.5 31.6 26.3 21.1 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

障害者差別
に関する相
談・紛争解
決の体制整
備

障害者差別
解消に向け
た取組に関
わる情報の
提供・発信

障害者差別
解消法※3
に係るセミ
ナー・研修
等の開催

障害者差別解

消法の趣旨や

障害理解に関

するリーフレッ

ト等の発行

障害者作品
展や障害者
と交流する
イベントの
開催

地域や学校
等で交流の
機会を増や
すこと

地域や学校
等でともに
学び、とも
に暮らすこ
と

全体 350 23.1 33.1 14.9 13.7 14.0 45.1 57.7

肢体不自由 30 20.0 43.3 20.0 20.0 20.0 40.0 66.7

音声・言語・そしゃく機能障害 26 38.5 50.0 26.9 15.4 19.2 57.7 57.7

視覚障害 12 33.3 41.7 8.3 16.7 8.3 50.0 58.3

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 50.0 21.4 14.3 21.4 35.7 57.1

内部障害 17 29.4 23.5 5.9 11.8 11.8 35.3 70.6

知的障害 140 25.0 36.4 18.6 15.7 18.6 52.1 62.1

発達障害 213 23.5 33.3 15.0 16.0 12.7 42.7 55.4

精神障害 3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 66.7 66.7

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0

難病（特定疾病） 21 38.1 47.6 28.6 23.8 19.0 52.4 71.4

その他 19 26.3 36.8 10.5 5.3 15.8 52.6 89.5

障
害
別
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（４）合理的配慮に必要なこと 

問 41 社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮を進めていくために必要なことはなんだと思

われますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合理的配慮を進めていくために必要なことは、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 51.1％と唯一５

割を超えて最も高く、次いで「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 47.4％と

続いています。 

 一方、「特にない」は 11.1％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「その他」と「特にない」を除いた６項目中、「民間事業者等に対して合

理的配慮の提供を支援する助成」以外の５項目すべてで令和元年度を下回っており、特に「合理的配

慮に関する講演・セミナーの開催」が 7.0ポイント、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 5.9ポイント

と、５ポイント以上下がっています。 

 

  

51.1

47.4

28.6

23.4

22.3

21.1

7.7

11.1

6.6

57.0

45.7

31.3

27.3

24.2

28.1

7.8

7.0

5.9

0% 20% 40% 60%

合理的配慮事例の周知・啓発

民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成

バリアフリー化や情報保障のための機器の導入

障害当事者等を講師とした研修・講演

合理的配慮に関する講演・セミナーの開催

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じた
コミュニケーション対応
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“視覚障害”、“知的障害”では、「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援

する助成」が最も高くなっています。また、“肢体不自由”、“視覚障害”、“知的障害”では５割を超

えています。 

“聴覚・平衡機能障害”では、「筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じたコミュニケーション

対応」と「バリアフリー化や情報保障のための機器の導入」がともに 57.1％と５割半ばを超えて最も

高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも、「合理的配慮事例の周知・啓発」が最も高く、特に“難病（特定疾

病）”では 66.7％と６割半ばを超えて、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

民間事業者等に
対して合理的配
慮の提供を支援
する助成

その他 特にない 無回答

全体 350 47.4 7.7 11.1 6.6

肢体不自由 30 53.3 10.0 13.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 38.5 11.5 7.7 15.4

視覚障害 12 50.0 0.0 8.3 8.3

聴覚・平衡機能障害 14 50.0 14.3 7.1 7.1

内部障害 17 41.2 0.0 17.6 11.8

知的障害 140 52.9 7.1 4.3 7.1

発達障害 213 47.4 8.5 11.3 4.7

精神障害 3 66.7 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 52.4 0.0 4.8 4.8

その他 19 42.1 26.3 21.1 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

合理的配慮に関
する講演・セミ
ナーの開催

合理的配慮事例
の周知・啓発

筆談、読み上げ、

手話など障害の特

性に応じたコミュ

ニケーション対応

バリアフリー化や
情報保障のため
の機器の導入

障害当事者等を
講師とした研修・
講演

全体 350 21.1 51.1 28.6 23.4 22.3

肢体不自由 30 30.0 56.7 26.7 46.7 23.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 19.2 50.0 34.6 23.1 19.2

視覚障害 12 41.7 41.7 16.7 16.7 33.3

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 42.9 57.1 57.1 21.4

内部障害 17 17.6 47.1 23.5 23.5 17.6

知的障害 140 17.1 52.1 24.3 20.0 23.6

発達障害 213 21.6 54.5 29.1 19.2 23.5

精神障害 3 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 28.6 66.7 28.6 38.1 38.1

その他 19 5.3 42.1 31.6 31.6 10.5

障
害
別
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８ 感染症について 

（１）感染症発生時の困りごと 

問 42 新型コロナウイルス感染症が発生し感染拡大したときに困ったことや不安に思ったこ

とは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症発生時の困りごとは、「外出の機会が減った」が 60.9％と最も高く、次いで「感染症への不

安を感じた」が 46.0％、「通所施設や学校等での感染症発生による閉鎖のため、日中の活動場所がな

いことがあった」が 43.4％と４割台で続いています。 

 一方、「特にない」は 7.1％となっています。 

  

60.9

46.0

43.4

29.4

22.9

22.9

21.7

19.7

17.1

6.3

7.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出の機会が減った

感染症への不安を感じた

マスクの着用が難しい

身体的距離を確保することが難しい

マスクの着用により、コミュニケーションがとりづらい

オンライン化への対応が難しい

手洗いやうがい等の感染症対策をとることが難しい

その他

特にない

無回答

n＝350

感染症にかかったり、濃厚接触者になった場合の
自宅待機が難しい

通所施設や学校等での感染症発生による閉鎖のため、
日中の活動場所がないことがあった
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると“視覚障害”では「身体的距離を確保することが難しい」が 50.0％、“聴覚・平衡

機能障害”では「マスクの着用により、コミュニケーションがとりづらい」が 64.3％、“難病（特定

疾病）”では「感染症への不安を感じた」が 66.7％と他の障害よりも高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも、「外出の機会が減った」が５割を超えて最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

マスクの着用
が難しい

マスクの着用
により、コミュ
ニケーション
がとりづらい

オンライン化
への対応が難
しい

その他 特にない 無回答

全体 350 29.4 21.7 19.7 6.3 7.1 2.6

肢体不自由 30 46.7 23.3 20.0 16.7 10.0 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 42.3 23.1 26.9 7.7 7.7 0.0

視覚障害 12 41.7 25.0 16.7 16.7 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 64.3 21.4 14.3 7.1 0.0

内部障害 17 23.5 0.0 5.9 17.6 5.9 0.0

知的障害 140 33.6 20.7 28.6 6.4 5.7 2.9

発達障害 213 27.2 20.2 22.5 5.6 6.1 2.8

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

難病（特定疾病） 21 42.9 19.0 23.8 4.8 4.8 0.0

その他 19 52.6 31.6 21.1 10.5 5.3 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

外出の機会が
減った

身体的距離を

確保すること

が難しい

感染症への不
安を感じた

手洗いやうが
い等の感染症
対策をとるこ
とが難しい

通所施設や学校

等での感染症発

生による閉鎖の

ため、日中の活

動場所がないこ

とがあった

感染症にか

かったり、濃厚

接触者になっ

た場合の自宅

待機が難しい

全体 350 60.9 22.9 46.0 17.1 43.4 22.9

肢体不自由 30 56.7 33.3 56.7 50.0 36.7 33.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 57.7 34.6 50.0 34.6 53.8 26.9

視覚障害 12 41.7 50.0 41.7 25.0 41.7 25.0

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 14.3 50.0 14.3 42.9 14.3

内部障害 17 58.8 5.9 52.9 5.9 29.4 23.5

知的障害 140 62.9 31.4 45.0 25.0 50.7 30.7

発達障害 213 62.4 23.0 45.5 14.1 44.6 25.4

精神障害 3 100.0 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3

高次脳機能障害 2 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0

難病（特定疾病） 21 61.9 42.9 66.7 42.9 52.4 33.3

その他 19 68.4 26.3 42.1 26.3 42.1 21.1

障
害
別
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９ 災害対策について 

（１）災害発生時の困りごと 

問 43 あなたやご家族の方が、地震などの災害が発生したときに困ることや不安なことは何

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害発生時の本人や家族の困りごとは、「一人では避難できない」が 53.1％と５割を超えて最も高

く、次いで「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 37.1％、「避難所で他の人と一緒に過ごす

のが難しい」が 36.3％と３割半ばを超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 15.1％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「避難所の場所がわからない」が 5.0 ポイント、「災害の情報を知る方法

がわからない」が 3.9ポイント、「助けを求める方法がわからない」が 2.8ポイント上がっています。

反対に、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 9.8 ポイント、「避難所で必要な支援が受け

られるか不安」が 8.6ポイント、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 5.8ポイントと５ポ

イント以上、令和元年度より下がっています。 

 

  

53.1

37.1

36.3

28.6

26.6

20.0

18.0

17.1

17.1

2.9

1.7

15.1

3.4

52.7

45.7

46.1

25.8

31.3

25.8

14.1

12.1

16.8

4.7

2.7

11.3

2.0

0% 20% 40% 60%

一人では避難できない

避難所で必要な支援が受けられるか不安

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

助けを求める方法がわからない

避難所の設備が障害に対応しているか不安

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

災害の情報を知る方法がわからない

避難所の場所がわからない

近くに助けてくれる人がいない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”では、「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 73.3％と７割

を超えて最も高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では、「避難所の設備が障害に対応しているか不安」が 57.1％と５割半ばを

超えて最も高くなっています。 

“内部障害”では、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 58.8％と６割近くで最も高くな

っています。 

 それ以外の障害ではいずれも、「一人では避難できない」が最も高く、特に「音声・言語・そしゃ

く機能障害」と「視覚障害」は８割を超えて、他の障害よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

避難所で他
の人と一緒
に過ごすの
が難しい

薬や医療的
ケアを確保
できるかど
うか不安

医療機器の
電源確保が
心配

その他 特にない 無回答

全体 350 36.3 20.0 2.9 1.7 15.1 3.4

肢体不自由 30 46.7 50.0 10.0 6.7 3.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 34.6 23.1 3.8 3.8 0.0 7.7

視覚障害 12 25.0 25.0 8.3 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 28.6 14.3 7.1 7.1 0.0

内部障害 17 11.8 58.8 17.6 0.0 0.0 11.8

知的障害 140 40.7 23.6 2.9 2.1 7.9 3.6

発達障害 213 45.1 16.4 1.9 0.9 16.4 2.8

精神障害 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 38.1 38.1 9.5 0.0 4.8 9.5

その他 19 31.6 26.3 5.3 5.3 15.8 5.3

障
害
別

（単位:％）

ｎ

災害の情報
を知る方法
がわからな
い

助けを求め
る方法がわ
からない

避難所の場
所がわから
ない

近くに助け
てくれる人
がいない

一人では避
難できない

避難所の設
備が障害に
対応してい
るか不安

避難所で必
要な支援が
受けられる
か不安

全体 350 18.0 28.6 17.1 17.1 53.1 26.6 37.1

肢体不自由 30 16.7 30.0 13.3 30.0 70.0 60.0 73.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 26.9 30.8 23.1 26.9 80.8 53.8 65.4

視覚障害 12 8.3 25.0 16.7 8.3 83.3 41.7 58.3

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 28.6 21.4 7.1 42.9 57.1 42.9

内部障害 17 0.0 11.8 0.0 17.6 23.5 29.4 41.2

知的障害 140 25.7 36.4 22.9 25.0 71.4 39.3 51.4

発達障害 213 16.4 30.0 17.4 16.4 50.2 25.4 32.9

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3

高次脳機能障害 2 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0

難病（特定疾病） 21 19.0 38.1 14.3 33.3 61.9 42.9 52.4

その他 19 10.5 21.1 0.0 31.6 36.8 15.8 26.3

障
害
別
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（２）災害に対する備え 

問 44 あなたやご家族の方は、災害に対してどのような備えをしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害に対する本人や家族の備えは、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間）

をしている」が 60.3％と６割に達し最も高く、次いで「家具に転倒防止器具を取り付けている」が

25.7％、「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 25.1％と２割半ばで続いています。 

 一方、「特にない」は 16.3％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間）をしてい

る」が 4.4 ポイント上がっており、反対に「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 5.8

ポイント、「文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している」が 3.7 ポイント、「疾病等で必要な

薬や医療機関の連絡先などを備えている」が 3.4ポイント、「住居の耐震診断を受け、必要な補強を行

っている」が 2.8ポイント下がっています。 

  

60.3

25.7

25.1

15.7

14.3

4.6

4.0

4.0

2.0

1.7

16.3

3.1

55.9

24.2

30.9

19.1

18.0

7.4

5.1

4.3

0.8

0.8

17.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家具に転倒防止器具を取り付けている

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加している

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝350）

令和元年度

（n＝256）

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間分）を
している

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日～１週間）

をしている」が最も高くなっています。 

“肢体不自由”では「文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している」が 53.3％と５割を超えて、

他の障害よりも高くなっています。 

“視覚障害”では、「文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している」と「家具に転倒防止器具

を取り付けている」がともに 41.7％と４割を超えています。 

“内部障害”では、「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が 41.2％と４割を超

えて、他の障害よりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

住居の耐震診
断を受け、必
要な補強を
行っている

区民防災組織
（町会・自治
会）や消防団
等に参加して
いる

地域の防災訓
練や勉強会・
セミナー等に
参加している

その他 特にない 無回答

全体 350 4.6 4.0 4.0 1.7 16.3 3.1

肢体不自由 30 3.3 6.7 0.0 0.0 3.3 3.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 0.0 3.8 0.0 0.0 15.4 7.7

視覚障害 12 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0

内部障害 17 11.8 0.0 0.0 5.9 5.9 0.0

知的障害 140 3.6 5.7 3.6 1.4 15.7 5.0

発達障害 213 4.2 4.7 5.2 2.8 16.9 2.3

精神障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

高次脳機能障害 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 21 4.8 0.0 0.0 4.8 0.0 4.8

その他 19 0.0 5.3 5.3 5.3 15.8 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

日頃から家族
で災害時の対
応を話し合っ
ている

非常時持ち出

し品の用意、非

常食等の備蓄

（３日～１週間）

をしている

疾病等で必要
な薬や医療機
関の連絡先な
どを備えてい
る

近所の人や知
人等に、災害
が発生したと
きの助けをお
願いしている

文京区の「避
難行動要支援
者名簿」に登
録している

家具に転倒防
止器具を取り
付けている

全体 350 25.1 60.3 15.7 2.0 14.3 25.7

肢体不自由 30 16.7 66.7 23.3 0.0 53.3 23.3

音声・言語・そしゃく機能障害 26 11.5 53.8 11.5 3.8 34.6 19.2

視覚障害 12 33.3 83.3 16.7 0.0 41.7 41.7

聴覚・平衡機能障害 14 21.4 64.3 28.6 0.0 14.3 14.3

内部障害 17 29.4 82.4 41.2 5.9 5.9 17.6

知的障害 140 21.4 55.0 17.9 1.4 29.3 21.4

発達障害 213 27.7 61.5 14.6 1.4 8.9 28.6

精神障害 3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3

高次脳機能障害 2 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0

難病（特定疾病） 21 19.0 66.7 33.3 0.0 33.3 9.5

その他 19 26.3 68.4 10.5 0.0 5.3 5.3

障
害
別
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10 自由意見 

問 45 区の障害児（者）施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書

きください。 

 

 自由意見は 164 件ありました。「福祉」についての意見が 35.4％と最も多く、次いで「教育・療育」

が 18.9％、「情報・相談」が 12.8％、「行政」が 10.4％となっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．福祉（58件） 

・学校が終わった後の放課後デイサービスの事業所の数が少ない。又、送迎不可などが多く、施設利

用が満足に出来ない。取り合いのよう。なるべく居住区のデイサービスに通いたい。他の区に通わ

ざるを得ない状況。移動支援も不足し、困っている親ばかりです。送迎を親がしなければならない

ことが基本となってしまうと精神的負担と身体的負担が多すぎる。どうかデイサービス事業所（送

迎あり）、移動支援サービスの拡充をお願い致します。 

・民間の児童発達支援の事業所が少なすぎます。将来働ける職場も少ないような気がします。 

・中学校になった時の学童や放課後デイサービスの確保をおねがいします。移動支援について、家か

学校を始点･終点が基本になるというのは専業主婦の親を想定しているのでしょうか。上記中学の

学童もですが、定型の子供であれば 1 人で習い事へ行くことができますが、それが１人ではむずか

しいから移動支援や預かりを依頼したいので、親が家にいなくても習い事間の送迎などにも使える

ようにしていただきたいです。 

・障害度合いが重度だったり、小さい子向けの支援はありますが、グレーゾーンや軽度障害者向けの

支援は極めて少ないです。支援学級においても同様で後者の児童は放置されることが多いです。も

う少し障害の度合いに合わせて学校や施設のレベルを分けていただけませんでしょうか？ 

・幼稚部の送迎により育児短時間勤務を取得するあるいは退職する人も多い。聴力が軽くても保育園

や小学校で他の聴者についていくことは困難なので幼稚部に通う必要があると思う。手話ができる

支援者（加配による）が少ない（いない）。 

・保護者へのレスパイトケアの拡充。保護者への正しい発達障害を抱える子についての知識、ＡＢＡ

の研修の機会の提供。小学校以降の放デイ以外のＳＴ／ＯＴトレーニング施設の拡充。特別支援

（経済的）がほしい。介護、補助用具費のため。タクシー券（公共の場であばれたりする時、緊急

で帰宅するとき電車やバスだと無理なため）。 

・少人数グループホームの増設、使いやすいヘルパー制度の創出とヘルパー派遣事業所への公的助成

の充実化など。  

総数 福祉
教育・
療育

情報・
相談

行政
障害
理解

将来
生活
環境

雇用・
就労

アン
ケート

災害
保健・
医療

障害・
疾患

その他

自由
意見

164 35.4 18.9 12.8 10.4 9.8 3.7 1.8 1.8 1.2 1.2 0.6 0.6 1.8



 

- 189 - 

２．教育・療育（31件） 

・全ての小学校に知的障害の支援学級を設置して欲しいです。歩いて３分の距離に小学校があるのに、

知的支援学校がない為、となりのとなりの学区まで歩いて通い、近所の子どもはいないので、親子

共に負担が大きいです。地域の関わりもほぼない為、災害時や困った時に頼れる所・人がない状況

です。近所で助け合えるような居場所の確保の為の取り組みをお願いしたいです。又、保健師さん

や教育センターの療育の訪問事業をもっと増やしてほしいです。 

・中・高生の学校がない日に活動ができる場があって欲しい。友達がいない子たちが休日に行ける施

設があって、そこで仕事の体験が出来たり、楽器の演奏が出来たりと学校がない日にそこに行けば、

何かが出来て誰かとお話ができる子供たちが安心してお出かけできる場所が区内にあって欲しいで

す。 

・小学校特別支援級の補助員の数が少ないので増やしてほしい（特に男性）。支援級の先生によって

は特性への理解が不足していると感じることがあり、医療や療育施設との連携を深め、研修などを

通じて、理解を深めるような取組をしてほしい。（現状、小学校と上記施設との連携ができていな

いと感じることが多々ある。） 

・発達障害のある子の就学に関してもっと情報がほしいです。迷惑をかけたくないという親の思いだ

けで支援級を選ぶ方が沢山いると思います。それでは「ともに学ぶ」というステージにもたてない

のでどんな方法で一緒に学ぶことができるのか是非一緒に考えて実行してほしいと思っています。

入学する時に学校の先生方としっかり話し合い、支援計画を普通級でも作ってほしいです。 

・中学、高校、就職、地域での自立生活と、インクルージョンの理念に基づく切れ目のない支援体制

の整備をお願いしたい。具体的には、必要な個別支援を受けつつ障害のない人と分けることのない

中等教育および雇用機会の創出、放課後および長期学校休暇期間の居場所づくり。 

 

 

３．情報・相談（21件） 

・利用の仕方、どのような事ができるのかもよくわかりません。もっと具体的にアドバイスをして下

さるとよいのですが。他の区より障害児に対する施設や療育が少ないような気がします。分からな

い事だらけで幼少期から自己負担で高額な療育費となり負担の大きさゆえに中断しました。もっと

親身になってほしいです。 

・将来の就労等に向けたセミナーや相談ができる場所、今後の流れがわかるような機会が欲しい。 

・小さい子を連れてひとつひとつ聞いて回るのは大変だったので、障害児の受け入れをまったく行っ

ていない区内の幼稚園は名前を公表してほしいし、比較的柔軟に対応してくれる園についての情報

などが事前に得られると良いと思う。 

・通っている保育園や療育機関が連携を取れる体制を作って欲しい。手帳や福祉の利用など、相談先

が分かりづらい。 

・幼児期に親が感じる不安に対して有効なのは、この先どんな壁があるのか、そこにどんな支援があ

るのかざっと見通しが立つことかと思います。相談した際に資料があると嬉しいです。 
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４．行政（17件） 

・所得制限を撤廃してほしいです。障害者手当、児童手当、配偶者控除、すべて受けられません。子

どもにハンディがあって母親は働けない分、少しでも子どもにお金を残そうと必死に働いた結果が

これではかなしくなります。せめて子どもには所得関係なく平等にあつかってほしいです。 

・受給者証の更新時にまた同内容を書くのが手間である。もう少し簡略化できないか。フルタイムで

の子どもの支援が難しい状況なのでそこを支援してくれると有難い。 

・一人親の場合、平日に区役所等に出向くのが困難であるため、休日や夜間対応があると有り難いで

す。 

 

５．障害理解（16件） 

・周りの理解を得ることが難しいことも多い。やはりどうしても当事者でないと理解し難い。 

・発達障害はあまり目に見てわからないので相手に理解してもらうのが難しいです。しかし、グレー

ゾーンで手帳も交付されないくらいのレベル。生活、行動などにはＡＤＨＤ特有のところがありま

すが、普通にできることもたくさんあります。色々と難しいことがたくさんです。そういう人たち

も生活、活動できる場所や職場が増えるといいと思います。 

・日常生活、外見は健常ですが、制限（運転免許取得など）はあり、二次障害が心配です。様々な障

がいへの理解啓発を望んでいます。 

・障害児（者）施策は確立されたものではなく、まだ手探りな状況だと思うので、当事者と保護者と

連携しながら、実態に合った施策を作り上げて行っていただけると嬉しいです。限られた予算の中

で、今までにないものを作っていかなければならないことも多いかと思いますが、実現できる方法

を一緒に考えていってもらえたらありがたいです。 

・小学校の先生方の合理的配慮に対する教育をお願いしたいです。目に見えない障害の，配慮につい

ての、勉強をお願いします。 

 

６．将来（６件） 

・小学校卒業までは育成室の利用ができますが中学からは長期休暇などどのように対応していくか不

安。 

・学校卒業後就労できなかった場合の日中過ごせるデイサービスなどを充実してほしい。終了時間が

早く親の仕事に影響がでてしまうのが心配。入所施設、グループホームなどの施設がもっと増えて

ほしい。とにかく卒業後が不安です。 

・義務教育卒業後の支援が極端に少ない。 知的障害者が、地域で育ち地域で自立暮らしていくため

に、中学卒業後の学びの場、高校や大学、専門学校のような機関ができると良い。そして地域で就

労できる社会になってほしい。 

 

７．生活環境（３件） 

・未就学児への児童発達支援は手厚いと思いますが、小学校へ上がると、区内で利用できる専門的な

資源が少なくなる気がして不安です。障害児は、迷惑をかけるからと休日の行き場所がないので、

集まれる機会や場所、スポーツのできる機会などが欲しいです。仲間を作りたいです。 

・ペースト食も対象とした宅食サービスや外食サービスが広まるような民間事業者への補助施策など

があるといいなと思います。  
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８．雇用・就労（３件） 

・就職で障がい枠があっても精神障がい者はとても不利で雇ってくれません。精神障がい枠は別に採

用してもらえる制度があると自立に向けて希望の兆しが見えると思います。 

・就学中は放課後デイサービスが余暇活動を支援してくれますが、就労後にそのような場がないのが

心配です。 

 

 

９．アンケート（２件） 

・アンケート結果だけでなく、当事者や家族からの生の声を聞いてほしい。 

・アンケートに関して、８歳の子に代わり母親が回答しましたが、設問によって、本人に聞いての回

答がマストな問いなのか、それとも親の意見で回答して良い問いなのかどうかの判断が難しかった

です。 

 

 

10．災害（２件） 

・被災時の避難所生活は、騒ぎ落ち着かない子たちに不安です。避難所体験を小４だけでなく、全学

年で行っていただけたら助かります。地域の避難所体験会があると助かります。 

・災害時の避難場所について、開設されるまでの電源確保が不安であり、駆け込める候補がいくつか

あると安心です。例えばシビックセンターで電源がつかえる、など。 

 

 

11．保健・医療（１件） 

・手帳所持者は 18才以上でも医療費負担なしを希望します。毎月内服薬が多く、今後の医療費支払い

に不安が残ります。 

 

 

12．障害・疾患（１件） 

・13 才で発症し現在 17 才まで服薬治療を継続しています。減薬を目指しましたが、厳しい状況で今

後も通院・服薬が必要です。経済的助成を受けていますが、長期にわたるため不安です。 

 

 

13．その他（３件） 

・おかげさまで健やかに過ごせている。めぐり合わせとはいえ娘が文京区で暮らせていることは幸い

だと思っている。 

・毎日が大変過ぎてしっかり考える余裕がありません。 

 

 

 



 

 

  



 

 

第３章 施設に入所している方を対象にした調査 

 

 

 

 

 

第３章 

 

施設に入所している方を対象にした 

調査 
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１ 本人について 

（１）調査票の回答者 

問１ この調査票に回答していただく方はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「施設の職員」が 51.8％と５割を超えており、次いで「ご家族の方」が 30.6％、

「あて名ご本人」が 8.2％となっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、回答数が 10 件以上の“肢体不自由”と“音声・言語・そしゃく機能障害”では

「ご家族の方」、“知的障害”と“発達障害”では「施設の職員」が最も高くなっています。 

 また、“肢体不自由”では、「あて名ご本人」が 21.7％と２割を超えて、他の障害よりも高くなって

います。 

 

  

（単位:％） ｎ あて名ご本人 ご家族の方 施設の職員 その他 無回答

全体 85 8.2 30.6 51.8 8.2 1.2

肢体不自由 23 21.7 47.8 26.1 0.0 4.3

音声・言語・そしゃく機能障害 10 10.0 50.0 20.0 10.0 10.0

視覚障害 5 0.0 20.0 60.0 0.0 20.0

聴覚・平衡機能障害 3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

内部障害 5 0.0 60.0 20.0 20.0 0.0

知的障害 69 2.9 31.9 53.6 10.1 1.4

発達障害 18 5.6 38.9 55.6 0.0 0.0

精神障害 7 14.3 28.6 57.1 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 3 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

その他 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

障
害
別

全　体

（n=85）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

施
設
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

8.2 30.6 51.8 8.2 1.2

(%)
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（２）年齢 

問２ あなたの年齢をお聞きします。令和４年 10月１日現在の満年齢をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「50～59 歳」が 30.6％と３割を占めて最も高く、次いで「40～49 歳」が

18.8％、「60～64歳」が 14.1％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「50～59 歳」が 8.8 ポイント、「60～64 歳」が 6.2 ポイント上がってお

り、反対に「65～69歳」が 8.4ポイント、「18～29歳」が 6.7ポイント下がっています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、回答数が 10件以上の“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“発達障

害”では、「40～49 歳」が３割を超えて最も高く、特に“肢体不自由”では 39.1％と４割近くになっ

ています。 

 同じく回答数が 10件以上の“知的障害”では「50～59歳」が 29.0％と最も高くなっています。 

  

令和４年度

（n=85）

令和元年度

（n=101）

無
回
答

65

69
歳

70

74
歳

75
歳
以
上

18

29
歳

30

39
歳

40

49
歳

50

59
歳

60

64
歳

1.2

7.9

5.9

8.9

18.8

20.8

30.6

21.8

14.1

7.9

3.5

11.9

10.6

9.9

10.6

6.9

4.7

4.0

(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（単位:％）
ｎ

18歳～
29歳

30歳～
39歳

40歳～
49歳

50歳～
59歳

60歳～
64歳

65歳～
69歳

70歳～
74歳

75歳
以上

無回答

全体 85 1.2 5.9 18.8 30.6 14.1 3.5 10.6 10.6 4.7

肢体不自由 23 0.0 0.0 39.1 17.4 8.7 8.7 8.7 8.7 8.7

音声・言語・そしゃく機能障害 10 0.0 10.0 30.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 20.0

視覚障害 5 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0

聴覚・平衡機能障害 3 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 5 0.0 0.0 20.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0

知的障害 69 1.4 7.2 15.9 29.0 17.4 1.4 13.0 11.6 2.9

発達障害 18 5.6 22.2 33.3 22.2 5.6 0.0 0.0 5.6 5.6

精神障害 7 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3 0.0 28.6 0.0 14.3

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別
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（３）年収 

問３ あなたご本人の年収額をお聞きします。税金等を差し引く前の額でお答えください。 

（○はひとつ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年収は、「80 万円以上～150 万円未満」が 41.2％と４割を超えて最も高く、次いで

「80 万円未満」が 9.4％となっています。一方、「収入はない」は 36.5％と３割半ばを超えており、

これらを合わせた『150万円未満』は８割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「80万円以上～150万円未満」が 7.5ポイント、「150万円以上～250万円

未満」が 4.7ポイント上がっており、反対に「80万円未満」が 12.4ポイント大きく下がっています。

また、「収入はない」は 5.8ポイントと５ポイント以上令和元年度より上がっています。 

 

 

 

（４）収入内訳 

問４ あなたご本人の主な収入の内訳をお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 収入の内訳は、「年金（障害基礎年金など）」が 92.9％と９割を超えて最も高く、次いで「工賃（通

所施設・福祉作業所などに通所）」が 12.9％、「親族の扶養または援助」が 5.9％と続いています。 

  

92.9

12.9

5.9

1.2

2.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年金（障害基礎年金など）

工賃（通所施設・福祉作業所などに通所）

親族の扶養または援助

生活保護費

その他

無回答

n＝85

令和４年度

（n=85）

令和元年度

（n=101）

1
,
0
0
0
万
円

以
上

無
回
答

8
0
万
円
未
満

収
入
は
な
い

5
0
0
万
円
以
上
～

1
,
0
0
0
万
円

未
満

8
0
万
円
以
上
～

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

36.5

30.7

9.4

21.8

41.2

33.7

4.7

0.0
0.0

1.0

1.2

0.0

0.0

0.0

7.1

12.9

(%)
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２ 障害の状況について 

（１）障害の種別 

問５ あなたには、次の障害等がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「知的障害」が 81.2％と８割を超えて最も高く、次いで「肢体不自由」が 27.1％、

「発達障害」が 21.2％、「音声・言語・そしゃく機能障害」が 11.8％と続いています。 

 

 

（２）発達障害診断名 

問５で「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」と回答された方にお聞きします。 

問５－１ 発達障害の診断名をお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発達障害の診断名は、「自閉症」が 72.2％と７割を超えており、次いで「その他の発達障害」が

16.7％、「広汎性発達障害」が 5.6％となっています。 

  

72.2

5.6

0.0

0.0

0.0

16.7

5.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害

アスペルガー症候群

学習障害

その他の発達障害

わからない

無回答

n＝18

81.2

27.1

21.2

11.8

8.2

5.9

5.9

3.5

3.5

1.2

1.2

0.0

0% 30% 60% 90%

知的障害

肢体不自由

発達障害

音声・言語・そしゃく機能障害

精神障害

視覚障害

内部障害

聴覚・平衡機能障害

難病（特定疾病）

高次脳機能障害

その他

無回答

n＝85
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（３）難病疾病名 

問５で「難病（特定疾病）」と回答された方にお聞きします 

問５－２ 病名（東京都発行の難病医療費等助成制度の医療券もしくは診断書に記載されて

いる病名）等をお答え下さい。 

 難病の疾病名は下表の通りです。 

疾病名 件数 

脊髄性筋萎縮症（SMA） 1 

潰瘍性大腸炎 1 

ハンチントン病 1 

 

（４）手帳の種類 

問６ あなたが持っている手帳の種類をお聞きします。手帳をお持ちの方は、等級・程度に

も○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の所持状況は、「愛の手帳」が 80.0％と約８割と最も高く、次いで「身体障害者手帳」が

32.9％、「精神障害者保健福祉手帳」が 3.5％となっています。 

 

【各等級別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障害者手帳の等級は、「１級」が 57.1％と最も高く、次いで「２級」が 25.0％と続いています。 

 愛の手帳の等級は、「２度」が 63.2％と最も高く、次いで「３度」が 26.5％と続いています。 

 精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」と「２級」が１名ずつの 33.3％となっています。 

  

全　体

（n=3）

１
級

２
級

３
級

無
回
答

33.3 33.3 0.0 33.3

(%)

全　体

（n=68）

１
度

２
度

３
度

４
度

無
回
答

1.5 63.2 26.5 7.4 1.5

(%)

全　体

（n=28）

無
回
答

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

57.1 25.0 7.1

0.0

3.6 7.1 0.0

(%)

32.9

80.0

3.5

0.0

3.5

0% 30% 60% 90%

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

n＝85

身体障害者手帳 

愛の手帳 

精神障害者保健福祉手帳 
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（５）障害に最初に気づいた時期 

問７ あなたの障害や心身の不調について、あなたやご家族の方などが最初に気づいた時期

をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本人や家族が障害に気づいた時期は、「０～５歳」が 63.5％と６割を超えて最も高く、次いで「生

まれたとき」が 12.9％と、５歳までで全体の７割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「０～５歳」が 6.1ポイント、令和元年度より上がっています。 

 

  

12.9

63.5

3.5

2.4

2.4

2.4

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

10.6

13.9

57.4

5.9

5.0

2.0

2.0

2.0

1.0

0.0

0.0

0.0

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“高次脳機能障害”、“難病（特定疾病）”、“その他”以外のいずれの障害でも, 

「０～５歳」が最も高く、特に“発達障害”は 83.3％と８割を超えています。 

 

  

（単位:％） ｎ 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

全体 85 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 10.6

肢体不自由 23 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0

音声・言語・そしゃく機能障害 10 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

視覚障害 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

聴覚・平衡機能障害 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

内部障害 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障害 69 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 8.7

発達障害 18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6

精神障害 7 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％） ｎ 生まれたとき ０～５歳 ６～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳

全体 85 12.9 63.5 3.5 2.4 2.4 2.4

肢体不自由 23 8.7 47.8 4.3 4.3 8.7 8.7

音声・言語・そしゃく機能障害 10 10.0 40.0 0.0 10.0 0.0 10.0

視覚障害 5 0.0 80.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 5 40.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0

知的障害 69 13.0 72.5 1.4 1.4 0.0 1.4

発達障害 18 11.1 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0

精神障害 7 14.3 42.9 14.3 0.0 0.0 14.3

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 3 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0

その他 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

障
害
別
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３ 施設入所について 

（１）施設の所在地域 

問８ あなたが現在入所している施設のある地域をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在入所している施設のある地域は、「文京区内」が 30.6％と３割を占めて最も高く、次いで「関

東（東京都を除く）」が 18.8％、「東京都（23区内を除く）」が 17.6％と続いています。 

 関東以外の地域では「東北」が 10.6％と唯一１割を超えています。 

 

  

30.6

11.8

17.6

18.8

3.5

10.6

1.2

1.2

3.5

1.2

0% 10% 20% 30% 40%

文京区内

23区内（文京区を除く）

東京都（23区内を除く）

関東（東京都を除く）

中部

東北

近畿

四国

その他

無回答

n＝85
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（２）施設入所年数 

問９ あなたが現在の施設に入所してからの年数をお聞きします（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設入所年数は、「５年以上～10 年未満」が 27.1％と最も高く、次いで「30 年以上」が 23.5％、

「20年以上～30年未満」が 21.2％と２割台で続いています。 

 令和元年度と比較すると、令和元年度より「３年以上～５年未満」が 22.0 ポイント下がり、「５年

以上～10 年未満」が 15.2 ポイント、「20 年以上～30 年未満」が 4.4 ポイント上がっており、５年以

上の入所年数の割合は、令和元年度より 21.2ポイント大きく上がっています。 

 

 

【クロス集計】年代別・地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上 40 歳未満”と“40 歳以上 65 歳未満”では「５年以上～10 年未満」、

“65歳以上 75歳未満”と“75歳以上”では「30年以上」が最も高くなっています。 

 また、“40 歳以上 65歳未満”では「20 年以上～30 年未満」が、“65歳以上 75歳未満”では「10年

以上～20年未満」が２割半ばを超えて、２番目に高くなっています。 

 地域別にみると、“文京区”では、「５年以上～10年未満」が 73.1％と７割を超えて、他の地域よ

り５割以上高くなっています。 

“23区内（文京区を除く）”と“東京都（23区内を除く）”では「20年以上～30年未満」、“関東（東

京都を除く）”と“関東以外”では「30年以上」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
１年未満 １年以上

～

３年未満

３年以上

～

５年未満

５年以上

～

10年未満

10年以上

～

20年未満

20年以上

～

30年未満

30年以上 わからな

い

無回答

全体 85 2.4 2.4 4.7 27.1 11.8 21.2 23.5 4.7 2.4

18歳以上40歳未満 6 0.0 0.0 16.7 50.0 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0

40歳以上65歳未満 54 3.7 1.9 3.7 27.8 11.1 25.9 18.5 5.6 1.9

65歳以上75歳未満 12 0.0 0.0 8.3 16.7 25.0 8.3 33.3 8.3 0.0

75歳以上 9 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 22.2 55.6 0.0 0.0

文京区内 26 0.0 3.8 7.7 73.1 3.8 3.8 0.0 7.7 0.0

23区内（文京区を除く） 10 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 10.0 20.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 0.0 0.0 6.7 20.0 13.3 33.3 20.0 0.0 6.7

関東（東京都を除く） 16 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 18.8 56.3 0.0 0.0

関東以外 17 5.9 5.9 5.9 5.9 11.8 23.5 41.2 0.0 0.0

年
代
別

地
域
別

令和４年度

（n=85）

令和元年度

（n=101）

わ
か
ら
な
い

無
回
答

１
年
未
満

１
年
以
上
～

３
年
未
満

３
年
以
上
～

５
年
未
満

５
年
以
上
～

　
年
未
満

　
年
以
上
～

　
年
未
満

　
年
以
上
～

　
年
未
満

30
年
以
上

2.4

3.0

4.7

26.7

27.1

11.9

11.8

12.9

21.2

16.8

23.5

20.8

4.7

0.0

2.4

5.0

2.4

3.0

(%)

10 2010 3020
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（３）施設入所の理由 

問 10 あなたが現在の施設に入所することに決めた理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の施設に入所した理由は、「家族による介助が難しくなったため」が 54.1％と５割半ば近くで

最も高く、次いで「生活が保障され安心感があるため」が 25.9％、「リハビリや生活面の訓練を受け

るため」と「家族などに勧められたため」が 18.8％、「家族から自立するため」が 16.5％と続いてい

ます。 

 一方、「わからない」が 14.1％と１割半ば近くを占めています。 

 令和元年度と比較すると、「常時介助が必要なため」が 10.4ポイント下がっています。 

また、「常時介助が必要なため」、「医療的なケアが必要なため」、「わからない」以外の項目はいずれ

も令和元年度を上回っており、特に「リハビリや生活面の訓練を受けるため」が 13.8 ポイント、「生

活が保障され安心感があるため」が 9.1ポイント上がっています。 

 

  

54.1

25.9

18.8

18.8

16.5

15.3

8.2

7.1

4.7

3.5

2.4

3.5

14.1

1.2

48.5

16.8

5.0

13.9

9.9

25.7

5.9

4.0

1.0

5.9

2.0

3.0

16.8

5.0

0% 20% 40% 60%

家族による介助が難しくなったため

生活が保障され安心感があるため

リハビリや生活面の訓練を受けるため

家族などに勧められたため

家族から自立するため

常時介助が必要なため

他施設などに勧められたため

住まいに支障があったため

収入が不十分だったため

医療的なケアが必要なため

在宅福祉サービスが不十分なため

その他

わからない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）
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【クロス集計】地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、いずれの地域でも「家族による介助が難しくなったため」が最も高く、特に“文

京区内”と“東京都（23区内を除く）”は６割半ばを超えています。 

“文京区内”と“23区内（文京区を除く）”では、「家族から自立するため」と「リハビリや生活面の

訓練を受けるため」が３割以上で他の地域よりも高くなっています。 

“文京区内”では、「生活が保障され安心感があるため」が 46.2％と４割半ばを超えて、他の地域よ

りも高くなっています。 

 また、“東京都（23区内を除く）”では、「他施設などに勧められたため」が２割で他の地域よりも

高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

家族から自
立するため

リハビリや
生活面の訓
練を受ける
ため

生活が保障
され安心感
があるため

家族による
介助が難し
くなったた
め

常時介助が
必要なため

医療的なケ
アが必要な
ため

住まいに支
障があった
ため

全体 85 16.5 18.8 25.9 54.1 15.3 3.5 7.1

文京区内 26 34.6 38.5 46.2 69.2 11.5 3.8 7.7

23区内（文京区を除く） 10 30.0 30.0 0.0 30.0 20.0 0.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 6.7 6.7 20.0 66.7 13.3 0.0 0.0

関東（東京都を除く） 16 0.0 0.0 25.0 50.0 18.8 12.5 12.5

関東以外 17 5.9 5.9 17.6 41.2 17.6 0.0 5.9

地
域
別

（単位:％）

ｎ

在宅福祉
サービスが
不十分なた
め

収入が不十
分だったた
め

家族などに
勧められた
ため

他施設など
に勧められ
たため

その他 わからない 無回答

全体 85 2.4 4.7 18.8 8.2 3.5 14.1 1.2

文京区内 26 3.8 11.5 23.1 7.7 3.8 7.7 0.0

23区内（文京区を除く） 10 10.0 10.0 30.0 0.0 0.0 20.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 0.0 0.0 6.7 20.0 0.0 6.7 0.0

関東（東京都を除く） 16 0.0 0.0 12.5 0.0 6.3 25.0 6.3

関東以外 17 0.0 0.0 17.6 11.8 5.9 17.6 0.0

地
域
別
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４ 施設での生活について 

（１）帰省時の困りごと 

問 11 あなたが一時、出身世帯（施設に入る前に住んでいた家）に帰るときなどに困ること

はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出身世帯に一時帰るときの困りごとは、「出身世帯では十分な介助が受けられない」が 31.8％と３

割を超えて最も高く、次いで「帰る手段がない、または移動が難しい」が 22.4％、「家族や親族がい

ない」が 18.8％と続いています。 

 一方、「特に困ることはない」は 18.8％と１割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「家族や親族がいない」が 9.9 ポイント、「出身世帯では十分な介助が受

けられない」が 6.1ポイントと、５ポイント以上令和元年度より上がっています。 

 

  

31.8

22.4

18.8

16.5

16.5

12.9

4.7

3.5

8.2

18.8

8.2

25.7

20.8

8.9

17.8

17.8

14.9

5.0

3.0

11.9

22.8

7.9

0% 10% 20% 30% 40%

出身世帯では十分な介助が受けられない

帰る手段がない、または移動が難しい

家族や親族がいない

帰るときの介助者がいない

緊急の場合が不安である

出身世帯の建物が障害に対応していない

交通費などにお金がかかる

帰ったときは一人でいることが多い

その他

特に困ることはない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）
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【クロス集計】地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、“東京都（23 区内を除く）”を除くと、いずれの地域でも「出身世帯では十分な介

助が受けられない」が最も高く、特に“文京区内”では 46.2％と４割半ばを超えています。 

“東京都（23区内を除く）”では、「帰る手段がない、または移動が難しい」が 40.0％と４割で、他の

地域よりも高くなっています。 

 また、“関東以外”では、「帰る手段がない、または移動が難しい」、「出身世帯では十分な介助が

受けられない」、「家族や親族がいない」がいずれも 23.5％と、最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
帰る手段がな
い、または移
動が難しい

帰るときの介
助者がいない

交通費などに
お金がかかる

出身世帯の建
物が障害に対
応していない

出身世帯では
十分な介助が
受けられない

帰ったときは
一人でいるこ
とが多い

全体 85 22.4 16.5 4.7 12.9 31.8 3.5

文京区内 26 23.1 26.9 3.8 15.4 46.2 3.8

23区内（文京区を除く） 10 10.0 0.0 10.0 10.0 10.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 40.0 13.3 0.0 20.0 20.0 0.0

関東（東京都を除く） 16 12.5 12.5 6.3 6.3 37.5 0.0

関東以外 17 23.5 17.6 5.9 11.8 23.5 11.8

地
域
別

（単位:％）

ｎ
家族や親族が
いない

緊急の場合が
不安である

その他 特に困ること
はない

無回答

全体 85 18.8 16.5 8.2 18.8 8.2

文京区内 26 15.4 30.8 0.0 23.1 0.0

23区内（文京区を除く） 10 10.0 0.0 40.0 20.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 26.7 13.3 6.7 13.3 13.3

関東（東京都を除く） 16 18.8 6.3 6.3 25.0 12.5

関東以外 17 23.5 17.6 5.9 11.8 17.6

地
域
別
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（２）施設生活の満足度 

問 12 あなたは、施設での生活に満足していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設生活の満足度は、「非常に満足している」が 27.1％、「やや満足している」が 34.1％となってお

り、二つ合わせた『満足している』は 61.2％と６割を超えています。反対に「やや不満である」は

8.2％となっています。 

 一方、「わからない」が 29.4％と約３割を占めています。 

 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も「非常に満足している」か「やや満足している」が最も高くなっ

ています。 

 また、「わからない」はいずれの年代でも２割半ばを超えています。 

 

 

  

全　体

（n=85）

わ
か
ら
な
い

無
回
答

非
常
に
満
足
し
て
い
る

や
や
満
足
し
て
い
る

や
や
不
満
で
あ
る

非
常
に
不
満
で
あ
る

27.1 34.1 8.2

0.0

29.4 1.2

(%)

（単位:％）
ｎ

非常に満足し
ている

やや満足して
いる

やや不満であ
る

非常に不満で
ある

わからない 無回答

全体 85 27.1 34.1 8.2 0.0 29.4 1.2

18歳以上40歳未満 6 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

40歳以上65歳未満 54 22.2 38.9 9.3 0.0 27.8 1.9

65歳以上75歳未満 12 33.3 33.3 8.3 0.0 25.0 0.0

75歳以上 9 44.4 11.1 11.1 0.0 33.3 0.0

年
代
別
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（３）現在の生活での困りごと 

問 13 あなたが現在の暮らしの中で、困ることや不安に感じていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の生活での困りごとは、「身の回りのことが自分では十分にできない」が 36.5％と３割半ばを

超えて最も高く、次いで「外出の機会が少ない」と「家族とあまり会えない」がともに 28.2％、「自

分の思いや考えをうまく伝えられない」が 24.7％と２割を超えて続いています。 

 一方、「特に困ることはない」は 20.0％と２割を占めています。 

 令和元年度と比較すると、「家族とあまり会えない」が 11.4 ポイント、「外出の機会が少ない」が

7.4 ポイント、「人間関係がうまく築けない」が 5.6 ポイントと５ポイント以上、令和元年度より上が

っています。反対に「特に困ることはない」が 10.7ポイント下がっています。 

 

  

36.5

28.2

28.2

24.7

18.8

10.6

10.6

9.4

8.2

7.1

4.7

2.4

1.2

1.2

5.9

20.0

5.9

33.7

20.8

16.8

20.8

5.0

7.9

12.9

4.0

4.0

3.0

3.0

1.0

9.9

30.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身の回りのことが自分では十分にできない

外出の機会が少ない

家族とあまり会えない

自分の思いや考えをうまく伝えられない

健康状態に不安がある

人間関係がうまく築けない

将来の生活に何となく不安を感じる

プライバシーが十分に保たれない

１日の生活のリズムが自由にならない

余暇活動をうまく過ごせない

施設の職員の対応に不満がある

困ったとき相談する相手がいない

施設の設備に不満がある

仕事や訓練に不満がある

その他

特に困ることはない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）

※「余暇活動をうまく過ごせない」と

「自分の思いや考えをうまく伝えられない」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、“文京区内”、“23 区内（文京区を除く）”、“関東以外”では、「身の回りのことが

自分では十分にできない」が最も高く、特に“文京区内”では 61.5％と６割を超えています。 

“文京区内”と“東京都（23 区内を除く）”では「外出の機会が少ない」が４割以上と他の地域より

も高くなっています。 

“文京区内”と“関東（東京都を除く）”では、「自分の思いや考えをうまく伝えられない」が３割を

超えて高くなっています。 

 また、“文京区内”では、「家族とあまり会えない」も 46.2％と４割半ばを超えて、他の地域よりも

高くなっています。 

 

 

（４）医療的ケアの有無 

問 14 あなたが必要とする医療的ケアがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 医療的ケアの有無は、「施設入所前から今に至るまで医療的ケアがある」が 22.4％、「施設に入所し

た当時は必要なかったが、今は必要な医療的ケアがある」が 8.2％となっており、「特にない」は

60.0％と６割を占めています。  

22.4

8.2

60.0

9.4

0% 20% 40% 60% 80%

施設入所前から今に至るまで医療的ケアがある

特にない

無回答

n＝85

施設に入所した当時は必要なかったが、
今は必要な医療的ケアがある

（単位:％）

ｎ

身の回り
のことが
自分では
十分にで
きない

健康状態
に不安が
ある

プライバ
シーが十
分に保た
れない

1日の生
活のリズ
ムが自由
にならな
い

施設の設
備に不満
がある

仕事や訓
練に不満
がある

外出の機
会が少な
い

施設の職
員の対応
に不満が
ある

人間関係
がうまく
築けない

全体 85 36.5 18.8 9.4 8.2 1.2 1.2 28.2 4.7 10.6

文京区内 26 61.5 23.1 11.5 15.4 3.8 3.8 46.2 3.8 7.7

23区内（文京区を除く） 10 30.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 10.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 26.7 6.7 26.7 13.3 0.0 0.0 40.0 6.7 13.3

関東（東京都を除く） 16 25.0 18.8 0.0 6.3 0.0 0.0 12.5 0.0 6.3

関東以外 17 23.5 23.5 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 5.9 17.6

地
域
別

（単位:％）

ｎ

余暇活動
をうまく
過ごせな
い

困ったと
き相談す
る相手が
いない

自分の思
いや考え
をうまく
伝えられ
ない

家族とあ
まり会え
ない

将来の生
活に何と
なく不安
を感じる

その他 特に困る
ことはな
い

無回答

全体 85 7.1 2.4 24.7 28.2 10.6 5.9 20.0 5.9

文京区内 26 15.4 3.8 30.8 46.2 15.4 7.7 7.7 3.8

23区内（文京区を除く） 10 0.0 0.0 20.0 10.0 20.0 10.0 40.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 6.7 6.7 26.7 33.3 20.0 13.3 13.3 0.0

関東（東京都を除く） 16 6.3 0.0 31.3 25.0 0.0 0.0 18.8 12.5

関東以外 17 0.0 0.0 11.8 11.8 0.0 0.0 29.4 11.8

地
域
別
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（５）必要な医療的ケア 

問 14で「必要な医療的ケアがある」と回答された方にお聞きします。 

問 15 あなたが必要とする医療的ケアをお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要とする医療的ケアは、「服薬支援」が 57.7％と５割半ばを超えて最も高く、次いで「経管栄養」

が 15.4％、「吸引」が 11.5％と続いています。それ以外の項目はいずれも１割を下回っています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「服薬支援」が５割以上で最も高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

鼻咽頭エア
ウェイ

パルスオキ
シメーター

気管切開部
の管理

人工呼吸器
の管理

その他 無回答

全体 26 0.0 3.8 3.8 3.8 11.5 26.9

18歳以上40歳未満 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40歳以上65歳未満 15 0.0 6.7 6.7 6.7 13.3 33.3

65歳以上75歳未満 4 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

75歳以上 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

年
代
別

（単位:％）
ｎ

服薬支援 吸引 吸入・ネブ
ライザー

経管栄養 中心静脈栄
養

導尿 酸素療法

全体 26 57.7 11.5 3.8 15.4 0.0 3.8 3.8

18歳以上40歳未満 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40歳以上65歳未満 15 53.3 6.7 6.7 6.7 0.0 0.0 6.7

65歳以上75歳未満 4 75.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

75歳以上 4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

年
代
別

57.7

15.4

11.5

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

3.8

0.0

0.0

11.5

26.9

0% 20% 40% 60%

服薬支援

経管栄養

吸引

吸入・ネブライザー

導尿

酸素療法

パルスオキシメーター

気管切開部の管理

人工呼吸器の管理

中心静脈栄養

鼻咽頭エアウェイ

その他

無回答

n＝26
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（６）休日等の過ごし方 

問 16 あなたは、休日など時間に余裕があるとき、主にどのように過ごしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休日等の過ごし方は、「音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞」が 22.4％と最も高く、次いで

「近所の散歩」が 21.8％、「家でくつろぐ」と「近所の散歩」がともに 21.2％と２割台で続いていま

す。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 30.6％と３割を占めています。 

 令和元年度と比較すると、「音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞」が 16.5 ポイント上がってい

ますが、「その他」と「特に決まった予定はない」を除く 12項目中 10項目で令和元年度より下がって

おり、特に「家でくつろぐ」が 33.3 ポイント、「飲食店に行く」が 10.4 ポイントと 10 ポイント以上

下がっている一方、「特に決まった予定はない」は 15.7ポイント上がっています。 

 

  

22.4

21.2

21.2

17.6

14.1

5.9

3.5

3.5

2.4

2.4

1.2

0.0

12.9

30.6

5.9

5.9

54.5

21.8

20.8

20.8

3.0

13.9

5.9

4.0

3.0

4.0

1.0

7.9

14.9

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞

家でくつろぐ

近所の散歩

買い物

趣味や学習活動、習い事

スポーツ・運動

飲食店に行く

地域の行事への参加や交流

読書

旅行

友人・知人と会う

ボランティア活動

その他

特に決まった予定はない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）



 

- 213 - 

 

【クロス集計】地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、“文京区内”では「近所の散歩」が 30.8％と３割、“23 区内（文京区を除く）”で

は「買い物」が 40.0％と４割に達し、他の地域よりも高くなっています。 

“23区内（文京区を除く）”と“東京都（23区内を除く）”では「音楽、演劇、映画、スポーツなどの

鑑賞」が３割以上と高くなっています。 

“関東（東京都を除く）”では、「家でくつろぐ」が 31.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

（７）外出の頻度 

問 17 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出の頻度は、「あまり外出しない」が 44.7％と４割半ばを占めて最も高く、次いで「月に１～３

回」が 20.0％、「週に１～２回」が 16.5％と続いています。 

 

  

全　体

（n=85）

無
回
答

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～

４
回

週
に
１
～

２
回

月
に
１
～

３
回

あ
ま
り
外
出

し
な
い

3.5 5.9 16.5 20.0 44.7 9.4

(%)

（単位:％）

ｎ

趣味や学
習活動、習
い事

スポーツ・
運動

ボランティ
ア活動

友人・知人
と会う

音楽、演

劇、映画、

スポーツな

どの鑑賞

買い物 飲食店に
行く

読書

全体 85 14.1 5.9 0.0 1.2 22.4 17.6 3.5 2.4

文京区内 26 11.5 3.8 0.0 0.0 19.2 3.8 0.0 3.8

23区内（文京区を除く） 10 20.0 10.0 0.0 0.0 30.0 40.0 10.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 13.3 6.7 0.0 0.0 33.3 26.7 13.3 0.0

関東（東京都を除く） 16 25.0 0.0 0.0 6.3 12.5 18.8 0.0 6.3

関東以外 17 5.9 11.8 0.0 0.0 17.6 17.6 0.0 0.0

地
域
別

（単位:％）

ｎ

旅行 家でくつ
ろぐ

地域の行
事への参
加や交流

近所の散
歩

その他 特に決
まった予
定はない

無回答

全体 85 2.4 21.2 3.5 21.2 12.9 30.6 5.9

文京区内 26 0.0 19.2 7.7 30.8 11.5 30.8 3.8

23区内（文京区を除く） 10 0.0 20.0 10.0 10.0 30.0 20.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 13.3 20.0 0.0 13.3 6.7 40.0 0.0

関東（東京都を除く） 16 0.0 31.3 0.0 25.0 6.3 31.3 6.3

関東以外 17 0.0 17.6 0.0 17.6 17.6 29.4 17.6

地
域
別
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５ 今後の暮らし方について 

（１）今後希望する生活 

問 18 あなたは今後、どのような生活を希望しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後希望する生活は、「現在の施設で生活したい」が 71.8％と７割を超えて最も高く、次いで「施

設を退所して、グループホームなどで生活したい」が 3.5％、「別の施設で暮らしたい」が 2.4％と続

いています。 

 一方、「わからない」は 17.6％と１割半ばを超えています。 

 令和元年度と比較すると、「現在の施設で生活したい」が 11.4 ポイント上がっており、反対に「わ

からない」が 8.1ポイント下がっています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「現在の施設で生活したい」が最も高く、“40 歳以上 65 歳未満”

で７割、“65歳以上 75歳未満”で８割を超えています。 

  

令和４年度

（n=85）

令和元年度

（n=101）

施
設
を
退
所
し
て
、

独
立
し
て
生
活
し
た
い

施
設
を
退
所
し
て
、

家
族
や
親
族
と
生
活
し
た
い

現
在
の
施
設
で
生
活
し
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
の
他

別
の
施
設
で
暮
ら
し
た
い

施
設
を
退
所
し
て
、

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
な
ど
で

生
活
し
た
い

71.8

60.4

1.2

3.0

1.2

3.0

3.5

1.0

2.4

2.0

1.2

17.6

25.7

1.2

5.0

(%)

（単位:％）

ｎ

現在の施
設で生活
したい

施設を退所

して、家族

や親族と生

活したい

施設を退
所して、独
立して生
活したい

施設を退所

して、グルー

プホームな

どで生活し

たい

別の施設
で暮らし
たい

その他 わからな
い

無回答

全体 85 71.8 1.2 1.2 3.5 2.4 1.2 17.6 1.2

18歳以上40歳未満 6 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 33.3 0.0

40歳以上65歳未満 54 72.2 1.9 1.9 3.7 1.9 1.9 14.8 1.9

65歳以上75歳未満 12 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

75歳以上 9 66.7 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 22.2 0.0

年
代
別
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【クロス集計】地域別・入所年数別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、いずれの地域でも「現在の施設で生活したい」が最も高く、特に“文京区内”で

は 88.5％と９割近くで、他の地域よりも高くなっています。 

“東京都（23 区内を除く）”では、「施設を退所して、グループホームなどで生活したい」が 13.3％

と、他の地域よりも高くなっています。 

 入所年数別にみると、回答数が 10件以上のいずれの入所年数でも「現在の施設で生活したい」６割

以上で最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

現在の施
設で生活
したい

施設を退所

して、家族

や親族と生

活したい

施設を退
所して、独
立して生
活したい

施設を退所

して、グルー

プホームな

どで生活し

たい

別の施設
で暮らし
たい

その他 わからな
い

無回答

全体 85 71.8 1.2 1.2 3.5 2.4 1.2 17.6 1.2

文京区内 26 88.5 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0

23区内（文京区を除く） 10 70.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 53.3 0.0 0.0 13.3 6.7 6.7 20.0 0.0

関東（東京都を除く） 16 56.3 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0

関東以外 17 76.5 0.0 0.0 5.9 5.9 0.0 5.9 5.9

１年未満 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１年以上～３年未満 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

３年以上～５年未満 4 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

５年以上～10年未満 23 78.3 0.0 4.3 4.3 0.0 0.0 8.7 4.3

10年以上～20年未満 10 60.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 30.0 0.0

20年以上～30年未満 18 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 11.1 0.0

30年以上 20 70.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 20.0 0.0

入
所
年
数
別

地
域
別
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（２）現在の施設で生活し続けたい理由 

問 18で「現在の施設で生活したい」と回答された方にお聞きします。 

問 18-1 現在の施設での生活を続けたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の施設で生活し続けたい理由は、「入所者や施設職員との関係が良好なため」が 73.8％と７割

を超えて最も高く、次いで「環境や日中活動の内容等に満足している」が 42.6％、「健康面などで不

安がある」が 31.1％、「家族の受け入れ体制が整っていない」が 29.5％と続いています。 

 一方、「特に理由はない」は 6.6％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「健康面などで不安がある」が 11.4ポイント、「入所者や施設職員との関

係が良好なため」が 6.6 ポイントと５ポイント以上、令和元年度より上がっており、反対に「家族の

受け入れ体制が整っていない」が 14.8ポイント下がっています。 

 

  

73.8

42.6

31.1

29.5

9.8

8.2

4.9

3.3

1.6

1.6

6.6

6.6

1.6

67.2

45.9

19.7

44.3

6.6

6.6

1.6

3.3

0.0

3.3

8.2

4.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

入所者や施設職員との関係が良好なため

環境や日中活動の内容等に満足している

健康面などで不安がある

家族の受け入れ体制が整っていない

経済的に難しい

自宅の構造が障害に対応していない

今の施設で技術や能力を身につけたい

地域で友人関係が持てるか不安がある

すぐに入所できるグループホームなどがない

在宅サービスが充実していない

その他

特に理由はない

無回答

令和４年度

（n＝61）

令和元年度

（n＝61）
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【クロス集計】地域別・入所年数別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、“東京都（23 区内を除く）”を除くいずれの地域でも「入所者や施設職員との関係

が良好なため」が５割を超えて最も高く、特に“文京区内”と“関東以外”では８割を超えています。 

 また“文京区内”と“関東以外”では、「環境や日中活動の内容等に満足している」、「健康面など

で不安がある」、「家族の受け入れ体制が整っていない」が３割を超えて高くなっています。 

 入所年数別にみると、いずれの入所年数でも「入所者や施設職員との関係が良好なため」が５割以

上で最も高くなっています。 

 また、回答数が 10 件以上の年数では、「環境や日中活動の内容等に満足している」、「健康面などで

不安がある」、「家族の受け入れ体制が整っていない」が２割を超えて高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

入所者や施
設職員との
関係が良好
なため

環境や日中
活動の内容
等に満足し
ている

今の施設で
技術や能力
を身につけ
たい

すぐに入所で

きるグループ

ホームなどが

ない

在宅サービ
スが充実し
ていない

自宅の構造
が障害に対
応していな
い

健康面など
で不安があ
る

全体 61 73.8 42.6 4.9 1.6 1.6 8.2 31.1

文京区内 23 87.0 56.5 4.3 4.3 4.3 13.0 34.8

23区内（文京区を除く） 7 57.1 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3

東京都（23区内を除く） 8 25.0 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0

関東（東京都を除く） 9 77.8 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

関東以外 13 84.6 46.2 0.0 0.0 0.0 7.7 38.5

１年未満 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

１年以上～３年未満 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上～５年未満 2 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0

５年以上～10年未満 18 88.9 66.7 11.1 0.0 5.6 11.1 38.9

10年以上～20年未満 6 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

20年以上～30年未満 15 60.0 20.0 6.7 0.0 0.0 0.0 26.7

30年以上 14 71.4 35.7 0.0 0.0 0.0 7.1 35.7

地
域
別

入
所
年
数
別

（単位:％）

ｎ

経済的に難
しい

家族の受け
入れ体制が
整っていな
い

地域で友人
関係が持て
るか不安が
ある

その他 特に理由は
ない

無回答

全体 61 9.8 29.5 3.3 6.6 6.6 1.6

文京区内 23 17.4 30.4 4.3 0.0 4.3 0.0

23区内（文京区を除く） 7 0.0 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0

東京都（23区内を除く） 8 0.0 25.0 0.0 37.5 12.5 0.0

関東（東京都を除く） 9 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 11.1

関東以外 13 15.4 46.2 0.0 0.0 0.0 0.0

１年未満 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

１年以上～３年未満 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上～５年未満 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５年以上～10年未満 18 16.7 33.3 5.6 0.0 0.0 0.0

10年以上～20年未満 6 0.0 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

20年以上～30年未満 15 6.7 26.7 0.0 13.3 13.3 0.0

30年以上 14 7.1 35.7 7.1 7.1 0.0 7.1

地
域
別

入
所
年
数
別
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（３）施設退所後の暮らし方の希望 

問 18で「施設を退所したい」と回答された方にお聞きします。 

問 18-2 地域でどのような暮らし方をしたいと思いますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設退所後、地域での暮らし方の希望については、「わからない」が 40.0％と４割を占めています。 

 

 

 

（４）施設退所後の居住地の希望 

問 18で「施設を退所したい」と回答された方にお聞きします。 

問 18-3 退所後はどの地域で暮らしたいと思いますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設退所後の居住地の希望については、「文京区内」が 40.0％と４割を占めている一方、「わからな

い」も 40.0％となっています。 

 

 

 

  

全　体

（n=5）

無
回
答

現
在
入
所
し
て
い
る

施
設
の
近
く

文
京
区
内

そ
の
他
の
地
域

わ
か
ら
な
い

40.0 20.0

0.0

40.0 0.0

(%)

全　体

（n=5）

無
回
答

企
業
な
ど
で

一
般
就
労
し
た
い

作
業
所
な
ど
で

福
祉
的
就
労
を
し
た
い

福
祉
的
就
労
以
外
の

通
所
施
設
に
通
い
た
い

就
労
や
通
所
は
し
な
い
で

暮
ら
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

20.0

0.0 0.0

40.0 0.020.0 20.0

(%)
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（５）施設退所後に地域に望むこと 

問 18で「施設を退所したい」と回答された方にお聞きします。 

問 18-4 退所後に暮らす地域にのぞむことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  施設退所後、居住地域に望むことは、「住環境が良い」が 80.0％と最も高く、次いで「医療機関

が多くある」、「昼間に通所する施設がある」、「交通の便が良い」、「家族などが住んでいる」、「在宅サ

ービスが充実している」がいずれも 40.0％と続いています。 

 

  

80.0

40.0

40.0

40.0

40.0

40.0

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 30% 60% 90%

住環境が良い

医療機関が多くある

昼間に通所する施設がある

交通の便が良い

家族などが住んでいる

在宅サービスが充実している

長年住みなれた地域である

気軽に相談できる相談機関がある

現在の施設から支援を受けられる

その他

特にない

無回答

n＝5
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（６）地域で安心して暮らすために重要な施策 

問 19 障害者が地域で安心して暮らしていくためには、どのような施策が重要だと思います

か。（○は５つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために重要な施策は、「周囲の人の障害に対する理解の促進」が 52.9％と５

割を超えて最も高く、次いで「入所施設（障害者支援施設等）の整備」が 42.4％、「日中活動系サー

ビスの充実」が 34.1％、「福祉・医療・介護との連携の充実」が 31.8％、「医療やリハビリテーション

の充実」が 30.6％と３割を超えて続いています。 

 令和元年度と比較すると、「その他」と「特にない」を除く 24項目中 19項目で令和元年度を上回っ

ており、特に「入所施設（障害者支援施設等）の整備」が 25.6 ポイント、「グループホームの整備」

が 11.1ポイント、「訪問系サービスの充実」が 10.1ポイントと 10ポイント以上上がっています。 

  

52.9

42.4

34.1

31.8

30.6

14.1

14.1

12.9

12.9

12.9

11.8

9.4

9.4

8.2

8.2

8.2

8.2

7.1

5.9

4.7

4.7

2.4

2.4

2.4

1.2

10.6

3.5

57.4

16.8

27.7

28.7

29.7

4.0

3.0

9.9

10.9

8.9

5.0

7.9

6.9

7.9

7.9

5.9

17.8

7.9

11.9

2.0

4.0

1.0

6.9

5.0

15.8

5.0

0% 20% 40% 60%

周囲の人の障害に対する理解の促進

入所施設（障害者支援施設等）の整備

日中活動系サービスの充実

福祉・医療・介護との連携の充実

医療やリハビリテーションの充実

訪問系サービスの充実

グループホームの整備

身近な地域で相談できる場の充実

障害者向けの住まいの確保

財産管理や見守り等の支援の充実

仕事を継続するための支援の充実

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

短期入所（ショートステイ）の整備

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

居住支援の充実

建物・道路等のバリアフリー化

災害時支援の充実

経済的支援の充実

趣味やスポーツ活動の充実

意思疎通支援の充実

福祉機器・補装具などの充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

地域交流の場の充実

福祉と教育の連携の充実

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）

※「福祉と教育の連携の充実」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、“関東以外”を除くいずれの地域でも「周囲の人の障害に対する理解の促進」が

４割以上で最も高く、特に“文京区内”と“東京都（23区内を除く）”では６割を超えています。 

 また、「福祉・医療・介護との連携の充実」はいずれの地域でも２割半ばを超えています。 

また、“文京区内”では、「日中活動系サービスの充実」が 46.2％、「入所施設（障害者支援施設等）

の整備」が 61.5％と、他の地域よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

周囲の人の
障害に対す
る理解の促
進

医療やリハ
ビリテー
ションの充
実

幼少期・学
齢期からの
教育・育成
の充実

働くための
訓練・就労
に向けた支
援の充実

仕事を継続
するための
支援の充実

身近な地域
で相談でき
る場の充実

訪問系サー
ビス（居宅
介護・重度
訪問介護・
同行援護
等）の充実

全体 85 52.9 30.6 8.2 9.4 11.8 12.9 14.1

文京区内 26 65.4 38.5 11.5 7.7 7.7 7.7 7.7

23区内（文京区を除く） 10 40.0 10.0 10.0 10.0 20.0 10.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 66.7 40.0 0.0 6.7 20.0 13.3 13.3

関東（東京都を除く） 16 50.0 18.8 6.3 6.3 0.0 18.8 18.8

関東以外 17 29.4 35.3 11.8 17.6 17.6 17.6 23.5

地
域
別

（単位:％）

ｎ

日中活動系

サービス（生活

介護・自立訓

練・就労移行

支援・就労継

続支援等）の

充実

短期入所
（ショートス
テイ）の整備

意思疎通支
援（手話通
訳者・要約
筆記者派
遣）の充実

福祉機器・
補装具など
の充実

グループ
ホームの整
備

入所施設
（障害者支
援施設等）
の整備

障害者向け
の住まいの
確保

全体 85 34.1 9.4 4.7 4.7 14.1 42.4 12.9

文京区内 26 46.2 7.7 0.0 7.7 11.5 61.5 7.7

23区内（文京区を除く） 10 10.0 10.0 0.0 0.0 20.0 20.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 33.3 13.3 13.3 0.0 13.3 33.3 13.3

関東（東京都を除く） 16 25.0 12.5 6.3 6.3 18.8 37.5 0.0

関東以外 17 35.3 5.9 5.9 5.9 11.8 35.3 35.3

地
域
別

（単位:％）

ｎ

居住支援の
充実

建物・道路
等のバリア
フリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み
づくり

趣味やス
ポーツ活動
の充実

財産管理や
見守り等の
支援の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

全体 85 8.2 8.2 2.4 5.9 12.9 7.1 8.2

文京区内 26 7.7 7.7 0.0 3.8 15.4 15.4 15.4

23区内（文京区を除く） 10 0.0 20.0 0.0 0.0 10.0 10.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 20.0 0.0 6.7 13.3 13.3 0.0 0.0

関東（東京都を除く） 16 6.3 12.5 0.0 0.0 12.5 6.3 12.5

関東以外 17 5.9 5.9 5.9 5.9 11.8 0.0 0.0

地
域
別

（単位:％）

ｎ

地域交流の
場の充実

福祉・医療・
介護との連
携の充実

福祉と教育
の連携の充
実

その他 特にない 無回答

全体 85 2.4 31.8 2.4 1.2 10.6 3.5

文京区内 26 3.8 26.9 0.0 0.0 0.0 3.8

23区内（文京区を除く） 10 0.0 30.0 0.0 0.0 40.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 6.7 33.3 13.3 0.0 0.0 6.7

関東（東京都を除く） 16 0.0 31.3 0.0 0.0 25.0 0.0

関東以外 17 0.0 35.3 0.0 5.9 5.9 5.9

地
域
別
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６ 相談や福祉の情報について 

（１）困ったときの相談相手 

問 20 あなたが困ったときに相談する相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困ったときの相談相手は、「施設の職員」が 85.9％と８割半ばで最も高く、次いで「家族や親族」

が 43.5％、「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」が 11.8％と続いており、それ以外

の項目は１割を下回っています。 

 一方、「相談する相手がいない」は 1.2％となっています。 

 令和元年度と比較すると、「家族や親族」が 17.9ポイント令和元年度より下がっており、「施設の相

談窓口（第三者委員会等）」も 5.0ポイント下がっています。 

  

85.9

43.5

11.8

9.4

5.9

5.9

5.9

5.9

4.7

3.5

3.5

2.4

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

3.5

1.2

4.7

82.2

61.4

10.9

5.0

10.9

6.9

7.9

1.0

7.9

1.0

3.0

3.0

0.0

0.0

5.9

4.0

2.0

0% 30% 60% 90%

施設の職員

家族や親族

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

施設の相談窓口（第三者委員会等）

友人・知人

相談支援事業所等の相談支援専門員

障害者基幹相談支援センター

障害等の当事者会や家族の会

社会福祉協議会

インターネット等の情報

卒業した学校の教職員

保健サービスセンター

地域生活支援拠点（区の生活あんしん拠点等）

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

ピアサポーター

どこに相談すればいいかわからない

その他

相談する相手はいない

無回答

令和４年度

（n＝85）

令和元年度

（n＝101）

※「地域生活支援拠点（区の生活あんしん拠点等）」

「SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）」

「どこに相談すればいいかわからない」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】地域別・入所年数別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別にみると、いずれの地域でも「施設の職員」が７割半ばを超えて最も高くなっています。 

“文京区内”では「家族や親族」が 73.1％と７割を超えて、他の地域よりも高くなっています。 

 入所年数別にみると、いずれの入所年数でも「施設の職員」が５割以上で最も高くなっています。 

“５年以上～10年未満”では「家族や親族」が「施設の職員」と同じく 73.9％と７割を超えて、他の

年数よりも高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

家族や親族 施設の職員 施設の相談
窓口（第三
者委員会
等）

友人・知人 ピアサポー
ター

卒業した学
校の教職員

障害等の当
事者会や家
族の会

全体 85 43.5 85.9 5.9 5.9 0.0 2.4 4.7

文京区内 26 73.1 76.9 3.8 15.4 0.0 3.8 7.7

23区内（文京区を除く） 10 40.0 90.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 33.3 80.0 13.3 6.7 0.0 6.7 0.0

関東（東京都を除く） 16 31.3 93.8 6.3 0.0 0.0 0.0 6.3

関東以外 17 23.5 94.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１年未満 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

１年以上～３年未満 2 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上～５年未満 4 25.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５年以上～10年未満 23 73.9 73.9 4.3 13.0 0.0 4.3 8.7

10年以上～20年未満 10 10.0 90.0 0.0 10.0 0.0 10.0 0.0

20年以上～30年未満 18 38.9 83.3 16.7 5.6 0.0 0.0 0.0

30年以上 20 40.0 95.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0

地
域
別

入
所
年
数
別

（単位:％）

ｎ

相談支援事
業所等の相
談支援専門
員

医療関係者

（医師・歯科医

師・看護師・医

療相談員）

官公庁の窓
口（区の障
害福祉課
等）

保健サービ
スセンター

障害者基幹
相談支援セ
ンター

地域生活支
援拠点（区
の生活あん
しん拠点等）

社会福祉協
議会

全体 85 5.9 11.8 9.4 1.2 5.9 1.2 3.5

文京区内 26 0.0 19.2 15.4 3.8 7.7 3.8 3.8

23区内（文京区を除く） 10 0.0 10.0 10.0 0.0 10.0 0.0 10.0

東京都（23区内を除く） 15 13.3 6.7 6.7 0.0 6.7 0.0 6.7

関東（東京都を除く） 16 6.3 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0

関東以外 17 11.8 5.9 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0

１年未満 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１年以上～３年未満 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上～５年未満 4 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0

５年以上～10年未満 23 0.0 21.7 17.4 4.3 8.7 4.3 4.3

10年以上～20年未満 10 20.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20年以上～30年未満 18 5.6 5.6 0.0 0.0 11.1 0.0 5.6

30年以上 20 5.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 5.0

地
域
別

入
所
年
数
別

（単位:％）

ｎ

インターネッ
ト等の情報

SNS（ソー

シャル・ネット

ワーキング・

サービス）

どこに相談
すればいい
かわからな
い

その他 相談する相
手はいない

無回答

全体 85 3.5 1.2 0.0 3.5 1.2 4.7

文京区内 26 7.7 0.0 0.0 3.8 0.0 3.8

23区内（文京区を除く） 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

東京都（23区内を除く） 15 6.7 6.7 0.0 6.7 6.7 6.7

関東（東京都を除く） 16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3

関東以外 17 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9

１年未満 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１年以上～３年未満 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３年以上～５年未満 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５年以上～10年未満 23 8.7 0.0 0.0 4.3 4.3 8.7

10年以上～20年未満 10 0.0 10.0 0.0 10.0 0.0 0.0

20年以上～30年未満 18 5.6 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6

30年以上 20 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0

地
域
別

入
所
年
数
別
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（２）福祉情報の入手先 

問 21 あなたは、福祉に関する情報を、主にどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉情報の入手先は、「施設の職員」が 54.1％と５割半ば近くで最も高く、次いで「家族や親族」

が 21.2％、「相談支援専門員」が 15.3％、「障害等の当事者会や家族の会」が 7.1％と続いています。 

 一方、「特にない」は 23.5％と２割を超えています。 

 

  

54.1

21.2

15.3

7.1

4.7

4.7

3.5

3.5

2.4

2.4

2.4

1.2

1.2

1.2

5.9

23.5

5.9

0% 20% 40% 60%

施設の職員

家族や親族

相談支援専門員

障害等の当事者会や家族の会

テレビ・ラジオ

医療機関

友人・知人

新聞・書籍

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

インターネット

SNS

官公庁の広報紙

官公庁のホームページ

保健サービスセンター

その他

特にない

無回答

n＝85
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【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“18 歳以上 40 歳未満”を除くいずれの障害でも「施設の職員」が最も高く、特に

“40歳以上 65歳未満”では 61.1％と６割を超えています。 

 また、“40 歳以上 65 歳未満”では「家族や親族」、“65 歳以上 75 歳未満”では「相談支援専門員」

が２割を超えて高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

相談支援
専門員

友人・知
人

官公庁の
広報紙

官公庁の
ホーム
ページ

官公庁の窓

口（区の障

害福祉課

等）

保健サー
ビスセン
ター

テレビ・
ラジオ

インター
ネット

全体 85 21.2 15.3 3.5 1.2 1.2 2.4 1.2 4.7 2.4

18歳以上40歳未満 6 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40歳以上65歳未満 54 20.4 13.0 3.7 0.0 1.9 0.0 0.0 5.6 1.9

65歳以上75歳未満 12 8.3 25.0 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3

75歳以上 9 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

SNS 新聞・書
籍

障害等の当

事者会や家

族の会

医療機関 施設の職
員

その他 特にない 無回答

全体 85 2.4 3.5 7.1 4.7 54.1 5.9 23.5 5.9

18歳以上40歳未満 6 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 50.0 0.0

40歳以上65歳未満 54 1.9 1.9 3.7 5.6 61.1 3.7 18.5 5.6

65歳以上75歳未満 12 8.3 16.7 8.3 8.3 33.3 16.7 25.0 16.7

75歳以上 9 0.0 0.0 11.1 0.0 55.6 0.0 33.3 0.0

年
代
別
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７ 権利擁護・差別解消について 

（１）成年後見制度の認知度 

問 22 成年後見制度という言葉について聞いたことがありますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度の認知度について、「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、知っているこ

とがある」が 31.8％、「「成年後見制度」という言葉だけは聞いたことがある」が 15.3％となってお

り、二つ合わせた『「成年後見制度」という言葉を聞いたことがある』は 47.1％と４割半ばを超え、

「「成年後見制度」について内容も言葉も知らない」と同じ割合になっています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

   

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“65 歳以上 75 歳未満”では、「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、

知っていることがある」が 50.0％と５割を占めて最も高くなっています。 

 それ以外のいずれの年代でも、「「成年後見制度」について内容も言葉も知らない」が５割を超えて

最も高くなっています。 

  

全　体

（n=85）

「

成
年
後
見
制
度
」

と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、

知
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る

「

成
年
後
見
制
度
」

と
い
う

言
葉
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る

「

成
年
後
見
制
度
」

に
つ
い
て

内
容
も
言
葉
も
知
ら
な
い

無
回
答

31.8 15.3 47.1 5.9

(%)

（単位:％）

ｎ

「成年後見制度」とい
う言葉を聞いたこと
があり、知っているこ
とがある

「成年後見制度」とい
う言葉だけは聞いた
ことがある

「成年後見制度」につ
いて内容も言葉も知
らない

無回答

全体 85 31.8 15.3 47.1 5.9

18歳以上40歳未満 6 33.3 0.0 66.7 0.0

40歳以上65歳未満 54 25.9 13.0 53.7 7.4

65歳以上75歳未満 12 50.0 33.3 8.3 8.3

75歳以上 9 33.3 11.1 55.6 0.0

年
代
別
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（２）成年後見制度について知っていること 

問 22 で「「成年後見制度」という言葉を聞いたことがあり、知っていることがある」と回答され
た方にお聞きします。 

問 22-1 成年後見制度について知っていることをお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度について知っていることは、「「成年後見制度」は、判断能力が不十分な方の権利や財

産を守る制度である」が 92.6％と９割を超えて最も高く、次いで「「法定後見制度」は、判断能力が

不十分になってから利用する成年後見制度である」が 33.3％と、「「任意後見制度」は、将来の判断能

力の低下に備え、元気な時にあらかじめ後見人となるべき人を決めておく成年後見制度である」が

25.9％と続いています。 

 

  

92.6

33.3

25.9

3.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

無回答

n＝27

「成年後見制度」は、判断能力が不十分な方の権利や

財産を守る制度である

「任意後見制度」は、将来の判断能力の低下に備え、
元気な時にあらかじめ後見人となるべき人を決めておく
成年後見制度である

「法定後見制度」は、判断能力が不十分になってから

利用する成年後見制度である
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（３）福祉サービス利用援助事業の認知度 

問 23 福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）という言葉について聞いたこと

がありますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)の認知度について、「「福祉サービス利用援助事

業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を聞いたことがあり、知っていることがある」と「「福祉サ

ービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉だけは聞いたことがある」がともに 9.4％

となっており、二つ合わせた『福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)という言葉を聞い

たことがある』は 18.8％と２割近くを占めています。 

 一方、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」について内容も言葉も知らない」は

75.3％と全体の４分の３を占めています。 

 

 

【クロス集計】年代別 

 

    

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」につい

て内容も言葉も知らない」が６割半ばを超えて最も高くなっています。 

“40 歳以上 65 歳未満”では、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を

聞いたことがあり、知っていることがある」が１割を超えています。 

“65 歳以上 75 歳未満”では、「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉だ

けは聞いたことがある」が 25.0％と２割半ばを占め、他の年代よりも高くなっています。 

  

全　体

（n=85）

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
、

知
っ

て
い
る
こ

と
が
あ
る

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

と
い
う
言
葉
だ
け
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る

「

福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事

業

(

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業

)

」

に
つ
い
て
内
容
も
言
葉

も
知
ら
な
い

無
回
答

9.4 9.4 75.3 5.9

(%)

（単位:％）

ｎ

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」という
言葉を聞いたことが
あり、知っていること
がある

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」という
言葉だけは聞いたこ
とがある

「福祉サービス利用援
助事業(地域福祉権
利擁護事業)」につい
て内容も言葉も知ら
ない

無回答

全体 85 9.4 9.4 75.3 5.9

18歳以上40歳未満 6 0.0 0.0 100.0 0.0

40歳以上65歳未満 54 11.1 9.3 72.2 7.4

65歳以上75歳未満 12 8.3 25.0 66.7 0.0

75歳以上 9 0.0 0.0 88.9 11.1

年
代
別
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75.0

37.5

25.0

0.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80%

その他

無回答

n＝8

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、

判断能力が不十分な方の契約に基づく福祉サービスの

利用援助等のことである

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」の内容として、
「福祉サービスの利用援助」、「日常的金銭管理サービス」、
「重要書類等預かりサービス」がある

「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、

社会福祉協議会と契約を結ぶことで受けられる支援である

（４）福祉サービス利用援助事業について知っていること 

問 23 で「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」という言葉を聞いたことがあ
り、知っていることがある」と回答された方にお聞きします。 

問 23-1 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)について知っていることをお答

えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)について知っていることは、「「福祉サービス利

用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」は、判断能力が不十分な方の契約に基づく福祉サービスの利用

援助等のことである」が 75.0％と７割半ばを占めて最も高く、次いで「「福祉サービス利用援助事業

(地域福祉権利擁護事業)」は、社会福祉協議会と契約を結ぶことで受けられる支援である」が 37.5％、

「「福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)」の内容として、「福祉サービスの利用援助」、

「日常的金銭管理サービス」、「重要書類等預かりサービス」がある」が 25.0％と続いています。 
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（５）地域で差別を感じる場面 

問 24 あなたが、地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面をお聞かせくだ

さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「お店などの民間事業者」が 11.8％

と唯一１割を超えて最も高く、次いで「公共施設」が 5.9％、「住んでいる地域や住民」と「区役所な

どの行政機関」がともに 4.7％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 45.9％と４割半ばを占めています。 

  

11.8

5.9

4.7

4.7

3.5

3.5

2.4

1.2

1.2

0.0

9.4

45.9

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お店などの民間事業者

公共施設

住んでいる地域や住民

区役所などの行政機関

医療機関

交通機関

通所施設・入所施設

家

保育園、幼稚園、学校

職場

その他

特に感じたことはない

無回答

n＝85
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（６）地域に求める合理的配慮 

問 25 あなたが、地域(行政機関、民間事業者、住民等)に求める合理的配慮がありましたら

お聞かせください。（自由記入） 

 

 地域に求める合理的配慮についての意見は６件ありました。 

 

意見は以下の通りです。 

 

・医療について、体調不良等で掛かりたい時に、障害のある人だと伝えると断られるという経験が

度々ある。医療という特性上致し方ない部分はありながらも、受け入れられるかどうかのアセスメ

ントをもう少ししっかり行って頂けるような仕組み作りを自治体をはじめ行政に進めてもらいたい。 

・自署出来ない本人の代行許可。 

・親なきあとの日常的な身上監護をしてもらいたい。 

・このアンケートは、重度の知的障害者等、本人が理解出来ない内容ばかりなのに、代理の家族や施

設職員が推測しながら回答することの是非はどうなのか。あくまでも本人の意思を尊重する考えが

大切と思うが、コロナ禍で面会もままならない中、非常に悩みつつ本人の意思や気持ちを考えなが

ら、周囲で普段感じた点を回答せざるを得ず、悩ましい声が出ている。 

・地下鉄のエレベーターなど混んでいて車イスで乗れない。 

・民間のお店（障害者用トイレがない）にせまくて入れない。 

・車椅子でのバス利用が使用しづらい。(乗務員さんが車椅子固定に手間が掛かるのは十分理解して

いるが、不快な態度や顔に出されると哀しい気持ちになる) 
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（７）差別解消に必要なこと 

問 26 障害者の差別解消を進めていくために必要なことはなんだと思われますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者の差別解消を進めていくために必要なことは、「障害者差別解消に向けた取組に関わる情報

の提供・発信」が 36.5％と３割半ばを超えて最も高く、次いで「地域や学校等で交流の機会を増やす

こと」が 28.2％、「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報」が 24.7％、「障害者差別に関する相

談・紛争解決の体制整備」が 21.2％、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が 20.0％と

２割以上で続いています。 

 一方、「特にない」は 25.9％と２割半ばを占めています。 

 

  

36.5

28.2

24.7

21.2

20.0

18.8

18.8

14.1

12.9

11.8

10.6

8.2

25.9

5.9

0% 10% 20% 30% 40%

障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発信

地域や学校等で交流の機会を増やすこと

学校や生涯学習での障害に関する教育や情報

障害者差別に関する相談・紛争解決の体制整備

地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと

障害者作品展や障害者と交流するイベントの開催

障害者の一般就労の促進

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害者差別解消法に係るセミナー・研修等の開催

障害についての講演会や疑似体験会の開催

その他

特にない

無回答

n＝85

障害者差別解消法の趣旨や障害理解に関する

リーフレット等の発行
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（８）合理的配慮に必要なこと 

問 27 社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮を進めていくために必要なことはなんだと思

われますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合理的配慮を進めていくために必要なことは、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 37.6％と３割半

ばを超えて最も高く、次いで「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 24.7％、

「合理的配慮に関する講演・セミナーの開催」が 23.5％と２割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 23.5％と２割を超えています。 

 

  

37.6

24.7

23.5

17.6

11.8

10.6

8.2

23.5

15.3

0% 10% 20% 30% 40%

合理的配慮事例の周知・啓発

民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成

合理的配慮に関する講演・セミナーの開催

バリアフリー化や情報保障のための機器の導入

障害当事者等を講師とした研修・講演

その他

特にない

無回答

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じた
コミュニケーション対応

n＝85
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８ 感染症について 

（１）感染症発生時の困りごと 

問 28 新型コロナウイルス感染症が発生し感染拡大したときに困ったことや不安に思ったこ

とは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症発生時の困りごとは、「外出の機会が減った」が 77.6％と７割半ばを超えて最も高く、次い

で「マスクの着用が難しい」が 41.2％、「感染症への不安を感じた」が 37.6％、「手洗いやうがい等の

感染症対策をとることが難しい」が 34.1％と３割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 7.1％となっています。 

  

77.6

41.2

37.6

34.1

27.1

22.4

14.1

10.6

5.9

2.4

4.7

7.1

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

外出の機会が減った

マスクの着用が難しい

感染症への不安を感じた

手洗いやうがい等の感染症対策をとることが難しい

身体的距離を確保することが難しい

オンライン化への対応が難しい

マスクの着用により、コミュニケーションがとりづらい

ワクチン接種の予約等の手続が難しい

その他

特にない

無回答

n＝85

感染症にかかったり、濃厚接触者になった場合の
自宅待機が難しい

通所施設等での感染症発生による閉鎖のため、
日中の活動場所がないことがあった
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９ 自由意見 

問 29 区障害者福祉施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書きく

ださい。 

 

 自由意見は 10件ありました。「福祉」についての意見が 60.0％と最も多くなっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．福祉（３件） 

・あくまでも障害者自身の立場、目線で福祉施策を推進して欲しいと願っている。特に保護者、本人

の高齢化に対しては切実なケースがある。親一人子一人の世帯で急に親が倒れたり、体調不良にな

った時の対応にも、具体的に取り組んで欲しい。また、施設職員不足も深刻。職員の家賃補助等、

待遇を改善すべきである。 

・他区の施設に入っていますが、出来れば住んでいる文京区に施設があったらどんなにいいだろうと

思います。病院に通院させる時も外泊しなくていいし、会いたい時もすぐ行けるし…地元で暮らし

たいです。 

 

２．情報・相談（１件） 

・行政機関からの発信は分かりづらく、積極的な発信が乏しいので見過ごしてしまう。区役所の窓口

は担当者によってムラがあり、知りたい情報をきちんと教えて欲しい。 

 

３．障害理解（１件） 

・障害者福祉の基本である「障害者権利条約」の理解が行政・社会とも不十分。障害福祉課、市民社

会は「条約の心」の理解に向けた取り組みが必要。行政、社会が、いっしょになって、障害者への

「合理的配慮」に取り組み、実践することを要望します。 

 

４．将来（１件） 

・中高等部を卒業していざ社会に出た場合の働く場所、生活の場、グループホームなどが足りないと

思う。今後これらをふやして、安心出来る生活が持てるよう支援して欲しい。 

 

５．アンケート（１件） 

・このアンケートは知的障害者にはあてはまらない質問が多い。身体的障害と知的障害を同じ目線で

のアンケートを行うにはムリがありすぎます。 

総数 福祉
情報・
相談

障害
理解

将来
アン

ケート

自由
意見

10 60.0 10.0 10.0 10.0 10.0



 

 

 

  



 

 

第４章 サービス事業所の方を対象にした調査 

 

 

 

 

 

第４章 

 

サービス事業所の方を対象にした調査 
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１ 事業運営について 

（１）経営主体 

問１ 貴事業所の経営主体をお聞きします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答事業所の経営主体は、「社会福祉法人」と「株式会社・有限会社」がともに 39.7％と４割を占

めて最も高く、次いで「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）」が 6.8％、「社団法人・財団法人」が

5.5％、「合同会社・合資会社」が 2.7％、「その他」が 4.1％となっています。 

 また、「医療法人」と「協同組合」についての回答はありませんでした。 

 

 

 

（２）開業年 

問２ 貴事業所の開業年をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開業年は、「平成25～30年」が31.5％と３割を超えて最も高く、次いで「平成20～24年」が20.5％、

「令和元年（平成 31年）以降」が 17.8％と続いています。 

 

 

  

全　体

（n=73）

無
回
答

平
成
９
年
以
前

平
成
10

14
年

平
成
15

19
年

平
成
20

24
年

平
成
25

30
年

令
和
元
年

（

平
成
　
年
）

以
降

8.2 17.8 1.46.8 13.7 20.5 31.5

(%)

～ ～ ～～ 31

全　体

（n=73）

無
回
答

特
定
非
営
利
活
動
法
人

（

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

株
式
会
社
・
有
限
会
社

社
団
法
人
・
財
団
法
人

医
療
法
人

協
同
組
合

合
同
会
社
・
合
資
会
社

そ
の
他

社
会
福
祉
法
人

39.7 5.5 39.7 6.8 2.74.1 1.4

(%)
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（３）提供しているサービス 

問３ 貴事業所で提供している障害福祉サービス、児童福祉法に基づく障害児サービス等を

お聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提供しているサービスは、「居宅介護」が 24.7％で最も高く、次いで「重度訪問介護」が 20.5％、

「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」が 19.2％、「就労継続支援Ｂ型」が 16.4％と

続いています。 

 

  

24.7

20.5

19.2

16.4

12.3

12.3

12.3

9.6

9.6

9.6

6.8

6.8

4.1

4.1

4.1

2.7

2.7

2.7

1.4

1.4

1.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

1.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

居宅介護

重度訪問介護

計画相談支援（     等利用計画・       ）

就労継続支援B型

移動支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

生活介護

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

同行援護

障害児相談支援

就労継続支援A型

就労定着支援

地域活動支援センター

行動援護

重度障害者等包括支援

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

短期入所

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

施設入所支援

日中一時支援

療養介護

自立生活援助

医療型児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

その他

無回答

n＝73
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（４）事業展開エリア 

問４ 貴事業所が事業を展開しているエリア（サービス利用対象者がお住まいの範囲）をお

答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業展開エリアは、「文京区内全域」が 50.7％と５割に達し最も高く、次いで「23 区内」が 42.5％、

「首都圏」が 19.2％と続いています。 

 

 

 

（５）利用者数 

問５ 貴事業所でサービスを提供している利用者数をお聞きします。 

障害別にお答えください。（令和４年 10月 1日時点の人数） 

重複障害の方については主たる障害についてご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス利用人数は、「30～49 人」が 34.2％と３割を超えて最も高く、次いで「０～４人」と「20

～29人」がともに 16.4％と続いています。 

  

全　体

（n=73）

50
人
以
上

無
回
答

０
～

４
人

５
～

９
人

10

14
人

15

19
人

20

29
人

30

49
人

16.4 5.5 6.8 6.8 16.4 34.2 13.7 0.0

(%)

～ ～ ～ ～

12.3

50.7

42.5

11.0

19.2

8.2

1.4

0% 20% 40% 60%

文京区内の一部

文京区内全域

23区内

東京都内

首都圏

その他

無回答

n＝73
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”では「０～４人」が 36.8％、“居住系・施設系”では「５～９

人」が 37.5％と３割半ばを超えて最も高くなっています。 

 それ以外のサービスではいずれも「30～49 人」が３割以上で最も高く、特に“日中活動系”は７割

を超えています。 

“訓練系・就労系”では「20～29人」が 31.6％と唯一３割を超えています。 

 

 

 

 

 

※グラフ・表に示しているサービス体系の内訳は以下の通りです。 

「訪問系」 
居宅介護事業所、重度訪問介護事業所、同行援護事業所、行動援護事業所、重

度障害者等包括支援事業所 

「日中活動系」 生活介護事業所、療養介護事業所、短期入所事業所 

「居住系・施設系」 共同生活援助事業所、自立生活援助事業所、施設入所支援事業所 

「訓練系・就労系」 
自立訓練事業所（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援事業所、就労継続支援事

業所（A 型、B 型）、就労定着支援事業所 

「相談系」 
地域相談支援事業所（地域移行支援・地域定着支援）、計画相談支援事業所、障

害児相談支援事業所 

「地域生活支援事業」 地域活動支援センター、移動支援事業所、日中一時支援事業所 

「障害児通所支援」 
児童発達支援事業所、医療型児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業

所、居宅訪問型児童発達支援事業所、保育所等訪問支援事業所 

 

 

  

（単位:％）
ｎ

０～
４人

５～
９人

10～
14人

15～
19人

20～
29人

30～
49人

50人
以上

無回答

全体 73 16.4 5.5 6.8 6.8 16.4 34.2 13.7 0.0

訪問系 19 36.8 0.0 5.3 5.3 15.8 21.1 15.8 0.0

日中活動系 7 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 71.4 0.0 0.0

居住系・施設系 8 12.5 37.5 25.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 5.3 0.0 5.3 15.8 31.6 42.1 0.0 0.0

相談系 14 0.0 0.0 0.0 7.1 7.1 57.1 28.6 0.0

地域生活支援事業 12 8.3 0.0 8.3 8.3 25.0 33.3 16.7 0.0

障害児通所支援 18 11.1 0.0 5.6 0.0 11.1 44.4 27.8 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（６）収支状況 

問６ 令和３年度の事業の収支状況は、令和２年度と比べどうでしたか。（○はひとつ） 

 

【収入】 

 

  

 

 

 

 

 

 前年度と比較した収入の状況は、「増加した」が 35.6％と３割半ばを占めて最も高く、次いで「変

わらない」が 32.9％、「減少した」が 28.8％と続いています。 

 増加した割合（％）を回答した 26事業所の平均増加率は 26.6％でした。 

 減少した割合（％）を回答した 21事業所の平均減少率は 10.6％でした。 

 

 

【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”では、「減少した」が 34.5％と３割半ば近くで最も高くな

っています。 

“株式会社・有限会社”では、「増加した」が 41.4％と４割を超えて最も高くなっています。 

 サービス体系別にみると、“相談系”、“地域生活支援事業”、“障害児通所支援”では「増加した」

がそれぞれ５割を超えて、他のサービスよりも高くなっています。 

“訪問系”では、「減少した」が 36.8％と３割半ばを超えて最も高くなっていますが、「増加した」、

「変わらない」も３割台となっています。 

 

  

（単位:％） ｎ 増加した 減少した 変わらない 無回答

全体 73 35.6 28.8 32.9 2.7

社会福祉法人 29 27.6 34.5 31.0 6.9

社団法人・財団法人 4 50.0 50.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 41.4 24.1 34.5 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 60.0 0.0 40.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 100.0 0.0 0.0

その他 3 33.3 0.0 66.7 0.0

訪問系 19 31.6 36.8 31.6 0.0

日中活動系 7 14.3 14.3 71.4 0.0

居住系・施設系 8 12.5 50.0 37.5 0.0

訓練系・就労系 19 26.3 26.3 47.4 0.0

相談系 14 50.0 14.3 35.7 0.0

地域生活支援事業 12 58.3 8.3 33.3 0.0

障害児通所支援 18 55.6 11.1 22.2 11.1

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

全　体

（n=73）

増
加
し
た

減
少
し
た

変
わ
ら
な
い

無
回
答

35.6 28.8 2.732.9

(%)
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【支出】 

 

 

 

 

 

 

 

 前年度と比較した支出の状況は、「増加した」が 45.2％と４割半ばを占めて最も高く、次いで「変

わらない」が 35.6％、「減少した」が 9.6％と続いています。 

 増加した割合（％）を回答した 33事業所の平均増加率は 20.7％でした。 

 減少した割合（％）を回答した７事業所の平均減少率は 7.0％でした。 

 

 

【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”と“株式会社・有限会社”では、「増加した」がともに

48.3％と４割半ばを超えて最も高くなっています。 

 サービス体系別にみると、“訪問系”、“地域生活支援事業”、“障害児通所支援”では「増加した」

が最も高く、特に“地域生活支援事業”で 58.3％と５割半ばを超えています。 

“訓練系・就労系”と“相談系”では、「変わらない」が５割を超えて最も高くなっています。 

また、「減少した」は“訪問系”で 21.1％と２割を超えて、他のサービスよりも高くなっています。 

 

 

  

（単位:％） ｎ 増加した 減少した 変わらない 無回答

全体 73 45.2 9.6 35.6 9.6

社会福祉法人 29 48.3 3.4 34.5 13.8

社団法人・財団法人 4 50.0 25.0 25.0 0.0

株式会社・有限会社 29 48.3 6.9 34.5 10.3

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 60.0 0.0 40.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 100.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 33.3 66.7 0.0

訪問系 19 47.4 21.1 21.1 10.5

日中活動系 7 28.6 0.0 71.4 0.0

居住系・施設系 8 62.5 0.0 37.5 0.0

訓練系・就労系 19 42.1 0.0 52.6 5.3

相談系 14 35.7 7.1 50.0 7.1

地域生活支援事業 12 58.3 8.3 33.3 0.0

障害児通所支援 18 38.9 11.1 27.8 22.2

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

全　体

（n=73）

増
加
し
た

減
少
し
た

変
わ
ら
な
い

無
回
答

45.2 9.6 35.6 9.6

(%)
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（７）増減収の理由 

問６の収入状況を受けてご回答ください。 

問６－１ 増収または減収の理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

【増収の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 増収の理由は、「利用者が増加した」が 57.7％と５割半ばを超えて最も高く、次いで「サービス報

酬の改定」が 19.2％、「補助金が増額された」が 11.5％と続いています。 

 

 

【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、いずれの経営主体でも「利用者が増加した」との回答が３割を超えて最も高

くなっています。 

 サービス体系別にみると、「その他」以外では、いずれのサービスでも「利用者が増加した」が最

も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
サービス
報酬の改
定

利用者が
増加した

ヘルパー等

の人件費を

下げた

利用者の
負担が軽
減された

事務経費等

必要経費を

削減した

補助金が
増額され
た

その他 無回答

全体 26 19.2 57.7 0.0 0.0 3.8 11.5 34.6 3.8

社会福祉法人 8 0.0 62.5 0.0 0.0 0.0 12.5 37.5 0.0

社団法人・財団法人 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

株式会社・有限会社 12 25.0 66.7 0.0 0.0 8.3 8.3 33.3 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0

合同会社・合資会社 0 - - - - - - - -

その他 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

訪問系 6 16.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

日中活動系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

居住系・施設系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

訓練系・就労系 5 40.0 80.0 0.0 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0

相談系 7 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 28.6 28.6 0.0

地域生活支援事業 7 28.6 42.9 0.0 0.0 0.0 28.6 28.6 0.0

障害児通所支援 10 20.0 60.0 0.0 0.0 10.0 0.0 30.0 10.0

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

57.7

19.2

11.5

3.8

0.0

0.0

34.6

3.8

0% 20% 40% 60%

利用者が増加した

サービス報酬の改定

補助金が増額された

事務経費等必要経費を削減した

ヘルパー等の人件費を下げた

利用者の負担が軽減された

その他

無回答

n＝26
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【減収の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 減収の理由は、「利用者が減少した」が 57.1％と５割半ばを超えて最も高く、次いで「ヘルパー等

の人件費を上げた」が 23.8％、「事務経費等必要経費が増加した」が 19.0％と続いています。 

 

 

 

【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、いずれの経営主体でも「利用者が減少した」との回答が４割以上で最も高く

なっています。 

 サービス体系別にみると、“日中活動系”、“居住系・施設系”、“地域生活支援事業”以外のいずれ

のサービスでも「利用者が減少した」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
サービス
報酬の改
定

利用者が
減少した

ヘルパー等

の人件費を

上げた

職員を増
員した

事務経費等

必要経費が

増加した

補助金が
減額され
た

その他 無回答

全体 21 14.3 57.1 23.8 14.3 19.0 14.3 28.6 0.0

社会福祉法人 10 30.0 40.0 10.0 20.0 20.0 10.0 30.0 0.0

社団法人・財団法人 2 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

株式会社・有限会社 7 0.0 71.4 28.6 14.3 0.0 14.3 14.3 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 0 - - - - - - - -

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0

その他 0 - - - - - - - -

訪問系 7 0.0 57.1 42.9 14.3 14.3 28.6 28.6 0.0

日中活動系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

居住系・施設系 4 25.0 25.0 25.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0

訓練系・就労系 5 20.0 60.0 0.0 0.0 20.0 0.0 40.0 0.0

相談系 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0

障害児通所支援 2 50.0 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

57.1

23.8

19.0

14.3

14.3

14.3

28.6

0.0

0% 20% 40% 60%

利用者が減少した

ヘルパー等の人件費を上げた

事務経費等必要経費が増加した

サービス報酬の改定

職員を増員した

補助金が減額された

その他

無回答

n＝21
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（８）経営で重視していること 

問７ 貴事業所を経営していく上で何を重視していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業所を経営していく上で重視していることは、「職員の資質向上」が 86.3％と８割半ばを超えて

最も高く、次いで「職員の確保」が 72.6％、「職員の待遇改善」が 57.5％、「収益の確保」が 54.8％、

「行政との連携」が 52.1％と５割を超えて続いています。 

 

 

  

86.3

72.6

57.5

54.8

52.1

43.8

38.4

35.6

32.9

28.8

24.7

13.7

6.8

1.4

0% 30% 60% 90%

職員の資質向上

職員の確保

職員の待遇改善

収益の確保

行政との連携

他の事業者との連携

事務作業量の軽減

制度改正などへの対応

地域住民等の理解

施設・設備の改善

医療的ケアへの対応

運転資金の調達

その他

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、いずれの経営主体でも「職員の資質向上」が最も高く、“社会福祉法人”で

は 93.1％、“株式会社・有限会社”では 79.3％となっています。 

 また、「職員の確保」も、“社会福祉法人”で 82.8％、“株式会社・有限会社”で 75.9％と、７割半

ばを超えています。 

 サービス体系別にみると、“訪問系”と“地域生活支援事業”では、「職員の確保」が７割半ば以上

で最も高く、特に“訪問系”では 84.2％と８割を超えています。 

 また、“訓練系・就労系”では「収益の確保」が 89.5％と９割近くで最も高くなっています。 

 それ以外のサービスではいずれも「職員の資質向上」が最も高く、特に、回答数が 10件以上の“相

談系”と“障害児通所支援”では９割を超えています。 

  

（単位:％）
ｎ

職員の確保 職員の待遇
改善

職員の資質
向上

事務作業量
の軽減

施設・設備
の改善

制度改正な
どへの対応

収益の確保

全体 73 72.6 57.5 86.3 38.4 28.8 35.6 54.8

社会福祉法人 29 82.8 51.7 93.1 41.4 41.4 51.7 55.2

社団法人・財団法人 4 25.0 75.0 100.0 50.0 25.0 25.0 75.0

株式会社・有限会社 29 75.9 69.0 79.3 34.5 10.3 24.1 58.6

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 40.0 40.0 60.0 0.0 20.0 0.0 20.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 100.0 100.0 100.0 0.0 50.0

その他 3 66.7 33.3 100.0 66.7 66.7 66.7 33.3

訪問系 19 84.2 57.9 68.4 47.4 15.8 21.1 52.6

日中活動系 7 85.7 42.9 100.0 42.9 57.1 71.4 71.4

居住系・施設系 8 75.0 62.5 100.0 0.0 25.0 37.5 50.0

訓練系・就労系 19 68.4 52.6 84.2 42.1 52.6 57.9 89.5

相談系 14 64.3 64.3 92.9 50.0 21.4 42.9 57.1

地域生活支援事業 12 75.0 50.0 75.0 50.0 33.3 25.0 58.3

障害児通所支援 18 66.7 61.1 94.4 27.8 22.2 33.3 33.3

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）
ｎ

運転資金の
調達

他の事業者
との連携

行政との連
携

地域住民等
の理解

医療的ケア
への対応

その他 無回答

全体 73 13.7 43.8 52.1 32.9 24.7 6.8 1.4

社会福祉法人 29 13.8 58.6 72.4 48.3 24.1 10.3 0.0

社団法人・財団法人 4 25.0 75.0 75.0 25.0 25.0 25.0 0.0

株式会社・有限会社 29 10.3 31.0 31.0 10.3 24.1 0.0 3.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0

その他 3 0.0 66.7 66.7 100.0 33.3 0.0 0.0

訪問系 19 5.3 10.5 21.1 10.5 31.6 5.3 5.3

日中活動系 7 28.6 28.6 71.4 85.7 42.9 14.3 0.0

居住系・施設系 8 0.0 37.5 62.5 50.0 25.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 21.1 63.2 57.9 47.4 21.1 10.5 0.0

相談系 14 21.4 71.4 85.7 57.1 42.9 14.3 0.0

地域生活支援事業 12 25.0 16.7 41.7 41.7 33.3 8.3 0.0

障害児通所支援 18 16.7 44.4 44.4 22.2 16.7 11.1 0.0

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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２ 職員について 

（１）職員数（総数・常勤・非常勤・その他） 

問８ 貴運営法人及び貴事業所にお聞きします。 

令和４年 10月１日現在の職員数をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職員数は、「５～９人」が 32.9％と３割を超えて最も高く、次いで「０～４人」が 19.2％、「15～19

人」が 15.1％と続いています。 

 

 

【職員別】 

 

 

 

 

 職員別にみると、「無回答」を除くと、いずれの職員でも「０～４人」が最も高く、“常勤職員”と

“常勤職員”では４割前後を占めています。 

 平均人数は、“常勤職員”が 7.8人、“非常勤職員”が 10.6人となっています。 

 

 

 

  

（単位:％）
ｎ

０～
４人

５～
９人

10～
14人

15～
19人

20～
29人

30～
49人

50人
以上

無回答 平均
　　　（人）

常勤職員 73 41.1 39.7 1.4 2.7 8.2 2.7 0.0 4.1 7.8

非常勤職員 73 38.4 20.5 6.8 4.1 9.6 1.4 2.7 16.4 10.6

その他 73 9.6 4.1 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 84.9 5.6

職
員
別

全　体

（n=73）

50
人
以
上

無
回
答

０
～

４
人

５
～

９
人

10

14
人

15

19
人

20

29
人

30

49
人

19.2 32.9 11.0 15.1 8.2 6.8 6.8 0.0

(%)

～ ～ ～ ～
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（２）職員数（職種別） 

問９ 貴運営法人及び貴事業所にお聞きします。 

令和４年 10月１日現在の職種別職員数をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職種別職員数は、「介護職員」が 542 人と最も多く、次いで「生活支援員」が生活支援員人、「その

他」が 150人と続いています。 

 回答事業所当たりの平均職員数は、「介護職員」が 30.1 人と最も多く、次いで「生活支援員」が

7.9人、「理学療法士」が 5.3人、「児童指導員」が 5.1人と続いています。 

 １事業所での最多職員数は、「介護職員」が 160人と最も多く、次いで「生活支援員」が 36人、「児

童指導員」が 22人と続いています。 

 １事業所での最少職員数は、「介護職員」が５人と最も多くなっています。 

 

 

（４）職員数（経験年数別） 

問 10 貴運営法人及び貴事業所にお聞きします。 

令和４年 10月１日現在の経験年数別職員数をお聞きします。 

 

  

 

 

 

 

 経験年数別職員数は、「10 年以上」が 410 人と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」が 299 人、

「１年以上３年未満」が 209人と続いています。 

 回答事業所当たりの平均職員数は、「10 年以上」が 8.9 人と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」

が 5.2人、「１年以上３年未満」が 4.0人と続いています。 

 １事業所での最多職員数は、「10 年以上」が 70 人と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」が 39

人、「１年以上３年未満」と「３年以上５年未満」がともに 33人と続いています。 

 １事業所での最少職員数は、いずれの経験年数の職員も１人となっています。 

  

（単位:人）
職員総数 回答事業所数

平均
職員数

１事業所での
最多職員数

１事業所での
最小職員数

６か月未満 46 26 1.8 9 1

６か月以上１年未満 64 36 1.8 9 1

１年以上３年未満 209 52 4.0 33 1

３年以上５年未満 198 53 3.7 33 1

５年以上10年未満 299 58 5.2 39 1

10年以上 410 46 8.9 70 1

経
験
年
数
別

（単位:人）
職員総数 回答事業所数

平均
職員数

１事業所での
最多職員数

１事業所での
最小職員数

生活支援員 237 30 7.9 36 1

介護職員 542 18 30.1 160 5

看護師 35 11 3.2 20 1

栄養士 13 5 2.6 9 1

理学療法士 16 3 5.3 10 1

作業療法士 10 5 2.0 4 1

職業指導員 29 16 1.8 4 1

児童指導員 71 14 5.1 22 1

保育士 28 10 2.8 8 1

相談支援専門員 45 20 2.3 5 1

事務職員 48 18 2.7 20 1

その他 150 40 3.8 13 1

職
種
別
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（５）職員の充足状況 

問 11 貴運営法人及び貴事業所にお聞きします。 

業務量に対して、職員の充足状況（人手）はいかがですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職員の充足状況は、「不足している」と「やや不足している」がともに 31.5％と３割を占めており、

「大変不足している」（17.8％）を合わせた『不足している』は 80.8％と８割を占めています。 

 一方、「適当である」は 16.4％となっています。 

 

 

（６）不足している職員の職種 

問 11で「不足」と回答された方にお聞きします。 

問 11-1 不足している職員の職種は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不足している職員の職種は、「介護職員」が 30.5％と３割に達し最も高く、次いで「生活支援員」

が 28.8％、「相談支援専門員」が 20.3％と２割台で続いています。 

  

30.5

28.8

20.3

18.6

13.6

8.5

6.8

5.1

3.4

1.7

0.0

15.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

介護職員

生活支援員

相談支援専門員

事務職員

児童指導員

看護師

保育士

職業指導員

作業療法士

理学療法士

栄養士

その他

無回答

n＝59

全　体

（n=73）

大
変
不
足
し
て
い

る 不
足
し
て
い
る

や
や
不
足
し
て
い

る 適
当
で
あ
る

過
剰
で
あ
る

無
回
答

17.8 31.5 31.5 16.4

0.0

2.7

(%)
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（７）退職者数（総数・常勤・非常勤・その他） 

問 12 職員について、令和３年度中の退職者数をお聞きします。 

 

  

 

 

 

 令和３年度中の退職者数は、回答のあった 42事業所で 125人、平均退職者数は 3.0人、１事業所で

の最多退職者数は 12人となっています。 

 常勤職員の退職者数は、29 事業所で 59 人、平均退職者数は 2.0 人、１事業所での最多退職者数は

６人となっています。 

 非常勤職員の退職者数は、27 事業所で 69 人、平均退職者数は 2.6 人、１事業所での最多退職者数

は 10人となっています。 

 

 

 

 

  

（単位:人）
退職総数 回答事業所数

平均
退職数

１事業所での
最多退職数

１事業所での
最小退職数

全体 125 42 3.0 12 1

常勤職員 59 29 2.0 6 1

非常勤職員 69 27 2.6 10 1

その他 7 4 2.3 1 1

職
種
別
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（８）人材確保・人材育成の取り組み 

問 13 貴事業所では、人材確保・人材育成のための取り組みをしていますか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

【人材確保の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人材確保の取り組みは、「募集・採用方法の充実」と「ハローワークを通じた募集」がともに

52.1％と５割を超えて最も高く、次いで「報酬の改善」が 49.3％、「健康診断、健康管理の充実」が

41.1％と続いています。 

 

 

 

  

52.1

52.1

49.3

41.1

39.7

38.4

37.0

32.9

30.1

26.0

20.5

4.1

1.4

0.0

0% 20% 40% 60%

募集・採用方法の充実

ハローワークを通じた募集

報酬の改善

健康診断、健康管理の充実

知人経由・人づてで探した

インターネット人材募集サービスを通じた募集

勤務条件（夜勤回数、勤務時間など）の改善

高校・専門学校・大学等からの実習受け入れ

福利厚生（育休、介護休暇）の改善

高校・専門学校・大学等を通じた募集

人材派遣会社を通じた募集

その他

特に取り組んでいない

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”では「ハローワークを通じた募集」が 72.4％と７割を超え

て最も高く、次いで「募集・採用方法の充実が」が 65.5％、「健康診断、健康管理の充実」と「高

校・専門学校・大学等からの実習受け入れ」がともに 58.6％と５割を超えて高くなっています。 

“株式会社・有限会社”では、「報酬の改善」が 62.1％、「インターネット人材募集サービスを通じた

募集」が 58.6％と５割を超えて高くなっています。 

 サービス体系別にみると、“訪問系”では、「報酬の改善」が 68.4％と７割近くに達し、他のサービ

スよりも高くなっています。 

“訓練系・就労系”、“相談系”、“障害児通所支援”では、「募集・採用方法の充実」が５割半ばを超

えて最も高くなっています。また、“訓練系・就労系”では「ハローワークを通じた募集」も同じ割

合で最も高くなっています。 

“地域生活支援事業”では、「報酬の改善」と「知人経由・人づてで探した」がともに 58.3％と最も

高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

人材派遣会
社を通じた
募集

インターネット

人材募集サー

ビスを通じた

募集

高校・専門学

校・大学等から

の実習受け入

れ

知人経由・
人づてで探
した

その他 特に取り組
んでいない

無回答

全体 73 20.5 38.4 32.9 39.7 4.1 1.4 0.0

社会福祉法人 29 24.1 27.6 58.6 44.8 3.4 0.0 0.0

社団法人・財団法人 4 25.0 25.0 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 24.1 58.6 6.9 34.5 3.4 0.0 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 20.0 20.0 60.0 20.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

訪問系 19 26.3 52.6 10.5 42.1 5.3 0.0 0.0

日中活動系 7 14.3 57.1 57.1 14.3 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 50.0 25.0 50.0 50.0 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 10.5 21.1 47.4 26.3 0.0 5.3 0.0

相談系 14 14.3 14.3 50.0 35.7 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 33.3 50.0 16.7 58.3 8.3 0.0 0.0

障害児通所支援 18 27.8 38.9 22.2 27.8 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

勤務条件（夜

勤回数、勤務

時間など）の

改善

報酬の改善 福利厚生（育

休、介護休

暇）の改善

健康診断、
健康管理の
充実

募集・採用
方法の充実

高校・専門学

校・大学等を

通じた募集

ハローワー
クを通じた
募集

全体 73 37.0 49.3 30.1 41.1 52.1 26.0 52.1

社会福祉法人 29 34.5 41.4 34.5 58.6 65.5 44.8 72.4

社団法人・財団法人 4 25.0 50.0 25.0 50.0 25.0 25.0 0.0

株式会社・有限会社 29 41.4 62.1 31.0 27.6 48.3 10.3 48.3

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0

合同会社・合資会社 2 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0

その他 3 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 66.7

訪問系 19 36.8 68.4 36.8 42.1 26.3 10.5 52.6

日中活動系 7 28.6 28.6 28.6 71.4 42.9 42.9 85.7

居住系・施設系 8 37.5 50.0 37.5 75.0 75.0 50.0 75.0

訓練系・就労系 19 36.8 52.6 47.4 42.1 57.9 36.8 57.9

相談系 14 42.9 35.7 28.6 35.7 57.1 50.0 50.0

地域生活支援事業 12 33.3 58.3 25.0 25.0 25.0 25.0 41.7

障害児通所支援 18 38.9 33.3 11.1 16.7 55.6 22.2 33.3

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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【人材育成の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人材育成の取り組みは、「事業所内での研修の実施」が 79.5％と約８割で最も高く、次いで「OJTの

実施」が 57.5％、「法人全体で連携して育成に取り組んでいる」が 54.8％と５割を超えて続いていま

す。 

 

 

 

  

79.5

57.5

54.8

47.9

45.2

39.7

28.8

23.3

11.0

4.1

4.1

2.7

0% 30% 60% 90%

事業所内での研修の実施

OJTの実施

法人全体で連携して育成に取り組んでいる

外部研修参加のための休暇取得や金銭的な支援

教育・研修計画を立てる

資格取得のための休暇取得の支援や金銭的な支援

自立支援協議会の専門部会等への参加

能力の向上が認められた者に対する報奨制度

他の事業者と協力して育成に取り組んでいる

その他

特に取り組んでいない

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、いずれの経営主体でも「事業所内での研修の実施」が最も高く、回答数が 10

件以上の“社会福祉法人”では 86.2％、“株式会社・有限会社”では 69.0％となっています。 

 また、“社会福祉法人”では、「法人全体で連携して育成に取り組んでいる」が 75.9％と７割半ばで

高く、「OJTの実施」も 69.0％と７割近くに達しています。 

“株式会社・有限会社”では、「資格取得のための休暇取得の支援や金銭的な支援」が 62.1％、「OJT

の実施」が 58.6％と６割前後となっています。 

 サービス体系別にみると、いずれのサービスでも「事業所内での研修の実施」が７割を超えて最も

高くなっています。 

 また、“訪問系”では「資格取得のための休暇取得の支援や金銭的な支援」が、“訓練系・就労系”

では「OJT の実施」と「法人全体で連携して育成に取り組んでいる」がそれぞれ７割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

能力の向上が
認められた者
に対する報奨
制度

法人全体で連
携して育成に
取り組んでい
る

他の事業者と
協力して育成
に取り組んで
いる

その他 特に取り組ん
でいない

無回答

全体 73 23.3 54.8 11.0 4.1 4.1 2.7

社会福祉法人 29 13.8 75.9 17.2 3.4 0.0 3.4

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 37.9 44.8 3.4 3.4 6.9 3.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

訪問系 19 26.3 42.1 5.3 5.3 0.0 0.0

日中活動系 7 14.3 71.4 14.3 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 12.5 75.0 12.5 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 26.3 73.7 15.8 0.0 5.3 0.0

相談系 14 28.6 57.1 21.4 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 16.7 50.0 16.7 8.3 0.0 0.0

障害児通所支援 18 11.1 38.9 5.6 0.0 11.1 11.1

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

資格取得のた
めの休暇取得
の支援や金銭
的な支援

外部研修参加
のための休暇
取得や金銭的
な支援

事業所内での
研修の実施

OJTの実施 自立支援協議
会の専門部会
等への参加

教育・研修計
画を立てる

全体 73 39.7 47.9 79.5 57.5 28.8 45.2

社会福祉法人 29 17.2 55.2 86.2 69.0 44.8 55.2

社団法人・財団法人 4 25.0 75.0 100.0 50.0 50.0 25.0

株式会社・有限会社 29 62.1 41.4 69.0 58.6 13.8 41.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 40.0 40.0 60.0 20.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 50.0

その他 3 33.3 33.3 100.0 33.3 66.7 66.7

訪問系 19 73.7 36.8 78.9 47.4 15.8 36.8

日中活動系 7 14.3 57.1 100.0 85.7 42.9 71.4

居住系・施設系 8 25.0 37.5 87.5 75.0 37.5 50.0

訓練系・就労系 19 31.6 52.6 84.2 78.9 26.3 68.4

相談系 14 28.6 64.3 78.6 42.9 57.1 42.9

地域生活支援事業 12 58.3 41.7 91.7 41.7 16.7 33.3

障害児通所支援 18 11.1 33.3 72.2 50.0 27.8 22.2

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（９）人材確保や質の向上に向けた連携先 

問 14 貴事業所では、人材の確保や質の向上に向けた連携先はありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人材確保や質の向上に向けた連携先は、「ハローワーク」が 47.9％と４割半ばを超えて最も高く、

次いで「介護・医療・福祉分野の事業者団体」が 27.4％、「東京都福祉人材センター」が 24.7％、「学

校・教育機関あるいはその団体」が 23.3％と２割台で続いています。 

 

  

47.9

27.4

24.7

23.3

15.1

12.3

1.4

0.0

4.1

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ハローワーク

介護・医療・福祉分野の事業者団体

東京都福祉人材センター

学校・教育機関あるいはその団体

文京区役所

社会福祉協議会

東京労働局

商工団体（商工会議所等）

その他

無回答

n＝73
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３ サービス提供について 

（１）サービス提供上の課題 

問 15 貴事業所でサービスを提供する上で、課題となっていることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス提供上の課題は、「量的に、利用者の希望通り提供できていない」が 45.2％と最も高く、

次いで「困難事例への対応が難しい」が 37.0％、「休日や夜間の対応が難しい」が 30.1％と３割以上

で続いています。 

 令和元年度と比較すると、「困難事例への対応が難しい」と「利用者や家族とのコミュニケーショ

ンが難しい」以外の項目はいずれも令和元年度を下回っており、特に「変更やキャンセルが多い」は

7.2ポイント、「量的に、利用者の希望通り提供できていない」は 6.7ポイント下がっています。 

 

  

45.2

37.0

30.1

20.5

17.8

11.0

1.4

16.4

5.5

51.9

34.6

32.7

23.1

25.0

9.6

1.9

15.4

5.8

0% 20% 40% 60%

量的に、利用者の希望通り提供できていない

困難事例への対応が難しい

休日や夜間の対応が難しい

質的に、利用者の希望通り提供できていない

変更やキャンセルが多い

利用者や家族とのコミュニケーションが難しい

苦情やトラブルが多い

その他

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”と“地域生活支援事業”では、「量的に、利用者の希望通り提

供できていない」が６割半ばを超えて、他のサービスよりも高くなっています。 

回答数が 10 件以上の“訓練系・就労系”と“相談系”では、「困難事例への対応が難しい」が５割

を超えて最も高くなっています。 

“障害児通所支援”では、「量的に、利用者の希望通り提供できていない」と「困難事例への対応が

難しい」がともに 44.4％と最も高くなっています。 

 また、「量的に、利用者の希望通り提供できていない」と「困難事例への対応が難しい」は、いず

れのサービスでも回答されています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
変更やキャンセ
ルが多い

苦情やトラブル
が多い

その他 無回答

全体 73 17.8 1.4 16.4 5.5

訪問系 19 26.3 0.0 15.8 5.3

日中活動系 7 0.0 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 0.0 12.5 12.5 12.5

訓練系・就労系 19 0.0 0.0 26.3 5.3

相談系 14 7.1 0.0 7.1 0.0

地域生活支援事業 12 33.3 0.0 16.7 0.0

障害児通所支援 18 38.9 0.0 16.7 5.6

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ
量的に、利用者
の希望通り提供
できていない

質的に、利用者
の希望通り提供
できていない

利用者や家族と
のコミュニケー
ションが難しい

困難事例への対
応が難しい

休日や夜間の対
応が難しい

全体 73 45.2 20.5 11.0 37.0 30.1

訪問系 19 68.4 5.3 10.5 10.5 52.6

日中活動系 7 28.6 14.3 0.0 85.7 0.0

居住系・施設系 8 12.5 12.5 25.0 37.5 50.0

訓練系・就労系 19 26.3 10.5 10.5 52.6 10.5

相談系 14 42.9 35.7 14.3 57.1 35.7

地域生活支援事業 12 66.7 0.0 0.0 16.7 58.3

障害児通所支援 18 44.4 38.9 11.1 44.4 16.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（２）サービス利用に関する相談・苦情内容 

問 16 貴事業所では、サービス利用について、利用者やご家族の方からどのような相談や苦

情を受けることがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス利用に関する相談・苦情内容は、「職員やスタッフに関すること」が 38.4％、「支援内容や

個別支援計画に関すること」が 35.6％と３割半ばを超えて高く、次いで「施設での作業内容に関する

こと」が 17.8％、「施設の整備に関すること」と「体力づくりや健康づくりなどに関すること」がと

もに 16.4％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「職員やスタッフに関すること」が 17.2 ポイント上がっています。反対

に「食事（メニューや食材等）に関すること」は 13.7 ポイント、「体力づくりや健康づくりなどに関

すること」は 10.5ポイントと、令和元年度より 10ポイント以上下がっています。 

 

 

  

38.4

35.6

17.8

16.4

16.4

12.3

11.0

11.0

8.2

5.5

1.4

11.0

16.4

4.1

21.2

32.7

13.5

21.2

26.9

9.6

17.3

9.6

1.9

19.2

19.2

15.4

7.7

0% 10% 20% 30% 40%

職員やスタッフに関すること

支援内容や個別支援計画に関すること

施設での作業内容に関すること

施設の整備に関すること

体力づくりや健康づくりなどに関すること

趣味・レクリエーション等に関すること

生活時間（起床・就寝、食事、入浴等の時間）に関すること

地域で自立生活に向けた訓練等に関すること

利用者と施設の利用契約に関すること

食事（メニューや食材等）に関すること

ハラスメントに関すること

その他

特に苦情や要望はない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

※「ハラスメントに関すること」

は令和４年度から追加



 

- 261 - 

 

【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、いずれのサービスでも「支援内容や個別支援計画に関すること」又は

「職員やスタッフに関すること」が最も高くなっています。 

“相談系”では、ほとんどの項目で他のサービスよりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

支援内容や
個別支援計
画に関する
こと

職員やス
タッフに関
すること

施設の整備
に関するこ
と

利用者と施
設の利用契
約に関する
こと

生活時間（起

床・就寝、食

事、入浴等の

時間）に関する

こと

食事（メ
ニューや食
材等）に関
すること

施設での作
業内容に関
すること

全体 73 35.6 38.4 16.4 8.2 11.0 5.5 17.8

訪問系 19 10.5 52.6 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0

日中活動系 7 71.4 42.9 28.6 14.3 0.0 0.0 42.9

居住系・施設系 8 37.5 50.0 25.0 12.5 0.0 12.5 12.5

訓練系・就労系 19 36.8 47.4 10.5 5.3 5.3 0.0 36.8

相談系 14 71.4 42.9 21.4 28.6 28.6 14.3 42.9

地域生活支援事業 12 41.7 50.0 8.3 8.3 16.7 8.3 8.3

障害児通所支援 18 50.0 22.2 27.8 16.7 22.2 11.1 16.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

地域で自立
生活に向け
た訓練等に
関すること

体力づくり
や健康づく
りなどに関
すること

趣味・レクリ
エーション
等に関する
こと

ハラスメン
トに関する
こと

その他 特に苦情や
要望はない

無回答

全体 73 11.0 16.4 12.3 1.4 11.0 16.4 4.1

訪問系 19 5.3 10.5 5.3 0.0 15.8 10.5 10.5

日中活動系 7 14.3 57.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 0.0

訓練系・就労系 19 15.8 15.8 10.5 0.0 15.8 10.5 0.0

相談系 14 21.4 35.7 21.4 7.1 0.0 14.3 0.0

地域生活支援事業 12 8.3 16.7 16.7 8.3 16.7 8.3 0.0

障害児通所支援 18 11.1 16.7 16.7 0.0 11.1 16.7 5.6

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（３）問題発生時の相談先 

問 17 貴事業所で何か問題が生じたときの相談先はどこですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題発生時の相談先は、「文京区」が 87.7％と８割半ばを超えて最も高く、次いで「東京都」が

43.8％、「法人本部」が 38.4％、「障害者基幹相談支援センター」が 30.1％と続いています。 

 

  

87.7

43.8

38.4

30.1

27.4

23.3

16.4

11.0

9.6

4.1

2.7

6.8

2.7

1.4

0% 30% 60% 90%

文京区

東京都

法人本部

障害者基幹相談支援センター

医療機関

相談支援事業所

他のサービス事業所

高齢者あんしん相談センター

社会福祉協議会

保育園・幼稚園・学校等

国

その他

どこにも相談したことがない

無回答

n＝73
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、いずれのサービスでも「文京区」が７割半ば以上で最も高くなっていま

す。 

“相談系”では、「障害者基幹相談支援センター」が 64.3％と、他のサービスよりも高くなっていま

す。 

 

  

（単位:％）

ｎ
医療機関 保育園・幼

稚園・学校
等

法人本部 他のサービ
ス事業所

その他 どこにも相
談したこと
がない

無回答

全体 73 27.4 4.1 38.4 16.4 6.8 2.7 1.4

訪問系 19 21.1 0.0 15.8 5.3 5.3 5.3 5.3

日中活動系 7 0.0 0.0 85.7 0.0 14.3 0.0 0.0

居住系・施設系 8 37.5 0.0 62.5 12.5 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 31.6 0.0 52.6 15.8 5.3 0.0 0.0

相談系 14 28.6 0.0 57.1 21.4 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 25.0 0.0 41.7 16.7 8.3 8.3 0.0

障害児通所支援 18 16.7 16.7 38.9 22.2 5.6 5.6 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ
文京区 東京都 国 相談支援事

業所
障害者基幹
相談支援セ
ンター

高齢者あん
しん相談セ
ンター

社会福祉協
議会

全体 73 87.7 43.8 2.7 23.3 30.1 11.0 9.6

訪問系 19 73.7 31.6 5.3 36.8 31.6 26.3 10.5

日中活動系 7 100.0 42.9 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0

居住系・施設系 8 100.0 75.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5

訓練系・就労系 19 94.7 57.9 0.0 26.3 31.6 0.0 0.0

相談系 14 92.9 28.6 0.0 7.1 64.3 14.3 21.4

地域生活支援事業 12 75.0 58.3 8.3 50.0 33.3 33.3 16.7

障害児通所支援 18 88.9 50.0 0.0 11.1 16.7 5.6 11.1

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（４）相談内容 

問 17で「どこかに相談した」と回答された方にお聞きします。 

問 17-1 相談した内容は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題発生時の相談内容は、「苦情や要望等への対応に関すること」が 40.0％と４割に達し最も高く、

次いで「施設の運営・整備の支援に関すること」が 37.1％、「緊急時対応に関すること」が 34.3％と

３割台で続いています。 

 令和元年度と比較すると、「緊急時対応に関すること」が 19.7ポイント上がっており、「医療的ケア

に関すること」、「苦情や要望等への対応に関すること」、「家庭環境に関すること」も７ポイント以上

上がっています。反対に「施設の運営・整備の支援に関すること」は 8.7ポイント下がっています。 

 

 

  

40.0

37.1

34.3

28.6

25.7

22.9

21.4

10.0

8.6

1.4

8.6

10.0

2.9

31.3

45.8

14.6

20.8

16.7

20.8

22.9

12.5

6.3

10.4

10.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

苦情や要望等への対応に関すること

施設の運営・整備の支援に関すること

緊急時対応に関すること

家庭環境に関すること

医療的ケアに関すること

サービス提供上の技術的な支援に関すること

人材の確保・質の向上に関すること

サービスの拡充・場所の確保に関すること

8050問題に関すること

ヤングケアラーに関すること

その他

特になし

無回答

令和４年度

（n＝70）

令和元年度

（n＝48）

※「ヤングケアラーに関すること」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”、“相談系”、“障害児通所支援”以外のサービスではいずれも

「施設の運営・整備の支援に関すること」が最も高く、特に“訓練系・就労系”では 73.7％と７割を

超えています。 

 また、「緊急時対応に関すること」と「苦情や要望等への対応に関すること」は、いずれのサービ

スでも２割以上となっています。 

“相談系”では、「緊急時対応に関すること」が 64.3％と６割半ば近くで、他のサービスよりも高く

なっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

施設の運
営・整備の
支援に関す
ること

人材の確
保・質の向
上に関する
こと

サービスの
拡充・場所
の確保に関
すること

サービス提
供上の技術
的な支援に
関すること

家庭環境に
関すること

8050問題
に関するこ
と

医療的ケア
に関するこ
と

全体 70 37.1 21.4 10.0 22.9 28.6 8.6 25.7

訪問系 17 11.8 17.6 5.9 17.6 23.5 5.9 17.6

日中活動系 7 71.4 57.1 14.3 28.6 28.6 28.6 14.3

居住系・施設系 8 62.5 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 37.5

訓練系・就労系 19 73.7 21.1 15.8 26.3 36.8 5.3 31.6

相談系 14 42.9 35.7 21.4 42.9 42.9 28.6 35.7

地域生活支援事業 11 36.4 36.4 9.1 27.3 27.3 9.1 27.3

障害児通所支援 17 23.5 11.8 5.9 11.8 29.4 5.9 23.5

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

ヤングケア
ラーに関す
ること

緊急時対応
に関するこ
と

苦情や要望
等への対応
に関するこ
と

その他 特になし 無回答

全体 70 1.4 34.3 40.0 8.6 10.0 2.9

訪問系 17 5.9 29.4 35.3 5.9 5.9 0.0

日中活動系 7 0.0 42.9 42.9 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 0.0 36.8 42.1 0.0 5.3 0.0

相談系 14 0.0 64.3 57.1 0.0 7.1 0.0

地域生活支援事業 11 0.0 36.4 36.4 9.1 0.0 9.1

障害児通所支援 17 0.0 23.5 29.4 17.6 23.5 11.8

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（５）支援に関する困難 

問 18 貴事業所が支援に関して困難さを感じることはなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 支援に関して感じる困難は、「利用者のニーズへの対応」が 60.3％と６割に達し最も高く、次いで

「障害の多様化への対応」が 53.4％、「特定の時間帯に集中する利用への対応」が 31.5％と続いてい

ます。 

 令和元年度と比較すると、「利用者のニーズへの対応」が 18.0ポイント、「障害の多様化への対応」

が 11.1ポイントと令和元年度より 10ポイント以上上がっています。一方、「制度の複雑化への対応」

は令和元年度より 8.9ポイント下がっています。 

 

 

  

60.3

53.4

31.5

27.4

21.9

19.2

17.8

8.2

5.5

6.8

5.5

1.4

42.3

42.3

30.8

25.0

30.8

19.2

19.2

5.8

5.8

7.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用者のニーズへの対応

障害の多様化への対応

特定の時間帯に集中する利用への対応

地域の社会資源の不足

制度の複雑化への対応

医療的ケアへの対応

区や他事業所等の関係機関との連携対応

近隣住民の理解

相談窓口や支援機関が分からないケースへの対応

その他

特になし

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

※「相談窓口や支援機関が分からないケース

への対応」は令和４年度から追加
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、回答数が 10 件以上のサービスでは、“地域生活支援事業”を除くいずれ

のサービスでも、「利用者のニーズへの対応」が６割を超えています。 

 また、“訓練系・就労系”と“相談系”でも「障害の多様化への対応」が、“地域生活支援事業”で

も「特定の時間帯に集中する利用への対応」がそれぞれ６割を超えています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

特定の時間帯
に集中する利
用への対応

障害の多様化
への対応

制度の複雑化
への対応

医療的ケアへ
の対応

利用者のニー
ズへの対応

区や他事業所
等の関係機関
との連携対応

全体 73 31.5 53.4 21.9 19.2 60.3 17.8

訪問系 19 57.9 36.8 15.8 26.3 63.2 15.8

日中活動系 7 28.6 57.1 0.0 0.0 57.1 14.3

居住系・施設系 8 25.0 50.0 12.5 37.5 37.5 0.0

訓練系・就労系 19 10.5 68.4 21.1 5.3 63.2 10.5

相談系 14 14.3 64.3 21.4 21.4 64.3 28.6

地域生活支援事業 12 66.7 33.3 16.7 50.0 41.7 8.3

障害児通所支援 18 22.2 44.4 33.3 16.7 61.1 27.8

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

近隣住民の理
解

地域の社会資
源の不足

相談窓口や支
援機関が分か
らないケース
への対応

その他 特になし 無回答

全体 73 8.2 27.4 5.5 6.8 5.5 1.4

訪問系 19 0.0 10.5 5.3 0.0 5.3 5.3

日中活動系 7 28.6 42.9 0.0 14.3 0.0 0.0

居住系・施設系 8 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5 0.0

訓練系・就労系 19 10.5 21.1 5.3 15.8 5.3 0.0

相談系 14 21.4 57.1 0.0 7.1 7.1 0.0

地域生活支援事業 12 16.7 25.0 8.3 8.3 0.0 0.0

障害児通所支援 18 5.6 44.4 11.1 16.7 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別



 

- 268 - 

（６）サービス向上のための取り組み 

問 19 貴事業所がサービス向上のために取り組んでいることはなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス向上のために取組んでいることは、「感染症予防マニュアルを作成している」が 75.3％、

「事故防止のためにヒヤリハット事例の共有を行っている」が 74.0％と７割を超えており、次いで

「災害時対応マニュアルを作成している」が 67.1％、「管理者がサービス提供状況を確認し指導して

いる」が 65.8％、「権利擁護や虐待防止に係る委員会開催やマニュアル作成を行っている」が 61.6％

と６割台で続いています。 

 令和元年度と比較すると、「職員が自発的に問題事例等に関するケース検討会を実施している」が

8.4 ポイント、「管理者がサービス提供状況を確認し指導している」が 8.1 ポイント、「権利擁護や虐

待防止に係る委員会開催やマニュアル作成を行っている」が 7.8ポイント、「感染症予防マニュアルを

作成している」が 6.1 ポイントと５ポイント以上上がっています。反対に「苦情解決の対応マニュア

ルを作成している」は 12.8ポイント、「個人情報に関するマニュアルを作成している」は 10.0ポイン

トと令和元年度より 10ポイント以上下がっています。 

  

75.3

74.0

67.1

65.8

61.6

50.7

50.7

43.8

39.7

31.5

23.3

20.5

15.1

9.6

1.4

0.0

69.2

78.8

75.0

57.7

53.8

42.3

63.5

53.8

42.3

36.5

26.9

17.3

17.3

5.8

3.8

1.9

0% 30% 60% 90%

感染症予防マニュアルを作成している

事故防止のためにヒヤリハット事例の共有を行っている

災害時対応マニュアルを作成している

管理者がサービス提供状況を確認し指導している

権利擁護や虐待防止に係る委員会開催やマニュアル作成を行っている

職員が自発的に問題事例等に関するケース検討会を実施している

苦情解決の対応マニュアルを作成している

個人情報に関するマニュアルを作成している

職員のメンタルヘルスや介護技術等の研修受講している

積極的に外部評価を受けている（ISO、第三者評価等）

利用者や家族に対して満足度調査を行っている

サービス提供ガイドラインを作成している

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

看護職の配置や介護職員の「喀痰吸引等研修」受講により

医療的ケアに対応している
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【クロス集計】経営主体別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”と“株式会社・有限会社”ともに、「感染症予防マニュアル

を作成している」が 79.3％と８割近くで最も高くなっています。 

また、“社会福祉法人”では、「災害時対応マニュアルを作成している」、「事故防止のためにヒヤリハ

ット事例の共有を行っている」、「権利擁護や虐待防止に係る委員会開催やマニュアル作成を行ってい

る」がそれぞれ７割半ばを超えています。 

“株式会社・有限会社”では「感染症予防マニュアルを作成している」と同じく、「事故防止のため

にヒヤリハット事例の共有を行っている」も 79.3％と８割近くで最も高くなっています。 

 また、「管理者がサービス提供状況を確認し指導している」と「事故防止のためにヒヤリハット事

例の共有を行っている」は、いずれの経営主体でも５割以上となっています。 

  

（単位:％）

ｎ

看護職の配置や介護職

員の「喀痰吸引等研修」

受講により医療的ケア

に対応している

サービス提供ガイドラ
インを作成している

災害時対応マニュア
ルを作成している

感染症予防マニュア
ルを作成している

全体 73 15.1 20.5 67.1 75.3

社会福祉法人 29 6.9 24.1 75.9 79.3

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 100.0 75.0

株式会社・有限会社 29 17.2 24.1 65.5 79.3

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 20.0 40.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 50.0 50.0

その他 3 66.7 0.0 66.7 100.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

職員が自発的に問題
事例等に関するケー
ス検討会を実施して
いる

管理者がサービス提
供状況を確認し指導
している

個人情報に関するマ
ニュアルを作成して
いる

積極的に外部評価を
受けている（ISO、第
三者評価等）

全体 73 50.7 65.8 43.8 31.5

社会福祉法人 29 69.0 62.1 48.3 58.6

社団法人・財団法人 4 75.0 75.0 25.0 0.0

株式会社・有限会社 29 41.4 65.5 44.8 6.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 60.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 100.0 50.0 0.0

その他 3 0.0 66.7 33.3 100.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

事故防止のためにヒ
ヤリハット事例の共有
を行っている

利用者や家族に対し
て満足度調査を行っ
ている

苦情解決の対応マ
ニュアルを作成して
いる

権利擁護や虐待防止
に係る委員会開催や
マニュアル作成を
行っている

全体 73 74.0 23.3 50.7 61.6

社会福祉法人 29 75.9 20.7 62.1 75.9

社団法人・財団法人 4 75.0 25.0 50.0 75.0

株式会社・有限会社 29 79.3 31.0 51.7 51.7

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 60.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 0.0 0.0 50.0

その他 3 66.7 33.3 33.3 100.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

職員のメンタルヘル
スや介護技術等の研
修受講している

その他 特にない 無回答

全体 73 39.7 9.6 1.4 0.0

社会福祉法人 29 55.2 10.3 0.0 0.0

社団法人・財団法人 4 50.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 27.6 6.9 0.0 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 20.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 0.0 0.0

その他 3 33.3 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、「管理者がサービス提供状況を確認し指導している」、「災害時対応マニ

ュアルを作成している」、「感染症予防マニュアルを作成している」、「事故防止のためにヒヤリハット

事例の共有を行っている」は、いずれのサービスでも５割以上となっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

職員が自発的に問題
事例等に関するケー
ス検討会を実施して
いる

管理者がサービス提
供状況を確認し指導
している

個人情報に関するマ
ニュアルを作成して
いる

積極的に外部評価を
受けている（ISO、第
三者評価等）

全体 73 50.7 65.8 43.8 31.5

訪問系 19 26.3 68.4 42.1 10.5

日中活動系 7 57.1 57.1 71.4 57.1

居住系・施設系 8 62.5 75.0 87.5 100.0

訓練系・就労系 19 68.4 68.4 47.4 57.9

相談系 14 57.1 64.3 42.9 28.6

地域生活支援事業 12 16.7 58.3 50.0 16.7

障害児通所支援 18 44.4 77.8 38.9 16.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

看護職の配置や介護職

員の「喀痰吸引等研修」

受講により医療的ケア

に対応している

サービス提供ガイドラ
インを作成している

災害時対応マニュア
ルを作成している

感染症予防マニュア
ルを作成している

全体 73 15.1 20.5 67.1 75.3

訪問系 19 36.8 26.3 52.6 73.7

日中活動系 7 28.6 42.9 85.7 100.0

居住系・施設系 8 12.5 37.5 87.5 87.5

訓練系・就労系 19 15.8 31.6 73.7 78.9

相談系 14 21.4 28.6 78.6 78.6

地域生活支援事業 12 33.3 33.3 58.3 75.0

障害児通所支援 18 11.1 16.7 72.2 72.2

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

事故防止のためにヒ
ヤリハット事例の共有
を行っている

利用者や家族に対し
て満足度調査を行っ
ている

苦情解決の対応マ
ニュアルを作成して
いる

権利擁護や虐待防止
に係る委員会開催や
マニュアル作成を
行っている

全体 73 74.0 23.3 50.7 61.6

訪問系 19 73.7 15.8 42.1 42.1

日中活動系 7 85.7 28.6 71.4 100.0

居住系・施設系 8 87.5 25.0 62.5 75.0

訓練系・就労系 19 73.7 21.1 78.9 78.9

相談系 14 64.3 21.4 57.1 64.3

地域生活支援事業 12 75.0 16.7 41.7 41.7

障害児通所支援 18 83.3 55.6 44.4 66.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

職員のメンタルヘル
スや介護技術等の研
修受講している

その他 特にない 無回答

全体 73 39.7 9.6 1.4 0.0

訪問系 19 36.8 5.3 0.0 0.0

日中活動系 7 85.7 14.3 0.0 0.0

居住系・施設系 8 50.0 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 47.4 5.3 5.3 0.0

相談系 14 57.1 14.3 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 50.0 16.7 0.0 0.0

障害児通所支援 18 27.8 5.6 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別



 

- 271 - 

（７）区に不足している障害福祉サービス等 

問 20 現在、区に不足している障害福祉サービス等はなんだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○）※介護保険サービスは含めないでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在区に不足している障害福祉サービス等は、「移動支援」が 46.6％と４割半ばを超えて最も高く、

次いで「共同生活援助（グループホーム）」が 39.7％、「短期入所」が 31.5％と３割台で続いていま

す。 

 

  

46.6

39.7

31.5

26.0

21.9

21.9

19.2

16.4

15.1

15.1

12.3

12.3

11.0

9.6

9.6

9.6

9.6

8.2

6.8

5.5

5.5

2.7

2.7

2.7

1.4

1.4

0.0

4.1

13.7

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

移動支援

共同生活援助（グループホーム）

短期入所

計画相談支援（     等利用計画・       ）

生活介護

放課後等デイサービス

施設入所支援

居宅介護

重度訪問介護

医療型児童発達支援

地域相談支援(地域移行支援・地域定着支援)

障害児相談支援

日中一時支援

同行援護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

自立生活援助

行動援護

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

療養介護

地域活動支援センター

保育所等訪問支援

就労継続支援Ｂ型

就労定着支援

重度障害者等包括支援

その他

特にない

無回答

n＝73



 

- 272 - 

 

【クロス集計】経営主体別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”では、「共同生活援助（グループホーム）」が 72.4％と７割

を超えて最も高くなっています。また、「短期入所」も５割を超えて高くなっています。 

“株式会社・有限会社”では「移動支援」が 31.0％と３割を超えて最も高くなっています。 

 また、「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」と「移動支援」は、いずれの経営主

体も回答しています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

地域相談支

援（地域移行

支援・地域定

着支援）

計画相談支

援（サービス

等利用計画・

モニタリン

グ）

地域活動
支援セン
ター

移動支援 日中一時支

援

児童発達
支援

医療型児
童発達支
援

居宅訪問
型児童発
達支援

全体 73 12.3 26.0 2.7 46.6 11.0 9.6 15.1 9.6

社会福祉法人 29 20.7 41.4 6.9 48.3 17.2 10.3 20.7 10.3

社団法人・財団法人 4 0.0 25.0 0.0 100.0 0.0 25.0 50.0 25.0

株式会社・有限会社 29 3.4 10.3 0.0 31.0 6.9 6.9 6.9 6.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 20.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 33.3 0.0 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

居宅介護 重度訪問
介護

行動援護 重度障害
者等包括
支援

同行援護 短期入所 生活介護 療養介護

全体 73 16.4 15.1 6.8 0.0 9.6 31.5 21.9 2.7

社会福祉法人 29 13.8 17.2 3.4 0.0 10.3 55.2 44.8 3.4

社団法人・財団法人 4 50.0 25.0 25.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 17.2 13.8 6.9 0.0 3.4 6.9 0.0 3.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 100.0 66.7 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

自立訓練
（機能訓
練・生活訓
練）

自立生活
援助

就労移行
支援

就労継続
支援A型

就労継続支

援B型

就労定着
支援

共同生活
援助（グ
ループ
ホーム）

施設入所
支援

全体 73 9.6 8.2 5.5 5.5 1.4 1.4 39.7 19.2

社会福祉法人 29 10.3 17.2 3.4 6.9 0.0 3.4 72.4 34.5

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0

株式会社・有限会社 29 10.3 3.4 3.4 0.0 0.0 0.0 6.9 3.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 100.0 33.3

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

放課後等
デイサービ
ス

保育所等
訪問支援

障害児相
談支援

その他 特にない 無回答

全体 73 21.9 2.7 12.3 4.1 13.7 4.1

社会福祉法人 29 20.7 0.0 17.2 6.9 3.4 3.4

社団法人・財団法人 4 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 17.2 6.9 6.9 3.4 27.6 6.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別
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【クロス集計】サービス体系別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”、“地域生活支援事業”、“障害児通所支援”では、「移動支援」

が最も高く、それ以外のサービスでは、「共同生活援助（グループホーム）」が最も高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

地域相談支

援（地域移

行支援・地

域定着支

援）

計画相談
支援（ｻｰ
ﾋﾞｽ等利用
計画・ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ）

地域活動
支援セン
ター

移動支援 日中一時
支援

児童発達
支援

医療型児
童発達支
援

居宅訪問
型児童発
達支援

全体 73 12.3 26.0 2.7 46.6 11.0 9.6 15.1 9.6

訪問系 19 5.3 15.8 0.0 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0

日中活動系 7 0.0 28.6 0.0 42.9 28.6 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 12.5 12.5 12.5 50.0 12.5 0.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 5.3 36.8 0.0 31.6 15.8 0.0 0.0 0.0

相談系 14 35.7 42.9 7.1 57.1 21.4 14.3 42.9 28.6

地域生活支援事業 12 25.0 25.0 8.3 58.3 8.3 8.3 8.3 8.3

障害児通所支援 18 11.1 16.7 0.0 61.1 11.1 27.8 38.9 22.2

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

居宅介護 重度訪問
介護

行動援護 重度障害
者等包括
支援

同行援護 短期入所 生活介護 療養介護

全体 73 16.4 15.1 6.8 0.0 9.6 31.5 21.9 2.7

訪問系 19 31.6 26.3 5.3 0.0 10.5 15.8 5.3 5.3

日中活動系 7 14.3 28.6 14.3 0.0 0.0 71.4 57.1 0.0

居住系・施設系 8 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 12.5

訓練系・就労系 19 10.5 5.3 0.0 0.0 5.3 36.8 31.6 0.0

相談系 14 35.7 21.4 7.1 0.0 7.1 64.3 28.6 0.0

地域生活支援事業 12 16.7 25.0 0.0 0.0 8.3 16.7 0.0 0.0

障害児通所支援 18 5.6 0.0 16.7 0.0 11.1 22.2 16.7 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

自立訓練
（機能訓
練・生活訓
練）

自立生活
援助

就労移行
支援

就労継続
支援A型

就労継続
支援B型

就労定着
支援

共同生活
援助（グ
ループ
ホーム）

施設入所
支援

全体 73 9.6 8.2 5.5 5.5 1.4 1.4 39.7 19.2

訪問系 19 10.5 5.3 5.3 0.0 0.0 0.0 10.5 10.5

日中活動系 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 57.1

居住系・施設系 8 12.5 12.5 12.5 12.5 0.0 12.5 75.0 25.0

訓練系・就労系 19 5.3 10.5 0.0 5.3 0.0 0.0 57.9 21.1

相談系 14 14.3 14.3 7.1 14.3 0.0 0.0 78.6 42.9

地域生活支援事業 12 0.0 8.3 0.0 8.3 0.0 0.0 33.3 0.0

障害児通所支援 18 5.6 0.0 11.1 5.6 5.6 0.0 22.2 11.1

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

放課後等
デイサービ
ス

保育所等
訪問支援

障害児相
談支援

その他 特にない 無回答

全体 73 21.9 2.7 12.3 4.1 13.7 4.1

訪問系 19 5.3 0.0 0.0 0.0 15.8 5.3

日中活動系 7 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

居住系・施設系 8 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0

訓練系・就労系 19 5.3 0.0 0.0 5.3 15.8 5.3

相談系 14 35.7 0.0 21.4 0.0 7.1 0.0

地域生活支援事業 12 16.7 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3

障害児通所支援 18 55.6 11.1 38.9 5.6 5.6 5.6

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（８）今後参入を考えているサービス等 

問 21 貴事業所で今後参入を考えている障害福祉サービス、児童福祉法に基づく障害児サー

ビス等をお聞きします。 

（あてはまるものすべてに○）※介護保険サービスは含めないでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後参入を考えているサービス等は、「その他」を除くと「放課後等デイサービス」が 12.3％と１

割を超えて最も高く、次いで「共同生活援助（グループホーム）」が 5.5％で続いています。 

 一方、「参入は考えていない」は 64.4％と６割半ば近くを占めています。 

  

12.3

5.5

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.8

64.4

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

放課後等デイサービス

共同生活援助（グループホーム）

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労移行支援

地域相談支援(地域移行支援・地域定着支援)

児童発達支援

行動援護

重度障害者等包括支援

短期入所

生活介護

療養介護

自立生活援助

就労継続支援A型

就労継続支援B型

就労定着支援

施設入所支援

計画相談支援（     等利用計画・       ）

地域活動支援センター

移動支援

日中一時支援

医療型児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

その他

参入は考えていない

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、「参入は考えていない」は“合同会社・合資会社”以外のすべての経営主体

で６割以上を占めています。 

 サービスについてみると“社会福祉法人”では「共同生活援助（グループホーム）」、“株式会社・

有限会社”では「放課後等デイサービス」が最も高くなっています。 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

自立訓練
（機能訓
練・生活訓
練）

自立生活
援助

就労移行
支援

就労継続
支援A型

就労継続支

援B型

就労定着
支援

共同生活
援助（グ
ループ
ホーム）

施設入所
支援

全体 73 1.4 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 5.5 0.0

社会福祉法人 29 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 3.4 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

居宅介護 重度訪問
介護

行動援護 重度障害
者等包括
支援

同行援護 短期入所 生活介護 療養介護

全体 73 1.4 1.4 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0

社会福祉法人 29 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

地域相談支

援（地域移行

支援・地域定

着支援）

計画相談支

援（ｻｰﾋﾞｽ等

利用計画・ﾓﾆ

ﾀﾘﾝｸﾞ）

地域活動
支援セン
ター

移動支援 日中一時支

援

児童発達
支援

医療型児
童発達支
援

居宅訪問
型児童発
達支援

全体 73 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0

社会福祉法人 29 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

放課後等
デイサービ
ス

保育所等
訪問支援

障害児相
談支援

その他 参入は考
えていな
い

無回答

全体 73 12.3 0.0 0.0 6.8 64.4 5.5

社会福祉法人 29 6.9 0.0 0.0 3.4 65.5 10.3

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0

株式会社・有限会社 29 13.8 0.0 0.0 10.3 69.0 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 40.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0

経
営
主
体
別
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（９）事業拡大・新規参入する上で重視すること 

問 22 貴事業所が事業の新規開設・拡大する上で重視することはなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業拡大・新規参入する上で重視することは、「職員確保の可能性」が 69.9％と７割で最も高く、

次いで「適当な建物・物件を確保することができること」が 50.7％、「利用者数の今後の見込み」が

49.3％と５割前後で続いています。 

 

  

69.9

50.7

49.3

26.0

24.7

11.0

5.5

11.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

職員確保の可能性

適当な建物・物件を確保することができること

利用者数の今後の見込み

適当な土地を確保することができること

当該サービスの自立支援給付費の見込み

地域における競合事業者の存在

その他

新規開設・拡大は考えたことがない

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、「その他」を除くいずれの経営主体でも「職員確保の可能性」が最も高く、

“社会福祉法人”では 69.0％、“株式会社・有限会社”では 72.4％と７割前後となっています。 

 また、“社会福祉法人”では「適当な建物・物件を確保することができること」が、“株式会社・有

限会社”では「利用者数の今後の見込み」が５割半ばを超えています。 

 サービス体系別にみると、いずれのサービスでも「職員確保の可能性」が６割を超えて最も高く、

特に“訓練系・就労系”と“障害児通所支援”では７割半ばを超えています。 

“訓練系・就労系”では、「利用者数の今後の見込み」も「職員確保の可能性」と同様に 78.9％と最

も高くなっています。 

 また、“訓練系・就労系”と“相談系”では、「適当な建物・物件を確保することができること」が

６割を超えて、他のサービスよりも高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
当該サービスの
自立支援給付費
の見込み

その他 新規開設・拡大
は考えたことが
ない

無回答

全体 73 24.7 5.5 11.0 2.7

社会福祉法人 29 31.0 6.9 10.3 6.9

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 20.7 3.4 6.9 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 40.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 0.0 0.0

その他 3 33.3 0.0 33.3 0.0

訪問系 19 10.5 10.5 10.5 0.0

日中活動系 7 57.1 0.0 0.0 14.3

居住系・施設系 8 37.5 12.5 25.0 0.0

訓練系・就労系 19 47.4 5.3 5.3 0.0

相談系 14 42.9 7.1 7.1 0.0

地域生活支援事業 12 25.0 16.7 8.3 0.0

障害児通所支援 18 22.2 0.0 11.1 5.6

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ
利用者数の今後
の見込み

地域における競
合事業者の存在

職員確保の可能
性

適当な土地を確
保することがで
きること

適当な建物・物
件を確保するこ
とができること

全体 73 49.3 11.0 69.9 26.0 50.7

社会福祉法人 29 41.4 3.4 69.0 37.9 62.1

社団法人・財団法人 4 100.0 25.0 100.0 25.0 50.0

株式会社・有限会社 29 55.2 13.8 72.4 10.3 37.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 60.0 20.0 40.0

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0

その他 3 66.7 33.3 33.3 33.3 66.7

訪問系 19 21.1 5.3 68.4 15.8 21.1

日中活動系 7 57.1 28.6 71.4 42.9 57.1

居住系・施設系 8 37.5 0.0 62.5 25.0 37.5

訓練系・就労系 19 78.9 15.8 78.9 47.4 68.4

相談系 14 50.0 7.1 71.4 35.7 64.3

地域生活支援事業 12 16.7 0.0 66.7 16.7 25.0

障害児通所支援 18 61.1 16.7 77.8 11.1 44.4

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（10）新規参入に必要なこと 

問 23 貴事業所が障害福祉サービスへの新規参入を進めていくために必要と思うことはなん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規参入を進めるために必要なことは、「サービス展開のための土地・建物に関する情報提供」が

47.9％と４割半ばを超えて最も高く、次いで「障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供

供」と「サービスを利用する障害者数の今後の見込みに関する情報提供」がともに 42.5％と４割台で

続いています。 

 令和元年度と比較すると、「緊急時のショートステイや入院などの受入先の情報提供」が 16.1 ポイ

ント、「サービス展開のための土地・建物に関する情報提供」が 13.3ポイント、「困難事例・問題事例

に関するケースの情報提供や助言」が 7.6 ポイント上がっており、反対に「サービスを利用する障害

者数の今後の見込みに関する情報提供」が 5.6ポイント下がっています。 

 

  

47.9

42.5

42.5

38.4

31.5

21.9

11.0

12.3

34.6

40.4

48.1

30.8

15.4

25.0

7.7

17.3

0% 20% 40% 60%

サービス展開のための土地・建物に関する情報提供

障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供

困難事例・問題事例に関するケースの情報提供や助言

緊急時のショートステイや入院などの受入先の情報提供

研修・講座等に関する情報提供

その他

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

サービスを利用する障害者数の今後の見込みに関する
情報提供
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【クロス集計】経営主体別・サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”では、「サービス展開のための土地・建物に関する情報提供」

が 58.6％と６割近くで最も高く、「障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供」と「サー

ビスを利用する障害者数の今後の見込みに関する情報提供」がともに 41.4％と続いています。 

“株式会社・有限会社”では「障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供」が 48.3％と４

割半ばを超えて最も高く、「サービスを利用する障害者数の今後の見込みに関する情報提供」、「困難

事例・問題事例に関するケースの情報提供や助言」も４割台となっています。 

 サービス体系別にみると、“訪問系”では「障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供」

が４割を超えて最も高くなっています。 

“訓練系・就労系”では、「障害者総合支援法や自立支援給付費に関する情報提供」と「サービスを

利用する障害者数の今後の見込みに関する情報提供」が６割半ばを超えて最も高くなっています。 

“相談系”では、「困難事例・問題事例に関するケースの情報提供や助言」が５割半ばを超えて最も

高くなっています。 

“地域生活支援事業”では「サービス展開のための土地・建物に関する情報提供」、“障害児通所支援”

では「サービスを利用する障害者数の今後の見込みに関する情報提供」がそれぞれ３割を超えて最も

高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
研修・講座等に関する
情報提供

緊急時のショートステ
イや入院などの受入
先の情報提供

その他 無回答

全体 73 21.9 31.5 11.0 12.3

社会福祉法人 29 20.7 37.9 17.2 17.2

社団法人・財団法人 4 0.0 100.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 24.1 24.1 3.4 6.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 0.0 20.0 20.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 50.0 0.0

その他 3 33.3 0.0 0.0 33.3

訪問系 19 21.1 21.1 15.8 10.5

日中活動系 7 14.3 42.9 0.0 42.9

居住系・施設系 8 25.0 37.5 25.0 12.5

訓練系・就労系 19 31.6 26.3 5.3 15.8

相談系 14 14.3 42.9 14.3 7.1

地域生活支援事業 12 16.7 8.3 25.0 25.0

障害児通所支援 18 22.2 27.8 11.1 22.2

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ
障害者総合支援法や
自立支援給付費に関
する情報提供

サービスを利用する障

害者数の今後の見込み

に関する情報提供

サービス展開のため
の土地・建物に関する
情報提供

困難事例・問題事例
に関するケースの情
報提供や助言

全体 73 42.5 42.5 47.9 38.4

社会福祉法人 29 41.4 41.4 58.6 31.0

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 25.0 75.0

株式会社・有限会社 29 48.3 44.8 37.9 41.4

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 40.0 40.0 20.0

合同会社・合資会社 2 50.0 50.0 50.0 50.0

その他 3 33.3 66.7 66.7 66.7

訪問系 19 42.1 21.1 31.6 31.6

日中活動系 7 14.3 42.9 57.1 42.9

居住系・施設系 8 37.5 50.0 75.0 25.0

訓練系・就労系 19 68.4 68.4 52.6 47.4

相談系 14 28.6 35.7 42.9 57.1

地域生活支援事業 12 16.7 16.7 33.3 16.7

障害児通所支援 18 27.8 38.9 33.3 33.3

経
営
主
体
別

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（11）地域生活支援拠点の機能充実に向けて必要なこと 

問 24 貴事業所が地域生活支援拠点の機能の充実に向けて必要と思うことはなんですか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域生活支援拠点の機能充実に向けて必要なことは、「障害者等の相談に対応する場の充実」が

58.9％、「地域の障害者及び障害福祉サービス事業所等への周知」が 53.4％と５割を超え、次いで

「コーディネーター等の配置による地域の社会資源との連携の充実」が 49.3％、「緊急受入れの場と

しての短期入所等の充実」が 47.9％と続いています。 

 

  

58.9

53.4

49.3

47.9

41.1

34.2

32.9

2.7

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害者等の相談に対応する場の充実

地域の障害者及び障害福祉サービス事業所等への周知

緊急受入れの場としての短期入所等の充実

体験の場としてのグループホーム体験入所等の充実

その他

無回答

n＝73

コーディネーター等の配置による地域の社会資源との
連携の充実

行動障害の方や医療的ケアが必要な方等に対応した
専門的人材の確保

障害者の地域生活移行時等における住居探しの
サポート体制の充実
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”では、「地域の障害者及び障害福祉サービス事業所等への周知」

が５割半ばを超えて最も高くなっています。 

“訓練系・就労系”、“地域生活支援事業”、“障害児通所支援”では、「障害者等の相談に対応する場

の充実」が最も高く、特に“訓練系・就労系”では７割を超えて、他のサービスよりも高くなってい

ます。 

“相談系”では、「緊急受入れの場としての短期入所等の充実」が８割半ばを超えて、他のサービス

よりも高くなっています。 

 また、回答数が 10件以上のサービスでは、ほとんどの項目で３割以上の回答がみられます。 

 

  

（単位:％）

ｎ

行動障害の方や医

療的ケアが必要な

方等に対応した専

門的人材の確保

障害者の地域生活

移行時等における

住居探しのサポー

ト体制の充実

その他 無回答

全体 73 41.1 32.9 2.7 4.1

訪問系 19 31.6 15.8 0.0 5.3

日中活動系 7 28.6 57.1 0.0 14.3

居住系・施設系 8 75.0 62.5 12.5 0.0

訓練系・就労系 19 42.1 47.4 0.0 5.3

相談系 14 50.0 57.1 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 41.7 41.7 0.0 8.3

障害児通所支援 18 44.4 16.7 5.6 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

地域の障害者及
び障害福祉サー
ビス事業所等へ
の周知

障害者等の相談
に対応する場の
充実

コーディネーター
等の配置による
地域の社会資源
との連携の充実

緊急受入れの場
としての短期入
所等の充実

体験の場として
のグループホー
ム体験入所等の
充実

全体 73 53.4 58.9 49.3 47.9 34.2

訪問系 19 57.9 47.4 36.8 31.6 21.1

日中活動系 7 42.9 28.6 71.4 57.1 28.6

居住系・施設系 8 62.5 50.0 75.0 62.5 62.5

訓練系・就労系 19 57.9 73.7 63.2 47.4 36.8

相談系 14 42.9 42.9 64.3 85.7 64.3

地域生活支援事業 12 41.7 50.0 33.3 33.3 41.7

障害児通所支援 18 38.9 66.7 38.9 27.8 33.3

サ
ー

ビ
ス
体
系
別



 

- 282 - 

（12）今後の障害福祉施策充実に必要なこと 

問 25 今後の障害福祉施策の充実に向けて、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の障害福祉施策充実に向けて必要なことは、「福祉に携わる人材の育成・確保」が 27.4％と最

も多く、「障害者が地域で共同生活できる場の充実」が 26.0％と続いています。 

 

  

27.4

26.0

16.4

16.4

16.4

16.4

15.1

15.1

15.1

12.3

9.6

9.6

9.6

8.2

8.2

8.2

6.8

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

4.1

2.7

2.7

2.7

1.4

0.0

2.7

0.0

0% 10% 20% 30%

福祉に携わる人材の育成・確保

障害者が地域で共同生活できる場の充実

在宅での福祉サービスの充実

宿泊して一時的な支援を受けられる場の充実

総合的な相談支援の充実

移動・外出支援の充実

多分野・多機関・多職種による連携の充実

障害者の仲間づくりへの支援

事務手続の簡素化

区民への障害への理解促進

障害者が入所して生活する場の充実

多様に働ける場所の確保

利用者負担の軽減

日中一時的な支援を受けられる場の充実

自立生活のための訓練・支援の充実

福祉的就労における工賃向上

駅や道路などのバリアフリー化

住まいに関する相談や入居支援の充実

福祉サービスの情報提供の充実

財産管理などの権利擁護の充実

就労に向けた訓練・支援の充実

防犯・災害時の支援

医療やリハビリテーションの充実

シェアハウスなど多様な居住の場の提供

周囲の人の見守り支援の充実

仕事を継続するための相談や支援の充実

住宅改造等（バリアフリー化）の補助

その他

特にない

無回答

n＝73
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【クロス集計】経営主体別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営主体別にみると、“社会福祉法人”では、「障害者が地域で共同生活できる場の充実」が 41.4％

と４割を超えて最も高くなっています。また、「宿泊して一時的な支援を受けられる場の充実」、「移

動・外出支援の充実」、「福祉に携わる人材の育成・確保」も２割を超えています。 

“株式会社・有限会社”では「福祉に携わる人材の育成・確保」が 31.0％と３割を超えて最も高く、

「在宅での福祉サービスの充実」と「障害者の仲間づくりへの支援」も２割を超えています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

在宅での
福祉サー
ビスの充
実

障害者が
入所して
生活する
場の充実

障害者が地

域で共同生

活できる場

の充実

日中一時的

な支援を受

けられる場

の充実

宿泊して一

時的な支援

を受けられ

る場の充実

住宅改造
等（バリア
フリー化）
の補助

住まいに関

する相談や

入居支援の

充実

シェアハウ

スなど多様

な居住の場

の提供

全体 73 16.4 9.6 26.0 8.2 16.4 1.4 5.5 2.7

社会福祉法人 29 10.3 17.2 41.4 6.9 27.6 0.0 10.3 0.0

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 27.6 3.4 6.9 13.8 3.4 3.4 3.4 6.9

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0

合同会社・合資会社 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

福祉サー
ビスの情
報提供の
充実

財産管理
などの権
利擁護の
充実

総合的な
相談支援
の充実

区民への
障害への
理解促進

周囲の人
の見守り
支援の充
実

移動・外出
支援の充
実

駅や道路
などのバ
リアフリー
化

自立生活
のための
訓練・支援
の充実

全体 73 5.5 5.5 16.4 12.3 2.7 16.4 6.8 8.2

社会福祉法人 29 3.4 6.9 10.3 10.3 6.9 24.1 3.4 10.3

社団法人・財団法人 4 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 6.9 6.9 17.2 10.3 0.0 10.3 10.3 10.3

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

福祉的就
労におけ
る工賃向
上

就労に向
けた訓練・
支援の充
実

多様に働
ける場所
の確保

仕事を継続

するための

相談や支援

の充実

医療やリ
ハビリテー
ションの
充実

福祉に携
わる人材
の育成・確
保

多分野・多

機関・多職

種による連

携の充実

障害者の
仲間づく
りへの支
援

全体 73 8.2 5.5 9.6 2.7 4.1 27.4 15.1 15.1

社会福祉法人 29 13.8 0.0 6.9 0.0 3.4 27.6 6.9 13.8

社団法人・財団法人 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

株式会社・有限会社 29 6.9 3.4 13.8 3.4 6.9 31.0 10.3 20.7

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0

合同会社・合資会社 2 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

経
営
主
体
別

（単位:％）

ｎ

防犯・災害
時の支援

事務手続
の簡素化

利用者負
担の軽減

その他 特にない 無回答

全体 73 5.5 15.1 9.6 0.0 2.7 0.0

社会福祉法人 29 6.9 13.8 10.3 0.0 0.0 0.0

社団法人・財団法人 4 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0

株式会社・有限会社 29 3.4 13.8 10.3 0.0 3.4 0.0

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 5 20.0 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0

合同会社・合資会社 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経
営
主
体
別
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【クロス集計】サービス体系別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、“訪問系”では、「在宅での福祉サービスの充実」が 42.1％と４割を超え

て最も高くなっています。 

“相談系”では、「障害者が地域で共同生活できる場の充実」が 71.4％と、他のサービスよりも高く

なっています。 

 それ以外の回答数が 10件以上のサービスでは、いずれも「福祉に携わる人材の育成・確保」が最

も高くなっています。 

“訓練系・就労系”では、「障害者が地域で共同生活できる場の充実」と「事務手続の簡素化」も、

「福祉に携わる人材の育成・確保」と同様に２割半ばを超えて最も高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

在宅での
福祉サー
ビスの充
実

障害者が
入所して
生活する
場の充実

障害者が地

域で共同生

活できる場

の充実

日中一時的

な支援を受

けられる場

の充実

宿泊して一

時的な支援

を受けられ

る場の充実

住宅改造
等（バリア
フリー化）
の補助

住まいに関

する相談や

入居支援の

充実

シェアハウ

スなど多様

な居住の場

の提供

全体 73 16.4 9.6 26.0 8.2 16.4 1.4 5.5 2.7

訪問系 19 42.1 5.3 5.3 10.5 0.0 5.3 0.0 10.5

日中活動系 7 14.3 0.0 28.6 14.3 14.3 0.0 14.3 0.0

居住系・施設系 8 12.5 0.0 37.5 0.0 50.0 0.0 12.5 0.0

訓練系・就労系 19 15.8 15.8 26.3 10.5 10.5 0.0 5.3 0.0

相談系 14 14.3 28.6 71.4 0.0 28.6 0.0 7.1 0.0

地域生活支援事業 12 33.3 8.3 16.7 0.0 8.3 0.0 8.3 16.7

障害児通所支援 18 5.6 11.1 22.2 5.6 11.1 0.0 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

福祉サー
ビスの情
報提供の
充実

財産管理
などの権
利擁護の
充実

総合的な
相談支援
の充実

区民への
障害への
理解促進

周囲の人
の見守り
支援の充
実

移動・外出
支援の充
実

駅や道路
などのバ
リアフリー
化

自立生活
のための
訓練・支援
の充実

全体 73 5.5 5.5 16.4 12.3 2.7 16.4 6.8 8.2

訪問系 19 10.5 0.0 15.8 15.8 0.0 15.8 15.8 5.3

日中活動系 7 0.0 14.3 28.6 14.3 0.0 28.6 0.0 0.0

居住系・施設系 8 0.0 12.5 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 25.0

訓練系・就労系 19 0.0 15.8 5.3 10.5 0.0 10.5 5.3 10.5

相談系 14 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0 21.4 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 8.3 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 8.3 0.0

障害児通所支援 18 5.6 0.0 22.2 22.2 5.6 27.8 5.6 5.6

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

福祉的就
労におけ
る工賃向
上

就労に向
けた訓練・
支援の充
実

多様に働
ける場所
の確保

仕事を継続

するための

相談や支援

の充実

医療やリ
ハビリテー
ションの
充実

福祉に携
わる人材
の育成・確
保

多分野・多

機関・多職

種による連

携の充実

障害者の
仲間づく
りへの支
援

全体 73 8.2 5.5 9.6 2.7 4.1 27.4 15.1 15.1

訪問系 19 0.0 5.3 10.5 5.3 5.3 26.3 15.8 10.5

日中活動系 7 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 28.6 14.3 14.3

居住系・施設系 8 12.5 0.0 12.5 0.0 12.5 25.0 0.0 12.5

訓練系・就労系 19 15.8 5.3 5.3 5.3 0.0 26.3 5.3 15.8

相談系 14 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 21.4 21.4 14.3

地域生活支援事業 12 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 41.7 0.0 16.7

障害児通所支援 18 5.6 11.1 16.7 0.0 0.0 38.9 33.3 16.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

防犯・災害
時の支援

事務手続
の簡素化

利用者負
担の軽減

その他 特にない 無回答

全体 73 5.5 15.1 9.6 0.0 2.7 0.0

訪問系 19 0.0 15.8 10.5 0.0 5.3 0.0

日中活動系 7 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 5.3 26.3 10.5 0.0 5.3 0.0

相談系 14 14.3 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 8.3 16.7 8.3 0.0 0.0 0.0

障害児通所支援 18 5.6 5.6 5.6 0.0 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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４ 虐待防止について 

（１）虐待防止の取り組み 

問 26 貴事業所では虐待防止対策についてどのような取り組みをしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 虐待防止の取り組みは、「虐待防止責任者の設置」が 87.7％、「事業所内で虐待防止に係る研修・説

明会の開催」が 80.8％と８割を超えて高く、次いで「虐待防止委員会の設置」が 74.0％、「虐待防止

マニュアルの作成」が 65.8％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「虐待防止に係る外部研修への参加」が 20.7ポイント、「虐待防止マニュ

アルの作成」が 7.3 ポイント下がっていますが、それ以外の項目はいずれも令和元年度を上回ってお

り，特に「虐待防止責任者の設置」が 24.2 ポイント、「虐待防止委員会の設置」が 18.2 ポイント、

「虐待防止連絡体制の整備」が 13.6ポイントと、10ポイント以上上がっています。 

 

 

  

87.7

80.8

74.0

65.8

56.2

52.1

38.4

31.5

4.1

1.4

0.0

63.5

71.2

55.8

73.1

76.9

38.5

28.8

26.9

0.0

0.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

虐待防止責任者の設置

事業所内で虐待防止に係る研修・説明会の開催

虐待防止委員会の設置

虐待防止マニュアルの作成

虐待防止に係る外部研修への参加

虐待防止連絡体制の整備

職員にストレスチェックを実施

職員のメンタルヘルスのための研修を実施

その他

特に取り組んでいない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、いずれのサービスでも「虐待防止責任者の設置」は７割以上、「事業所

内で虐待防止に係る研修・説明会の開催」は５割以上、「虐待防止委員会の設置」と「虐待防止マニ

ュアルの作成」は４割以上となっています。 

  

（単位:％）

ｎ

職員のメンタ
ルヘルスのた
めの研修を実
施

職員にストレ
スチェックを
実施

その他 特に取り組ん
でいない

無回答

全体 73 31.5 38.4 4.1 1.4 0.0

訪問系 19 15.8 21.1 5.3 5.3 0.0

日中活動系 7 57.1 42.9 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 25.0 62.5 0.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 47.4 52.6 10.5 0.0 0.0

相談系 14 42.9 57.1 0.0 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 8.3 33.3 8.3 8.3 0.0

障害児通所支援 18 44.4 50.0 0.0 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

虐待防止責任
者の設置

虐待防止委員
会の設置

虐待防止に係
る外部研修へ
の参加

事業所内で虐
待防止に係る
研修・説明会
の開催

虐待防止マ
ニュアルの作
成

虐待防止連絡
体制の整備

全体 73 87.7 74.0 56.2 80.8 65.8 52.1

訪問系 19 73.7 42.1 36.8 57.9 42.1 42.1

日中活動系 7 85.7 100.0 57.1 100.0 85.7 71.4

居住系・施設系 8 100.0 87.5 87.5 100.0 87.5 50.0

訓練系・就労系 19 84.2 84.2 63.2 94.7 73.7 52.6

相談系 14 100.0 92.9 64.3 85.7 85.7 64.3

地域生活支援事業 12 75.0 58.3 41.7 75.0 41.7 33.3

障害児通所支援 18 100.0 83.3 44.4 83.3 66.7 61.1

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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５ 災害時の対策について 

（１）災害対策の取り組み 

問 27 貴事業所では災害時の対策についてどのような取り組みをしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害対策の取り組みは、「災害発生時対応マニュアルの作成」が 76.7％と７割半ばを超えて最も高

く、次いで「備蓄品の整備」が 65.8％、「定期的に避難訓練を実施」が 54.8％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、上位３項目は令和元年度と同じ順位となっていますが、いずれの項目も

令和元年度を下回っており、「定期的に避難訓練を実施」が 14.4ポイント、「備蓄品の整備」が 7.3ポ

イント、「災害発生時対応マニュアルの作成」が 4.1ポイントと、令和元年度より下がっています。 

 反対に、令和元年度より「建物の耐震化」が 8.7ポイント、「避難経路の確保」が 5.4ポイント上が

っています。 

 

  

76.7

65.8

54.8

50.7

46.6

41.1

34.2

26.0

23.3

6.8

4.1

0.0

80.8

73.1

69.2

50.0

50.0

28.8

17.3

21.2

7.7

3.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害発生時対応マニュアルの作成

備蓄品の整備

定期的に避難訓練を実施

ロッカー、棚等の転倒防止措置

事業継続計画（BCP）の策定

緊急連絡網の作成

避難経路の確保

建物の耐震化

避難行動計画の策定

その他

特に取り組んでいない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

※「事業継続計画（BCP）の策定」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、「災害発生時対応マニュアルの作成」と「備蓄品の整備」はいずれのサ

ービスでも５割以上となっています。 

“訓練系・就労系”では、「定期的に避難訓練を実施」、「災害発生時対応マニュアルの作成」がとも

に 84.2％と最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
避難経路の確
保

避難行動計画
の策定

事業継続計画
（BCP）の策
定

その他 特に取り組ん
でいない

無回答

全体 73 34.2 23.3 46.6 6.8 4.1 0.0

訪問系 19 5.3 10.5 36.8 5.3 15.8 0.0

日中活動系 7 28.6 14.3 71.4 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 62.5 37.5 62.5 0.0 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 36.8 31.6 52.6 15.8 0.0 0.0

相談系 14 28.6 21.4 71.4 7.1 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 16.7 0.0 33.3 16.7 25.0 0.0

障害児通所支援 18 55.6 33.3 44.4 0.0 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ
災害発生時対
応マニュアル
の作成

定期的に避難
訓練を実施

備蓄品の整備 建物の耐震化 ロッカー、棚
等の転倒防止
措置

緊急連絡網の
作成

全体 73 76.7 54.8 65.8 26.0 50.7 41.1

訪問系 19 63.2 10.5 52.6 10.5 26.3 36.8

日中活動系 7 71.4 100.0 85.7 14.3 71.4 42.9

居住系・施設系 8 87.5 75.0 87.5 50.0 50.0 75.0

訓練系・就労系 19 84.2 84.2 78.9 31.6 68.4 42.1

相談系 14 85.7 57.1 78.6 28.6 57.1 42.9

地域生活支援事業 12 58.3 25.0 58.3 0.0 41.7 41.7

障害児通所支援 18 94.4 66.7 61.1 38.9 77.8 44.4

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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６ 感染症対策について 

（１）感染症対策の取り組み 

問 28 貴事業所では感染症対策についてどのような取り組みをしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症対策の取り組みは、「感染を予防するための備品（使い捨て手袋、マスク、手指消毒薬等）

を常備」と「換気や消毒の実施」がともに 90.4％と９割に達し最も高く、次いで「手洗い・うがいの

励行」が 87.7％、「感染症予防マニュアルの作成」が 82.2％と８割台で続いています。また、「その

他」を除くすべての項目で５割以上となっています。 

 令和元年度と比較すると、すべての項目で令和元年度を上回っており、特に「職員・関係機関等へ

の連絡体制の整備」が 26.7ポイント、「職員に対する感染症対策に関する研修等の開催」が 14.2ポイ

ントと、10ポイント以上上がっています。 

 

  

90.4

90.4

87.7

82.2

78.1

57.5

50.7

5.5

0.0

0.0

84.6

86.5

73.1

30.8

36.5

3.8

0.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

換気や消毒の実施

手洗い・うがいの励行

感染症予防マニュアルの作成

必要に応じた検査の実施（PCR検査等）

職員・関係機関等への連絡体制の整備

職員に対する感染症対策に関する研修等の開催

その他

特に取り組んでいない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

感染を予防するための備品

（使い捨て手袋、マスク、手指消毒薬等）を常備

※「換気や消毒の実施」

「必要に応じた検査の実施（PCR検査等）」

は令和４年度から追加
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、「感染症予防マニュアルの作成」、「感染を予防するための備品（使い捨

て手袋、マスク、手指消毒薬等）を常備」、「換気や消毒の実施」はいずれのサービスでも７割半ばを

超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

感染症予防マ
ニュアルの作成

職員に対する感
染症対策に関す
る研修等の開催

感染を予防するため

の備品（使い捨て手

袋、マスク、手指消毒

薬等）を常備

手洗い・うがいの
励行

職員・関係機関
等への連絡体制
の整備

全体 73 82.2 50.7 90.4 87.7 57.5

訪問系 19 78.9 63.2 89.5 84.2 42.1

日中活動系 7 100.0 71.4 100.0 85.7 71.4

居住系・施設系 8 87.5 62.5 100.0 100.0 87.5

訓練系・就労系 19 84.2 42.1 89.5 84.2 73.7

相談系 14 85.7 57.1 85.7 85.7 71.4

地域生活支援事業 12 75.0 58.3 100.0 91.7 50.0

障害児通所支援 18 88.9 61.1 94.4 100.0 50.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）

ｎ

換気や消毒の実
施

必要に応じた検
査の実施（PCR
検査等）

その他 特に取り組んで
いない

無回答

全体 73 90.4 78.1 5.5 0.0 0.0

訪問系 19 84.2 73.7 0.0 0.0 0.0

日中活動系 7 100.0 85.7 0.0 0.0 0.0

居住系・施設系 8 100.0 100.0 12.5 0.0 0.0

訓練系・就労系 19 89.5 68.4 10.5 0.0 0.0

相談系 14 85.7 78.6 7.1 0.0 0.0

地域生活支援事業 12 91.7 75.0 8.3 0.0 0.0

障害児通所支援 18 100.0 94.4 0.0 0.0 0.0

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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７ 権利擁護・差別解消について 

（１）成年後見制度を利用した方が良い人数 

問 29 貴事業所の利用者のうち、成年後見制度を利用した方が良いと思われる方の人数をお

聞きします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度を利用した方が良い人数は、１事業所に「５人以上 10 人未満」が 12.3％と１割を占

めています。また、「１人」と「３人」がともに 9.6％、「２人」が 6.8％と続いています。 

 

 

【サービス体系別】 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、回答数が 10件以上のサービスでは、“訪問系”と“地域生活支援事業”

を除くすべてのサービスで「５人以上 10人未満」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

（単位:％）
ｎ

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
10人未満

10人以上
20人未満

20人以上 不明

全体 73 9.6 6.8 9.6 1.4 12.3 2.7 2.7 54.8

訪問系 19 10.5 10.5 5.3 0.0 5.3 0.0 0.0 68.4

日中活動系 7 0.0 0.0 0.0 0.0 57.1 14.3 14.3 14.3

居住系・施設系 8 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

訓練系・就労系 19 5.3 10.5 10.5 0.0 21.1 0.0 5.3 47.4

相談系 14 14.3 7.1 7.1 7.1 28.6 0.0 14.3 21.4

地域生活支援事業 12 25.0 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 41.7

障害児通所支援 18 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6 5.6 0.0 83.3

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

全　体

（n=73）

20
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人
以
上

　
人
未
満

　
人
以
上

　
人
未
満

9.6 6.8 9.6 1.4 12.3 2.7
2.7 54.8

(%)

10 1020
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（２）成年後見制度が利用に至らない理由 

問 30 成年後見制度が利用に至らない理由はなんだと思われますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成年後見制度は、「家族の制度への理解不足、必要性を感じていない」が 52.1％、「本人の制度への

理解不足、必要性を感じていない、拒否している」が 53.4％と５割台、次いで「金銭的な負担」が

37.0％、「申立て等の手続きの複雑さ」が 35.6％と３割半ばを超えて続いています。 

  

56.2

53.4

37.0

35.6

6.8

13.7

0% 20% 40% 60%

家族の制度への理解不足、必要性を感じていない

金銭的な負担

申立て等の手続きの複雑さ

その他

無回答

n＝73

本人の事業への理解不足、必要性を感じていない、
拒否している
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（３）福祉サービス利用援助事業を利用した方が良い人数 

問 31 貴事業所の利用者のうち、福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)を利用

した方が良いと思われる方の人数をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業を利用した方が良い人数は、１事業所に「５人以上 10 人未満」が

12.3％と１割を占めています。また、「１人」が 9.6％、「３人」が 5.5％と続いています。 

 

 

【サービス体系別】 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、回答数が 10件以上のサービスでは、“訪問系”以外のすべてのサービス

で「５人以上 10人未満」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

全　体

（n=73）

20
人
以
上

無
回
答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人
以
上

　
人
未
満

　
人
以
上

　
人
未
満

9.6 4.1 4.1 5.5 12.3
1.4

1.4
61.6

(%)

10 1020

（単位:％）
ｎ

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
10人未満

10人以上
20人未満

20人以上 不明

全体 73 9.6 4.1 4.1 5.5 12.3 1.4 1.4 61.6

訪問系 19 10.5 5.3 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 78.9

日中活動系 7 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 14.3

居住系・施設系 8 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 50.0

訓練系・就労系 19 10.5 10.5 10.5 0.0 15.8 0.0 0.0 52.6

相談系 14 7.1 0.0 0.0 21.4 21.4 0.0 7.1 42.9

地域生活支援事業 12 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 66.7

障害児通所支援 18 5.6 0.0 0.0 5.6 5.6 5.6 0.0 77.8

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（４）福祉サービス利用援助事業が利用に至らない理由 

問 32 福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)が利用に至らない理由はなんだと

思われますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉サービス利用援助事業が利用に至らない理由は、「本人の事業への理解不足、必要性を感じて

いない、拒否している」が 52.1％と最も高く、次いで「家族の事業への理解不足、必要性を感じてい

ない」が 39.7％、「金銭的な負担」が 21.9％と続いています。 

  

52.1

39.7

21.9

16.4

6.8

24.7

0% 20% 40% 60%

家族の事業への理解不足、必要性を感じていない

金銭的な負担

利用手続きの複雑さ

その他

無回答

n＝73

本人の事業への理解不足、必要性を感じていない、
拒否している
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（５）地域で差別を感じる場面 

問 33 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面をお聞かせください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「お店などの民間事業者」が 32.9％、

「住んでいる地域や住民」が 31.5％と唯一３割を超え、次いで「交通機関」が 21.9％、「職場」が

19.2％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 15.1％と１割半ばを占めています。 

  

32.9

31.5

21.9

19.2

15.1

13.7

12.3

6.8

6.8

5.5

0.0

15.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40%

お店などの民間事業者

住んでいる地域や住民

交通機関

職場

保育園、幼稚園、学校

家

医療機関

公共施設

区役所などの行政機関

通所・入所施設

その他

特に感じたことはない

無回答

n＝73
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【クロス集計】サービス体系別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービス体系別にみると、回答数が 10 件以上のサービスでは、“障害児通所支援”以外のすべての

サービスで「住んでいる地域や住民」が最も高くなっています。 

“訪問系”と“地域生活支援事業”では、「交通機関」が３割を超えて、他のサービスよりも高くな

っています。 

“相談系”では、「お店などの民間事業者」が４割、「住んでいる地域や住民」が５割半ばを超えて、

他のサービスよりも高くなっています。 

“障害児通所支援”では、「保育園、幼稚園、学校」が 55.6％と５割半ばを超えて最も高くなってい

ます。 

  

（単位:％）
ｎ

医療機関 交通機関 保育園、幼
稚園、学校

その他 特に感じた
ことはない

無回答

全体 73 12.3 21.9 15.1 0.0 15.1 4.1

訪問系 19 10.5 31.6 0.0 0.0 31.6 0.0

日中活動系 7 14.3 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3

居住系・施設系 8 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 12.5

訓練系・就労系 19 21.1 26.3 0.0 0.0 0.0 15.8

相談系 14 14.3 7.1 14.3 0.0 7.1 7.1

地域生活支援事業 12 8.3 33.3 0.0 0.0 41.7 8.3

障害児通所支援 18 11.1 11.1 55.6 0.0 11.1 5.6

サ
ー

ビ
ス
体
系
別

（単位:％）
ｎ

家 職場 通所・入所
施設

お店などの
民間事業者

住んでいる
地域や住民

公共施設 区役所など
の行政機関

全体 73 13.7 19.2 5.5 32.9 31.5 6.8 6.8

訪問系 19 26.3 15.8 5.3 31.6 36.8 0.0 0.0

日中活動系 7 0.0 0.0 0.0 28.6 42.9 28.6 0.0

居住系・施設系 8 12.5 25.0 0.0 50.0 0.0 12.5 0.0

訓練系・就労系 19 10.5 21.1 15.8 31.6 36.8 10.5 10.5

相談系 14 7.1 14.3 0.0 42.9 57.1 7.1 21.4

地域生活支援事業 12 16.7 0.0 0.0 25.0 33.3 0.0 0.0

障害児通所支援 18 5.6 22.2 0.0 11.1 16.7 5.6 16.7

サ
ー

ビ
ス
体
系
別
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（６）差別解消に必要なこと 

問 34 障害者の差別解消を進めていくために必要なことはなんだと思われますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者への差別解消を進めていくために必要なことは、「地域や学校等で交流の機会を増やすこと」

と「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」がともに 58.9％と６割近くで最も高く、次いで

学校や生涯学習での障害に関する教育や情報」が 43.8％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「その他」と「特にない」を除く 11 項目中８項目で令和元年度を下回っ

ており、特に「障害者差別解消法に係るセミナー・研修等の開催」が 22.1 ポイント、「障害者差別解

消に向けた取組に関わる情報の提供・発信」が 14.9 ポイントと、10 ポイント以上下がっています。

反対に、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」は 14.7ポイントと 10ポイント以上上がっ

ています。 

 

  

58.9

58.9

43.8

38.4

30.1

28.8

27.4

27.4

27.4

26.0

24.7

2.7

1.4

2.7

61.5

44.2

48.1

42.3

38.5

36.5

36.5

42.3

26.9

48.1

23.1

1.9

3.8

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域や学校等で交流の機会を増やすこと

地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと

学校や生涯学習での障害に関する教育や情報

障害者の一般就労の促進

障害者作品展や障害者と交流するイベントの開催

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害者差別に関する相談・紛争解決の体制整備

障害者差別解消に向けた取組に関わる情報の提供・発信

障害についての講演会や疑似体験会の開催

障害者差別解消法に係るセミナー・研修等の開催

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

障害者差別解消法の趣旨や障害理解に関する

リーフレット等の発行
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（７）合理的配慮に必要なこと 

問 35 社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮を進めていくために必要なことはなんだと思

われますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合理的配慮を進めていくために必要なことは、「合理的配慮事例の周知・啓発」が 57.5％、「民間事

業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 53.4％と唯一５割を超え、次いで「筆談、読み

上げ、手話など障害の特性に応じたコミュニケーション対応」が 46.6％と続いています。 

 令和元年度と比較すると、「民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成」が 16.9 ポイ

ント上がっていますが、「その他」を除いたそれ以外の項目はいずれも令和元年度を下回っており、

特に「合理的配慮に関する講演・セミナーの開催」が 23.8 ポイント、「障害当事者等を講師とした研

修・講演」がポイントと 11.3ポイントと、10ポイント以上下がっています。 

 

  

57.5

53.4

46.6

42.5

39.7

32.9

11.0

2.7

6.8

67.3

36.5

48.1

53.8

63.5

42.3

1.9

7.7

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

合理的配慮事例の周知・啓発

民間事業者等に対して合理的配慮の提供を支援する助成

障害当事者等を講師とした研修・講演

合理的配慮に関する講演・セミナーの開催

バリアフリー化や情報保障のための機器の導入

その他

特にない

無回答

令和４年度

（n＝73）

令和元年度

（n＝52）

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じた

コミュニケーション対応
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８ 自由意見 

問 36 区障害者福祉施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書きく

ださい。 

 

 自由意見は 27件ありました。「行政・制度」についての意見が 72.7％と最も多くなっています。 

 主な意見は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

◆主な意見（内容は要約・省略しています） 

 

１．福祉サービス・福祉施設（８件） 

・福祉避難所の増設や医療的ケアが必要な人の受け入れ体制を整えてほしい。 

・高齢の精神障害者が入居できるグループホームができるとよいと思います。 

・優先すべき施策に関する課題としては、計画相談支援の拡充と地域で暮らすための居住の場の確保、

そのための居住支援。 

・文京区内に障害のある方の入所施設を増やしてほしい（短期入所を含む）。 

 

２．補助（６件） 

・障害福祉サービス利用時に利用負担が生じる方がいます。とくに配偶者がいて課税世帯になると、

配偶者に遠慮して、利用負担が生じることでＢ型などのサービスを使わない・日数を減らすなどの

抑制につながる当事者の方がいます。利用負担が免除されるような補助の検討をお願いします。 

・ご主人のいる利用者や、前年度就労していて、退職後サービスを利用する方々は自己負担が発生す

るため、区独自の助成金制度があるとうれしいです。生活保護受給者でひとりぐらしを文京区です

る場合、物件が無い事、障害を理由に断られる場合もあり、家賃補助や不動産業者への働きかけな

どを行い、住みやすい区になるとうれしいです。 

・利用者負担額の補助や説明をご本人に対してして欲しい。 

 

３．行政（６件） 

・文京区は日本でもＴｏｐレベルの支援区域だと思います。今後とも、こういったアンケート等を実

施していただきながら、参考にしていただけたらと思います。 

・障害者との共生社会を目指し、いろいろな施策を通してご協力いただき感謝しています。今後も一

層のご支援をお願い致します。 

・人間の最も生物学的にも発達の著しい乳幼児期の支援の必要な子どもと保護者と、そこを支えたい

民間事業所にとり、よりよい具体的支援が実施いただけることを希望します。 

  

総数
福祉サービス・
福祉施設

補助 行政 人材確保 障害理解

自由
意見

27 29.6 25.9 18.5 18.5 7.4
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４．人材確保（５件） 

・一般的に福祉業界において就業率が悪いのは、給料が低い為と思います。地域生活支援事業給付費

の値上げが必要と思います。特に身体など（移動等）の単価は安すぎると思います。ヘルパー確保

においても、給与のベースアップが重要です。その為には、給付費の値上げは大切です。ご配慮、

ご検討を頂ければと思います。 

・もっと多くの方にスタッフとして参加してもらうためには、どのような活動をするべきか考えてい

ます（文京区移動支援だけでも）。 

・やりたい人が増えるようにして欲しい。 

 

５．障害理解（２件） 

・差別ではなく区別として社会が理解していけるといいのではと考えます。それは健常者も障害者も

お互いに考える場所があるといいのではないでしょうか。 

・合理的配慮やインクルーシブは、人によってどのような支援が適しているかが違うので、その人を

見立てて、その人に適した支援が判断できる人材の育成が肝要だと感じています。 
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第５章 

 

長期入院施設を対象にした 

調査 
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１ 長期入院施設を対象にした調査 

（１）入院患者の性別 

問１ 性別 

 

  

 

 

 

 

 

 精神疾患で１年以上入院している患者の性別は、「女性」が 58.3％、「男性」が 41.7％となっていま

す。 

 

（２）入院患者の年代 

問２ 年代 

 

 

 

 

 

 

 

 精神疾患で１年以上入院している患者の年代は、「70 歳以上」が 33.3％と３割を超えて最も高く、

次いで「50 代」が 27.1％、「60～64 歳」が 18.8％と続いています。「10 代」、「20 代」、「30 代」の回

答はありませんでした。 

 

（３）病名 

問３ 病名 

 入院患者の病名は下表の通りです。 

 

病名 件数 病名 件数 

統合失調症 34 アルコール性認知症 1 

双極性感情障害 4 認知症に重なったせん妄 1 

アルコール依存症 2 精神病症状を伴う重症うつ病エピソード 1 

重度 MR 1 うつ病 1 

認知症 1 てんかん 1 

  

全　体

（n=48）

40
代

50
代

60

64
歳

65

69
歳

70
歳
以
上

無
回
答

8.3 27.1 18.8 33.3 0.012.5

(%)

～ ～

全　体

（n=48）

男
性

女
性

無
回
答

41.7 58.3 0.0

(%)
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（４）生活保護の状況 

問４ 生活保護の状況 

 

  

 

 

 

 

 

 入院患者の生活保護の状況は、「生活保護」が 16.7％、「生活保護ではない」が 83.3％となっていま

す。 

 

 

（５）現在の入院形態 

問５ 現在の入院形態 

 

  

 

 

 

 

 

 入院患者の現在の入院形態は、「医療保護入院」と「任意入院」がともに 50.0％となっています。 

 

 

（６）在院期間 

問６ 在院期間 

 

  

 

 

 

 

 入院患者の在院期間は、「５年以内」が 62.5％と６割を超えて最も高く、「５～10 年」と「10～20

年」がともに 14.6％となっています。 

また、「20年以上」については 2.1％となっています。 

  

全　体

（n=48）

５
年
以
内

５

10
年

10

20
年

20
年
以
上

無
回
答

62.5 14.6 14.6 2.1 6.3

(%)

～ ～

全　体

（n=48）

医
療
保
護
入
院

任
意
入
院

そ
れ
以
外

無
回
答

50.0 50.0

0.0

0.0

(%)

全　体

（n=48）

生
活
保
護

生
活
保
護
で
は
な

い 無
回
答

16.7 83.3 0.0

(%)
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（７）入院の状況 

問７ 入院の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 入院患者の入院の状況は、「入院治療を要する」が 50.0％と半数を占め、「受け入れ条件が整えば退

院可能」が 45.8％となっています。 

 

 

（８）病院から見た退院の見通し 

問８ 病院から見た退院の見通し 

 

 

 

 

 

 

 病院から見た入院患者の退院の見通しは、「有」が 37.5％、「無」が 62.5％となっています。 

 

 

（９）退院を想定した場合の帰宅先 

問９ 退院を想定した場合の帰宅先 

 

 

 

 

 

 

 退院を想定した場合の帰宅先は、「有」が 33.3％、「無」が 66.7％となっています。 

 

  

全　体

（n=48）

有 無 無
回
答

33.3 66.7 0.0

(%)

全　体

（n=48）

入
院
治
療
を

要
す
る

受
け
入
れ
条
件
が

整
え
ば
退
院
可
能

そ
れ
以
外

無
回
答

50.0 45.8 4.2 0.0

(%)

全　体

（n=48）

無
回
答

無有

37.5 62.5 0.0

(%)
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（10）退院に向けた本人の意思 

問 10 退院に向けた本人の意思 

 

 

 

 

 

 

 

 退院に向けた入院患者本人の意思は、「希望有り」が 45.8％と４割半ばを占めており、「希望無し」

が 22.9％、「不明」が 31.3％となっています。 

 

 

（11）退院に対する家族の意向 

問 11 退院に対する家族の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 入院患者の退院に対する家族の意向は、「協力的」が 43.8％と４割半ばを超えていますが、「非協力

的」が 37.5％と３割半ばを超えています。また、「不明」が 12.5％、「家族不在」が 6.3％となってい

ます。 

 

  

全　体

（n=48）

協
力
的

非
協
力
的

家
族
不
在

不
明

無
回
答

43.8 37.5 6.3 0.012.5

(%)

全　体

（n=48）

希
望
有
り

希
望
無
し

不
明

無
回
答

45.8 22.9 0.031.3

(%)
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（12）本人の状況：SOSが出せる 

問 12 本人の状況：SOSが出せる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院患者本人が SOS を出せる状況かについては、「SOS を出せる」が 29.2％と最も高く、「信頼でき

る支援者には出せる」と「出さないが、職員からの面接、助言は拒否しない」がともに 25.0％となっ

ています。一方、「SOSを出せない」は 12.5％と１割を超えています。 

 

 

（13）本人の状況：服薬・通院が出来る 

問 13 本人の状況：服薬・通院が出来る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院患者本人が服薬・通院を出来る状況かについては、「１人では出来ないが、見守り、同伴があ

れば出来る」が 47.9％と４割半ばを超えて最も高く、「時々忘れるが、見守り、助言があれば出来る」

が 10.4％、「自分で出来る」が 4.2％と続いています。一方、「自分で出来ない」は 31.3％と３割を超

えています。 

 

 

（14）備考（自由記載欄） 

問 14 備考（自由記載欄） 

 

 自由記載は 13件ありました。個々の内容については個人情報に配慮し、記載を省略します。 

 

 

全　体

（n=48）

自
分
で
出
来
る

時
々
忘
れ
る
が
、

見
守

り
、

助
言
が
あ
れ
ば
出

来
る

１
人
で
は
出
来
な
い

が
、

見
守
り
、

同
伴
が

あ
れ
ば
出
来
る

自
分
で
出
来
な
い

無
回
答

4.2 47.9 31.3 6.310.4

(%)

全　体

（n=48）

S
O
S
を
出
せ
る

信
頼
で
き
る
支
援
者
に

は
出
せ
る

出
さ
な
い
が
、

職
員
か

ら
の
面
接
、

助
言
は
拒

否
し
な
い

S
O
S
を
出
せ
な
い

無
回
答

29.2 25.0 25.0 12.5 8.3

(%)
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令
和
４
年
度

 

文
京
区
障
害
者
（
児
）
実
態
・
意
向
調
査

 

質
的
調
査
の
部

 

調
査
報
告
書

 
   

東
洋
大
学
社
会
学
部

 

髙
山
ゼ
ミ

 

志
村
ゼ
ミ

 

勝
又
健
太

 
令
和
４
年

1
2
月

 
            

令
和
４
年
度

 
 
文
京
区
障
害
者
（
児
）
実
態
・
意
向
調
査
報
告
書
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
質
的
調
査
）

 
 

 は
じ
め
に
（
総
括
）

 

本
報
告
書
の
見
方

 

 １
 
通
所
施
設
の
部

 

(1
) 
精
神
障
害
者
施
設

 

ab
e
am

(ア
ビ
ー
ム

) 

銀
杏
企
画

 

エ
ナ
ジ
ー
ハ
ウ
ス

 

精
神
障
害
者
施
設
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

(2
) 
知
的
（
就
労
継
続
支
援

 
B

 
型
事
業
所
）

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ど
り

 
 

文
京
区
立
大
塚
福
祉
作
業
所

 

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
ぶ
ん
ぶ
ん

 

工
房
わ
か
ぎ
り

 

就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
所
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

(3
) 
知
的
（
生
活
介
護
事
業
所
）

 

本
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
若
駒
の
里
）

 
 

は
～
と
・
ピ
ア
２

 

生
活
介
護
事
業
所
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

 ２
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
部

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
報
告

 

ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う

 
 

文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ

 
 

陽
だ
ま
り
の
郷

 
 

ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅲ

 

ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅳ

 

エ
ル
ム
ン
ド
小
石
川
、
エ
ル
ム
ン
ド
千
石

 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

 ３
 
都
外
施
設
の
部

 

都
外
施
設
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
総
括
と
提
言
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は
じ
め
に
（
調
査
総
括
）

 

  
文
京
区
障
害
者
（
児
）
実
態
・
意
向
調
査
は

3
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
る
調
査
で
あ
り
、
調
査
の
結
果
は
、「

文

の
京
（
ふ
み
の
み
や
こ
）
」
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
文
京
区
地
域
福
祉
保
健
計
画
の
障
害
者
・
児
計
画
と
連
動
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
障
害
者
・
児
計
画
に
よ
っ
て
動
い
て
き
た
文
京
区
の
障
害
者
、
障
害
児
に
関
す
る
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
を
、
実
態
・
意
向
調
査
に
よ
っ
て
評
価
し
振
り
返
る
。
そ
し
て
、
調
査
の
結
果
を
次
の
障
害
者
・
児
計

画
へ
反
映
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 

 
 

 
実
態
・
意
向
調
査
は
質
問
紙
法
に
よ
る
量
的
な
調
査
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
質
的
な
調
査
に
よ
っ
て
成

り
立
ち
、
そ
れ
は
調
査
結
果
を
よ
り
実
態
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
報
告
書
は
、
そ
の
う
ち
の

質
的
な
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
今
年
度
の
調
査
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
し
つ
つ
、
現

場
に
出
向
い
た
際
の
観
察
記
録
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
制
限
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
補
う
た
め
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
・
ガ
イ
ド
へ
の
回
答
を
記
載
し
て
も
ら
っ
た
デ
ー
タ
な
ど
を
統
合
、
解
釈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
デ
ー

タ
に
は
障
害
の
あ
る
区
民
の
声
や
観
察
記
録
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ゼ
ミ
の
学
生
は
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
組
み

な
お
し
て
調
査
結
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

 

  
実
際
の
調
査
は
、
昼
間
の
活
動
の
場
で
あ
る
通
所
施
設
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
そ
し
て
都
外

施
設
が
今
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
通
所
施
設
に
関
し
て
は
９
か
所
、
計

7
4
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

関
し
て
は

6
か
所
、
計

1
8
名
、
都
外
施
設
に
関
し
て

2
か
所
、
計

2
名
の
方
々
か
ら
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

主
た
る
利
用
者
は
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
あ
る
区
民
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
質

問
紙
法
に
よ
る
量
的
調
査
で
と
ら
え
き
れ
な
い
ニ
ー
ズ
や
思
い
を
拾
い
上
げ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
当
事
者
の

障
害
特
性
、
学
生
の
調
査
力
量
に
よ
り
、
制
限
は
あ
る
も
の
の
、「

そ
う
だ
ろ
う
」
と
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、「

や

っ
ぱ
り
」
と
い
う
理
解
に
つ
な
が
る
結
果
に
も
な
り
、
本
報
告
書
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
評
価
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。

 

  
本
調
査
報
告
書
が
、
次
年
度
の
障
害
者
・
児
計
画
策
定
の
有
効
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
ま
た
調

査
の
実
施
を
可
能
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
質
的
調
査
監
修

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
東
洋
大
学

 
髙
山

 
直
樹

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
志
村

 
健
一

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
勝
又

 
健
太

 

        

3
 

本
報
告
書
の
見
方

 

 ■
本
報
告
書
は
、
各
章
４
部
構
成
と
な
る
。

 

Ⅰ
 
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

 
施
設
概
要
、
職
員
数
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
担
当
者
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 Ⅱ
 
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
相
関
関
係
図
（

K
J
法
Ａ
型
図
）

 

 
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
聴
か
れ
た
意
見
を
Ｋ
Ｊ
法
に
て
分
類
し
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
つ
な
が
り
を
図
で
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
報
告
書
の
記
述
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
倣
っ
て
い
る
。

 

 Ⅲ
 
文
章
化
（

K
J
法

B
型
文
章
化
）

 

 
Ａ
型
図
に
つ
い
て
叙
述
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 Ⅳ
 
考
察
と
求
め
ら
れ
る
対
応

 

 
分
析
結
果
を
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

 

考
察
で
浮
か
び
上
が
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る
対
応
策
に
つ
い
て
ま
と
め
、
具
体
的
意
見
に
つ
い

て
記
述
す
る
。

 

 ■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

 
各
章
の
終
わ
り
に
、
分
析
結
果
を
も
と
に
し
た
事
業
所
種
別
ご
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
総
括
と
提
言
を
記
述

す
る
。

 

 
通
所
施
設
の
部
は
精
神
障
害
者
通
所
施
設
、
就
労
継
続
支
援

B
型
、
生
活
介
護
で
ま
と
め
る
。

 

 
入
所
施
設
（
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
ま
と
め
る
。

 

 ■
相
関
関
係
図
の
見
方

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ラ
ベ
ル
…
表
出
し
た
ニ
ー
ズ
を
表
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
一
行
見
出
し
…
ラ
ベ
ル
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
も
の
を
表
す
。

 

  矢
印
は
ニ
ー
ズ
間
の
関
連
性
を
表
す
。

 

（
一
例
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
原
因
・
結
果

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
相
関
関
係

 

一
行
見
出
し

 

ラ
ベ
ル

 

ラ
ベ
ル

 
ラ
ベ
ル

 

ラ
ベ
ル
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【
１

 
通
所
施
設
の
部
】

 
(
１

)
 
精
神
障
害
者
通
所

施
設

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 

施
設
名

 
ab

e
am

（
ア
ビ
ー
ム
）

 

施
設
概
要

 

精
神
科
へ
通
院
治
療
中
の
方
で
、「

こ
れ
か
ら
の
就
労
を
目
指
し
て
い
る
方
」「

働
き
た
い
、
自
分
の
力
を
活
か

し
た
い
方
」
な
ど
、
目
標
を
持
っ
て
い
る
方
が
通
所
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
利
用
者
の
年
齢
は
重
視
し
て
い
な
い
。

利
用
者
の
社
会
参
加
の
場
を
設
け
つ
つ
、
居
場
所
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

 

ab
e
am

で
は
、
名
刺
、
ハ
ガ
キ
、
チ
ラ
シ
、
校
正
、
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
印
刷
関
連
の
受
注

作
業
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
力
作
業
、
シ
ー
ル
貼
り
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
そ
の
他
の
受
注
作
業
、
水
引

き
製
品
、
手
作
り
マ
ス
ク
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
制
作
し
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
 
2

0
人

 
（
登
録

3
2
人
）

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
令
和
４
年

8
月

1
0
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和
４
年

8
月

2
2
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
 
天
野
千
帆

 

円
城
寺
遥
香

 

白
石
亮
太

 

日
暮
應
斗

 

対
象
者
：

4
人

(2
0
～

4
0
代

) 

       

5
 

２
．

K
J
法

A
型
図
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３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

調
査
を
通
し
て
、
利
用
者
に
は

2
つ
の
想
い
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

一
つ
目
は
、
現
在
利
用
者
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
基
本
的
に
維
持
し
た
ま
ま
、
生
活
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。
文
京
区
に
対
し
て
、
生
活
面
や
自
立
面
で
例
え
ば
、
１
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
飲
食
店
や
コ
ン

ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
増
や
し
て
欲
し
い
、
一
人
暮
ら
し
の
支
援
が
欲
し
い
と
い
っ
た
要
望
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
生
活
面
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
体
力
や
体
調
に
つ
い
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
様

子
が
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
中
で
２
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
働
く

場
所
や
仕
事
に
対
し
て
向
上
心
が
あ
る
こ
と
、
３
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
好
き
な
こ
と
を
す
る
時
間
が
あ
る
こ
と
、

相
談
相
手
が
い
る
こ
と
な
ど
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
様
子
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
利
用

者
は
区
や
施
設
に
対
す
る
要
望
や
生
活
に
お
け
る
不
安
は
あ
る
も
の
の
、
今
の
生
活
に
は
概
ね
満
足
し
て
お
り
、
そ

の
生
活
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

 
二
つ
目
は
、
家
族
・
支
援
者
以
外
で
話
す
友
人
や
休
日
を
共
に
過
ご
す
友
人
が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。

１
及
び
３
の
グ
ル
ー
プ
を
見
る
と
、
一
人
の
空
間
が
確
保
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
欲
し
い
、
災
害
時
は
集
団
の

避
難
所
で
な
く
一
人
で
落
ち
着
け
る
場
所
が
欲
し
い
、
一
人
で
楽
し
め
る
趣
味
が
多
い
、
休
日
は
一
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い
な
ど
、「

一
人
」
を
強
調
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
家
族
や
友
人
と
い
る
よ

り
一
人
で
い
る
こ
と
を
好
む
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
一
人
の
時
間

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
特
性
、
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
利
用
者
に
潜

在
化
し
た
ニ
ー
ズ
、
主
訴
に
焦
点
を
当
て
た
時
、
家
族
以
外
に
休
日
を
過
ご
す
人
が
い
な
い
、
家
族
・
支
援
者
以
外

に
相
談
相
手
が
い
な
い
、
つ
ま
り
友
人
が
い
な
い
が
た
め
に
一
人
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
対
人
関
係
が
苦
手
や
初
対
面
の
人
に
恐
怖
を
感
じ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
友
人

を
作
り
た
く
て
も
作
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
想
い
を
感
じ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
か
利
用
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
た
め
、
主
訴
が
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
図
の
中
心
に
位

置
す
る
「
な
ん
で
も
話
せ
る
友
人
が
ほ
し
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
利
用
者
の
根
底
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

 ４
．
考
察

 

 
利
用
者
か
ら
出
た
要
望
と
し
て
は
、
利
用
者
が
現
在
通
う
事
業
所
や
障
害
者
施
設
な
ど
、
利
用
で
き
る
回
数
や
場

所
を
増
や
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
が
あ
っ
た
。
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
数
が
少
な
い
た
め
、
地
域
生
活
移
行
に
向

け
た
生
活
体
験
を
希
望
し
て
も
確
保
で
き
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

 

 
一
方
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
利
用
者
は
限
ら
れ
た
交
流
関
係
、
人
間
関
係
の
中
で
生
活
し
て
い
る
現
状
が
分

か
っ
た
。
利
用
者
の
回
答
か
ら
利
用
者
が
疾
病
の
発
症
を
き
っ
か
け
に
、
外
出
、
人
と
関
わ
る
機
会
が
減
り
、

1
人

で
行
動
す
る
こ
と
へ
の
不
安
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
こ
と
も
で
き
た
。

 

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
自
身
の
不
安
定
な
状
態
へ
の
不
安
か
ら
友
人
と
連
絡
を
取
る
機
会
も
減
り
、
自
身
の
障
害
に

理
解
の
あ
る
相
手
を
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
災
害
時
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
た
際
に
、

利
用
者
か
ら
集
団
生
活
へ
の
不
安
が
強
く
聞
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

1
人
で
落
ち
着

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
確
保
が
重
要
と
考
え
、
空
間
を
仕
切
る
こ
と
が
可
能
な
設
備
を
持
つ
大
学
を
避
難
場
所
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

7
 

 
調
査
を
通
し
て
利
用
者
は
自
身
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
維
持
し
た
ま
ま
、
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
一
方
で
、
現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
、
事
業
所
に
通
う
回
数
、
時
間
や
事
業
所
の
同
僚
、

職
員
と
出
か
け
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
状
態
の
改
善
の
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

 
 

既
存
の
繋
が
り
は
重
要
で
あ
る
が
、
以
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
事
業
所
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
実
習
の
大
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の
新
し
い
関
係
性
の
構
築
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
利
用
者
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
た
私
た
ち
大
学
生
に
質
問
を
し
、
こ
ち
ら
の
話
を
積
極
的
に
聞
い
て
い
た
。
さ
ら
に
過
去
に
文
京
区
の

大
学
に
入
校
し
た
こ
と
が
あ
る
利
用
者
も
い
た
。

 

提
案
と
し
て
は
既
に
事
業
所
が
繋
が
っ
て
い
る
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
用
す
る
、
事
業
所
で
の
外
出
の
計

画
を
利
用
者
と
共
に
立
て
て
実
際
に
外
出
す
る
な
ど
、
環
境
を
変
化
さ
せ
る
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
利
用
者
の
現

状
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
繋
が
り
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
災
害
の
際
に
大
学
を
避
難
所
と
し
た
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
○
○
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
大
学
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
避
難
に
お
け
る
利
用
者
の
安
心
感
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
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１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 

施
設
名

 
銀
杏
企
画

 

施
設
概
要

 

精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
一
般
企
業
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
方
た
ち
へ
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、
軽
作

業
を
中
心
と
し
て
働
く
場
所
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
普
段
は

D
M
・
書
籍
の
封
入
等

の
内
職
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
時
々
期
間
限
定
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
区
役
所
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
に
も
昼
食
会
・
旅
行
企
画
・
バ
レ
ー
等
の
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
メ
ン
バ
ー
主
体
で
活
動
し

て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
 

3
4
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 

 
 

 
令
和
４
年

8
月

4
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

(対
面

) 
令
和

4
年

9
月

2
2
日

 

 
 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科
３
年

 
 

 
 
冨
永
拓
洋

 

河
津
茉
那

 

宮
崎
桃
花

 

上
野
夏
実

 

対
象
者
：

8
人

(2
0
～

5
0
代

) 
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３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

今
回
の
調
査
で
は
、
男
性

4
人
、
女
性

4
人
の
計

8
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 

①
 
事
業
所
で
は
楽
し
み
と
困
り
ご
と
が
あ
る

 

利
用
者
の
事
業
所
内
で
の
楽
し
み
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、「

仕
事
が
楽
し
い
」
、「

事
業
所
の
メ
ン
バ
ー
と
話
す
こ

と
が
楽
し
い
」
と
答
え
る
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
銀
杏
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
や
食
事
会
を
楽
し
い
と
答
え
る
人
も
多

く
、
銀
杏
企
画
の
利
用
者
や
職
員
と
関
わ
る
こ
と
が
事
業
所
に
通
う
楽
し
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

施
設
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
人
は

1
人
も
い
な
か
っ
た
。
事
業
所
に
対
し
て
は

不
満
が
な
く
通
所
で
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
利
用
者
自
身
で
企
画
を
し
て
行
う
こ
と
が
多
く
、
大

変
だ
け
れ
ど
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
る
と
答
え
る
方
も
い
た
。

 

 ②
 
一
人
で
行
う
趣
味
が
多
い

 
 

利
用
者
の
普
段
の
生
活
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
読
書
、
折
り
紙
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
一
人
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

趣
味
を
あ
げ
る
方
が
多
か
っ
た
。
他
に
も
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
趣
味
の
活
動
を
す
る
方
も
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
外
出
し
づ
ら
く
な
り
、
友
達
や
家
族
と
会
う
の
が
難
し
い
た
め
、
一
人
の
時
間
が
増
え
た
と
感
じ
る
人
が
多

か
っ
た
。

 

 

③
 
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

 

 
ま
た
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
事
業
所
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
か
ら

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
人
も
い
た
。

 

 ④
 
就
職
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
収
入
を
得
た
い

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
仕
事
を
無
く
し
、「
就
職
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
収
入
を
得
た
い
」
と
答
え
る
人
も
い
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や
自
身
の
年
齢
な
ど
就
職
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
両
親
も
高
齢
に
な
っ

て
き
て
い
る
な
ど
、
今
後
は
事
業
所
に
通
い
な
が
ら
も
自
立
し
た
い
と
答
え
る
方
も
多
か
っ
た
。

  

 ⑤
 
今
の
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い

 

多
く
の
方
が
「
今
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
、
「
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」
と
答
え
、
現
在
の
生
活
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 

 ⑥
 
利
用
者
の
現
状

 

精
神
科
に
１
か
月
に
一
回
、
２
週
間
に
一
回
通
っ
て
い
る
と
答
え
る
方
が
多
か
っ
た
。
多
く
の
方
が
現
在
は
比
較

的
症
状
が
安
定
し
て
い
る
と
答
え
た
。
そ
れ
を
維
持
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
休
ま
ず
に
事
業
所
に

通
い
続
け
た
い
と
答
え
る
人
も
い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
方
々
は
会
話
を
す
る
こ
と
が
好
き
な

人
が
多
い
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、
家
族
以
外
の
相
談
相
手
が
お
ら
ず
、
人
間
関
係
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

 

 ⑦
 
文
京
区
へ
の
要
望

 

文
京
区
へ
の
要
望
と
し
て
「
Ｂ
ー
グ
ル
バ
ス
を
手
帳
あ
り
な
ど
で
無
料
に
し
て
ほ
し
い
」
、
「
送
迎
バ
ス
を
付
け
て

ほ
し
い
」
、
「
バ
ス
の
本
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
、「

都
営
住
宅
の
抽
選
を
当
た
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」
、
「
老
人
ホ

ー
ム
（
特
養
）
に
入
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
」
、
「
自
立
支
援
医
療
の
更
新
期
間
を

2
年
単
位
に
延
ば
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。
特
に
Ｂ
ー
グ
ル
バ
ス
を
無
料
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

 

1
1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧
 
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て

 

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
嫌
だ
と
答
え
る
人
が
多
か
っ
た
。
家
に
い
る
時
間
が
増
え
、
う
つ
や
精
神
障
害
を

発
症
し
た
人
も
い
た
。
ま
た
、
作
業
所
で
は
全
員
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
た
め
、
顔
と
名
前
が
未
だ
に
一
致
し
な
い

と
答
え
る
人
も
い
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
、
多
く
の
人
が
家
族
や
友
達
と
ご
飯
、
旅
行
に
行
き
た
い
、
銀
杏
企

画
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
答
え
た
。

 

 ４
．
考
察

 

 
私
た
ち
は
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
主
に
２
つ
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
た
。

 

 
ま
ず

1
つ
目
の
課
題
と
し
て
、
相
談
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
、
関
わ
り
が
あ
る
人
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
相
談
相
手
と
し
て
家
族
、
職
員
、
医
師
を
あ
げ
て
お
り
、
利
用

者
が
相
談
で
き
る
相
手
が
一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
い
た
。
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
も
一
人
や
家
族
と
行
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
普
段
の
生
活
か
ら
家
族
や
職
員
以
外
の
人
と
の
交
流
が
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
の

た
め
、
対
等
な
友
人
関
係
や
気
軽
に
話
す
こ
と
の
で
き
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

 

 
さ
ら
に
、「

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
銀
杏
企
画
と
し
て
参
加
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
自
分
か
ら
参
加
し
た
人
は
今
回
の
対
象
者
に
は

1
人
も
い
な
か
っ
た
。
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

人
は
、「

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
、「

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い
」
、「

そ
も
そ
も
参
加
し

た
く
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
回
答
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
作
業
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
み
で
積
極
的
に
参
加
し

て
い
て
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
人
も
い
た
。
中
に
は
参
加
し
て
み
た
い
け
れ
ど

1
人
で

は
勇
気
が
出
な
い
と
い
う
回
答
を
し
た
人
も
い
た
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
人
が
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
場
所
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
作
業
所
と
し
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
区
か
ら
作
業
所
に
参
加
し
や

す
い
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
か
ら
地
域
や
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
関
係
や
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
る

と
考
え
る
。

 

2
つ
目
の
課
題
は
、
現
在
の
仕
事
や
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い
が
、
経
済
面
や
体
調
面
か
ら
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
不
安
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
後
の
希
望
す
る
生
活
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
多
く
の
方
が
「
今
の
生
活
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
た
。
そ
し
て
、
今
の
病
気
の
症
状
が
安
定
し
、
作
業
所
に
休
ま
ず
に
通
う
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
作
業
所
の
収
入
だ
け
で
は
、
治
療
費
や
生
活
費
を
全
て
賄
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
や
両
親
も
高
齢
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
い
た
。
対
象
者
か

ら
は
、「

作
業
所
で
の
収
入
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
大
変
」
と
い

っ
た
要
望
も
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
の
自
立
生
活
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
施
設
や
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
ま
た
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
就
職
を
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
方
も
い
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
通
う
な
ど
就
職
活
動
を
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
自
分
自
身
の
年
齢
の
こ
と
、
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
就
職
に
対
し
て
様
々
な

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
か
ら
も
「
も
っ
と
障
害
者
雇
用
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
障
害
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
人
に
あ
っ
た
働
き
方
が
で
き
る
企
業
が
増

え
て
い
く
こ
と
や
、
障
害
に
対
す
る
理
解
を
地
域
全
体
で
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

1
2
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１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

   

施
設
種
別

 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

 

施
設
名

 
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ウ
ス

 

施
設
概
要

 

エ
ナ
ジ
ー
ハ
ウ
ス
は
障
害
者
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
ご
本
人
、
ご
家
族
の
相

談
に
応
じ
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

1
9

9
1
年
に
開
設
さ
れ
、
喫
茶
「
ら
ん
」
の
担
当
・
バ
ザ
ー
開
催
・
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
で
の
コ
ー
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
の
お
祭
り
へ
の
出
店
と
手
伝
い
・
オ
ー
プ
ン
夕
食
会
な
ど
の
地
域

と
の
交
流
に
よ
り
、
利
用
者
の
方
々
の
地
域
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
3

7
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年
８
月

1
6
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年
９
月

2
6
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

4
年

 
 
友
田
大
輔

 

渡
邉
美
歩

 

本
間
里
奈

 

高
木
悠
恵

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
 
富
永
拓
洋

 

対
象
者
：

 
5
人

(3
0
～

7
0
代

) 

1
3

 

２
．

K
J
法

A
型
図
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３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

①
施
設
を
自
分
の
居
場
所
と
感
じ
ら
れ
る

 

施
設
で
過
ご
し
て
い
る
と
き
は
同
じ
症
状
の
人
が
集
ま
る
た
め
、
全
員
が
過
ご
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、

利
用
年
数
が
長
い
人
が
多
く
、
今
回
の
聞
き
取
り
で
は
短
い
人
で
も

8
年
、
長
い
人
だ
と

3
0
年
利
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
施
設
を
自
分
の
居
場
所
と
感
じ
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

 

 ②
相
談
相
手
が
限
ら
れ
て
い
る

 

相
談
相
手
が
主
治
医
や
家
族
、
施
設
の
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
施
設
の
職
員
に
頼
り

す
ぎ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
何
か
あ
れ
ば
何
で
も
施
設
の
職
員
に
相
談
を
し
て
い
る
と
答
え
た
人
が
半
分
以
上
い
た
。

 

 

③
家
族
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

 

基
本
的
に
今
回
の
調
査
し
た
利
用
者
は
家
族
で
過
ご
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
現
在
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
人
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
家
族
の
仲
も
良
好
で
、
休
日
は
家
族
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
買
い
物
を
し
た
と
答
え
て

い
た
。

 

 

④
施
設
を
利
用
す
る
き
っ
か
け
は
専
門
職
か
ら
の
紹
介

 

区
の
職
員
か
ら
施
設
を
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
施
設
を
利
用
す
る
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々

で
あ
っ
た
が
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
仲
間
作
り
の
為
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
あ

っ
た
。

 

 

⑤
コ
ロ
ナ
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け
た

 

や
は
り
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
外
に
出
る
こ
と
を
控
え
た
と
答
え
た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
ま
た
、
施
設
側

も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
一
時
閉
鎖
を
し
て
、
そ
の
後
の
活
動
も
時
間
を
短
縮
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
減
ら
し
な
が
ら

今
も
行
っ
て
い
る
。

 

 

⑥
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い

 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
人
は
多
く
い
た
が
、
施
設
の
み
ん
な
で
参
加
を
し
た
と
答
え
て
い
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
、
個
人
的
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
し
た
と
答
え
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

 

 

⑦
身
体
症
状
が
日
常
に
影
響
を
与
え
て
い
る

 

7
0
代
の
利
用
者
は
一
時
期
、
歩
け
な
く
な
る
ほ
ど
の
怪
我
を
し
た
。
今
は
症
状
も
回
復
し
て
き
て
、
施
設
に
も
通

え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昔
よ
り
行
動
範
囲
が
狭
く
な
り
、
こ
の
施
設
に
通
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

感
じ
て
い
た
。
週
に
二
回
ヘ
ル
パ
ー
の
方
が
お
世
話
に
来
て
い
る
。

 

 ⑧
趣
味
は
自
力
で
動
け
る
範
囲

 

趣
味
に
つ
い
て
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
テ
レ
ビ
を
見
る
、
散
歩
、
お
酒
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
一
人
で
行
え

る
こ
と
が
多
く
、
友
達
と
遊
ぶ
な
ど
、
他
人
も
関
わ
る
趣
味
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ
た
。

 

 

1
5

 

⑨
孤
独
感
と
将
来
へ
の
不
安

 

平
日
は
施
設
の
仲
間
が
い
る
が
、
休
日
は
少
し
寂
し
い
と
い
う
意
見
や
、
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
た
め
、

孤
独
死
が
心
配
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
将
来
へ
の
不
安
で
は
、
健
常
者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
た
り
、
夫
の

定
年
が
も
う
す
ぐ
で
、
転
職
が
心
配
と
い
う
意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 

⑩
利
用
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
将
来
へ
の
思
い
が
違
う

 

利
用
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
挑
戦
し
た
い
か
、
安
定
を
望
む
か
に
大
き
く
分
か
れ
た
回
答
に
な
っ
た
。

3
0
代
、

4
0

代
の
人
は
将
来
、
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
や
就
職
し
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
出
た
。
逆
に

5
0
代
よ
り
上
に
な
る

と
、
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

 

 ⑪
区
へ
の
要
望

 

区
へ
の
要
望
と
し
て
は
何
か
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
多

く
、
複
雑
な
た
め
、
簡
略
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
や
、
都
内
バ
ス
は
無
料
化
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
Ｂ
ー
グ
ル

バ
ス
も
無
料
化
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
、
ス
マ
ホ
が
使
え
な
け
れ
ば
大
変
だ
と

い
う
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ホ
講
座
を
開
講
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
あ
っ
た
。

 

 ⑫
災
害
時
の
不
安
が
あ
る

 

施
設
の
建
物
が
古
い
た
め
、
災
害
時
に
崩
れ
て
く
る
不
安
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
自
宅
で
は
災
害

保
険
に
入
っ
て
い
た
り
、
最
低
限
の
食
料
、
消
化
器
を
用
意
し
て
い
た
り
と
し
っ
か
り
と
準
備
が
で
き
て
い
た
。

 

全
体
と
し
て
は
、
今
回
の

K
J
法

A
型
で
は
①
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
②
～
⑩
ま
で
の
結
論
に
何
ら
か
の
原
因
と

結
果
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
②
は
利
用
者
の
方
の
交
流
が
施
設
の
中
の
人
と
、
家
族
で
完
結
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
や
他
に
頼
れ
る
友
達
が
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
為
、
ど
う
し
て
も
施
設
に
い
る
頼
り
切
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
依
存
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
③
と
答
え
た
人
が
多
く
、
家
族
で
休
日
、
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
②
に

対
し
て
、
強
い
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
も
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
④
で
は
区
の
職
員
か
ら
の
紹
介
の
た
め
、
他
に
頼
れ

る
関
係
の
人
が
い
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
た
め
、
②
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
。

 

 
次
に
⑤
に
つ
い
て
で
あ
る
。
施
設
で
は
時
間
短
縮
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
為
、
①
と

考
え
て
い
る
利
用
者
に
と
っ
て
生
活
リ
ズ
ム
が
狂
う
な
ど
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
の
影
響
は
⑥

に
因
果
関
係
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。
⑤
の
影
響
で
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
に
追
い
込
ま
れ
、
現
在

で
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
為
、
利
用
者
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
次
に
⑦
に
つ
い
て
で
あ
る
。
⑦
に
つ
い
て
は
一
人
の
利
用
者
に
焦
点
を
当
て
た
話
で
あ
る
が
、
動
け
れ

ば
古
着
屋
に
行
き
た
い
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
⑧
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
将
来
症
状

が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
も
あ
る
こ
と
か
ら
⑨
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。
⑨
の
話
は
⑩
に

類
似
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
年
齢
に
よ
り
将
来
へ
の
思
い
や
不
安
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
①
の
こ
と
か

ら
、
施
設
に
居
続
け
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
も
し
施
設
に
行
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
不
安
や
孤
独
感

が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。
逆
に
、
施
設
に
い
る
こ
と
で
同
じ
境
遇
の
人
が
い
る
た
め
安
心
で
き
る
と
言
っ
て
い
た
た

め
、
⑨
と
①
は
相
互
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
考
え
た
。
最
後
に
⑫
に
つ
い
て
は
施
設
が
古
く
、
不
安
で
あ
る
と
い
う

点
か
ら
⑪
に
関
連
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。
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４
．
考
察

 

今
回
、
調
査
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ウ
ス
と
い
う
受
け
皿
が
地
域
に
あ
る
こ
と
で
利
用
者
が
安
心

し
て
地
域
生
活
を
送
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
一
方
、
利
用
者
が
施
設
し
か
頼
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

 

理
由
と
し
て
、
相
談
も
施
設
の
人
に
ほ
と
ん
ど
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
施
設
に
行
け
な
く
な
っ

た
と
き
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
と
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
現
状
を
変
え
る
解
決
策
は
３
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

 
一
つ
目
は
地
域
と
交
流
で
き
る
場
所
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
施
設
の
み
ん
な
で
、
地
域
の

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
し
た
り
、
大
学
に
行
き
、
み
ん
な
で
学
食
を
食
べ
に
い
っ
た
り
と
外
と
の
交
流
が
盛

ん
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
コ
ロ
ナ
に
な
り
、
軒
並
み
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、
施
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
も
減
り
、

地
域
交
流
が
難
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
二
年
半
経
ち
、
大
学
で
も
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
規

制
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
為
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
を
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
地
域
の
輪
が
広
が
り
、
利
用
者
も
外
部
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

 

 
二
つ
目
は
、
他
の
区
と
の
連
携
し
た
包
括
的
な
支
援
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
対
象
者
の
中
に
は
、
他
区
の
利
用
者

も
い
た
。
も
し
、
他
区
に
住
ん
で
い
る
利
用
者
が
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
や
就
職
を
し
た
い
と
考
え
た
と
き
に
、
情

報
を
ス
ム
ー
ズ
に
共
有
し
、
支
援
へ
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
区
役
所
と
の
連
携
と
他
の
区
役
所
同
士
の
連
携
を
強
化

し
、
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
知
ら
せ
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

 

三
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
発
展
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
、
利
用
者

の
方
に
施
設
で
ス
マ
ホ
講
座
を
行
い
、
知
識
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 

ス
マ
ホ
講
座
を
行
う
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
て
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
、
地
域
交

流
の
幅
も
広
が
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
利
用
者
が
こ
の
施
設
に
通
え
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
ズ
ー
ム
機
能
な
ど

を
用
い
る
こ
と
で
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
人
た
ち
が
、
災
害
が
来
た
と
き
に
少
し
不
安
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
建
物
の
整
備
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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今
回
、
精
神
障
害
者
通
所
施
設
を
訪
問
し
、
計

2
8
名
の
方
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
お
話
を
伺
っ
て
い
く
中
で
挙

が
っ
た
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
共
通
の
課
題
と
し
て
、
三
つ
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 
一
つ
目
は
相
談
相
手
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
相
談
相
手
と
し
て
、
家
族
か
施
設
の
人

に
相
談
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
課
題
で
あ
る
と
は
一
概
に

言
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
人
と
信
頼
関
係
が
取
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
様
に
相
談

相
手
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
か
と
言
わ
れ
る
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
就
職
し
た
い
人
や
自
立
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
、
連
携
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
又
、
あ

る
一
つ
の
施
設
で
は
他
区
の
利
用
者
も
い
た
の
で
、
他
区
と
も
連
携
し
て
、
支
援
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
包
括
的

な
シ
ス
テ
ム
も
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
ら
に
、
た
と
え
相
談
相
手
を
増
や
さ
な
く
て
も
、
つ
な
が
り
続

け
ら
れ
る
友
人
的
関
係
な
ど
の
話
し
相
手
を
作
る
こ
と
も
今
後
の
支
援
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 

 
二
つ
目
は
地
域
交
流
の
場
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
精
神
分
野
の
中
で
違
い
は
あ
っ
た
が
、
地
域
で
交
流

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
に
な
り
交
流
が
無
く
な
っ
た
、
元
々

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
年
に
二
回
く
ら
い
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
地
域
交
流
の
場
を
増
や
す
た
め
に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
活
性
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
具
体

的
に
は
、
大
学
な
ど
と
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
一
緒
に
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
設
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
、
地
域
の
人
や
大
学
生
と
関
わ
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

 
三
つ
目
は
他
の
施
設
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
自
立
支
援
協
議
会
の
機
能
強
化
な
ど
に
よ
り
、

施
設
同
士
で
連
携
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
。
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(
２

)
 
知
的
障
害
者
・
就
労
継
続
支
援

B
型

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
多
機
能
型
事
業
所
（
就
労
継
続
支
援

B
型
、

 

生
活
介
護
）

 

施
設
名

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ど
り

 

施
設
概
要

 

働
く
場
、
次
の
就
職
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
の
場
と
し
て
就
労
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
一
般
就
労
に
必
要
な
知

識
、
能
力
が
高
ま
っ
た
利
用
者
に
対
し
て
は
一
般
就
労
に
向
け
た
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
主
な
作
業
内
容
に
施
設
外

就
労
（
公
園
清
掃
、
老
人
ホ
ー
ム
清
掃
、
寺
掃
除
な
ど
）
、
受
託
作
業
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
製
品
の
組
み
立
て
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
作
業
、
の
ぼ
り
旗
の
袋
詰
め
な
ど
）
が
あ
る
。
ま
た
利
用
者
個
人
の
自
立
し
た
日
常
生
活
、
社
会
生
活

を
送
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
就
労
継
続
支
援

B
型

2
3
人
、
生
活
介
護

2
0
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

事
前
訪
問

 
 
 
 
 
 
 
令
和

4
年

7
月

2
8
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
当
日

 
令
和

4
年

9
月

3
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
 

 
 
栗
原
明
日
香

 

山
本
樹
里

 

佐
藤
由
佳

 

高
崎
柊
弥

 

水
原
百
花

 

対
象
者
：

8
人

(2
0
～

5
0
代

) 

   

1
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２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                     

2
0
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し
て
、

1
人
で
外
出
す
る
際
に
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
通
る
こ
と
へ
の
恐
怖
感
を
感
じ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
一

方
、
地
域
に
対
す
る
要
望
と
し
て
、「

運
転
の
練
習
場
が
あ
る
と
嬉
し
い
」
、「

外
出
時
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
い
た
方
が

良
い
」
な
ど
の
具
体
的
な
意
見
も
上
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
家
族
不
在
で
は
自
由
で
安
全
な
外
出
が
難
し

い
点
が
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
地
域
で
移
動
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
に
友
人
や
知
人
が
少
な
い
と
い
う
意
見
か
ら
は
地
域
内
で
の
交
友
関
係
の
希
薄

さ
が
窺
え
る
。
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
生
活
の
中
で
は
、
施
設
の
他
の
利
用
者
や
家
族
な
ど
固
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

メ
ン
バ
ー
以
外
と
の
接
点
が
持
ち
に
く
く
、
交
友
関
係
を
広
げ
て
い
く
機
会
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
趣
味
も
ひ

と
り
で
行
う
も
の
に
偏
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
要
因
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
提
言
と
し
て
、
地
域

住
民
と
の
接
点
を
生
む
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
区
内
の
他
の
施
設
の
利
用
者
同
士
で
交
流
を
持
て
る
機

会
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

 

 ４
．
考
察

 

ま
ず
１
つ
目
が
『
災
害
時
に
１
人
で
行
動
で
き
る
か
ど
う
か
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
調
査
対
象
者
の
中
に
は
、

「
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
、
慣
れ
な
い
場
所
（
避
難
所
な
ど
）
で
も
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
「
指
定
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
近
隣
の
小
学
校
ま
で

1
人
で
歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
方
も
い
た
。
し
か
し
、「

１

人
だ
と
困
る
・
不
安
」
、
「
家
族
が
一
緒
で
な
い
と
避
難
は
難
し
そ
う
」
、
「
慣
れ
な
い
場
所
や
人
の
多
い
場
所
で
生
活

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
」
、
「
携
帯
は
持
っ
て
い
る
け
ど
、
緊
急
の
対
応
や
行
動
を
自
分
一
人
で
す
る
の
は
難
し
い
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
施
設
内
で
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
施
設
や
地
域
と
も
協
働

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
施
設
職
員
以
外
に
も
緊
急
時
に
避
難
行
動
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
材
の
確
保
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

２
つ
目
は
『
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
る
日
常
生
活
の
変
化
の
有
無
』
で
あ
る
。
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結

果
、
特
に
不
便
さ
や
困
り
ご
と
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
人
も
い
る
一
方
、「

マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

大
変
」「

地
域
の
人
と
関
わ
る
時
間
が
な
く
な
っ
た
」
、「

外
出
の
機
会
が
減
っ
た
」
な
ど
の
声
も
挙
が
っ
た
。
話
を
聞

い
て
い
く
中
で
、
“周

り
の
人
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
仕
方
な
く
”や

“そ
れ
を
し
な
い
と
通
所
で
き
な
い
”と

い
っ
た
受

動
的
な
理
由
に
よ
っ
て
手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
を
実
施
し
て
い
た
印
象
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
本
人
が
納
得
し

て
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
現
在
の
社
会
の
状
況
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
に
つ
い
て

伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
希
薄
で
あ
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り
が
一
層
希
薄
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
現
状
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
１
つ
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

大
半
の
方
は
家
族
や
施
設
職
員
が
接
種
の
予
約
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
感
染
症
対
策
と
同
様
、
意
思
決
定
の
た
め

の
必
要
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
施
設
利
用
者
は
個
別
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
、『

年
齢
や
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
縛
ら
れ
、
新
た
な
可
能
性
や
選
択
肢
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
』
こ
と

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
目
標
や
希
望
を
尋
ね
て
も
、「

も
う
、
こ
の
年
だ
か
ら
ね
」
、「

と
り

あ
え
ず
今
の
生
活
が
続
け
ら
れ
れ
ば
い
い
か
な
」
な
ど
、
現
状
維
持
を
望
む
意
見
が
多
か
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、

自
宅
と
施
設
に
お
け
る
定
型
化
さ
れ
た
生
活
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
で
、
新
た
な
興
味
や
可
能
性
に
出
会
う
機
会

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
職
員
や
家
族
と
の
援
助
関
係
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
や

友
人
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
係
を
増
や
す
こ
と
で
意
思
表
出
の
機
会
を
創
出
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
の
実
現

を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

 

2
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今
回
、
実
際
に
入
居
者
の
方
と
会
話
を
す
る
中
で
、
施
設
で
の
生
活
や
地
域
生
活
に
関
す
る
様
々
な
意
見
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
意
見
の
中
か
ら
、
特
に
「
利
用
者
の
周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
」
を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
全
体
の
中
心
に
置
き
、
利
用
者
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
で
、

交
友
関
係
の
充
実
度
や
災
害
時
の
安
全
な
避
難
な
ど
、
利
用
者
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

 

 
１
．
「
周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
、
２
．「

他
者
と
関
わ
る
際
の
楽
し
み
」
の
グ
ル
ー
プ
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。
周
囲
に
信
頼
で
き
る
友
人
が
い
る
こ
と
で
他
者
と
の
交
流
が
増
え
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
３
．「

地
域
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
」
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
「
地
域
で
仲
が
い
い

友
人
・
知
人
が
い
る
」
と
い
う
意
見
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１
．「

周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
る
（
信
頼
で
き
る

友
人
・
知
人
が
い
る
）
」
と
対
立
関
係
に
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．「

災
害
時
に

1
人
で
対
応
す
る
こ
と

が
難
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
の
グ
ル
ー
プ
も
、
１
．「

周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
る
」
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
災
害
時

の
避
難
を

1
人
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
周
囲
に
頼
れ
る
人
の
存
在
が
必
要
と
な
る
。

 

 
次
に
調
査
で
聞
き
取
っ
た
意
見
を
「
施
設
で
の
生
活
」
「
施
設
外
で
の
生
活
」
「
地
域
生
活
に
お
け
る
課
題
」
の
３

つ
の
視
点
か
ら
ま
と
め
た
。

1
つ
目
は
、
施
設
に
お
け
る
生
活
に
関
し
て
ま
と
め
た
。

 

 
ま
ず
、
施
設
で
の
作
業
に
関
す
る
意
見
で
あ
る
。
施
設
で
は
、
受
託
作
業
や
施
設
外
就
労
な
ど
、
５
の
よ
う
に
、

自
分
の
担
当
す
る
作
業
に
対
す
る
責
任
感
や
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。「
マ
グ
ネ
ッ
ト
製
品
の
組
み

立
て
や
公
園
清
掃
の
作
業
が
楽
し
い
」
、
「
仕
事
を
頼
ま
れ
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
６
．「

今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
目
標
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
も
、
作
業
を
挙
げ
る
人

が
多
く
い
た
。
自
分
の
担
当
す
る
作
業
に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る
人
が
比
較
的
多
く
、
作
業
へ

の
達
成
感
は
利
用
者
の
自
己
有
用
感
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
た
。
次
に
、
施
設
で
の
楽
し
み
に
関
す
る
意
見
を

ま
と
め
た
。
施
設
で
は
ス
キ
ー
旅
行
や
運
動
会
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の

行
事
へ
の
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
施
設
で
は
、
７
．
の
よ
う
に
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
非
日
常
体
験
が
利
用
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
８
．
施
設
で

の
食
事
に
楽
し
み
を
感
じ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
弁
当
屋
が
届
け
て
く
れ
る
お
弁
当
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

答
え
た
人
も
い
た
こ
と
か
ら
、
施
設
で
の
食
事
は
生
活
の
メ
リ
ハ
リ
を
生
む
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、「

施
設
で
の
楽
し
み
が
食
事
し
か
な
い
」
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
、
他
の
利
用
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
食
事
以
外
の
面
で
は
特
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

 

 
2
つ
目
は
、
施
設
外
で
の
普
段
の
生
活
に
関
し
て
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
に
関
す
る
意
見

に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
出
た
意
見
を
９
．「

私
生
活
で
は
一
人
で
活
動
す
る
も
の
が
多
い
」
と
１
０
．「

私

生
活
で
は
複
数
人
で
活
動
す
る
こ
と
が
あ
る
」
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
、
対
立
関
係
と
し
た
。

1
人
で
活
動
す
る

趣
味
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や

D
V

D
鑑
賞
、
テ
レ
ビ
視
聴
、
読
書
、
散
歩
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
一
方
、
複
数
人

で
活
動
す
る
趣
味
で
は
、
家
族
と
の
外
出
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
大
会
出
場
、
海
外
旅
行
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 
全
体
的
に
、

1
人
で
楽
し
む
趣
味
に
関
す
る
意
見
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
者
と
一
緒
に
行
う
趣
味
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
「
他
者
」
の
大
半
が
友
人
等
で
は
な
く
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
自
由
時
間
の
過

ご
し
方
や
楽
し
み
方
の
種
類
が
画
一
的
で
あ
り
、
交
際
範
囲
も
家
族
な
ど
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

 

 
3
つ
目
は
、
地
域
生
活
に
対
す
る
課
題
に
関
し
て
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
地
域
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て

聞
き
取
っ
た
。
地
域
で
仲
の
良
い
友
人
・
知
人
が
い
な
い
、
参
加
し
た
い
地
域
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
、
地
域

で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
１
１
．
外
出
時
の
困
難
と
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１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 

施
設
名

 
文
京
区
立
大
塚
福
祉
作
業
所

 

施
設
概
要

 

大
塚
福
祉
作
業
所
で
は
一
般
の
就
労
が
困
難
な
方
が
入
所
し
、
作
業
諸
活
動
を
通
し
て
就
労
に
必
要
な
作
業
知

識
や
技
能
等
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 

作
業
内
容
は
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
、
本
の
カ
バ
ー
掛
け
で
あ
る
。
最
近
は
本
の
カ
バ
ー
掛
け
の
仕
事
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業
は
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
に
な
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
 

4
5
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
令
和

4
年

8
月

1
8
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

2
2
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

4
年

 
 

 
友
田
大
輔

 

井
岡
音
々

 
 

高
木
悠
恵

 

椎
名
裕
理

 

武
藤
仁
美

 

対
象
者
：

1
0
人

(2
0
～

6
0
代

) 

    

2
3

 

２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                    

2
4
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は
じ
め
に
、
今
回
の
聞
き
取
り
か
ら

8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
を
し
た
。

 

①
 
背
景

 

背
景
の
中
に
は
利
用
者
の
経
歴
や
特
性
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
外
出
の
頻
度
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
現
状

が
含
ま
れ
て
い
る
。
利
用
者
の
多
く
は
家
族
と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
る
人
で
占
め
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
や
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
を
し
て
い
る
方
は
少
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
の
多
く
は
外
出
を
す
る
際
も
家
族
と

一
緒
に
し
て
お
り
、
頻
度
は
各
家
庭
の
両
親
の
年
齢
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
利
用
者

の
両
親
が
高
齢
で
あ
る
と
身
体
的
に
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
外
出
の
頻
度
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
外
出
の
頻
度
が
格
段
に
減
っ
た
利
用
者
の
方
も
多
く
い
た
。
利
用
者
は
通
所
の
際
に
は
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
お
り
、
自
力
で
通
っ
て
い
た
。
施
設
に
通
所
し
て
い
る
年
数
と
し
て
は

1
0
年
以
上
を
超
え
る

期
間
の
方
も
多
く
お
り
、
多
く
の
方
が
長
期
的
に
利
用
し
て
い
る
。
利
用
者
の
中
に
は
一
般
企
業
に
就
職
を
し
て
い

た
方
も
い
た
が
、
少
数
で
あ
っ
た
。

 

 

②
 
人
と
の
繋
が
り

 

人
と
の
繋
が
り
の
中
に
は
人
間
関
係
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
人
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
利
用
者
の
多
く
は
「
友

人
が
い
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
友
人
が
欲
し
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
一
方
で
、
家
族
と
の
関
係
は
良
好
で

あ
る
方
も
多
か
っ
た
。
相
談
で
き
る
人
は
両
親
や
施
設
の
職
員
ば
か
り
で
、
利
用
者
の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
が
読
み

取
れ
る
。

 

 

③
 
地
域
の
つ
な
が
り

 

地
域
の
つ
な
が
り
に
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
へ
の
要
望
が
含
ま
れ
て
い
る
。
多
く
の
利
用
者
は
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
地
域
で
の
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
て
い
る
た
め
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
現
状
と
し
て
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
地
域
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
大
塚
や
自
宅
の
近
く
に
遊
べ
る
場
所
や
買
い
物
が
で
き
る
場
所
が
欲
し

い
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
は
全
員
が
文
京
区
在
住
で
あ
り
、
施
設
へ
徒
歩
で
通
う

こ
と
が
で
き
る
方
も
い
る
。
そ
の
た
め
、
施
設
の
周
辺
な
ど
の
身
近
な
場
所
に
遊
ぶ
場
所
や
買
い
物
を
す
る
場
所
を

望
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

④
 
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
弊
害

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
弊
害
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
外
出
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
マ
ス
ク

生
活
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 

⑤
 
長
期
目
標
（
生
活
）

 

長
期
目
標
（
生
活
）
に
つ
い
て
は
将
来
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
際
に
家
事
や
洗
濯
が
で
き
な
い
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
入
所
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
加
え
て
、
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
が
寂
し
い
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
家
族
と
一
緒
に
生
活
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
お
り
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
へ
の
依
存
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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⑥
 
災
害
時
に
つ
い
て

 

災
害
に
関
し
て
は
実
際
に

2
0

1
1
年
の
震
災
を
経
験
し
て
い
る
方
も
お
り
、
そ
の
際
の
経
験
か
ら
家
に
い
る
時
は

家
に
と
ど
ま
り
、
施
設
に
い
る
時
や
帰
宅
す
る
途
中
で
あ
れ
ば
施
設
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
回
答

が
あ
っ
た
。
実
際
に
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
施
設
に
い
れ
ば
安
心
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
利
用
者
の
中
で
も
一
つ
の
安
心
材
料
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

⑦
 
家
庭
内
の
課
題

 

家
庭
内
の
課
題
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
利
用
者
の
親
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
両

親
の
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
用
者
も
出
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
両
親
の
状
態
に
よ

っ
て
外
出
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
日
常
生
活
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

 

⑧
 
結
論

 

結
論
と
し
て
は
現
在
の
生
活
に
満
足
を
し
て
い
る
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
分
析
の
結
果
と
し
て
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
両
親

の
高
齢
化
に
伴
い
、
利
用
者
の
将
来
の
生
活
に
つ
い
て
、
計
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
生

活
環
境
の
変
化
が
近
い
将
来
に
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

 

次
に
各
グ
ル
ー
プ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。

 

は
じ
め
に
、
①
～
⑦
の
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
⑧
の
結
論
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
利
用
者
の

分
析
を
行
っ
た
際
に
、
利
用
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
様
々
な
分
野
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
考
察
す
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
の
生
活
に
つ
い
て
の
視
点
か
ら
考
え
て
も
、
利
用
者
に
は
将
来
の
生
活
を
考
え
る

上
で
生
じ
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
課
題
も
将
来
的
な
課
題
も

す
べ
て
結
論
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

 

 
次
に
①
の
背
景
と
②
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
背
景
が
人
と
の

つ
な
が
り
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
た
。
背
景
か
ら
は
、
利
用
者
の
生
活
基
盤
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
「
家
族
と
生
活
を
し
て
い
る
」
、
「
家
族
と
外
出
を
す
る
」
、
「
外
出

す
る
頻
度
が
少
な
い
要
因
が
家
族
の
高
齢
化
で
あ
る
」
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
る
こ
と
に
結
び
付
く
と
考
え
た
。
ま
た
、
多
く
の
利
用
者
は
、
家
族
や
施
設
の
職
員
を
相
談
先
と
し
て
回
答
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
は
家
族
や
職
員
に
依
存
度
が
高
い
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
依

存
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
要
因
に
あ
る
が
、
家
族
や
職
員
に
依

存
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
将
来
の
生
活
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
の
解
決
が
困
難
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

 
最
後
に
①
の
背
景
と
⑦
の
家
庭
内
の
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
は
背
景
が
家
庭
内
の
課
題
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
、
強
い
因
果
関
係
で
つ
な
が
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
利
用
者
の

人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
、
利
用
者
が
両
親
の
介
護
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
や
両
親
の
高

齢
化
が
要
因
と
な
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
根
底
に
は
利
用
者
の
背
景
が
複

雑
に
関
係
し
、
影
響
を
与
え
て
い
る
と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
強
い
因
果
関
係
で
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

ま
た
、
家
庭
内
の
課
題
は
早
期
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
問
題
が
困
難
化
す
る
前
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
支
援
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
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１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 

施
設
名

 
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
ぶ
ん
ぶ
ん

 

施
設
概
要

 

企
業
等
に
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
が
あ
る
者
に
対
し
て
、
就
労
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

2
0

1
5
年
に
開
設

さ
れ
た
施
設
で
社
会
福
祉
法
人
武
蔵
野
会
が
経
営
し
て
い
る
。
複
合
施
設
で
あ
る
館
内
の
環
境
整
備
業
務
や
就
労
継

続
支
援
事
業
で
運
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
業
務
、
受
注
作
業
な
ど
の
仕
事
を
通
し
て
作
業
支
援
や
自
立
生
活
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 利
用
者
数

 
通
常

 
1

0
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年

8
月

1
0
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年
９
月
１
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科
４
年

 
 

 
清
水
麻
祐
花

 

奥
村
紗
貴
子

 

渡
邉
樹

 

淀
川
純

 

対
象
者
：
９
人

(1
0

~
5

0
代

) 

 
 

          

2
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４
．
考
察

 

 
は
じ
め
に
、
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
中
で
は
「
現
在
の
生
活
に
満
足
を
し
て
い
る
」
と
い
う
声
が
多
く
出
て
い

た
が
、
そ
れ
は
表
面
上
だ
け
で
あ
り
、
実
際
に
は
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
利
用
者
は
自
分
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
自
覚
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
加
え
て
、

利
用
者
の
家
族
も
本
質
的
な
課
題
に
つ
い
て
自
覚
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

次
に
聞
き
取
り
の
中
で
「
友
人
が
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
利
用
者
は
周
囲
の
人
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
い
孤
立
し
た
環
境
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
人
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
利
用
者
の
中
に
は
趣
味
が
ゲ
ー
ム
の
人
も

お
り
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
文
京

区
内
に
は
大
学
が
多
く
点
在
す
る
た
め
、
住
民
に
限
ら
ず
、
大
学
生
な
ど
と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
よ
り
、
近
い
趣

味
を
持
つ
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
知
ら
な
い
利
用

者
が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
し
、
多
く
の
利
用
者
に
情
報
が
届
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

最
後
に
、
利
用
者
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
伴
い
利
用
者
の
両
親
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
親
亡
き
後
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
特
に

両
親
の
高
齢
化
が
日
常
生
活
に
支
障
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
期
に
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
対
応
策
と
し
て
は
早
期
に
将
来
の
生
活
に
つ
い
て
、
事
前
に
計
画
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
際
に
は
利
用
者
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
計
画
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
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２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                    

2
9

 

３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

１
．
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
自
分
の
や
り
た
い
事
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

 

コ
ロ
ナ
の
関
係
に
よ
り
、
外
出
で
き
な
い
こ
と
や
家
族
と
し
か
接
点
が
な
い
事
か
ら
「
友
達
が
い
な
い
」
と
い
う
状

況
が
聞
か
れ
た
。
２
．
現
状
で
は
友
達
が
い
な
い
、
出
来
る
限
り
外
出
自
粛
や
人
と
の
接
触
を
恐
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
地
域
の
交
流
や
活
動
の
参
加
に
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
行
動
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
旅
行
や
外
食
、
お
祭
り
な
ど
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
。
友
達
が
い
な
い
こ
と
は
作
る
機
会
も
な
い
た
め
、
地
域

や
教
育
機
関
を
通
し
、
３
．
家
族
や
寮
以
外
の
接
点
を
持
つ
重
要
性
や
４
．
休
日
の
過
ご
し
方
が
問
わ
れ
る
。

 

次
に
５
．
仕
事
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
仕
事
に
対
し
て
前
向
き
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
多
い
。
難
し
い
仕

事
で
も
職
員
と
協
力
し
て
行
う
な
ど
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
仕
事
に
対
す
る
不
満
を
話
す
利

用
者
は
い
な
い
が
、
や
り
た
い
仕
事
を
聞
い
て
み
る
と
施
設
の
カ
フ
ェ
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
要
望
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
先
述
で
利
用
者
と
職
員
の
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
困
り
ご
と
を
職
員
に
相
談
す
る
と

い
う
利
用
者
が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
も
信
頼
関
係
が
良
好
だ
と
推
測
で
き
る
と
考
え
た
。

 

 ４
．
考
察

 

こ
れ
ら
の
分
析
を
も
と
に
、
最
後
の
６

.願
望
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
た
。
願
望
は
、
外
出
を
し
た
い
と
い
う
意
見

が
多
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
る
印
象
で
あ
っ
た
。
休
日
の
過
ご
し
方
で
は
、
イ
ン

ド
ア
か
つ

1
人
で
で
き
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
あ
る
と
最
初
は
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
現
状
の
部
分
で
友
達
が
い
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く
上
が
っ
た
。
こ
こ
が
一
番
の
問
題
で
あ

り
、
友
達
が
い
な
い
か
ら

1
人
で
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
た
。
ま
た
、
外
出
も
家
族
や

1
人
で
し

た
い
と
い
う
意
見
や
相
談
は
家
族
、
施
設
職
員
、
区
役
所
職
員
な
ど
で
あ
り
、
友
達
と
遊
ぶ
、
相
談
す
る
と
回
答
し

た
人
は
い
な
か
っ
た
。
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、

1
8
歳
の
男
性
が
友
達
い
な
い
と
回
答
し
た
事
で
あ
る
。
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
と
公
立
校
に
通
う
生
徒
と
の
交
流
・
活
動
は
少
な
く
、
地
域
で
の
活
動
・
交
流
も
参
加
す
る
の
み
で
、

つ
な
が
り
を
つ
く
る
ま
で
は
で
き
て
い
な
い
と
推
測
す
る
。
行
政
や
教
育
機
関
、
住
民
、
地
元
企
業
な
ど
、
こ
の
よ

う
な
現
状
が
あ
る
事
の
把
握
、
そ
し
て
対
策
が
早
急
に
必
要
だ
と
考
え
た
。
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２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                                    

3
2

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 

施
設
名

 
社
会
福
祉
法
人

 
工
房
わ
か
ぎ
り

 

施
設
概
要

 

 
知
的
障
害
者
が
働
く
場
で
あ
る
工
房
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
。
知
的

障
害
者
の
方
に
働
く
場
を
提
供
し
、
日
々
の
生
活
や
作
業
を
通
し
て
社
会
自
立
へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
就

労
の
形
態
は
、
職
場
の
就
労
時
間
が
短
い
た
め
補
助
的
活
動
が
ほ
し
い
等
利
用
者
の
事
情
に
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
年
齢
、
就
労
形
態
、
居
住
地
も
様
々
だ
が
、
互
い
に
認
め
協
力
し
合
い
、
仲
間
意
識
を
育
み
な
が
ら
、

働
く
喜
び
と
張
り
合
い
を
持
ち
作
業
を
行
う
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
生
や
希
望
者
の
実
習
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

 

 
1

9
9

8
年
に
開
設
さ
れ
、
自
主
製
品
（
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
品
）
、
紙
製
品
（
祝
儀
袋
、
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
）
、

手
芸
品
（
さ
き
織
、
刺
繍
小
物
）
な
ど
に
加
え
、
レ
ザ
ー
の
サ
ン
プ
ル
貼
り
な
ど
の
受
注
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
バ
ザ
ー
や
夏
祭
り
な
ど
が
、
製
品
の
納
入
、
販
売
先
で
あ
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
2

0
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年

8
月

1
8
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

8
月

2
3
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科
４
年

 
 

 
本
間
里
奈

 

遠
藤
詩
夏

 

谷
田
虹
輝

 

渡
邉
樹

 

対
象
者
：

9
人

(2
0

~
7

0
代

) 
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３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

 
私
た
ち
は
、

1
0
個
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
「
施
設
や
仕
事
に
関
す
る
グ
ル
―
プ
」
、「

利
用

者
の
人
間
関
係
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」
、
「
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

 

１
．
「
施
設
や
仕
事
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」

 

 
ま
ず
施
設
や
仕
事
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
、
他
の
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
人

が
い
る
、
施
設
以
外
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い
と
い
う
三
つ
の
表
札
が
あ
る
。
仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
表
札
で
は
、
製
品
を
作
れ
る
の
が
嬉
し
い
、
仕
事
が
楽
し
い
と
い
う
利
用
者
が
多
く
い
た
。
こ

の
表
札
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
他
の
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
人
が
い
る
と
い
う
表
札
で
あ
る
。
今

の
仕
事
を
継
続
し
た
い
人
も
い
た
が
、
施
設
内
の
他
の
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
人
も
多
く
い
た
。
今
の
仕
事
に
楽
し
さ

や
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
と
考
え

る
。
一
方
で
、
他
の
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
人
の
中
に
は
他
の
作
業
所
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
そ
こ

で
対
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
施
設
以
外
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
が
少
な
い
と
い
う
表
札
で
あ
る
。

利
用
者
は
、
高
校
か
ら
そ
の
ま
ま
わ
か
ぎ
り
に
入
り
働
き
続
け
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
や
利
用
年
数
が
長
い
と
い
う

傾
向
が
あ
っ
た
。
作
業
所
で
働
く
中
で
他
の
作
業
所
や
他
の
業
種
の
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
転
職
す
る
と

い
う
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
に
く
い
環
境
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

 
２
．
「
利
用
者
の
人
間
関
係
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」

 

 
次
に
、
利
用
者
の
人
間
関
係
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
職
員
と
の
関
係
の
良
し
悪
し
、
相
談
は
家
族
、
職
員
又

は
か
か
り
つ
け
医
に
限
ら
れ
て
い
る
、
ひ
と
り
暮
ら
し
し
た
い
人
が
多
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
方
は
い
な

い
と
い
う
四
つ
の
表
札
が
あ
る
。
施
設
の
職
員
を
信
頼
し
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
方
も
い
た
。
職
員

を
信
頼
し
て
い
る
方
は
、
相
談
事
が
あ
っ
た
際
に
、
職
員
に
相
談
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
職
員
に
は
相
談

し
な
い
方
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
方
々
は
、
相
談
事
を
家
族
に
す
る
、
あ
る
い
は
誰
に
も
相
談
で
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
た
。
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
人
の
背
景
に
は
、
成
育
歴
の
中
で
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
が
あ
り
人
間

不
信
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
過
去
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、
人
を
頼
ら
ず
、
自
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い
希
望

を
持
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
家
族
と
の
関
係
性
が
良
好
な
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
家
族
だ
け
と
過
ご
し
て
い
た
。

 

 
３
．
「
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」

 

 
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
コ
ロ
ナ
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け
た
、
コ
ロ
ナ
後
に
外
出
し
た

い
人
が
多
い
、
趣
味
は
在
宅
に
多
い
と
い
う
三
つ
の
表
札
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
回
答
か
ら
、

「
コ
ロ
ナ
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け
た
」
と
「
コ
ロ
ナ
後
に
外
出
し
た
い
人
が
多
い
」
と
い
う
二
つ
の
表
札
が
で

き
た
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
考
察
し
、「

趣
味
は
在
宅
が
多
い
」
と
い
う
表
札
を
結
び
つ
け
た
。
最
初
の
「
コ
ロ
ナ
で

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け
た
」
の
中
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
負
担
･
出
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
等
、
感
染

に
対
す
る
不
安
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
心
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
、「
コ
ロ
ナ
後
に
外
出
し
た
い
人
が
多
い
」
で
は
、
身
体
を
う
ご
か
し
た
い
、
動
物
園
や
水
族
館
に
い
き
た
い
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
た
い
と
い
っ
た
回
答
が
多
く
あ
り
、
外
出
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
つ
の
表
札
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
、
コ
ロ
ナ
が
生
活
を
変
化
さ
せ
て

い
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
類
似
し
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
数
年
間
こ
の
状
態
が
続
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
外
出
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
趣
味
も
室
内
で
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
か
ら
、
こ
の
「
コ
ロ
ナ
後
に
外
出
し
た
い
人
が
多
い
」
と
「
趣
味
は
在
宅
が
多
い
」
の

二
つ
の
表
札
を
原
因
と
結
果
と
し
て
結
ん
だ
。

 

3
3

 

４
．
考
察

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
っ
て
、
在
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
と
回
答
し
た
利
用
者
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
自
分
が
感
染
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
が
あ
る
意
見
も
あ
り
、
マ
ス
ク
着
用
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
負
担
に
感
じ
て
い
る
方
が
多
く
い
た
。
コ
ロ
ナ
後
に
は
、
以
前
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
た
バ
ス
ハ
イ

ク
の
再
開
を
希
望
す
る
声
も
多
数
挙
が
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
利
用
者
が
楽
し

め
る
活
動
を
計
画
し
実
践
で
き
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

 

 
災
害
に
関
す
る
質
問
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
先
を
決
め
て
あ
る
、
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と
い
う
声
が
挙
が
っ

た
。
災
害
に
つ
い
て
は
特
別
脅
威
を
感
じ
て
い
る
方
は
い
な
か
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
被
害
を
想
定
し
て

い
る
の
か
、
十
分
で
な
い
部
分
が
あ
る
。
災
害
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
体
験
型
の
災
害
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
い
。

 

 
課
題
だ
と
感
じ
た
の
は
、
交
流
や
相
談
先
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
族
、
施
設
の
職
員
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
友
人
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
文
京
区
の
資
源
で
あ
る
高
等
学
校
や
大
学
、
老
人
ク

ラ
ブ
等
を
活
用
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
を
提
案
し
た
い
。
利
用
者
の
中
に
は
、
ア
イ
ド
ル
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
鉄
道

な
ど
様
々
な
趣
味
が
あ
っ
た
。
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
、
趣
味
の
共
有
や
近
い
年
齢
層
で
の
交
流
な
ど
が
行
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
就
労
に
お
い
て
も
違
う
作
業
所
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
声
も
挙
が
っ
て
い
た
。
他

の
就
労
支
援
と
の
連
携
を
図
り
様
々
な
仕
事
に
触
れ
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
は
何
か
、
自
分
の
能
力
を
活
か
せ
る

仕
事
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
、
仕
事
を
利
用
者
自
身
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
機
会
を
拡
充
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

 

 

3
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私
た
ち
は
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
を
訪
問
し
、
計

3
5
名
の
方
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
お
話
を
伺
っ
て
い
く
中
で

挙
が
っ
た
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
解
決
に
向
け
た
提
言
に
結
び
付
け
た
い
。

 

一
つ
目
の
課
題
と
し
て
「
友
達
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
提
言
に

つ
い
て
三
つ
挙
げ
た
い
。
一
つ
目
は
趣
味
を
見
つ
け
る
こ
と
を
学
生
が
ア
シ
ス
ト
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
長
期
に
わ

た
っ
て
友
達
を
し
て
繋
が
る
人
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
利
用
者
の
多
く
は
友
人
が
い
な
い

こ
と
が
影
響
し
、
一
人
で
遊
べ
る
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
こ
の
策
を

提
言
し
た
。
そ
の
た
め
、
誰
か
と
一
緒
に
で
き
る
趣
味
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
人
と
の
繋
が
り
が

生
ま
れ
、
友
達
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
趣
味
を
見
つ
け
る
際
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
ア
シ
ス
ト
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
個
性
を
持
っ
て
い
る
大
学
生
が
ア
シ
ス
ト
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
趣
味
の
選
択
肢
を
広
げ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
二
つ
目
は
大
学
や
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
と
連
携
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。多

く
の
人
々
は
障
害
者
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
入
観
に
影
響
さ
れ
て
お
り
、

障
害
者
の
本
質
的
な
部
分
の
理
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
と
実
際
に
関
わ

る
機
会
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
ま
た
、
教
育
機
関
と
連
携
す
る
理
由
と
し
て
、
高
校
や
大
学
で
は
教
育
の
一
環
で
学
校
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
が
多
く
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の

1
つ
と
し
て
施
設
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
三
つ
目
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
軽
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。ま

た
、

ス
ポ
ー
ツ
は
部
活
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
学
生
に
も
身
近
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
を

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
学
生
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
も
多
く
の
人
と
繋
が
る
機
会
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

3
5

 

二
つ
目
の
課
題
と
し
て
「
災
害
時
の
具
体
的
な
想
像
が
で
き
て
い
な
い
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
課
題
の
解

決
に
向
け
た
提
言
に
つ
い
て
二
つ
挙
げ
た
い
。
一
つ
目
は
就
労
施
設
で
災
害
時
の
訓
練
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
災
害

時
に
は
ど
の
よ
う
に
行
動
を
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
よ
り
災
害
時
の
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に

学
校
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
消
防
車
が
来
る
大
掛
か
り
な
訓
練
を
行
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
二
つ
目
は
各
利
用
者
の
利
用
計
画
に
災
害
時
に
関
す
る
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
お

話
を
伺
っ
た
方
の
多
く
は
自
力
で
施
設
に
通
っ
て
い
る
方
が
多
く
い
た
。
そ
の
た
め
、
各
利
用
者
の
た
め
の
災
害
時

の
避
難
方
法
な
ど
の
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

 

全
体
の
印
象
と
し
て
、
現
状
か
ら
変
化
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
を
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
施
設
や
家
族
へ
の
依
存
が

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
時
の
対
応
が
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 

三
つ
目
の
課
題
と
し
て
「
就
労
先
が
施
設
し
か
な
い
」
「
人
の
関
係
性
が
少
な
い
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
課

題
の
解
決
に
向
け
た
提
言
に
つ
い
て
二
つ
挙
げ
た
い
。
一
つ
目
は
他
の
就
労
継
続
支
援

B
型
施
設
と
連
携
を
取
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
施
設
内
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
施
設
の
利
用
者
と
も
交
流
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
選
択
肢
が
広
が
る
た
め
、
他
の
仕
事
を
経
験
し
、
本
当
に
や
り
た
い
仕
事
や
向
い
て
い
る
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
二
つ
目
は
養
護
学
校
を
卒
業
後
も
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
卒
業
後
も
情
報
共
有
や
関
係
性
が
終
わ
る
こ
と
が
な
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

 

以
上
が
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
の
利
用
者
の
生
活
実
態
に
関
す
る
現
状
・
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
提
言
で

あ
る
。
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(
３

)
 
生
活
介
護

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
生
活
介
護
・
就
労
移
行
支
援

 

施
設
名

 
は
～
と
・
ピ
ア

2
 

施
設
概
要

 

【
生
活
介
護
】

 

個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
健
康
的
で
豊
か
な
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
身
体
介
護
や
生
活

介
護
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
援
助
・
支
援
等
を
個
々
の
利
用
者
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

 

【
就
労
移
行
支
援
】

 

生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
通
じ
て
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
【
生
活
介
護
】

2
2
人

 
 

【
就
労
移
行
支
援
】

8
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年

9
月

6
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

2
9
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

4
年

 
 

 
森
田
侑
奈

 

山
勢
結
香

 

鈴
木
悠
里

 

大
図
佳
豊

 

対
象
者
：

3
人

(4
0

~
7

0
代

) 
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２
．

K
J
法

A
型
図
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３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

生
活
介
護
事
業
所
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
中
で
出
て
き
た
悩
み
や
希
望
を

6
つ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
た
。

 

1
つ
目
は
、
①
一
人
一
人
日
常
生
活
の
中
に
違
う
楽
し
み
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
コ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
と
き
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
と
き
、
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時
と
い
う
方
が
い
た
。

2
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
が
終

わ
っ
た
ら
外
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
、
美
術
館
、
各
観
光
地

な
ど
へ
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

2
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
の
要
望
か
ら
類
似
す
る
事
と
し
て
分
か
っ

た
こ
と
と
し
て
、

3
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
し
た
。
そ
れ
は
、
現
在
自
分
が
出
来
な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
お
祭
り
や
ダ
ン
ス
、
料
理
な
ど
を
し
た
い
。
恋
人
が
欲
し
い
、
時
間
が
欲
し
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

 

そ
の
理
由
と
し
て
、

4
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
悩
み
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
が
寂
し
い
、
休
日
に
や
る
こ
と
が
な
い
、

仕
事
が
忙
し
い
か
ら
時
間
が
欲
し
い
、
処
方
薬
の
影
響
で
料
理
を
し
た
い
が
す
る
事
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
を
ま

と
め
た
。

5
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
要
望
や
悩
み
を
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
か
と
い
う
繋
が

り
か
ら
、
相
談
相
手
は
い
る
が
相
談
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
利
用

者
の
方
々
は
、
弟
は
い
る
が
相
談
は
出
来
な
い
。
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
施
設
の
人
や
甥
っ
子

に
相
談
し
て
い
る
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。
６
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
今
の
仕
事
に
要
望
が
あ
り
、
本
当
に
や
っ
て
み

た
い
仕
事
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
配
達
の
仕
事
が
し
て
み
た
い
、
委
員
会
に
入
り
た
い
。
料
理
を
す
る

仕
事
を
し
た
い
等
の
仕
事
へ
の
要
望
も
あ
っ
た
。

 

  ４
．
考
察

 

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
次
の
こ
と
を
考
え
た
。

 

・
家
族
や
施
設
職
員
以
外
が
行
う
相
談
支
援
の
充
実

 

・
令
和
４
年
度

1
1
月
現
在
行
わ
れ
て
い
る
全
国
旅
行
支
援
施
策
の
よ
う
な
、
社
会
福
祉
施
設
の
利
用
者
向
け
の
旅

行
支
援

(費
用
や
補
助

) 

・
作
業
の
種
類
や
業
種
を
増
や
し
、
利
用
者
が
得
意
な
も
の
を
選
択
出
来
る
よ
う
に
す
る

 

の
３
つ
で
あ
る
。
こ
の
３
つ
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
で
選
択
出
来
る
も
の
の
幅
や
、
私
生
活
の
充
実
に
も

繋
が
る
と
考
え
た
。

 

 

3
9

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
多
機
能
型
事
業
所

 

(生
活
介
護
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

) 

施
設
名

 
文
京
区
立
本
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
若
駒
の
里

 

施
設
概
要

 

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
社
会
生
活
を
行
え
る
よ
う
、
通
所
に
よ
る
生
活
支
援
・
作
業
訓
練
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
る
施
設
で
あ
る
。
太
陽
福
祉
協
会
が
、
平
成

1
6
年

4
月

1
日
か
ら
文
京
区
か
ら
委
託
さ
れ
運
営
し
て
い
る
定

員
3

0
名
の
生
活
介
護
施
設
事
業
所
で
あ
る
。
平
成

2
7
年

4
月
よ
り
法
内
化
と
な
っ
た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
の
多
機
能
型
事
業
所
と
し
て
一
体
的
に
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
3

0
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
令
和

4
年

9
月

2
2
日

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

2
2
日

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
 

 
宮
野
こ
は
く

 

保
坂

 
桃

 

幡
本

 
愛

 

嶋
津
裕
太

 

水
野
華

 

対
象
者
：

8
人

(2
0

~
5

0
代

) 

 

4
0
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．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者
が
通
所
し
て
い
る
。
身
体
障
害
の
あ
る
人
も
お
り
、
車
い
す
が
必
要
な
利
用
者

も
い
る
。

 

冒
頭
で
説
明
し
た
通
り
、
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
の
方
が
発
語
に
よ
る
意
思
疎
通
が
難
し
い
た
め
、
私
た
ち
と
職
員

の
想
像
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
も
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
深
く
掘
り
下
げ
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

 

 

１
．
年
齢
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る

 

利
用
者
の
年
齢
は
若
い
方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
、
男
女
比
と
し
て
は
男
性
が
３
分
の
２
、
女
性
が
３
分
の

１
で
あ
る
。

 

 

２
．
様
々
な
障
害
の
あ
る
人
が
多
い

 

障
害
に
つ
い
て
は
知
的
障
害
の
あ
る
方
に
加
え
て
身
体
障
害
の
あ
る
方
も
い
た
。

 

 

３
．
軽
作
業
が
で
き
る

 

軽
作
業
が
得
意
な
方
も
い
る
。

 

 

４
．
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

 

障
害
を
も
つ
か
ら
こ
そ
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
に
影
響
が
あ
る
。
困
り
ご
と
は
具
体
的
に
移
動
介
助
や
代
弁

者
の
必
要
性
が
高
か
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
外
出
制
限
な
ど
の
新
し
い
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
れ
ら
が
強
制
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ

る
。

 

 

５
．
地
域
の
繋
が
り
は
多
い

 

 
こ
こ
数
年
は
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
前
は
そ
れ
ら
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
人
が
多
く
い
た
。

 

 

６
．
地
域
の
繋
が
り
は
あ
る
が
限
定
的
で
あ
る
／
７
．
家
族
が
い
る
人
が
多
い

 

障
害
者
の
方
で
も
地
域
参
加
で
き
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
関
係
性
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
限
ら
れ
た
関
係
性
は
家
族
が
中
心
で
あ
る
と
い
え
る
。

 

 

８
．
関
わ
る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
／
９
．
一
人
で
も
楽
し
め
る
趣
味
が
あ
る

 

 
 利

用
者
の
中
に
は
外
出
や
人
と
の
交
流
が
好
き
な
方
が
お
り
、
そ
の
他
の
利
用
者
は
動
画
視
聴
や
仕
事
を
す
る
こ

と
な
ど
の
１
人
で
も
好
む
趣
味
を
持
っ
て
い
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
す
る
に
は
家
族
や
職
員
の
人
が
必
要
な
こ

と
と
、
一
人
で
も
楽
し
め
ざ
る
を
得
な
い
環
境
は
互
い
に
限
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

 

 

1
0
．
施
設
の
満
足
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

 

施
設
で
の
生
活
は
楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
利
用
者
が
多
く
、
中
に
は
体
調
を
崩
し
て
い
て
も
施
設
に
通
い
た
い
と

い
う
人
も
い
る
よ
う
だ
が
、
施
設
が
楽
し
く
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
想
像
だ
が
、
施
設
に
通
う
こ
と

が
自
分
の
意
思
と
は
異
な
る
た
め
、
活
動
や
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
て
ず
、
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
ま
た
、
仕
事
が
趣
味
に
な
る
ほ
ど
施
設
で
の
活
動
に
満
足
し
て
い
て
楽
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

 

4
2

 

２
．

K
J
法

A
型
図
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1
1
．
こ
れ
か
ら
も
施
設
に
通
い
続
け
た
い
／

1
2
．
息
子
は
施
設
に
い
た
い
が
、
母
は
息
子
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い

 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
も
施
設
に
通
い
続
け
た
い
と
い
う
希
望
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
い
う
と
こ
れ
か
ら
も
文

京
区
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

 

  ４
．
考
察

 

こ
の
調
査
を
通
し
て
、
施
設
利
用
者
が
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
の
か
、
施
設
に
通
う
こ
と
が
ほ
ん
と
う
に
幸

せ
な
の
か
」
に
つ
い
て
考
え
た
。
そ
こ
か
ら
、
➀
限
定
的
な
利
用
者
の
関
係
性
➁
支
援
者
と
利
用
者
の
関
係
性
➂
親

亡
き
あ
と
問
題
の
３
つ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

 

初
め
に
➀
「
限
定
的
な
利
用
者
の
関
係
性
」
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
調
査
か
ら
利
用
者
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
や
、
外
出
、
買
い
物
を
通
し
て
、
幸
福
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
関
係

性
は
、
家
族
や
施
設
利
用
者
同
士
の
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
関
係
性
を
通
し
て
得
た
こ

と
か
ら
、
利
用
者
は
施
設
で
の
生
活
は
楽
し
い
と
回
答
し
て
い
る
と
私
た
ち
は
考
え
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
」
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
私
た
ち
健
常
者
は
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ
る
。
例
え

ば
、
大
学
進
学
、
社
会
人
、
結
婚
な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
様
々
な
人
と
出
会
い
、
環
境
の
変
化
が
あ
る
こ
と
で

新
た
な
楽
し
さ
、
幸
福
を
得
て
い
る
。
こ
こ
に
彼
ら
、
利
用
者
に
は
課
題
が
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
る
。
こ
の
変
化

が
な
い
た
め
に
、
得
ら
れ
て
い
な
い
関
係
性
が
利
用
者
に
は
あ
る
。
➀
の
課
題
に
対
す
る
、
私
た
ち
が
提
案
す
る
一

つ
の
対
応
策
と
し
て
、
他
の
知
的
障
害
者
施
設
、
身
体
障
害
者
施
設
、
福
祉
施
設
の
一
つ
で
あ
る
児
童
養
護
施
設
な

ど
と
連
携
す
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
の
新
た
な
関
係
性
の
構
築
を
行
え
る
環
境
作
り
を
通
し
て
、
調
査
時
に
感
じ
て

い
る
家
族
や
利
用
者
と
の
関
わ
り
か
ら
感
じ
る
楽
し
さ
に
加
え
て
、
よ
り
多
く
の
幸
せ
を
利
用
者
が
得
ら
れ
る
と
私

達
は
考
え
る
。

 

次
に
、
➁
の
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
私
た
ち
は
現
状
の
支
援
方
法
か
ら
、
支
援
者
と
利
用
者
の
間
の
関
係
性
に

課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
支
援
者
と
利
用
者
の
関
係
を
対
等
に
築
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
我
々

は
福
祉
系
学
生
団
体
と
の
積
極
的
な
関
係
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
利
用
者
が
支
援
者
と
対
等
な
関
係
で
あ

る
と
自
覚
し
た
ら
、
現
在
よ
り
も
近
く
、
深
い
視
点
で
支
援
を
展
開
で
き
る
と
私
た
ち
は
考
え
た
。
具
体
的
な
策
と

し
て
東
洋
大
学
高
山
ゼ
ミ
で
活
動
し
て
い
る
「

le
af
」
と
い
う
学
外
活
動
が
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
こ
こ
で
は
、
学

生
と
障
害
者
施
設
の
利
用
者
が
お
友
達
と
い
う
対
等
な
関
係
性
で
交
流
す
る
中
で
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
意
思
決

定
支
援
を
行
う
通
称
「
お
友
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
で
の
交

流
が
、
一
緒
に
生
活
し
て
は
い
な
い
が
、
自
分
と
対
等
な
立
場
に
い
る
と
い
う
つ
な
が
り
を
持
ち
、
利
用
者
が
支
援

者
と
利
用
者
の
関
係
で
は
言
え
な
い
、
本
音
や
悩
み
を
、
会
話
を
通
じ
て
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
が
増
え
れ
ば
、
従
来
の
関
係
性
で
は
な
い
、
新
た
な
関
係
性
を
構
築
で
き
る
と
私
た
ち
は
考
え
る
。

 

最
後
に
③
の
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
調
査
で
、
自
分
の
老
人
ホ
ー
ム
の
近
く
の
障
害
者
施
設
に
新
し
く
入
所

さ
せ
た
い
母
親
と
、
こ
の
ま
ま
施
設
に
通
い
続
け
た
い
と
い
う
息
子
の
親
子
間
に
お
い
て
希
望
す
る
生
活
の
ず
れ
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
母
親
は
自
分
の
息
子
と
時
々
家
族
の
時
間
を
作
り
な
が
ら
も
、
暮
ら
す
場
所
は
別
と
い
う

の
が
理
想
の
生
活
で
あ
っ
た
。
親
子
で
い
る
時
間
が
長
く
続
く
と
お
互
い
に
ス
ト
レ
ス
や
負
担
が
か
か
る
た
め
、
そ

れ
は
叶
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
支
援
者
の
手
を
借
り
て
、
同
じ
地
域
の
中
で
交
流
を
得
な
が
ら

家
族
が
触
れ
合
え
る
相
互
交
流
の
機
会
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
親
亡
き
あ
と
を
考
え
た
う
え
で
も
理
想
的
だ
と
考
え
る
。

 

今
回
、
私
た
ち
は
調
査
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た
。
多
く
の
人
が
施
設
に
満
足
し
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
敢
え
て

3
つ
の
課
題
を
提
言
し
、
対
応
に
あ
た
る
こ
と
で
、
今
よ
り

も
よ
り
利
用
者
が
幸
福
感
を
得
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

 

4
3

 

             

私
た
ち
は
障
害
者
の
生
活
介
護
を
行
う
施
設
を
訪
問
し
、
計
１
１
名
の
方
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
お
話
を
伺
っ
て
い
く
中
で
あ

が
っ
た
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
解
決
に
向
け
た
提
言
に
結
び
付
け
た
。

 

１
つ
目
の
課
題
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
外
出
の
楽
し
い
思
い
出
が
多
く
、「

コ
ロ
ナ
禍
で
出
か
け
ら
れ
な
い
」、
「
旅
行
を
し

た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
ま
た
外
出
が
好
き
で
、
以
前
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
方
も
い
た
こ
と
か
ら
、
外
出
し
た
い

利
用
者
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
費
用
や
補
助
を
行
う
施
設
向
け
の
旅
行
支
援
を
展
開
し
、
外
出
の
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
の
生
活
が
豊
か
な
も
の
に
な
る
と
考

え
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
利
用
者
が
施
設
に
通
う
こ
と
が
楽
し
い
と
思
う
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
研
修
を
無
料
に
す
る
な
ど
し
て
補
助
金
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
区
民
の
普
及
を
広
め

担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

 

２
つ
目
の
課
題
と
し
て
、
施
設
の
職
員
や
家
族
と
い
っ
た
限
定
的
な
人
間
関
係
の
中
で
、
相
談
相
手
は
い
る
が
相
談
す
る
の

が
難
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
な
ど
の
人
間
関
係
の
狭
さ
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
高
山
ゼ
ミ
を
中
心
に
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
、
障
害
者
の
お
友
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

L
ea

f」
の
よ
う
な
学
生
団
体
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
対
等
な
関
係
性
が

生
ま
れ
、
利
用
者
に
と
っ
て
施
設
の
職
員
や
家
族
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
相
談
が
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
交
友
関
係
を
も
つ
こ
と
で
、
今
ま
で
人
や
社
会
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
障
害
者
に
様
々
な
経
験
や
出
会
い

の
場
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
中
で
単
な
る
友
達
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
将
来
を
自
分
自
身
で
決
定
す
る
き
っ
か
け
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 

３
つ
目
の
課
題
と
し
て
、「

希
望
通
り
の
仕
事
が
で
き
て
い
な
い
」、
「
今
の
作
業
が
難
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
利
用
者

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
仕
事
に
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
仕
事
が
趣
味
と
い
う
方
も
い
た
が
、
そ
れ
は
仕

事
が
限
ら
れ
、
活
動
の
幅
が
狭
い
た
め
に
仕
事
を
趣
味
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
。
そ
の
た
め
、
利
用

者
に
向
け
た
就
労
体
験
の
場
を
設
け
て
、
作
業
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
、
利
用
者
自
身
が
体
験
を
通
じ
て
理
想
と
す
る
仕

事
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
利
用
者
の
意
思
決
定
や
自
己
決
定
に
つ
な
が
り
、
自
ら
主
体
性

を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
策
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、

自
己
で
選
択
で
き
る
も
の
の
幅
が
広
が
っ
て
私
生
活
が
充
実
し
、
そ
の
結
果
、
利
用
者
の
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
本
当
の
幸
せ

を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
（
共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
報
告

 志
村
健
一
（
文
責
）

 

 1
. 

は
じ
め
に

 

 
2

0
2

2
（
令
和

4
）
年
度
調
査
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、

2
0

2
0
（
令
和

2
）

年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
う
け
て
、
前
回
調
査
よ
り
縮
小
し
た
実
施
と
な
っ
た
。

対
象
と
な
っ
た
文
京
区
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

 

社
会
福
祉
法
人
銀
杏
企
画

 
ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う

 

社
会
福
祉
法
人
復
生
あ
せ
び
会

 
文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ

 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐
の
会

 
陽
だ
ま
り
の
郷

 

社
会
福
祉
法
人
ド
リ
ー
ム
ヴ
イ

 
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅲ

 

社
会
福
祉
法
人
ド
リ
ー
ム
ヴ
イ

 
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅳ

 

社
会
福
祉
法
人
太
陽
福
祉
協
会

 
エ
ル
ム
ン
ド
千
石

 

社
会
福
祉
法
人
太
陽
福
祉
協
会

 
エ
ル
ム
ン
ド
小
石
川

 

 

結
果
的
に
、
調
査
対
象
で
あ
っ
た

7
施
設
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
中
心
と
し
た
方
法
に
よ
り
、

1
8
名
分
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
整
理
、
統
合
し
た
。
知
的
障
が
い
の
あ
る
利
用
者
が

1
1
名
（

6
1
％
）、

精
神
障
が
い
の
あ
る
利

用
者
が

7
名
（

3
9
％
）
と
な
り
、
全
体
の
定
員
を
母
集
団
と
す
れ
ば
お
よ
そ

3
6
％
で
あ
る
。

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
生
活
様
式
が
提
唱
さ
れ
て

2
年
半
が
経
過
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
日
常
生

活
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
か
、
ま
た
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
は
ど
の
よ
う
な
備
え
が
意
識
化
さ
れ
て
い
る
の
か
等
、
学
生
が
見
て
、
聞
い
て
、
想
像
を
巡
ら
せ
た
。
そ
の

結
果
を
概
括
し
て
、
個
別
施
設
の
報
告
へ
つ
な
ぎ
、
本
報
告
の
最
後
に
総
括
と
提
言
を
提
示
す
る
。

 

 2
．
日
常
生
活
の
様
子

 

 
障
が
い
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
文
京
区
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
居
住
者
は
、
そ
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
評
価
が
ど
の
よ
う
な
生
活
実
態
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
図
解
か
ら
読
み
解
く
と
、
２

つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

第
一
に
、
個
別
の
生
活
を
基
本
と
し
つ
つ
、
集
団
に
よ
る
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
外
出
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
が
規
制
さ
れ
て
は
い
る
が
、
各
自
が
趣
味
や
余
暇
を
好
き
な
こ
と
で
過
ご
し
、
ま
た
仲

間
と
共
に
過
ご
す
時
間
や
、
支
援
者
と
の
時
間
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
満
足
感
で
あ
る
。
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
良
さ
が
、
調
査
結
果
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

第
二
の
方
向
性
は
、
障
が
い
特
性
に
よ
り
、
例
え
ば
、
知
的
障
が
い
の
特
性
で
あ
る
言
語
に
よ
る
意
思
表
出
や
物

事
の
説
明
を
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
支
援
者
が
い
る
こ
と
で
そ
の
苦
手
な
部
分
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
定
期
的
に
通
院
す
る
こ
と
が
必
要
な
人
も
多
く
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の
通

院
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
満
足
度
に
繋
が
っ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。

 

こ
の
よ
う
に
文
京
区
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
持
つ
特
性
と
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
を

う
ま
く
マ
ッ
チ
さ
せ
て
、
日
常
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
し
、
満
足
感
を
得
て
い
る
と
考
察
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活

が
広
が
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
量
的
な
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

【
２

 グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
部
】
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3
．
相
談
支
援
体
制
に
関
し
て

 

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
は
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
世
話
人
と
い
う
身
近
な
支
援
者
に
相
談
が
で
き

る
。
こ
れ
は
相
談
支
援
体
制
の
入
り
口
と
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
お
り
、
日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と
は
こ
の
レ
ベ

ル
で
解
決
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
入
り
口
機
能
の
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
災
害
時

に
お
け
る
対
策
を
講
ず
る
な
ど
、
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
困
り
ご
と
へ
の
対
応
に
も
準
備
が
さ
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
た
。

 

 
こ
の
相
談
支
援
体
制
は
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
に
は
対
応
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
就
労
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
相
談
ま
で
は
、
そ
の
範
疇
に
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
相
談
を
関
連
施
設
と

の
連
携
等
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
通
院
に
よ
る
医
学
的
な
相
談
支
援
も
そ
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
専
門
的
な
相
談
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
相
談
の
内
容
に
よ
る
適
切
な
相
談
窓

口
へ
の
つ
な
ぎ
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 

 4
．
将
来
展
望
に
つ
い
て

 

 
個
別
性
は
あ
る
が
、
将
来
へ
の
展
望
は
障
が
い
特
性
に
左
右
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
通
過
施
設
で
あ
り
、
希
望
の
職
種
に
就
職
し
て
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
な

ど
の
将
来
展
望
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
個
人
の
生
活
の
目
標
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
知
的
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
は
、
現
在
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
で
、
安
心
し
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

具
体
的
に
描
け
て
い
な
よ
う
で
あ
る
。

 

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
現
在
の
生
活
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
将
来
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
、
将
来
を

展
望
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
空
室
を
作
り
、
次

の
利
用
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
終
の
棲
家
と
せ
ず
に
、
地
域
生
活
の
入

り
口
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
。

 

 ５
．
ま
と
め

 

 
前
述
し
た
よ
う
に
今
年
度
の
調
査
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
対
象
者
が
限
定
さ
れ
、
ま
た
十
分
な
関
係
性
を
構
築
し

た
対
面
で
の
調
査
が
困
難
で
あ
っ
た
。
不
慣
れ
な
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ガ
イ
ド
へ
の
書
き
込
み

に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
文
京
区
の
質
的
調
査
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
せ

ざ
る
を
得
な
い
調
査
実
施
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
生
活
の
場
で
、
よ
り
生
活

の
実
態
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
、
ま
た
そ
の
解
釈
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
各
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
立
体
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
面
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

居
住
者
の
生
活
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
調
整
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
施
設
の
担
当
者

に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

4
6

 



 

- 334 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                                    

18 歳から
通院 

2年前から
通院 

悪化しないように
とにかく休む 

通院環境が整っている 

① 

台所で料理が好き 

テレビを見るのが
好き 

暮らしている中で 
楽しいことがある 

② 

滞在時間の 
制限が窮屈 

暮らしている中で 
困っていることがある 

③ 

身の回りの相談
ができる人がい

ない 

相談できる人が
いない 

相談する人がいない 

⑦ 
④ 

将来へ向けての希望がある 

働く意欲
がある 

資格を取
りたい 

就職に意
欲がある 

定職に 
つきたい 

週 3 時間 
働きたい 

仕事を 
したい 

いろいろな職種に 
興味がある 

施設を出た後の暮らしへの
不安がある 

金銭管理
が難しい 

贅沢がで
きない 

物価が高騰していて 
モノが買えない 

1 人で住むためのお
金がなくて不安 

収入が貯金頼りな
のが不安 

⑤ 

お祭りに参加したい 

人と交流したい 

地域でやりたいこと
がある 

⑥ 

4
8

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う

 

施
設
概
要

 

主
に
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
生
活
を
目
指
し
て
生
活
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う
は

2
0

0
1（

平
成

1
3
）

年
に
開
設
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
。

 

 

利
用
者
数

 
通
常

 
５
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
令
和

4
年
８
月
２
２
日

 

方
法
：
対
面

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
 

方
法
：
自
由
記
載
の
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
へ
変
更

 

 

担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

 社
会
福
祉
学
科

3
年

 
倉
上
華
奈
、
山
内
美
織

 

4
年

 
江
森
大
智
、
渡
辺
航

 

対
象
者
：

2
人

 

    

4
7
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私
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
意
義
を
大
き
く
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
ま
ず
、
一
つ
目
は
通
院
環

境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。

1
8
歳
か
ら
通
院
、

2
年
前
か
ら
通
院
、
悪
化
し
な
い
よ
う
に
と
に
か
く
休

む
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
二
つ
目
は
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
中
で
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。

台
所
で
料
理
を
す
る
こ
と
が
好
き
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
三
つ
目
の
グ
ル
ー
プ

は
ニ
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
反
対
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
し
て
い
る
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
グ
ル

ー
プ
だ
。
滞
在
時
間
に
制
限
が
あ
る
た
め
困
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
四
つ
目
は
将
来
に
向
け
て
の
希

望
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
週

3
0
時
間
働
き
た
い
、
色
々
な
職
種
に
興
味
が
あ
る
、
資
格
を
取
っ
て
働
き
続

け
た
い
と
い
う
よ
う
な
希
望
が
挙
が
っ
た
。
週

3
0
時
間
働
き
た
い
と
い
う
方
は
施
設
に
入
所
前
は
作
業
所
で
働
い

て
い
た
。
五
つ
目
は
施
設
を
出
た
後
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
出

た
後
は
多
く
の
方
が
一
人
暮
ら
し
を
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
人
暮
ら
し
へ
の
不
安
が
多
く
挙
が
っ
た
。
金
銭
管
理
が

難
し
い
、
貯
金
頼
り
な
の
が
不
安
、
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
物
が
買
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
安
が
挙
が
っ
た
。

六
つ
目
は
相
談
相
手
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
だ
。
相
談
相
手
が
周
り
に
い
な
い
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
し
か
し
、

区
の
職
員
に
は
生
活
相
談
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
七
つ
目
は
地
域
で
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
だ
。
お
祭
り
を
し
た
い
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
ま
た
、
区
へ
の
希
望
で

も
集
ま
る
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。

 

  ４
．
考
察

 

 
通
院
に
関
し
て
は
、
対
象
者
が

2
人
と
も
通
院
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
精
神
障
害
者
は
薬
や
医
師
と
の
関

係
が
上
手
く
い
か
な
い
と
通
院
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
対

象
者
の
方
は
通
院
が
出
来
て
い
る
た
め
、
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
就
職
に
関
し
て
は
、
ど
ち
ら
の
対
象
者
も
意
欲
的
で
あ
る
。
特
に
週

3
0
時
間
働
き
た
い
と
挙
げ
た
方
は
、
施
設

入
所
前
に
作
業
所
で
働
い
て
い
た
た
め
仕
事
が
好
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
金
銭
管
理
が
難
し
い
、
将
来
が
貯
金
頼
り
、
物
価
の
高
騰
な
ど
金
銭
関
係
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
に

対
し
て
前
向
き
に
な
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
と
し
て
、
相
談
相
手
が
周
り
に
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
不
安

が
多
く
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
の
や
り
た
い
事
や
区
へ
の
希
望
で
人
と
の
交
流
の
場
所
を

強
く
求
め
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 

      

4
9

 

調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ

 

施
設
概
要

 

精
神
科
の
通
院
治
療
、
服
薬
を
継
続
し
て
い
る
方
で
、
日
中
は
通
所
施
設
を
利
用
し
て
い
た
り
、
就
労
等
を
し
て
い

る
方
が
自
立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
共
同
生

活
援
助

(グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

)で
あ
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
 

6
人
（

1
人
入
院
）

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
令
和

4
年

9
月

1
9
日

 

方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

2
5
日

 

方
法
：
対
面

 

調
査
担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
笹
木
あ
さ
ひ

 

平
野
舜
也

 

横
山
菜
緒

 

金
澤
幸
弥

 

対
象
者
：

5
人

 

 

5
0
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実
家
に
戻
り
た
く
な
い

と
い
う
思
い
か
ら
入
所

 
経
済
虐
待
を
受
け

て
お
り
、
保
健
師
の

勧
め
で
入
所

 

婚
約
が
破
談
し
、
区
役
所

か
ら
の
紹
介
で
入
所

 
両
親
か
ら
の

勧
め
で
入
所

 

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
の
き
っ
か
け

 

2
週
に

1
回
の
通
院

 

平
日
は
仕
事

 

①
日
常
生
活

 

週
に

1
回
の
交
流
会
が

楽
し
み
で
あ
る
こ
と

 
個
性
的
な
人
が
多

く
面
白
い
と
感
じ

て
い
る

 

困
っ
た
と
き
、
不
安
な
と

き
に
相
談
が
で
き
る

 
生
活
が
自
由

で
あ
る
こ
と

 

③
施
設
を
利
用
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

 

友
だ
ち
が
欲
し
い

 
お
金
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
安

 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
な
い

 

給
料
が
少
な
い

 

④
現
在
悩
ん
で
い
る
こ
と

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に

 
行
け
て
い
な
い

 
外
出
が
で
き
ず
、

精
神
面
に
影
響

 

旅
行
が
で
き
な
い

 
施
設
で
生
活
し
て
い

る
家
族
に
会
え
な
い

 
友
だ
ち
と
遊
べ
な
い

 

⑦
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
影
響

 

5
1

 

                           

体
力
づ
く
り
を

 
し
て
い
る

 
語
学
の
勉
強

を
し
て
い
る

 

一
人
暮
ら
し
の
勉
強

を
し
て
い
る

 

⑤
自
立
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 

生
活
力
を
形
成
す

る
場
所
に
な
る
の

は
難
し
い

 

月
に

1
回
食

料
や
飲
料
を

配
布

 

毎
日
検
温
し
、
記

録
 

⑨
職
員
の
声
・
対
策

 

マ
ス
ク
着
用
の

呼
び
か
け

 

人
件
費
拡
大
、
物
件
の
費
用
・
更

新
料
を
公
費
で
賄
っ
て
ほ
し
い

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
事
業
を
行
い

た
い

 

就
労
継
続
支
援

に
通
う

 

一
般
事
務
で
働

き
た
い

 ⑥
こ
れ
か
ら
の
生
活

 

結
婚
し
た
い

 

文
章
を
書
く
仕
事
を
し
た
い

 

水
道
に
浄
水
器

が
つ
い
て
い
な

い
 

ゴ
キ
ブ
リ
が
出

る
 

費
用
が
何
に
使

わ
れ
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い

 

⑧
施
設
に
お
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と

 

友
達
を
家
に

呼
べ
な
い

 

5
2
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利
用
者
の
日
常
生
活
と
し
て
は
、
精
神
科
に

2
週
に

1
回
に
通
院
し
て
い
る
方
が
い
た
り
、
週

2
回
通
院
し
て
い

た
り
と
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
。

 

 
施
設
を
利
用
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
区
役
所
や
両
親
・
保
健
師
か
ら
の
紹
介
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
生
活

が
自
由
で
あ
り
定
期
的
に
面
談
が
あ
る
こ
と
や
週
に

1
回
の
交
流
会
、
困
り
事
や
不
安
事
を
す
ぐ
に
職
員
に
相
談
で

き
る
こ
と
が
施
設
を
利
用
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

 

 
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
行
け
な
い
こ
と
・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
・
自
立
後
に
お
金
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
る
か
不
安
で
あ
る
こ
と
・
地
図
が
読
め
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

利
用
者
は
自
立
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
語
学
や
一
人
暮
ら
し
の
勉
強
を
し
て
い
た
り
、
仕
事
を
す
る
た
め
に

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
将
来
は
一
般
事
務
勤
務
希
望
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
設
立
等
様
々
で
あ
っ
た
。

 

 
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
影
響
と
し
て
、
友
達
と
遊
び
に
行
け
な
く
な
っ
た
こ
と
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
複
雑

な
手
続
き
を
難
し
く
感
じ
で
い
る
こ
と
・
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
こ
と
・
マ
ス
ク
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
施
設
に
お
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、
水
道
に
浄
水
器
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
・
ゴ
キ
ブ
リ
が
出
る

こ
と
・
費
用
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

職
員
の
対
策
と
し
て
、
施
設
の
災
害
対
策
で

1
ヶ
月
に

1
回
食
料
配
布
を
し
、
毎
日
検
温
を
行
っ
て
い
る
。
基
本
的

に
手
伝
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
生
活
力
を
形
成
す
る
場
所
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
人
件
費
の

拡
大
や
物
件
の
費
用
更
新
料
等
を
公
費
で
賄
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

 

 ４
．
考
察

 

 
文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ
の
利
用
者
は
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
目
標
や
将
来
や
り
た
い
こ
と
な
ど
が
明
確
に
な

っ
て
い
る
人
が
多
く
、
前
向
き
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
特
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
利
用
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
生
活
の
中
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
存
在
に
つ
い
て
あ
り
が
た
さ
や
重
要
さ
を

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
全
利
用
者
が
不
安
な
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に

文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ
の
職
員
に
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
し
て
お
り
、
施
設
で
の
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
が
頭
に
浮
か
ば
な
い
と
い
う
利
用
者
が
多
か
っ
た
の
で
文
京
ホ
ー
ム
ア
ン
ダ
ン
テ
で
は
職
員
と
利
用
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

地
域
、
人
と
の
交
流
の
場
を
失
っ
て
お
り
、
今
後
利
用
者
が
自
立
す
る
際
に
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

 

       

5
3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
陽
だ
ま
り
の
郷

 

施
設
概
要

 

2
0

1
5
年
設
立
。
障
が
い
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

入
居
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
相
談
、

入
浴
、
排
泄
ま
た
は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
う
施
設
で
あ
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
1

0
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年

8
月

2
2
日

 

方
法
：
対
面

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

8
月

2
6
日

 

方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン

 

担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
 

 
小
笠
原
柊
也

 

４
年

 
 
藤
田
聖
那

 

田
上
健
太
郎

 

鈴
木
壱
世

 

対
象
者

:３
人

 

            

5
4
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２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                   

年
の
経
過
と
と
も
に
体

が
動
か
な
い

 

困
っ
て
い
る
こ
と

 

1
人
暮
ら
し
を

し
て
い
た

 
子
ど
も
な
し
、

兄
弟
と
生
活

 

週
末
は
自
宅
に
帰
り
、
家
族
と
会
っ
て

い
た

 

家
族
と
会
う
頻
度
が
多
か
っ
た

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
な
ど
に
行
っ
て
い
た

 

コ
ロ
ナ
前
の
生
活

 

仕
事
に
行
っ
て
い
た

 
お
し
ゃ
れ
を
し
た
い

 

旅
行
を
し
た
い

 
（
沖
縄
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、

遠
出
等
）

 

家
族
と
会
う
頻
度
を

増
や
し
た
い

 

し
た
い
こ
と

 

様
々
な
仕
事
に
挑
戦

し
て
み
た
い

 
（
現
在
は
シ
ー
ル
貼

り
な
ど
）

 

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

 
約

1
0
名
で

生
活

 

常
駐
職
員
が
身
の
回
り

の
こ
と
を
や
っ
て
い
る

 

施
設
の
様
子

 

（
身
体
障
害
５
名
、

 
精
神
障
害
５
名
）

 

災
害
時
は
文
京
区
や
ほ
か

の
施
設
と
の
連
携
を
取
り

問
題
解
決
を
行
う

 

緊
急
時
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る

 

週
に
数
回
の
家
族
と
会
う
時
間

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

 
（
利
用
者
同
士
、
職
員
と
）

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
動
画
を
見
る

 

好
き
な
こ
と

 

共
同
生
活
を
み
ん
な
で
行
う
こ
と

 

旅
行
に
行
く
こ
と

 

お
仕
事

 
（
シ
ー
ル
貼
り
、
公
園
清
掃
等
）

 

文
京
区
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

 

週
末
家
族
と
過
ご
す

 

今
し
て
い
る
こ
と

 

5
5

 

３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

私
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
行
き
、
利
用
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
こ
と
を

6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。

 

分
類
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
す
る
中
で
の
利
用
者
の
要
望
を
分
け
た
も
の
が
主
に
な
っ
て
い
る
。

 
コ
ロ
ナ
前

の
生
活
の
グ
ル
ー
プ
で
は
以
前
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
聞
き
取
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。

 

し
た
い
こ
と
の
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ロ
ナ
以
後
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
生
活
の
中
で
、
〇
〇
が
し
た
い
と
い
っ
た
こ

と
が
多
か
っ
た
と
感
じ
た
。
家
族
と
頻
繁
に
会
っ
て
い
た
け
れ
ど
な
か
な
か
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
利
用
者
や
、

旅
行
が
楽
し
み
だ
っ
た
方
な
ど
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
感
じ
た
。

 

好
き
な
こ
と
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
つ
な
が
る
内
容
の
こ
と
が
多
く
、
旅
行
に
行
く
こ
と
や
、
家
族

と
会
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
く
、

職
員
の
方
と
の
会
話
、
ま
た
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
利
用
者
同
士
で
の
会
話
が
好
き
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

身
の
回
り
の
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
職
員
と
利
用
者
の
信
頼
関
係
が
出
来
て

い
る
の
だ
と
実
際
に
訪
問
し
た
際
に
も
感
じ
た
。

 

現
在
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
で
生
活
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
日
中

は
お
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
シ
ー
ル
貼
り
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
中
で
他
の
お
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

 

  ４
．
考
察

 

 
今
回
の
調
査
か
ら
、
基
本
的
に
施
設
や
地
域
に
お
い
て
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
事
や
不
満
な
事
は
無
い
と
考
え
ら

れ
る
。
文
京
区
や
施
設
の
方
々
が
、
利
用
者
の
方
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
考
え
た
。
利
用
者
の

方
々
が
今
求
め
て
い
る
事
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
し
ま
う
前
の
普
通
の
生
活
に
戻
る
事
で
あ
り
、
好

き
な
こ
と
や
し
た
い
こ
と
が
今
の
状
況
で
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
た
。
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カラオケ大会
がある 

グループホームでの生活 

慣れるま
でに時間
がかかる 

ペースが周
りと違う 

質問と回
答が噛み
合わない 

質問に答える
のが困難 

利用者の特性 

伝えられた
ことを受け
止める 

伝えられ
たことを
理解する 

苦手なこと 

アイロンビ
ーズが得意
で好き ルーティン

作業が得意 

字を書くこと
が得意 

得意なこと 

作業所
へ通う 

アイロン
ビーズ 

楽しいこと 

以前は医療
系の施設に

いた 

医療系施設のカウンセ
ラーがグループホーム
に問い合わせ利用開始 

通所作業所を卒業した 

これまでの生活・経歴 

バイタル表の名簿記入
を進んでしてくれる 

今後の展望がない 

考え方・思考 

音楽が好き 

YouTube が
好き 

テレビ視聴が
好き 

好きなこと 

アニメが
好き 

運動会がある 

5
8

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅲ

 

施
設
概
要

 

2
4
時
間
支
援
体
制
で
日
中
の
活
動
も
サ
ポ
ー
ト
。
障
害
者
の
孤
立
防
止
、
生
活
上
の
不
安
軽
減
、
共
同
生
活
に

よ
る
身
体
、
精
神
の
安
定
等
を
図
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
 

7
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
令
和

4
年

9
月

1
0
日

 

方
法
：
対
面

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

1
0
日

 

方
法
：
対
面

 

担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
古
源
碧
輝

 

小
御
門
拓
望

 

矢
島
翔
英

 

坂
野
仁
菜

 

鶴
淵
友
理

 

対
象
者
：

1
人
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３
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K
J
法

B
型
文
章
化

 

私
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
つ
い
て
利
用
者
本
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
に
分
類
し
た
。

ま
ず

1
つ
目
に
経
歴
に
つ
い
て
だ
。
聞
き
取
り
を
し
た
利
用
者

A
さ
ん
は
以
前
、
医
療
系
の
施
設
に
い
た
。
そ
し
て
、

医
療
系
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
問
い
合
わ
せ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
に
至
っ
た
。
ま
た
、
通
所

作
業
所
に
も
以
前
通
っ
て
お
り
、
卒
業
し
た
経
歴
も
あ
る
。
卒
業
の
際
に
施
設
の
職
員
か
ら
貰
っ
た
色
紙
を
大
切
に

持
ち
歩
い
て
お
り
、
私
た
ち
に
も
見
せ
て
く
れ
た
。

 

2
つ
目
に
利
用
者
の
特
性
に
つ
い
て
だ
。
特
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
さ
ら
に
、

1
楽
し
い
こ
と
、

2
好
き
な
こ
と
、

3
得
意
な
こ
と
、

4
苦
手
な
こ
と

 
と
い
っ
た

4
つ
の
分
野
に
も
分
け
て
詳
し
く
見
て
い
く
。
ま
ず
大
枠
の
、
利
用
者

の
特
性
に
つ
い
て
だ
。

A
さ
ん
に
質
問
を
し
た
際
、
質
問
と
回
答
が
噛
み
合
わ
な
い
こ
と
が
何
回
か
あ
っ
た
。
ま
た
、

質
問
の
回
答
が
返
っ
て
来
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。「

区
で
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
は
？
」
と
い
っ
た
質
問

な
ど
だ
。
ま
た
、
物
事
に
慣
れ
る
こ
と
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

A
さ
ん
自
身
の
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
特
性
だ
。

 

3
つ
目
に
好
き
な
こ
と
だ
。

A
さ
ん
は
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
が
好
き
で
得
意
で
あ
り
、
や
る
こ
と
が
楽
し
い
そ
う
だ
。

得
意
な
こ
と
は
、
や
は
り
好
き
や
楽
し
い
と
い
っ
た
気
持
ち
に
も
直
結
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

「
苦
手
な
こ
と
」
の
分
野
に
も
あ
る
が
、

A
さ
ん
は
物
事
を
理
解
す
る
こ
と
が
苦
手
な
よ
う
だ
。
こ
れ
は
利
用
者

の
特
性
の
際
に
も
挙
げ
た
、
ペ
ー
ス
が
周
り
と
違
っ
た
り
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
も
関
連
す

る
事
項
で
あ
る
と
考
え
た
。

 

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

A
さ
ん
の
生
活
に
つ
い
て
だ
。

A
さ
ん
は
、
利
用
者
の
バ
イ
タ
ル
表
を
進
ん
で
記
入

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
字
を
書
く
こ
と
が
得
意
で
あ
る

A
さ
ん
の
特
性
が
出
て
い
る
箇
所
で
あ
る
と
考
え
た
。

 

最
後
に

A
さ
ん
の
考
え
方
、
思
考
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
際
に
、
特
に
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

A

さ
ん
は
今
の
生
活
を
、
得
意
な
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
送
っ
て
い
る
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
回
答
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。

 

A
さ
ん
は
、
質
問
に
対
し
て
受
け
答
え
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
補
助

も
あ
り
、
私
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
の
予
想
以
上
に
回
答
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

 ４
．
考
察

 

利
用
者
の
得
意
な
こ
と
に
則
し
て
、
他
の
利
用
者
の
バ
イ
タ
ル
表
へ
の
記
入
と
い
っ
た
役
割
を
設
け
る
こ
と
で
、

利
用
者
が
社
会
参
加
で
き
る
機
会
を
確
保
で
き
る
と
考
察
し
た
。
質
問
し
た
事
項
と
回
答
が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
こ

と
が
何
度
か
あ
っ
た
。
し
か
し
、
職
員
か
ら
の
ア
シ
ス
ト
や
見
守
り
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
特
性
を
掴
む
こ
と
が
出

来
た
。
利
用
者
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
察
し
た
。

 

 

5
9

 

１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

施
設
種
別

 
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅳ

 

施
設
概
要

 

障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
共
同
生
活
を
送
る
社
会
福
祉
施
設
で
あ
る
。

 

特
に
、
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
Ⅳ
で
は
仕
事
や
日
中
活
動
で
の
疲
れ
を
癒
し
、
充
実
し
た
共
同
生
活
を
送
る
場
作
り
を
提

供
し
て
い
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
6
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問
な
し

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年
９
月

1
0
日

 

方
法
：
対
面

 

担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
土
屋
ヒ
カ
ル

 

小
林
秀
深

 

松
本
卓
也

 

4
年

 
田
中
章

 

対
象
者
：
１
人

 

 

6
0
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２
．

K
J
法

A
型
図

 

                                   

6
1

 

小石川作業
所に通う 

コロナで孤
食になった 

生活に満足している 

現在の状況 

養護学校に
通っていた 

養護学校の
先生の紹介
で利用開始 

板橋作業所に通っていた 

過去の状況 

YouTube 野球観戦 

テレビ（刑事
ドラマ、時代
劇）好き 

家での趣味 

音楽鑑賞 

将来につい
てあまり考
えたことが

ない 

一人暮らし
しようとし
たが寂しく
てできなか

った 

未来 

区に相談し
たことがな
い 

困ったこと
は世話人に
よく話す 

相談先 

地域イベントに参
加したことはない 

小石川作業所
の運動会参加 

交流 

コロナ前は皆で食卓を囲んでいた 

テレビ局の祭りに
行く 

アイドルのコン
サートに行く 

アナウンサーに会いに行く 

外出の機会 

人間関係 

叔父 

母 

家族 

弟 

世話人 

３
．

K
J
法

B
型
文
章
化

 

 
対
象
者

A
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
に
つ
い
て
、

8
項
目
に
分
類
し
た
。
は
じ
め
に
、
過
去
現
在
未
来
の

時
系
列
ご
と
の
項
目
に
分
け
、
こ
れ
ら
か
ら
現
在
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
や
将
来
に
つ
い
て
の
項
目
分
け
へ

と
広
げ
た
。

 

過
去
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
作
業
所
に
通
っ
て
い
た
」
、
「
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
た
」
の
二
つ
で
あ
る
。

 

そ
し
て
、
現
在
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

小
石
川
作
業
所
に
通
っ
て
い
る
」
、「

コ
ロ
ナ
の
影
響
の
た
め
部
屋
で
孤
食
に
な
っ

た
」
、
「
生
活
に
満
足
し
て
い
る
」
の
三
つ
で
あ
る
。

 

過
去
と
現
在
の
間
の
矢
印
の
意
味
と
し
て
は
、
人
と
の
関
り
を
継
続
的
に
つ
な
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

 

次
に
家
で
の
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

家
で

Y
o

u
T

u
b

e
を
見
る
」
、「

野
球
観
戦
」
、「

テ
レ
ビ
を
見
る
」
、
「
音
楽
を

聴
く
」
の
四
つ
で
あ
る
。

 

ま
た
交
流
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
」
、「

小
石
川
作
業
所
の
運
動
会
に
参
加
し

た
」
、
「
コ
ロ
ナ
禍
前
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
に
て
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
ん
で
い
た
」
の
三
つ
で
あ
る
。

 

そ
の
他
、
外
出
の
機
会
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
テ
レ
ビ
局
の
祭
り
に
行
く
」
、
「
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
」
、

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
会
い
に
行
く
」
の
三
つ
で
あ
る
。

 

家
で
の
趣
味
と
外
出
の
機
会
の
間
の
矢
印
は
外
出
の
動
機
は
趣
味
で
あ
る
。
交
流
と
相
談
先
の
間
の
矢
印
は
人
と

の
交
流
が
増
え
れ
ば
相
談
先
も
増
え
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

 

相
談
先
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

区
に
相
談
し
た
こ
と
は
無
い
」
、「

困
っ
た
こ
と
は
世
話
人
に
よ
く
話
す
」
の
二
つ
で
あ

る
。
相
談
と
未
来
の
関
係
性
は
未
来
を
考
え
る
上
で
相
談
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 

そ
し
て
、
人
間
関
係
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

家
族
の
グ
ル
ー
プ
」
と
「
関
係
が
深
い
人
」
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
家

族
と
の
関
係
性
は
不
透
明
だ
が
、
世
話
人
と
の
関
係
が
深
い
。
未
来
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

将
来
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え

た
こ
と
が
な
い
」
、
「
一
人
暮
ら
し
し
よ
う
と
し
た
が
寂
し
く
て
で
き
な
か
っ
た
」
の
二
つ
で
あ
る
。
未
来
と
関
係
性

が
深
い
人
の
矢
印
は
未
来
に
つ
い
て
相
談
す
る
上
で
は
相
談
相
手
に
対
し
て
親
密
性
が
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

 

人
間
関
係
の
中
の
関
係
が
深
い
人
と
相
談
先
の
間
の
矢
印
は

A
さ
ん
の
悩
み
や
相
談
を
聞
い
た
関
係
性
が
深
い
人

と
相
談
先
に
話
を
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
良
い
と
の
矢
印
で
あ
る
。

 

 ４
．
考
察

 

困
っ
た
こ
と
は
世
話
人
に
よ
く
話
す
、
と
答
え
て
い
た
た
め
、
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
職
員
と
の
信
頼
関
係
は
構
築
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
話
し
づ
ら
い
困
り
ご
と
は
言
え
ず
に
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
た
。
区
に
相
談
し
た
こ
と
は
無
い
と
言
っ
て
い
て
区
に
相
談
す
る
こ
と
は

A
さ
ん
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の

だ
と
考
え
た
。

 

将
来
の
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

A
さ
ん
の
言
葉
が
詰
ま
り
、
沈
黙
の
時
間
が
続
き
、
将
来
に
つ
い
て
あ
ま
り

考
え
た
こ
と
が
無
い
と
言
っ
て
い
た
。
現
在
の
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
特
に
不
安
や
不
満
は
感
じ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
本
人
に
情
報
が
届
い
て
い
な
い
た
め
、
選
択
肢
を
得

ら
れ
ず
、
不
安
や
不
満
を
感
じ
る
き
っ
か
け
す
ら
な
い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
寂
し
い
気
持
ち
が
あ
り
辞
め
た
、
と
い
う
話
か
ら
、
信
頼
で
き
る

人
の
近
く
に
住
ん
だ
り
、
仲
の
良
い
人
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
定
期
的
に
訪
問
し
た
り
す
れ

ば
そ
の
寂
し
さ
解
消
に
繋
が
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、

A
さ
ん
の
人
間
関
係
は
広
く
な
い
た
め
、
友
人
や
信
頼
で
き

る
人
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
機
会
と
し
て
、
趣
味
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
こ
と
が
無
い
た
め
、
今
後
参
加
す
れ
ば

A
さ
ん
の
人
間
関
係
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
作
業
所
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
と
の
交
流
を
拒
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
趣
味
を
通

し
て
で
き
た
友
人
は
心
の
距
離
が
近
い
た
め
心
の
拠
り
所
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

6
2
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１
．
調
査
対
象
施
設
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

 

  

施
設
種
別

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
名

 
エ
ル
ム
ン
ド
千
石
、
エ
ル
ム
ン
ド
小
石
川

 

施
設
概
要

 

障
害
の
あ
る
人
が
少
数
で
世
話
人
な
ど
か
ら
生
活
や
健
康
管
理
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

 

共
同
生
活
を
営
む
住
宅
で
あ
り
、
エ
ル
ム
ン
ド
千
石
は
、

2
0

1
7
年
、
小
石
川
は

2
0

1
1
年
に
開
設
さ
れ
、
文
京
区
の

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
障
害
者
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

(共
同
生
活
援
助

)で
あ
る
。

 

利
用
者
数

 
通
常

 
小
石
川

 
7
人

  
 
 
 
  
千
石

 
8
人

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

予
備
訪
問

 
 
 
令
和

4
年

9
月

5
日

 

方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン

 

ヒ
ア
リ
ン
グ

 
令
和

4
年

9
月

2
6
日
、

1
0
月

3
日

 

方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン

 

担
当
者
（
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
）

 

社
会
福
祉
学
科

3
年

 
大
内
彩
文
香
、
鈴
木
秀
弥
、

 

高
谷
竜
司

 

4
年

 
高
橋
美
羽
、
加
藤
美
桜
、

 

西
田
真
衣
、
高
島
彩
輝
、

 

本
橋
拓
馬

 

対
象
者
：
６
人

 

6
3

 

２
．

K
J
法

A
型
図
（
そ
の
１
）

 

                                   

 

一般就労の環
境が合わず 
退職した 

短期入所、
作業所に通
っていた 

1 人で生活で
きないため、
グループホー
ムを利用 

姉とのト
ラブル 

グループホーム入所前 

グループホームでのパ
ーティ、散歩、ベイス
ターズの試合を見に行
く、買い物、踊り好き 

支援員と
仲良くす
ることが
楽しい 

施設での暮らしに満足 

部屋にテレビがあると夜
中まで見続けてしまう 

金銭感覚がなくな
ってしまう 

コロナが不安で人と
出かけられないこと 

日常生活で不安・不満に思っていることがある 

食事会が
楽しい 

今が幸せなの
で自立生活の
希望なし 

自宅での暮らし
が前提、困った
時に頼れる人が
いないと回答
（ほしい） 

相談は女性が
話しやすい 
（話したい） 

相談できる人が欲しい 

説明が苦手 

コロナで旅行、カラオケ、
映画などに行けず不安 

仕事について
相談相手が欲

しい 

みんなと話
ができる 

いろんな
人が来て
楽しい 

今が幸せ 

母に相談するこ
とはあまりない
（ダメと言われ
ることが多い） 

コロナ禍において出か
けられないことが不満 

コロナで友達と出かけるこ
とができないことが悲しい 

A 型図 
その２へ 

A 型図 
その４へ 

A 型図 
その３へ 

6
4
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２
．

K
J
法

A
型
図
（
そ
の
２
）

 

                                   

 

人間関係が心配 

自立に向けてお金の面で
不安 

お金の管理が心配 

今後の生活で不安なこと 

仕事を続けていけ
るか不安 

自立生活への不安 

光熱費、共益費の値
上がりによるお小遣
いへの影響が心配 

金銭感覚を身につけ
ることが心配 

コロナ禍においてまだ
増えるのではないかと

いう不安 

A 型図 
その１へ 

A 型図 
その４へ 

6
5

 

２
．

K
J
法

A
型
図
（
そ
の
３
）

 

                                   

 

コロナ前に料理やスポー
ツのイベントへ参加した 

本やゲームが好き 

ジャニーズが好き 

自分らしい暮らしを送ることができる 

家にいる方が好き 

コロナ禍の不安は特に
ない 

音楽を聴きながらの
食事が楽しい 

たまっている録画を見
ることが好き（科捜研
の女、相棒などの刑事

ドラマ） 

A 型図 
その１から 

踊りや散歩が好き 

野菜やお寿司が 
好き 

携帯ゲームをする
ことが好き 

鉄道や車、電化製
品を調べる 

カラオケや映画に出かけ
ることが好き 

映画を見ることが好き 

困った時は嘱託
医に相談 

世話人に相談
できる 

相談できる人がいる 

文京区や就労支援
センターが相談に
のってくれる 

エルムンドの職
員に相談するこ

とが多い 

A 型図 
その１へ 

6
6
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３
．

K
J
法

B
型
文
章

 

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
と
今
後
の
希
望
に
つ
い
て
大
き
く

1
0
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。

 

 
ま
ず

1
つ
目
は
、
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
前
の
出
来
事
に
つ
い
て
』
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
「

1

人
で
生
活
が
で
き
な
い
」
、
「
家
族
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
」
、
「
以
前
は
短
期
入
所
や
作
業
所
に
通
っ
て
い
た
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
前
の
外
部
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

 

 
2
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、『

施
設
で
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
』
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
支
援
員
と
仲
良
く
す
る
こ
と
が
楽
し
い
」
、
「
み
ん
な
と
話
が
で
き
る
」
、
「
今
が
幸
せ
な
の
で
、
自
立
生
活
の
希
望

な
し
」
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 
3
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
『
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
、「

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
が
好
き
」
、「

踊
り
や
散
歩
が
好
き
」
、「

携
帯
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が
好
き
」
な
ど
ご
自
身
の
「
好

き
」
を
表
出
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 

 
4
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
『
日
常
生
活
の
中
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
』
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
「
コ
ロ
ナ
が
不
安
で
出
か
け
ら
れ
な
い
」
、
「
説
明
が
苦
手
」
、
「
金
銭
管
理
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
な
ら
で
は
の
不
安
感
や
、
自
分
の
苦
手
な
こ
と
か
ら
の
不
安
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

 

 
5
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
『
今
後
の
生
活
で
不
安
な
こ
と
』
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

お
金

の
管
理
が
心
配
で
あ
る
」
、「

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
不
安
」
な
ど

2
つ
目
の
『
日
常
生
活

の
中
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
』
が
今
後
も
継
続
し
て
不
安
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、「

仕
事
を
続
け
て

行
け
る
か
不
安
」
、
「
自
立
に
向
け
て
の
お
金
の
面
で
不
安
」
な
ど
、
将
来
へ
の
不
安
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 

 
6
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は

5
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
不
安
等
を
『
相
談
で
き
る
人
が
欲
し
い
』
と

い
う
希
望
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
相
談
は
同
性
の
方
が
話
し
や
す
い
」
、
「
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
相

手
が
欲
し
い
」
、
「
困
っ
た
時
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。

 

 
7
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は

6
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
と
対
立
関
係
に
あ
り
、『

現
在
相
談
で
き
る
人
が
い
る
』
と
い
う
グ
ル

ー
プ
で
、
「
職
員
に
相
談
で
き
る
」
、
「
困
っ
た
と
き
に
は
嘱
託
医
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

 
8
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
お
い
て
求
め
る
こ
と
が
あ
る
』
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
買
い
物
同
行
サ
ー
ビ
ス
が
欲
し
い
」
、
「
病
院
に
通
院
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
欲
し
い
」
、
「
お
出
か
け
に
付
き
添

っ
て
く
れ
る
人
が
欲
し
い
」
、「

作
業
所
で
取
り
組
ん
で
い
な
い
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
、
「
も
っ
と
補
助
が
欲

し
い
」
、「

一
階
の
食
堂
で
み
ん
な
で
食
事
が
し
た
い
」
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
希
望
だ
け
で
な
く
、「

近
所
の
祭

に
参
加
し
た
い
」
、
「
歌
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
、
「
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
サ
ー
ビ
ス
が
欲
し
い
」
な
ど

の
娯
楽
面
で
の
希
望
も
多
く
あ
っ
た
。

 

 
9
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
『
文
京
区
に
対
し
て
希
望
す
る
こ
と
が
あ
る
』
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「

自

然
災
害
の
際
に
水
と
食
料
と
服
が
必
要
」
、
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
祭
に
参
加
し
た
い
」
が
挙
げ
ら
れ
、
災
害
時

へ
の
備
え
、
娯
楽
面
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
意
見
が
あ
っ
た
。

 

最
後
の
グ
ル
ー
プ
は
、『

仕
事
を
続
け
た
い
』
、『

一
人
暮
ら
し
を
し
て
自
立
し
た
い
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
「
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
」
、「

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、
前
向
き
な
回

答
が
得
ら
れ
た
。
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２
．

K
J
法

A
型
図
（
そ
の
４
）

 

                                   

 

お出かけに付き添ってく
れる人が欲しい 

イベントをもっと楽し
みたい 

部屋にテレビが欲しい 

グループホームでの生活における希望 

もっと外出したい 

歌のイベントがあれば
参加したい 

1 階の食堂でみん
な食事がしたい 

近所の祭りに参加
したい 

ボーリング、太
鼓、食事等のいろ
いろなイベントに

参加したい 病院に通院して
くれるサービス

が欲しい 

もっと補助が欲
しい 

作業所で取り組んでいない
仕事にチャレンジしたい 

自宅での生活を希望してい
る 

買い物同行サービ
スが欲しい 

ピアノのレッス
ンのサービスが

欲しい 

A 型図 
その２から 

A 型図 
その１から 

自然災害の際
に水と食料が

必要 

文京区に対する希望 

コロナが落ち着い
たら祭りに参加し

たい 

一人暮らしが
できるように
なりたい 

一人暮らしをして自立したい 

親に迷惑をかけて
いるという感じ、
自立しようという

思いがある 

これからも仕
事を続けてい
いきたい 

仕事を続けたい 

仕事を続けていろ
んなことをしたい 
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
（
共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
総
括
と
提
言

 

  
学
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
調
査
の
結
果
、
考
察
な
ど
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
総
括
し
、
今
後

の
方
向
性
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

 

 ▽
個
別
の
生
活
、
支
援
者
の
存
在
、
緊
急
時
対
応
な
ど
か
ら
、
居
住
者
は
日
常
生
活
に
は
満
足
感
を
得
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
生
活
の
満
足
感
を
得
ら
れ
る
区
内
在
住
者
を
増
や
す
に
は
量
的
拡
大
が
必
要
と
な
る
。

 

 ▽
生
活
の
場
で
の
困
り
ご
と
が
解
消
で
き
、
専
門
的
な
相
談
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
中
心

と
し
た
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
世
話
人
も
安
心
感
を
得
ら
れ
る
。

 

 ▽
個
別
性
は
あ
る
が
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
居
住
者
は
現
状
に
満
足
し
て
い
る
。
精
神
障
が
い
の
あ
る
居
住
者
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
通
過
し
て
い
く
。
障
が
い
種
別
に
関
わ
ら
ず
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
通
過
施
設
と
な
れ
ば
、
新
た
な

居
住
者
の
門
戸
が
開
か
れ
る
。

 

  

 
 

•個
別
の
生
活

•支
援
者
の
存
在

•緊
急
時
対
応

日
常
生
活

の
満
足
感

•相
談
の
入
り
口

•専
門
相
談
と
の
連
携

相
談
支
援

体
制

•現
状
維
持

•通
過
施
設

将
来
展
望

量
的
拡
大
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
居
住
者
の

増
加
を
ね
ら
う

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
相
談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
保

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
通

過
施
設
と
す
る
こ
と
で

居
住
者
を
流
動
化

 

提
言

 

7
0

 

４
．
考
察

 

こ
の
調
査
を
経
て
、
対
象
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
と
今
後
の
希
望
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
多
く
の
方
が
施
設
で
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
お
り
、
施
設
に
お
け
る
設
備
や
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
様

子
が
伺
え
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
友
達
と
旅
行
や
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
、
人
と
出
か
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
ど
と
い
っ
た
楽
し
み
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
以
前
程
の
満
足
な
暮
ら
し
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

一
方
で
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
食
事
が
楽
し
い
、
本
や
ゲ
ー
ム
が
好
き
、
溜
ま
っ
て
い
る
録
画
を
見
る
こ
と
が
好

き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
施
設
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 

施
設
で
の
暮
ら
し
の
希
望
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
に
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
挙
が
っ
た
。
コ
ロ

ナ
渦
で
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
抱
え
て
い
る
利
用
者
が
多
い
こ
と
が
考
察
で
き
た
。
ま
た
買
い
物

や
通
院
な
ど
の
日
常
生
活
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声
も
挙
が
っ
た
。
利
用
者
が
施
設
の
外
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
文
京
区
や
地
域
が
よ
り
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
相
談
相
手
の
有
無

に
つ
い
て
、
区
や
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
施
設
の
職
員
に
不
安
な
ど
を
相
談
し
て
い
る
利
用
者
が
い
る

一
方
で
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
と
い
う
声
も
挙
が
っ
た
。
相
談
相
手
は
女
性
が
い
い
と
い
う

声
な
ど
も
あ
り
、
相
談
相
手
に
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
相
談
先
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
で
、
利
用
者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
相
談
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
３

 
都
外
施
設
の
部
】

 
①

 
U
県

Y
施
設
（
仮
称
）

 

施
設
種
別

 
障
害
者
支
援
施
設

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

令
和

4
年

1
2
月
６
日

 

調
査
担
当
者

 

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授

 
髙
山
直
樹

 

東
洋
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科

 

博
士
後
期
課
程

3
年

 
勝
又
健
太

 

対
象
者
：

A
さ
ん

(女
性
・

7
0
代

) 

 1
．
現
状
に
つ
い
て

 
 
今
の
施
設
に
入
っ
て

1
3
年
目
。
文
京
区
内
Ｖ
地
区
に
て
持
ち
家
で
家
族
（
父
・
母
・
兄
・
弟
）
と
生
活
し
な
が

ら
、
区
内
の
障
害
者
通
所
施
設
に
通
っ
て
い
た
。
父
の
入
院
を
き
っ
か
け
に
、
県
外
の
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
誰
に
進
め
ら
れ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
入
所
施
設
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
は
じ
め
は
隣
県
に
あ
る

入
所
施
設
に
入
所
し
、
次
に
東
京
都
郊
外
に
あ
る
別
の
入
所
施
設
で
数
年
生
活
し
た
後
、

6
0
歳
の
時
に
現
在
の
入
所

施
設
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

施
設
生
活
の
中
で
は
利
用
者
自
治
会
の
会
長
を
し
て
お
り
、
友
達
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
楽
し
い
。
カ
ラ
オ
ケ
や

ダ
ン
ス
が
楽
し
み
で
、
貼
り
絵
が
得
意
。
施
設
生
活
の
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
の
好
き
な
歌
手
の
Ｃ
Ｄ
が
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
ほ
し
い
。
テ
レ
ビ
は
共
同
ス
ペ
ー
ス
で
何
人

か
で
見
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
外
に
洋
服
を
買
い
に
い
き
た
い
。
以
前
外
出
の
機
会
は
一
か
月
に
一
度
あ
り
、

職
員
付
き
添
い
で
買
い
に
い
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
職
員
が
買
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近

い
将
来
、
今
暮
ら
し
て
い
る
施
設
が
老
朽
化
に
よ
り
新
た
に
立
て
替
え
と
な
る
た
め
、
一
人
部
屋
に
な
る
予
定
は
あ

る
。

 

 

2
．
自
立
生
活
・
移
行
の
希
望
と
ニ
ー
ズ

 
文
京
区
は
と
て
も
好
き
な
街
で
あ
る
こ
と
を
語
ら
れ
、
住
ん
で
い
た
頃
の
思
い
出
と
し
て
、
区
役
所

2
階
の
劇
場

の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
手
が
来
て
見
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
と
し
て
話
さ
れ
て
い
た
。
文
京
区
内
で
通

っ
て
い
た
時
の
知
り
合
い
や
友
人
、
仲
間
や
区
役
所
職
員
の
名
前
を
挙
げ
ら
れ
、「

今
か
ら
で
も
会
え
た
ら
良
い
」
と

再
会
を
望
ま
れ
て
い
た
。
文
京
区
に
は
ず
っ
と
帰
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
移
行
の
希
望
と
し
て
、「

文
京
区
に
帰

り
た
い
」
と
い
う
希
望
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
時
、
文
京
区
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
て
一
人
部
屋
で
暮
ら
し
て
み
た
い

が
、
数
が
少
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
今
の
施
設
で
も
友
達
が
い
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
た
め
、

時
々
は
文
京
区
に
戻
っ
た
り
外
泊
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
文
京
区
に
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
希
望
が
聞
か
れ
た
。

 

 

3
．
相
談

 
生
活
の
中
で
困
っ
た
と
き
な
ど
、
身
の
回
り
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
人
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は

相
談
で
き
、
信
頼
で
き
る
と
話
さ
れ
た
。
し
か
し
、
病
気
で
連
絡
が
と
れ
て
い
な
い
兄
の
こ
と
が
一
番
心
配
で
あ
る

こ
と
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
文
京
区
に
住
ん
で
い
た
頃
、
障
害
者
福
祉
課
に
は
良
く
相
談
に
行
っ
て
お
り
、
当
時
の

担
当
者
の
方
も
良
く
覚
え
て
い
る
こ
と
、
当
時
の
担
当
者
に
会
い
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
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4
．
地
域
交
流

 
今
い
る
施
設
と
地
域
と
の
交
流
は
あ
ま
り
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
来
る
た
め
、
一
緒
に
貼
り
絵
を
行

う
。
イ
ベ
ン
ト
は
施
設
の
お
祭
り
が
あ
る
が
、
地
域
行
事
等
へ
の
参
加
の
機
会
に
関
し
て
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

 

 

考
察

 
１
．
現
状
に
関
し
て
、
都
外
施
設
に
至
っ
た
経
緯
と
し
て
、
区
内
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
て
も
親
が
病
気
で
入
院
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
都
外
に
あ
る
入
所
施
設
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
確
認
で

き
た
。
今
の
施
設
生
活
に
は
満
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

4
人
部
屋
の
た
め
、
気
軽
に
好
き
な
テ
レ
ビ
や

C
D

を
聞
く
こ
と
が
難
し
い
点
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
に
く
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
２
．
自
立
生

活
・
意
向
の
希
望
と
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
文
京
区
に
い
た
頃
に
出
会
っ
た
友
人
や
行
政
職
員
の
名
前
を
度
々
話
さ
れ
、

そ
の
後
暮
ら
し
て
い
た
都
外
に
あ
る

B
施
設
・

C
施
設
に
も
自
分
と
同
じ
く
文
京
区
か
ら
移
っ
て
き
た
方
が
い
た
こ

と
を
語
ら
れ
、
文
京
区
に
対
し
て
つ
な
が
り
や
縁
を
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
。

 

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
文
京
区
が
好
き
で
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
入
所
施
設
経
験

か
ら
、
移
行
に
つ
い
て
の
十
分
に
考
え
が
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
が
う
か
が
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
入
所
施
設
を

転
々
と
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
何
が
自
分
の
生
活
に
あ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
模
索
す
る
体
験
の
場
が
圧
倒
的

に
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
選
択
肢
を
知
っ
た
理
由
と
し
て
、「

文
京
区
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
の
友
達
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
暮
ら
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
自
分
も
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
友
人
等
の
私

的
な
つ
な
が
り
の
存
在
が

A
さ
ん
の
今
後
の
生
活
像
を
考
え
る
上
で
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
友
人
と
の
情

報
交
換
・
交
流
の
場
の
設
定
や
、
文
京
区
へ
の
外
出
や
体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
今
後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え

て
い
け
る
支
援
体
制
が
担
保
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

３
．
相
談
で
は
、
日
常
的
な
相
談
（
健
康
面
や
金
銭
面
）
に
関
し
て
職
員
に
話
せ
て
お
り
、
良
好
な
関
係
が
築
け

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
日
常
的
な
生
活
相
談
だ
け
で
な
く
、
緊
急
時
や
本
人
の
社
会
関
係
に
関
し

て
安
心
で
き
る
連
絡
体
制
を
支
援
者
が
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
思
わ
れ
る
。
４
．
地
域
交
流
に
関
し
て
施
設
の

方
で
目
立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
が
、
貼
り
絵
な
ど
の
好
き
な
活
動
の
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
け
る
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
際
、
地
域
住
民
や
近
隣
の
保
育
園
・
小
中
学
校
な
ど
の
社
会
資
源
と
の
連
携
が
行
わ

れ
る
と
良
い
と
考
え
る
。

 

 ②
 
Ｗ
県

X
施
設
（
仮
称
）

 

施
設
種
別

 
障
害
者
支
援
施
設

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 

令
和

4
年

1
2
月

1
5
日

 

調
査
担
当
者

 

東
洋
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科

 

博
士
後
期
課
程

3
年

 
勝
又
健
太

 

対
象
者
：

B
さ
ん

(女
性
・

6
0
代

) 

１
．
現
状
に
つ
い
て

 
今
の
施
設
に
入
っ
て

1
5
年
目
。
文
京
区

Z
地
区
で
生
ま
れ
育
つ
。
家
の
持
ち
マ
ン
シ
ョ
ン
に
て
、
家
族
（
父
、

母
、
祖
母
・
祖
父
・
兄
）
と
生
活
し
て
い
た
。
区
内
の
障
害
者
通
所
施
設
に
通
い
な
が
ら
文
京
区
の
自
宅
で
過
ご
し

て
い
た
が
、

4
3
歳
の
時
に
父
が
亡
く
な
る
。
母
が
自
営
業
で
、
兄
も
本
人
の
介
護
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
東
京
都
郊

外
に
あ
る
別
の
入
所
施
設
に
移
っ
た
。
そ
の
後
、

4
7
歳
で
今
の
施
設
に
来
た
。
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文
京
区
に
住
ん
で
い
た
母
は

5
年
前
に
隣
町
の
高
齢
者
住
宅
に
入
っ
た
。
母
の
希
望
で
少
し
で
も
娘
（

B
さ
ん
）

の
近
く
に
い
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
近
く
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
数
年
は
母
と
の
面
会
が

か
な
わ
な
い
が
、
会
い
た
い
と
思
う
。

 

今
の
施
設
で
の
生
活
は
楽
し
い
と
の
こ
と
で
、
チ
ラ
シ
や
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
相
撲
力
士
の
名
前
を
切

り
取
る
の
が
好
き
。
現
在
は

3
人
部
屋
で
、

3
0
代
の
女
性
が
同
室
に
お
り
、
自
分
の
娘
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
あ

げ
て
い
る
。
施
設
を
利
用
し
て
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
は
県
内
で
外
出
に
行
っ
た
り
し
て
い
た

が
今
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

 

 

２
．

 
自
立
生
活
・
移
行
の
希
望
と
ニ
ー
ズ

 
母
が
隣
町
に
あ
る
高
齢
者
住
宅
に
移
り
住
む

5
年
前
ま
で
、
文
京
区
に
実
家
が
あ
っ
た
た
め
、
施
設
で
も
文
京
区

の
一
時
帰
宅
支
援
を
毎
年
行
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
泊
ま
り
で
行
く
こ
と
は
何
度
か
あ
っ
た
が
、
今
は
区
内
に
実
家

は
無
い
。
文
京
区
に
暮
ら
し
て
い
た
頃
の
思
い
出
と
し
て
、
家
の
近
く
で
朝
の

6
時
半
か
ら
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
、

近
所
の
人
と
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
た
の
が
思
い
出
。
実
家
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
近
所
の
人
、
か
か
り
つ
け
の
先

生
、
障
害
者
通
所
施
設
に
通
っ
て
い
た
頃
の
友
達
の
こ
と
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
。

 

文
京
区
へ
の
今
後
の
意
向
に
つ
い
て
伺
っ
た
際
、
本
人
か
ら
「
文
京
区
の

Z
地
区
に
帰
り
た
い
と
思
う
。
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。
帰
っ
て
何
が
し
た
い
か
に
つ
い
て
は
、「

家
の
自
分
の
部
屋
で
テ
レ
ビ
が
見
た
い
」
と
い
う
理
由

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
文
京
区
に
戻
れ
た
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
し
た
い
か
の
話
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
の
話
を
す
る
も
、
本
人
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

 

 

３
．

 
相
談

 
施
設
担
当
職
員
の
名
前
を
出
さ
れ
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
文
京
区
の
相
談
窓

口
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
場
所
は
覚
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
相
談
し
た
職
員
の
名
前
を
挙
げ
ら
れ
、
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
現
在
文
京
区
か
ら
の
連
絡
は
障
害
支
援
区
分
の
調
査
で
年
に
数
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ズ
ー
ム
等

の
や
り
と
り
が
あ
る
程
度
だ
と
い
う
。

 

 

4
．
地
域
交
流

 
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
行
事
等
も
中
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
前
は
施
設
の
お
祭
り
に
地
域
の
方
の
来
訪
が
あ
っ

た
り
し
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
今
は
来
訪
者
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
実
習
生
が
来
た
り
す
る
な
ど
が
楽
し
み
。

 

 考
察

 
１
．
現
状
に
つ
い
て
、
都
外
施
設
に
移
っ
て
き
た
後
、
法
人
の
支
援
の
中
で
文
京
区
へ
の
一
時
帰
宅
支
援
を
定
期

的
に
行
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
た
。

X
施
設
で
は
、
都
外
施
設
対
象
者
の
方
へ
の
支
援
と

し
て
、
東
京
に
家
族
や
受
け
入
れ
体
制
を
ふ
ま
え
て
、
年
に

3
回
（

G
W
、
お
盆
、
年
末
年
始
）
計
二
週
間
程
度
の

一
時
帰
省
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
も
上
野
駅
ま
で
本
人
を
送
っ
て
い
っ
て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
家

族
に
も
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
と
い
う
。

 

２
．
自
立
生
活
の
移
行
・
生
活
の
ニ
ー
ズ
で
は
、

B
さ
ん
の
中
に
文
京
区
に
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
つ
つ

も
、
そ
れ
は
「
母
が
文
京
区
に
住
ん
で
い
れ
ば
帰
り
た
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
職
員
か
ら

は
、

G
H

の
体
験
の
場
が
区
内
に
あ
れ
ば
希
望
は
さ
れ
る
と
思
う
が
、
帰
り
た
い
理
由
と
し
て
「
家
の
自
分
の
部
屋

で
テ
レ
ビ
が
見
た
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
域
移
行
は
必
ず
し
も
文
京
区
へ
の
移
行
に
と
ど
ま

ら
ず
、「

落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
環
境
」
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。
生
活
経
験
の
場
自
体
の

少
な
さ
か
ら
、
実
家
か
、
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そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
施
設
か
と
い
う
選
択
肢
の
み
に
な
り
、

G
H

と
い
う
選
択
肢
が
そ
も
そ
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

 

現
在
、
ご
本
人
を
支
援
す
る
職
員
か
ら
都
外
施
設
の
入
居
者
に
対
す
る
地
域
移
行
支
援
に
対
す
る
話
の
中
で
、「

長

い
人
で
数
十
年
以
上
生
活
し
て
い
る
人
も
い
る
中
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
帰
る
こ
と
を
推
し
進
め
る
こ
と
の
み

が
地
域
移
行
と
い
え
る
の
か
。
」
と
い
う
疑
義
の
声
が
あ
が
っ
た
。
現
在
の
施
設
生
活
で
の
関
係
性
や
、
子
ど
も
を
た

ど
り
親
族
が
隣
町
の
高
齢
者
住
宅
に
住
ま
い
を
移
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
の
環
境
か
ら
離
れ
、
身
寄
り
や
家

の
な
い
文
京
区
へ
の
帰
省
が
現
実
的
か
と
い
う
点
が
課
題
に
な
る
。

 

施
策
の
実
状
と
し
て
東
京
都
は
都
外
施
設
の
入
居
者
が
都
内
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
、
東
京
都
の

中
に

G
H
を
作
り
、
そ
こ
に
都
外
施
設
か
ら
の
地
域
移
行
が
実
現
す
る
と

8
分
の
７
の
建
設
補
助
金
が
出
る
が
、
同

じ
よ
う
に
地
元
に

G
H
を
作
っ
た
と
し
て
も
補
助
金
が
全
く
出
な
い
と
い
う
。
区
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
た
め

少
な
か
ら
ず
補
助
金
や
捉
え
方
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
移
行
に
資
す
る
補
助
金
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
、
受

け
入
れ
先
の
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
移
行
の
推
進
を
阻
ん
で
い
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

Y
施
設
で
も
、
入
所
施
設
か
ら
地
元
の

G
H

に
移
っ
た
人
も
い
る
が
、
入
所
施
設
よ
り
制
約
は
少
な
く
「
楽
し
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

 

一
般
的
に
多
く
の
人
は
、
生
活
の
場
を
自
分
で
選
択
す
る
と
い
う
点
で
体
験
を
増
や
し
て
い
き
な
が
ら
、
選
ぶ
過

程
の
中
で
「
ど
こ
に
住
み
た
い
か
」
を
決
め
て
い
く
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
選
ぶ
体
験
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
る
の
が
今
の
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
の
現
状
で
あ
り
、
本
人
の
暮
ら
し
の
選
択
肢
の
拡
大
を
行
え
る
支
援
体

制
の
構
築
は
急
務
で
あ
る
。
従
っ
て
、
都
内
帰
還
の
み
を
も
っ
て
の
地
域
移
行
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
実
状
に
則
し
た

本
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
希
望
に
あ
わ
せ
た
地
域
移
行
の
あ
り
方
が
施
策
に
反
映
さ
れ
、
推
進
役
と
し
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
力
を
い
れ
て
地
域
移
行
支
援
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
も
同
時
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 都
外
施
設
の
部

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
総
括
と
提
言

 

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

A
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
現
況
と
考
察
を
ふ
ま
え
、
下
記
の
点
の
提
案
・

提
言
に
つ
な
げ
た
い
。

 

・
友
人
や
知
人
と
関
係
継
続
・
再
会
す
る
場
の
設
定

 

IC
T
（

Z
O

O
M

等
）
を
活
用
し
た
文
京
区
内
の
友
人
・
知
人
（
行
政
担
当
職
員
含
む
）
と
の
面
談
・
交
流
の
時
間

の
確
保
。
そ
の
た
め
の
職
員
に
よ
る

IC
T
の
知
識
習
得
は
も
と
よ
り
、

P
C
や
ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど

IC
T
を
活
用
し
た

交
流
を
本
人
が
手
軽
に
自
身
で
友
人
た
ち
と
行
え
る
た
め
の
支
援
・
環
境
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
望
ま

し
い
。

 

ま
た
、
文
京
区
の
障
害
福
祉
課
に
よ
る
訪
問
頻
度
を
増
や
し
た
り
、
定
期
的
な
手
紙
や
お
し
ら
せ
等
を
送
る
こ
と

も
本
人
の
「
文
京
区
と
の
つ
な
が
り
」
を
感
じ
さ
せ
る
安
心
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

 

 

・
「
生
活
体
験
」
の
機
会
の
拡
大
に
よ
る
意
向
の
模
索

 

文
京
区
内
の

G
H

へ
の
宿
泊
や
外
出
の
機
会
を
設
け
、
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
「
ど
こ
で
誰
と
暮
ら

し
た
い
か
」
に
つ
い
て
本
人
が
選
べ
る
生
活
の
選
択
肢
を
増
や
す
。

 

 

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
、
居
場
所
と
な
り
う
る
居
室
環
境

 

 
好
き
な
歌
手
の

C
D
を
自
分
の
部
屋
で
流
し
た
り
、
好
き
な
時
間
に
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
の
ハ
ー

ド
面
の
環
境
設
定
。
具
体
的
に
は
、
多
床
室
か
ら
一
人
部
屋
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
さ
れ
た
居
室
環
境
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
場
所
の
第
一
条
件
と
考
え
る
。
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・
行
政
の
強
み
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

 

本
人
か
ら
音
信
不
通
な
親
族
の
居
所
に
対
す
る
心
配
の
声
や
、
緊
急
時
を
は
じ
め
と
し
た
迅
速
な
連
絡
体
制
が
十
分
で

な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
親
族
の
居
所
の
把
握
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
権
限
に
強
い
行
政
職
員
の
強

み
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

・
施
設
完
結
に
と
ど
ま
ら
な
い
自
立
生
活
の
総
合
支
援
計
画
の
必
要
性

 

関
係
者
が
一
同
に
集
ま
り
、
本
人
が
今
後
の
生
活
を
ど
う
し
た
い
か
を
話
し
合
え
る
意
思
決
定
支
援
会
議
の
場
の
開
催

（
本
人
、
家
族
、
障
害
者
福
祉
課
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
者
、
寮
長
、
他
後
見
人
等
の
専
門
職
、
知
人
・
友
人
等
）

 

 

・
地
域
移
行
に
資
す
る
補
助
金
の
あ
り
方
の
検
討

 

今
回
、

X
施
設
の
一
時
帰
宅
支
援
の
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
移
行
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
を
確
認
で
き
た
が
、
こ
う

し
た
地
域
移
行
の
取
り
組
み
は
社
会
福
祉
法
人
の
努
力
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
経
営
面
に
も
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
同

時
に
確
認
で
き
た
。
社
会
福
祉
法
人
が
入
所
施
設
か
ら
地
域
移
行
に
力
を
入
れ
て
行
え
る
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

施
策
の
上
で
も
含
み
の
あ
る
捉
え
方
の
上
で
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

・
対
象
者
の
規
模
を
広
げ
た
継
続
調
査
の
必
要
性

 

今
回
の
調
査
で
は
２
か
所
の
都
外
施
設
に
お
い
て
二
人
の
方
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
え
た
が
、
共
通
し
て
見
ら
れ
た

の
は
、
建
物
や
土
地
に
対
す
る
記
憶
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
時
の
人
と
の
出
会
い
や
思
い
出
を
語
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
何
十
年
経
っ
て
も
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
大
切
に
持
ち
続
け
な
が
ら
今
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
都
外
施
設
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
入
居
者
の
方
々
の
文
京
区
へ
の
思
い
は
百
人
百
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

都
外
施
設
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
が
「
今
、
ど
ん
な
思
い
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
知
る
上
で
は
、
対
象
者
数

が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
継
続
し
た
聞
き
取
り
に
よ
り
当
事
者
の
「
声
」
を
く
み
取
り

施
策
や
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
作
業
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。

 

こ
の
際
、
都
外
施
設
に
移
っ
て
数
十
年
が
経
ち
、
重
度
化
・
高
齢
化
を
迎
え
て
い
て
回
答
が
う
ま
く
聞
き
出
せ
な
い
利

用
者
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
意
思
決
定
支
援
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
本
人
が
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た

と
し
て
も
こ
れ
ま
で
の
本
人
の
人
生
歴
を
た
ど
り
関
わ
っ
た
職
員
、
家
族
、
関
係
者
の
声
を
拾
い
な
が
ら
、
表
情
の
変
化

等
に
も
着
目
し
、
本
人
に
と
っ
て
「
今
後
ど
ん
な
暮
ら
し
が
良
い
か
」
を
徹
底
的
に
考
え
抜
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。

 

都
外
施
設
を
め
ぐ
る
課
題
に
お
い
て
は
一
般
的
に
、
都
内
に
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
行
政
都
合
や

地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
本
人
不
在
の
事
由
に
よ
り
、
東
京
都
外
の
施
設
に
居
住
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
都
外
施
設
入
居
者
の
地
域
移
行
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
容
易
で
は
な
い
が
、
障
害
を

有
し
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
人
生
を
自
ら
選
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
事
で
あ
る
。

 

区
内
の
受
け
皿
や
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
の
必
要
性
は
こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
本
人
の
生
活
機
会
の
拡
大

が
意
思
決
定
支
援
に
つ
な
が
り
、
都
外
施
設
の
課
題
を
発
展
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め
の
施
策
が
さ
ら
に
多
角
的
に
検
討

さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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在
宅

ざ
い
た
く

の
方か
た

 

区
民

く
み

ん

の
生
活

せ
い

か
つ

の
ニ
ー
ズ
に
関か

ん

す
る
調
査

ち
ょ

う
さ

 

日
頃

ひ
ご
ろ

か
ら
、
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

の
福
祉

ふ
く
し

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

に
ご
理
解

り
か
い

ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

で
は
、
皆
様

み
な
さ
ま

の
生
活

せ
い
か
つ

実
態

じ
っ
た
い

や
意
向

い
こ
う

を
把
握

は
あ
く

し
て
、
福
祉

ふ
く
し

施
策

し
さ
く

を
計
画
的

け
い
か
く
て
き

に
進す
す

め
て
い
く
た
め
の
基
礎

き
そ

資
料

し
り
ょ
う

と
す
る
た
め
に
、
調
査

ち
ょ
う
さ

を
実
施

じ
っ
し

し
ま
す
。
 

以
下

い
か

の
い
ず
れ
か
に
該
当

が
い
と
う

す
る
区
内

く
な
い

在
住

ざ
い
じ
ゅ
う

の
方か
た

を
対
象
者

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

・
身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

 

 
（
肢
体

し
た
い

不
自
由

ふ
じ
ゆ
う

、
内
部

な
い
ぶ

障
害

し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
は
無
作
為

む
さ
く
い

抽
出

ち
ゅ
う
し
ゅ
つ

、
そ
の
他

 
 

 
 
ほ
か

の
障
害

し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
は
全
数

ぜ
ん
す
う

）
 

・
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

（
全
数

ぜ
ん
す
う

）
 

・
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

（
全
数

ぜ
ん
す
う

）
 

・
難
病

な
ん
び
ょ
う

医
療
券

い
り
ょ
う
け
ん

を
お
持
ち

も

の
1
8
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

（
全
数

ぜ
ん
す
う

）
 

・
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
在
宅

ざ
い
た
く

の
方か
た

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
住す

ま
い
の
方か
た

も
対
象

た
い
し
ょ
う

に
含ふ
く

ま
れ
ま
す
。
 

ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
い
た
内
容

な
い
よ
う

は
、
統
計
的

と
う
け
い
て
き

に
集
計

し
ゅ
う
け
い

・
分
析

ぶ
ん
せ
き

し
て
、
報
告
書

ほ
う
こ
く
し
ょ

と
し
て
発
行

は
っ
こ
う

す
る
と
と
も
に
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

公
式

こ
う
し
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知し

ら
せ
し
ま
す
。
調
査

ち
ょ
う
さ

の
結
果

け
っ
か

に
つ
い
て
は
障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

・
児じ

計
画

け
い
か
く

（
令
和

れ
い
わ

６
年
度

ね
ん
ど

か
ら

令
和

れ
い
わ

８
年
度

ね
ん
ど

ま
で
）
策
定

さ
く
て
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

無
記
名

む
き
め
い

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
式

ほ
う
し
き

で
ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
個
人

こ
じ
ん

が
特
定

と
く
て
い

さ
れ
た
り
、
個
人

こ
じ
ん

の
回
答

か
い
と
う

内
容

な
い
よ
う

が
明あ
き

ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

の
趣
旨

し
ゅ
し

を
ご
理
解

り
か
い

い
た
だ
き
、
ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願ね
が

い
い
た
し
ま
す
。
 

令
和

れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0
月が
つ

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

長ち
ょ
う

 
成
澤

な
り
さ
わ

 
廣ひ
ろ

修の
ぶ

 

 

 ・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等と
う

で
下
記

か
き

Ｑ
Ｒ

き
ゅ
ー
あ
ー
る

コ
ー
ド
を
読よ

み
取と

っ
て
い
た
だ
く
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
場ば

合あ
い

は
Ｕゆ
ー

Ｒ
あ
ー
る

Ｌえ
る

を

入に
ゅ
う

力り
ょ
く

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上じ
ょ
う

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
最
初

さ
い
し
ょ

に
下
記

か
き

の
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
画が

面め
ん

の
指し

示じ

に
従
し
た
が

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
回
答

か
い
と
う

を
選
択

せ
ん
た
く

・
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
、
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 

↓
Q

R
コ

ー
ド

、
U

R
L
↓
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

↓
パ

ス
ワ

ー
ド

↓
 

     

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご

回
答

か
い
と
う

い
た
だ
け
ま
す
～
 

b
u

n
k
y
o
2
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1
 

・
郵

送
ゆ

う
そ

う

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
い
ず
れ
か

を
選

択
せ

ん
た

く

し
て
ご

回
答

ご
か

い
と

う

く
だ

さ
い
。
 

 
郵

送
ゆ

う
そ

う

の
場

合
ば

あ
い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
ま

で
に

、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
回
答

か
い
と
う

を
書か

き
入い

れ
た
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ

い
。
 
切
手

き
っ
て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
記
入
済

き
に
ゅ
う
ず
み

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

送
付
先

そ
う
ふ
さ
き

】
 
 

 

〒
1
1
2
－

8
5

5
5

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

春
日

か
す
が

1
－

1
6
－

2
1
 
 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

9
階か
い

 

 
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

役
所

や
く
し
ょ

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
係

ふ
く
し
か
か
り

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
ば

あ
い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
２

４
時じ

ま
で

に
、
回
答

か
い
と
う

を
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

    

          
           

【調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
関
す
る

か
ん

問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
集
計

し
ゅ
う
け
い

及
び

お
よ

分
析

ぶ
ん
せ
き

を
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス
に
委
託

い
た
く

し
て
実
施

じ
っ
し

し
て
い
ま
す
。
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
内
容

な
い
よ
う

に
関
し
て

か
ん

不
明

ふ
め
い

な
点て
ん

等と
う

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数

て
す
う

で
す
が
下
記

 
か

 
 
き

ま
で
お
問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  
 
 
 
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス

 
担
当

た
ん
と
う

：
緒
方

お
が
た

、
菊
地

き
く
ち

、
小
浜

こ
は
ま

 

電
話

で
ん
わ

：
０
３
（
３
３
５
７
）
７
１
８
１
、
 
F

A
X

ふ
ぁ
っ
く
す

：
０
３
（
３
３
５
７
）７
１
８
０

 

 
 
 
 
 
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
in

f
o

@
ir

s
-t

o
k
y
o

.c
o

.j
p

 

 
 
 
 
 
 
受
付

う
け
つ
け

時
間

じ
か
ん

：
平
日

へ
い
じ
つ

（
月げ
つ

～
金き
ん

）
 
 
午
前

ご
ぜ
ん

1
0
時じ

～
午
後

ご
ご

6
時じ
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 【回
答

か
い
と
う

に
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
場
合

ば
あ
い

の
問と
い

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

回
答

か
い
と
う

の
際さ
い

の
支
援

し
え
ん

を
行
い

お
こ
な

ま
す
。
ご
希
望

き
ぼ
う

の
方か
た

は
下
記

か
き

ま
で
お
問
い
合

と
 

 
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

 
 
住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

総
合

そ
う
ご
う

福
祉

ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
１
階か
い

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
９
０
３
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
９
０
４

 

 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐

し
ゃ
か
い
ふ
く
し
ほ
う
じ
ん
ぶ
ん
き
ょ
う
え
ん
じ
ゅ

の
会か
い

（
は
～
と
・
ピ
ア
）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

大
塚

お
お
つ
か

４
－
２
１
－
８

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
９
４
３
）
４
３
０
０
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
９
４
３
）
４
３
３
０

 

 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐

し
ゃ
か
い
ふ
く
し
ほ
う
じ
ん
ぶ
ん
き
ょ
う
え
ん
じ
ゅ

の
会か
い

（
は
～
と
・
ピ
ア
２
）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
石
川

こ
い
し
か
わ

４
－
４
－
５

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
６
８
０
１
）
８
５
７
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
６
８
０
１
）
８
５
８
１
 

 

本
郷

ほ
ん
ご
う

福
祉

ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
（
若わ
か

駒こ
ま

の
里さ
と

）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

本
郷

ほ
ん
ご
う

４
－
３
５
－
１
５

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

勤
労

き
ん
ろ
う

福
祉

ふ
く
し

会
館

か
い
か
ん

２
階か
い

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
８
２
３
）
８
０
９
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
８
２
３
）
８
０
９
２

 

  
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉

ふ
く
し

法
人

ほ
う
じ
ん

武
蔵
野
会

む
さ
し
の
か
い

（
リ
ア
ン
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
８
２
２
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
８
２
３

 

  
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

立り
つ

大
塚

お
お
つ
か

福
祉

ふ
く
し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

大
塚

お
お
つ
か

４
－
５
０
－
１
 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
９
４
６
）
５
６
０
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
９
４
６
）
２
６
６
７

 

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

立り
つ

小
石
川

こ
い
し
か
わ

福
祉

ふ
く
し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
石
川

こ
い
し
か
わ

３
－
３
０
－
６

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
８
１
１
）
１
４
３
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
６
８
９
）
４
５
２
３

 

    

3
 

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

 
 
 
 
記

入
上

き
に

ゅ
う

じ
ょ

う

の
お

願ね
が

い
 
 
 
 
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
直
接

ち
ょ
く
せ
つ

書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
質
問

し
つ
も
ん

に
よ
っ
て
は
、
一
部

い
ち
ぶ

の
方か
た

の
み
に
回
答

か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
あ
て
は
ま
る
番
号

ば
ん
ご
う

に
○ま
る

印
じ
る
し

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

が
「
そ
の
他た

」
に
な
る
場
合

ば
あ
い

は
、
（
 

 
 
）
内な
い

に
そ
の
内
容

な
い
よ
う

を
書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

し
た
く
な
い
質
問

し
つ
も
ん

は
答こ
た

え
ず
に
、
次つ
ぎ

の
質
問

し
つ
も
ん

に
進す
す

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

●
 
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
は
、
名
前

な
ま
え

を
書
か

 
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●
 
聴
覚

ち
ょ
う
か
く

に
障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

で
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
回
答

か
い
と
う

に
お
困こ
ま

り
の
場
合

ば
あ
い

は
、
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

に
配
置

は
い
ち

し
て
い
る

手し
ゅ

話わ

通
訳

つ
う
や
く

者し
ゃ

に
よ
る
対
応

た
い
お
う

も
可
能

か
の
う

で
す
の
で
、
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

に
お
越こ

し
の
際さ
い

に
お
声こ
え

が
け
く
だ
さ
い
。
 

●
 
視
覚

し
か
く

に
障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

で
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
回
答

か
い
と
う

に
お
困こ
ま

り
の
場
合

ば
あ
い

は
、
点
字

て
ん
じ

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
送
付

そ
う
ふ

す
る
か
、

直
接

ち
ょ
く
せ
つ

調
査
員

ち
ょ
う
さ
い
ん

が
伺う
か
が

っ
て
調
査

ち
ょ
う
さ

い
た
し
ま
す
の
で
、
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

ま
で
ご
連
絡

れ
ん
ら
く

く
だ
さ
い
。
 

  
 
（
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

 
電
話

で
ん
わ

：
0

3
-5

8
0

3
-1

2
1
1
 

F
A

X
ふ
ぁ
っ
く
す

 
0

3
-5

8
0

3
-1

3
5

2
  
受
付

う
け
つ
け

平
日

へ
い
じ
つ

8
:3

0
～

1
7

:1
5
） 

   

 
 
こ
こ
か
ら
調
査

ち
ょ
う
さ

が
は
じ
ま
り
ま
す

 
 

こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

で
、「
あ
な
た
」と
あ
る
の
は
、『
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

』 
の
こ
と
で
す
。 

で
き
る
か
ぎ
り
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

が
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。

 
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

が
回
答

か
い
と
う

で
き
な
い

場
合

ば
あ
い

は
、
ご
家
族

か
ぞ
く

や
介
助

か
い
じ
ょ

の
方か
た

が
、
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
立
場

た
ち
ば

で
、
現
在

げ
ん
ざ
い

の
状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

で
回
答

か
い
と
う

し
て
く

だ
さ
い
。
 

 問と
い

１
 
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
回

答
か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く

方か
た

は
ど
な
た
で
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

 
３

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２
 
ご
家
族

か
ぞ
く

の
方か
た
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１

 
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

に
つ
い
て

 
 

問と
い

２
 
あ
な
た
の

年
齢

ね
ん
れ
い

を
お
聞き

き
し
ま
す
。
令れ
い

和わ

４
年ね
ん

１
0
月が
つ

１
日

つ
い
た
ち

現
在

げ
ん
ざ
い

の
満
年
齢

ま
ん
ね
ん
れ
い

を
お
書か

き
く

だ
さ
い
。

 

 
 

歳さ
い

 
 問と
い

３
 
あ
な
た
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
年

収
ね
ん
し
ゅ
う

額が
く

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

税
金

ぜ
い
き
ん

等と
う

を
差さ

し
引ひ

く
前ま
え

の
額が
く

で
お

答こ
た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 

収
入

し
ゅ
う
に
ゅ
う

は
な
い

 
５

 
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

２
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
６

 
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

３
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
７

 
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 

1
5

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
 

 問と
い

４
 
あ
な
た
の

主お
も

な
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

の
内

訳
う
ち
わ
け

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
） 

 １
 
年
金

ね
ん
き
ん

（
障

害
し
ょ
う
が
い

基
礎

き
そ

年
金

ね
ん
き
ん

な
ど
）

 
５

 
手
当

て
あ
て

（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
当

て
あ
て

な
ど
）

 

２
 
給
与

き
ゅ
う
よ

・
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

（
企
業

き
ぎ
ょ
う

な
ど
に
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

）
 

６
 
生
活

せ
い
か
つ

保
護
費

ほ
ご

ひ

 

３
 
工
賃

こ
う
ち
ん

（
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

・
福
祉

ふ
く

し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

な
ど
に
通
所

つ
う
し
ょ

）
 

７
 
親
族

し
ん
ぞ
く

の
扶
養

ふ
よ
う

ま
た
は
援
助

え
ん
じ
ょ

 

４
 
事
業

じ
ぎ
ょ
う

収
入

し
ゅ
う
に
ゅ
う

（
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

等と
う

）
 

８
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 問と
い

５
 
あ
な
た
の

同
居

ど
う
き
ょ

家
族

か
ぞ

く

を
お
聞き

き
し
ま
す
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
父
親

ち
ち
お
や

 
５

 
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

・
姉
妹

し
ま
い

 
９

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等と
う

で
の

集
団

し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

 

２
 
母
親

は
は
お
や

 
６

 
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

３
 
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

 
７

 
そ
の
他た

親
族

し
ん
ぞ
く

 
 

４
 
子こ

 
８

 
ひ
と
り
暮ぐ

ら
し

 
 

 

5 

 
 
２

 
障
害

し
ょ
う
が
い

と
健
康

け
ん
こ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

６
 
あ
な
た
に
は
、

次つ
ぎ

の
障

害
し
ょ
う
が
い

等と
う

が
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
肢
体

し
た
い

不
自
由

ふ
じ
ゆ
う

（
上

肢
じ
ょ
う
し

・
下
肢

か
し

・
体た
い

幹か
ん

・
脳
性

の
う
せ
い

麻
痺

ま
ひ

・
移
動

い
ど
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

）
 

２
 
音

声
お
ん
せ
い

・
言
語

げ
ん
ご

・
そ
し
ゃ
く
機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

３
 
視
覚

し
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

 

４
 

聴
覚

ち
ょ
う
か
く

・
平

衡
へ
い
こ
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

５
 
内
部

な
い
ぶ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
心

臓
し
ん
ぞ
う

、
呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

、
腎

臓
じ
ん
ぞ
う

、
ぼ
う
こ
う
・

直
腸

ち
ょ
く
ち
ょ
う

、
小

腸
し
ょ
う
ち
ょ
う

、
免

疫
め
ん
え
き

機
能

き
の
う

等と
う

）
 

６
 
知
的

ち
て
き

障
害

し
ょ
う
が
い

 

７
 
発

達
は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い
（
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
 
→
７
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

６
－
１
へ

 

８
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

 

９
 
高
次

こ
う
じ

脳の
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

1
0

 
難

病
な
ん
び
ょ
う

（
特

定
と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）
 
→

1
0
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

６
－
２
へ

 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

→
上
記

じ
ょ
う
き

７
・
1
0
の
ど
ち
ら
に
も
当あ

て
は
ま
ら
な
い
方か
た

は
、
問と
い

７
へ

 

 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

６
で

 
「
７

 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
」
 
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に

お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

６
－
１

 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

の
診

断
名

し
ん
だ
ん
め
い

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
広
汎
性

こ
う
は
ん
せ
い

発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
４

 
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

 
７

 
わ
か
ら
な
い

 

２
 
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

 
５

 
学

習
が
く
し
ゅ
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

３
 
注
意
欠
陥
多
動

ち
ゅ
う
い
け
っ
か
ん
た
ど
う

性せ
い

障
害

し
ょ
う
が
い

 
６

 
そ
の
他
の
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

６
で

 
「
1
0
 
難
病

な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）
」
 
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

６
－

２
 

病
名

び
ょ
う
め
い

（
東

京
都

と
う
き
ょ
う
と

発
行

は
っ
こ
う

の
難

病
な
ん
び
ょ
う

医
療
費

い
り

ょ
う

ひ

等と
う

助
成

じ
ょ
せ
い

制
度

せ
い

ど

の
医

療
券

い
り
ょ
う
け
ん

も
し

く
は

診
断

書
し
ん
だ
ん
し
ょ

に
記
載

き
さ

い

さ
れ
て
い
る

病
名

び
ょ
う
め
い

）
等と
う

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。

 
 

疾
病
名

し
っ
ぺ
い
め
い

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

6
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こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

７
 
あ
な
た
が
持も

っ
て
い
る

手
帳

て
ち
ょ
う

の
種

類
し
ゅ
る
い

を
お

聞き

き
し
ま
す
。

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

方か
た

は
、

等
級

と
う
き
ゅ
う

・
程
度

て
い

ど

に
も
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
４

級
き
ゅ
う

 
５

 
５

級
き
ゅ
う

 
６

 
６

級
き
ゅ
う

 
 

 
 

 

２
 
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１
度ど

 
２

 
２
度ど

 
３

 
３
度ど

 
４

 
４
度ど

 
 

 
 

 
 

３
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
こ
れ
ら
の
手
帳

て
ち
ょ
う

は
持も

っ
て
い
な
い

 
 

 問と
い

８
 
あ
な
た
の

障
害

し
ょ
う
が
い

や
心

身
し
ん
し
ん

の
不

調
ふ
ち
ょ
う

に
つ
い
て
、
あ
な
た
や
ご
家
族

か
ぞ

く

の
方か
た

な
ど
が

最
初

さ
い
し
ょ

に

気き

づ
い
た
時
期

じ
き

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
生う

ま
れ
た
と
き

 
５

 
3

0
～

3
9
歳さ
い

 
９

 
6

5
～

6
9
歳さ
い

 

２
 
０
～
５
歳さ
い

 
６

 
4

0
～

4
9
歳さ
い

 
1

0
 

7
0
～

7
4
歳さ
い

 

３
 
６
～

1
7
歳さ
い

 
７

 
5

0
～

5
9
歳さ
い

 
1

1
 

7
5
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 

1
8
～

2
9
歳さ
い

 
８

 
6

0
～

6
4
歳さ
い

 
 

 問と
い

９
 
あ
な
た
の

受
診

じ
ゅ
し
ん

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

等と
う

（
歯
科

し
か

医
療

い
り
ょ
う

も
含
む
）
を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

○
は
ひ
と
つ
） 

 １
 
定
期
的

て
い
き
て
き

に
通
院

つ
う
い
ん

し
て
い
る

 
４

 
現
在

げ
ん
ざ
い

入
院

に
ゅ
う
い
ん

し
て
い
る

 

２
 
定
期
的

て
い
き
て
き

に
訪
問

ほ
う
も
ん

診
療

し
ん
り
ょ
う

を
受う

け
て
い
る

 
５

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

３
 
定
期
的

て
い
き
て
き

に
訪
問

ほ
う
も
ん

看
護

か
ん
ご

を
受う

け
て
い
る

 
６

 
現
在

げ
ん
ざ
い

は
通
院

つ
う
い
ん

し
て
い
な
い

 
 問と
い

10
 
か
か
り
つ
け
の

医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か

ん

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
区
内

く
な
い

の
診

療
所

し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

や
医
院

い
い
ん

 
５

 
区
外

く
が
い

の
歯
科

し
か

医
院

い
い
ん

 

２
 
区
内

く
な
い

の
歯
科

し
か

医
院

い
い
ん

 
６

 
区
外

く
が
い

の
総
合

そ
う
ご
う

病
院

び
ょ
う
い
ん

や
大
学

だ
い
が
く

病
院

び
ょ
う
い
ん

 

３
 
区
内

く
な
い

の
総
合

そ
う
ご
う

病
院

び
ょ
う
い
ん

や
大
学

だ
い
が
く

病
院

び
ょ
う
い
ん

 
７

 
か
か
り
つ
け
の
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

は
な
い

 

４
 
区
外

く
が
い

の
診

療
所

し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

や
医
院

い
い
ん

 
 7 

※
1
 医

療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

 

「医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
」と
は
、
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

、
た
ん
の
吸
引

き
ゅ
う
い
ん

な
ど
の
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
不
可
欠

ふ
か
け
つ

な
生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

行
為

こ
う
い

で
あ
り
、
 

長
期

ち
ょ
う
き

に
わ
た
り
継
続
的

け
い
ぞ
く
て
き

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
さ
れ
る
ケ
ア
で
す
。
 

問と
い

11
 
あ
な
た
が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

※
1
を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）

 

 １
 
服
薬

ふ
く
や
く

支
援

し
え
ん

 
６

 
導ど
う

尿
に
ょ
う

 
1

1
 
人
工

じ
ん
こ
う

呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

の
管
理

か
ん
り

 

２
 

吸
引

き
ゅ
う
い
ん

 
７

 
酸
素

さ
ん
そ

療
法

り
ょ
う
ほ
う

 
1

2
 
そ
の
他た

 

３
 

吸
入

き
ゅ
う
に
ゅ
う

・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

 
８

 
鼻び

咽
頭

い
ん
と
う

エ
ア
ウ
ェ
イ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

 
９

 
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

 
1

3
 
特と
く

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
な
い

 

５
 

中
心

ち
ゅ
う
し
ん

静
脈

じ
ょ
う
み
ゃ
く

栄
養

え
い
よ
う

 
1

0
 
気
管

き
か
ん

切
開
部

せ
っ
か
い
ぶ

の
管
理

か
ん
り

 
 

     

問と
い

12
 
あ
な
た
は
、

毎
日

ま
い
に
ち

の
生

活
せ
い
か
つ

の
中な
か

で
、
ど
の
よ
う
な

介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え

ん

が
必

要
ひ
つ
よ
う

で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
食
事

し
ょ
く
じ

 
７

 
室
内

し
つ
な
い

の
移
動

い
ど
う

 
1

4
 
通
院

つ
う
い
ん

、
通
学

つ
う
が
く

・
通
勤

つ
う
き
ん

以
外

い
が
い

の
外

出
が
い
し
ゅ
つ

 

２
 
排は
い

せ
つ

 
８

 
洗
顔

せ
ん
が
ん

・
歯
磨

は
み
が

き
 

1
5

 
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
意
思

い
し

の
伝
達

で
ん
た
つ

 

３
 

入
浴

に
ゅ
う
よ
く

 
９

 
代
筆

だ
い
ひ
つ

・
代
読

だ
い
ど
く

 
1

6
 

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

動
作

ど
う
さ

の
見
守

み
ま
も

り
 

４
 
寝
返

ね
が
え

り
 

1
0

 
電
話

で
ん
わ

の
利
用

り
よ
う

・
代
行

だ
い
こ
う

 
1

7
 

薬
く
す
り

の
管
理

か
ん
り

 

５
 
着
替

き
が

え
 

1
1

 
お
金か
ね

の
管
理

か
ん
り

 
1

8
 
区く

役
所

や
く
し
ょ

や
事じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

な
ど
の
手
続

て
つ
づ

き
 

６
 
調
理

ち
ょ
う
り

・
掃
除

そ
う
じ

・
 

1
2

 
日

常
に
ち
じ
ょ
う

の
買か

い
物も
の

 
1

9
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
） 

洗
濯

せ
ん
た
く

等と
う

の
家
事

か
じ

 
1

3
 
通
院

つ
う
い
ん

、
通
学

つ
う
が
く

・
通
勤

つ
う
き
ん

 
2

0
 
介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
い

 
  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
2
で

 「
2
0
 介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
い
」 
以
外

い
が
い

を
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

13
 
あ
な
た
を

主お
も

に
介

助
か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

し
て
い
る

人ひ
と

は
ど
な
た
で
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
父
親

ち
ち
お
や

 
５

 
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

・
姉
妹

し
ま
い

 
９

 
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

 

２
 
母
親

は
は
お
や

 
６

 
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

 
1

0
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

３
 
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

 
７

 
そ
の
他た

親
族

し
ん
ぞ
く

 
1

1
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
世
話
人

せ
わ

に
ん

 

４
 
子こ

 
８

 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

 
1

2
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 
） 
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
3
で

 「
１
～
７
」 
の
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

13
-1

 
あ
な
た
を

主お
も

に
介

助
か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

し
て
い
る

人ひ
と

は
何
歳
で
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 

1
9
歳さ
い

以
下

い
か

 
３

 
3

0
～

3
9
歳さ
い

 
５

 
5

0
～

5
9
歳さ
い

 
７

 
7

0
～

7
9
歳さ
い

 

２
 

2
0
～

2
9
歳さ
い

 
４

 
4

0
～

4
9
歳さ
い

 
６

 
6

0
～

6
9
歳さ
い

 
８

 
8

0
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

 

 問と
い

14
 

主お
も

な
介

助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

は
、
あ
な
た
以
外

い
が

い

の
方か
た

の
世
話

せ
わ

や
介
護

か
い

ご

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

（
両

親
り
ょ
う
し
ん

・
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

等と
う

）
の
介
護

か
い
ご

 
５

 
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

の
介
護

か
い
ご

 

２
 
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

の
介
護

か
い
ご

 
６

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

３
 
子こ

ど
も
（
就
学
児

し
ゅ
う
が
く
じ

・
未
就
学
児

み
し
ゅ
う
が
く
じ

）
の
子
育

こ
そ
だ

て
 

７
 
な
し 

 

４
 
病
気

び
ょ
う
き

の
方か
た

の
介
護

か
い
ご

 
 

 問と
い

15
 

主お
も

な
介

助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
あ
な
た
を

介
助

か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

で
き
な
く
な
っ
た
場
合

ば
あ

い

は
ど
う
し
ま
す
か
。

 

（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

 １
 
一
緒

い
っ
し
ょ

に
住す

ん
で
い
る
家
族

か
ぞ
く

に
頼た
の

む
 

７
 

病
院

び
ょ
う
い
ん

に
入

院
に
ゅ
う
い
ん

す
る

 

２
 
別べ
つ

に
住す

ん
で
い
る
家
族

か
ぞ
く

に
頼た
の

む
 

８
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入

居
に
ゅ
う
き
ょ

す
る

 

３
 
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
を
利
用

り
よ
う

す
る

 
９

 
成
年

せ
い
ね
ん

後
見
人

こ
う
け
ん
に
ん

を
立た

て
る

 

４
 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用

り
よ
う

す
る

 
1

0
 
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
地
域

ち
い
き

 

５
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

施
設

し
せ
つ

（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え
ん

施
設

し
せ
つ

等と
う

）
 

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

）
を
利
用

り
よ
う

す
る

 

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

す
る

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

６
 
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

施
設

し
せ
つ

（
老
人

ろ
う
じ
ん

ホ
ー
ム
等と
う

）
に

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

す
る

 
1

2
 
ま
だ
わ
か
ら
な
い

 

 

    

9 

 
 
３

 
相
談

そ
う
だ
ん

や
福
祉

ふ
く
し

の
情
報

じ
ょ
う
ほ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

16
 
あ
な
た
に
は
、

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 
 
 
 
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
健

康
け
ん
こ
う

状
態

じ
ょ
う
た
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

3
 
困こ
ま

っ
た
と
き
相

談
そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

が
い
な
い

 

２
 
着
替

き
が

え
や
食

事
し
ょ
く
じ

な
ど
が

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
で
き
な
い

 
1

4
 
自じ

分ぶ
ん

の
思お
も

い
や

考
か
ん
が

え
を
う
ま
く
伝つ
た

え
ら
れ
な
い

 

３
 
家
事

か
じ

な
ど
が

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
で
き
な
い

 
1

5
 
役

所
や
く
し
ょ

な
ど
の
手て

続つ
づ

き
が

難
む
ず
か

し
い

 

４
 
介

助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

の
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 
1

6
 
近ち
か

く
に
、
病

気
び
ょ
う
き

や
障

害
し
ょ
う
が
い

を
理
解

り
か
い

し
た
上う
え

で
 

５
 
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
高
齢
化

こ
う
れ
い
か

し
て
い
る

 
診み

て
も
ら
え
る

診
療

所
し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

が
な
い

 

６
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

に
支

障
し
し
ょ
う

が
あ
る

 
1

7
 
経

済
的

け
い
ざ
い
て
き

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 

７
 
住す

ま
い
に
支

障
し
し
ょ
う

が
あ
る

 
1

8
 

将
来

し
ょ
う
ら
い

に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
て
い
る

 

８
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
つ
い
て
困こ
ま

っ
て
い
る

 
1

9
 

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

す
る
こ
と
が
な
い

 

９
 

緊
急

き
ん
き
ゅ
う

時じ

の
対

応
た
い
お
う

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
2

0
 
様
々

さ
ま
ざ
ま

な
人ひ
と

と
知し

り
合あ

っ
た
り
、
交
流

こ
う
り
ゅ
う

す
る

 

1
0

 
災

害
さ
い
が
い

時じ

の
避
難

ひ
な
ん

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
機
会

 き
か
い

が
少
な
い

 

1
1

 
人

間
に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

に
支

障
し
し
ょ
う

が
あ
る

 
2

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
2

 
障

害
し
ょ
う
が
い

や
病
気

び
ょ
う
き

に
対た
い

す
る
周
囲

し
ゅ
う
い

の
理
解

り
か
い

が
な
い

 
2

2
 
特と
く

に
な
い

 

 

問と
い

17
 
あ
な
た
が

困こ
ま

っ
た
と
き
に

相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い

て

は
誰だ
れ

で
す
か
。

 
 
 
 
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

 
1

3
 
医
療

い
り
ょ
う

関
係

か
ん
け
い

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

２
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
人ひ
と

 
（
地
域

ち
い
き

包
括

ほ
う
か
つ

ケ
ア
歯
科

し
か

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

、
か
か
り
つ
け
医い

・
 

３
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

 
在

宅
ざ
い
た
く

療
養

り
ょ
う
よ
う

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

、
患

者
か
ん
じ
ゃ

の
声こ
え

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

等
） 

４
 
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

 
1

4
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

 

５
 
職
場

し
ょ
く
ば

の
上
司

じ
ょ
う
し

・
同

僚
ど
う
り
ょ
う

 
1

5
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

以
外

い
が
い

の
区く

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

６
 
民
生

み
ん
せ
い

委
員

い
い
ん

・
児
童

じ
ど
う

委
員

い
い
ん

 
1

6
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

７
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 
1

7
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

８
 

身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

・
知
的

ち
て
き

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

 
1

8
 
各
地
区

か
く
ち
く

の
生
活

せ
い
か
つ

あ
ん
し
ん
拠
点

き
ょ
て
ん

（
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

拠
点

き
ょ
て
ん

）
 

９
 
ヘ
ル
パ
ー
等と
う

福
祉

ふ
く
し

従
事
者

じ
ゅ
う
じ
し
ゃ

 
1

9
 
福
祉

ふ
く
し

事
務
所

じ
む

し
ょ

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

 

1
0

 
利
用

り
よ
う

し
て
い
る
施
設

し
せ
つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

・
 

2
0

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
世
話
人

せ
わ

に
ん

 
2

1
 
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

 

1
1

 
相

談
そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

所
じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

の
相

談
そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門

員
せ
ん
も
ん
い
ん

 
2

2
 
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

あ
ん
し
ん
相
談

そ
う
だ
ん

セ
ン
タ
ー

 

1
2

 
医
療

い
り
ょ
う

関
係
者

か
ん
け
い
し
ゃ

（
医
師

い
し

・
歯
科

し
か

医
師

い
し

・
 

2
3

 
ど
こ
に
相
談

そ
う
だ
ん

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い

 

看
護
師

か
ん

ご
し

・
医
療

い
り
ょ
う

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

）
 

2
4

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 ）

 

 
2

5
 
相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

が
い
な
い

 

10
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問と
い

18
 
あ
な
た
は
、
福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
、

主お
も

に
ど
こ
か
ら
得え

て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
区く

の
広
報
紙

こ
う
ほ
う
し

（
区
報

く
ほ
う

等と
う

）
 

８
 

S
N

S
え
す
え
ぬ
え
す

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
） 

２
 
区く

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
９

 
新
聞

し
ん
ぶ
ん

・
書
籍

し
ょ
せ
き

 

３
 
文ふ
み

の
京

み
や
こ

・
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

福
祉

ふ
く
し

の
て
び
き

 
1

0
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 

４
 
区く

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 
1

1
 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

５
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
1

2
 
利
用

り
よ
う

し
て
い
る

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 

６
 
テ
レ
ビ

 

・
ラ
ジ
オ

 
1

3
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

７
 
イ
ン
タ

 

ー
ネ
ッ
ト

 
1

4
 
特と
く

に
な
い

 

 

問と
い

19
 
あ
な
た
は
今
後

こ
ん

ご

、
ど
の
よ
う
な

生
活

せ
い
か
つ

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
地
域

ち
い
き

で
独
立

ど
く
り
つ

し
て
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 
５

 
区
外

く
が
い

で
も
良よ

い
の
で

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

 

２
 
親お
や

や
親
族

し
ん
ぞ
く

と
一
緒

い
っ
し
ょ

に
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 
（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え
ん

施
設

し
せ
つ

等と
う

）
に

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

す
る

 

３
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等と
う

の
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

住
居

じ
ゅ
う
き
ょ

 
６

 
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

施
設

し
せ
つ

（
老
人

ろ
う
じ
ん

ホ
ー
ム
等と
う

）
で
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 

に
入

居
に
ゅ
う
き
ょ

す
る

 
７

 
わ
か
ら
な
い

 

 

４
 
区
内

く
な
い

の
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

に
 

 

（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え
ん

施
設

し
せ
つ

等と
う

）
に

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

す
る

 
 

 

11
 

問と
い

20
 
あ
な
た
が
地
域

ち
い

き

で
安

心
あ
ん
し
ん

し
て
暮く

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策

し
さ

く

が
重

要
じ
ゅ
う
よ
う

だ
と

思お
も

い
ま
す
か
。（

○
は
５
つ
ま
で
）

 

 １
 

障
害

し
ょ
う
が
い

に
対た
い

す
る
理
解

り
か
い

の
促

進
そ
く
し
ん

 

２
 
医

療
い
り
ょ
う

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

３
 
幼

少
期

よ
う
し
ょ
う
き

・
学
齢
期

が
く
れ
い
き

か
ら
の

教
育

き
ょ
う
い
く

・
育

成
い
く
せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

４
 

働
は
た
ら

く
た
め
の
訓

練
く
ん
れ
ん

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
向む

け
た
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

５
 
仕
事

し
ご
と

を
継

続
け
い
ぞ
く

す
る
た
め
の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

６
 
身
近

み
ぢ
か

な
地
域

ち
い
き

で
相

談
そ
う
だ
ん

で
き
る
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

７
 
訪

問
ほ
う
も
ん

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
居

宅
き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

・
重

度
じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

・
同

行
ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

等と
う

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

８
 

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
生

活
せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

・
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

等と
う

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

・
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

等と
う

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

９
 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
整
備

せ
い
び

 

1
0

 
意
思

い
し

疎
通

そ
つ
う

支
援

し
え
ん

（
手
話

し
ゅ
わ

通つ
う

訳
者

や
く
し
ゃ

・
要

約
よ
う
や
く

筆ひ
っ

記
者

き
し
ゃ

派
遣

は
け
ん

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
1

 
福
祉

ふ
く
し

機
器

き
き

・
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

な
ど
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
2

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

せ
い
び

 

1
3

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

の
整
備

せ
い
び

 

1
4

 
障

害
者

向
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
む

け
の
住す

ま
い
の
確
保

か
く
ほ

 

1
5

 
居

住
き
ょ
じ
ゅ
う

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
6

 
建

物
た
て
も
の

・
道
路

ど
う
ろ

等と
う

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

 

1
7

 
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

同
士

ど
う
し

で
支
援

し
え
ん

し
あ
え
る
仕
組

し
く

み
づ
く
り

 

1
8

 
趣
味

し
ゅ
み

や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
か
つ
ど
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
9

 
財

産
ざ
い
さ
ん

管
理

か
ん
り

や
見
守

み
ま
も

り
等と
う

の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
0

 
経

済
的

け
い
ざ
い
て
き

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
1

 
災

害
さ
い
が
い

時じ

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
2

 
地
域

ち
い
き

交
流

こ
う
り
ゅ
う

の
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
3

 
福
祉

ふ
く
し

・
医

療
い
り
ょ
う

・
介
護

か
い
ご

と
の
連

携
れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
4

 
福
祉

ふ
く
し

と
教

育
き
ょ
う
い
く

の
連

携
れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
5

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

2
6

 
特と
く

に
な
い
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４

 
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

 
 

問と
い

2
1
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
等と
う

の
利
用

り
よ

う

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

と
満
足
度

ま
ん

ぞ
く

ど

に
つ
い
て
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

Ａ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ

う

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

Ｂ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ

う

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

Ｃ
．
サ
ー
ビ
ス
に
不
満

ふ
ま

ん

の
理
由

り
ゆ

う

を
下し
た

の
欄ら
ん

か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）
 

Ｄ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

は
利
用

り
よ

う

し
て
い
な
い
が
、
今
後

こ
ん

ご

利
用

り
よ

う

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

※
 
各か
く

サ
ー
ビ
ス
の
説
明

せ
つ
め
い

に
つ
い
て
、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
巻
末

か
ん
ま
つ

資
料

し
り
ょ
う

（
3
4
ペ
ー
ジ
以
降

い
こ
う

）
【
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス

等と
う

の
内
容

な
い
よ
う

】
を
ご
参
照

さ
ん
し
ょ
う

く
だ
さ
い
。

 
 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
１
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

ほ
う
も
ん

系け
い

）
 

１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
行
動

こ
う
ど
う

援
護

え
ん
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

包
括

ほ
う
か
つ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
3
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
２
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（
日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

・
訓
練

く
ん
れ
ん

系け
い

・
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

系け
い

）
 

１
．
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．

療
養

り
ょ
う
よ
う

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
機
能

き
の
う

訓
練

く
ん
れ
ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

６
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

（
Ａ
型が
た

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

７
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

（
Ｂ
型が
た

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

８
．

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

９
．
自
立

じ
り
つ

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

1
0
．
短
期

た
ん

き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  

1
4
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
 

１
．
地
域

ち
い
き

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
地
域

ち
い
き

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

・
 

地
域

ち
い
き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

）
 

○
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
４
）
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 

１
．
地
域

ち
い
き

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
地
域

ち
い
き

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

・
 

地
域

ち
い
き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
計
画

け
い
か
く

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

・
継
続

け
い
ぞ
く

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

   

1
6
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
 

１
．
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 

○
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
３
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（
居
住

き
ょ
じ
ゅ
う

系け
い

）
 

１
．
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
施
設

し
せ
つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

   

1
5
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
５
）
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ
う
ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
地
域

ち
い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー
事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

６
．
意
思

い
し

疎
通

そ
つ
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
7
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
６
）
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
短
期

た
ん
き

保
護

ほ
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
福
祉

ふ
く
し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

・
 

自じ

動ど
う

車し
ゃ

燃ね
ん

料
り
ょ
う

費ひ

助じ
ょ

成せ
い

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．

緊
急

き
ん
き
ゅ
う

一
時

い
ち
じ

介
護

か
い
ご

委
託
費

い
た

く
ひ

助
成

じ
ょ
せ
い

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

（
７
）
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
関か
ん

す
る
支
援

し
え
ん

 

１
．

障
し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

（
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
）

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

（
８
）
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
支
援

し
え
ん

 

１
．
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

回
復

か
い
ふ
く

途
上
者

と
じ
ょ
う
し
ゃ

デ
イ
ケ
ア

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

安
定
化

あ
ん
て
い
か

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
8
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
1
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
で
「Ａ

 
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ
う

し
て
い
る
」に
○
を
つ

け
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

22
 
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
ま
し
た
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 
 １

 
特
定

と
く
て
い

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

に
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

の
作
成

さ
く
せ
い

を
依
頼

い
ら

い

し
て
い
る

 

２
 
自
分

じ
ぶ
ん

た
ち
家
族

か
ぞ
く

や
支
援
者

し
え
ん
し
ゃ

と
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

し
て
い
る

 

３
 
介
護

か
い
ご

保
険

ほ
け
ん

と
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
の

併
給

へ
い
き
ゅ
う

を
受う

け
て
い
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

さ
く
せ
い

を
依
頼

い
ら
い

し
て
い
る

 
  
 
こ
こ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
特
定

と
く
て
い

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

で
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
た
こ
と
が
あ
る

方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

23
 
サ
ー
ビ
ス

等と
う

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

を
作

成
さ
く
せ
い

し
て
ど
の
よ
う
に

感か
ん

じ
ま
し
た
か
。（

あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

【良
よ

か
っ
た
こ
と
】 

１
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

が
丁
寧

て
い
ね
い

に
分
か
り
や
す
く

 わ

説
明

せ
つ
め
い

し
て
く
れ
た
。

 

２
 
希
望

き
ぼ
う

ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

が
で
き
た

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
計
画

け
い
か
く

内
容

な
い
よ
う

に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る

 

４
 

再
ふ
た
た

び
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

に
は
サ
ー
ビ
ス

さ
ー

び
す

等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
た
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

に
沿そ

っ
た

形
か
た
ち

で
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
支
援

し
え
ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
た

 

６
 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
内
容

な
い
よ
う

が
具
体
的

ぐ
た
い
て
き

で
分わ

か
り
や
す
か
っ
た

 

７
 
課
題

か
だ
い

解
決

か
い
け
つ

に
向む

け
て
自
分

じ
ぶ
ん

が
取と

り
組く

む
べ
き
こ
と
が
明
確

め
い
か
く

に
な
っ
た

 

【
悪わ
る

か
っ
た
こ
と
】 

８
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

が
丁
寧

て
い
ね
い

に
分
か
り
や
す
く

 わ

説
明

せ
つ
め
い

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

 

９
 
希
望

き
ぼ
う

ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

が
で
き
な
か
っ
た

 

1
0

 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
計
画

け
い
か
く

内
容

な
い
よ
う

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 

1
1

 
再

ふ
た
た

び
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

で
も
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

は
作
成

さ
く
せ
い

し
た
く
な
い

 

1
2

 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

に
沿そ

っ
た

形
か
た
ち

で
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
支
援

し
え
ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

 

1
3

 
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
内
容

な
い
よ
う

が
分わ

か
り
に
く
か
っ
た

 

1
4

 
課
題

か
だ
い

解
決

か
い
け
つ

に
向む

け
て
自
分

じ
ぶ
ん

が
取と

り
組く

む
べ
き
こ
と
が
明
確

め
い
か
く

に
な
ら
な
か
っ
た

 

1
5

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
6

 
特と
く

に
な
い

 

20
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４

 
 

（
９
）
難
病

な
ん
び
ょ
う

患
者

か
ん
じ
ゃ

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
支
援

し
え
ん

 

１
．

難
病

な
ん
び
ょ
う

リ
ハ
ビ
リ

教
室

き
ょ
う
し
つ

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

（
1
0
）
そ
の
他た

 

１
．
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
歯
科

し
か

診
療

し
ん
り
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
在
宅

ざ
い
た
く

療
養

者
り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

歯
科

し
か

訪
問

ほ
う
も
ん

健け
ん

診し
ん

 

・
予
防

よ
ぼ
う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

利
用

り
よ

う

助
成

じ
ょ
せ
い

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

（
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

（
地
域

ち
い

き

福
祉

ふ
く

し

権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
9
 



 

- 361 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
2
で
「２

 セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

し
て
い
る
」に
○
を
つ
け
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

24
 
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
と
し
た
理
由

り
ゆ

う

は
な
ん
で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

に
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
作
成

さ
く
せ
い

を
依
頼

い
ら
い

す
る
こ
と
が
手
間

て
ま

だ
っ
た
た
め

 

２
 
身
近

み
ぢ
か

に
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
見み

つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め

 

３
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
を
早は
や

く
利
用

り
よ
う

し
た
か
っ
た
た
め

 

４
 
家
族

か
ぞ
く

等と
う

の
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

を
得え

て
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と
が
可
能

か
の
う

だ
っ
た
た
め

 

５
 
自
分

じ
ぶ
ん

で
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と
が
可
能

か
の
う

だ
っ
た
た
め

 

６
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
 

4
0
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

25
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
と
併
用

へ
い
よ
う

し
て
い
る
介
護

か
い

ご

保
険

ほ
け

ん

サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

 
４

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２
 
通
所

つ
う
し
ょ

介
護

か
い
ご

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

 
５

 
介
護

か
い
ご

保
険

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ
う

し
て
い
な
い

 

３
 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 
 

 

21
 

 
 
５

 
日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

や
外
出

が
い
し
ゅ
つ

に
つ
い
て

 
 

問と
い

26
 
あ
な
た
は
、

平
日

へ
い
じ
つ

の
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

、
主お
も

に
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
（
職
場

し
ょ
く
ば

に
障

害
し
ょ
う
が
い

を
開
示

か
い
じ

し
て
）
正
社
員

せ
い
し
ゃ
い
ん

・
正

職
員

せ
い
し
ょ
く
い
ん

と
し
て

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

２
 
（
職
場

し
ょ
く
ば

に
障

害
し
ょ
う
が
い

を
開
示

か
い
じ

せ
ず
）
正
社
員

せ
い
し
ゃ
い
ん

・
正

職
員

せ
い
し
ょ
く
い
ん

と
し
て

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

３
 
（
職
場

し
ょ
く
ば

に
障

害
し
ょ
う
が
い

を
開
示

か
い
じ

し
て
）
契
約

け
い
や
く

社
員

し
ゃ
い
ん

と
し
て

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

４
 
（
職
場

し
ょ
く
ば

に
障

害
し
ょ
う
が
い

を
開
示

か
い
じ

せ
ず
）
契
約

け
い
や
く

社
員

し
ゃ
い
ん

と
し
て

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

５
 
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

６
 
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

・
家
業

か
ぎ
ょ
う

の
手
伝

て
つ
だ

い
な
ど
で

働
は
た
ら

い
て
い
る

 

７
 
福
祉

ふ
く
し

施
設

し
せ
つ

・
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

等と
う

に
通か
よ

っ
て
い
る

 
→
問と
い

2
6
－

1
、
問と
い

2
6
－

5
へ

 

８
 
大
学

だ
い
が
く

・
専
門

せ
ん
も
ん

学
校

が
っ
こ
う

な
ど
に
通か
よ

っ
て
い
る

 

９
 

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練
校

く
ん
れ
ん
こ
う

（
職

業
し
ょ
く
ぎ
ょ
う

能
力

の
う
り
ょ
く

開
発

か
い
は
つ

セ
ン
タ
ー
等と
う

）
に
通か
よ

っ
て
い
る

 

1
0

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等と
う

に
通か
よ

っ
て

求
職

き
ゅ
う
し
ょ
く

活
動

か
つ
ど
う

を
し
て
い
る

 

1
1

 
自
宅

じ
た
く

で
家
事

か
じ

を
し
て
い
る

 

1
2

 
育
児

い
く
じ

を
し
て
い
る

 

1
3

 
休

職
中

き
ゅ
う
し
ょ
く
ち
ゅ
う

 

1
4

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
5

 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い

 
→

1
5
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

2
6
－

6
へ

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「１
～
７
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

26
-1
 
給
与

き
ゅ
う
よ

・
工
賃

こ
う
ち
ん

の
月
額

げ
つ
が
く

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
１
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
５

 
1

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

5
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

２
 
１
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
３
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
６

 
1

5
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
2

0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

３
 
３
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
５
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
７

 
2

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 
５
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
 

 

問と
い

2
6
－

1
～

 

問と
い

2
6
－

4
へ

 

22
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「１
～
６
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

26
-2

 
仕
事

し
ご

と

の
内
容

な
い
よ
う

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
事
務

じ
む

の
仕
事

し
ご
と

 
８

 
調
理

ち
ょ
う
り

、
食

品
し
ょ
く
ひ
ん

、
厨

房
内

ち
ゅ
う
ぼ
う
な
い

の
仕
事

し
ご
と

 

２
 
販
売

は
ん
ば
い

・
接

客
せ
っ
き
ゃ
く

の
仕
事

し
ご
と

 
９

 
店
舗

て
ん
ぽ

、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
仕
事

し
ご
と

 

３
 
役
所

や
く
し
ょ

や
官

公
庁

か
ん
こ
う
ち
ょ
う

の
仕
事

し
ご
と

 
1

0
 
農
産
物

の
う
さ
ん
ぶ
つ

等と
う

の
栽
培

さ
い
ば
い

の
仕
事

し
ご
と

 

４
 
医
療

い
り
ょ
う

・
福
祉

ふ
く
し

の
仕
事

し
ご
と

 
1

1
 
自
宅

じ
た
く

で
の
仕
事

し
ご
と

（
テ
レ
ワ
ー
ク
）

 

５
 

教
育

き
ょ
う
い
く

関
係

か
ん
け
い

の
仕
事

し
ご
と

 
1

2
 
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

 

６
 
倉
庫

そ
う
こ

等と
う

の
商

品
し
ょ
う
ひ
ん

管
理

か
ん
り

や
発
送

は
っ
そ
う

の
仕
事

し
ご
と

 
1

3
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

７
 
清
掃

せ
い
そ
う

の
仕
事

し
ご
と

 
1

4
 
わ
か
ら
な
い

 

 

 

問と
い

26
-3

 
週し
ゅ
う

当あ

た
り
の
勤
務

き
ん

む

時
間

じ
か

ん

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 

週
し
ゅ
う

に
4

0
時
間

じ
か
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 
３

 
週

し
ゅ
う

に
2

0
時
間

じ
か
ん

未
満

み
ま
ん

 

２
 

週
し
ゅ
う

に
2

0
時
間

じ
か
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
4

0
時
間

じ
か
ん

未
満

み
ま
ん

 
４

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 

問と
い

26
-4

 
仕
事

し
ご

と

を
す
る

上う
え

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）

 

 １
 
賃
金

ち
ん
ぎ
ん

や
待
遇
面

た
い
ぐ
う
め
ん

で
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
９

 
ト
イ
レ
な
ど
職
場

し
ょ
く
ば

の
設
備

せ
つ
び

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

 

２
 
仕
事
中

し
ご
と
ち
ゅ
う

の
体

調
た
い
ち
ょ
う

の
変
化

へ
ん
か

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

0
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
目め

が
気き

に
な
る

 

３
 
調
子

ち
ょ
う
し

が
悪わ
る

い
と
き
に
休や
す

み
が
取と

り
に
く
い

 
1

1
 
自
分

じ
ぶ

ん

の
考か
ん
が

え
や
思お
も

っ
た
こ
と
を
伝つ
た

え
ら
れ
な
い

 

４
 
労
働

ろ
う
ど
う

時
間

じ
か
ん

や
日
数

に
っ
す
う

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
1

2
 
能

力
の
う
り
ょ
く

に
応お
う

じ
た
評
価

ひ
ょ
う
か

、
昇

進
し
ょ
う
し
ん

の
仕
組

し
く

み
が
な
い

 

５
 
通
勤

つ
う
き
ん

が
大
変

た
い
へ
ん

で
あ
る

 
1

3
 
仕
事

し
ご
と

の
内
容

な
い
よ
う

が
合あ

っ
て
い
な
い

 

６
 
職
場

し
ょ
く
ば

の
人
間

に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

が
う
ま
く
い
か
な
い

 
1

4
 
在
宅

ざ
い
た
く

勤
務

き
ん
む

や
オ
ン
ラ
イ
ン
化か

へ
の
対
応

た
い
お
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

７
 
職
場

し
ょ
く
ば

に
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
人ひ
と

や
援
助
者

え
ん
じ
ょ
し
ゃ

が
い
な
い

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

８
 
職
場

し
ょ
く
ば

の
障

害
し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

が
不
足

ふ
そ
く

し
て
い
る

 
1

6
 
特と
く

に
な
い

 

23
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「７

 
福
祉

ふ
く
し

施
設

し
せ
つ

・サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

等と
う

に
通か
よ

っ
て
い
る
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
 

お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

26
-5

 
福
祉

ふ
く

し

施
設

し
せ

つ

に
通
所

つ
う
し
ょ

す
る

上う
え

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
な
い
よ
う

が
自
分

じ
ぶ
ん

に
合あ

っ
て
い
な
い

 
７

 
ト
イ
レ
な
ど
施
設

し
せ
つ

の
整
備

せ
い
び

が
不

十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

 

２
 
作

業
さ
ぎ
ょ
う

時
間

じ
か
ん

や
日

数
に
っ
す
う

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
８

 
相

談
そ
う
だ
ん

で
き
る
人ひ
と

や
援

助
者

え
ん
じ
ょ
し
ゃ

が
い
な
い

 

３
 
工

賃
こ
う
ち
ん

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
９

 
作

業
中

さ
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

の
体

調
た
い
ち
ょ
う

の
変
化

へ
ん
か

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 

４
 
訓
練

く
ん
れ
ん

や
作
業

さ
ぎ
ょ
う

を
す
る
上う
え

で
の
配
慮

は
い
り
ょ

が
不
足

ふ
そ
く

し
て
い
る

 
1

0
 
自
分

じ
ぶ
ん

の
考
か
ん
が

え
や
思お
も

っ
た
こ
と
が
伝つ
た

え
ら
れ
な
い

 

５
 
他た

の
利
用
者

り
よ
う
し
ゃ

と
の
人

間
に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

が
う
ま
く
い
か
な
い

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

６
 
通か
よ

う
の
が
大

変
た
い
へ
ん

で
あ
る

 
1

2
 
特と
く

に
な
い

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「1

5
 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

26
-6
 
あ
な
た
が

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

や
通

所
つ
う
し
ょ

な
ど
を
し
て
い
な
い
理
由

り
ゆ

う

は
何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
程
度

て
い
ど

や
症

状
し
ょ
う
じ
ょ
う

の
た
め

 
1

0
 

働
は
た
ら

く
必
要

ひ
つ
よ
う

が
な
い
た
め

 

２
 
高
齢

こ
う
れ
い

の
た
め

 
1

1
 

働
は
た
ら

け
る
場
所

ば
し
ょ

が
あ
る
か
分わ

か
ら
な
い

 

３
 
職
場

し
ょ
く
ば

の
人
間

に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る
た
め

 
1

2
 
居
宅

き
ょ
た
く

で
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ

う

し
て
い
る
た
め

 

４
 
職
場

し
ょ
く
ば

の
障

害
し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る
た
め

 
1

3
 
利
用

り
よ
う

し
た
い
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
た
め

 

５
 
職
場

し
ょ
く
ば

や
活
動

か
つ
ど
う

の
場ば

に
通か
よ

う
の
が
困
難

こ
ん
な
ん

な
た
め

 
1

4
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ

う

す
る
必
要

ひ
つ
よ
う

が
な
い
た
め

 

６
 
周
囲

し
ゅ
う
い

か
ら
止と

め
ら
れ
て
い
る
た
め

 
1

5
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知し

ら
な
い

 

７
 
自
分

じ
ぶ
ん

に
合あ

っ
た
仕
事

し
ご
と

が
な
い
た
め

 
1

6
 
今い
ま

の
生
活

せ
い
か
つ

に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る
た
め

 

８
 
自
分

じ
ぶ
ん

に
合あ

っ
た
活
動

か
つ
ど
う

の
場ば

が
な
い
た
め

 
1

7
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

９
 

働
は
た
ら

く
自
信

じ
し
ん

が
な
い
た
め

 
1

8
 
特と
く

に
理
由

り
ゆ
う

は
な
い

 

 

24
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こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

27
 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

が
一

般
い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

す
る
た
め
希
望

き
ぼ

う

す
る
支
援

し
え

ん

は
何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
に
○
）

 

 １
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
向む

け
て
の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 
８

 
自
分

じ
ぶ
ん

に
合あ

っ
た
仕
事

し
ご
と

を
見み

つ
け
る
支
援

し
え
ん

 

２
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

に
向む

け
て
の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 
９

 
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
学ま
な

ぶ
機
会

き
か
い

 

３
 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

が
働

は
た
ら

く
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

の
見
学

け
ん
が
く

 
1

0
 
履
歴
書

り
れ
き
し
ょ

の
作
成

さ
く
せ
い

や
面
接

め
ん
せ
つ

へ
の
同
行

ど
う
こ
う

支
援

し
え
ん

 

４
 
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

で
の
体
験

た
い
け
ん

実
習

じ
っ
し
ゅ
う

 
1

1
 
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

で
の
短
時
間

た
ん
じ
か
ん

（
１
日に
ち

２
時
間

じ
か
ん

程
度

て
い
ど

）
 

５
 
自
立

じ
り
つ

や
社
会

し
ゃ
か
い

参
加

さ
ん
か

を
目
的

も
く
て
き

と
し
た

 
雇
用

こ
よ
う

の
推
進

す
い
し
ん

 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

の
場ば

 
1

2
 
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

に
お
け
る

障
害

し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

の
推
進

す
い
し
ん

 

６
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

意
欲

い
よ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
1

3
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

７
 

求
職

き
ゅ
う
し
ょ
く

活
動

か
つ
ど
う

の
支
援

し
え
ん

 
1

4
 
特と
く

に
な
い

 

 

問と
い

28
 
あ
な
た
は
、

休
日

き
ゅ
う
じ
つ

や
余
裕

よ
ゆ

う

の
あ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
趣
味

し
ゅ
み

や
学

習
が
く
し
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

、
習な
ら

い
事ご
と

 
６

 
買か

い
物も
の

 
1

1
 
地
域

ち
い
き

の
行
事

ぎ
ょ
う
じ

へ
の
参
加

さ
ん
か

や
 

２
 
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

う
ん
ど
う

 
７

 
飲

食
店

い
ん
し
ょ
く
て
ん

に
行い

く
 

交
流

こ
う
り
ゅ
う

 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

か
つ
ど
う

 
８

 
読
書

ど
く
し
ょ

 
1

2
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
散
歩

さ
ん
ぽ

 

４
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

と
会あ

う
 

９
 
旅
行

り
ょ
こ
う

 
1

3
 
そ
の
他た

 

５
 
音
楽

お
ん
が
く

、
演
劇

え
ん
げ
き

、
映
画

え
い
が

、
 

1
0

 
家い
え

で
く
つ
ろ
ぐ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

鑑
賞

か
ん
し
ょ
う

 
 

1
4

 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い

 

 問と
い

29
 
あ
な
た
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

ひ
ん

ど

で
外

出
が
い
し
ゅ
つ

し
て
い
ま
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
ほ
ぼ
毎
日

ま
い
に
ち

 
３

 
週

し
ゅ
う

に
１
～
２
回か
い

 
５

 
あ
ま
り

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
な
い

 

２
 

週
し
ゅ
う

に
３
～
４
回か
い

 
４

 
月つ
き

に
１
～
３
回か
い

 
 

 

25
 

問と
い

30
 
あ
な
た
は
、

外
出

が
い
し
ゅ
つ

に
関か
ん

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

困こ
ま

っ
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
歩
道

ほ
ど
う

の
段
差

だ
ん
さ

や
傾
斜

け
い
し
ゃ

 
９

 
自
動
車

じ
ど
う
し
ゃ

・
自
転
車

じ
て
ん
し
ゃ

に
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

２
 
建
物

た
て
も
の

の
段
差

だ
ん
さ

や
階
段

か
い
だ
ん

 
1

0
 
ス
マ
ホ
の
な
が
ら
歩あ
る

き
に
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

３
 
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用

り
よ
う

 
1

1
 
駅え
き

の
ホ
ー
ム
で
線
路

せ
ん
ろ

へ
の
転
落

て
ん
ら
く

の
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

４
 
駅え
き

構
内

こ
う
な
い

の
移
動

い
ど
う

や
乗の

り
換か

え
 

1
2

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

す
る
の
に
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

で
あ
る

 

５
 
券
売
機

け
ん
ば
い
き

の
利
用

り
よ
う

 
1

3
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
た
く
て
も
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
い
な
い

 

６
 
ト
イ
レ
の
利
用

り
よ
う

 
1

4
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
人ひ
と

の
理
解

り
か
い

や
配
慮

は
い
り
ょ

が
な
い

 

７
 
歩
道

ほ
ど
う

が
せ
ま
い
・
障

害
物

し
ょ
う
が
い
ぶ
つ

が
あ
る

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
疲つ
か

れ
た
と
き
の

休
憩

き
ゅ
う
け
い

場
所

ば
し
ょ

 
1

6
 
特と
く

に
な
い

 

  
 
６

 
住
ま
い

 
す

に
つ
い
て

 
 

問と
い

31
 
あ
な
た
は
、
住す

ま
い
に

関か
ん

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

困こ
ま

っ
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
建
物

た
て
も
の

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
問
題

も
ん
だ
い

 
６

 
周ま
わ

り
に
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
人ひ
と

が
い
な
い

 

２
 
建
物

た
て
も
の

の
老
朽
化

ろ
う
き
ゅ
う
か

 
７

 
入

居
に
ゅ
う
き
ょ

を
断

こ
と
わ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

 

３
 
家
賃

や
ち
ん

な
ど
住
宅
費

じ
ゅ
う
た
く
ひ

の
負
担

ふ
た
ん

 
８

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

４
 
近
隣

き
ん
り
ん

住
民

じ
ゅ
う
み
ん

と
の
人
間

に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

 
９

 
特と
く

に
な
い

 

５
 
転
居

て
ん
き
ょ

し
た
い
が
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
と

難
む
ず
か

し
い

 
 

 問と
い

32
 
あ
な
た
は
、
住す

ま
い
に

関か
ん

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

し
え

ん

を
必

要
ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

改
造

か
い
ぞ
う

費
用

ひ
よ
う

の
貸
付

か
し
つ
け

・
助
成

じ
ょ
せ
い

 
５

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備

せ
い
び

 

２
 
家
具

か
ぐ

転
倒

て
ん
と
う

防
止

ぼ
う
し

や
耐
震
化

た
い
し
ん
か

な
ど
災
害

さ
い
が
い

対
策

た
い
さ
く

 
６

 
住

居
じ
ゅ
う
き
ょ

探さ
が

し
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

た
い
せ
い

の
整
備

せ
い
び

 

３
 
公
営

こ
う
え
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

へ
の
優
先

ゆ
う
せ
ん

入
居

に
ゅ
う
き
ょ

の
拡

充
か
く
じ
ゅ
う

 
７

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
民
間

み
ん
か
ん

賃
貸

ち
ん
た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

の
入

居
に
ゅ
う
き
ょ

支
援

し
え
ん

 
８

 
特と
く

に
な
い

 

26
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７

 
権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

・差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

33
 

成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

と
い
う
言
葉

こ
と

ば

に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（
○
は
ひ
と
つ
） 

 

１
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

 

２
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

だ
け
は
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

 

３
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
に
つ
い
て
内
容

な
い
よ
う

も
言
葉

こ
と
ば

も
知し

ら
な
い

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

3
3
で
「１

 
「成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

33
-1

 
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

に
つ
い
て
知し

っ
て
い
る
こ
と
を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
方か
た

の
権
利

け
ん
り

や
財
産

ざ
い
さ
ん

を
守ま
も

る
制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

２
 
「
法
定

ほ
う
て
い

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
な
っ
て
か
ら
利
用
す
る
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

３
 
「
任
意

に
ん
い

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、

将
来

し
ょ
う
ら
い

の
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

の
低
下

て
い
か

に
備そ
な

え
、
元
気

げ
ん
き

な
時と
き

に
あ
ら
か
じ
め

 

後
見
人

こ
う
け
ん
に
ん

と
な
る
べ
き
人ひ
と

を
決き

め
て
お
く
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

４
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

34
 
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い

き

福
祉

ふ
く

し

権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)と
い
う
言
葉

こ
と

ば

に
つ
い
て

聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）
 

 

１
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と

 

が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

 

２
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

だ
け
は
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

 

３
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
に
つ
い
て
内
容

な
い
よ
う

も
言
葉

こ
と
ば

も
知し

ら
な
い

 

27
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

3
4
で
「１

 
「福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(
地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)
」と
い
う

言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

34
-1

 
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い

き

福
祉

ふ
く

し

権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)に
つ
い
て
知し

っ
て
い

る
こ
と
を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
方か
た

 

の
契
約

け
い
や
く

に
基も
と

づ
く
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

等と
う

の
こ
と
で
あ
る

 

２
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
の
内
容
と
し
て
、
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ

ス
 

の
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

」
、
「
日

常
的

に
ち
じ
ょ
う
て
き

金
銭

き
ん
せ
ん

管
理

か
ん
り

サ
ー
ビ
ス
」
、
「

重
じ
ゅ
う

要よ
う

書し
ょ

類る
い

等と
う

預あ
ず

か
り
サ
ー
ビ
ス
」
が

あ
る

 

３
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
は
、
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

と
契
約

け
い
や
く

を
 

結む
す

ぶ
こ
と
で
受う

け
ら
れ
る
支
援

し
え
ん

で
あ
る

 

４
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
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あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

で
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

へ
の
差
別

さ
べ

つ

や
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ
※

2
の
不

提
供

ふ
て
い
き
ょ
う

を
感か
ん

じ
る
場
面

ば
め

ん

を
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
家い
え

 
７

 
区く

役
所

や
く
し
ょ

な
ど
の

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

 

２
 
職
場

し
ょ
く
ば

 
８

 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

３
 
福
祉

ふ
く
し

施
設

し
せ
つ

・
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 
９

 
交
通

こ
う
つ
う

機
関

き
か
ん

 

４
 
お
店み
せ

な
ど
の
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

 
1

0
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

、
学
校

が
っ
こ
う

 

５
 
住す

ん
で
い
る
地ち

域い
き

や
住

じ
ゅ
う

民み
ん

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

６
 

公
共

こ
う
き
ょ
う

施
設

し
せ
つ

 
1

2
 
特と
く

に
感か
ん

じ
た
こ
と
は
な
い
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あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

(
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

、
民
間
事

み
ん

か
ん

じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

、
住

民
じ
ゅ
う
み
ん

等と
う

)に
求も
と

め
る
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ

 

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。（

ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。）

 

       

※
2
 合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

 

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

か
ら
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
る
旨む
ね

の
意
思

い
し

の
表
明

ひ
ょ
う
め
い

が
あ
っ
た
場
合

ば
あ
い

に
、
そ
の
実
施

じ
っ
し

に
伴と
も
な

う
負
担

ふ
た
ん

が
過
重

か
じ
ゅ
う

で
な
い
と
き
は
、
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

（
バ
リ
ア
）

を
除
去

じ
ょ
き
ょ

す
る
た
め
の
必
要

ひ
つ
よ
う

か
つ
合
理
的

ご
う
り
て
き

な
取
組

と
り
く
み

を
行
わ

お
こ
な

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

が
、
令
和

れ
い
わ

３
年ね
ん

５
月が
つ

に
改
正

か
い
せ
い

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
努
力

ど
り
ょ
く

義
務

ぎ
む

だ
っ
た
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

の
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

が
法
的

ほ
う
て
き

義
務

ぎ
む

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
法

か
い
せ
い
ほ
う

は
、
公
布

こ
う
ふ

の
日ひ

か
ら
起
算

き
さ
ん

し
て
３
年ね
ん

を
超こ

え
な
い

範
囲
内

は
ん
い
な
い

に
お
い
て
政
令

せ
い
れ
い

で
定さ
だ

め
る
日ひ

か
ら
施
行

し
こ
う

さ
れ
ま
す
。
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※
3
 障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

 

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

は
、
す
べ
て
の
国
民

こ
く
み
ん

が
、
障
害

し
ょ
う
が
い

の
有
無

う
む

に
よ
っ
て
分わ

け
隔へ
だ

て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互

そ
う
ご

に
人
格

じ
ん
か
く

と
個
性

こ
せ
い

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

し
合あ

い
な
が
ら
共
生

き
ょ
う
せ
い

す
る
社
会

し
ゃ
か
い

の
実
現

じ
つ
げ
ん

に
向む

け
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
す
る
差
別

さ
べ
つ

の
解
消

か
い
し
ょ
う

を
社
会

し
ゃ
か
い

に
お
い
て
推
進

す
い
し
ん

す
る
こ
と
を
目
的

も
く
て
き

に
制
定

せ
い
て
い

さ
れ
ま
し
た
。
 

○
不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
の
禁
止

き
ん
し

 

不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
と
は
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
し
て
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

て
い
き
ょ
う

を

拒
否

き
ょ
ひ

し
た
り
、
制
限

せ
い
げ
ん

し
た
り
、
条
件

じ
ょ
う
け
ん

を
付つ

け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

こ
う
い

を
い
い
、
行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は

民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
権
利

け
ん
り

利
益

り
え
き

を
侵
害

し
ん
が
い

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
差
別

さ
べ

つ

解
消

か
い
し
ょ
う

を
進す
す

め
て
い
く
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ

お
も

ま
す

か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

に
関か
ん

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

・
紛
争

ふ
ん
そ
う

解
決

か
い
け
つ

の
体
制

た
い
せ
い

整
備

せ
い
び

 

２
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
向む

け
た
取
組

と
り
く
み

に
関か
か

わ
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

・
発
信

は
っ
し
ん

 

３
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う
※

3
に
係か
か

る
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修

け
ん
し
ゅ
う

等と
う

の
開
催

か
い
さ
い

 

４
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う

の
趣
旨

し
ゅ
し

や
障

害
し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

に
関か
ん

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等と
う

の
発
行

は
っ
こ
う

 

５
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

作
品
展

さ
く
ひ
ん
て
ん

や
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

と
交

流
こ
う
り
ゅ
う

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

か
い
さ
い

 

６
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か
い

を
増ふ

や
す
こ
と

 

７
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
と
も
に
学ま
な

び
、
と
も
に
暮く

ら
す
こ
と

 

８
 
学
校

が
っ
こ
う

や
生

涯
し
ょ
う
が
い

学
習

が
く
し
ゅ
う

で
の

障
害

し
ょ
う
が
い

に
関か
ん

す
る

教
育

き
ょ
う
い
く

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

 

９
 

障
害

し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
の
講
演
会

こ
う
え
ん
か
い

や
疑
似

ぎ
じ

体
験
会

た
い
け
ん
か
い

の
開
催

か
い
さ
い

 

1
0

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

の
促
進

そ
く
し
ん

 

1
1

 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

1
2

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
3

 
特と
く

に
な
い
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社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

に
向
け
て

 む

、
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

を
進
め
て

す
す

い
く
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と

は
な
ん
だ
と
思
わ
れ

お
も

ま
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

に
関か
ん

す
る
講
演

こ
う
え
ん

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

か
い
さ
い

 

２
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

事
例

じ
れ
い

の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

３
 
筆
談

ひ
つ
だ
ん

、
読よ

み
上あ

げ
、
手
話

し
ゅ
わ

な
ど

障
害

し
ょ
う
が
い

の
特
性

と
く
せ
い

に
応お
う

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応

た
い
お
う

 

４
 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

保
障

ほ
し
ょ
う

の
た
め
の
機
器

き
き

の
導

入
ど
う
に
ゅ
う

 

５
 

障
害

し
ょ
う
が
い

当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

等と
う

を
講
師

こ
う
し

と
し
た

研
修

け
ん
し
ゅ
う

・
講
演

こ
う
え
ん

 

６
 
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
て
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提

供
て
い
き
ょ
う

を
支
援

し
え
ん

す
る
助
成

じ
ょ
せ
い

 

７
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
特と
く

に
な
い

 

  
 
８

 
感
染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い
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新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

が
発

生
は
っ
せ
い

し
感

染
か
ん
せ
ん

拡
大

か
く
だ
い

し
た
と
き

に
困こ
ま

っ
た
こ
と
や

不
安

ふ
あ

ん

に
思
っ
た
こ
と
は

何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

の
機
会

き
か
い

が
減へ

っ
た

 

２
 
身
体
的

し
ん
た
い
て
き

距
離

き
ょ
り

を
確
保

か
く
ほ

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

３
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

へ
の
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
た

 

４
 
手
洗

て
あ
ら

い
や
う
が
い
等と
う

の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

対
策

た
い
さ
く

を
と
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

５
 
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

発
生

は
っ
せ
い

に
よ
る
閉
鎖

へ
い
さ

の
た
め
、

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

の
活
動

か
つ
ど
う

場
所

ば
し
ょ

が
 

な
い
こ
と
が
あ
っ
た

 

６
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
か
か
っ
た
り
、
濃
厚

の
う
こ
う

接
触

者
せ
っ
し
ょ
く
し
ゃ

に
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

の
自
宅

じ
た
く

待
機

た
い
き

が
難

む
ず
か

し
い

 

７
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

８
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い

 

９
 
オ
ン
ラ
イ
ン
化か

へ
の
対
応

た
い
お
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

1
0

 
ワ
ク
チ
ン
接
種

せ
っ
し
ゅ

の
予
約

よ
や
く

等と
う

の
手
続

て
つ
づ
き

が
難

む
ず
か

し
い

 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
2

 
特と
く

に
な
い
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※
4
 避
難

ひ
な
ん

行
動

こ
う
ど
う

要
支
援
者

よ
う
し
え
ん
し
ゃ

名
簿

め
い
ぼ

 

 
災
害

さ
い
が
い

時じ

に
自
力

じ
り
き

で
避
難

ひ
な
ん

す
る
こ
と
が
困
難

こ
ん
な
ん

な
方か
た

（災
害

さ
い
が
い

時じ

要
配
慮

よ
う
は
い
り
ょ

者し
ゃ

）
を
発
災

は
っ
さ
い

時じ

に
地
域

ち
い
き

全
体

ぜ
ん
た
い

で
支
援

し
え
ん

す
る
た
め
、
一
定

い
っ
て
い

の
条
件

じ
ょ
う
け
ん

の
も
と
、
区  
く

が
指
定

 し
て
い

又ま
た

は
本
人

ほ
ん
に
ん

等と
う

の
申
請

し
ん
せ
い

に
基
づ
き

も
と

区く

が
整
備

せ
い
び

す
る
名
簿

め
い
ぼ

で
す
。
 

 
 
９

 
災
害

さ
い
が
い

対
策

た
い
さ
く

に
つ
い
て

 
 

問と
い

40
 
あ
な
た
が
、
地
震

じ
し

ん

な
ど
の

災
害

さ
い
が
い

が
発

生
は
っ
せ
い

し
た
と
き
に

困こ
ま

る
こ
と
や
不
安

ふ
あ

ん

な
こ
と
は

何な
ん

で

す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
災

害
さ
い
が
い

の
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

を
知し

る
方

法
ほ
う
ほ
う

が
わ
か
ら
な
い

 
７

 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

で
必

要
ひ
つ
よ
う

な
支
援

し
え
ん

が
受う

け
ら
れ
る
か
不
安

ふ
あ
ん

 

２
 
助た
す

け
を
求も
と

め
る
方

法
ほ
う
ほ
う

が
わ
か
ら
な
い

 
８

 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

で
他ほ
か

の
人ひ
と

と
一
緒

い
っ
し
ょ

に
過す

ご
す
の
が

難む
ず
か

し
い

 

３
 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

の
場
所

ば
し
ょ

が
わ
か
ら
な
い

 
９

 
薬く
す
り

や
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
を
確
保

か
く

ほ

で
き
る
か
ど
う
か
不
安

ふ
あ

ん

 

４
 
近ち
か

く
に
助た
す

け
て
く
れ
る
人ひ
と

が
い
な
い

 
1

0
 
医

療
い
り
ょ
う

機
器

き
き

の
電

源
で
ん
げ
ん

確
保

か
く
ほ

が
心

配
し
ん
ぱ
い

 

５
 
一
人

ひ
と
り

で
は
避
難

ひ
な
ん

で
き
な
い

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

の
設
備

せ
つ

び

が
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対
応

た
い
お
う

し
て
い
る
か
不
安

ふ
あ

ん

 
1

2
 
特と
く

に
な
い

 

 

問と
い

41
 
あ
な
た
は
、

災
害

さ
い
が
い

に
対た
い

し
て
ど
の
よ
う
な

備そ
な

え
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
日
頃

ひ
ご
ろ

か
ら
家
族

か
ぞ
く

で
災
害

さ
い
が
い

時じ

の
対
応

た
い
お
う

を
話は
な

し
合あ

っ
て
い
る

 

２
 
非
常
時

ひ
じ
ょ
う
じ

持も

ち
出だ

し
品ひ
ん

の
用
意

よ
う
い

、
非

常
食

ひ
じ
ょ
う
し
ょ
く

等と
う

の
備
蓄

び
ち
く

（
３
日か

～
1
週

間
分

し
ゅ
う
か
ん
ぶ
ん

）
を
し
て
い
る

 

３
 
疾
病

し
っ
ぺ
い

等と
う

で
必
要

ひ
つ
よ
う

な
薬

く
す
り

や
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

の
連
絡
先

れ
ん
ら
く
さ
き

な
ど
を
備そ
な

え
て
い
る

 

４
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
人ひ
と

や
知
人

ち
じ
ん

等と
う

に
、
災
害

さ
い
が
い

が
発
生

は
っ
せ
い

し
た
と
き
の
助た
す

け
を
お
願ね
が

い
し
て
い
る

 

５
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

の
「
避
難

ひ
な

ん

行
動

こ
う
ど
う

要
支
援
者

よ
う
し
え
ん
し
ゃ

名
簿

め
い

ぼ

」
※

4
に
登
録

と
う
ろ
く

し
て
い
る

 

６
 
家
具

か
ぐ

に
転
倒

て
ん
と
う

防
止

ぼ
う

し

器
具

き
ぐ

を
取
り
付
け
て

 と
  

  
 
つ

い
る

 

７
 
住
居

じ
ゅ
う
き
ょ

の
耐
震

た
い
し
ん

診
断

し
ん
だ
ん

を
受
け

 う

、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
補
強

ほ
き
ょ
う

を
行
っ
て

お
こ
な

い
る

 

８
 
区
民

く
み

ん

防
災

ぼ
う
さ
い

組
織

そ
し

き

（
町

会
ち
ょ
う
か
い

・
自
治
会

じ
ち

か
い

）
や
消
防
団

し
ょ
う
ぼ
う
だ
ん

等と
う

に
参
加

さ
ん

か

し
て
い
る

 

９
 
地
域

ち
い

き

の
防
災

ぼ
う
さ
い

訓
練

く
ん
れ
ん

や
勉
強
会

べ
ん
き
ょ
う
か
い

・
セ
ミ
ナ
ー
等と
う

に
参
加

さ
ん

か

し
て
い
る

 

1
0

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
1

 
特と
く

に
な
い
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資
料

し
り
ょ
う

【
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
等と
う

の
内
容

な
い
よ
う

（
問と
い

2
1
）
】 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
１
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（訪
問

ほ
う
も
ん

系け
い

）
 

１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
自
宅

じ
た
く

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い
ご

、
通
院

つ
う
い
ん

の
介
助

か
い
じ
ょ

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

 
重お
も

い
障

害
し
ょ
う
が
い

が
あ
り
、
常つ
ね

に
介
護

か
い
ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
人ひ
と

に
、
自
宅

じ
た
く

で
の
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い
ご

、
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
お
け
る
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

等と
う

を
総
合
的

そ
う
ご
う
て
き

に
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

 
視
覚

し
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

に
、
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
お
い
て
、
移
動

い
ど
う

の
援
護

え
ん
ご

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
行
動

こ
う
ど
う

援
護

え
ん
ご

 
知
的

ち
て
き

障
害

し
ょ
う
が
い

や
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り

で
行
動

こ
う
ど
う

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
対た
い

し
て
、

移
動
中

い
ど
う
ち
ゅ
う

の
介
護

か
い
ご

や
危
険

き
け
ん

を
避さ

け
る
た
め
の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

包
括

ほ
う
か
つ

支
援

し
え
ん

 
介
護

か
い
ご

の
必
要
性

ひ
つ
よ
う
せ
い

が
と
て
も
高た
か

い
人ひ
と

に
、
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

等と
う

の
複
数

ふ
く
す
う

の
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的

ほ
う
か
つ
て
き

に

行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
２
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（
日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

・
訓
練

く
ん
れ
ん

系け
い

・
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

系け
い

）
 

１
．
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

 
常つ
ね

に
介
護

か
い
ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
人ひ
と

に
、
昼
間

ひ
る
ま

、
排は
い

せ
つ
・
食
事

し
ょ
く
じ

等と
う

の
介
護

か
い
ご

、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

上
せ
い
か
つ
じ
ょ
う

の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
療

養
り
ょ
う
よ
う

介
護

か
い
ご

 
医
療

い
り
ょ
う

と
常
時

じ
ょ
う
じ

介
護

か
い
ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
人ひ
と

に
、
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

で
機
能

き
の
う

訓
練

く
ん
れ
ん

や
看
護

か
ん
ご

・
介
護

か
い
ご

を

行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
機
能

き
の
う

訓
練

く
ん
れ
ん

）
 
身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
対た
い

し
て
、
自
立

じ
り
つ

し
た
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

又ま
た

は
社
会

し
ゃ
か
い

生
活

せ
い
か
つ

が
で
き
る
よ
う
、

一
定

い
っ
て
い

期
間

き
か
ん

、
身
体

し
ん
た
い

機
能

き
の
う

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

）
 
知
的

ち
て
き

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

・
精
神

せ
い
し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
対た
い

し
て
、
自
立

じ
り
つ

し
た
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

又ま
た

は
社
会

し
ゃ
か
い

生
活

せ
い
か
つ

が
で
き
る
よ
う
、
生
活

せ
い
か
つ

能
力

の
う
り
ょ
く

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

 
一
般

い
っ
ぱ
ん

企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

へ
の
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

を
希
望

き
ぼ
う

す
る
人ひ
と

に
、
一
定

い
っ
て
い

期
間

き
か
ん

、
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
知
識

ち
し
き

及お
よ

び
能

力
の
う
り
ょ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

６
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

 

（
Ａ
型が
た

）
 

企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

で
の

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

が
難

む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
、

働
は
た
ら

く
場ば

を
提て
い

供
き
ょ
う

す
る
と
と
も
に
、
知
識

ち
し
き

及お
よ

び

能
力

の
う
り
ょ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

７
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

 

（
Ｂ
型が
た

）
 

企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

で
の
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

が
難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
、

働
は
た
ら

く
場ば

を
提て
い

供
き
ょ
う

す
る
と
と
も
に
、
知
識

ち
し

き

及お
よ

び

能
力

の
う
り
ょ
く

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

８
．
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

 
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

等と
う

を
利
用

り
よ
う

し
て
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

し
た
人ひ
と

に
、
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
伴

と
も
な

う
生

活
上

せ
い
か
つ
じ
ょ
う

の
課
題

か
だ
い

に
対
応

た
い
お
う

で
き
る
よ
う
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

９
．
自
立

じ
り
つ

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用

り
よ
う

し
て
い
た
人ひ
と

が
、
自
宅

じ
た
く

で
自
立

じ
り
つ

し
た
生
活

せ
い
か
つ

を
送お
く

る
上う
え

で
生
し
ょ
う

じ
た
問
題

も
ん
だ
い

に
つ
い
て
、
訪
問

ほ
う
も
ん

し
て
必
要

ひ
つ
よ
う

な
援
助

え
ん
じ
ょ

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

1
0
．
短
期

た
ん

き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

 

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 

自
宅

じ
た
く

で
介
護

か
い
ご

す
る
人ひ
と

が
病
気

び
ょ
う
き

の
場
合

ば
あ
い

や
休

養
き
ゅ
う
よ
う

等と
う

の
た
め
に
、
短
期
間

た
ん
き
か
ん

、
夜
間

や
か
ん

も
含ふ
く

め

施
設

し
せ
つ

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

、
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い

ご

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

 

34
 

令
和

れ
い

わ

４
年ね

ん

10
月が

つ

31
日に

ち

 (
月げ

つ

)ま
で
に
、
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
ご
回
答

か
い
と
う

い

た
だ
い
た
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

封
筒

ふ
う
と
う

に
切
手

き
っ

て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
個
人

こ
じ

ん

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

保
護

ほ
ご

の
観
点

か
ん
て
ん

か
ら
、
調

査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

や
封
筒

ふ
う
と
う

に
、
ご

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

お
名
前

な
ま

え

を

お
書か

き
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
願ね
が

い
し
ま
す
。
 

 
 
1
0
 
自
由

じ
ゆ
う

意
見

い
け
ん

 
 

問と
い

42
 
区く

の
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

福
祉

ふ
く

し

施
策

し
さ

く

に
関か
ん

し
て
、
ご
意
見

い
け

ん

・
ご

要
望

よ
う
ぼ
う

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

 

ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。

 

       ※
 お
書か

き
い
た
だ
い
た
ご
意
見

い
け
ん

・ご
要
望

よ
う
ぼ
う

に
、
個
別

こ
べ
つ

に
お
答こ
た

え
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
ま
す
が
、
計
画

け
い
か
く

策
定

さ
く
て
い

の
際さ
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

質
問

し
つ
も
ん

は
以
上

い
じ
ょ
う

で
終お

わ
り
で
す
。

 

こ
の
度た
び

は
調
査

ち
ょ
う
さ

に
ご
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

い
た
だ
き
、
誠ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次つ
ぎ

の
ペ
ー
ジ
以
降

い
こ
う

は
、
問と
い

2
1
に
関か
ん

す
る
資
料

し
り
ょ
う

と
な
り
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
３
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
（
居
住

き
ょ
じ
ゅ
う

系け
い

）
 

１
．
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

 

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 

夜
間

や
か
ん

や
休

日
き
ゅ
う
じ
つ

、
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

を
行

お
こ
な

う
住

居
じ
ゅ
う
き
ょ

で
、
相
談

そ
う
だ
ん

や
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

上
せ
い
か
つ
じ
ょ
う

の
援
助

え
ん
じ
ょ

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
施
設

し
せ
つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

 
施
設

し
せ
つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
て
い
る
人ひ
と

に
、
夜
間

や
か
ん

や
休

日
き
ゅ
う
じ
つ

に
、
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

、
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

等と
う

の
介
護

か
い
ご

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
４
）
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 

１
．
地
域

ち
い
き

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
地
域

ち
い
き

移
行

い
こ
う

 

支
援

し
え
ん

・
地
域

ち
い
き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

）
 

施
設

し
せ
つ

や
病

院
び
ょ
う
い
ん

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

・
入

院
に
ゅ
う
い
ん

し
て
い
る
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
対た
い

し
て
、
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

に
移
行

い
こ
う

す
る

た
め
の
支
援

し
え
ん

や
、
居
宅

き
ょ
た
く

で
単
身

た
ん
し
ん

生
活

せ
い
か
つ

す
る
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
相
談

そ
う
だ
ん

等と
う

に
対
応

た
い
お
う

し
ま
す
。

 

２
．
計
画

け
い
か
く

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
サ
ー
ビ
ス

 

利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

・
継
続

け
い
ぞ
く

サ
ー
ビ
ス

 

利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

）
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
等と
う

の
利
用

り
よ
う

を
希
望

き
ぼ
う

す
る
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
、
一い
っ

定て
い

期
間

き
か
ん

ご
と
に
計
画

け
い
か
く

の
検

証
け
ん
し
ょ
う

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
５
）
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
関か
ん

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

に
応お
う

じ
、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

及お
よ

び

助
言

じ
ょ
げ
ん

そ
の
他た

各
種

か
く
し
ゅ

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
移
動

い
ど
う

に
関か
ん

す
る
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
対た
い

し
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

に
よ
る
移
動

い
ど
う

の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ
う
ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
用
具

よ
う
ぐ

や
住

宅
じ
ゅ
う
た
く

改
修

か
い
し
ゅ
う

等と
う

の
給
付

き
ゅ
う
ふ

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

で
、
宿

泊
し
ゅ
く
は
く

を
伴

と
も
な

わ
な
い
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

に
、
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

等と
う

の

介
護

か
い
ご

や
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
地
域

ち
い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
、
創
作
的

そ
う
さ
く
て
き

活
動

か
つ
ど
う

や
社
会

し
ゃ
か
い

と
の
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か
い

等と
う

を
提て
い

供
き
ょ
う

し
ま
す
。 

６
．
意
思

い
し

疎
通

そ
つ
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
手
話
通

し
ゅ
わ
つ
う

訳
者

や
く
し
ゃ

や
要
約

よ
う
や
く

筆ひ
っ

記
者

き
し
ゃ

等と
う

の
派
遣

は
け
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
６
）
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
身
体

し
ん
た
い

機
能

き
の
う

を
補
完

ほ
か
ん

・
代
替

だ
い
た
い

す
る
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

を
製
作

せ
い
さ
く

・
修
理

し
ゅ
う
り

等と
う

す
る
場
合

ば
あ
い

、
補ほ

装
具
費

そ
う

ぐ
ひ

を
支
給

し
き
ゅ
う

し
ま
す
。

 

２
．
短
期

た
ん
き

保
護

ほ
ご

 
常
時

じ
ょ
う
じ

介
護

か
い
ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

・
児じ

の
家
族

か
ぞ
く

が
、
疾
病

し
っ
ぺ
い

・
事
故

じ
こ

・
冠
婚
葬
祭

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

等と
う

の

理
由

り
ゆ
う

で
介
護

か
い
ご

が
困
難

こ
ん
な
ん

な
と
き
、
家
族

か
ぞ
く

に
代か

わ
っ
て
保
護

ほ
ご

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
福
祉

ふ
く
し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

・
 

自じ

動ど
う

車し
ゃ

燃ね
ん

料
り
ょ
う

費ひ

助じ
ょ

成せ
い

 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

が
難

む
ず
か

し
い
人ひ
と

が
積

極
的

せ
っ
き
ょ
く
て
き

に
社
会

し
ゃ
か
い

参
加

さ
ん
か

で
き
る
よ
う
に
、
福
祉

ふ
く
し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

の
交
付

こ
う
ふ

又ま
た

は
自
動
車

じ
ど
う
し
ゃ

等と
う

の
燃
料
費

ね
ん
り
ょ
う
ひ

の
助
成

じ
ょ
せ
い

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
緊

急
き
ん
き
ゅ
う

一
時

い
ち
じ

介
護

か
い
ご

委い

託た
く

費ひ

 

助
成

じ
ょ
せ
い

 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

・
児じ

を
日

常
的

に
ち
じ
ょ
う
て
き

に
介
護

か
い
ご

し
て
い
る
家
族

か
ぞ
く

が
、
一
時
的

い
ち
じ
て
き

に
介
護

か
い
ご

を
行

お
こ
な

う
こ
と
が

困
難

こ
ん
な
ん

に
な
っ
た
と
き
に
、
家
庭

か
て
い

に
お
い
て
介
護

か
い
ご

を
受う

け
た
場
合

ば
あ
い

等と
う

、
そ
の
介
護

か
い
ご

委
託

い
た
く

に
要よ
う

し
た
費
用

ひ
よ
う

の
一
部

い
ち
ぶ

を
助
成

じ
ょ
せ
い

し
ま
す
。

 

（
７
）
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
関か
ん

す
る
支
援

し
え
ん

 

１
．

障
し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

（
就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
）

 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー
で
、
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
向む

け
た
支
援

し
え
ん

、
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

定
着

て
い
ち
ゃ
く

へ

の
支
援

し
え
ん

、
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
伴

と
も
な

う
生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
８
）
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
支
援

し
え
ん

 

１
．
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

回
復

か
い
ふ
く

途
上
者

と
じ
ょ
う
し
ゃ

 

デ
イ
ケ
ア

 

集
団

し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

指
導

し
ど
う

な
ど
を
通
じ
て

つ
う

、
対
人

た
い
じ
ん

関か
ん

係け
い

等と
う

の
課
題

か
だ
い

を
改
善

か
い
ぜ
ん

し
て
社
会

し
ゃ
か
い

復
帰

ふ
っ
き

を
目
指

め
ざ

し

ま
す
。

 

２
．
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

安
定
化

あ
ん
て
い
か

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 治
療

ち
り
ょ
う

中
断

ち
ゅ
う
だ
ん

等と
う

に
よ
る

病
状

び
ょ
う
じ
ょ
う

悪
化

あ
っ
か

を
未
然

み
ぜ
ん

に
防
止

ぼ
う
し

す
る
た
め
、
通
院

つ
う
い
ん

の
同
行

ど
う
こ
う

や
服
薬

ふ
く
や
く

見
守

み
ま
も

り
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
９
）
難
病

な
ん
び
ょ
う

患
者

か
ん
じ
ゃ

を
対
象

た
い
し
ょ
う

と
し
た
支
援

し
え
ん

 

１
．
難

病
な
ん
び
ょ
う

リ
ハ
ビ
リ
教

室
き
ょ
う
し
つ

 
体
操

た
い
そ
う

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
参
加
者

さ
ん
か
し
ゃ

同
士

ど
う
し

の
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か
い

を
提て
い

供
き
ょ
う

し
、
疾
病

し
っ
ぺ
い

の
理
解

り
か
い

や

運
動

う
ん
ど
う

機
能

き
の
う

の
維
持

い
じ

を
図は
か

り
ま
す
。

 

（
1
0
）
そ
の
他た

 

１
．
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
歯
科

し
か

診
療

し
ん
り
ょ
う

 口
腔

こ
う
こ
う

衛
生

え
い
せ
い

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

を
図
る

は
か

た
め
、
歯
科

し
か

治
療

ち
り
ょ
う

や
各
種

か
く
し
ゅ

相
談

そ
う
だ
ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
在
宅

ざ
い
た
く

療
養

者
り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

歯
科

し
か

訪
問

ほ
う
も
ん

 

健け
ん

診し
ん

・
予
防

よ
ぼ
う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 歯
科

し
か

医
院

い
い

ん

へ
の
通
院

つ
う
い
ん

が
難
む
ず
か

し
い
在
宅

ざ
い
た
く

療
養
者

り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

に
、
歯
科

し
か

医
師

い
し

や
歯
科

し
か

衛
生
士

え
い
せ
い
し

が
自
宅

じ
た

く

に
訪
問

ほ
う
も
ん

し
、
歯
科

し
か

健け
ん

診し
ん

・
予
防

よ
ぼ

う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど

う

を
行
お
こ
な

い
、
口
腔

こ
う
く
う

衛
生

え
い
せ
い

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

を
図は
か

り
ま
す
。

 

3
．
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

 
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
、
自
分

じ
ぶ
ん

の
財
産

ざ
い
さ
ん

や
権
利

け
ん
り

を
守ま
も

る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
対た
い

し

て
、
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

利
用

り
よ
う

 

助
成

じ
ょ
せ
い

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

) 

成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

の
申

も
う
し

立た

て
費
用

ひ
よ
う

や
、
成
年

せ
い
ね
ん

後
見
人

こ
う
け
ん
に
ん

等と
う

へ
の
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

を
支し

払は
ら

う
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
費
用

ひ
よ
う

を
助
成

じ
ょ
せ
い

し
ま
す
。

 

５
．
福
祉

ふ
く
し

ｻ
ｰﾋ
ﾞｽ
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

) 

判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
方か
た

で
利
用

り
よ
う

を
希
望

き
ぼ
う

す
る
方か
た

と
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

が
契
約

け
い
や
く

し
、

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

や
日

常
的

に
ち
じ
ょ
う
て
き

な
金
銭

き
ん
せ
ん

管
理

か
ん
り

等と
う

の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

   

3
6
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18
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

区
民

く
み

ん

の
生
活

せ
い

か
つ

の
ニ
ー
ズ
に
関か

ん

す
る
調
査

ち
ょ

う
さ

 

日
頃

ひ
ご
ろ

か
ら
、
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

の
福
祉

ふ
く
し

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

に
ご
理
解

り
か
い

ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

で
は
、
皆
様

み
な
さ
ま

の
生
活

せ
い
か
つ

実
態

じ
っ
た
い

や
意
向

い
こ
う

を
把
握

は
あ
く

し
て
、
福
祉

ふ
く
し

施
策

し
さ
く

を
計
画
的

け
い
か
く
て
き

に
進す
す

め
て
い
く
た
め
の

基
礎

き
そ

資
料

し
り
ょ
う

と
す
る
た
め
に
、
調
査

ち
ょ
う
さ

を
実
施

じ
っ
し

し
ま
す
。
 

以
下

い
か

の
い
ず
れ
か
に
該
当

が
い
と
う

す
る
区
内

く
な
い

在
住

ざ
い
じ
ゅ
う

の
方か
た

を
対
象
者

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

・
身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

・
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

・
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

・
難
病

な
ん
び
ょ
う

医
療
券

い
り
ょ
う
け
ん

を
お
持
ち

も

の
1
8
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

・
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

受
給
者
証

じ
ゅ
き
ゅ
う
し
ゃ
し
ょ
う

を
お
持も

ち
の

1
8
歳さ
い

未
満

み
ま
ん

の
方か
た

 

ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
い
た
内
容

な
い
よ
う

は
、
統
計
的

と
う
け
い
て
き

に
集
計

し
ゅ
う
け
い

・
分
析

ぶ
ん
せ
き

し
て
、
報
告
書

ほ
う
こ
く
し
ょ

と
し
て
発
行

は
っ
こ
う

す
る
と
と
も
に
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

公
式

こ
う
し
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知し

ら
せ
し
ま
す
。
調
査

ち
ょ
う
さ

の
結
果

け
っ
か

に
つ
い
て
は
障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

・
児じ

計
画

け
い
か
く

（
令
和

れ
い
わ

６
年
度

ね
ん
ど

か
ら

令
和

れ
い
わ

８
年
度

ね
ん
ど

ま
で
）
策
定

さ
く
て
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

無
記
名

む
き
め
い

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
式

ほ
う
し
き

で
ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
個
人

こ
じ
ん

が
特
定

と
く
て
い

さ
れ
た
り
、
個
人

こ
じ
ん

の
回
答

か
い
と
う

内
容

な
い
よ
う

が
明あ
き

ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

の
趣
旨

し
ゅ
し

を
ご
理
解

り
か
い

い
た
だ
き
、
ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願ね
が

い
い
た
し
ま
す
。
 

令
和

れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0
月が
つ

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

長ち
ょ
う

 
成
澤

な
り
さ
わ

 
廣ひ
ろ

修の
ぶ

 

 

 

 ・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等と
う

で
下
記

か
き

Ｑ
Ｒ

き
ゅ
ー
あ
ー
る

コ
ー
ド
を
読よ

み
取と

っ
て
い
た
だ
く
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
場ば

合あ
い

は
Ｕゆ
ー

Ｒ
あ
ー
る

Ｌえ
る

を

入に
ゅ
う

力り
ょ
く

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上じ
ょ
う

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
最
初

さ
い
し
ょ

に
下
記

か
き

の
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
画が

面め
ん

の
指し

示じ

に
従
し
た
が

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
回
答

か
い
と
う

を
選
択

せ
ん
た
く

・
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
、
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 

↓
Q

R
コ

ー
ド

、
U

R
L
↓
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

↓
パ

ス
ワ

ー
ド

↓
 

    

h
t
t
p
s
:
/
/
e
n
q
u
e
t
e
.
c
c
/
q
/
b
u
n
k
y
o
7
6
3
 

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご

回
答

か
い
と
う

い
た
だ
け
ま
す
～
 

b
u

n
k
y
o
7

6
3

 

1
 

    

         

      

・
郵

送
ゆ
う
そ
う

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

を
選

択
せ
ん
た
く

し
て
ご
回
答

ご
か

い
と

う

く
だ
さ
い
。
 

 
郵

送
ゆ
う
そ
う

の
場
合

ば
あ

い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
ま

で
に

、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
回
答

か
い
と
う

を
書か

き
入い

れ
た
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ

い
。
 
切
手

き
っ
て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
記
入
済

き
に
ゅ
う
ず
み

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

送
付
先

そ
う
ふ
さ
き

】
  

 

〒
1
1
2
－

8
5

5
5

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

春
日

か
す
が

1
－

1
6
－

2
1
 
 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

9
階か
い

 

 
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

役
所

や
く
し
ょ

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
係

ふ
く
し
か
か
り

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

ば
あ

い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
２

４
時じ

ま
で

に
、
回
答

か
い
と
う

を
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

【調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
関
す
る

か
ん

問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
集
計

し
ゅ
う
け
い

及
び

お
よ

分
析

ぶ
ん
せ
き

を
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス
に
委
託

い
た
く

し
て
実
施

じ
っ
し

し
て
い
ま
す
。
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
内
容

な
い
よ
う

に
関
し
て

か
ん

不
明

ふ
め
い

な
点て
ん

等と
う

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数

て
す
う

で
す
が
下
記

 
か

 
 
き

ま
で
お
問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  
 
 
 
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス

 
担
当

た
ん
と
う

：緒
方

お
が
た

、
菊
地

き
く
ち

、
小
浜

こ
は
ま

 

電
話

で
ん
わ

：０
３
（
３
３
５
７
）
７
１
８
１
、
 
F

A
X

ふ
ぁ
っ
く
す

：
０
３
（３
３
５
７
）７
１
８
０

 

 
 
 
 
 
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
in

fo
@

ir
s
-t

o
k
y
o

.c
o

.j
p

 

 
 
 
 
 
 
受
付

う
け
つ
け

時
間

じ
か
ん

：
平
日

へ
い
じ
つ

（
月げ
つ

～
金き
ん

） 
 
午
前

ご
ぜ
ん

1
0
時じ

～
午
後

ご
ご

6
時じ
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【
回
答

か
い
と
う

に
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
場
合

ば
あ
い

の
問と
い

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

回
答

か
い
と
う

の
際さ
い

の
支
援

し
え
ん

を
行
い

お
こ
な

ま
す
。
ご
希
望

き
ぼ
う

の
方か
た

は
下
記

か
き

ま
で
お
問
い
合

と
 

 
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

 
 
住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

総
合

そ
う
ご
う

福
祉

ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
１
階か
い

 

  
  

 Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（５
９
４
０
）２
９
０
３
、
 Ｆ
ａ
ｘ
 ０
３
（５
９
４
０
）２
９
０
４

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

教
育

き
ょ
う
い
く

セ
ン
タ
ー

 
総
合

そ
う
ご
う

相
談
室

そ
う
だ
ん
し
つ

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

湯
島

ゆ
し
ま

４
－
７
－
１
０

 

  
  

 Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（５
８
０
０
）２
５
９
４
、
 Ｆ
ａ
ｘ
 ０
３
（５
８
０
０
）２
５
９
０

 

社
会

し
ゃ
か
い

福
祉

ふ
く
し

法
人

ほ
う
じ
ん

武
蔵
野
会

む
さ
し
の
か
い

（リ
ア
ン
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

） 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 

  
  

 Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（５
９
４
０
）２
８
２
２
、
 Ｆ
ａ
ｘ
 ０
３
（５
９
４
０
）２
８
２
３

 

社
会

し
ゃ
か
い

福
祉

ふ
く
し

法
人

ほ
う
じ
ん

太
陽

た
い
よ
う

福
祉

ふ
く
し

協
会

き
ょ
う
か
い

（J
O

Y
じ
ょ
い

） 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

勤
労

き
ん
ろ
う

福
祉

ふ
く
し

会
館

か
い
か
ん

２
階か
い

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

本
郷

ほ
ん
ご
う

４
－
３
５
－
１
５

 

  
  

 Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（３
８
２
３
）８
０
９
１
、
 Ｆ
ａ
ｘ
 ０
３
（３
８
２
３
）８
０
９
２
 

 

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

 
 
 
 
記

入
上

き
に

ゅ
う

じ
ょ

う

の
お

願ね
が

い
 
 
 
 
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
直
接

ち
ょ
く
せ
つ

書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
質
問

し
つ
も
ん

に
よ
っ
て
は
、
一
部

い
ち
ぶ

の
方か
た

の
み
に
回
答

か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
あ
て
は
ま
る
番
号

ば
ん
ご
う

に
○ま
る

印じ
る
し

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

が
「そ
の
他た

」に
な
る
場
合

ば
あ
い

は
、
（ 

 
 
）
内な
い

に
そ
の
内
容

な
い
よ
う

を
書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

し
た
く
な
い
質
問

し
つ
も
ん

は
答こ
た

え
ず
に
、
次つ
ぎ

の
質
問

し
つ
も
ん

に
進す
す

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

●
 こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
は
、
名
前

な
ま
え

を
書
か

 
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●
 
聴
覚

ち
ょ
う
か
く

に
障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

で
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
回
答

か
い
と
う

に
お
困こ
ま

り
の
場
合

ば
あ
い

は
、
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

に
配
置

は
い
ち

し
て
い
る

手し
ゅ

話わ

通
訳

つ
う
や
く

者し
ゃ

に
よ
る
対
応

た
い
お
う

も
可
能

か
の
う

で
す
の
で
、
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

に
お
越こ

し
の
際さ
い

に
お
声こ
え

が
け
く
だ
さ
い
。
 

●
 
視
覚

し
か
く

に
障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

で
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
回
答

か
い
と
う

に
お
困こ
ま

り
の
場
合

ば
あ
い

は
、
点
字

て
ん
じ

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
送
付

そ
う
ふ

す
る
か
、

直
接

ち
ょ
く
せ
つ

調
査
員

ち
ょ
う
さ
い
ん

が
伺う
か
が

っ
て
調
査

ち
ょ
う
さ

い
た
し
ま
す
の
で
、
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

ま
で
ご
連
絡

れ
ん
ら
く

く
だ
さ
い
。
 

  
 
（
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

 電
話

で
ん
わ

：0
3

-5
8

0
3

-1
2

1
1
 

F
A

X
ふ
ぁ
っ
く
す

 0
3

-5
8

0
3

-1
3

5
2

  
受
付

う
け
つ
け

平
日

へ
い
じ
つ

8
:3

0
～

1
7

:1
5
） 

 

3 

 
 
こ
こ
か
ら
調
査

ち
ょ
う
さ

が
は
じ
ま
り
ま
す

 
 

こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

で
、「
あ
な
た
」と
あ
る
の
は
、『
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

（お
子こ

さ
ん
）』

 の
こ
と
で
す
。 

あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

が
回
答

か
い
と
う

で
き
な
い
場
合

ば
あ
い

は
、
ご
家
族

か
ぞ
く

や
介
助

か
い
じ
ょ

の
方か
た

が
、
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の

立
場

た
ち
ば

で
、
現
在

げ
ん
ざ
い

の
状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

で
回
答

か
い
と
う

し
て
く
だ
さ
い
。
 

問と
い

１
 
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
回

答
か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く

方か
た

は
ど
な
た
で
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

 
３

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２
 
ご
家
族

か
ぞ
く

の
方か
た

 
 

   
 
１

 
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

に
つ
い
て

 
 

問と
い

２
 
あ
な
た
の

年
齢

ね
ん
れ
い

を
お
聞き

き
し
ま
す
。
令
和

れ
い
わ

４
年ね
ん

１
0
月が
つ

１
日

つ
い
た
ち

現
在

げ
ん
ざ
い

の
満
年
齢

ま
ん
ね
ん
れ
い

を
お
書か

き
く

だ
さ
い
。

 

 

 
歳さ
い

 
 問と
い

３
 

 
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞
き

き

し
ま
す
。
世
帯

せ
た

い

の
年

収
ね
ん
し
ゅ
う

額が
く

を
税

金
ぜ
い
き
ん

等と
う

を
差さ

し
引ひ

く
前ま
え

の
額が
く

で
お

答こ
た

え
く
だ
さ
い
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 

収
入

し
ゅ
う
に
ゅ
う

は
な
い

 
５

 
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

２
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
６

 
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

３
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
７

 
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 

1
5

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん
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問と
い

４
 
あ
な
た
の

同
居

ど
う
き
ょ

家
族

か
ぞ

く

を
お
聞き

き
し
ま
す
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
父
親

ち
ち
お
や

 
３

 
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

・
姉
妹

し
ま
い

 
５

 
そ
の
他た

親
族

し
ん
ぞ
く

 

２
 
母
親

は
は
お
や

 
４

 
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

 
６

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
   
 
２

 
障
害

し
ょ
う
が
い

と
健
康

け
ん
こ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

５
 
あ
な
た
に
は
、

次つ
ぎ

の
障

害
し
ょ
う
が
い

等と
う

が
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
肢
体

し
た
い

不
自
由

ふ
じ

ゆ
う

（
上
肢

じ
ょ
う
し

・
下
肢

か
し

・
体た
い

幹か
ん

・
脳
性

の
う
せ
い

麻
痺

ま
ひ

・
移
動

い
ど

う

機
能

き
の

う

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

）
 

２
 
音
声

お
ん
せ
い

・
言
語

げ
ん
ご

・
そ
し
ゃ
く
機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

３
 
視
覚

し
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

 

４
 

聴
覚

ち
ょ
う
か
く

・
平
衡

へ
い
こ
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

５
 
内
部

な
い
ぶ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
心
臓

し
ん
ぞ
う

、
呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

、
腎
臓

じ
ん
ぞ
う

、
ぼ
う
こ
う
・

直
腸

ち
ょ
く
ち
ょ
う

、
小

腸
し
ょ
う
ち
ょ
う

、
免
疫

め
ん
え
き

機
能

き
の
う

等と
う

）
 

６
 
知
的

ち
て
き

障
害

し
ょ
う
が
い

 

７
 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
 
→
７
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

５
－
１
へ

 

８
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

 

９
 
高
次

こ
う
じ

脳の
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

1
0

 
難

病
な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）
 
→

1
0
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

５
－
２
へ

 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

→
上
記

じ
ょ
う
き

７
・
1
0
の
ど
ち
ら
に
も
当あ

て
は
ま
ら
な
い
方か
た

は
、
問と
い

６
へ

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

５
で

 
「
７

 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
」
 
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に

お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

５
－
１

 
発

達
は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

の
診

断
名

し
ん
だ
ん
め
い

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
広
汎
性

こ
う
は
ん
せ
い

発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
４

 
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

 
７

 
わ
か
ら
な
い

 

２
 
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

 
５

 
学

習
が
く
し
ゅ
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

３
 
注
意
欠
陥
多
動

ち
ゅ
う
い
け
っ
か
ん
た
ど
う

性せ
い

障
害

し
ょ
う
が
い

 
６

 
そ
の
他た

の
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

 

5
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

５
で

 「
１
０

 
難
病

な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）」
 と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

５
－

２
 

病
名

び
ょ
う
め
い

（
東

京
都

と
う
き
ょ
う
と

発
行

は
っ
こ
う

の
難

病
な
ん
び
ょ
う

医
療
費

い
り

ょ
う

ひ

等と
う

助
成

じ
ょ
せ
い

制
度

せ
い

ど

の
医

療
券

い
り
ょ
う
け
ん

も
し

く
は

診
断

書
し
ん
だ
ん
し
ょ

に
記
載

き
さ

い

さ
れ
て
い
る

病
名

び
ょ
う
め
い

）
等と
う

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。

 

 

疾
病
名

し
っ
ぺ
い
め
い

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

６
 
あ
な
た
が
持も

っ
て
い
る

手
帳

て
ち
ょ
う

の
種

類
し
ゅ
る
い

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

方か
た

は
、

等
級

と
う
き
ゅ
う

・
程
度

て
い

ど

に
も
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
４

級
き
ゅ
う

 
５

 
５

級
き
ゅ
う

 
６

 
６

級
き
ゅ
う

 
 

 
 

 

２
 
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１
度ど

 
２

 
２
度ど

 
３

 
３
度ど

 
４

 
４
度ど

 
 

 
 

 
 

３
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
こ
れ
ら
の
手
帳

て
ち
ょ
う

は
持も

っ
て
い
な
い

 
 

 

問と
い

７
 
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞
き

き

し
ま
す
。

お
子こ

さ
ん

の
障

害
し
ょ
う
が
い

や
心

身
し
ん
し
ん

の
不

調
ふ
ち
ょ
う

に
つ

い
て

、

最
初

さ
い
し
ょ

に
気き

づ
い
た
時
期

じ
き

は
い
つ
で
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
生う

ま
れ
た
と
き

 
３

 
１
歳さ
い

 
５

 
３
歳さ
い

 
７

 
５
歳さ
い

 
９

 
９
～

1
1
歳さ
い

 

２
 
０
歳さ
い

 
４

 
２
歳さ
い

 
６

 
４
歳さ
い

 
８

 
６
～
８
歳さ
い

 
1

0
 

1
2
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う
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問と
い

８
 
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞
き

き

し
ま
す
。
お
子こ

さ
ん
の

障
害

し
ょ
う
が
い

や
心

身
し
ん
し
ん

の
不

調
ふ
ち
ょ
う

に
つ
い
て
は
じ

め
て
わ
か
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
で
し
た
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
生う

ま
れ
て
ま
も
な
く
知し

ら
さ
れ
た

 
７

 
学
校

が
っ
こ
う

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

が
気き

づ
い
た

 

２
 
家
族

か
ぞ
く

や
周ま
わ

り
の
人ひ
と

が
気き

づ
い
た

 
８

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

３
 
乳
幼
児

に
ゅ
う
よ
う
じ

健け
ん

診し
ん

で
知し

ら
さ
れ
た

 
９

 
わ
か
ら
な
い

 

４
 
育
児

い
く
じ

相
談

そ
う
だ
ん

な
ど
で
知し

ら
さ
れ
た

 
 

５
 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

で
診
察

し
ん
さ
つ

し
た
と
き
に
知し

ら
さ
れ
た

 
 

６
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

、
子こ

ど
も
園え
ん

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

が
気き

づ
い
た

 

 

問と
い

９
 
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞
き

き

し
ま
す
。
そ
の
と
き
、

誰だ
れ

に
相

談
そ
う
だ
ん

し
ま
し
た
か
。
（
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
家
族

か
ぞ
く

 
９

 
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

以
外

い
が
い

の
区く

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

２
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

 
1

0
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師

ほ
け

ん
し

）
 

３
 
学
校

が
っ
こ
う

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 
1

1
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

４
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

・
こ
ど
も
園え
ん

・
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

の
 

1
2

 
子こ

ど
も
家
庭

か
て
い

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

教
職

員
き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 
1

3
 

教
育

き
ょ
う
い
く

委
員
会

い
い
ん
か
い

・
教

育
き
ょ
う
い
く

セ
ン
タ
ー

 

５
 
民
生

み
ん
せ
い

委
員

い
い
ん

・
児
童

じ
ど
う

委
員

い
い
ん

 
1

4
 
児
童

じ
ど
う

相
談

そ
う
だ
ん

セ
ン
タ
ー
（
児
童

じ
ど
う

相
談
所

そ
う
だ
ん
じ
ょ

）
 

６
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 
1

5
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等と
う

の
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

 

７
 
医
療

い
り
ょ
う

関
係
者

か
ん
け
い
し
ゃ

（
医
師

い
し

・
看
護
師

か
ん

ご
し

・
 

1
6

 
S

N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
 

医
療

い
り
ょ
う

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

）
 

1
7

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

８
 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 
1

8
 
相
談

そ
う
だ
ん

し
な
か
っ
た

 

 

問と
い

1
0
 
あ
な
た
の

受
診

じ
ゅ
し
ん

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

等と
う

（
歯
科

し
か

医
療

い
り
ょ
う

も
含ふ
く

む
）
を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

○
は
ひ
と
つ
）
 

 １
 
定
期
的

て
い
き
て
き

に
通
院

つ
う
い
ん

し
て
い
る

 
４

 
入

院
に
ゅ
う
い
ん

し
て
い
る

 

２
 
と
き
ど
き
通
院

つ
う
い
ん

し
て
い
る

 
５

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

３
 
自
宅

じ
た
く

で
訪
問

ほ
う
も
ん

看
護

か
ん
ご

や
往お
う

診し
ん

を
受う

け
て
い
る

 
６

 
特と
く

に
治
療

ち
り
ょ
う

は
し
て
い
な
い

 

 

7
 

※
1
 医

療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

 

「医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
」と
は
、
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

、
た
ん
の
吸
引

き
ゅ
う
い
ん

な
ど
の
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
不
可
欠

ふ
か
け
つ

な
生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

行
為

こ
う
い

で
あ
り
、
 

長
期

ち
ょ
う
き

に
わ
た
り
継
続
的

け
い
ぞ
く
て
き

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
さ
れ
る
ケ
ア
で
す
。
 

問と
い

11
 
か
か
り
つ
け
の

医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か

ん

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
区
内

く
な
い

の
診

療
所

し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

や
医
院

い
い
ん

 
５

 
区
外

く
が
い

の
歯
科

し
か

医
院

い
い
ん

 

２
 
区
内

く
な
い

の
歯
科

し
か

医
院

い
い
ん

 
６

 
区
外

く
が
い

の
総
合

そ
う
ご
う

病
院

び
ょ
う
い
ん

や
大
学

だ
い
が
く

病
院

び
ょ
う
い
ん

 

３
 
区
内

く
な
い

の
総
合

そ
う
ご
う

病
院

び
ょ
う
い
ん

や
大
学

だ
い
が
く

病
院

び
ょ
う
い
ん

 
７

 
か
か
り
つ
け
の
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

は
な
い

 

４
 
区
外

く
が
い

の
診

療
所

し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

や
医
院

い
い
ん

 
 

 

問と
い

12
 
あ
な
た
が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

※
1
を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）

 

 １
 
服
薬

ふ
く
や
く

支
援

し
え
ん

 
６

 
導ど
う

尿に
ょ
う

 
1

1
 
人
工

じ
ん
こ
う

呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

の
管
理

か
ん
り

 

２
 

吸
引

き
ゅ
う
い
ん

 
７

 
酸
素

さ
ん
そ

療
法

り
ょ
う
ほ
う

 
1

2
 
そ
の
他た

 

３
 

吸
入

き
ゅ
う
に
ゅ
う

・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

 
８

 
鼻び

咽
頭

い
ん
と
う

エ
ア
ウ
ェ
イ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

 
９

 
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

 

 
1

3
 
特と
く

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
な
い

 

５
 

中
心

ち
ゅ
う
し
ん

静
脈

じ
ょ
う
み
ゃ
く

栄
養

え
い
よ
う

 
1

0
 
気
管

き
か
ん

切
開
部

せ
っ
か
い
ぶ

の
管
理

か
ん
り

 
 

      
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
2
で

 「
1
3
 特
と
く

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
な
い
」 
以
外

い
が
い

を
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

12
-1

 
あ
な
た
や
あ
な
た
の
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援

し
え

ん

が
必

要
ひ
つ
よ
う

で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 1
 
一
時
的

い
ち
じ
て
き

に
預あ
ず

か
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 
5

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
に
対
応

た
い
お
う

で
き
る
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
 
移
動

い
ど
う

に
係か
か

る
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 
6

 
訪
問

ほ
う
も
ん

看
護

か
ん
ご

・
訪
問

ほ
う
も
ん

リ
ハ
ビ
リ
等と
う

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

3
 
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

に
お
け
る

環
境

か
ん
き
ょ
う

整
備

せ
い
び

 
7

 
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
体
制

た
い
せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

4
 
経
済
的

け
い
ざ
い
て
き

な
支
援

し
え
ん

等と
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 
８

 
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

提
供

て
い
き
ょ
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

 
９

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
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こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
3
 
あ
な
た
は
、

毎
日

ま
い
に
ち

の
生

活
せ
い
か
つ

の
中な
か

で
、
ど
の
よ
う
な

介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え

ん

が
必

要
ひ
つ
よ
う

で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 
 １

 
食

事
し
ょ
く
じ

 
６

 
室

内
し
つ
な
い

の
移
動

い
ど
う

 
1

1
 

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
必

要
ひ
つ
よ
う

な
意
思

い
し

の
伝

達
で
ん
た
つ

 

２
 
排は
い

せ
つ

 
７

 
洗

顔
せ
ん
が
ん

・
歯
磨

は
み
が

き
 

1
2

 
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

動
作

ど
う
さ

の
見
守

み
ま
も

り
 

３
 

入
浴

に
ゅ
う
よ
く

 
８

 
代

筆
だ
い
ひ
つ

・
代

読
だ
い
ど
く

 
1

3
 

学
習

が
く
し
ゅ
う

の
支
援

し
え
ん

 

４
 
寝
返

ね
が
え

り
 

９
 
通

院
つ
う
い
ん

、
通

学
つ
う
が
く

・
通

勤
つ
う
き
ん

 
1

4
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

５
 
着
替

き
が

え
 

1
0

 
通

院
つ
う
い
ん

、
通

学
つ
う
が
く

・
通

勤
つ
う
き
ん

以
外

い
が
い

の
外

出
が
い
し
ゅ
つ

 
1

5
 
介

助
か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

は
必

要
ひ
つ
よ
う

な
い

 

 
 

→
1
5
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

1
5
へ

 

  
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
3
で

 
「
1
5
 
介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
い
」
 
以
外

い
が
い

を
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
4
 
あ
な
た
を

主お
も

に
介

助
か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

し
て
い
る

人ひ
と

は
ど
な
た
で
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
父
親

ち
ち
お
や

 
３

 
兄

弟
き
ょ
う
だ
い

・
姉
妹

し
ま
い

 
５

 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

 
７

 
そ
の
他た

 

２
 
母
親

は
は
お
や

 
４

 
そ
の
他た

親
族

し
ん
ぞ
く

 
６

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
4
で

 
「
１

 
父
親

ち
ち
お
や

」
～
「
４

 
そ
の
他た

親
族

し
ん
ぞ
く

」
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
4
-
1
 
あ
な
た
を

主お
も

に
介

助
か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

し
て
い
る

人ひ
と

の
年
齢

ね
ん
れ
い

は
い
く
つ
で
す
か
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 
 １

 
1

9
歳さ
い

以
下

い
か

 
３

 
3

0
～

3
9
歳さ
い

 
5

 
5

0
～

5
9
歳さ
い

 

２
 

2
0
～

2
9
歳さ
い

 
４

 
4

0
～

4
9
歳さ
い

 
6

 
6

0
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
3
で

 
「
1
5
 
介
助

か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

は
必
要
な
い
」
 
以
外

い
が
い

を
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
4
-
2
 
あ
な
た
を

主お
も

に
介

助
か
い
じ
ょ

・
支
援

し
え

ん

し
て
い
る

人ひ
と

は
、
あ
な
た
以
外

い
が

い

に
介
護

か
い

ご

や
子こ

育そ
だ

て
を
 

し
て
い
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 
 １

 
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

（
両

親
り
ょ
う
し
ん

・
祖
父
母

そ
ふ

ぼ

等な
ど

）
の
介
護

か
い
ご

 
５

 
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
方か
た

の
介
護

か
い
ご

 

２
 
配
偶
者

は
い
ぐ
う
し
ゃ

の
介
護

か
い
ご

 
６

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

３
 
子こ

ど
も
（
就
学
児

し
ゅ
う
が
く
じ

・
未
就
学
児

み
し
ゅ
う
が
く
じ

）
の
子
育

こ
そ
だ

て
 

７
 
な
し

 

４
 
病
気

び
ょ
う
き

の
方か
た

の
介
護

か
い
ご

 
 

9
 

問と
い

15
 
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞
き

き

し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

悩な
や

み
や
不
安

ふ
あ

ん

を
抱か
か

え
て
い
ま
す
か
。（

あ

て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
介

助
か
い
じ
ょ

し
て
く
れ
る
人ひ
と

が
足た

り
な
い

 
1

1
 
睡

眠
す
い
み
ん

が
不
足

ふ
そ
く

し
て
い
る

 

２
 
何な
に

か
あ
っ
た
時と
き

に
介

助
か
い
じ
ょ

を
頼た
の

め
る
人ひ
と

が
い
な
い

 
1

2
 
精

神
的

せ
い
し
ん
て
き

な
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 

３
 
他ほ
か

の
家
族

か
ぞ
く

の
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

が
少す
く

な
い

 
1

3
 
経

済
的

け
い
ざ
い
て
き

な
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 

４
 
仕
事

し
ご
と

と
の
両

立
り
ょ
う
り
つ

が
難
し
い

む
ず
か

 
1

4
 
周

囲
し
ゅ
う
い

の
人ひ
と

や
職

場
し
ょ
く
ば

な
ど
の
理
解

り
か
い

が
な
い

 

５
 
長

期
的

ち
ょ
う
き
て
き

な
外

出
が
い
し
ゅ
つ

が
で
き
な
い

 
1

5
 
き
ょ
う
だ
い
児じ

の
世
話

せ
わ

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
で
き
な
い

 

６
 
介

助
か
い
じ
ょ

や
支
援

し
え
ん

の
方

法
ほ
う
ほ
う

が
わ
か
ら
な
い

 
1

6
 
子こ

ど
も
の

就
し
ゅ
う

学が
く

や
進し
ん

路ろ

に
つ
い
て
不ふ

安あ
ん

が
あ
る

 

７
 
自
分

じ
ぶ
ん

の
時
間

じ
か
ん

が
取と

れ
ず
、
自
由

じ
ゆ
う

が
な
い

 
1

7
 
子こ

ど
も
の
成せ
い

長
ち
ょ
う

や
発は
っ

達た
つ

に
つ
い
て
不ふ

安あ
ん

が
あ
る

 

８
 
身

体
的

し
ん
た
い
て
き

な
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 
1

8
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

９
 
健

康
け
ん
こ
う

に
つ
い
て
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

9
 
特と
く

に
悩
み

な
や
み

や
不
安

ふ
あ
ん

は
な
い

 

1
0

 
体

調
た
い
ち
ょ
う

不
良

ふ
り
ょ
う

で
も

病
院

び
ょ
う
い
ん

に
行い

く
時
間

じ
か
ん

が
な
い

 
 

  
 
３

 
相
談

そ
う
だ
ん

や
福
祉

ふ
く
し

の
情
報

じ
ょ
う
ほ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

16
 
あ
な
た
は
、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す

べ
て
に
○
）
(
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

や
支
援
者

し
え

ん
し

ゃ

の
方か
た

が
回

答
か
い
と
う

す
る
場
合

ば
あ

い

で
も
、
ご

本
人

ほ
ん
に
ん

(お
子こ

さ
ん

)

の
思お
も

い
を
ご

回
答

か
い
と
う

く
だ
さ
い

)
 

 １
 
健

康
け
ん
こ
う

状
態

じ
ょ
う
た
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
９

 
友と
も

だ
ち
と
の
関か
ん

係け
い

が
う
ま
く
い
か
な
い

 

２
 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
た
め
、
身み

の
回ま
わ

り
の
こ
と
が

 
1

0
 

障
害

し
ょ
う
が
い

や
病

気
び
ょ
う
き

に
対た
い

す
る
周ま
わ

り
の
理
解

り
か
い

が
な
い

 

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
き
な
い

 
1

1
 
困こ
ま

っ
た
と
き
相

談
そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

が
い
な
い

 

３
 
介

助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

に
負
担

ふ
た
ん

を
か
け
て
い
る

 
1

2
 
病

気
び
ょ
う
き

や
障

害
し
ょ
う
が
い

を
理
解

り
か
い

し
た
上う
え

で
診み

て
 

４
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

が
大

変
た
い
へ
ん

で
あ
る

 
も
ら
え
る

診
療

所
し
ん
り
ょ
う
じ
ょ

が
近ち
か

く
に
な
い

 

５
 
住す

ま
い
に
不
便

ふ
べ
ん

を
感か
ん

じ
て
い
る

 
1

3
 
生

活
せ
い
か
つ

に
お
金か
ね

が
か
か
る
こ
と
に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 

６
 
災

害
さ
い
が
い

時じ

の
避
難

ひ
な
ん

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

4
 

将
来

し
ょ
う
ら
い

に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
て
い
る

 

７
 

緊
急

き
ん
き
ゅ
う

時じ

の
対

応
た
い
お
う

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
学

校
が
っ
こ
う

な
ど
の
先

生
せ
ん
せ
い

と
う
ま
く
い
か
な
い

 
1

6
 
特と
く

に
な
い
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問と
い

1
7
 
あ
な
た
や
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

が
困こ
ま

っ
た
と
き
に

相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い

て

は
誰だ
れ

で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

 
1

4
 
医
療

い
り
ょ
う

関
係

か
ん
け
い

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

２
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
人ひ
と

 
（
地
域

ち
い
き

包
括

ほ
う
か
つ

ケ
ア
歯
科

し
か

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

、
か
か
り
つ
け
医い

・
 

３
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

 
在
宅

ざ
い
た
く

療
養

り
ょ
う
よ
う

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

、
患
者

か
ん
じ
ゃ

の
声こ
え

相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

等
）

 

４
 
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

 
1

5
 
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

 

５
 
学
校

が
っ
こ
う

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 
1

6
 
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く

し
か

・
予
防

よ
ぼ
う

対
策
課

た
い
さ
く
か

以
外

い
が
い

の
 

６
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

・
こ
ど
も
園え
ん

・
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 
区く

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 

７
 
民
生

み
ん
せ
い

委
員

い
い
ん

・
児
童

じ
ど
う

委
員

い
い
ん

 
1

7
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

８
 
障

害
し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 
1

8
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

９
 
身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

・
知
的

ち
て
き

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

 
1

9
 
各
地
区

か
く

ち
く

の
生
活

せ
い
か
つ

あ
ん
し
ん
拠
点

き
ょ
て
ん

 

1
0

 
ヘ
ル
パ
ー
等と
う

福
祉

ふ
く
し

従
事
者

じ
ゅ
う
じ
し
ゃ

 
（
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

拠
点

き
ょ
て
ん

）
 

1
1

 
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

や
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
2

0
 
子こ

ど
も
家
庭

か
て
い

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 
2

1
 
教

育
き
ょ
う
い
く

委
員
会

い
い
ん
か
い

・
教

育
き
ょ
う
い
く

セ
ン
タ
ー

 

1
2

 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

 
2

2
 
児
童

じ
ど
う

相
談

そ
う
だ
ん

セ
ン
タ
ー
（
児
童

じ
ど
う

相
談
所

そ
う
だ
ん
じ
ょ

）
 

1
3

 
医
療

い
り
ょ
う

関
係
者

か
ん
け
い
し
ゃ

（
医
師

い
し

・
歯
科

し
か

医
師

い
し

・
 

2
3

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

 

看
護
師

か
ん

ご
し

・
医
療

い
り
ょ
う

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

）
 

2
4

 
ど
こ
に
相
談

そ
う
だ
ん

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い

 

 
2

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
2

6
 
相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

が
い
な
い

 

       

1
1
 

問と
い

18
 
あ
な
た
は
、
福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
、

主お
も

に
ど
こ
か
ら
得え

て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
区く

の
広
報
紙

こ
う
ほ
う
し

（
区
報

く
ほ
う

等と
う

）
 

９
 
新
聞

し
ん
ぶ
ん

・
書
籍

し
ょ
せ
き

 

２
 
区く

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
1

0
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 

３
 
文ふ
み

の
京

み
や
こ

・
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

福
祉

ふ
く
し

の
て
び
き

 
1

1
 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

４
 
区く

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

 
1

2
 
学
校

が
っ
こ
う

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 

５
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
1

3
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

・
こ
ど
も
園え
ん

・
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 

６
 
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

 
1

4
 
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

、
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

７
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
な
ど
の

療
育

り
ょ
う
い
く

機
関

き
か
ん

 

８
 
Ｓ
Ｎ
Ｓ

え
す
え
ぬ
え
す

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
 

1
6

 
特と
く

に
な
い

 

 

問と
い

19
 
あ
な
た
は
今
後

こ
ん

ご

、
ど
の
よ
う
な

生
活

せ
い
か
つ

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
地
域

ち
い
き

で
独
立

ど
く
り
つ

し
て
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 
４

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え
ん

施
設

し
せ
つ

等と
う

）
で
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 

２
 
親お
や

や
親
族

し
ん
ぞ
く

と
一
緒

い
っ
し
ょ

に
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 
５

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

３
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活

せ
い
か
つ

す
る

 
６

 
わ
か
ら
な
い

 

 

12
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問と
い

2
0
 
あ
な
た
が
地
域

ち
い

き

で
安

心
あ
ん
し
ん

し
て
暮く

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

施
策

し
さ

く

が
重

要
じ
ゅ
う
よ
う

だ
と

思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
５
つ
ま
で
）

 

 １
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
人ひ
と

の
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対た
い

す
る
理
解

り
か
い

の
促
進

そ
く
し
ん

 

２
 
医
療

い
り
ょ
う

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

３
 
幼
少
期

よ
う
し
ょ
う
き

・
学
齢
期

が
く
れ
い
き

か
ら
の

教
育

き
ょ
う
い
く

・
育
成

い
く
せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

４
 

働
は
た
ら

く
た
め
の
訓
練

く
ん
れ
ん

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
向む

け
た
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

５
 
仕
事

し
ご
と

を
継
続

け
い
ぞ
く

す
る
た
め
の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

６
 
身
近

み
ぢ
か

な
地
域

ち
い
き

で
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

７
 
訪
問

ほ
う
も
ん

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

・
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

・
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

等と
う

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

８
 

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

・
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

等と
う

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

・
 

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

等と
う

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

９
 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
整
備

せ
い
び

 

1
0

 
意
思

い
し

疎
通

そ
つ
う

支
援

し
え
ん

（
手
話

し
ゅ
わ

通つ
う

訳
者

や
く
し
ゃ

・
要
約

よ
う
や
く

筆ひ
っ

記
者

き
し
ゃ

派
遣

は
け
ん

）
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
1

 
福
祉

ふ
く
し

機
器

き
き

・
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

な
ど
の

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
2

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

せ
い
び

 

1
3

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

の
整
備

せ
い
び

 

1
4

 
居

住
き
ょ
じ
ゅ
う

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
5

 
建
物

た
て
も
の

・
道
路

ど
う
ろ

等と
う

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

 

1
6

 
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

同
士

ど
う
し

で
支
援

し
え
ん

し
あ
え
る
仕
組

し
く

み
づ
く
り

 

1
7

 
趣
味

し
ゅ
み

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

か
つ
ど
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
8

 
財
産

ざ
い
さ
ん

管
理

か
ん
り

や
見
守

み
ま
も

り
等と
う

の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
9

 
経
済
的

け
い
ざ
い
て
き

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
0

 
災
害

さ
い
が
い

時じ

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
1

 
地
域

ち
い
き

交
流

こ
う
り
ゅ
う

の
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
2

 
福
祉

ふ
く
し

・
医
療

い
り
ょ
う

・
介
護

か
い
ご

と
の
連
携

れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
3

 
福
祉

ふ
く
し

と
教

育
き
ょ
う
い
く

の
連
携

れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
4

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

2
5

 
特と
く

に
な
い

 

 

1
3
 

 
 
４

 
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

 
 

問と
い

2
1
 

障
害

し
ょ
う
が
い

児じ

通
所

つ
う
し
ょ

支
援

し
え

ん

等と
う

の
利
用

り
よ

う

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

と
満
足
度

ま
ん

ぞ
く

ど

に
つ
い
て
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

Ａ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ

う

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

Ｂ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ

う

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

Ｃ
．
サ
ー
ビ
ス
に
不
満

ふ
ま

ん

の
理
由

り
ゆ

う

を
下し
た

の
欄ら
ん

か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

Ｄ
．
現
在

げ
ん
ざ
い

は
利
用

り
よ

う

し
て
い
な
い
が
、
今
後

こ
ん

ご

利
用

り
よ

う

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

※
 
各か
く

サ
ー
ビ
ス
の
説
明

せ
つ
め
い

に
つ
い
て
、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
巻
末

か
ん
ま
つ

資
料

し
り
ょ
う

（
3
4
ペ
ー
ジ
以
降

い
こ
う

）
【
障
害

し
ょ
う
が
い

児
通
所

じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

の
内
容

な
い
よ
う

】
を
を
ご
参
照

さ
ん
し
ょ
う

く
だ
さ
い
。
 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 
ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
１
）
児
童

じ
ど
う

福
祉
法

ふ
く
し
ほ
う

に
基も
と

づ
く
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
医
療
型

い
り
ょ
う
が
た

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
居
宅

き
ょ
た
く

訪
問
型

ほ
う
も
ん
が
た

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

等と
う

訪
問

ほ
う
も
ん

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

６
．
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
５

 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

６
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
７

 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
4
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
２
）
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
短
期

た
ん
き

保
護

ほ
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
児じ

在
宅

ざ
い
た
く

レ
ス
パ
イ
ト

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
福
祉

ふ
く
し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

・
 

自じ

動ど
う

車し
ゃ

燃ね
ん

料
り
ょ
う

費ひ

助
成

じ
ょ
せ
い

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
5
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
３
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス

 

１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
行
動

こ
う
ど
う

援
護

え
ん
ご

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

包
括

ほ
う
か
つ

支
援

し
え
ん

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

６
．
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

1
6
 



 

- 377 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
４
）
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ
う
ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

４
．
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

短
期

た
ん

き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

５
．
地
域

ち
い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー
事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 
1
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そ
の
他た
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）

 

 

1
7
 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
 

１
．
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利り

用よ
う

 

援
助

え
ん
じ
ょ

・
継
続

け
い
ぞ
く

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

）
 

○
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
５
）
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 

１
．
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利り

用よ
う

 

援
助

え
ん
じ
ょ

・
継
続

け
い
ぞ
く

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
地
域

ち
い

き

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

（
地
域

ち
い

き

移
行

い
こ

う

支
援

し
え

ん

・
 

地
域

ち
い

き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え

ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

３
．
計
画

け
い
か
く

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

（
サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

 

支
援

し
え

ん

・
継
続

け
い
ぞ
く

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

支
援

し
え

ん

）
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

現 在

げ ん ざ い

利 用

り よ う

し て い る  

満 足

ま ん ぞ く

 

や や 満 足

ま ん ぞ く

 

ふ つ う  

や や 不 満

ふ ま ん

 

不 満

ふ ま ん

 

Ｂ
欄ら
ん

で
「
や
や
不
満

ふ
ま
ん

」
、

「
不
満

ふ
ま
ん

」
を
選え
ら

ん
だ
理
由

り
ゆ
う

 

（
下し
た

に
あ
る
欄ら
ん

の

選
択
肢

せ
ん
た
く
し

か
ら
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
お
選え
ら

び

く
だ
さ
い
）
 

今 後

こ ん ご

利 用

り よ う

し た い 

記
入
例

き
に
ゅ
う
れ
い

）
１
．
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ （
児じ

）
歯
科

し
か

診
療

し
ん
り
ょ
う

 
○

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
，
４
 

 

（
６
）
そ
の
他た

 

１
．
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
歯
科

し
か

診
療

し
ん
り
ょ
う

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

２
．
在
宅

ざ
い
た
く

療
養

者
り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

歯
科

し
か

訪
問

ほ
う
も
ん

健け
ん

診し
ん

 

・
予
防

よ
ぼ
う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 

※
 
『
Ｃ
欄ら
ん

』
に
記
入

き
に
ゅ
う

す
る
理
由

り
ゆ
う

は
こ
こ
か
ら
お
選え
ら

び
く
だ
さ
い
。
 

１
 
利
用

り
よ
う

で
き
る
回
数

か
い
す
う

や
日
数

に
っ
す
う

等と
う

が
少す
く

な
い

 
６

 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
対
応

た
い
お
う

が
良よ

く
な
い

 

２
 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

７
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

契
約

け
い
や
く

等と
う

に
関か
ん

す
る
十
分
な
説
明

せ
つ
め
い

が
な
い

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
少す
く

な
い

 
８

 
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
家
族

か
ぞ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

が
取と

れ
て
い
な
い

 

４
 
利
用

り
よ
う

日
時

に
ち
じ

が
合あ

わ
な
い

 
９

 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
の
対
応

た
い
お
う

が
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い

 

５
 
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
い
よ
う

（
質し
つ

）
に
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る
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）

 

 

1
9
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
1
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

サ
ー
ビ
ス
等と
う

で
「
Ａ

 
現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り
よ
う

し
て
い
る
」

に
○
を
つ
け
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

22
 
ど
の
よ
う
に
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
ま
し
た
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

に
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

の
作
成

さ
く
せ
い

を
依
頼

い
ら

い

し
て
い
る

 

２
 
自
分

じ
ぶ
ん

た
ち
家
族

か
ぞ
く

や
支
援
者

し
え
ん
し
ゃ

と
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

し
て
い
る

 
  
 
こ
こ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

で
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
た
こ
と
が

あ
る
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

23
 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

を
作

成
さ
く
せ
い

し
て
ど
の
よ
う
に

感か
ん

じ
ま
し
た
か
。（

あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

【良
よ

か
っ
た
こ
と
】
 

１
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

が
丁
寧

て
い
ね
い

に
分
か
り
や
す
く

 わ

説
明

せ
つ
め
い

し
て
く
れ
た
。

 

２
 
希
望

き
ぼ
う

ど
お
り
の
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

が
で
き
た

 

３
 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
計
画

け
い
か
く

内
容

な
い
よ
う

に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る

 

４
 

再
ふ
た
た

び
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

に
は
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
た
い

 

５
 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

に
沿そ

っ
た

形か
た
ち

で
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
支
援

し
え

ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
た

 

６
 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
内
容

な
い
よ
う

が
具
体
的

ぐ
た
い
て
き

で
分わ

か
り
や
す
か
っ
た

 

７
 
課
題

か
だ
い

解
決

か
い
け
つ

に
向む

け
て
自
分

じ
ぶ
ん

が
取と

り
組く

む
べ
き
こ
と
が
明
確

め
い
か
く

に
な
っ
た

 

【
悪わ
る

か
っ
た
こ
と
】
 

８
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

が
丁
寧

て
い
ね
い

に
分
か
り
や
す
く

 わ

説
明

せ
つ
め
い

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

 

９
 
希
望

き
ぼ
う

ど
お
り
の
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

が
で
き
な
か
っ
た

 

1
0

 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
計
画

け
い
か
く

内
容

な
い
よ
う

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 

1
1

 
再

ふ
た
た

び
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

で
も
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

は
作
成

さ
く
せ
い

し
た
く
な
い

 

1
2

 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

に
沿そ

っ
た

形か
た
ち

で
サ
ー
ビ
ス
提

供
て
い
き
ょ
う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

の
支
援

し
え

ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

 

1
3

 
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
内
容

な
い
よ
う

が
分わ

か
り
に
く
か
っ
た

 

1
4

 
課
題

か
だ
い

解
決

か
い
け
つ

に
向む

け
て
自
分

じ
ぶ
ん

が
取と

り
組く

む
べ
き
こ
と
が
明
確

め
い
か
く

に
な
ら
な
か
っ
た

 

1
5

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
6

 
特と
く

に
な
い
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
2
で
「
２

 
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

し
て
い
る
」
に
○
を
つ
け
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
4
 
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
と
し
た
理
由

り
ゆ

う

は
な
ん
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

に
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
作
成

さ
く
せ
い

を
依
頼

い
ら
い

す
る
こ
と
が
手
間

て
ま

だ
っ
た
た
め

 

２
 
身
近

み
ぢ
か

に
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

が
見み

つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め

 

３
 
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

サ
ー
ビ
ス
を
早は
や

く
利
用

り
よ
う

し
た
か
っ
た
た
め

 

４
 
家
族

か
ぞ
く

等と
う

の
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

を
得え

て
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と
が
可
能

か
の
う

だ
っ
た
た
め

 

５
 
自
分

じ
ぶ
ん

で
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と
が
可
能

か
の
う

だ
っ
た
た
め

 

６
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

  
 
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ
う

し
て
い
な
い
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
5
 
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え

ん

等と
う

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ

う

し
な
い
理
由

り
ゆ

う

は
な
ん
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ
う

す
る
必
要

ひ
つ
よ
う

が
な
い
か
ら

 
５

 
施
設

し
せ
つ

・
サ
ー
ビ
ス
が
空あ

く
の
を
待ま

っ
て
い
る

 

２
 
利
用

り
よ
う

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら

 
６

 
緊

急
き
ん
き
ゅ
う

時じ

に
利
用

り
よ
う

し
た
い

 

３
 
家
族

か
ぞ
く

が
介
助

か
い
じ
ょ

し
て
く
れ
る
か
ら

 
７

 
利
用
料

り
よ
う
り
ょ
う

が
高た
か

い
 

４
 
家
族

か
ぞ
く

以
外

い
が
い

に
介
助

か
い
じ
ょ

し
て
も
ら
う
こ
と
に

 
８

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る
か
ら

 
９

 
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と

 

 
を
知し

ら
な
い

 

 

2
1
 

 
 
５

 
教
育

き
ょ
う
い
く

・保
育

ほ
い
く

に
つ
い
て

 
 

問と
い

26
 
あ
な
た
が

主お
も

に
通

園
つ
う
え
ん

・
通

学
つ
う
が
く

な
ど
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

Ａ
 
小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

入
学
前

に
ゅ
う
が
く
ま
え

 

１
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

 
５

 
療

育
り
ょ
う
い
く

施
設

し
せ
つ

 

２
 
子こ

ど
も
園え
ん

 
（
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー
以
外

い
が
い

）
 

３
 
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

 
６

 
通
園

つ
う
え
ん

・
通
所

つ
う
し
ょ

は
し
て
い
な
い

 

４
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 
７

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

（
教

育
き
ょ
う
い
く

セ
ン
タ
ー
内
）

 
→
Ａ
に
当あ

て
は
ま
る
方か
た

は
問と
い

2
7
、
問と
い

2
8
へ

 

Ｂ
 
学
校

が
っ
こ
う

在
学
中

ざ
い
が
く
ち
ゅ
う

 

８
 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

 

９
 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

と
通

級
つ
う
き
ゅ
う

指
導

し
ど
う

学
級

が
っ
き
ゅ
う

（
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

教
室

き
ょ
う
し
つ

を
含ふ
く

む
）

 

1
0

 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
級

が
っ
き
ゅ
う

 

1
1

 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
小
学
部

し
ょ
う
が
く
ぶ

 

1
2

 
中

学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

 

1
3

 
中

学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

と
通

級
つ
う
き
ゅ
う

指
導

し
ど
う

学
級

が
っ
き
ゅ
う

（
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

教
室

き
ょ
う
し
つ

を
含ふ
く

む
）

 

1
4

 
中

学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

の
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
級

が
っ
き
ゅ
う

 

1
5

 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
中
学
部

ち
ゅ
う
が
く
ぶ

 

1
6

 
高
等

こ
う
と
う

学
校

が
っ
こ
う

 

1
7

 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
高
等
部

こ
う
と
う
ぶ

 

1
8

 
そ
の
他た

の
学
校
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

→
Ｂ
に
当あ

て
は
ま
る
方か
た

は
問と
い

2
9
へ

 

Ｃ
 
義
務

ぎ
む

教
育

き
ょ
う
い
く

終
了
後

し
ゅ
う
り
ょ
う
ご

、
通
学

つ
う
が
く

は
し
て
い
な
い

 

具
体
的

ぐ
た
い
て
き

に
は
何な
に

を
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

→
Ｃ
に
当あ

て
は
ま
る
方か
た

は
問と
い

3
3
へ
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「
Ａ

 
小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

入
学
前

に
ゅ
う
が
く
ま
え

（
１
～
７
）
」
の
中な
か

か
ら
○
を
つ
け
た
方か
た

の
保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

の
方か
た

に
 

お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
7
 

通
園

つ
う
え
ん

生
活

せ
い
か
つ

や
今
後

こ
ん

ご

の
進
路

し
ん

ろ

等と
う

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や

心
配

し
ん
ぱ
い

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 1
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
子こ

ど
も
と
の
関
係

か
ん
け
い

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

2
 
先
生

せ
ん
せ
い

の
指
導

し
ど
う

の
仕
方

し
か
た

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

3
 
本
人

ほ
ん
に
ん

の
成

長
せ
い
ち
ょ
う

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

4
 
今
後

こ
ん
ご

の
進
路

し
ん
ろ

に
つ
い
て
迷ま
よ

っ
て
い
る

 

5
 
子こ

ど
も
の

将
来

し
ょ
う
ら
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
 

6
 
保
育

ほ
い
く

や
教

育
き
ょ
う
い
く

・
療

育
り
ょ
う
い
く

に
関か
ん

す
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

が
少す
く

な
い

 

7
 

療
育

り
ょ
う
い
く

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

き
か
い

が
少す
く

な
い

 

8
 
費
用

ひ
よ
う

な
ど
経
済
的

け
い
ざ
い
て
き

な
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 

9
 
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

・
保
育

ほ
い
く

園え
ん

と
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
の

間
あ
い
だ

の
送
迎

そ
う
げ
い

が
大
変

た
い
へ
ん

 

1
0

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
1

 
特と
く

に
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
心
配

し
ん
ぱ
い

し
て
い
る
こ
と
は
な
い

 

 

問と
い

2
8
 

小
学

校
し
ょ
う
が
っ
こ
う

は
ど
の

教
育

き
ょ
う
い
く

機
関

き
か

ん

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

 

２
 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
通

常
つ
う
じ
ょ
う

の
学

級
が
っ
き
ゅ
う

と
通

級
つ
う
き
ゅ
う

指
導

し
ど
う

学
級

が
っ
き
ゅ
う

（
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

教
室

き
ょ
う
し
つ

を
含
む

ふ
く

）
 

３
 
小

学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

の
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
級

が
っ
き
ゅ
う

 

４
 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
小
学
部

し
ょ
う
が
く
ぶ

 

５
 
わ
か
ら
な
い

 

→
問と
い

3
0
へ
進す
す

ん
で
下く
だ

さ
い
。
 

 

2
3
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「
Ｂ

 
学
校

が
っ
こ
う

在
学
中

ざ
い
が
く
ち
ゅ
う

（
８
～

1
8
）
」
の
中な
か

か
ら
○
を
つ
け
た
方か
た

の
保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

の
方か
た

に
お

聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

29
 

通
学

つ
う
が
く

生
活

せ
い
か
つ

等と
う

で
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や

心
配

し
ん
ぱ
い

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 1
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
子こ

ど
も
と
の
関
係

か
ん
け
い

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

2
 
先
生

せ
ん
せ
い

の
指
導

し
ど
う

の
仕
方

し
か
た

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

3
 
本
人

ほ
ん
に
ん

の
成

長
せ
い
ち
ょ
う

が
心
配

し
ん
ぱ
い

 

4
 
今
後

こ
ん
ご

の
進
路

し
ん
ろ

に
つ
い
て
迷ま
よ

っ
て
い
る

 

5
 
子こ

ど
も
の
将

来
し
ょ
う
ら
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

  

6
 
教

育
き
ょ
う
い
く

・
療

育
り
ょ
う
い
く

に
関か
ん

す
る
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

が
少す
く

な
い

 

7
 
療

育
り
ょ
う
い
く

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

き
か
い

が
少す
く

な
い

 

8
 
費
用

ひ
よ
う

な
ど
経
済
的

け
い
ざ
い
て
き

な
負
担

ふ
た
ん

が
大お
お

き
い

 

9
 
学
校

が
っ
こ
う

と
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

と
の

間
あ
い
だ

の
送
迎

そ
う
げ
い

が
大
変

た
い
へ
ん

 

1
0

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
1

 
特と
く

に
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
心
配

し
ん
ぱ
い

し
て
い
る
こ
と
は
な
い

 

→
問と
い

3
0
へ
進す
す

ん
で
下く
だ

さ
い
。
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「Ａ

 小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

入
学
前

に
ゅ
う
が
く
ま
え

（１
～
７
）
」ま
た
は
「Ｂ

 
学
校

が
っ
こ
う

在
学
中

ざ
い
が
く
ち
ゅ
う

（８
～

1
8
）」
の
中な
か

か

ら
○
を
つ
け
た
方か
た

の
保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

30
 
放
課
後

ほ
う

か
ご

や
長

期
ち
ょ
う
き

休
業

中
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

な
ど
、
幼
稚
園

よ
う

ち
え

ん

や
保
育

ほ
い

く

園え
ん

、
子こ

ど
も

園え
ん

、
学

校
が
っ
こ
う

等と
う

に
い

る
以
外

い
が

い

の
時
間

じ
か

ん

は
、
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）

 

 

１
 
家
族

か
ぞ
く

と
い
る

 
６

 
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
に
行い

く
 

２
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

、
知
人

ち
じ
ん

と
い
る

 
７

 
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

、
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

り
よ
う

す
る

 

３
 
一
人

ひ
と
り

で
い
る

 
８

 
習な
ら

い
事ご
と

や
塾

じ
ゅ
く

へ
行い

く
 

４
 
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
と

外
出

が
い
し
ゅ
つ

す
る

 
９

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

５
 
育
成
室

い
く
せ
い
し
つ

（
学
童

が
く
ど
う

保
育

ほ
い
く

）
へ
行い

く
 

1
0

 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い
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問と
い

3
1
 
放
課
後

ほ
う

か
ご

や
長

期
ち
ょ
う
き

休
業

中
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

な
ど
、
幼
稚
園

よ
う

ち
え

ん

や
保
育

ほ
い

く

園え
ん

、
子こ

ど
も

園え
ん

、
学

校
が
っ
こ
う

等と
う

に
い

る
以
外

い
が

い

の
時
間

じ
か

ん

は
、
ど
の
よ
う
に
過す

ご
す
こ
と
を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
地
域

ち
い
き

の
同
世
代

ど
う
せ
だ
い

の
子こ

ど
も
と
遊あ
そ

ば
せ
た
い

 
５

 
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

り
よ
う

し
た
い

 

２
 
育
成
室

い
く
せ
い
し
つ

（
学
童

が
く
ど
う

保
育

ほ
い
く

）
を
利
用

り
よ
う

し
た
い

 
６

 
児
童

じ
ど

う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え

ん

、
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

ﾃﾞ
ｲｻ
ｰﾋ
ﾞｽ
を
利
用

り
よ

う

し
た
い

 

３
 
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
を
利
用

り
よ
う

し
た
い

 
７

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
習な
ら

い
事ご
と

や
塾

じ
ゅ
く

に
行い

か
せ
た
い

 
８

 
特と
く

に
な
い

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「
Ｂ

 
学
校

が
っ
こ
う

在
学
中

ざ
い
が
く
ち
ゅ
う

（
８
～

1
8
）
」
の
中な
か

か
ら
、
小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

（
小
学
部

し
ょ
う
が
く
ぶ

）
ま
た
は
中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

（
中
学
部

ち
ゅ
う
が
く
ぶ

）
に
通か
よ

っ
て
い
る
と
回
答

か
い
と
う

し
た
方か
た

の
保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

3
2
 

中
学

校
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

（
中

学
部

ち
ゅ
う
が
く
ぶ

）
卒

業
後

そ
つ
ぎ
ょ
う
ご

は
ど
の
よ
う
な
進
路

し
ん

ろ

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
高
等

こ
う
と
う

学
校

が
っ
こ
う

に
通か
よ

う
 

５
 
仕
事

し
ご
と

を
す
る

 

２
 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
高
等
部

こ
う
と
う
ぶ

に
通か
よ

う
 

６
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

３
 
専
門

せ
ん
も
ん

学
校

が
っ
こ
う

・
専

修
せ
ん
し
ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

に
通か
よ

う
 

７
 
わ
か
ら
な
い

 

 

４
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

向む

け
の

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

に
通か
よ

う
 

 

   

2
5
 

○
 フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

 
 
不
登
校

ふ
と
う
こ
う

の
子こ

ど
も
に
対た
い

し
、
学が
く

習し
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

、
 

教
育

き
ょ
う
い
く

相
談

そ
う
だ
ん

、
体
験

た
い
け
ん

活
動

か
つ
ど
う

等と
う

の
活
動

か
つ
ど
う

を
 

行お
こ
な

っ
て
い
る
民
間

み
ん
か
ん

の
施
設

し
せ
つ

 

○
 サ
ポ
ー
ト
校こ
う

 
 
普
通

ふ
つ
う

教
科

き
ょ
う
か

の
学
習

が
く
し
ゅ
う

支
援

し
え
ん

や
通
信

つ
う
し
ん

課
程

か
て
い

の
 

教
科

き
ょ
う
か

補
習

ほ
し
ゅ
う

を
提
供

て
い
き
ょ
う

す
る
場ば

 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
6
で
「
Ｂ

 
学
校

が
っ
こ
う

在
学
中

ざ
い
が
く
ち
ゅ
う

（
８
～

1
8
）
」
の
中な
か

か
ら
「
1
6
 
高
等

こ
う
と
う

学
校

が
っ
こ
う

」
・
「
1
7
 
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え
ん

学
校

が
っ
こ
う

の
高
等
部

こ
う
と
う
ぶ

」、
ま
た
は
「
C
 
義
務

ぎ
む

教
育

き
ょ
う
い
く

を
終
了

し
ゅ
う
り
ょ
う

後ご

、
通
学

つ
う
が
く

は
し
て
い
な
い
」と
回
答

か
い
と
う

し
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。
 

問と
い

33
 
以
下

い
か

の
選
択
肢

せ
ん

た
く

し

の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
進
路

し
ん

ろ

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

※
 
こ
の

設
問

せ
つ
も
ん

で
は
、
｢ご

本
人

ほ
ん
に
ん

の
希
望

き
ぼ

う

｣と
｢
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
方か
た

の
希
望

き
ぼ

う

｣を
そ
れ
ぞ
れ

伺
う
か
が

い
ま
す
。
 

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
希
望

き
ぼ
う

 

１
 
大
学

だ
い
が
く

や
短
期

た
ん
き

大
学

だ
い
が
く

へ
通か
よ

う
 

２
 
専
門

せ
ん
も
ん

学
校

が
っ
こ
う

や
専

修
せ
ん
し
ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

へ
通か
よ

う
 

３
 
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
サ
ポ
ー
ト
校こ
う

へ
通
う

か
よ

 

４
 
地
域

 ち
い
き

の
身
近
に

 み
ぢ
か

あ
る
学
び

ま
な

の
場 ば

へ
通
う

か
よ

 

５
 

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

学
校

が
っ
こ
う

へ
通か
よ

う
 

６
 
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

へ
就

職
し
ゅ
う
し
ょ
く

す
る
（
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

）
 

７
 
自
分

じ
ぶ
ん

で
仕
事

し
ご
と

を
す
る
（
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

な
ど
）

 

８
 
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

や
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

の
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

９
 
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

・
機
能

き
の
う

訓
練

く
ん
れ
ん

）
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

1
0

 
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
2

 
わ
か
ら
な
い

 
 保
護
者

ほ
ご
し
ゃ

の
方か
た

の
希
望

き
ぼ
う

 

１
 
大
学

だ
い
が
く

や
短
期

た
ん
き

大
学

だ
い
が
く

へ
通か
よ

う
 

２
 
専
門

せ
ん
も
ん

学
校

が
っ
こ
う

や
専

修
せ
ん
し
ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

へ
通か
よ

う
 

３
 
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
サ
ポ
ー
ト
校こ
う

へ
通
う

か
よ

 

４
 
地
域

 ち
い
き

の
身
近
に

 み
ぢ
か

あ
る
学
び

ま
な

の
場 ば

へ
通
う

か
よ

 

５
 

職
業

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

訓
練

く
ん
れ
ん

学
校

が
っ
こ
う

へ
通か
よ

う
 

６
 
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

へ
就

職
し
ゅ
う
し
ょ
く

す
る
（
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

）
 

７
 
自
分

じ
ぶ
ん

で
仕
事

し
ご
と

を
す
る
（
自
営
業

じ
え
い
ぎ
ょ
う

な
ど
）

 

８
 
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

や
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え
ん

の
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

９
 
自
立

じ
り
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

（
生
活

せ
い
か
つ

訓
練

く
ん
れ
ん

・
機
能

き
の
う

訓
練

く
ん
れ
ん

）
事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

1
0

 
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い
ご

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

へ
通か
よ

う
 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
2

 
わ
か
ら
な
い

 

26
 



 

- 382 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

3
4
 
あ
な
た
は
、

休
日

き
ゅ
う
じ
つ

や
余
裕

よ
ゆ

う

の
あ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
趣
味

し
ゅ
み

や
学

習
が
く
し
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

 
６

 
買か

い
物も
の

に
行い

く
 

1
1

 
地
域

ち
い
き

の
行
事

ぎ
ょ
う
じ

へ
の
参
加

さ
ん
か

や
 

２
 
ス
ポ
ー
ツ

 

 
７

 
飲

食
店

い
ん
し
ょ
く
て
ん

に
行い

く
 

交
流

こ
う
り
ゅ
う

 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

か
つ
ど
う

 
８

 
読
書

ど
く
し
ょ

 
1

2
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
散
歩

さ
ん
ぽ

 

４
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

と
会あ

う
 

９
 
旅
行

り
ょ
こ
う

 
1

3
 
そ
の
他た

 

５
 
音
楽

お
ん
が
く

、
演
劇

え
ん
げ
き

、
映
画

え
い
が

、
 

1
0

 
家い
え

で
く
つ
ろ
ぐ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

鑑
賞

か
ん
し
ょ
う

 
 

1
4

 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い

 

  
 
６

 
外
出

が
い
し
ゅ
つ

や
住す

ま
い
に
つ
い
て

 
 

問と
い

3
5
 
あ
な
た
は
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

ひ
ん

ど

で
外

出
が
い
し
ゅ
つ

し
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
ほ
ぼ
毎
日

ま
い
に
ち

 
３

 
週

し
ゅ
う

に
1
～

2
回か
い

 
５

 
あ
ま
り

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
な
い

 

２
 

週
し
ゅ
う

に
３
～
４
回か
い

 
４

 
月つ
き

に
1
～

3
回か
い

 
 

 

問と
い

3
6
 
あ
な
た
は
、

外
出

が
い
し
ゅ
つ

に
関か
ん

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

困こ
ま

っ
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
歩
道

ほ
ど
う

の
段
差

だ
ん
さ

や
傾
斜

け
い
し
ゃ

 
９

 
自
動
車

じ
ど
う
し
ゃ

・
自
転
車

じ
て
ん
し
ゃ

に
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

２
 
建
物

た
て
も
の

の
段
差

だ
ん
さ

や
階
段

か
い
だ
ん

 
1

0
 
ス
マ
ホ
の
な
が
ら
歩あ
る

き
に
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

３
 
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用

り
よ
う

 
1

1
 
駅え
き

の
ホ
ー
ム
で
線
路

せ
ん
ろ

へ
の
転
落

て
ん
ら
く

の
危
険

き
け
ん

を
感か
ん

じ
る

 

４
 
駅え
き

構
内

こ
う
な
い

の
移
動

い
ど
う

や
乗の

り
換か

え
 

1
2

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

す
る
の
に
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

で
あ
る

 

５
 
券
売
機

け
ん
ば
い
き

の
利
用

り
よ
う

 
1

3
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
た
く
て
も
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
い
な
い

 

６
 
ト
イ
レ
の
利
用

り
よ
う

 
1

4
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
人ひ
と

の
理
解

り
か
い

や
配
慮

は
い
り
ょ

が
な
い

 

７
 
歩
道

ほ
ど
う

が
せ
ま
い
・
障

害
物

し
ょ
う
が
い
ぶ
つ

が
あ
る

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
疲つ
か

れ
た
と
き
の

休
憩

き
ゅ
う
け
い

場
所

ば
し
ょ

 
1

6
 
特と
く

に
な
い

 

2
7
 

問と
い

3
7
 
住す

ま
い
に

関か
ん

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

し
え

ん

を
必

要
ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

改
造

か
い
ぞ
う

費
用

ひ
よ
う

の
貸
付

か
し
つ
け

・
助
成

じ
ょ
せ
い

 
５

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備

せ
い
び

 

２
 
家
具

か
ぐ

転
倒

て
ん
と
う

防
止

ぼ
う
し

や
耐
震
化

た
い
し
ん
か

な
ど
災
害

さ
い
が
い

対
策

た
い
さ
く

 
６

 
住

居
じ
ゅ
う
き
ょ

探さ
が

し
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

た
い
せ
い

の
整
備

せ
い
び

 

３
 
公
営

こ
う
え
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

へ
の
優
先

ゆ
う
せ
ん

入
居

に
ゅ
う
き
ょ

の
拡

充
か
く
じ
ゅ
う

 
７

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
民
間

み
ん
か
ん

賃
貸

ち
ん
た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

の
入

居
に
ゅ
う
き
ょ

支
援

し
え
ん

 
８

 
特と
く

に
な
い

 

   
 
７

 
権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

・差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

3
8
 
あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

で
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

へ
の
差
別

さ
べ

つ

や
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ
※
2
の
不

提
供

ふ
て
い
き
ょ
う

を
感か
ん

じ
る
場
面

ば
め

ん

を
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
家い
え

 
７

 
区く

役
所

や
く
し
ょ

な
ど
の

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

 

２
 
職
場

し
ょ
く
ば

 
８

 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

３
 
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

 
９

 
交
通

こ
う
つ
う

機
関

き
か
ん

 

４
 
お
店み
せ

な
ど
の
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

 
1

0
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

、
学
校

が
っ
こ
う

 

５
 
住す

ん
で
い
る
地ち

域い
き

や
住

じ
ゅ
う

民み
ん

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 

公
共

こ
う
き
ょ
う

施
設

し
せ
つ

 
1

2
 
特と
く

に
感か
ん

じ
た
こ
と
は
な
い

 
                

 

※
2
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

 

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

か
ら
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
る
旨む
ね

の
意
思

い
し

の
表
明

ひ
ょ
う
め
い

が
あ
っ
た
場
合

ば
あ
い

に
、
そ
の
実
施

じ
っ
し

に
伴と
も
な

う
負
担

ふ
た
ん

が
過
重

か
じ
ゅ
う

で
な
い
と
き
は
、
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

（
バ
リ
ア
）

を
除
去

じ
ょ
き
ょ

す
る
た
め
の
必
要

ひ
つ
よ
う

か
つ
合
理
的

ご
う
り
て
き

な
取
組

と
り
く
み

を
行
わ

お
こ
な

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

が
、
令
和

れ
い
わ

３
年ね
ん

５
月が
つ

に
改
正

か
い
せ
い

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
努
力

ど
り
ょ
く

義
務

ぎ
む

だ
っ
た
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

の
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

が
法
的

ほ
う
て
き

義
務

ぎ
む

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
法

か
い
せ
い
ほ
う

は
、
公
布

こ
う
ふ

の
日ひ

か
ら
起
算

き
さ
ん

し
て
３
年ね
ん

を
超こ

え
な
い

範
囲
内

は
ん
い
な
い

に
お
い
て
政
令

せ
い
れ
い

で
定さ
だ

め
る
日ひ

か
ら
施
行

し
こ
う

さ
れ
ま
す
。
 

2
8
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問と
い

3
9
 
あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

(
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

、
民
間
事

み
ん

か
ん

じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

、
住

民
じ
ゅ
う
み
ん

等と
う

)
に

求も
と

め
る
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ

 

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。
（
ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。
）

 

     

 

問と
い

4
0
 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
差
別

さ
べ

つ

解
消

か
い
し
ょ
う

を
進す
す

め
て
い

く
た

め
に

必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と
は

な
ん
だ

と
思
わ
れ

お
も

ま

す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

に
関か
ん

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

・
紛
争

ふ
ん
そ
う

解
決

か
い
け
つ

の
体
制

た
い
せ
い

整
備

せ
い
び

 

２
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
向む

け
た
取
組

と
り
く
み

に
関か
か

わ
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

・
発
信

は
っ
し
ん

 

３
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う
※

3
に
係か
か

る
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修

け
ん
し
ゅ
う

等と
う

の
開
催

か
い
さ
い

 

４
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う

の
趣
旨

し
ゅ
し

や
障

害
し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

に
関か
ん

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等と
う

の
発
行

は
っ
こ
う

 

５
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

作
品
展

さ
く
ひ
ん
て
ん

や
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

と
交

流
こ
う
り
ゅ
う

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

か
い
さ
い

 

６
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か
い

を
増ふ

や
す
こ
と

 

７
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
と
も
に
学ま
な

び
、
と
も
に
暮く

ら
す
こ
と

 

８
 
学
校

が
っ
こ
う

や
生

涯
し
ょ
う
が
い

学
習

が
く
し
ゅ
う

で
の

障
害

し
ょ
う
が
い

に
関か
ん

す
る

教
育

き
ょ
う
い
く

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

 

９
 

障
害

し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
の
講
演
会

こ
う
え
ん
か
い

や
疑
似

ぎ
じ

体
験
会

た
い
け
ん
か
い

の
開
催

か
い
さ
い

 

1
0

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

の
促
進

そ
く
し
ん

 

1
1

 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

1
2

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
3

 
特と
く

に
な
い

 

 

2
9
 

※
3
 障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

 

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

は
、
す
べ
て
の
国
民

こ
く
み
ん

が
、
障
害

し
ょ
う
が
い

の
有
無

う
む

に
よ
っ
て
分わ

け
隔へ
だ

て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互

そ
う
ご

に
人
格

じ
ん
か
く

と
個
性

こ
せ
い

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

し
合あ

い
な
が
ら
共
生

き
ょ
う
せ
い

す
る
社
会

し
ゃ
か
い

の
実
現

じ
つ
げ
ん

に
向む

け
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
す
る
差
別

さ
べ
つ

の
解
消

か
い
し
ょ
う

を
社
会

し
ゃ
か
い

に
お
い
て
推
進

す
い
し
ん

す
る
こ
と
を
目
的

も
く
て
き

に
制
定

せ
い
て
い

さ
れ
ま
し
た
。
 

○
不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
の
禁
止

き
ん
し

 

不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
と
は
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
し
て
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

て
い
き
ょ
う

を

拒
否

き
ょ
ひ

し
た
り
、
制
限

せ
い
げ
ん

し
た
り
、
条
件

じ
ょ
う
け
ん

を
付つ

け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

こ
う
い

を
い
い
、
行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は

民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
権
利

け
ん
り

利
益

り
え
き

を
侵
害

し
ん
が
い

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

          

問と
い

41
 
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

に
向
け
て

 む

、
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

を
進
め
て

す
す

い
く
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と

は
な
ん
だ
と
思
わ
れ

お
も

ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

に
関か
ん

す
る
講
演

こ
う
え
ん

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

か
い
さ
い

 

２
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

事
例

じ
れ
い

の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

３
 
筆
談

ひ
つ
だ
ん

、
読よ

み
上あ

げ
、
手
話

し
ゅ
わ

な
ど

障
害

し
ょ
う
が
い

の
特
性

と
く
せ
い

に
応お
う

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応

た
い
お
う

 

４
 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

保
障

ほ
し
ょ
う

の
た
め
の
機
器

き
き

の
導

入
ど
う
に
ゅ
う

 

５
 

障
害

し
ょ
う
が
い

当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

等と
う

を
講
師

こ
う
し

と
し
た

研
修

け
ん
し
ゅ
う

・
講
演

こ
う
え
ん

 

６
 
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
て
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提

供
て
い
き
ょ
う

を
支
援

し
え
ん

す
る
助
成

じ
ょ
せ
い

 

７
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
特と
く

に
な
い

 

 

30
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※
4
 
避
難

ひ
な
ん

行
動

こ
う
ど
う

要
支
援
者

よ
う
し
え
ん
し
ゃ

名
簿

め
い
ぼ

 

 
災
害

さ
い
が
い

時じ

に
自
力

じ
り
き

で
避
難

ひ
な
ん

す
る
こ
と
が
困
難

こ
ん
な
ん

な
方か
た

（
災
害

さ
い
が
い

時じ

要
配
慮

よ
う
は
い
り
ょ

者し
ゃ

）
を
発
災

は
っ
さ
い

時じ

に
地
域

ち
い
き

全
体

ぜ
ん
た
い

で
支
援

し
え
ん

す
る
た
め
、
一
定

い
っ
て
い

の
条
件

じ
ょ
う
け
ん

の
も
と
、
区 
 く

が
指
定

 
し
て
い

又ま
た

は
本
人

ほ
ん
に
ん

等と
う

の
申
請

し
ん
せ
い

に
基
づ
き

も
と

区く

が
整
備

せ
い
び

す
る
名
簿

め
い
ぼ

で
す
。
 

 
 
９

 
災
害

さ
い
が
い

対
策

た
い
さ
く

に
つ
い
て

 
 

問と
い

4
3
 

あ
な

た
や

ご
家
族

か
ぞ

く

の
方か
た

が
、

地
震

じ
し

ん

な
ど

の
災

害
さ
い
が
い

が
発

生
は
っ
せ
い

し
た

と
き

に
困こ
ま

る
こ

と
や

不
安

ふ
あ

ん

な
こ
と
は

何な
ん

で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
災

害
さ
い
が
い

の
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

を
知し

る
方

法
ほ
う
ほ
う

が
わ
か
ら
な
い

 
７

 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

で
必

要
ひ
つ
よ
う

な
支
援

し
え
ん

が
受う

け
ら
れ
る
か
不
安

ふ
あ
ん

 

２
 
助た
す

け
を
求も
と

め
る
方

法
ほ
う
ほ
う

が
わ
か
ら
な
い

 
８

 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

で
他ほ
か

の
人ひ
と

と
一
緒

い
っ
し
ょ

に
過す

ご
す
の
が

難
む
ず
か

し
い

 

３
 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

の
場
所

ば
し
ょ

が
わ
か
ら
な
い

 
9

 
薬
く
す
り

や
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
を
確
保

か
く

ほ

で
き
る
か
ど
う
か
不
安

ふ
あ

ん

 

４
 
近ち
か

く
に
助た
す

け
て
く
れ
る
人ひ
と

が
い
な
い

 
1

0
 
医

療
い
り
ょ
う

機
器

き
き

の
電

源
で
ん
げ
ん

確
保

か
く
ほ

が
心

配
し
ん
ぱ
い

 

５
 
一
人

ひ
と
り

で
は
避
難

ひ
な
ん

で
き
な
い

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 
避
難
所

ひ
な
ん
じ
ょ

の
設
備

せ
つ

び

が
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対
応

た
い
お
う

し
て
い
る
か
不
安

ふ
あ

ん

 
1

2
 
特と
く

に
な
い

 
 

問と
い

4
4
 
あ
な
た
や
ご
家
族

か
ぞ

く

の
方か
た

は
、

災
害

さ
い
が
い

に
対た
い

し
て
ど
の
よ
う
な

備そ
な

え
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
日
頃

ひ
ご
ろ

か
ら
家
族

か
ぞ
く

で
災
害

さ
い
が
い

時じ

の
対
応

た
い
お
う

を
話は
な

し
合あ

っ
て
い
る

 

２
 
非
常
時

ひ
じ
ょ
う
じ

持も

ち
出だ

し
品ひ
ん

の
用
意

よ
う
い

、
非

常
食

ひ
じ
ょ
う
し
ょ
く

等と
う

の
備
蓄

び
ち
く

（
３
日か

～
１
週

間
し
ゅ
う
か
ん

）
を
し
て
い
る

 

３
 
疾
病

し
っ
ぺ
い

等と
う

で
必
要

ひ
つ
よ
う

な
薬

く
す
り

や
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

の
連
絡
先

れ
ん
ら
く
さ
き

な
ど
を
備そ
な

え
て
い
る

 

４
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
人ひ
と

や
知
人

ち
じ
ん

等と
う

に
、
災
害

さ
い
が
い

が
発
生

は
っ
せ
い

し
た
と
き
の
助た
す

け
を
お
願ね
が

い
し
て
い
る

 

５
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

の
「
避
難

ひ
な

ん

行
動

こ
う
ど
う

要
支
援
者

よ
う
し
え
ん
し
ゃ

名
簿

め
い

ぼ

」
※

4
に
登
録

と
う
ろ
く

し
て
い
る

 

６
 
家
具

か
ぐ

に
転
倒

て
ん
と
う

防
止

ぼ
う

し

器
具

き
ぐ

を
取
り
付
け
て

 
と

 
 
 
  

つ

い
る

 

７
 
住
居

じ
ゅ
う
き
ょ

の
耐
震

た
い
し
ん

診
断

し
ん
だ
ん

を
受
け

 
う

、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
補
強

ほ
き
ょ
う

を
行
っ
て

お
こ
な

い
る

 

８
 
区
民

く
み

ん

防
災

ぼ
う
さ
い

組
織

そ
し

き

（
町

会
ち
ょ
う
か
い

・
自
治
会

じ
ち

か
い

）
や
消
防
団

し
ょ
う
ぼ
う
だ
ん

等と
う

に
参
加

さ
ん

か

し
て
い
る

 

９
 
地
域

ち
い

き

の
防
災

ぼ
う
さ
い

訓
練

く
ん
れ
ん

や
勉
強
会

べ
ん
き
ょ
う
か
い

・
セ
ミ
ナ
ー
等と
う

に
参
加

さ
ん

か

し
て
い
る

 

1
0

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
1

 
特と
く

に
な
い

 
 

  

3
2
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
８

 
感
染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

4
2
 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

が
発

生
は
っ
せ
い

し
感

染
か
ん
せ
ん

拡
大

か
く
だ
い

し
た
と
き

に
困こ
ま

っ
た
こ
と
や

不
安

ふ
あ

ん

に
思
っ
た
こ
と
は

何な
ん

で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

の
機
会

き
か
い

が
減へ

っ
た

 

２
 
身
体
的

し
ん
た
い
て
き

距
離

き
ょ
り

を
確
保

か
く
ほ

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

３
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

へ
の
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
た

 

４
 
手
洗

て
あ
ら

い
や
う
が
い
等と
う

の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

対
策

た
い
さ
く

を
と
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

５
 
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

発
生

は
っ
せ
い

に
よ
る
閉
鎖

へ
い
さ

の
た
め
、

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

の
活
動

か
つ
ど
う

場
所

ば
し
ょ

が
 

な
い
こ
と
が
あ
っ
た

 

６
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
か
か
っ
た
り
、
濃
厚

の
う
こ
う

接
触

者
せ
っ
し
ょ
く
し
ゃ

に
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

の
自
宅

じ
た
く

待
機

た
い
き

が
難

む
ず
か

し
い

 

７
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

８
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い

 

９
 
オ
ン
ラ
イ
ン
化か

へ
の
対
応

た
い
お
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

1
0

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
1

 
特と
く

に
な
い

 

 

3
1
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令
和

れ
い

わ

４
年ね

ん

1
0月が

つ

31
日に

ち

 
(月げ

つ

)
ま
で
に
、
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
ご
回
答

か
い
と
う

い

た
だ
い
た
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

封
筒

ふ
う
と
う

に
切
手

き
っ

て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
個
人

こ
じ

ん

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

保
護

ほ
ご

の
観
点

か
ん
て
ん

か
ら
、
調

査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

や
封
筒

ふ
う
と
う

に
、
ご

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

お
名
前

な
ま

え

を

お
書か

き
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
願ね
が

い
し
ま
す
。
 

 
 
1
0
 
自
由

じ
ゆ
う

意
見

い
け
ん

 
 

問と
い

4
5
 
区く

の
障

害
児

し
ょ
う
が
い
じ

（
者し
ゃ

）
施
策

し
さ

く

に
関か
ん

し
て
、
ご
意
見

い
け

ん

・
ご

要
望

よ
う
ぼ
う

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。

 

       ※
 お
書か

き
い
た
だ
い
た
ご
意
見

い
け
ん

・ご
要
望

よ
う
ぼ
う

に
、
個
別

こ
べ
つ

に
お
答こ
た

え
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
ま
す
が
、
計
画

け
い
か
く

策
定

さ
く
て
い

の
際さ
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

質
問

し
つ
も
ん

は
以
上

い
じ
ょ
う

で
終お

わ
り
で
す
。

 

こ
の
度た
び

は
調
査

ち
ょ
う
さ

に
ご
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

い
た
だ
き
、
誠ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

次つ
ぎ

の
ペ
ー
ジ
以
降

い
こ
う

は
、
問と
い

2
1
に
関か
ん

す
る
資
料

し
り
ょ
う

と
な
り
ま
す
。
 

        

3
3
 

資
料

し
り
ょ
う

【
障
害
児
通
所

し
ょ
う
が
い
じ
つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

（
問と
い

2
1
）
】 

 

サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
１
）
児
童

じ
ど
う

福
祉
法

ふ
く
し
ほ
う

に
基も
と

づ
く
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
基
本
的

き
ほ
ん
て
き

な
動
作

ど
う

さ

の
指
導

し
ど

う

、
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

訓
練

く
ん
れ
ん

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。
 

２
．
医
療
型

い
り
ょ
う
が
た

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
上
肢

じ
ょ
う
し

、
下
肢

か
し

又ま
た

は
体た
い

幹か
ん

の
機
能

き
の

う

に
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
児
童

じ
ど

う

に
、
児
童

じ
ど

う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え

ん

及お
よ

び
治
療

ち
り
ょ
う

を

行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 
小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

か
ら
中

学
ち
ゅ
う
が
く

、
高
校

こ
う
こ
う

ま
で
の
学
校

が
っ
こ
う

に
通か
よ

う
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

を
対

象
た
い
し
ょ
う

に
、
生
活

せ
い
か
つ

能
力

の
う
り
ょ
く

の

向
上

こ
う
じ
ょ
う

の
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
訓
練

く
ん
れ
ん

、
そ
の
他た

必
要

ひ
つ
よ
う

な
支
援

し
え

ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
居
宅

き
ょ
た
く

訪
問
型

ほ
う
も
ん
が
た

児
童

じ
ど
う

発
達

は
っ
た
つ

支
援

し
え
ん

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い
重
度

じ
ゅ
う
ど

の
児
童

じ
ど

う

の
居
宅

き
ょ
た
く

を
訪
問

ほ
う
も
ん

し
、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
基
本
的

き
ほ
ん
て
き

な
動
作

ど
う

さ

の
指
導

し
ど

う

、
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

訓
練

く
ん
れ
ん

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

等と
う

訪
問

ほ
う
も
ん

支
援

し
え
ん

 
保
育
所

ほ
い
く
じ
ょ

等と
う

に
通か
よ

う
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

に
、
そ
の
施
設

し
せ

つ

を
訪
問

ほ
う
も
ん

し
、
集

団
し
ゅ
う
だ
ん

生
活

せ
い
か
つ

へ
の
適
応

て
き
お
う

の
た
め

の
専
門
的

せ
ん
も
ん
て
き

な
支
援

し
え

ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

６
．
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

す
る
児
童

じ
ど

う

に
対た
い

し
て
、
保
護

ほ
ご

、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
指
導

し
ど

う

、
知
識

ち
し

き

技
能

ぎ
の

う

の

付
与

ふ
よ

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
２
）
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
サ
ー
ビ
ス

 

１
．
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

費ひ

の
支
給

し
き
ゅ
う

等と
う

 
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ （

児じ

）
の
身
体

し
ん
た
い

機
能

き
の

う

を
補
完

ほ
か

ん

・
代
替

だ
い
た
い

す
る
補ほ

装
具

そ
う

ぐ

を
製
作

せ
い
さ
く

・
修
理

し
ゅ
う
り

等と
う

す
る
場
合

ば
あ

い

、

補ほ

装
具
費

そ
う

ぐ
ひ

を
支
給

し
き
ゅ
う

し
ま
す
。

 

２
．
短
期

た
ん
き

保
護

ほ
ご

 
常
時

じ
ょ
う
じ

介
護

か
い

ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

・
児じ

の
家
族

か
ぞ

く

が
、
疾
病

し
っ
ぺ
い

・
事
故

じ
こ

・
冠
婚
葬
祭

か
ん
こ
ん
そ
う
さ
い

等と
う

の
理
由

り
ゆ

う

で
介
護

か
い

ご

が
困
難

こ
ん
な
ん

な
と
き
、
家
族

か
ぞ

く

に
代か

わ
っ
て
保
護

ほ
ご

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
児じ

在
宅

ざ
い
た
く

レ
ス
パ
イ
ト

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
児じ

の
健
康

け
ん
こ
う

保
持

ほ
じ

や
、
介
護

か
い

ご

す
る
同
居

ど
う
き
ょ

の
保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

等と
う

の
介
護

か
い

ご

負
担

ふ
た

ん

の
軽
減

け
い
げ
ん

を

図は
か

る
た
め
、
自
宅

じ
た

く

に
看
護
師

か
ん

ご
し

等と
う

を
派
遣

は
け

ん

し
、
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
福
祉

ふ
く
し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

・
 

自じ

動ど
う

車し
ゃ

燃ね
ん

料
り
ょ
う

費ひ

助じ
ょ

成せ
い

 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

が
難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

が
積
極
的

せ
っ
き
ょ
く
て
き

に
社
会

し
ゃ
か
い

参
加

さ
ん

か

で
き
る
よ
う
に
、
福
祉

ふ
く

し

タ
ク
シ
ー
利
用
券

り
よ
う
け
ん

の
交
付

こ
う

ふ

又ま
た

は
自
動
車

じ
ど
う
し
ゃ

等と
う

の
燃
料
費

ね
ん
り
ょ
う
ひ

の
助
成

じ
ょ
せ
い

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

  

3
4
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
３
）
障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス

 

１
．
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

 
自
宅

じ
た
く

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い
ご

、
通
院

つ
う
い
ん

の
介
助

か
い
じ
ょ

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

 
重お
も

い
障

害
し
ょ
う
が
い

が
あ
り
、
常つ
ね

に
介
護

か
い
ご

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
人ひ
と

に
、
自
宅

じ
た
く

で
の
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、

食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い
ご

、
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
お
け
る
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

等と
う

を
総
合
的

そ
う
ご
う
て
き

に
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

 
視
覚

し
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人ひ
と

に
、
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
お
い
て
、
移
動

い
ど
う

の
援
護

え
ん
ご

等と
う

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
行
動

こ
う
ど
う

援
護

え
ん
ご

 
知
的

ち
て

き

障
害

し
ょ
う
が
い

や
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
よ
り
、
一
人

ひ
と

り

で
行
動

こ
う
ど
う

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い
人ひ
と

に
対た
い

し
て
、

移
動
中

い
ど
う
ち
ゅ
う

の
介
護

か
い

ご

や
危
険

き
け

ん

を
避さ

け
る
た
め
の
支
援

し
え
ん

を
行

お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

包
括

ほ
う
か
つ

支
援

し
え
ん

 
介
護

か
い

ご

の
必
要
性

ひ
つ
よ
う
せ
い

が
と
て
も
高た
か

い
人ひ
と

に
、
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い

ご

等と
う

の
複
数

ふ
く
す
う

の
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的

ほ
う
か
つ
て
き

に

行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

6
．
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

 
自
宅

じ
た

く

で
介
護

か
い

ご

す
る
人ひ
と

が
病
気

び
ょ
う
き

の
場
合

ば
あ

い

や
休

養
き
ゅ
う
よ
う

等と
う

の
た
め
に
、
短
期
間

た
ん
き
か
ん

、
夜
間

や
か

ん

も
含ふ
く

め

施
設

し
せ

つ

で
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

、
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

の
介
護

か
い

ご

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
４
）
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

１
．
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
の
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
関か
ん

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

に
応お
う

じ
、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

及お
よ

び

助
言

じ
ょ
げ
ん

そ
の
他た

各
種

か
く
し
ゅ

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ

う

支
援

し
え

ん

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
移
動

い
ど
う

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
外

出
が
い
し
ゅ
つ

時じ

に
移
動

い
ど

う

に
関か
ん

す
る
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
対た
い

し
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

に
よ
る
移
動

い
ど

う

の
支
援

し
え

ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

３
．
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ
う
ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
重
度

じ
ゅ
う
ど

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
、
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
用
具

よ
う

ぐ

や
住

宅
じ
ゅ
う
た
く

改
修

か
い
し
ゅ
う

等と
う

の
給
付

き
ゅ
う
ふ

を

行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

４
．
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 
短
期

た
ん

き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

で
、
宿

泊
し
ゅ
く
は
く

を
伴
と
も
な

わ
な
い
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

に
、
入

浴
に
ゅ
う
よ
く

・
排は
い

せ
つ
、
食
事

し
ょ
く
じ

等と
う

の
介
護

か
い

ご

や
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
支
援

し
え

ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

５
．
地
域

ち
い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
、
創
作
的

そ
う
さ
く
て
き

活
動

か
つ
ど
う

や
社
会

し
ゃ
か
い

と
の
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か

い

等と
う

を
提て
い

供
き
ょ
う

し
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
名め
い

 
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

 

（
５
）
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

 

１
．
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

（
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

・
継
続

け
い
ぞ
く

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

）
 

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

に
関か
ん

す
る
様
々

さ
ま
ざ
ま

な
相
談

そ
う
だ
ん

に
応お
う

じ
、
必
要

ひ
つ
よ
う

な
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

や
各
機
関

か
く
き
か
ん

と
の
連
絡

れ
ん
ら
く

調
整

ち
ょ
う
せ
い

な
ど
を

行
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

の
通
所

つ
う
し
ょ

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

な
い
よ
う

等と
う

を
定さ
だ

め
た

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

等と
う

の
作
成

さ
く
せ
い

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
地
域

ち
い
き

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
地
域

ち
い
き

移
行

い
こ
う

支
援

し
え
ん

・
 

地
域

ち
い
き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え
ん

）
 

施
設

し
せ

つ

や
病

院
び
ょ
う
い
ん

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

・
入

院
に
ゅ
う
い
ん

し
て
い
る
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
て
、
地
域

ち
い

き

生
活

せ
い
か
つ

に
移
行

い
こ

う

す
る
た
め
の
支
援

し
え

ん

や
、
居
宅

き
ょ
た
く

で
単
身

た
ん
し
ん

生
活

せ
い
か
つ

す
る
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
相
談

そ
う
だ
ん

等と
う

に
対
応

た
い
お
う

し
ま
す
。

 

３
．
計
画

け
い
か
く

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

（
サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

 

支
援

し
え
ん

・
継
続

け
い
ぞ
く

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

支
援

し
え
ん

）
 障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
等と
う

の
利
用

り
よ

う

を
希
望

き
ぼ

う

す
る
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ

う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

し
、
一い
っ

定て
い

期
間

き
か

ん

ご
と
に
計
画

け
い
か
く

の
検

証
け
ん
し
ょ
う

等と
う

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

（
６
）
そ
の
他た

 

１
．
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
児じ

）
歯
科

し
か

診
療

し
ん
り
ょ
う

 
口
腔

こ
う
く
う

衛
生

え
い
せ
い

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

を
図は
か

る
た
め
、
歯
科

し
か

治
療

ち
り
ょ
う

や
各
種

か
く
し
ゅ

相
談

そ
う
だ
ん

を
行
お
こ
な

い
ま
す
。

 

２
．
在
宅

ざ
い
た
く

療
養

者
り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

歯
科

し
か

訪
問

ほ
う
も
ん

健け
ん

診し
ん

 

・
予
防

よ
ぼ
う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

 

歯
科

し
か

医
院

い
い

ん

へ
の
通
院

つ
う
い
ん

が
難
む
ず
か

し
い
在
宅

ざ
い
た
く

療
養
者

り
ょ
う
よ
う
し
ゃ

等と
う

に
、
歯
科

し
か

医
師

い
し

や
歯
科

し
か

衛
生
士

え
い
せ
い
し

が

自
宅

じ
た

く

に
訪
問

ほ
う
も
ん

し
、
歯
科

し
か

健け
ん

診し
ん

・
予
防

よ
ぼ

う

相
談

そ
う
だ
ん

指
導

し
ど

う

を
行
お
こ
な

い
、
口
腔

こ
う
く
う

衛
生

え
い
せ
い

の
向

上
こ
う
じ
ょ
う

を
図は
か

り

ま
す
。
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施
設

し
せ

つ

に
入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
て
い
る
方か
た

 

区
民

く
み

ん

の
生
活

せ
い

か
つ

の
ニ
ー
ズ
に
関か

ん

す
る
調
査

ち
ょ

う
さ

 
 日
頃

ひ
ご
ろ

か
ら
、
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

の
福
祉

ふ
く
し

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

に
ご
理
解

り
か
い

ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

で
は
、
皆
様

み
な
さ
ま

の
生
活

せ
い
か
つ

実
態

じ
っ
た
い

や
意
向

い
こ
う

を
把
握

は
あ
く

し
て
、
福
祉

ふ
く
し

施
策

し
さ
く

を
計
画
的

け
い
か
く
て
き

に
進す
す

め
て
い
く
た
め
の
基
礎

き
そ

資
料

し
り
ょ
う

と
す
る
た
め
に
、
調
査

ち
ょ
う
さ

を
実
施

じ
っ
し

し
ま
す
。
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
身
体

し
ん
た
い

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

、
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

ま
た
は
精
神

せ
い
し
ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の
方か
た

の
中な
か

か
ら
、
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

が
支
給

し
き
ゅ
う

決
定

け
っ
て
い

し
た
施
設

し
せ
つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

及お
よ

び
療
養

り
ょ
う
よ
う

介
護

か
い
ご

の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
中

り
よ
う
ち
ゅ
う

の
1
8
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
方か
た

を
対
象
者

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
い
た
内
容

な
い
よ
う

は
、
統
計
的

と
う
け
い
て
き

に
集
計

し
ゅ
う
け
い

・
分
析

ぶ
ん
せ
き

し
て
、
報
告
書

ほ
う
こ
く
し
ょ

と
し
て
発
行

は
っ
こ
う

す
る
と
と
も
に
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

公
式

こ
う
し
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知し

ら
せ
し
ま
す
。
調
査

ち
ょ
う
さ

の
結
果

け
っ
か

に
つ
い
て
は
障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

・
児じ

計
画

け
い
か
く

（
令
和

れ
い
わ

６
年
度

ね
ん
ど

か

ら
令
和

れ
い
わ

８
年
度

ね
ん
ど

ま
で
）
策
定

さ
く
て
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

無
記
名

む
き
め
い

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
式

ほ
う
し
き

で
ご
回
答

か
い
と
う

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
個
人

こ
じ
ん

が
特
定

と
く
て
い

さ
れ
た
り
、
個
人

こ
じ
ん

の
回
答

か
い
と
う

内
容

な
い
よ
う

が
明あ
き

ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

の
趣
旨

し
ゅ
し

を
ご
理
解

り
か
い

い
た
だ
き
、
ご
協
力

き
ょ
う
り
ょ
く

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願ね
が

い
い
た
し
ま
す
。
 

令
和

れ
い
わ

４
年ね
ん

１
０
月が
つ

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

長ち
ょ
う

 
成
澤

な
り
さ
わ

 
廣ひ
ろ

修の
ぶ

 

 

 

 ・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等と
う

で
下
記

か
き

Ｑ
Ｒ

き
ゅ
ー
あ
ー
る

コ
ー
ド
を
読よ

み
取と

っ
て
い
た
だ
く
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
場ば

合あ
い

は
Ｕゆ
ー

Ｒ
あ
ー
る

Ｌえ
る

を

入に
ゅ
う

力り
ょ
く

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上じ
ょ
う

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
最
初

さ
い
し
ょ

に
下
記

か
き

の
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
画が

面め
ん

の
指し

示じ

に
従
し
た
が

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
回
答

か
い
と
う

を
選
択

せ
ん
た
く

・
入
力

に
ゅ
う
り
ょ
く

し
、
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 

↓
Q

R
コ

ー
ド

、
U

R
L
↓
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

↓
パ

ス
ワ

ー
ド

↓
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e
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～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご

回
答

か
い
と
う

い
た
だ
け
ま
す
～
 

b
u

n
k
y
o
8

3
1

 

1
 

    

         

      

・
郵

送
ゆ

う
そ

う

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
い
ず
れ
か

を
選

択
せ

ん
た

く

し
て
ご

回
答

ご
か

い
と

う

く
だ

さ
い
。
 

 
郵

送
ゆ

う
そ

う

の
場

合
ば

あ
い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
ま

で
に

、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
回
答

か
い
と
う

を
書か

き
入い

れ
た
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ

い
。
 
切
手

き
っ
て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
記
入
済

き
に
ゅ
う
ず
み

調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

送
付
先

そ
う
ふ
さ
き

】
 
 

 

〒
1
1
2
－

8
5

5
5

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

春
日

か
す
が

1
－

1
6
－

2
1
 
 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

9
階か
い

 

 
 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

役
所

や
く
し
ょ

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉
係

ふ
く
し
か
か
り

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
ば

あ
い

 

・
令

和
れ
い
わ

４
年ね
ん

1
0

月が
つ

3
1
日に
ち

（月げ
つ

）
２

４
時じ

ま
で

に
、
回
答

か
い
と
う

を
送
信

そ
う
し
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

【調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
関
す
る

か
ん

問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

こ
の
調
査

ち
ょ
う
さ

は
、
集
計

し
ゅ
う
け
い

及
び

お
よ

分
析

ぶ
ん
せ
き

を
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス
に
委
託

い
た
く

し
て
実
施

じ
っ
し

し
て
い
ま
す
。
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

の
内
容

な
い
よ
う

に
関
し
て

か
ん

不
明

ふ
め
い

な
点て
ん

等と
う

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数

て
す
う

で
す
が
下
記

 
か

 
 
き

ま
で
お
問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  
 
 
 
（
株か
ぶ

）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス

 
担
当

た
ん
と
う

：
緒
方

お
が
た

、
菊
地

き
く
ち

、
小
浜

こ
は
ま

 

電
話

で
ん
わ

：
０
３
（
３
３
５
７
）
７
１
８
１
、
 
F

A
X

ふ
ぁ
っ
く
す

：
０
３
（
３
３
５
７
）７
１
８
０

 

 
 
 
 
 
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
in

f
o

@
ir

s
-t

o
k
y
o

.c
o

.j
p

 

 
 
 
 
 
 
受
付

う
け
つ
け

時
間

じ
か
ん

：
平
日

へ
い
じ
つ

（
月げ
つ

～
金き
ん

）
 
 
午
前

ご
ぜ
ん

1
0
時じ

～
午
後

ご
ご

6
時じ
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【回
答

か
い
と
う

に
支
援

し
え
ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
場
合

ば
あ
い

の
問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

】 

回
答

か
い
と
う

の
際さ
い

の
支
援

し
え
ん

を
行
い

お
こ
な

ま
す
。
ご
希
望

き
ぼ
う

の
方か
た

は
下
記

か
き

ま
で
お
問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

 
 
住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

総
合

そ
う
ご
う

福
祉

ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
１
階か
い

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
９
０
３
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
９
０
４

 
 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐

し
ゃ
か
い
ふ
く
し
ほ
う
じ
ん
ぶ
ん
き
ょ
う
え
ん
じ
ゅ

の
会か
い

（
は
～
と
・
ピ
ア
）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

大
塚

お
お
つ
か

４
－
２
１
－
８

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
９
４
３
）
４
３
０
０
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
９
４
３
）
４
３
３
０

 
 

社
会
福
祉
法
人
文
京
槐

し
ゃ
か
い
ふ
く
し
ほ
う
じ
ん
ぶ
ん
き
ょ
う
え
ん
じ
ゅ

の
会か
い

（
は
～
と
・
ピ
ア
２
）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
石
川

こ
い
し
か
わ

４
－
４
－
５

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
６
８
０
１
）
８
５
７
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
６
８
０
１
）
８
５
８
１
 

 

本
郷

ほ
ん
ご
う

福
祉

ふ
く
し

セ
ン
タ
ー
（
若わ
か

駒こ
ま

の
里さ
と

）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

本
郷

ほ
ん
ご
う

４
－
３
５
－
１
５

 
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

勤
労

き
ん
ろ
う

福
祉

ふ
く
し

会
館

か
い
か
ん

２
階か
い

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
８
２
３
）
８
０
９
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
８
２
３
）
８
０
９
２

 
  
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉

ふ
く
し

法
人

ほ
う
じ
ん

武
蔵
野
会

む
さ
し
の
か
い

（
リ
ア
ン
文
京

ぶ
ん
き
ょ
う

）
 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
日
向

こ
ひ
な
た

２
－
１
６
－
１
５

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
８
２
２
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
９
４
０
）
２
８
２
３

 
  
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

立り
つ

大
塚

お
お
つ
か

福
祉

ふ
く
し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

大
塚

お
お
つ
か

４
－
５
０
－
１
 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
９
４
６
）
５
６
０
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
３
９
４
６
）
２
６
６
７

 
 

文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

立り
つ

小
石
川

こ
い
し
か
わ

福
祉

ふ
く
し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

 

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

：
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

小
石
川

こ
い
し
か
わ

３
－
３
０
－
６

 

  
  

 
Ｔ
ｅ
ｌ 
０
３
（
３
８
１
１
）
１
４
３
１
、
 
Ｆ
ａ
ｘ
 
０
３
（
５
６
８
９
）
４
５
２
３

 
     

3
 

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

 
 
 
 
記
入
上

き
に
ゅ
う
じ
ょ
う

の
お
願ね
が

い
 
 
 
 
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
直
接

ち
ょ
く
せ
つ

書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
質
問

し
つ
も
ん

に
よ
っ
て
は
、
一
部

い
ち
ぶ

の
方か
た

の
み
に
回
答

か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

は
、
あ
て
は
ま
る
番
号

ば
ん
ご
う

に
○ま
る

印じ
る
し

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

が
「そ
の
他た

」に
な
る
場
合

ば
あ
い

は
、
（ 

 
 
）
内な
い

に
そ
の
内
容

な
い
よ
う

を
書か

い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答

か
い
と
う

し
た
く
な
い
質
問

し
つ
も
ん

は
答こ
た

え
ず
に
、
次つ
ぎ

の
質
問

し
つ
も
ん

に
進す
す

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

●
 こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
は
、
名
前

な
ま
え

を
書
か

 
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

  

 
 
こ
こ
か
ら
調
査

ち
ょ
う
さ

が
は
じ
ま
り
ま
す

 
 

こ
の
調
査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

で
、「
あ
な
た
」と
あ
る
の
は
、『
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

』 
の
こ
と
で
す
。 

で
き
る
か
ぎ
り
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

が
お
答こ
た

え
く
だ
さ
い
。

 
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

が
回
答

か
い
と
う

で
き
な
い

場
合

ば
あ
い

は
、
ご
家
族

か
ぞ
く

や
施
設

し
せ
つ

の
職
員

し
ょ
く
い
ん

の
方か
た

が
、
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
立
場

た
ち
ば

で
、
現
在

げ
ん
ざ
い

の
状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

で

回
答

か
い
と
う

し
て
く
だ
さ
い
。
 

問と
い

１
 
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

に
回

答
か
い
と
う

し
て
い
た
だ
く

方か
た

は
ど
な
た
で
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
あ
て
名な

ご
本
人

ほ
ん
に
ん

 
３

 
施
設

し
せ
つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 

２
 
ご
家
族

か
ぞ
く

の
方か
た

 
４

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
 
１

 
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

に
つ
い
て

 
 

問と
い

２
 
あ
な
た
の

年
齢

ね
ん
れ
い

を
お
聞き

き
し
ま
す
。
令れ
い

和わ

４
年ね
ん

１
0
月が
つ

１
日

つ
い
た
ち

現
在

げ
ん
ざ
い

の
満
年
齢

ま
ん
ね
ん
れ
い

を
お
書か

き
く

だ
さ
い
。

 

 

 
歳さ
い
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- 389 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問と
い

３
 
あ
な
た
ご
本
人

ほ
ん
に
ん

の
年

収
ね
ん
し
ゅ
う

額が
く

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

税
金

ぜ
い
き
ん

等と
う

を
差さ

し
引ひ

く
前ま
え

の
額が
く

で
お

答こ
た

え
く
だ
さ
い
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 

収
入

し
ゅ
う
に
ゅ
う

は
な
い

 
５

 
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

２
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
６

 
5

0
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 

３
 

8
0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
７

 
1

,0
0

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 

1
5

0
万
円

ま
ん
え
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
2

5
0
万
円

ま
ん
え
ん

未
満

み
ま
ん

 
 

 問と
い

４
 
あ
な
た
ご

本
人

ほ
ん
に
ん

の
主お
も

な
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

の
内

訳
う
ち
わ
け

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ

て
に
○
）

 

 １
 
年
金

ね
ん
き
ん

（
障

害
し
ょ
う
が
い

基
礎

き
そ

年
金

ね
ん
き
ん

な
ど
）

 
４

 
親
族

し
ん
ぞ
く

の
扶
養

ふ
よ
う

ま
た
は
援
助

え
ん
じ
ょ

 

２
 
工
賃

こ
う
ち
ん

（
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ

つ

・
福
祉

ふ
く

し

作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
じ
ょ

な
ど
に
通
所

つ
う
し
ょ

）
 

５
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

３
 
生
活

せ
い
か
つ

保
護
費

ほ
ご

ひ

 
 

  
 
２

 
障
害

し
ょ
う
が
い

の
状
況

じ
ょ
う
き
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

５
 
あ
な
た
に
は
、

次つ
ぎ

の
障

害
し
ょ
う
が
い

等と
う

が
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
肢
体

し
た
い

不
自
由

ふ
じ

ゆ
う

（
上
肢

じ
ょ
う
し

・
下
肢

か
し

・
体た
い

幹か
ん

・
脳
性

の
う
せ
い

麻
痺

ま
ひ

・
移
動

い
ど
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

）
 

２
 
音
声

お
ん
せ
い

・
言
語

げ
ん
ご

・
そ
し
ゃ
く
機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

３
 
視
覚

し
か
く

障
害

し
ょ
う
が
い

 

４
 
聴

覚
ち
ょ
う
か
く

・
平
衡

へ
い
こ
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

５
 
内
部

な
い
ぶ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
心
臓

し
ん
ぞ
う

、
呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

、
腎
臓

じ
ん
ぞ
う

、
ぼ
う
こ
う
・

直
腸

ち
ょ
く
ち
ょ
う

、
小

腸
し
ょ
う
ち
ょ
う

、
免
疫

め
ん
え
き

機
能

き
の
う

等と
う

）
 

６
 
知
的

ち
て
き

障
害

し
ょ
う
が
い

 

７
 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

（
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
 
→

7
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

５
－
１
へ

 

８
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

 

９
 
高
次

こ
う
じ

脳の
う

機
能

き
の
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 

1
0

 
難

病
な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）
 
→

1
0
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

５
－
２
へ

 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

→
上
記

じ
ょ
う
き

７
・
1
0
の
ど
ち
ら
に
も
当あ

て
は
ま
ら
な
い
方か
た

は
、
問と
い

６
へ

 

 

5
 

 
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

５
で

 「
７

 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

（自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

等と
う

）
」 
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に

お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

５
－
１

 
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

の
診

断
名

し
ん
だ
ん
め
い

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。

 

 １
 
広
汎
性

こ
う
は
ん
せ
い

発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
４

 
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

 
７

 
わ
か
ら
な
い

 

２
 
自
閉
症

じ
へ
い
し
ょ
う

 
５

 
学

習
が
く
し
ゅ
う

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

３
 
注
意
欠
陥
多
動

ち
ゅ
う
い
け
っ
か
ん
た
ど
う

性せ
い

障
害

し
ょ
う
が
い

 
６

 
そ
の
他
の
発
達

は
っ
た
つ

障
害

し
ょ
う
が
い

 
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

５
で

 「
１
０

 
難
病

な
ん
び
ょ
う

（
特
定

と
く
て
い

疾
病

し
っ
ぺ
い

）」
 と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

５
－

２
 

病
名

び
ょ
う
め
い

（
東

京
都

と
う
き
ょ
う
と

発
行

は
っ
こ
う

の
難

病
な
ん
び
ょ
う

医
療
費

い
り

ょ
う

ひ

等と
う

助
成

じ
ょ
せ
い

制
度

せ
い

ど

の
医

療
券

い
り
ょ
う
け
ん

も
し

く
は

診
断

書
し
ん
だ
ん
し
ょ

に
記
載

き
さ

い

さ
れ
て
い
る

病
名

び
ょ
う
め
い

）
等と
う

を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。

 

 

疾
病
名

し
っ
ぺ
い
め
い

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
  
 
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

６
 
あ
な
た
が
持も

っ
て
い
る

手
帳

て
ち
ょ
う

の
種

類
し
ゅ
る
い

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

手
帳

て
ち
ょ
う

を
お
持も

ち
の

方か
た

は
、

等
級

と
う
き
ゅ
う

・
程
度

て
い

ど

に
も
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
身
体

し
ん
た
い

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
４

級
き
ゅ
う

 
５

 
５

級
き
ゅ
う

 
６

 
６

級
き
ゅ
う

 
 

 
 

 

２
 
愛あ
い

の
手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１
度ど

 
２

 
２
度ど

 
３

 
３
度ど

 
４

 
４
度ど

 
 

 
 

 
 

３
 
精
神

せ
い
し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

手
帳

て
ち
ょ
う

 
１

 
１

級
き
ゅ
う

 
２

 
２

級
き
ゅ
う

 
３

 
３

級
き
ゅ
う

 

４
 
こ
れ
ら
の
手
帳

て
ち
ょ
う

は
持も

っ
て
い
な
い

 
 

 問と
い

７
 
あ
な
た
の

障
害

し
ょ
う
が
い

や
心

身
し
ん
し
ん

の
不

調
ふ
ち
ょ
う

に
つ
い
て
、
あ
な
た
や
ご
家
族

か
ぞ

く

の
方か
た

な
ど
が

最
初

さ
い
し
ょ

に

気き

づ
い
た
時
期

じ
き

を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
生う

ま
れ
た
と
き

 
５

 
3

0
～

3
9
歳さ
い

 
９

 
6

5
～

6
9
歳さ
い

 

２
 
０
～
５
歳さ
い

 
６

 
4

0
～

4
9
歳さ
い

 
1

0
 

7
0
～

7
4
歳さ
い

 

３
 
６
～

1
7
歳さ
い

 
７

 
5

0
～

5
9
歳さ
い

 
1

1
 

7
5
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

 

４
 

1
8
～

2
9
歳さ
い

 
８

 
6

0
～

6
4
歳さ
い

 
 

6 



 

- 390 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
３

 
施
設

し
せ
つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

に
つ
い
て

 
 

問と
い

８
 
あ
な
た
が

現
在

げ
ん
ざ
い

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
て
い
る
施
設

し
せ

つ

の
あ
る
地
域

ち
い

き

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
文

京
ぶ
ん
き
ょ
う

区
内

く
な

い

 
４

 
関
東

か
ん
と
う

（
東
京
都

と
う
き
ょ
う
と

を
除
く

の
ぞ

）
 

７
 
近
畿

き
ん

き

 

２
 

2
3
区
内

く
な

い

（
文
京
区

ぶ
ん
き
ょ
う
く

を
除の
ぞ

く
）

 
５

 
中
部

ち
ゅ
う
ぶ

 
８

 
四
国

し
こ

く

 

３
 
東
京
都

と
う
き
ょ
う
と

（
2

3
区
内

く
な
い

を
除の
ぞ

く
）

 
６

 
東
北

と
う
ほ
く

 
９

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
）
 

 

問と
い

９
 
あ
な
た
が

現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ

つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

し
て
か
ら
の

年
数

ね
ん
す
う

を
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
１
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
４

 
５
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
1

0
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
７

 
3

0
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

 

２
 
１
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
３
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
５

 
1

0
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
2

0
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
８

 
わ
か
ら
な
い

 

３
 
３
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
５
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
６

 
2

0
年ね
ん

以
上

い
じ
ょ
う

～
3

0
年ね
ん

未
満

み
ま
ん

 
 

 

問と
い

1
0
 
あ
な
た
が

現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ

つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

す
る
こ
と
に
決き

め
た
理
由

り
ゆ

う

は
何な
ん

で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
家
族

か
ぞ
く

か
ら
自
立

じ
り
つ

す
る
た
め

 
８

 
在
宅

ざ
い
た
く

福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
た
め

 

２
 
リ
ハ
ビ
リ
や
生
活
面

せ
い
か
つ
め
ん

の
訓
練

く
ん
れ
ん

を
受う

け
る
た
め

 
９

 
収

入
し
ゅ
う
に
ゅ
う

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

だ
っ
た
た
め

 

３
 
生
活

せ
い
か
つ

が
保
障

ほ
し
ょ
う

さ
れ
安
心
感

あ
ん
し
ん
か
ん

が
あ
る
た
め

 
1

0
 
家
族

か
ぞ
く

な
ど
に
勧す
す

め
ら
れ
た
た
め

 

４
 
家
族

か
ぞ
く

に
よ
る
介
助

か
い
じ
ょ

が
難

む
ず
か

し
く
な
っ
た
た
め

 
1

1
 
他た

施
設

し
せ
つ

な
ど
に
勧す
す

め
ら
れ
た
た
め

 

５
 
常
時

じ
ょ
う
じ

介
助

か
い
じ
ょ

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
た
め

 
1

2
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

６
 
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

な
ケ
ア
が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
た
め

 
1

3
 
わ
か
ら
な
い

 

７
 
住す

ま
い
に
支
障

し
し
ょ
う

が
あ
っ
た
た
め

 
 

 

7
 

 
 
４

 
施
設

し
せ
つ

で
の
生
活

せ
い
か
つ

に
つ
い
て

 
 

問と
い

11
 
あ
な
た
が
一
時

い
ち

じ

、
出

身
し
ゅ
っ
し
ん

世
帯

せ
た

い

（
施
設

し
せ

つ

に
入は
い

る
前ま
え

に
住す

ん
で
い
た

家い
え

）
に

帰か
え

る
と
き
な

ど
に

困こ
ま

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
帰か
え

る
手
段

し
ゅ
だ
ん

が
な
い
、
ま
た
は
移
動

い
ど
う

が
難

む
ず
か

し
い

 
６

 
帰か
え

っ
た
と
き
は
一
人

ひ
と
り

で
い
る
こ
と
が
多お
お

い
 

２
 
帰か
え

る
と
き
の
介
助
者

か
い
じ
ょ
し
ゃ

が
い
な
い

 
７

 
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

が
い
な
い

 

３
 
交
通
費

こ
う
つ
う
ひ

な
ど
に
お
金か
ね

が
か
か
る

 
８

 
緊

急
き
ん
き
ゅ
う

の
場
合

ば
あ
い

が
不
安

ふ
あ
ん

で
あ
る

 

４
 

出
身

し
ゅ
っ
し
ん

世
帯

せ
た
い

の
建
物

た
て
も
の

が
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対
応

た
い
お
う

し
て
い
な
い

 
９

 
そ
の
他た （

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

５
 

出
身

し
ゅ
っ
し
ん

世
帯

せ
た
い

で
は

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
介
助

か
い
じ
ょ

が
受う

け
ら
れ
な
い

 
1

0
 
特と
く

に
困こ
ま

る
こ
と
は
な
い

 

 

問と
い

12
 
あ
な
た
は
、
施
設

し
せ

つ

で
の

生
活

せ
い
か
つ

に
満

足
ま
ん
ぞ
く

し
て
い
ま
す
か
。（

○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
非
常

ひ
じ
ょ
う

に
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る

 
３

 
や
や
不
満

ふ
ま
ん

で
あ
る

 
５

 
わ
か
ら
な
い

 

 

２
 
や
や
満
足

ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る

 
４

 
非
常

ひ
じ
ょ
う

に
不
満

ふ
ま
ん

で
あ
る

 
 

 

問と
い

13
 
あ
な
た
が

現
在

げ
ん
ざ
い

の
暮く

ら
し
の

中な
か

で
、
困こ
ま

る
こ
と
や
不
安

ふ
あ

ん

に
感か
ん

じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
身み

の
回ま
わ

り
の
こ
と
が
自
分

じ
ぶ
ん

で
は
十

分
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
で
き
な
い

 
９

 
人
間

に
ん
げ
ん

関
係

か
ん
け
い

が
う
ま
く
築き
ず

け
な
い

 

２
 
健
康

け
ん
こ
う

状
態

じ
ょ
う
た
い

に
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 
1

0
 
余よ

暇か

活か
つ

動ど
う

を
う
ま
く
過す

ご
せ
な
い

 

３
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
保た
も

た
れ
な
い

 
1

1
 
困こ
ま

っ
た
と
き
相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

が
い
な
い

 

４
 

1
日に
ち

の
生
活

せ
い
か
つ

の
リ
ズ
ム
が
自
由

じ
ゆ
う

に
な
ら
な
い

 
1

2
 
自じ

分ぶ
ん

の
思お
も

い
や
考
え

か
ん
が
え

を
う
ま
く
伝つ
た

え
ら
れ
な
い

 

５
 
施
設

し
せ
つ

の
設
備

せ
つ
び

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
1

3
 
家
族

か
ぞ
く

と
あ
ま
り
会あ

え
な
い

 

６
 
仕
事

し
ご
と

や
訓
練

く
ん
れ
ん

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
1

4
 

将
来

し
ょ
う
ら
い

の
生
活

せ
い
か
つ

に
何な
ん

と
な
く
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
る

 

７
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

の
機
会

き
か
い

が
少す
く

な
い

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

８
 
施
設

し
せ
つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

の
対
応

た
い
お
う

に
不
満

ふ
ま
ん

が
あ
る

 
1

6
 
特と
く

に
困こ
ま

る
こ
と
は
な
い

 

  

8 
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※
1
 医

療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

 

「
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
」
と
は
、
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

、
た
ん
の
吸
引

き
ゅ
う
い
ん

な
ど
の
日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

に
不
可
欠

ふ
か
け
つ

な
生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

行
為

こ
う
い

で
あ
り
、
 

長
期

ち
ょ
う
き

に
わ
た
り
継
続
的

け
い
ぞ
く
て
き

に
必
要

ひ
つ
よ
う

と
さ
れ
る
ケ
ア
で
す
。
 

問と
い

1
4
 
あ
な
た
が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア

※
1
が
あ
り
ま
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

○
）

 

 １
 
施
設

し
せ
つ

入
所

前
に
ゅ
う
し
ょ
ま
え

か
ら
今い
ま

に
至い
た

るる

ま
で
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
が
あ
る

 

２
 
施
設

し
せ
つ

に
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

し
た
当
時

と
う
じ

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
か
っ
た
が
、
今い
ま

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
が
あ
る

 

→
上
記

じ
ょ
う
き

１
・
２
に
○
を
つ
け
た
方か
た

は
、
問と
い

1
5
へ

 

３
 
特と
く

に
な
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
→
問と
い

1
6
へ

 

     
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
4
で
「
必
要

ひ
つ
よ
う

な
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
が
あ
る
（
１
～
２
）
」
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
5
 
あ
な
た
が
必
要

ひ
つ
よ
う

と
す
る
医
療
的

い
り
ょ
う
て
き

ケ
ア
を
お
聞き

き
し
ま
す
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

○
）

 

 １
 
服
薬

ふ
く
や
く

支
援

し
え
ん

 
６

 
導ど
う

尿
に
ょ
う

 
1

1
 
人
工

じ
ん
こ
う

呼
吸
器

こ
き
ゅ
う
き

の
管
理

か
ん
り

 

２
 

吸
引

き
ゅ
う
い
ん

 
７

 
酸
素

さ
ん
そ

療
法

り
ょ
う
ほ
う

 
1

2
 
そ
の
他た

 

３
 

吸
入

き
ゅ
う
に
ゅ
う

・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

 
８

 
鼻び

咽
頭

い
ん
と
う

エ
ア
ウ
ェ
イ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
経
管

け
い
か
ん

栄
養

え
い
よ
う

 
９

 
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

 
 

５
 

中
心

ち
ゅ
う
し
ん

静
脈

じ
ょ
う
み
ゃ
く

栄
養

え
い
よ
う

 
1

0
 
気
管

き
か
ん

切
開
部

せ
っ
か
い
ぶ

の
管
理

か
ん
り

 
 

   

9
 

 
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

1
6
 
あ
な
た
は
、

休
日

き
ゅ
う
じ
つ

な
ど
時
間

じ
か

ん

に
余
裕

よ
ゆ

う

が
あ
る
と
き
、

主お
も

に
ど
の
よ
う
に
過す

ご
し
て
い

ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
趣
味

し
ゅ
み

や
学

習
が
く
し
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

、
習な
ら

い
事ご
と

 
６

 
買か

い
物も
の

 
1

1
 
地
域

ち
い
き

の
行
事

ぎ
ょ
う
じ

へ
の
参
加

さ
ん
か

や
 

２
 
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

う
ん
ど
う

 
７

 
飲

食
店

い
ん
し
ょ
く
て
ん

に
行い

く
 

交
流

こ
う
り
ゅ
う

 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

か
つ
ど
う

 
８

 
読
書

ど
く
し
ょ

 
1

2
 
近
所

き
ん
じ
ょ

の
散
歩

さ
ん
ぽ

 

４
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

と
会あ

う
 

９
 
旅
行

り
ょ
こ
う

 
1

3
 
そ
の
他た

 

５
 
音
楽

お
ん
が
く

、
演
劇

え
ん
げ
き

、
映
画

え
い
が

、
 

1
0

 
家い
え

で
く
つ
ろ
ぐ

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

鑑
賞

か
ん
し
ょ
う

 
 

1
4

 
特と
く

に
決き

ま
っ
た
予
定

よ
て
い

は
な
い

 

 

問と
い

1
7
 
あ
な
た
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

ひ
ん

ど

で
外

出
が
い
し
ゅ
つ

し
て
い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
ほ
ぼ
毎
日

ま
い
に
ち

 
３

 
週

し
ゅ
う

に
１
～
２
回か
い

 
５

 
あ
ま
り

外
出

が
い
し
ゅ
つ

し
な
い

 

２
 

週
し
ゅ
う

に
３
～
４
回か
い

 
４

 
月つ
き

に
１
～
３
回か
い

 
 

  
 
５

 
今
後

こ
ん
ご

の
暮く

ら
し
方か
た

に
つ
い
て

 
 

問と
い

1
8
 
あ
な
た
は
今
後

こ
ん

ご

、
ど
の
よ
う
な

生
活

せ
い
か
つ

を
希
望

き
ぼ

う

し
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ
つ

で
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
→
１
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
問と
い

1
8
-1
へ

 

２
 
施
設

し
せ
つ

を
退
所

た
い
し
ょ

し
て
、
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

と
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 

３
 
施
設

し
せ
つ

を
退
所

た
い
し
ょ

し
て
、
独
立

ど
く
り
つ

し
て
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 

４
 
施
設

し
せ
つ

を
退
所

た
い
し
ょ

し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い

 

５
 
別べ
つ

の
施
設

し
せ
つ

で
暮く

ら
し
た
い

 

６
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

７
 
わ
か
ら
な
い

 

 

 

→
２
～
４
に
○
を
付つ

け
た
方か
た

は
 

問と
い

1
8
－

2
～
問と
い

1
8
－

4
へ

 

→
問と
い

1
9
へ

 

1
0
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
8
で
「
１

 
現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ
つ

で
生
活

せ
い
か
つ

し
た
い
」
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
8
-
1
 

現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ

つ

で
の

生
活

せ
い
か
つ

を
続つ
づ

け
た
い
理
由

り
ゆ

う

は
何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）
 

 １
 

入
所

者
に
ゅ
う
し
ょ
し
ゃ

や
施
設

し
せ
つ

職
員

し
ょ
く
い
ん

と
の
関

係
か
ん
け
い

が
良

好
り
ょ
う
こ
う

な
た
め

 
７

 
健

康
面

け
ん
こ
う
め
ん

な
ど
で
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 

２
 

環
境

か
ん
き
ょ
う

や
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

の
内

容
な
い
よ
う

等と
う

に
満

足
ま
ん
ぞ
く

し
て
い
る

 
８

 
経

済
的

け
い
ざ
い
て
き

に
難

む
ず
か

し
い

 

３
 
今い
ま

の
施
設

し
せ
つ

で
技

術
ぎ
じ
ゅ
つ

や
能

力
の
う
り
ょ
く

を
身み

に
つ
け
た
い

 
９

 
家
族

か
ぞ
く

の
受う

け
入い

れ
体

制
た
い
せ
い

が
整

と
と
の

っ
て
い
な
い

 

４
 
す
ぐ
に

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
な
い

 
1

0
 
地
域

ち
い
き

で
友

人
ゆ
う
じ
ん

関
係

か
ん
け
い

が
持も

て
る
か
不
安

ふ
あ
ん

が
あ
る

 

５
 
在

宅
ざ
い
た
く

サ
ー
ビ
ス
が

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

し
て
い
な
い

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

６
 
自
宅

じ
た
く

の
構

造
こ
う
ぞ
う

が
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対

応
た
い
お
う

し
て
い
な
い

 
1

2
 
特と
く

に
理
由

り
ゆ
う

は
な
い

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

1
8
で
「
施
設

し
せ
つ

を
退た
い

所し
ょ

し
た
い
（
２
～
４
）
」
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

1
8
-
2
 
地
域

ち
い

き

で
ど
の
よ
う
な
暮く

ら
し

方か
た

を
し
た
い
と

思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 
 １

 
企
業

き
ぎ
ょ
う

な
ど
で
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

し
た
い

 
４

 
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

や
通
所

つ
う
し
ょ

は
し
な
い
で
暮く

ら
し
た
い

 

２
 
作
業
所

さ
ぎ
ょ
う
し
ょ

な
ど
で
福
祉
的

ふ
く
し
て
き

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

を
し
た
い

 
５

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

３
 
福
祉
的

ふ
く
し
て
き

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

以
外

い
が
い

の
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

に
通か
よ

い
た
い

 
６

 
わ
か
ら
な
い

 

 

 

問と
い

1
8
-
3
 
退
所
後

た
い

し
ょ

ご

は
ど
の
地
域

ち
い

き

で
暮く

ら
し
た
い
と

思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 
 １

 
文

京
ぶ
ん
き
ょ
う

区
内

く
な
い

 
３

 
そ
の
他た

の
地
域

ち
い
き

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２
 
現
在

げ
ん
ざ
い

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

し
て
い
る
施
設

し
せ
つ

の
近ち
か

く
 

４
 
わ
か
ら
な
い

 

 

 

問と
い

1
8
-
4
 

退
所
後

た
い

し
ょ

ご

に
暮く

ら
す
地
域

ち
い

き

に
の
ぞ
む
こ
と
は

何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
） 

 １
 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

が
多お
お

く
あ
る

 
６

 
気
軽

き
が
る

に
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
相
談

そ
う
だ
ん

機
関

き
か
ん

が
あ
る

 

２
 
昼
間

ひ
る
ま

に
通
所

つ
う
し
ょ

す
る
施
設

し
せ
つ

が
あ
る

 
７

 
現
在

げ
ん
ざ
い

の
施
設

し
せ
つ

か
ら
支
援

し
え
ん

を
受う

け
ら
れ
る

 

３
 

住
じ
ゅ
う

環
境

か
ん
き
ょ
う

が
良よ

い
 

８
 
家
族

か
ぞ
く

な
ど
が
住す

ん
で
い
る

 

４
 
交
通

こ
う
つ
う

の
便べ
ん

が
良よ

い
 

９
 
在
宅

ざ
い
た
く

サ
ー
ビ
ス
が

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

し
て
い
る

 

５
 
長
年

な
が
ね
ん

住す

み
な
れ
た
地
域

ち
い
き

で
あ
る

 
1

0
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 
1

1
 
特と
く

に
な
い

 

1
1
 

 
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

19
 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

が
地
域

ち
い

き

で
安

心
あ
ん
し
ん

し
て

暮く

ら
し

て
い

く
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
施
策

し
さ

く

が

重
要

じ
ゅ
う
よ
う

だ
と

思お
も

い
ま
す
か
。
（
○
は
５
つ
ま
で
）
）

 

 １
 
周
囲

し
ゅ
う
い

の
人ひ
と

の
障

害
し
ょ
う
が
い

に
対た
い

す
る
理
解

り
か
い

の
促
進

そ
く
し
ん

 

２
 
医
療

い
り
ょ
う

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

３
 
幼
少
期

よ
う
し
ょ
う
き

・
学
齢
期

が
く
れ
い
き

か
ら
の
教

育
き
ょ
う
い
く

・
育
成

い
く
せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

４
 

働
は
た
ら

く
た
め
の
訓
練

く
ん
れ
ん

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

に
向む

け
た
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

５
 
仕
事

し
ご
と

を
継
続

け
い
ぞ
く

す
る
た
め
の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

６
 
身
近

み
ぢ
か

な
地
域

ち
い
き

で
相
談

そ
う
だ
ん

で
き
る
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

７
 
訪
問

ほ
う
も
ん

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
居
宅

き
ょ
た
く

介
護

か
い
ご

・
重
度

じ
ゅ
う
ど

訪
問

ほ
う
も
ん

介
護

か
い
ご

・
同
行

ど
う
こ
う

援
護

え
ん
ご

等と
う

）
の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

８
 
日

中
に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

サ
ー
ビ
ス
（
生
活

せ
い
か
つ

介
護

か
い

ご

・
自
立

じ
り

つ

訓
練

く
ん
れ
ん

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

移
行

い
こ

う

支
援

し
え

ん

・
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

継
続

け
い
ぞ
く

支
援

し
え

ん

等と
う

）
の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

９
 
短
期

た
ん
き

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
整
備

せ
い
び

 

1
0

 
意
思

い
し

疎
通

そ
つ
う

支
援

し
え
ん

（
手
話

し
ゅ
わ

通つ
う

訳
者

や
く
し
ゃ

・
要
約

よ
う
や
く

筆ひ
っ

記
者

き
し
ゃ

派
遣

は
け
ん

）
の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
1

 
福
祉

ふ
く
し

機
器

き
き

・
補ほ

装
具

そ
う
ぐ

な
ど
の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
2

 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

せ
い
び

 

1
3

 
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

（
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

支
援

し
え
ん

施
設

し
せ
つ

等と
う

）
の
整
備

せ
い
び

 

1
4

 
障
害
者
向

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
む

け
の
住す

ま
い
の
確
保

か
く
ほ

 

1
5

 
居

住
き
ょ
じ
ゅ
う

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
6

 
建
物

た
て
も
の

・
道
路

ど
う
ろ

等と
う

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

 

1
7

 
当
事
者

と
う

じ
し

ゃ

同
士

ど
う

し

で
支
援

し
え

ん

し
あ
え
る
仕
組

し
く

み
づ
く
り

 

1
8

 
趣
味

し
ゅ
み

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

か
つ
ど
う

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

1
9

 
財
産

ざ
い
さ
ん

管
理

か
ん
り

や
見
守

み
ま
も

り
等と
う

の
支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
0

 
経

済
的

け
い
ざ
い
て
き

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
1

 
災
害

さ
い
が
い

時じ

支
援

し
え
ん

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
2

 
地
域

ち
い
き

交
流

こ
う
り
ゅ
う

の
場ば

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
3

 
福
祉

ふ
く
し

・
医
療

い
り
ょ
う

・
介
護

か
い
ご

と
の
連
携

れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
4

 
福
祉

ふ
く
し

と
教

育
き
ょ
う
い
く

の
連
携

れ
ん
け
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

 

2
5

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

2
6

 
特と
く

に
な
い

 

 

12
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６

 
相
談

そ
う
だ
ん

や
福
祉

ふ
く
し

の
情
報

じ
ょ
う
ほ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

2
0
 
あ
な
た
が

困こ
ま

っ
た
と
き
に

相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い

て

は
誰だ
れ

で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）

 

 

１
 
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

 
1

0
 
官

公
庁

か
ん
こ
う
ち
ょ
う

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

（
区く

の
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

等と
う

）
 

２
 
施
設

し
せ
つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 
1

1
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

３
 
施
設

し
せ
つ

の
相
談

そ
う
だ
ん

窓
口

ま
ど
ぐ
ち

（
第
三
者

だ
い
さ
ん
し
ゃ

委
員
会

い
い
ん
か
い

等と
う

）
 

1
2

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

基
幹

き
か
ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

 

４
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

 
1

3
 
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

拠
点

き
ょ
て
ん

 

５
 
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

 
（
区く

の
生
活

せ
い
か
つ

あ
ん
し
ん
拠
点

き
ょ
て
ん

等と
う

）
 

６
 

卒
業

そ
つ
ぎ
ょ
う

し
た
学
校

が
っ
こ
う

の
教

職
員

き
ょ
う
し
ょ
く
い
ん

 
1

4
 
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

 

７
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 
1

5
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等と
う

の
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

 

８
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

の
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

 
1

6
 

S
N

S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
） 

９
 
医
療

い
り
ょ
う

関
係
者

か
ん
け
い
し
ゃ

（
医
師

い
し

・
歯
科

し
か

医
師

い
し

・
 

1
7

 
ど
こ
に
相
談

そ
う
だ
ん

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い

 

看
護
師

か
ん

ご
し

・
医
療

い
り
ょ
う

相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

）
 

1
8

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

 
1

9
 
相
談

そ
う
だ
ん

す
る
相
手

あ
い
て

は
い
な
い

 

 

問と
い

2
1
 
あ
な
た
は
、
福
祉

ふ
く

し

に
関か
ん

す
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

を
、

主お
も

に
ど
こ
か
ら
得え

て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
家
族

か
ぞ
く

や
親
族

し
ん
ぞ
く

 
９

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

２
 
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

専
門
員

せ
ん
も
ん
い
ん

 
1

0
 

S
N

S
 

３
 
友
人

ゆ
う
じ
ん

・
知
人

ち
じ
ん

 
1

1
 
新
聞

し
ん
ぶ
ん

・
書
籍

し
ょ
せ
き

 

４
 
官

公
庁

か
ん
こ
う
ち
ょ
う

の
広
報
紙

こ
う
ほ
う
し

 
1

2
 

障
害

し
ょ
う
が
い

等と
う

の
当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

会か
い

や
家
族

か
ぞ
く

の
会か
い

 

５
 
官

公
庁

か
ん
こ
う
ち
ょ
う

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
1

3
 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

６
 
官

公
庁

か
ん
こ
う
ち
ょ
う

の
窓
口

ま
ど
ぐ
ち

（
区く

の
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉
課

ふ
く
し
か

等と
う

）
 

1
4

 
施
設

し
せ
つ

の
職

員
し
ょ
く
い
ん

 

７
 
保
健

ほ
け
ん

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 
1

5
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

８
 
テ
レ
ビ

 

・
ラ
ジ
オ

 
1

6
 
特と
く

に
な
い

 

 

1
3
 

 
 
７

 
権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

・差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

22
 

成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

と
い
う
言
葉

こ
と

ば

に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。（
○
は
ひ
と
つ
）
 

 

１
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

 

２
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

だ
け
は
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

 

３
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
に
つ
い
て
内
容

な
い
よ
う

も
言
葉

こ
と
ば

も
知し

ら
な
い

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
1
で
「１

 
「成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
」と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

22
-1

 
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

に
つ
い
て
知し

っ
て
い
る
こ
と
を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。（

あ
て
は
ま
る
も

の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
「
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
方か
た

の
権
利

け
ん
り

や
財
産

ざ
い
さ
ん

を
守ま
も

る
制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

２
 
「
法
定

ほ
う
て
い

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
な
っ
て
か
ら
利
用
す
る
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

３
 
「
任
意

に
ん
い

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

」
は
、

将
来

し
ょ
う
ら
い

の
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

の
低
下

て
い
か

に
備そ
な

え
、
元
気

げ
ん
き

な
時と
き

に
あ
ら
か
じ
め

 

後
見
人

こ
う
け
ん
に
ん

と
な
る
べ
き
人ひ
と

を
決き

め
て
お
く
成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い
ど

で
あ
る

 

４
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

23
 
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(
地
域

ち
い

き

福
祉

ふ
く

し

権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)
と
い
う
言
葉

こ
と

ば

に
つ
い
て

聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）
 

 

１
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と

 

が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

 

２
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
と
い
う
言
葉

こ
と
ば

だ
け
は
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

 

３
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
に
つ
い
て
内
容

な
い
よ
う

も
言
葉

こ
と
ば

も
知し

ら
な
い

 

14
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こ
こ
か
ら
は
問と
い

2
3
で
「
１

 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(
地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)
」
と
い
う

言
葉

こ
と
ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ
り
、
知し

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

か
い
と
う

さ
れ
た
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 

問と
い

2
3
-
1
 
福
祉

ふ
く

し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ

う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(
地
域

ち
い

き

福
祉

ふ
く

し

権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)
に
つ
い
て
知し

っ
て
い

る
こ
と
を
お

答こ
た

え
下く
だ

さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
は
、
判
断

は
ん
だ
ん

能
力

の
う
り
ょ
く

が
不
十
分

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
方か
た

の
契
約

け
い
や
く

に
基も
と

づ
く
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

等と
う

の
こ
と
で
あ
る

 

２
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
の
内
容
と
し
て
、
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー

ビ
ス
の
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

」
、
「
日

常
的

に
ち
じ
ょ
う
て
き

金
銭

き
ん
せ
ん

管
理

か
ん
り

サ
ー
ビ
ス
」
、
「

重
じ
ゅ
う

要よ
う

書し
ょ

類る
い

等と
う

預あ
ず

か
り
サ
ー

ビ
ス
」
が
あ
る

 

３
 
「
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

援
助

え
ん
じ
ょ

事
業

じ
ぎ
ょ
う

(地
域

ち
い
き

福
祉

ふ
く
し

権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

事
業

じ
ぎ
ょ
う

)」
は
、
社
会

し
ゃ
か
い

福
祉
協

ふ
く
し
き
ょ
う

議
会

ぎ
か
い

と

契
約

け
い
や
く

を
結む
す

ぶ
こ
と
で
受う

け
ら
れ
る
支
援

し
え
ん

で
あ
る

 

４
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

  
こ
こ
か
ら
は
全す
べ

て
の
方か
た

に
お
聞き

き
し
ま
す
。

 
 

問と
い

2
4
 
あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

で
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

へ
の
差
別

さ
べ

つ

や
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ
※
2
の
不

提
供

ふ
て
い
き
ょ
う

を
感か
ん

じ
る
場
面

ば
め

ん

を
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

１
 
家い
え

 
７

 
区く

役
所

や
く
し
ょ

な
ど
の

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

 

２
 
職
場

し
ょ
く
ば

 
８

 
医
療

い
り
ょ
う

機
関

き
か
ん

 

３
 
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

・
入

所
に
ゅ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

 
９

 
交
通

こ
う
つ
う

機
関

き
か
ん

 

４
 
お
店み
せ

な
ど
の
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

 
1

0
 
保
育

ほ
い
く

園え
ん

、
幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

、
学
校

が
っ
こ
う

 

５
 
住す

ん
で
い
る
地ち

域い
き

や
住

じ
ゅ
う

民み
ん

 
1

1
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 

公
共

こ
う
き
ょ
う

施
設

し
せ
つ

 
1

2
 
特と
く

に
感か
ん

じ
た
こ
と
は
な
い

 
 

 

1
5
 

                    問と
い

2
5
 
あ
な
た
が
、
地
域

ち
い

き

(
行

政
ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か

ん

、
民
間
事

み
ん

か
ん

じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

、
住

民
じ
ゅ
う
み
ん

等と
う

)
に

求も
と

め
る
合
理
的

ご
う

り
て

き

配
慮

は
い
り
ょ

 

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞き

か
せ
く
だ
さ
い
。
（
ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。
）

 

       

※
2
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

 

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

か
ら
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

を
必
要

ひ
つ
よ
う

と
し
て
い
る
旨む
ね

の
意
思

い
し

の
表
明

ひ
ょ
う
め
い

が
あ
っ
た
場
合

ば
あ
い

に
、
そ
の
実
施

じ
っ
し

に
伴と
も
な

う
負
担

ふ
た
ん

が
過
重

か
じ
ゅ
う

で
な
い
と
き
は
、
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

（
バ
リ
ア
）

を
除
去

じ
ょ
き
ょ

す
る
た
め
の
必
要

ひ
つ
よ
う

か
つ
合
理
的

ご
う
り
て
き

な
取
組

と
り
く
み

を
行
わ

お
こ
な

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

が
、
令
和

れ
い
わ

３
年ね
ん

５
月が
つ

に
改
正

か
い
せ
い

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
努
力

ど
り
ょ
く

義
務

ぎ
む

だ
っ
た
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

の
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提
供

て
い
き
ょ
う

が
法
的

ほ
う
て
き

義
務

ぎ
む

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
法

か
い
せ
い
ほ
う

は
、
公
布

こ
う
ふ

の
日ひ

か
ら
起
算

き
さ
ん

し
て
３
年ね
ん

を
超こ

え
な
い

範
囲
内

は
ん
い
な
い

に
お
い
て
政
令

せ
い
れ
い

で
定さ
だ

め
る
日ひ

か
ら
施
行

し
こ
う

さ
れ
ま
す
。
 

1
6
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※
3
 
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

 

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消
法

か
い
し
ょ
う
ほ
う

は
、
す
べ
て
の
国
民

こ
く
み
ん

が
、
障
害

し
ょ
う
が
い

の
有
無

う
む

に
よ
っ
て
分わ

け
隔へ
だ

て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互

そ
う
ご

に
人
格

じ
ん
か
く

と
個
性

こ
せ
い

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

し
合あ

い
な
が
ら
共
生

き
ょ
う
せ
い

す
る
社
会

し
ゃ
か
い

の
実
現

じ
つ
げ
ん

に
向む

け
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
す
る
差
別

さ
べ
つ

の
解
消

か
い
し
ょ
う

を
社
会

し
ゃ
か
い

に
お
い
て
推
進

す
い
し
ん

す
る
こ
と
を
目
的

も
く
て
き

に
制
定

せ
い
て
い

さ
れ
ま
し
た
。
 

○
不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
の
禁
止

き
ん
し

 

不
当

ふ
と
う

な
差
別
的

さ
べ
つ
て
き

取と
り

扱あ
つ
か

い
と
は
、
障
害

し
ょ
う
が
い

を
理
由

り
ゆ
う

と
し
て
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

て
い
き
ょ
う

を

拒
否

き
ょ
ひ

し
た
り
、
制
限

せ
い
げ
ん

し
た
り
、
条
件

じ
ょ
う
け
ん

を
付つ

け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

こ
う
い

を
い
い
、
行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

機
関

き
か
ん

又ま
た

は

民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

は
、
正
当

せ
い
と
う

な
理
由

り
ゆ
う

な
く
、
障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
権
利

け
ん
り

利
益

り
え
き

を
侵
害

し
ん
が
い

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

問と
い

2
6
 

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
差
別

さ
べ

つ

解
消

か
い
し
ょ
う

を
進す
す

め
て
い
く
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ

お
も

ま
す

か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

に
関か
ん

す
る
相
談

そ
う
だ
ん

・
紛
争

ふ
ん
そ
う

解
決

か
い
け
つ

の
体
制

た
い
せ
い

整
備

せ
い
び

 

２
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

か
い
し
ょ
う

に
向む

け
た
取
組

と
り
く
み

に
関か
か

わ
る

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

の
提

供
て
い
き
ょ
う

・
発
信

は
っ
し
ん

 

３
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う
※

3
に
係か
か

る
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修

け
ん
し
ゅ
う

等と
う

の
開
催

か
い
さ
い

 

４
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

差
別

さ
べ
つ

解
消

法
か
い
し
ょ
う
ほ
う

の
趣
旨

し
ゅ
し

や
障

害
し
ょ
う
が
い

理
解

り
か
い

に
関か
ん

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等と
う

の
発
行

は
っ
こ
う

 

５
 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

作
品
展

さ
く
ひ
ん
て
ん

や
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

と
交

流
こ
う
り
ゅ
う

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

か
い
さ
い

 

６
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
交

流
こ
う
り
ゅ
う

の
機
会

き
か
い

を
増ふ

や
す
こ
と

 

７
 
地
域

ち
い
き

や
学
校

が
っ
こ
う

等と
う

で
と
も
に
学ま
な

び
、
と
も
に
暮く

ら
す
こ
と

 

８
 
学
校

が
っ
こ
う

や
生

涯
し
ょ
う
が
い

学
習

が
く
し
ゅ
う

で
の

障
害

し
ょ
う
が
い

に
関か
ん

す
る

教
育

き
ょ
う
い
く

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

 

９
 

障
害

し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
の
講
演
会

こ
う
え
ん
か
い

や
疑
似

ぎ
じ

体
験
会

た
い
け
ん
か
い

の
開
催

か
い
さ
い

 

1
0

 
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
一
般

い
っ
ぱ
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

の
促
進

そ
く
し
ん

 

1
1

 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

1
2

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
3

 
特と
く

に
な
い

 

          

1
7
 

問と
い

27
 
社
会
的

し
ゃ
か
い
て
き

障
壁

し
ょ
う
へ
き

の
除
去

じ
ょ
き
ょ

に
向
け
て

 む

、
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

を
進
め
て

す
す

い
く
た
め
に
必
要

ひ
つ
よ
う

な
こ
と

は
な
ん
だ
と
思
わ
れ

お
も

ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

に
関か
ん

す
る
講
演

こ
う
え
ん

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

か
い
さ
い

 

２
 
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

事
例

じ
れ
い

の
周
知

し
ゅ
う
ち

・
啓
発

け
い
は
つ

 

３
 
筆
談

ひ
つ
だ
ん

、
読よ

み
上あ

げ
、
手
話

し
ゅ
わ

な
ど

障
害

し
ょ
う
が
い

の
特
性

と
く
せ
い

に
応お
う

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応

た
い
お
う

 

４
 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化か

や
情

報
じ
ょ
う
ほ
う

保
障

ほ
し
ょ
う

の
た
め
の
機
器

き
き

の
導

入
ど
う
に
ゅ
う

 

５
 

障
害

し
ょ
う
が
い

当
事
者

と
う
じ
し
ゃ

等と
う

を
講
師

こ
う
し

と
し
た

研
修

け
ん
し
ゅ
う

・
講
演

こ
う
え
ん

 

６
 
民
間
事

み
ん
か
ん
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

等と
う

に
対た
い

し
て
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
提

供
て
い
き
ょ
う

を
支
援

し
え
ん

す
る
助
成

じ
ょ
せ
い

 

７
 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

８
 
特と
く

に
な
い

 

  
 
８

 
感
染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
つ
い
て

 
 

問と
い

28
 
新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
か
ん
せ
ん
し
ょ
う

が
発

生
は
っ
せ
い

し
感

染
か
ん
せ
ん

拡
大

か
く
だ
い

し
た
と
き

に
困こ
ま

っ
た
こ
と
や

不
安

ふ
あ

ん

に
思
っ
た
こ
と
は

何な
ん

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 

１
 

外
出

が
い
し
ゅ
つ

の
機
会

き
か
い

が
減へ

っ
た

 

２
 
身
体
的

し
ん
た
い
て
き

距
離

き
ょ
り

を
確
保

か
く
ほ

す
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

３
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

へ
の
不
安

ふ
あ
ん

を
感か
ん

じ
た

 

４
 
手
洗

て
あ
ら

い
や
う
が
い
等と
う

の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

対
策

た
い
さ
く

を
と
る
こ
と
が

難
む
ず
か

し
い

 

５
 
通
所

つ
う
し
ょ

施
設

し
せ
つ

等と
う

で
の
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

発
生

は
っ
せ
い

に
よ
る
閉
鎖

へ
い
さ

の
た
め
、

日
中

に
っ
ち
ゅ
う

の
活
動

か
つ
ど
う

場
所

ば
し
ょ

が
 

な
い
こ
と
が
あ
っ
た

 

６
 
感

染
症

か
ん
せ
ん
し
ょ
う

に
か
か
っ
た
り
、
濃
厚

の
う
こ
う

接
触

者
せ
っ
し
ょ
く
し
ゃ

に
な
っ
た
場
合

ば
あ
い

の
自
宅

じ
た
く

待
機

た
い
き

が
難

む
ず
か

し
い

 

７
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

８
 
マ
ス
ク
の

着
用

ち
ゃ
く
よ
う

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い

 

９
 
オ
ン
ラ
イ
ン
化か

へ
の
対
応

た
い
お
う

が
難

む
ず
か

し
い

 

1
0

 
ワ
ク
チ
ン
接
種

せ
っ
し
ゅ

の
予
約

よ
や
く

等と
う

の
手
続

て
つ
づ
き

が
難

む
ず
か

し
い

 

1
1

 
そ
の
他た

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
2

 
特と
く

に
な
い

 

18
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令
和

れ
い

わ

４
年ね

ん

10
月が

つ

3
1
日に

ち

 (
月げ

つ

)
ま
で
に
、
同
封

ど
う
ふ
う

の
「
返
信
用

へ
ん
し
ん
よ
う

封
筒

ふ
う
と
う

」
に
、
ご
回
答

か
い
と
う

い

た
だ
い
た
こ
の

調
査

票
ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

を
入い

れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

と
う
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
 

封
筒

ふ
う
と
う

に
切
手

き
っ

て

を
貼は

る
必
要

ひ
つ
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
個
人

こ
じ

ん

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

保
護

ほ
ご

の
観
点

か
ん
て
ん

か
ら
、
調

査
票

ち
ょ
う
さ
ひ
ょ
う

や
封
筒

ふ
う
と
う

に
、
ご

住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

お
名
前

な
ま

え

を

お
書か

き
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
願ね
が

い
し
ま
す
。
 

 

 
 
９

 
自
由

じ
ゆ
う

意
見

い
け
ん

 
 

問と
い

2
6
 
区く

の
障

害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

福
祉

ふ
く

し

施
策

し
さ

く

に
関か
ん

し
て
、
ご
意
見

い
け

ん

・
ご

要
望

よ
う
ぼ
う

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

 

ご
自
由

じ
ゆ

う

に
お
書か

き
く
だ
さ
い
。

 

       ※
 お
書か

き
い
た
だ
い
た
ご
意
見

い
け
ん

・ご
要
望

よ
う
ぼ
う

に
、
個
別

こ
べ
つ

に
お
答こ
た

え
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
ま
す
が
、
計
画

け
い
か
く

策
定

さ
く
て
い

の
際さ
い

の
参
考

さ
ん
こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

質
問

し
つ
も
ん

は
以
上

い
じ
ょ
う

で
終お

わ
り
で
す
。

 

こ
の
度た
び

は
調
査

ち
ょ
う
さ

に
ご
協

力
き
ょ
う
り
ょ
く

い
た
だ
き
、
誠ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

      

 

   

1
9
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サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
方

 

区
民
の
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査

 

 日
頃
か
ら
、
文
京
区
の
福
祉
行
政
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

文
京
区
で
は
、
事
業
運
営
状
況
や
課
題
を
把
握
し
て
、
福
祉
施
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
に
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
票
は
、
文
京
区
内
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
等
の
事
業
所
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
的
に
集
計
・
分
析
し
て
、
報
告
書
と
し
て
発
行
す
る
と
と
も
に
文
京
区
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
障
害
者
・
児
計
画
（
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
）策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

任
意
で
事
業
所
名
等
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
に
つ
い
て
目
的
以
外
に
利

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

令
和
４
年
１
０
月

 

文
京
区
長

 
成
澤

 
廣
修

 

 

 

 ・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・最
初
に
下
記
の
「パ
ス
ワ
ー
ド
」を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・画
面
の
指
示
に
従
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
回
答
を
選
択
・入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 

↓
Q

R
コ

ー
ド

、
U

R
L
↓
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

↓
パ

ス
ワ

ー
ド

↓
 

    

ht
tp
s:
//
en
qu
et
e.
cc
/q
/b
un
ky
o8
31

 

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
～
 

b
u

n
k
y
o
1

6
7

 

1 

          

 

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

 
 
 
 
記

入
上

の
お

願
い

 
 
 
 
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

 
 

●
 
回
答
は
、
こ
の
調
査
票
に
直
接
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
質
問
に
よ
っ
て
は
、
一
部
の
方
の
み
に
回
答
し
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

●
 
回
答
は
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
 
回
答
が
「
そ
の
他
」
に
な
る
場
合
は
、
（ 

 
 
）
内
に
そ
の
内
容
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

 差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
事
業
所
名
と
ご
担
当
者
様
の
お
名
前
、
連
絡
先
の
電
話
番
号
を
お
書
き
下
さ
い
。
 

事
業
所
名

 
 

ご
担
当
者
様

 
 

電
話
番
号

 
 ※

 
空
欄
の
ま
ま
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
郵
送

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

を
選
択

し
て
ご
回

答
く

だ
さ

い
。
 

 
郵
送

の
場

合
 

・
令

和
４

年
1
0

月
3

1
日

（
月

）
ま

で
に

、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
同
封
の
「
返
信
用
封
筒
」
に
、
回
答
を
書
き
入
れ
た
こ
の
調
査
票
を
入
れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
 

切
手
を
貼
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
記
入
済
調
査
票
送
付
先
】 

〒
1
1
2
－

8
5

5
5

 
文
京
区
春
日

1
－

1
6
－

2
1
 
 
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

9
階

 

 
 
文
京
区
役
所
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
 

・
令

和
４

年
1
0

月
3

1
日

（
月

）
２

４
時

ま
で

に
、
回
答
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
調
査
票
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】 

こ
の
調
査
は
、
集
計
及
び
分
析
を
（
株
）
ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
の
内
容
に
関
し
て
不
明

な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  
 
 
 
（株
）ア
イ
ア
ー
ル
エ
ス

 
担
当
：緒
方
、
菊
地
、
小
浜

 

電
話
：
０
３
（
３
３
５
７
）７
１
８
１
、
 
F
A

X
：
０
３
（
３
３
５
７
）７
１
８
０

 

 
 
 
 
 
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
in

f
o

@
ir

s
-t

o
k
y
o

.c
o

.j
p

 

 
 
 
 
 
 
受
付
時
間
：
平
日
（月
～
金
）
 
 
午
前

1
0
時
～
午
後

6
時

 

2
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１

 
事
業
運
営
に
つ
い
て

 
 

問
１
 
貴
事
業
所
の
経
営
主
体
を
お
聞
き
し
ま
す
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
社
会
福
祉
法
人

 
５

 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

 

２
 
医
療
法
人

 
６

 
協
同
組
合

 

３
 
社
団
法
人
・
財
団
法
人

 
７

 
合
同
会
社
・
合
資
会
社

 

４
 
株
式
会
社
・
有
限
会
社

 
８

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 問
２
 
貴
事
業
所
の
開
業
年
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

昭
和

 
・

 
平
成

 
・

 
令
和

 
 

 
 

 
 

 
 
年

 
（
西
暦

 
 

 
 

 
 

 
 
年
）

 

問
３

 
貴
事
業
所
で
提
供
し
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
障
害
児
サ

ー
ビ
ス
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

※
 
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
含
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

１
 
居
宅
介
護

 
1

5
 
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 

２
 
重
度
訪
問
介
護

 
1

6
 
施
設
入
所
支
援

 

３
 
行
動
援
護

 
1

7
 
地
域
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）
 

４
 
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

 
1

8
 
計
画
相
談
支
援
（
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
等
利
用
計
画
・
ﾓﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

 

５
 
同
行
援
護

 
1

9
 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

 

６
 
短
期
入
所

 
2

0
 
移
動
支
援

 

７
 
生
活
介
護

 
2

1
 
日
中
一
時
支
援

 

８
 
療
養
介
護

 
2

2
 
児
童
発
達
支
援

 

９
 
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

 
2

3
 
医
療
型
児
童
発
達
支
援

 

1
0

 
自
立
生
活
援
助

 
2

4
 
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

 

1
1

 
就
労
移
行
支
援

 
2

5
 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

1
2

 
就
労
継
続
支
援

A
型

 
2

6
 
保
育
所
等
訪
問
支
援

 

1
3

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 
2

7
 
障
害
児
相
談
支
援

 

1
4

 
就
労
定
着
支
援

 
2

8
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

3
 

問
４

 
貴
事
業
所
が
事
業
を
展
開
し
て
い
る
エ
リ
ア
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
対
象
者
が
お
住
ま
い
の

範
囲
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
文
京
区
内
の
一
部
（
地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

２
 
文
京
区
内
全
域

 

３
 

2
3
区
内
（
地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
東
京
都
内
（
地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
）

 

５
 
首
都
圏
（
地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 問
５
 
貴
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
利
用
者
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

障
害
別
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
令
和
４
年

1
0
月

1
日
時
点
の
人
数
）

 

重
複
障
害
の
方
に
つ
い
て
は
主
た
る
障
害
に
つ
い
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

 

 
障
害
の
種
類

 
人

 
 
数

 

身
体
障
害

 
人

 

知
的
障
害

 
人

 

精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
ま
な
い
）

 
人

 

発
達
障
害

 
人

 

難
病

 
人

 

 問
６
 
令
和
３
年
度
の
事
業
の
収
支
状
況
は
、
令
和
２
年
度
と
比
べ
ど
う
で
し
た
か
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 

【
収
入
】
 

 
 

１
 
増
加
し
た
（

 
 

 
％
）

 
２

 
減
少
し
た
（

 
 

 
％
）

 
３

 
変
わ
ら
な
い

 

 
 

 

【
支
出
】
 

 
 

１
 
増
加
し
た
（

 
 

 
％
）

 
２

 
減
少
し
た
（

 
 

 
％
）

 
３

 
変
わ
ら
な
い
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問
６
－
１

 
問
６
の
収
入
状
況
を
受
け
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

増
収
ま
た
は
減
収
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 【
増
収
の
理
由
】
 

 

１
 
サ
ー
ビ
ス
報
酬
の
改
定

 
５

 
事
務
経
費
等
必
要
経
費
を
削
減
し
た

 

２
 
利
用
者
が
増
加
し
た

 
６

 
補
助
金
が
増
額
さ
れ
た

 

３
 
ヘ
ル
パ
ー
等
の
人
件
費
を
下
げ
た

 
７

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
利
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た

 
 

 
 

【
減
収
の
理
由
】
 

 

１
 
サ
ー
ビ
ス
報
酬
の
改
定

 
５

 
事
務
経
費
等
必
要
経
費
が
増
加
し
た

 

２
 
利
用
者
が
減
少
し
た

 
６

 
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た

 

３
 
ヘ
ル
パ
ー
等
の
人
件
費
を
上
げ
た

 
７

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
職
員
を
増
員
し
た

 
 

 

問
７
 
貴
事
業
所
を
経
営
し
て
い
く
上
で
何
を
重
視
し
て
い
ま
す
か
。

 

 
 
 
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
職
員
の
確
保

  
６

 
制
度
改
正
な
ど
へ
の
対
応

 
1

1
 
地
域
住
民
等
の
理
解

 

２
 
職
員
の
待
遇
改
善

 
７

 
収
益
の
確
保

 
1

2
 
医
療
的
ケ
ア
へ
の
対
応

 

３
 
職
員
の
資
質
向
上

 
８

 
運
転
資
金
の
調
達

 
1

3
 
そ
の
他

 

４
 
事
務
作
業
量
の
軽
減

 
９

 
他
の
事
業
者
と
の
連
携

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

５
 
施
設
・
設
備
の
改
善

 
1

0
 
行
政
と
の
連
携

 
 

  
 
２

 
職
員
に
つ
い
て

 
 

問
８
 
貴
運
営
法
人
及
び
貴
事
業
所
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

令
和
４
年

1
0
月
１
日
現
在
の
職
員
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

【
職
員
数
】

 

 
人

 
 
数

 

総
数

 
人

 

内
訳

 

〔
常
勤
職
員
〕

 
人

 

〔
非
常
勤
職
員
〕

 
人

 

〔
そ
の
他
〕

 
人

 

5
 

問
９
 
貴
運
営
法
人
及
び
貴
事
業
所
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

令
和
４
年

1
0
月
１
日
現
在
の
職
種
別
職
員
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

 

【
職
種
別
職
員
数
】

 
 

１
 
生
活
支
援
員

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
７

 
職
業
指
導
員

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

２
 
介
護
職
員

 
 

 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
８

 
児
童
指
導
員

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

３
 
看
護
師

 
 

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
９

 
保
育
士

 
 

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

４
 
栄
養
士

 
 

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
1

0
 
相
談
支
援
専
門
員
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

５
 
理
学
療
法
士

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
1

1
 
事
務
職
員

 
 

 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

６
 
作
業
療
法
士

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 
1

2
 
そ
の
他

 
 

 
 
〔

 
 

 
 

 
〕
人

 

 

問
1
0
 
貴
運
営
法
人
及
び
貴
事
業
所
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

令
和
４
年

1
0
月
１
日
現
在
の
経
験
年
数
別
職
員
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

 

【
職
種
別
職
員
数
】

 
 

１
 
６
か
月
未
満

 
 

 
 

 
〔

 
 

 
〕
人

 
４

 
３
年
以
上
５
年
未
満

 
 
〔

 
 

 
〕
人

 

２
 
６
か
月
以
上
１
年
未
満

 
〔

 
 

 
〕
人

 
５

 
５
年
以
上

1
0
年
未
満

 
〔

 
 

 
〕
人

 

３
 
１
年
以
上
３
年
未
満

 
 
〔

 
 

 
〕
人

 
６

 
1

0
年
以
上

 
 

 
  

 
〔

 
 

 
〕
人

 

 問
1
1
 
貴
運
営
法
人
及
び
貴
事
業
所
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

業
務
量
に
対
し
て
、
職
員
の
充
足
状
況
（
人
手
）
は
い
か
が
で
す
か
。

 

（
○
は
ひ
と
つ
）

 

 １
 
大
変
不
足
し
て
い
る

 
３

 
や
や
不
足
し
て
い
る

 
５

 
過
剰
で
あ
る

 

２
 
不
足
し
て
い
る

 
４

 
適
当
で
あ
る

 
 
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問

1
1
で
「
不
足
し
て
い
る
（
１
～
３
）
」
 
と
回
答
さ
れ
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

問
1
1
-
1
 
不
足
し
て
い
る
職
員
の
職
種
は
何
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
生
活
支
援
員

 
６

 
作
業
療
法
士

 
1

1
 
事
務
職
員

 

２
 
介
護
職
員

 
７

 
職
業
指
導
員

 
1

2
 
そ
の
他

 

３
 
看
護
師

 
８

 
児
童
指
導
員

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
栄
養
士

 
９

 
保
育
士

 
 

５
 
理
学
療
法
士

 
1

0
 
相
談
支
援
専
門
員
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こ
こ
か
ら
は
全
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

問
1
2
 
職
員
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
中
の
退
職
者
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

【
退
職
者
数
】

 

 
人

 
 
数

 

総
数

 
人

 

内
訳

 

〔
常
勤
職
員
〕

 
人

 

〔
非
常
勤
職
員
〕

 
人

 

〔
そ
の
他
〕

 
人

 

 
※

1
 
運
営
法
人
の
採
用
者
で
あ
り
、
当
該
事
業
所
に
配
属
又
は
異
動
に
よ
り
転
出
し
た
者
を
除
く
。

 

 
※

2
 

1
年
未
満
の
有
期
雇
用
契
約
に
よ
り
、
採
用
又
は
退
職
し
た
者
を
除
く
。

 
 問

1
3
 
貴
事
業
所
で
は
、
人
材
確
保
・
人
材
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）
 

【
人
材
確
保
の
取
り
組
み
】
 

１
 
勤
務
条
件
（
夜
勤
回
数
、
勤
務
時
間
な
ど
）
の
改
善

 

２
 
報
酬
の
改
善

 

３
 
福
利
厚
生
（
育
休
、
介
護
休
暇
）
の
改
善

 

４
 
健
康
診
断
、
健
康
管
理
の
充
実

 

５
 
募
集
・
採
用
方
法
の
充
実

 

６
 
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
を
通
じ
た
募
集

 

７
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
募
集

 

８
 
人
材
派
遣
会
社
を
通
じ
た
募
集

 

９
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
材
募
集
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
募
集

 

1
0

 
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
か
ら
の
実
習
受
け
入
れ

 

1
1

 
知
人
経
由
・
人
づ
て
で
探
し
た

 

1
2

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
3

 
特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

 

【
人
材
育
成
の
取
り
組
み
】
 

１
 
資
格
取
得
の
た
め
の
休
暇
取
得
の
支
援
や
金
銭
的
な
支
援

 

２
 
外
部
研
修
参
加
の
た
め
の
休
暇
取
得
や
金
銭
的
な
支
援

 

３
 
事
業
所
内
で
の
研
修
の
実
施

 

４
 

O
J
T
の
実
施

 

５
 
自
立
支
援
協
議
会
の
専
門
部
会
等
へ
の
参
加

 

６
 
教
育
・
研
修
計
画
を
立
て
る

 

７
 
能
力
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
者
に
対
す
る
報
奨
制
度

 

８
 
法
人
全
体
で
連
携
し
て
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

 

９
 
他
の
事
業
者
と
協
力
し
て
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

 

1
0

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
1

 
特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

 

7
 

問
1
4
 
貴
事
業
所
で
は
、
人
材
の
確
保
や
質
の
向
上
に
向
け
た
連
携
先
は
あ
り
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
介
護
・
医
療
・
福
祉
分
野
の
事
業
者
団
体

 
６

 
商
工
団
体
（
商
工
会
議
所
等
）

 

２
 
東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 
７

 
東
京
労
働
局

 

３
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 
８

 
文
京
区
役
所

 

４
 
社
会
福
祉
協
議
会

 
９

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

５
 
学
校
・
教
育
機
関
あ
る
い
は
そ
の
団
体

 
 

   
 
３

 
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

 
 

問
1
5
 
貴
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
量
的
に
、
利
用
者
の
希
望
通
り
提
供
で
き
て
い
な
い

 
５

 
休
日
や
夜
間
の
対
応
が
難
し
い

 

２
 
質
的
に
、
利
用
者
の
希
望
通
り
提
供
で
き
て
い
な
い

 
６

 
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い

 

３
 
利
用
者
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い

 
７

 
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い

 

４
 
困
難
事
例
へ
の
対
応
が
難
し
い

 
８

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 

問
1
6
 
貴
事
業
所
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
、
利
用
者
や
ご
家
族
の
方
か
ら
ど
の
よ
う

な
相
談
や
苦
情
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
支
援
内
容
や
個
別
支
援
計
画
に
関
す
る
こ
と

 

２
 
職
員
や
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
こ
と

 

３
 
施
設
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

 

４
 
利
用
者
と
施
設
の
利
用
契
約
に
関
す
る
こ
と

 

５
 
生
活
時
間
（
起
床
・
就
寝
、
食
事
、
入
浴
等
の
時
間
）
に
関
す
る
こ
と

 

６
 
食
事
（
メ
ニ
ュ
ー
や
食
材
等
）
に
関
す
る
こ
と

 

７
 
施
設
で
の
作
業
内
容
に
関
す
る
こ
と

 

８
 
地
域
で
自
立
生
活
に
向
け
た
訓
練
等
に
関
す
る
こ
と

 

９
 
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
こ
と

 

1
0

 
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
こ
と

 

1
1

 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

 

1
2

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
3

 
特
に
苦
情
や
要
望
は
な
い
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問
17
 
貴
事
業
所
で
何
か
問
題
が
生
じ
た
と
き
の
相
談
先
は
ど
こ
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
文
京
区

 
８

 
医
療
機
関

 

２
 
東
京
都

 
９

 
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
等

 

３
 
国

 
1

0
 
法
人
本
部

 

４
 
相
談
支
援
事
業
所

 
1

1
 
他
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

 

５
 
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
1

2
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

 
1

3
 
ど
こ
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
な
い

 

７
 
社
会
福
祉
協
議
会

 
 

  
 
こ
こ
か
ら
は
問

1
7
で
「ど
こ
か
に
相
談
し
た
（１
～

1
2
）」
と
回
答
さ
れ
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

問
17
-1
 
相
談
し
た
内
容
は
何
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
施
設
の
運
営
・
整
備
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

 
７

 
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と

 

２
 
人
材
の
確
保
・
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

 
８

 
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
こ
と

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
・
場
所
の
確
保
に
関
す
る
こ
と

 
９

 
緊
急
時
対
応
に
関
す
る
こ
と

 

４
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
上
の
技
術
的
な
支
援
に
関
す
る
こ
と

 
1

0
 
苦
情
や
要
望
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と

 

５
 
家
庭
環
境
に
関
す
る
こ
と

 
1

1
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 

8
0

5
0
問
題
に
関
す
る
こ
と

 
1

2
 
特
に
な
し

 

  
 
こ
こ
か
ら
は
全
て
の
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。

 

問
18
 
貴
事
業
所
が
支
援
に
関
し
て
困
難
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
特
定
の
時
間
帯
に
集
中
す
る
利
用
へ
の
対
応

 
７

 
近
隣
住
民
の
理
解

 

２
 
障
害
の
多
様
化
へ
の
対
応

 
８

 
地
域
の
社
会
資
源
の
不
足

 

３
 
制
度
の
複
雑
化
へ
の
対
応

 
９

 
相
談
窓
口
や
支
援
機
関
が
分
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

 

４
 
医
療
的
ケ
ア
へ
の
対
応

 
（具

体
的
な
内
容
： 

５
 
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

 
） 

６
 
区
や
他
事
業
所
等
の
関
係
機
関
と
の

 
1

0
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

連
携
対
応

 
1

1
 
特
に
な
し

 

 

9 

問
1
9
 
貴
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
職
員
が
自
発
的
に
問
題
事
例
等
に
関
す
る
ケ
ー
ス
検
討
会
を
実
施
し
て
い
る

 

２
 
管
理
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
状
況
を
確
認
し
指
導
し
て
い
る

 

３
 
個
人
情
報
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

 

４
 
積
極
的
に
外
部
評
価
を
受
け
て
い
る
（

IS
O
、
第
三
者
評
価
等
）

 

５
 
看
護
職
の
配
置
や
介
護
職
員
の
「
喀
痰
吸
引
等
研
修
」
受
講
に
よ
り
医
療
的
ケ
ア
に
対
応
し
て
い
る

 

６
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る

 

７
 
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

 

８
 
感
染
症
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

 

９
 
事
故
防
止
の
た
め
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
共
有
を
行
っ
て
い
る

 

1
0

 
利
用
者
や
家
族
に
対
し
て
満
足
度
調
査
を
行
っ
て
い
る

 

1
1

 
苦
情
解
決
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

 

1
2

 
権
利
擁
護
や
虐
待
防
止
に
係
る
委
員
会
開
催
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行
っ
て
い
る

 

1
3

 
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
介
護
技
術
等
の
研
修
受
講
し
て
い
る

 

1
4

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
5

 
特
に
な
い

 
 

問
2
0
 
現
在
、
区
に
不
足
し
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

※
 
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
含
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

１
 
居
宅
介
護

 
1

6
 
施
設
入
所
支
援

 

２
 
重
度
訪
問
介
護

 
1

7
 
地
域
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）
 

３
 
行
動
援
護

 
1

8
 
計
画
相
談
支
援
（
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
等
利
用
計
画
・
ﾓﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

 

４
 
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

 
1

9
 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

 

５
 
同
行
援
護

 
2

0
 
移
動
支
援

 

６
 
短
期
入
所

 
2

1
 
日
中
一
時
支
援

 

７
 
生
活
介
護

 
2

2
 
児
童
発
達
支
援

 

８
 
療
養
介
護

 
2

3
 
医
療
型
児
童
発
達
支
援

 

９
 
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

 
2

4
 
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

 

1
0

 
自
立
生
活
援
助

 
2

5
 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

1
1

 
就
労
移
行
支
援

 
2

6
 
保
育
所
等
訪
問
支
援

 

1
2

 
就
労
継
続
支
援

A
型

 
2

7
 
障
害
児
相
談
支
援

 

1
3

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 
2

8
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
4

 
就
労
定
着
支
援

 
2

9
 
特
に
な
い

 

1
5

 
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 
 1

0
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問
2
1
 
貴
事
業
所
で
今
後
参
入
を
考
え
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

障
害
児
サ
ー
ビ
ス
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

※
 
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
含
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

１
 
居
宅
介
護

 
1

6
 
施
設
入
所
支
援

 

２
 
重
度
訪
問
介
護

 
1

7
 
地
域
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）
 

３
 
行
動
援
護

 
1

8
 
計
画
相
談
支
援
（
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
等
利
用
計
画
・
ﾓﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

 

４
 
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

 
1

9
 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

 

５
 
同
行
援
護

 
2

0
 
移
動
支
援

 

６
 
短
期
入
所

 
2

1
 
日
中
一
時
支
援

 

７
 
生
活
介
護

 
2

2
 
児
童
発
達
支
援

 

８
 
療
養
介
護

 
2

3
 
医
療
型
児
童
発
達
支
援

 

９
 
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

 
2

4
 
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

 

1
0

 
自
立
生
活
援
助

 
2

5
 
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

1
1

 
就
労
移
行
支
援

 
2

6
 
保
育
所
等
訪
問
支
援

 

1
2

 
就
労
継
続
支
援

A
型

 
2

7
 
障
害
児
相
談
支
援

 

1
3

 
就
労
継
続
支
援

B
型

 
2

8
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
4

 
就
労
定
着
支
援

 
2

9
 
参
入
は
考
え
て
い
な
い

 

1
5

 
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

 
 

 

問
2
2
 
貴
事
業
所
が
事
業
の
新
規
開
設
・
拡
大
す
る
上
で
重
視
す
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
利
用
者
数
の
今
後
の
見
込
み

 
５

 
適
当
な
建
物
・
物
件
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

 

２
 
地
域
に
お
け
る
競
合
事
業
者
の
存
在

 
６

 
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
自
立
支
援
給
付
費
の
見
込
み

 

３
 
職
員
確
保
の
可
能
性

 
７

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

４
 
適
当
な
土
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

 
８

 
新
規
開
設
・
拡
大
は
考
え
た
こ
と
が
な
い

 
 

問
2
3
 
貴
事
業
所
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
新
規
参
入
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
と
思

う
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
障
害
者
総
合
支
援
法
や
自
立
支
援
給
付
費
に
関
す
る
情
報
提
供

 

２
 
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
数
の
今
後
の
見
込
み
に
関
す
る
情
報
提
供

 

３
 
サ
ー
ビ
ス
展
開
の
た
め
の
土
地
・
建
物
に
関
す
る
情
報
提
供

 

４
 
困
難
事
例
・
問
題
事
例
に
関
す
る
ケ
ー
ス
の
情
報
提
供
や
助
言

 

５
 
研
修
・
講
座
等
に
関
す
る
情
報
提
供

 

６
 
緊
急
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
入
院
な
ど
の
受
入
先
の
情
報
提
供

 

７
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
1
 

○
地
域
生
活
支
援
拠
点

 

 
障
害
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
た
、
居
住
支
援
の
た
め
の
機
能
を

も
つ
場
所
や
体
制
の
こ
と
で
す
。

 

 
居
住
支
援
の
た
め
の
主
な
機
能
は
、
相
談
、
緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応
、
体
験
の
機
会
・

場
、
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
地
域
の
体
制
づ
く
り
の
５
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
 

問
2
4
 
貴
事
業
所
が
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

機
能
の
充
実
に
向
け
て
必
要
と
思
う
こ
と
は
な

ん
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）
 

 １
 
地
域
の
障
害
者
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
周
知

 

２
 
障
害
者
等
の
相
談
に
対
応
す
る
場
の
充
実

 

３
 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
配
置
に
よ
る
地
域
の
社
会
資
源
と
の
連
携
の
充
実

 

４
 
緊
急
受
入
れ
の
場
と
し
て
の
短
期
入
所
等
の
充
実

 

５
 
体
験
の
場
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
体
験
入
所
等
の
充
実

 

６
 
行
動
障
害
の
方
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
等
に
対
応
し
た
専
門
的
人
材
の
確
保

 

７
 
障
害
者
の
地
域
生
活
移
行
時
等
に
お
け
る
住
居
探
し
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

 

８
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

     

問
2
5
 
今
後
の
障
害
福
祉
施
策
の
充
実
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

か
。
（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

 １
 
在
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 
1

6
 
自
立
生
活
の
た
め
の
訓
練
・
支
援
の
充
実

 

２
 
障
害
者
が
入
所
し
て
生
活
す
る
場
の
充
実

 
1

7
 
福
祉
的
就
労
に
お
け
る
工
賃
向
上

 

３
 
障
害
者
が
地
域
で
共
同
生
活
で
き
る
場
の
充
実

 
1

8
 
就
労
に
向
け
た
訓
練
・
支
援
の
充
実

 

４
 
日
中
一
時
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
場
の
充
実

 
1

9
 
多
様
に
働
け
る
場
所
の
確
保

 

５
 
宿
泊
し
て
一
時
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
場
の
充
実

 
2

0
 
仕
事
を
継
続
す
る
た
め
の
相
談
や
支
援
の
充
実

 

６
 
住
宅
改
造
等
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
の
補
助

 
2

1
 
医
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

 

７
 
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
や
入
居
支
援
の
充
実

 
2

2
 
福
祉
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
・
確
保

 

８
 
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
多
様
な
居
住
の
場
の
提
供

 
2

3
 
多
分
野
・
多
機
関
・
多
職
種
に
よ
る
連
携
の
充
実

 

９
 
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
の
充
実

 
2

4
 
障
害
者
の
仲
間
づ
く
り
へ
の
支
援

 

1
0

 
財
産
管
理
な
ど
の
権
利
擁
護
の
充
実

 
2

5
 
防
犯
・
災
害
時
の
支
援

 

1
1

 
総
合
的
な
相
談
支
援
の
充
実

 
2

6
 
事
務
手
続
の
簡
素
化

 

1
2

 
区
民
へ
の
障
害
へ
の
理
解
促
進

 
2

7
 
利
用
者
負
担
の
軽
減

 

1
3

 
周
囲
の
人
の
見
守
り
支
援
の
充
実

 
2

8
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
4

 
移
動
・
外
出
支
援
の
充
実

 
2

9
 
特
に
な
い

 

1
5

 
駅
や
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

 
 

1
2
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４

 
虐
待
防
止
に
つ
い
て

 
 

問
2
6
 
貴
事
業
所
で
は
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
虐
待
防
止
責
任
者
の
設
置

 
６

 
虐
待
防
止
連
絡
体
制
の
整
備

 

２
 
虐
待
防
止
委
員
会
の
設
置

 
７

 
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
た
め
の
研
修
を
実
施

 

３
 
虐
待
防
止
に
係
る
外
部
研
修
へ
の
参
加

 
８

 
職
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

 

４
 
事
業
所
内
で
虐
待
防
止
に
係
る
研
修
・

 
９

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

説
明
会
の
開
催

 
1

0
 
特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

 

５
 
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 
 

  
 
５

 
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

 
 

問
2
7
 
貴
事
業
所
で
は
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
災
害
発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 
７

 
避
難
経
路
の
悪
保

 

２
 
定
期
的
に
避
難
訓
練
を
実
施

 
８

 
避
難
行
動
計
画
の
策
定

 

３
 
備
蓄
品
の
整
備

 
９

 
事
業
継
続
計
画
（

B
C

P
）
の
策
定

 

４
 
建
物
の
耐
震
化

 
1

0
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

５
 
ロ
ッ
カ
ー
、
棚
等
の
転
倒
防
止
措
置

 
1

1
 
特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

 

６
 
緊
急
連
絡
網
の
作
成

 
 

  
 
６

 
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

 
 

問
2
8
 
貴
事
業
所
で
は
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
感
染
症
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

 
５

 
職
員
・
関
係
機
関
等
へ
の
連
絡
体
制
の
整
備

 

２
 
職
員
に
対
す
る
感
染
症
対
策
に
関
す
る
研
修
等
の
開
催

 
６

 
換
気
や
消
毒
の
実
施

 

３
 
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
備
品
（
使
い
捨
て
手
袋
、

 
７

 
必
要
に
応
じ
た
検
査
の
実
施
（

P
C

R
検
査
等
） 

マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
薬
等
）
を
常
備

 
８

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４
 
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行

 
９

 
特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

 

 

1
3
 

 
 
７

 
権
利
擁
護
・
差
別
解
消
に
つ
い
て

 
 

問
2
9
 
貴
事
業
所
の
利
用
者
の
う
ち
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
方

の
人
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

 

人
 

 
数

 

人
 

 問
3
0
 
成
年
後
見
制
度
が
利
用
に
至
ら
な
い
理
由
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま

る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
本
人
の
制
度
へ
の
理
解
不
足
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
、
拒
否
し
て
い
る

 

２
 
家
族
の
制
度
へ
の
理
解
不
足
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

 

３
 
金
銭
的
な
負
担

 

４
 
申
立
て
等
の
手
続
き
の
複
雑
さ

 

５
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 

問
3
1
 
貴
事
業
所
の
利
用
者
の
う
ち
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

(
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
)
を
利
用
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
方
の
人
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

 

人
 

 
数

 

人
 

 

問
3
2
 
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

(
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

)
が
利
用
に
至
ら
な
い

 

理
由
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
本
人
の
事
業
へ
の
理
解
不
足
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
、
拒
否
し
て
い
る

 

２
 
家
族
の
事
業
へ
の
理
解
不
足
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

 

３
 
金
銭
的
な
負
担

 

４
 
利
用
手
続
き
の
複
雑
さ

 

５
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
4
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問
3
3
 
地
域
で
障
害
者
へ
の
差
別
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
を
感
じ
る
場
面
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
家

 
７

 
区
役
所
な
ど
の
行
政
機
関

 

２
 
職
場

 
８

 
医
療
機
関

 

３
 
通
所
・
入
所
施
設

 
９

 
交
通
機
関

 

４
 
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者

 
1

0
 
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校

 

５
 
住
ん
で
い
る
地
域
や
住
民

 
1

1
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

６
 
公
共
施
設

 
1

2
 
特
に
感
じ
た
こ
と
は
な
い

 

 

問
3
4
 
障
害
者
の
差
別
解
消
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す

か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
・
紛
争
解
決
の
体
制
整
備

 

２
 
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
わ
る
情
報
の
提
供
・
発
信

 

３
 
障
害
者
差
別
解
消
法
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
等
の
開
催

 

４
 
障
害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
や
障
害
理
解
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
発
行

 

５
 
障
害
者
作
品
展
や
障
害
者
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

６
 
地
域
や
学
校
等
で
交
流
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

 

７
 
地
域
や
学
校
等
で
と
も
に
学
び
、
と
も
に
暮
ら
す
こ
と

 

８
 
学
校
や
生
涯
学
習
で
の
障
害
に
関
す
る
教
育
や
情
報

 

９
 
障
害
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
疑
似
体
験
会
の
開
催

 

1
0

 
障
害
者
の
一
般
就
労
の
促
進

 

1
1

 
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知
・
啓
発

 

1
2

 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

1
3

 
特
に
な
い

 

 

1
5
 

 

令
和
４
年

1
0
月

3
1
日

(
月

)
ま
で
に
、
同
封
の
「
返
信
用
封
筒
」
に
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
こ

の
調
査
票
を
入
れ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

 

封
筒
に
切
手
を
貼
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
3
5
 
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
向
け
て
、
合
理
的
配
慮
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

な
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

 １
 
合
理
的
配
慮
に
関
す
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

 

２
 
合
理
的
配
慮
事
例
の
周
知
・
啓
発

 

３
 
筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応

 

４
 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
情
報
保
障
の
た
め
の
機
器
の
導
入

 

５
 
障
害
当
事
者
等
を
講
師
と
し
た
研
修
・
講
演

 

６
 
民
間
事
業
者
等
に
対
し
て
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
支
援
す
る
助
成

 

７
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

８
 
特
に
な
い

 

  
 
８

 
自
由
意
見

 
 

問
3
6
 
区
の
障
害
者
施
策
に
関
し
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
自
由
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

       ※
 お
書
き
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・ご
要
望
に
、
個
別
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
ま
す
が
、
計
画
策
定
の
際
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

質
問
は
以
上
で
終
わ
り
で
す
。

 

こ
の
度
は
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

   

16
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1
2

3
4

5
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

生
活

保
護

現
在

の
退

院
を

想
定

退
院

に
対

本
人

の
状

況
本

人
の

状
況

備
考

の
状

況
入

院
形

態
し

た
場

合
の

す
る

家
族

S
O

S
が

出
せ

る
服

薬
、
通

院
が

帰
宅

先
の

意
向

出
来

る

１
　
男

性
１
　
1
0
代

１
　
生

活
保

護
１
　
医

療
保

護
１
　
入

院
治

療
を

１
　
有

１
　
有

１
　
希

望
有

り
１
　
協

力
的

１
　
S

O
S

を
出

せ
る

１
　
自

分
で

出
来

る

２
　
女

性
２

　
2
0
代

２
　
生

活
保

護
　
　
入

院
　
　
要

す
る

２
　
無

２
　
無

２
　
希

望
無

し
２

　
非

協
力

的
２

　
信

頼
で

き
る

支
援

者
２

　
時

々
忘

れ
る

が
、

３
　
3
0
代

で
は

な
い

２
　
任

意
入

院
２

　
受

け
入

れ
条

件
３

　
不

明
３

　
家

族
不

在
に

は
出

せ
る

　
　
見

守
り

、
助

言
が

４
　
4
0
代

３
　
そ

れ
以

外
が

整
え

ば
退

院
４

　
不

明
３

　
出

さ
な

い
が

、
職

員
　
　
あ

れ
ば

出
来

る

５
　
5
0
代

可
能

（
　
　
　
　
　
　
）

か
ら

の
面

接
、
助

言
３

　
１
人

で
は

出
来

な
い

６
　
6
0
～
6
4
歳

３
　
そ

れ
以

外
は

拒
否

し
な

い
　
　
が

、
見

守
り

、
同

伴

７
　
6
5
～
6
9
歳

４
　
S

O
S

を
出

せ
な

い
　
　
が

あ
れ

ば
出

来
る

８
　
7
0
歳
以
上

４
　
自

分
で

出
来

な
い

例
1

4
統
合
失
調
症

2
3

年
4

月
2

1
1

1
3

1
2

1
年

月

2
年

月

3
年

月

4
年

月

7
年

月

6
年

月

7
年

月

8
年

月

9
年

月

1
0

年
月

職
種

名
部

署
名

可
能

不
可

（
理

由
）

部
署

名
担

当
者

Ｑ
１
　

貴
院

に
は

、
地

域
移

行
を

主
に

行
っ

て
い

る
職

種
の

人
、
ま

た
は

地
域

移
行

に
取

り
組

む
部

署
は

あ
り

ま
す

か
。

Ｑ
２

　
貴

院
に

入
院

し
て

い
る

文
京

区
の

方
に

、
当

区
で

実
施

し
て

い
る

取
り

組
み

を
説

明
し

に
伺

っ
て

も
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
ど

ち
ら

か
に

○
を

お
付

け
く

だ
さ

い
。

Ｑ
３

　
訪

問
す

る
場

合
の

窓
口

は
ど

ち
ら

に
な

り
ま

す
か

。

令
和

４
年

1
0

月
１
日

現
在

、
貴

病
院

に
精

神
科

疾
患

で
１
年

以
上

入
院

し
て

い
る

患
者

で
、
文

京
区

に
住

民
票

の
あ

る
方

ま
た

は
入

院
前

住
所

が
文

京
区

の
患

者
様

に
つ

い
て

、
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

。

※
直

近
の

実
績

（
令

和
４

年
６

月
3

0
日

等
）
の

方
が

把
握

し
や

す
い

場
合

は
、
任

意
の

直
近

月
日

現
在

で
も

構
い

ま
せ

ん
。

（
自

由
記

載
欄

）
入

院
の

状
況

病
院

か
ら

見
た

退
院

の
見

通
し

退
院

に
向

け
た

本
人

の
意

思
性

別
年

代
病

名

文
京
区
　
長
期
入
院
患
者
様
の
状
況
調
査
票

記
入

式

令
和

4
年

1
0

月
1
日

時
点

の
入

院
期

間

連
絡

先
番

号
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

6

N
o

在
 院

 期
 間

医
療

機
関

名
記

載
者

住
所

病
床

数

ご
協

力
い

た
だ

き
、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

令
和
4年

10
月
31

日
(月

)ま
で

に
、
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

こ
の

調
査

票
を

入
れ

て
、
ポ

ス
ト

に
投

函
し

て
く

だ
さ

い
。

切
手

を
貼

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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